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• Quest NetVault について

• 本ガイドについて

• 対象ユーザー

• 参考資料

Quest NetVault について
Quest® NetVault® （NetVault） は、 高度なクロスプラッ ト フォームのデータ保護機能を提供します。 非常に使い
やすく、 すぐに導入できる製品であり、 拡張に伴う煩雑な作業も必要ありません。

NetVault では、 単一の直観的なユーザー ・ インターフェイスから物理および仮想の両方の環境でデータおよびア
プリケーシ ョ ンを保護し、 大容量のペタバイ ト単位のデータを含む多数のサーバーを保護できます。 また、
NetVault は、 異機種混在環境もサポートするため、 幅広いオペレーティング ・ システム、 アプリケーシ ョ ン ・
データベース、 プロセッサ ・ アーキテクチャ、 およびネッ トワーク ・ ス ト レージ ・ デバイスのデータを保護でき
ます。 このようなクロスプラッ ト フォームの多様性により、 日々成長と変化を続ける IT インフラスト ラクチャ
の状況に合わせて、 NetVault を容易にカスタマイズできます。

主な利点
• シンプルで、 すぐに利用できるシステムにより タイム ・ ト ゥ ・ バリューを短縮できる

• 完全に自動化されたインストール ・ マネージャにより、 Windows クライアン トの展開を簡素化

• 物理と仮想両方の環境を保護できるため、 コス ト を削減できる

• 異機種混在のサーバー ・サポートで多種多様な IT 環境に幅広く対応

• 広範なアプリケーシ ョ ンのサポート

• スト レージの効率性を大幅に向上させるディスク ・ ベースのバックアップおよび重複排除

• ソース側の重複排除および WAN 向けに最適化されたレプリケーシ ョ ンを実現するための Quest DR 
Series システムとのシームレスな統合

• 包括的なネッ トワーク接続型スト レージ （NAS） の保護により、 重要なデータを保護

• 豊富な機能により仮想環境を保護

• ベア ・ メ タル ・ リカバリによって、 障害が発生したサーバーのリカバリ時間を大幅に短縮

• 分散しているバックアップ ・ ターゲッ トや作業負荷に対応できる幅広いスト レージ接続オプシ ョ ン

• バックアップ ・ データ転送を最適化し、 障害点を削減するデバイスの動的共有

• ハイパフォーマンスなマルチスト リーミングによる高速ファイル ・ システム ・バックアップ

• QoreStor スト レージで使用する場合のファイルの不変性。

• 継続的データ保護

• ファイルレベルのリカバリ
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機能概要
• アプリケーシ ョ ン保護 ： Oracle、 SQL Server、 Exchange、 SharePoint、 MySQL、 PostgreSQL、

Domino、 DB2、 Informix、 SAP、 および Sybase などのビジネスに重要なアプリケーシ ョ ンの可用性をア

プリケーシ ョ ンのプラグインによって確保することができます。 これらのプラグインは、 統合にかかる
時間を節約できるようにネイテ ィブ ・ ソ リューシ ョ ンを補完します。 バックアップ ・ ジ ョ ブおよびリカ
バリ ・ ジ ョ ブを実行するために、 スクリプ ト を作成する必要はありません。

• NAS 保護 ： Dell、 EMC、 HITACHI、 IBM、 NetApp、 Sun のデバイスを含む、 NAS アプライアンス上に保

管されている情報に対して、 高度なデータ保護を実現します。 ネッ トワーク ・ データ管理プロ ト コル
（NDMP） を使用してデータをバックアップすることで、 LAN を介したト ラフ ィ ッ クを削減し、 パフォー

マンスを最大化できます。 NetVault は、 さまざまなスト レージ ・ トポロジおよび構成をサポート してお

り、 ローカル接続 SCSI デバイス、 SAN 接続デバイス、 またはネッ トワーク上に存在するスト レージ ・

デバイスなどに、 直接バックアップできます。

• 企業全体の管理 ： Web ベースのインターフェイスを使用して、 バックアップおよびリカバリ操作の設定、

管理、 および監視を行います。 ウィザードの手順に従って、 バックアップ ・ ジ ョ ブの作成、 ポリシーの
割り当て、 ス ト レージ ・ デバイスの設定、 レポートの生成などの一般的なタスクを実行できます。

• ディスクおよびテープへのバックアップ ： NAS デバイスやサードパーティ製の重複排除アプライアンス

を含む、 幅広いスト レージ ・ ターゲッ トへのディスク ・ ベースおよびテープ ・ ベースのバックアップを
活用します。 また、 NetVault では、 オフサイ トス ト レージおよびディザスタ リカバリの目的のために、

スト レージターゲッ ト間でデータを移動できます。

• データ重複排除 ： 強力な重複排除テク ノロジによりデータ ・ ス ト レージのフッ トプリン ト を削減します。
NetVault は、 Quest DR Series システムの重複排除アプライアンスおよび Rapid Data Access （RDA） ク

ライアン ト側の重複排除テク ノロジとシームレスに統合されているため、 ユーザーはアプライアンスの
強力な重複排除、 圧縮、 およびレプリケーシ ョ ンの機能をフル活用できます。 また、 NetVault では、 ソ

フ トウェア定義の Quest QoreStor™ スト レージ ・ デバイスに対応 （Linux のみ） しており、 RDA クライ

アン ト側の重複排除機能も提供しています。 また、 NetVault は、 EMC Data Domain バックアップおよび

リカバリ ・ プラッ ト フォームの他、 その重複排除用の DD Boost テク ノロジもサポート しています。

• 仮想化のサポート ： 高度なデータ保護を、 VMware 環境および Hyper-V 環境にまで拡大します。 NetVault
では、 専門の技術者でな く ても、 ポイン ト ・ アンド ・ ク リ ッ クで、 仮想環境の整合性のある、 信頼性の
高いバックアップおよびリストアを実行できます。

• ハイパフォーマンスなマルチスト リーミング ： 同時に複数のワークロードをバックアップすることで、
時間を節約し、 管理を容易にします。

• 強力なセキュリテ ィ ： CAST-128、 CAST-256、 FIPS 非準拠の AES-256、 FIPS 準拠の AES-256 の各アル

ゴリズムをサポートする暗号化プラグインを使用することで、 バックアップウィンドウや重複排除のパ
フォーマンスを犠牲にすることな く規制要件に適合します。 柔軟なジ ョブ ・ レベルの暗号化により、 暗
号化対象のデータを容易に選択できます。

• 単純明快なライセンス ： NetVault は、 容量またはコンポーネン トごとにライセンスが付与されます。 こ

のオプシ ョ ンにより、 組織のニーズに最適なモデルを非常に柔軟に選択できます。 コンポーネン ト ・
ベースのライセンスでは、 必要なモジュールを選択することができます。 NetVault は容量ごとにライセ

ンスを取得して、 クライアン トまたはアプリケーシ ョ ン ・ プラグインを無制限に配備することもできま
す。 Quest は、 NetVault 向けに 2 種類の容量ベースのライセンス ・ エディシ ョ ンを提供しています。 一

方は成長中の企業に高い価値を付与し、 も う一方は大企業を包括的に保護します。

本ガイドについて
このガイドは、 データを保護するための NetVault の設定、 使用方法を説明しています。 NetVault のすべての特

徴と機能に関する総合的な情報を提供しています。
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対象ユーザー
本ガイドは、 バックアップ管理者と、 組織のバックアップ戦略を設計および実施する責任を担うその他の技術者
を対象としています。 NetVault サーバーおよびクライアン ト を実行するオペレーティング ・ システムについての

知識があることを前提としています。

参考資料
• Quest NetVault インスト レーシ ョ ン ・ ガイ ド ： このガイドでは、 NetVault サーバーおよびクライアン ト ・

ソフ トウェアのインストール方法について詳し く説明しています。

• Quest NetVaultCLI リファレンス ・ ガイ ド ： このガイドでは、 NetVault コマンド ライン ・ ユーティ リテ ィ

の使用方法について説明します。

• Quest NetVault Plug-in for FileSystem ユーザーズ ・ ガイ ド ： このガイドでは、 NetVault Plug-in for 
FileSystem のインストール、 設定および使用方法について説明しています。

• Quest NetVault ビルト イン ・ プラグイン ・ ユーザーズ ・ ガイ ド ： 本ガイ ドは、 以下のプラグインの設定

および使用方法を説明しています。

▪ NetVault Plug-in for Consolidation

▪ NetVault Plug-in for Data Copy

▪ NetVault Plug-in for Databases

▪ NetVault Plug-in for Raw Devices

▪ NetVault Plug-in for Encryption

• Quest NetVault SmartDisk インスト レーシ ョ ン / アップグレード ・ ガイ ド ： このガイドでは、 NetVault 
SmartDisk ソフ トウェアのインストール方法について詳し く説明しています。

• Quest NetVault SmartDisk アド ミニスト レーターズ ・ ガイ ド ： このガイドでは、 NetVault SmartDisk イン

スタンスの管理について詳し く説明しています。

• Quest NetVault 互換性ガイド ： このガイドには、 NetVault でサポート されているプラッ ト フォーム、 OS
バージ ョ ン、 およびアプリケーシ ョ ンのバージ ョ ンが記載されています。

これらのガイドは、 https://support.quest.com/technical-documents からダウンロードできます。

重要 ： 
• NetVault では、 NetVault サーバに存在する PostgreSQL データベースにシステムデータが保存され

ます。 Quest テクニカル ・サポート担当者からの指示がない限り、 PostgreSQL ツールを使用して、

NetVault データベースを直接変更しないで ください。 データベースの変更が間違っていると、 回復

できないデータ破損が発生する可能性があります。 NetVault データベースを変更する前に、 必ず

データベースのバックアップ ・ コピーを作成して ください。 NetVault データベースのバックアップ

についての詳細は、 『Quest NetVault ビルト イン ・ プラグイン ・ ユーザーズ ・ ガイ ド』 を参照して

ください。

• NetVault では、 NetVault インストール ・ ディ レク ト リの config ディレク ト リに存在する 「.cfg」
フ ァイルにシステム設定が保管されます。 これらのファイルの設定を変更する場合は、 必ず、
Quest テクニカル ・サポート担当者の指導の下で実行します。 これらのファイルに誤った変更が行

われると、 エラーやその他の予期しない動作が発生する可能性があります。 設定ファイルを変更す
る前に、 必ずファイルのバックアップ ・ コピーを作成して ください。

https://support.quest.com/ja-jp/technical-documents
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NetVault の展開について
NetVault 設定では、 1 つのマシンが NetVault サーバーとして設定され、 保護対象のそれ以外の各種マシンが

NetVault クライアン ト と して機能します。 単一のサーバと、 その関連するクライアン トが、 NetVault ド メイン

を形成しています。

NetVault 展開の概要を次の図に示します。
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図1. NetVault配備の概要

NetVault のコンポーネン トについて
NetVault は、 次のコンポーネン トから構成されます。

• NetVault サーバー

• NetVault クライアン ト

• NetVault プラグイン

• NetVault WebUI

• NetVault のコマンド ・ ライン ・ インターフェイス

NetVault サーバー
NetVault サーバーには、 データを保護するための主要サービスが用意されています。 

サーバは、 スケジュール管理、 ジョブ管理、 デバイス管理、 メディア管理、 ユーザー管理、 通知管理、 ログ管理な
どのサービスを提供します。 サーバー管理者は、 割り当てられているすべてのクライアントのバックアップおよび
リストア ・ ジ ョブを管理します。 各種物理および仮想ストレージ ・ デバイスを、 サーバーにローカルに接続するこ
とができます。 NetVault サーバは Windows および Linux オペレーティングシステム上で動作することができます。
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 NetVault クライアン ト
NetVault クライアン トは、 NetVault ソリューシ ョ ンを使用して保護するマシン上にインストールされます。 これ

らのマシンとしては、 ファイル ・サーバー、 データベース ・サーバー、 メール ・サーバー、 アプリケーシ ョ ン ・
サーバー、 およびワークステーシ ョ ンが挙げられます。 

NetVault クライアントは、 クライアントのすべてのデータ保護操作を管理する NetVault サーバーに割り当てられま

す。 単一のサーバと、 その関連するクライアントが、 NetVault ド メインを形成しています。 NetVault クライアント

に物理または仮想ストレージ ・ デバイスをローカルに接続するには、 NetVault SmartClient ライセンスが必要です。

NetVault クライアン トは、 AIX、 FreeBSD、 HP-UX、 Linux、 macOS X、 Solaris、 Windows の各オペレーティン

グシステムで動作できます。 

NetVault プラグイン
NetVault プラグインは、 サーバーおよびクライアン ト ・ マシン上に保管されている各種アプリケーシ ョ ンやデー

タを保護するために用いられます。 NetVault プラグインは、 ビルト インプラグインとライセンスプラグインの

2 種類に分類できます。

ビルト イン ・ プラグイン
ビルト イン ・ プラグインは、 NetVault ソフ トウェアに同梱されており、 NetVault サーバーおよびクライアン ト ・

ソフ トウェアのインストール時に、 各マシンに自動的にインストールされます。 

NetVault は、 以下のタイプのビルト イン ・ プラグインを提供しています。

• NetVault Plug-in for FileSystem （Plug-in for FileSystem） ： Plug-in for FileSystem により、 重要なファ

イル ・ システム ・ データを保護し、 最低限の操作でボリューム全体、 個別のパーティシ ョ ン、 または個
別のディレク ト リおよびファイルを素早く高信頼にリストアできます。

• NetVault Plug-in for Consolidation （Plug-in for Consolidation） ： Plug-in for Consolidation では、 フ

ル ・バックアップとそれに関連付けられた増分バックアップを統合して、 複合セーブセッ ト を作成でき
ます。 こ う したコンソリデート されたセーブセッ トは、 後続の増分バックアップのベースとして使用で
きます。 Plug-in for Consolidation は、 クライアン トのデータをバックアップするのではな く、 既存の

セーブセッ ト を 1 つにまとめた複合セーブセッ ト を作成します。

• NetVault Plug-in for Data Copy （Plug-in for Data Copy） ： Plug-in for Data Copy では、 オフサイ ト ・ ス

ト レージおよびディザスタ ・ リカバリのために、 1 つまたは複数のバックアップ ・ コピーを作成できま

す。 Plug-in for Data Copy は、 クライアン トのデータをバックアップするのではな く、 既存のバックアッ

プのコピーを作成します。

• NetVault Plug-in for Databases （Plug-in for Databases） ： Plug-in for Databases では、 NetVault デー

タベースに保存されているシステムデータ （設定ファイル、 システム設定、 バックアップインデックス、
バックアップメディア情報、 ジ ョ ブのスケジュール、 ライセンスなど） を保護します。 このバックアッ
プを使用して、 障害発生後に NetVault サーバーの機能を復元できます。

• NetVault Plug-in for Encryption （Plug-in for Encryption） ： このプラグインは、 規制当局のバックアッ

プセキュリテ ィ要件を満たすために、 CAST-128、 CAST-256、 FIPS 非準拠の AES-256、 FIPS 準拠の 
AES-256 の各アルゴリズムをサポート しています。

• NetVault Plug-in for Raw Devices （Plug-in for Raw Devices） ： The Plug-in for Raw Devices では、 物

理ディスクに保管されているデータを保護します。 このプラグインにより、 複雑なスクリプ ト を作成し
な く ても、 Master Boot Record （MBR）、 システム ・パーティシ ョ ン、 および個別のユーザー ・パーティ

シ ョ ンをポイン ト ・ アンド ・ ク リ ッ ク操作で復元できます。

メモ ： HP-UX または macOS オペレーティングシステムに NetVault クライアン ト をインストールしている

場合は、 Quest では、 古いバージ ョ ンからアップグレードするのではな く  NetVault 13.1 の新規インストー

ルを使用することをお勧めします。
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• NetVault Plug-in for Rapid Data Access （Plug-in for RDA） ： Plug-in for RDA では、 重複排除アプライ

アンスの Quest DR Series システムやソフ トウェア定義の Quest QoreStor スト レージ ・ デバイス （Linux
のみ） など、 他の製品で提供しているクライアン ト側およびインライン式の重複排除機能を使用できま
す。

ビルト イン ・ プラグインについての詳細は、 『Quest Plug-in for FileSystem ユーザーズ ・ ガイ ド』 および 『Quest 
NetVault ビルト イン ・ プラグイン ・ ユーザーズ ・ ガイ ド』 を参照して ください。

ライセンスプラグイン
ライセンスプラグインは、 個別の製品として利用でき、 特定のアプリケーシ ョ ンやアプライアンスを保護するた
めに、 NetVault サーバおよびクライアン トのマシン上にインストールされます。

NetVault は、 以下のタイプのライセンスプラグインを提供しています。

• Plug-ins for applications ： このプラグインは、 Oracle、 SQL Server、 Exchange、 SharePoint、 MySQL、
PostgreSQL、 Domino、 DB2、 Informix、 SAP、 および Sybase などのビジネス上重要なアプリケーシ ョ

ンのデータ保護手段を提供しています。

• Plug-ins for NDMP-based NAS appliances ： このプラグインは、 NDMP プロ ト コルをサポートする機器

に対して、 このプロ ト コル ・ ベースのバックアップと リス トアを有効にします。 NetVault は、 NetApp 機

器の高度なデータ保護を提供するために NetApp SnapMirror、 SnapVault、 および Snapshot テク ノロジ

を統合する特別なプラグインも提供しています。

• Plug-ins for virtual environments ： このプラグインは、 VMware および Hype-V 環境内の仮想マシンの

データ保護手段を提供しています。

• Plug-ins for device integration ： このプラグインは、 NetVault 環境で使用する特別なテープ ・ ライブラ

リの設定を有効にします。

• Plug-ins for bare metal recovery ： このプラグインにより、 オペレーティング ・ システム、 アプリケー

シ ョ ン、 システム設定、 パーティシ ョ ン情報、 サポートする Windows および Linux オペレーティング ・

システム上のデータを含めたシステム全体を復元できます。

NetVault では、 分散データのデータ保護を有効にする各種プラグインのクラスタ対応版も用意しています。

ライセンスプラグインの詳細については、 各プラグインのユーザーズガイドを参照して ください。

NetVault WebUI
NetVault には、 NetVault システムを設定、 管理、 および監視するために、 NetVault WebUI と呼ばれる Web ベース

のユーザーインターフェイスが用意されています。 NetVault WebUI を使って、 以下のような各種作業を行えます。

• パフォーマンス、 セキュリテ ィ、 およびその他のオプシ ョ ンの設定

• クライアン ト、 ス ト レージ ・ デバイス、 およびスト レージ ・ メディアの管理

• バックアップと リス トアの実行

• ジ ョブ、 デバイス ・ アクテ ィ ビテ ィ、 およびログの監視

• 通知の設定

• レポートの生成と表示

任意の標準ブラウザを使って、 NetVault WebUI にアクセスできます。 WebUI を使って任意のシステムから、 サ

ポート されている Web ブラウザを実行して HTTP または HTTPS 経由でサーバーに接続することで、 NetVault
サーバーをリモート管理することができます。 
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NetVaultのコマンド・ライン・インターフェイス
NetVault には、 コマンドプロンプ トウィ ンドウまたはターミナルウィンドウから、 NetVault システムを設定、 管

理するためのコマンド ラインインターフェイスも用意されています。 

NetVault CLI ユーティ リテ ィ を使って、 以下のような各種作業を行う ことができます。

• NetVault サービスの開始と停止

• パフォーマンス、 セキュリテ ィ、 およびその他のオプシ ョ ンの設定

• クライアン ト、 ス ト レージ ・ デバイス、 およびスト レージ ・ メディアの管理

• バックアップと リス トアの実行

• レポートの生成と表示

NetVault コマンド ラインユーティ リテ ィは、 NetVault サーバおよびクライアン トマシンからアクセスできます。

コマンド ・ ライン ・ インターフェイスについての詳細は、 『Quest NetVault コマンド ライン ・ インターフェイ

ス ・ リファレンス ・ ガイ ド』 を参照して ください。

NetVault サービスの開始 / 停止
NetVault サービスは、 サーバおよびクライアン トマシンで自動的に開始されるように設定されています。

Txtconfig ユーティ リテ ィまたは CLI を使って、 NetVault サービスを手動で開始または停止できます。

NetVault サービスを手動で開始または停止するには ：

1 Txtconfig を使用する場合 ：

a ターミナル ・ ウィ ンドウまたはコマンド ・ プロンプ ト ・ ウィ ンドウで、 「txtconfig」 と入力し、

Enter キーまたは Return キーを押します。

b ［マシン］ ページで、 p を押して、 メイン ・ メニューを表示し、 ［サービス］ ページのオプシ ョ ン

番号を押します。

c NetVault サービスの現在の状態に応じて、 オプシ ョ ン番号を押してサービスを停止または開始し

ます。 s を押して、 q を押します。

2 CLI を使用する場合 ：

a Linux ベースシステム ：

サービスを開始するには、 次のように入力します。 $NV_HOME/etc/startup.sh start

サービスを停止するには、 次のように入力します。 $NV_HOME/etc/startup.sh stop

b Windows ベース ・ システム ：

サービスを開始するには次を入力します。 net start “NetVault Process Manager” 

サービスを停止するには次を入力します。 net stop “NetVault Process Manager”

メモ： これらのユーティリティを使用するには、Windows ベースのシステムでは管理者権限で、Linux およ

び UNIX ベースのシステムでは root ユーザー権限でログインする必要があります。
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HTTP または HTTPS を使用した Web
サービスの有効化
デフォルトでは、 Web サービスは HTTPS を使用して有効化します。 Web サービスの設定を変更して、 ポート

またはプロ ト コルを変更できます。 また、 これらの設定によって、 HTTPS 通信のセキュリテ ィ認証ファイルや

プライベート ・ キー ・ ファイルを指定することもできます。

次のインターフェイスを介して、 Web サービスの設定を変更できます。 NetVault WebUI （［設定変更］ ページを

使用）、 または Txtconfig。

NetVault の Web サービスを設定するには ：

1 以下のいずれかの方法を使用して、Webサービスの設定にアクセスします。 

▪ NetVault WebUI ： 

a NetVault WebUI を開始して、 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで ［設定変更］ をクリ ックします。 

b ［NetVault サーバ設定］ ページの ［サービス］ で、 ［Web サービス］ をクリ ックします。

▪ Txtconfig ： 

a ターミナル ・ ウィ ンドウまたはコマンド ・ プロンプ ト ・ ウィ ンドウで、 「txtconfig」 と入力

し、 Enter キーまたは Return キーを押します。 

b ［マシン］ ページで、 p を押して、 メイン ・ メニューを表示し、 ［Web サービス］ ページの

オプシ ョ ン番号を押します。

2 以下の設定を行います。

メモ： NetVaultは、Webサービス接続受信用のデフォルトのHTTPSの待ち受けポートとしてポート8443
を使用します。サーバーのインストール時にデフォルト・ポート（8443）がその他のアプリケーションに

よって使用されている場合、NetVaultはポート範囲50486～65535の中で最初に使用可能なポートを割り

当てます。

この手順を使用するには、Windowsベースのシステムに管理者権限を持つユーザーとして、またはLinuxお
よびUNIXベースのシステムにrootユーザーとしてログインする必要があります。

表1. Webサービスの設定

設定 説明

HTTP 設定 HTTP 経由で Web サービスにアクセスするには、 以下の設定を行います。

• HTTPを使用したWebサービスの有効化：このチェック・ボックス

を選択します。 
Txtconfigを使用している場合、この設定のオプション番号を押し

て、値を［オン］に変更します。 
• Webサービス接続を受信するためのHTTPの待ち受けポート：デ

フォルトのHTTPポートは80です。 
このポートが他のサーバーやアプリケーションによって使用されて
いる場合は、別のポートを設定します。
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3 設定を保存するには、 以下の手順に従います。

▪ NetVault WebUI ： 設定を適用して WebUI ダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［実行］ をクリ ッ

クします。

▪ Txtconfig ： s キーを押して設定を保存してから q キーを押して Txtconfig を終了します。

NetVault へのログイン 
NetVault Core へのログインには、 次のオプシ ョ ンを使用できます。

• NetVault ローカルユーザー

• Active Directory ド メイン （AD） ユーザー

HTTPS 設定 HTTPS 経由で Web サービスにアクセスするには、 以下の設定を行います。

• HTTPS を使用した Web サービスの有効化 ： このプロ ト コルはデ

フォルトで選択されています。 
HTTPS プロ ト コルを使用することをお勧めします。 このプロ ト コ

ルは、 クライアン ト とサーバー間で暗号化された通信を実現しま
す。 これにより、 ブラウザと NetVault Web サービスの間でやり取

り される NetVault パスワードなどの機密データを保護できます。

• Web サービス接続を受信するための HTTPS の待ち受けポート ： デ

フォルトでは、 NetVault では HTTPS 用にポート 8443 が使用され

ます。 このポートが他のサーバーやアプリケーシ ョ ンによって使用
されている場合は、 別のポート を設定します。

• WebService セキュリテ ィ認証ファイル ： HTTPS を使用するには、

SSL 証明書の指定が必要です。 
NetVault は自己署名証明書 （server.crt） を提供します。 これは、

NetVault のインストール ・ ディ レク ト リの etc ディレク ト リ内にあ

ります。 この証明書は、 大半のブラウザで警告を生成します。

警告なしでブラウザに証明書を受け付けさせるには、 信頼された認
証局が署名した有効な証明書ファイルを指定する必要があります。 

• ［受信 Web サービス接続で無効にする暗号］ ： Web サービス設定を

変更して受信用 Web サービス接続設定の暗号を無効にし、 1 つまた

は複数の暗号を許可されないようにすることができます。 これら
は、 ［NetVault サーバー設定］ ページから設定することができます。

デフォルトでは、 このフ ィールドは空白で、 あらゆる暗号が許可さ
れています。

• ［受信 Web サービス接続で無効にするプロ ト コル］ ： Web サービス

設定を変更して受信用 Web サービス接続設定のプロ ト コルを無効

にし、 1 つまたは複数のプロ ト コルを許可されないようにすること

ができます。 これらは、 ［NetVault サーバー設定］ ページから設定

することができます。 デフォルトでは、 このフ ィールドは空白で、
あらゆるプロ ト コルが許可されています。

• WebService プライベート ・ キー ・ ファイル ： HTTPS 通信に使用

する秘密鍵ファイルを指定します。 
デフォルトのキーファイルは、 server.key です。 このファイルは、

NetVault のインストールディ レク ト リ内の etc ディレク ト リにあり

ます。

表1. Webサービスの設定

設定 説明
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• OpenLDAP ディレク ト リサービスユーザー

• Samba Active Directory ユーザー

• Microsoft Azure Active Directory （Azure AD） ユーザー

NetVault にログインする ：

1 ブラウザ ・ ウィ ンドウを開きます。 アドレス ・バーに以下の項目を入力します。

https://< マシン名 >:8443

Enter キーを押します。

2 ［ログイン］ ダイアログボックスで、 次のいずれかのオプシ ョ ンを実行します。 

▪ NetVault ローカルユーザーまたはド メインユーザーの資格情報を使用してログインするには、

ユーザー名とパスワードを入力し、 ［サインイン］ をクリ ックします。

▪ Azure AD 資格情報を使用してログインするには、 ［Azure AD でサインイン］ をクリ ックし、 適切

な資格情報を入力して、 ［入力］ をクリ ックします。

ログインすると、 ブラウザ ・ ウィ ンドウに ［サーバー ・ モニタ］ ページが表示されます。

NetVault WebUI の概要
NetVault WebUI は、 ［ヘッダー］ パネル、 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネル、 および ［操作］ パネルから構成されてい

ます。

メモ ： NetVault を実行するには、 Windows ベースのシステムに管理者権限を持つユーザーとして、 または

Linux および UNIX ベースのシステムに root ユーザーとしてのログインが必要です。

AD を使用したログインの詳細については、 「Active Directory と NetVault の統合」 を参照して ください。

Azure AD オプシ ョ ンでログインする前に、 NetVault を Azure ポータルに登録し、 NetVault で Azure AD を
設定します。 詳細は、 「ID プロバイダとしての Azure Active Directory の使用」 を参照して ください。

メモ ： NetVault には、 2 種類の事前定義されたユーザー ・ アカウン トがあります。

• admin ： NetVault の管理者アカウン トです。

• default ： NetVault でさまざまな操作を実行するために使用できる標準のユーザーアカウン

トです。

NetVault をインストールしたら、 admin または default のユーザー ・ アカウン ト を使って、

NetVault にログインできます。 デフォルトでは、 これらのユーザーアカウン トにはパスワードは割

り当てられていません。 NetVault ユーザーアカウン トの詳細については、 「ユーザー ・ アカウン ト

とグループ ・ アカウン トの管理」 を参照して ください。
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図 2. NetVault WebUI ホームページ

WebUI のパネルの簡単な説明を以下の表に示します。
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表2. NetVault WebUIのパネル

パネル 説明

［ヘッダー］
パネル

このパネルには、 以下の項目が含まれています。

• ［ビデオ］ アイコン ： 現在ロード されているページの動画チュート リアルにアクセスで
きます。 新規のブラウザ ・ ウィ ンドウまたはタブにリンク先が開きます。

• 言語 ： 使用可能な言語のリストが表示されます。 ここで、 NetVault WebUI の表示と入

力の言語を選択できます。

このオプシ ョ ンでは、 NetVault のロケール設定は変更されません。 NetVault のロケール

を変更する方法の詳細については、 「言語とロケール設定の変更」 を参照して ください。

• ［設定］ アイコン ： ［アプリケーシ ョ ン設定］、 ［NetVault キャッシュのクリア］、 および

［NetVault UI 設定のクリア］ を変更するオプシ ョ ンのリストが表示されます。 

アプリケーシ ョ ン設定

NetVault WebUI のアプリケーシ ョ ン設定 （ナビゲーシ ョ ン、 カラー ・パレッ ト、 アク

シ ョ ンの表示方法、 時間形式、 デフォルトのテーブル ・ ページサイズ） を変更するに
は、 以下の手順に従います。

a NetVault WebUI の ［ヘッダー］ パネルで、 ［設定］ アイコンをクリ ックし、 ［ア

プリケーシ ョ ン設定］ を選択します。 ページの右側に、 ［アプリケーシ ョ ン設
定］ ドロワが表示されます。 以下のオプシ ョ ンを設定します。

▫ ナビゲーシ ョ ン ： NetVault WebUI のナビゲーシ ョ ン ・ バーの自動非表示

設定を削除するには、 ［ナビゲーシ ョ ン ・ ドロワを自動的に非表示にす
る］ チェ ック ・ ボックスを選択解除します。 デフォルトでは、 ナビゲー
シ ョ ン ・ バーは自動非表示に設定されています。

▫ カラー ・パレッ ト ： NetVault WebUI のカラー ・ テーマをダーク ・ テーマ

に変更するには、 ［ダーク ・ テーマ］ を選択します。 デフォルトでは、
NetVault WebUI はライ ト ・ テーマで表示されています。

▫ アクションの表示方法 ： アクションのオプションをページ ・ レベルおよび
テーブル ・ レベルのコンテキスト ・ メニューとして表示するには、 ［コン
テキスト ・ メニュー］ を選択します。 デフォルトでは、 アクションのオプ
ションは、 NetVault WebUI ページの下部にボタンとして表示されます。 

［コンテキスト ・ メニュー］ オプシ ョ ンを選択した場合、 ページの下部に
あるページベースのアクシ ョ ン ・ ボタンは、 ページの上部 （ページ ・ タ
イ トルの後） の省略記号アイコンで表示されるコンテキスト ・ メニュー
に置き換えられます。 また、 テーブルベースのアクシ ョ ンは、 テーブル
の ［アクシ ョ ン］ 列に表示されます。 水平省略記号アイコンをクリ ック
し、 必要なアクシ ョ ンを選択します。 このオプシ ョ ンは、 NetVault 
WebUI の一部のページに適用されます。

▫ 時間形式 ： 時刻形式を変更するには、 アプリケーシ ョ ン設定で 12 時間形

式または 24 時間形式を選択します。 デフォルトでは、 アプリケーシ ョ ン

はサーバー設定から 24 時間形式を設定します。 時間形式を変更するに

は、 次の方法を使用します。

- 12 時間 （AM/PM） ： NetVault WebUI の 12 時間 （AM/PM） 形式を

設定します。 

- 24 時間 ： NetVault WebUI の 24 時間形式を設定します。

NetVault では、 時刻形式の設定変更が NetVault WebUI のすべてのセク

シ ョ ンに適用されます （レポート ・ ベースの機能を除く ）。
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［ナビゲーシ ョ ン］ パネル
［ナビゲーシ ョ ン］ パネルを表示するには、 ［ヘッダー］ パネルのアイコン  の上にポインタを移動します。

［ナビゲーシ ョ ン］ パネルが表示されます。 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルを表示せずに、 ［オペレーシ ョ ン］ パネル

▫ デフォルトのテーブル ・ ページサイズ ： NetVault WebUI のテーブルのデ

フォルト ・ ページ ・サイズを変更するには、 ［デフォルトのテーブル ・
ページサイズ］ ドロップダウンをクリ ックします。 テーブルの設定です
でに各テーブルのページ ・サイズを設定している場合は、 この設定がア
プリケーシ ョ ン設定より優先されます。 デフォルトでは、 ページ ・サイ
ズはサーバー設定で ［自動］ に設定されます。 NetVault WebUI のペー

ジ ・サイズは次のオプシ ョ ンに変更できます。 または、 手動でページの
サイズを入力することもできます。 

- 25: テーブルに表示するレコード数を25に設定します。

- 50: テーブルに表示するレコード数を50に設定します。

- 100: テーブルに表示するレコード数を100に設定します。

- 500: テーブルに表示するレコード数を500に設定します。

- 1000: テーブルに表示するレコード数を1000に設定します。

b ［OK］ をク リ ックします。

好みの設定を選択し、 それをブラウザ ・ セッシ ョ ンをまたいで永続化すること
ができます。 ナビゲーシ ョ ン ・パネルのサーバー設定のデフォルト値、 NetVault 
WebUI の UI テーマ、 アクシ ョ ンの表示方法、 時間形式、 およびデフォルトの

テーブル ・ ページサイズの設定値を追加する方法については、 「NetVault WebUI
のデフォルト設定の構成」 を参照して ください。

NetVault UI 設定のクリア

ブラウザ内に保存されている NetVault ユーザー ・ インターフェイスの設定情報 （アプ

リケーシ ョ ン、 ページ、 テーブル設定など） を削除するには、 以下の手順に従います。

a NetVault WebUI の ［ヘッダー］ パネルで、 ［設定］ アイコンをクリ ックし、

［NetVault UI 設定のクリア］ をクリ ックします。

b 確認ダイアログ ・ ボックスで、 ［OK］ をク リ ックします。

• ［情報］ アイコン ： ［バージ ョ ン情報］ ダイアログ ・ ボックスを表示します。

• ユーザー ： ［ユーザー］ アイコンとユーザー名が表示されます。 NetVault を終了するに

は、 この領域の上にマウスのポインタを移動して ［サインアウト］ をクリ ッ クします。

［ナビゲー
シ ョ ン］
パネル

このパネルには、 NetVault の各種側面を設定、 管理、 監視するためのリンクが用意されていま

す。 ナビゲーシ ョ ン ・ リンクは、 以下のセクシ ョ ンに分類されています。

• モニタ リング

• ジ ョブ

• レポート

• Configuration
• ヘルプ

このパネルについての詳細は、 「［ナビゲーシ ョ ン］ パネル」 を参照して ください。

［操作］
パネル

すべての NetVault の操作を実行するための主な場所です。 ［操作］ パネルには、 ［ナビゲーシ ョ

ン］ パネルで選択した項目に応じて、 さまざまな WebUI ページが表示されます。

表2. NetVault WebUIのパネル

パネル 説明
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の領域を広げるには、 ポインタをアイコンから離します。 NetVault WebUI で、 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルを自動

的に非表示またはロックするオプシ ョ ンを設定できます。

［ナビゲーション］パネルをロックするには：

1 NetVault WebUI の ［ヘッダー］ パネルで、 ［設定］ アイコンをクリ ックし、 ［アプリケーシ ョ ン設定］ を

選択します。 ページの右側に、 ［アプリケーシ ョ ン設定］ ドロワが表示されます。

2 ［ナビゲーシ ョ ン］ セクシ ョ ンで、 ［ナビゲーシ ョ ン ・ ドロワを自動的に非表示にする］ オプシ ョ ンの選
択を解除します。 デフォルトでは、 ポインタを ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルのアイコンから離すと、 ［ナビ
ゲーシ ョ ン］ パネルが自動的に非表示されます。

3 ［OK］ をク リ ックします。

ナビゲーシ ョ ンパネルで利用できるリンクの簡単な説明を以下の表に示します。

表3. ［ナビゲーション］パネル

セクシ ョ ン 項目 説明

モニタ リング サーバー ・ モニタ ［サーバー ・ モニタ］ ページを表示します。 
このページでは、 NetVault サーバの全体的な状態を表示できます。

［アクテ ィ ビテ ィ ・ チャート］ には、 ジ ョ ブのデータ転送速度やア
クティブなジ ョブの数が表示されます。 また、 選択した期間内に
発生したイベン ト を参照することもできます。

詳細は、 「NetVault サーバーの監視」 を参照して ください。

ダッシュボード ［ダッシュボード］ ページを開きます。

このページでは、 NetVault の全体的な統計情報を表示できます。

詳細は、 「NetVault ダッシュボードの管理」 を参照して ください。

ジ ョ ブ ・ カレンダー ［ジ ョ ブ ・ カレンダー］ ページを表示します。

カレンダー上でジ ョブを月ごと、 週ごと、 日ごとに表示できます。
スケジュールが重複しないようにするため、 ジ ョ ブをカレンダー
形式で表示すると便利です。 詳細は、 「ジ ョ ブ ・ カレンダーの表
示」 を参照して ください。

ジ ョ ブ ・ ステータス ［ジ ョ ブ ・ ステータス］ ページを表示します。 
このページでは、 ジ ョ ブの進行状況やステータスを監視すること
ができます。 このページを使用して、 ジ ョ ブを管理したり、 さま
ざまなジ ョブ関連のタスク （ジ ョ ブのキャンセル、 停止、 再開、
ジ ョ ブ ・ ログの表示、 またはジ ョブ ・ スケジュールの削除など）
を実行したりすることもできます。 詳細は、 「ジ ョ ブの管理」 を参
照して ください。

デバイス ・ アクテ
ィ ビテ ィ

［デバイス ・ アクテ ィ ビテ ィ］ ページを表示します。 
このページで、 使用中のデバイスのデータ ・ フローとデータ転送
レート を監視できます。 詳細は、 「デバイスアクテ ィビテ ィの監
視」 を参照して ください。

ログ参照 ［ログ参照］ ページを表示します。 
このページでは、 現在のログ ・ メ ッセージを参照することができ
ます。 このページを使用して、 さまざまなログ関連のタスク （ロ
グ ・ メ ッセージのダウンロード、 エクスポート、 または削除など）
を実行することもできます。 詳細は、 「ログの監視」 を参照して く
ださい。

イベン ト表示 ［イベン ト表示］ ページを表示します。 
このページでは、 NetVault のイベン トログを表示できます。 詳細

は、 「イベン ト ログの表示」 を参照して ください。
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展開タスク ・ ステータス ［展開タスク ・ ステータス］ ページを開きます。

このページでは、 プッシュ ・ インストール ・ タスクの進行状況や
ステータスを監視することができます。 このページには、 現在の
タスクや完了したタスクのサマリが棒グラフの形式で表示されま
す。 また、 個々のマシンの進行状況情報も表示されます。 詳細は、
「展開タスクの監視」 を参照して ください。

ジ ョ ブ バックアップ ・ ジ ョ ブ作
成

バックアップ ・ ジ ョ ブ ・ ウィザードを開始します。 
バックアップ ・ ジ ョ ブの作成とスケジュール設定についての詳細
は、 「バックアップ ・ ジ ョ ブの作成」 を参照して ください。

リス トア ・ ジ ョ ブ作成 リストア ・ ジ ョ ブ ・ ウィザードを開始します。 
リス トア ・ ジ ョ ブの作成と実行についての詳細は、 「リス トア ・
ジ ョ ブの作成」 を参照して ください。 
このページを使用して、 インデックス管理タスクを実行すること
もできます。 詳細は、 「オンライン ・バックアップ ・ インデックス
の管理」 を参照して ください。

継続的バックアップジ ョ
ブの作成

継続的バックアップジ ョブの作成ウィザードを開始します。 
継続的バックアップジ ョブは、 Plug-in for VMware 13.1 および 
Plug-in for Office 365 13.1 でのみ使用できます。 詳細については、

「継続的バックアップジ ョブ」 と、 『NetVault Plug-in for VMware 
ユーザーズガイド』 および 『NetVault Plug-in for Office 365 ユー

ザーズガイド』 を参照して ください。

セッ ト管理 ［セッ ト管理］ ページを表示します。 
このページでは、 既存のセッ ト を表示、 変更または削除すること
ができます。 詳細は、 「セッ トの管理」 を参照して ください。

ジ ョ ブ定義管理 ［ジ ョ ブ定義管理］ ページを表示します。 
このページでは、 ジ ョ ブ定義を表示、 変更または削除することが
できます。 詳細は、 「ジ ョ ブ定義管理」 を参照して ください。

ポリシー管理 ［ポリシー管理］ ページを表示します。 
このページでは、 ポリシーベース ・バックアップを作成および管
理することができます。 詳細は、 「ポリシーの管理」 を参照して く
ださい。

ス ト レージの調査 ［ス ト レージの調査］ ページを開きます。 
このページでは、 ディスクおよびテープ ・ ベースのスト レージ ・
メディアを調査、 管理することができます。 このページを使用し
て、 さまざまなメディア関連のタスク （メディアのラベル付け、
メディアのスキャン、 メディアのブランキング、 またはテープの
書き込み保護など） を実行できます。 詳細は、 「ス ト レージ ・ メ
ディアの管理」 を参照して ください。

レポート レポートの表示 ［レポート表示］ ページを表示します。 
このページを使用して、 事前定義されたレポートにアクセスでき
ます。 これらのレポートの詳細については、 「利用可能なレポー
ト」 を参照して ください。 レポートの表示、 レポート表示のカス
タマイズ、 メールによるレポートの送信、 レポートの PDF ファイ

ルへのエクスポート を実行できます。 詳細は、 「NetVault でのレ

ポーティング」 を参照して ください。

Job History ［ジ ョ ブ履歴］ ページを開きます。 
このページでは、 完了したジ ョブを参照することができます。 こ
のページを使用して、 ジ ョ ブ定義の表示または変更を行う ことも
できます。 詳細は、 「ジ ョ ブ履歴の表示」 を参照して ください。

表3. ［ナビゲーション］パネル

セクシ ョ ン 項目 説明
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Configuration ガイド付き設定 NetVault 設定ウィザードを開始します。 
このウィザードは、 バックアップ ・ システムの設定方法を案内し
ています。 ウィザードを使用して、 クライアン トおよびプラグイ
ンパッケージのインストール、 クライアン トの追加、 デバイスの
設定、 およびバックアップジ ョブの作成を行う ことができます。 
詳細は、 「設定ウィザードの使用」 を参照して ください。

クライアン ト管理 ［クライアン ト管理］ ページを開きます。 
このページでは、 クライアン ト、 クライアン ト ・ グループ、 およ
び仮想クライアン ト を追加、 管理することができます。 詳細は、
「クライアン トの設定」 および 「クライアン ト ・ クラスタの使用」
を参照して ください。

デバイス管理 ［デバイス管理］ ページを開きます。 
このページでは、 ディスクベースおよびテープベースのスト レー
ジ ・ デバイスを追加、 管理することができます。 詳細は、 「ス ト
レージ ・ デバイスの管理」 を参照して ください。

ユーザーとグループ ［ユーザーおよびグループ ・ アカウン ト管理］ ページを開きます。

このページでは、 ユーザーおよびグループ ・ アカウン トの作成と
管理、 ユーザー通知プロファイルの作成、 およびユーザー ・パス
ワード ・ ポリシーの設定を行う ことができます。 環境で Active 
Directory （AD） を使用する場合は、 このページを使用して AD
ユーザーを NetVault に統合し、 ユーザー ・ グループを管理するこ

ともできます。 詳細は、 「ユーザー ・ アカウン ト とグループ ・ アカ
ウン トの管理」 を参照して ください。

カタログ検索 ［カタログ検索の設定］ ページを開きます。

このページを使用して、 Windows および Linux オペレーティン

グ ・ システム上で実行されている NetVault サーバー上のカタログ

検索サービスを設定および管理します。 詳細は、 「カタログ検索の
管理」 を参照して ください。

通知設定 ［一般通知プロファイルを編集しています］ ページを表示します。 
このページでは、 1 つ以上の NetVault イベン トのグローバルな通

知方法を設定できます。 詳細は、 「一般通知方法の使用」 を参照し
て ください。

設定変更 ［NetVault サーバ設定］ ページを表示します。

このページでは、 NetVault システムをカスタマイズしたり、

NetVault サーバのデフォルト設定を変更したりすることが

できます。 
ページの下部にある ［マシンを選択］ ボタンを使用して、
NetVault クライアン トマシンの設定にアクセスします。

詳細は、 「NetVault のデフォルトの設定」 を参照して ください。

ヘルプ ドキュメンテーシ ョ ン 製品ドキュメン トにアクセスできます。 新規のブラウザ ・ ウィ ン
ドウまたはタブにリンク先が開きます。

ビデオとチュート リアル 動画チュート リアル ・ ページにアクセスできます。 新規のブラウ
ザ ・ ウィ ンドウまたはタブにリンク先が開きます。

サポート診断 ［サポート診断］ ページが開きます。

このページを使用し、 NetVault 環境の詳細情報をローカル ・ マシ

ンにダウンロード したり、 または SR 番号に対応する診断データ

をアップロード して、 それを Quest テクニカル ・サポートに直接

送信しさらに詳し く分析したりすることができます。 詳細は、 「診
断データの管理」 を参照して ください。

表3. ［ナビゲーション］パネル

セクシ ョ ン 項目 説明
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NetVault の終了
NetVault を終了するには、 NetVault WebUI の右上隅のユーザー領域にマウスのポインタを移動して、 ［サインア

ウト］ をクリ ックします。

 設定ウィザードの使用
NetVault WebUI では、 バックアップシステムの設定方法を案内する設定ウィザードを提供しています。 ウィ

ザードを使用して、 クライアン トおよびプラグインパッケージのインストール、 クライアン トの追加、 デバイス
の設定、 およびバックアップジ ョブの作成を行う ことができます。 設定ウィザードは、 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネ
ルの ［ガイ ド付き設定］ リンクからアクセスできます。

設定ウィザードを使用するには ：

1 NetVault WebUI を起動して NetVault にログインします。

2 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガイ ド付き設定］ をクリ ックします。

3 実行する作業の種類を選択します。

表4. ガイド付き設定オプション

オプション 説明

ソフ トウェアのインストー
ルおよびクライアン トの展
開

リモート ・ マシンでのクライアン トおよびプラグイン ・パッケージをイン
ストールおよびアップグレード し、 新しいマシンをクライアン ト と して
NetVault サーバーに追加します。 詳細は、 「プッシュ ・ インストールの実

行」 を参照して ください。

クライアン トの追加 NetVault クライアン ト をサーバーに追加します。 詳細は、 「NetVault サー

バーへのクライアン トの追加」 を参照して ください。

プラグインのインストール プラグインを 1 つ以上のクライアン トにインストールします。 詳細は、

「プッシュインストール方式を使用したプラグインのインス トール」 を参

照して ください。
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4 指示に従って設定手順を完了します。

5 タスクが正常に完了すると、 メ ッセージが表示されます。

6 続行するには、 ［操作］ パネルのボタンをクリ ックします。 または ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルのリンクを
クリ ックして設定ウィザードを終了し、 他のページを開きます。

NetVault サーバーの監視
［サーバー ・ モニタ］ ページから NetVault サーバーの全体的なステータスを監視できます。 このページを使用し

て、 クライアン ト、 デバイス、 定期ジ ョブ、 およびポリシー ・ ジ ョ ブのステータスを確認できます。 ［アクテ ィ
ビテ ィ ・ チャート］ には、 ジ ョ ブのデータ転送速度やアクティブなジ ョブの数が表示されます。 また、 選択した
期間内に発生したイベン ト を参照することもできます。

NetVault サーバーを監視するには ：

1 ［ナビゲーション］パネルで、［サーバー・モニタ］をクリックします。

ス ト レージ ・ デバイス追加 スト レージ ・ デバイスを NetVault サーバーに追加します。 利用できるデバ

イス ・ タイプは以下のとおりです。

• シングル仮想ディスク ・ デバイス ： 仮想単体ドライブを追加しま
す。 詳細は、 「仮想単体ドライブ」 を参照して ください。

• 仮想テープ ・ ライブラリ / メディア ・ チェンジャ ： 仮想テープ ・ ラ

イブラリ （VTL） を追加します。 詳細は、 「仮想テープ ・ ライブラ

リ」 を参照して ください。

• 共有仮想テープ ・ ライブラリ ： 共有仮想テープ ・ ライブラリ
（SVTL） を追加します。 詳細は、 「共有仮想テープ ・ ライブラリ」

を参照して ください。

• シングル物理テープ ・ デバイス ： 単体テープ ・ ド ライブを追加しま
す。 詳細は、 「物理テープ ・ デバイス」 を参照して ください。

• テープ ・ ライブラリ / メディア ・ チェンジャ ： テープ ・ ライブラリ

を追加します。 詳細は、 「物理テープ ・ デバイス」 を参照して くだ
さい。

• NetVault SmartDisk ： Quest NetVault SmartDisk を追加します。 詳

細は、 「NetVault SmartDisk」 を参照して ください。

• Quest RDA デバイス ： Quest DR Series システムまたは QoreStor
を追加します。 詳細は、 「Quest DR Series システム」 または

「Quest QoreStor」 を参照して ください。

• オブジェク トス ト レージ ： バックアップをクラウドまたはローカル 
S3 スト レージにユーザーが直接保存できるようにします。 詳細は、

「オブジェク トス ト レージ」 を参照して ください。

• Data Domain Boost デバイス ： EMC Data Domain システムを追加

します。 詳細は、 「EMC Data Domain システム」 を参照して くださ

い。

• Snapshot Array Manager ： Snapshot Array Manager を追加しま

す。 詳細は、 「Snapshot Array Manager」 を参照して ください。

バックアップ ・ ジ ョ ブ作成 バックアップ ・ ジ ョ ブを作成およびスケジュール設定する場合に、 このオ
プシ ョ ンを選択します。 詳細は、 「バックアップ ・ ジ ョ ブの作成」 を参照し
て ください。

メモ： ［サーバー・モニタ］ページは、WebUIへのログオン時に自動的にロードされます。

表4. ガイド付き設定オプション

オプション 説明
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2 ［サーバー ・ モニタ］ ページでは （「図 2、 NetVault WebUI ホームページ」 を参照）、 以下の詳細情報を参

照できます。

3 ページを開くには、 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルの対応するリンクをクリ ックします。 

NetVault WebUI でのレコードのソート
NetVault Web アプリケーシ ョ ンでは、 テーブルの複数列のソートがサポート されます。 ただし、 最初にソート

した列が、 その他の列のソートより優先されます。 たとえば、 「開始時刻」 をプライマリ ・ ソート と してテーブ
ルをソートする場合、 「ID/ インスタンス / フェーズ」 列でソート ・ オプシ ョ ンを選択しても、 リス トの順序には

影響しません。

表5. ［サーバー・モニタ］ページ

項目 説明

クライアン ト ・ ステータス オンライン ・ クライアン ト数と合計クライアン ト数が表示されます。 カウ
ン トにマウスのポインタを移動して、 合計クライアン ト数とオフラインの
クライアン ト数を表示します。

また、 この領域をクリ ックして、 ［クライアン ト管理］ ページを表示するこ
ともできます。

ス ト レージ ・ デバイス オンラインデバイス数と合計デバイス数が表示されます。 デバイス数にマ
ウスのポインタを移動すると、 合計カウン ト数、 オフラインデバイス数、
およびオンラインデバイスの数とタイプが表示されます。

また、 この領域をクリ ックして、 ［デバイス管理］ ページを開く こともでき
ます。

総データ保存量 各種クライアン トからバックアップされたデータ量の合計が表示されます。
この領域をクリ ックして、 ［ス ト レージの調査］ ページを表示することもで
きます。

アクテ ィ ビテ ィ ・ チャート このチャートには、 アクテ ィブなジ ョブのデータ転送速度やアクティブな
ジ ョブの数が表示されます。 また、 選択した期間内に発生したイベン ト を
参照することもできます。 
以下の設定を使用して ［アクテ ィ ビテ ィ ・ チャート］ を変更できます。

• 期間：アクティビティ・チャートの期間を変更できます。10分、1
時間、8時間、12時間、および24時間のいずれかを選択できます。

デフォルトでは、期間は1時間に設定されています。

• イベント・タイプ：ページに表示されるイベント・タイプを変更で
きます。［エラーのみ］、［キー・イベント］、［すべてのイベント］
のいずれかを選択できます。

デフォルトで、イベント・タイプは［エラーのみ］に設定されてい
ます。

ジ ョ ブアクテ ィ ビテ ィ
チャート

この領域には、 現在のジ ョブ、 ポリシー ・ ジ ョ ブ、 ポリシー ・ ジ ョ ブ、 お
よび定期ジ ョブのサマリが棒グラフの形式で表示されます。

• 現在アクティビティ：棒はそれぞれ、アクティブ、待機中、保留
中、およびスケジュール済みのジョブの数を表しています。

• ポリシー：棒はそれぞれ、正常完了した、警告付きで完了した、お
よび失敗したポリシー・ジョブの数を表しています。

• 定期ジョブ：棒はそれぞれ、正常完了した、警告付きで完了した、
および失敗した定期ジョブの数を表しています。

横棒をクリ ックして ［ジ ョ ブ ・ ステータス］ ページを表示して、 そのカテ
ゴリのジ ョブ詳細を参照することができます。 たとえば、 ［現在アクテ ィビ
テ ィ］ 領域で ［アクテ ィブ］ バーをクリ ックすると、 進行中のジ ョブが表
示されます。 同様に、 ［定期ジ ョブ］ 領域で ［エラー］ バーをクリ ックする
と、 失敗した定期ジ ョブが表示されます。
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1 つの列でソートするには、 列見出しをクリ ックします。 ソート方向を変更するには、 列見出しを再度クリ ック

します。 テーブルをソートするために使用するその他の列で、 この手順を繰り返します。

列名の横にある矢印は、 ソート順 （上向きの場合は昇順、 下向きの場合は降順） を表しています。 青い矢印は、
プライマリ列のソート順を示すために使用されています。

ソート を解除するには、 矢印が表示されな く なるまで、 該当する列の列見出しをクリ ックします。 

列で以下の処理を選択するには、 列メニューをクリ ックします。

NetVault WebUI でのテーブルのカスタマ

イズ
テーブルの右下隅に表示されるアイコンの簡単な説明を以下の表に示します。 これらのアイコンを使用して、
テーブルのレコードをカスタマイズすることができます。

オプション 説明

並び替え （昇順） 列を昇順でソート します。

並び替え （降順） 列を降順でソート します。

列 必要な列の表示 / 非表示を選択または選択解除します。

表6. テーブルのカスタマイズ

アイコン 説明

このアイコンは、 テーブルの上とテーブルの右下隅に表示されます。 このアイコンを使用して、
テーブルのレコードをフ ィルタ リングします。 このアイコンをクリ ックすると、 次の 2 つのオ

プシ ョ ンが表示されます。

• フ ィルタの編集 ： このオプシ ョ ンをクリ ックすると、 テーブルに表示されるレコードの
フ ィルタを設定できます。 

▪ ページの右側に、 ［フ ィルタ］ ドロワが表示されます。 フ ィルタ ・ オプシ ョ ンを
設定し、 ［実行］ をクリ ックします。 各テーブルのフ ィルタ ・ オプシ ョ ンについ
て詳し くは、 「フ ィルタ ・ オプシ ョ ン」 を参照して ください。

▪ フ ィルタ設定をクリアするには、 ［ク リア］ をクリ ックします。 

▪ フ ィルタ ・ オプシ ョ ンを編集または設定せずに ［フ ィルタ］ ドロワを閉じるに
は、 ［キャンセル］ をクリ ックします。

• フ ィルタのリセッ ト ： このオプシ ョ ンをクリ ックすると、 テーブル内のレコードのユー
ザー定義フ ィルタ ・ オプシ ョ ンを削除できます。 このオプシ ョ ンは、 フ ィルタがテーブ
ルに適用されていない場合は表示されません。

デフォルトでは、 フ ィルタは適用されず、 すべてのレコードがテーブルに表示されます。 フ ィ
ルタを設定すると、 適用されたフ ィルタ ・ オプシ ョ ンがテーブルの上に表示され、 フ ィルタ ・
アイコンとテーブルの境界線の色が変更されます。 たとえば、 フ ィルタは、 表示条件 ：現在ア
クテ ィビテ ィ、 実行ステータス ：待機中、 スケジュール済み、 のように表示されます。

このアイコンの上にポインタを移動すると、 ページ ・サイズ設定、 列のソート順、 およびテー
ブルに適用されているフ ィルタが表示されます。
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フィルタ・オプション
ページの右側にある ［フ ィルタ］ ドロワに、 次のテーブル ・ フ ィルタ ・ オプシ ョ ンが表示されます。 1 つ以上の

フ ィルタを使用して、 指定した条件に一致するレコードを表示できます。 また、 検索フ ィルタ文字列にはワイル
ドカード （? または *） を含めることもできます。

テーブルのデータを CSV 形式のファイルにエクスポートするには、 このアイコンをクリ ックし

ます。 

［テーブルの設定］ を表示するには、 このアイコンをクリ ックします。

• ページサイズの設定 ： クリ ックして、 テーブルで表示するページあたりのレコード数を設
定します。 ［テーブル ・ オプション］ ダイアログ ・ ボックスが表示されます。 ［ページあた
りの指定数］ フ ィールドに必要な数を指定します。 ［OK］ をクリ ックします。 デフォルト

では、 テーブル ・ オプションは ［サイズに基づいて自動適合］ に設定されています。

• デフォルトの復元 ： クリ ックして、 テーブルのユーザー定義設定を削除します。 確認用
のダイアログが表示されます。 ［OK］ をク リ ックします。

表7. ジョブ・ステータス・フィルタ・オプション

オプション 説明

表示条件 カテゴリに基づいてジ ョブをフ ィルタできます。 以下のオプシ ョ ンの 1 つを選択

します。

• 現在アクティビテ ィ

• 定期ジョブ

• Policy Jobs
• ポリシー ・ ジ ョ ブ （ポリシー名別）

デフォルトでは、 ［現在アクテ ィビテ ィ］ オプシ ョ ンが選択されています。

実行ステータス 実行ステータスでジ ョブをフ ィルタできます。 たとえば、 ［表示条件］ フ ィールド
の ［現在アクテ ィビテ ィ］ オプシ ョ ンでは、 次の実行ステータスが表示されます。

• アクテ ィブ

• 待機中

• 保留中

• スケジュール済み

デフォルトでは、 すべての実行ステータスが選択されています。 実行ステータス
をクリアするには、 対応するボタンをクリ ックします。

表6. テーブルのカスタマイズ

アイコン 説明
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開始時間 開始 ：特定の開始日時を指定してジ ョブを表示するには、 次の手順を実行します。

• 開始日を入力するか、 ボックスの隣りにあるボタンをクリ ックして、 開始
日を選択します。

• 開始時刻を入力するか、 ボックスの隣りにあるボタンをクリ ックして、 開
始時刻を選択します。

終了 ：特定の終了日時を指定してジ ョブを表示するには、 次の手順を実行します。

• 終了日を入力するか、 ボックスの隣りにあるボタンをクリ ックして、 終了
日を選択します。

• 終了時刻を入力するか、 ボックスの隣りにあるボタンをクリ ックして、 終
了時刻を選択します。

デフォルトでは、 ジ ョ ブは ［開始時間］ でフ ィルタされます。 この設定のデフォ
ルト値は 7 日間です。

デフォルトの日数を変更するには、 スケジュール ・ マネージャの設定を変更しま
す。 詳細は、 「スケジュール ・ マネージャのデフォルトの設定」 を参照して くだ
さい。

メモ ： ［開始時間］ フ ィルタは現在のセッシ ョ ンに対してのみ適用されます。 こ
の設定では、 ［ジ ョ ブ ・ ステータス］ ページのジ ョブ ・ ステータス ・ レコードが非
表示にされるだけです。 レコードはスケジューラ ・ データベースから削除されま
せん。

ジ ョ ブ ・ タイ トル ジ ョブ名が指定した文字列に一致するジ ョブをフ ィルタできます。

ジ ョ ブ ・ タイプ ジ ョブ ・ タイプでジ ョブをフ ィルタできます。 ジ ョ ブ ・ タイプとしてバックアッ
プ、 リス トア、 またはレポート を選択できます。

クライアン ト 特定のクライアン トのジ ョブをフ ィルタできます。

プラグイン 特定のプラグインを使用して実行されたジ ョブをフ ィルタできます。

ジ ョ ブ ID ジ ョブ ID 番号でジ ョブをフ ィルタできます。

インスタンス インスタンス ID 番号でジ ョブをフ ィルタできます。

開始 ：特定の開始インスタンス ID を指定してジ ョブをフ ィルタするには、 インス

タンス ID 番号を入力します。

終了 ：特定の終了インスタンス ID を指定してジ ョブをフ ィルタするには、 インス

タンス ID 番号を入力します。

フェーズ フェーズ ID 番号 （1 または 2） でジ ョ ブをフ ィルタできます。

開始 ：特定の開始フェーズ ID を指定してジ ョブをフ ィルタするには、 フェーズ

ID 番号を入力します。

終了 ：特定の終了フェーズ ID を指定してジ ョブをフ ィルタするには、 フェーズ

ID 番号を入力します。

次のランタイム ［次のランタイム］ 列のテキストでジ ョブをフ ィルタできます。

現在のステータス ・
テキスト

［現在のステータス］ 列のテキストでジ ョブをフ ィルタできます。

最後の終了ステータス ・
テキスト

［最後の終了ステータス］ 列のテキストでジ ョブをフ ィルタできます。

表7. ジョブ・ステータス・フィルタ・オプション

オプション 説明
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終了ステータス このオプシ ョ ンは、 ［表示条件］ オプシ ョ ンで ［通常のジ ョブ］、 ［ポリシー ・ ジ ョ
ブ］、 および ［ポリシー ・ ジ ョ ブ （ポリシー名別）］ を選択すると表示されます。

終了ステータス （正常、 警告、 エラー） でジ ョ ブをフ ィルタできます。 デフォル
トでは、 すべてのステータスが選択されています。 ステータスをクリアするには、
対応するボタンをクリ ックします。

ポリシーの選択 このオプシ ョ ンは、 ［表示条件］ オプシ ョ ンで ［ポリシー ・ ジ ョ ブ （ポリシー名
別）］ を選択すると表示されます。

ポリシー名でポリシー ・ ジ ョ ブをフ ィルタできます。 ポリシー名を選択して、 ポ
リシーのジ ョブをフ ィルタします。

表8. ログ参照フィルタ・オプション

オプション 説明

レベルの表示 重要度レベルに基づいてメ ッセージをフ ィルタできます。 重要度レベルを指定す
ると、 そのレベル以上のメ ッセージが表示されます。

以下のオプシ ョ ンの 1 つを選択します。

• すべて

• バックグラウンド

• 情報

• ジ ョブ ・ メ ッセージ

• 警告

• エラー

• 重大

デフォルトでは、 ［レベルの表示］ は ［ジ ョブ ・ メ ッセージ］ に設定されています。

日付 開始 ：特定の開始日時を指定してログをフ ィルタするには、 次の手順を実行し
ます。

• 開始日を入力するか、 ボックスの隣りにあるボタンをクリ ックして、 開始
日を選択します。

• 開始時刻を入力するか、 ボックスの隣りにあるボタンをクリ ックして、 開
始時刻を選択します。

終了 ：特定の終了日時を指定してログをフ ィルタするには、 次の手順を実行し
ます。

• 終了日を入力するか、 ボックスの隣りにあるボタンをクリ ックして、 終了
日を選択します。

• 終了時刻を入力するか、 ボックスの隣りにあるボタンをクリ ックして、 終
了時刻を選択します。

メモ ： 最初のログ ・ メ ッセージから表示する場合は、 ［開始］ オプシ ョ ンのみを選
択します。 最後のログ ・ メ ッセージまで表示する場合は、 ［終了］ オプシ ョ ンのみ
を選択します。

ジ ョ ブ ID ジ ョブ ID 番号でログをフ ィルタできます。 ジ ョ ブ ID 番号を入力します。

インスタンス インスタンス ID 番号でログをフ ィルタできます。 インスタンス ID 番号を入力し

ます。

表7. ジョブ・ステータス・フィルタ・オプション

オプション 説明
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クラス 特定のクラスのログをフ ィルタできます。 次のログ ・ クラスがあります。

• システム

• スケジュール

• ジ ョブ

• Media
• デバイス

• データベース

• プラグイン

• UI
デフォルトでは、 すべてのログ ・ クラスが選択されています。 クラスをクリアす
るには、 対応するボタンをクリ ックします。

クライアン ト 特定のクライアン トのログをフ ィルタできます。 クライアン ト名を選択します。

メ ッセージ ・ テキスト 特定の文字列が含まれるログをフ ィルタできます。 フ ィルタ文字列を入力します。

表8. ログ参照フィルタ・オプション

オプション 説明
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表9. イベント表示フィルタ・オプション

オプション 説明

日付 開始 ：特定の開始日時を指定してイベン ト をフ ィルタするには、 次の手順を実行
します。

• 開始日を入力するか、 ボックスの隣りにあるボタンをクリ ックして、 開始
日を選択します。

• 開始時刻を入力するか、 ボックスの隣りにあるボタンをクリ ックして、 開
始時刻を選択します。

終了 ：特定の終了日時を指定してイベン ト をフ ィルタするには、 次の手順を実行
します。

• 終了日を入力するか、 ボックスの隣りにあるボタンをクリ ックして、 終了
日を選択します。

• 終了時刻を入力するか、 ボックスの隣りにあるボタンをクリ ックして、 終
了時刻を選択します。

メモ ： 最初のイベン トから表示する場合は、 ［開始］ オプシ ョ ンのみを選択しま
す。 最後のイベン トまで表示する場合は、 ［終了］ オプシ ョ ンのみを選択します。

クラス 特定のクラスのイベン ト をフ ィルタできます。 イベン トは、 以下のカテゴリまた
はクラスに編成管理されています。

• Audit
• NetVault Time
• Device
• Job
• Licensing
• Log Daemon
• Machines
• Media
• Media Database
• Policy
• Scheduler Database
• Stats Collection 
• Appliance

デフォルトでは、 すべてのイベン ト ・ クラスが選択されています。 クラスをクリ
アするには、 対応するボタンをクリ ックします。

イベン ト名 名前でイベント をフ ィルタできます。

メ ッセージ ・ テキスト 特定の文字列が含まれるイベン ト ・ メ ッセージをフ ィルタできます。 フ ィルタ文
字列を入力します。

表10. ジョブ定義管理フィルタ・オプション

オプション 説明

ジ ョブ ・ タイ トル ジ ョブ名が指定した文字列に一致するジ ョブをフ ィルタできます。

ジ ョ ブ ID ジ ョブ ID 番号でジ ョブをフ ィルタできます。

Policy ポリシー名でジ ョブをフ ィルタできます。

ジ ョ ブ ・ タイプ ジ ョブ ・ タイプでジ ョブをフ ィルタできます。 ジ ョ ブ ・ タイプとしてバックアッ
プまたはリストアを選択できます。

プラグイン 特定のプラグインを使用して実行されたジ ョブをフ ィルタできます。

クライアン ト 特定のクライアン トのジ ョブをフ ィルタできます。

セレクシ ョ ン ・ セッ ト セレクシ ョ ン ・ セッ トでジ ョ ブをフ ィルタできます。
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プラグイン ・ オプシ ョ ン ・
セッ ト

プラグイン ・ オプシ ョ ン ・ セッ トでジ ョ ブをフ ィルタできます。

スケジュール ・ セッ ト スケジュール ・ セッ トでジ ョ ブをフ ィルタできます。

ソース ・ セッ ト ソース ・ セッ トでジ ョ ブをフ ィルタできます。

ターゲッ ト ・ セッ ト ターゲッ ト ・ セッ トでジ ョ ブをフ ィルタできます。

Advanced Options Set 詳細設定セッ トでジ ョブをフ ィルタできます。

次回実行時間テキスト ［次回実行時間］ 列のテキストでジ ョブをフ ィルタできます。

表11. ポリシーの管理フィルタ・オプション

オプション 説明

ポリシー名 ポリシー名が指定した文字列に一致するポリシー ・ ジ ョ ブをフ ィルタできます。

ポリシー ・ ステータス ポリシー ・ ステータスに基づいてポリシー ・ ジ ョ ブをフ ィルタできます。 次のポ
リシー ・ ステータスが表示されます。

• 完了

• 警告

• 失敗

デフォルトでは、 すべてのステータスが選択されています。 ポリシー ・ ステータ
スをクリアするには、 対応するボタンをクリ ックします。

ポリシーの状態 ポリシーの状態に基づいてポリシー ・ ジ ョ ブをフ ィルタできます。 次のポリシー
の状態が表示されます。

• 休眠

• アクティブ

• 休止中

• 休止

デフォルトでは、 すべての状態が選択されています。 ポリシーの状態をクリアす
るには、 対応するボタンをクリ ックします。

表12. ジョブ履歴のフィルタ・オプション

オプション 説明

ジ ョブ ・ タイ トル ジ ョブ名が指定した文字列に一致するジ ョブをフ ィルタできます。

ジ ョ ブ ID ジ ョブ ID 番号でジ ョブをフ ィルタできます。

開始 ：特定の開始ジョブ ID を指定してジ ョブをフ ィルタするには、 ジ ョ ブ ID 番

号を入力します。

終了 ：特定の終了ジョブ ID を指定してジ ョブをフ ィルタするには、 ジ ョ ブ ID 番

号を入力します。

フェーズ フェーズ ID 番号 （1 または 2） でジ ョ ブをフ ィルタできます。

開始 ：特定の開始フェーズ ID を指定してジ ョブをフ ィルタするには、 フェーズ

ID 番号を入力します。

終了 ：特定の終了フェーズ ID を指定してジ ョブをフ ィルタするには、 フェーズ

ID 番号を入力します。

インスタンス インスタンス ID 番号でジ ョブをフ ィルタできます。

開始 ：特定の開始インスタンス ID を指定してジ ョブをフ ィルタするには、 インス

タンス ID 番号を入力します。

終了 ：特定の終了インスタンス ID を指定してジ ョブをフ ィルタするには、 インス

タンス ID 番号を入力します。

表10. ジョブ定義管理フィルタ・オプション

オプション 説明
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クライアン ト 特定のクライアン トのジ ョブをフ ィルタできます。

プラグイン 特定のプラグインを使用して実行されたジ ョブをフ ィルタできます。

Policy ポリシーに含まれるジ ョブをフ ィルタできます。

ジ ョ ブ ・ タイプ ジ ョブ ・ タイプでジ ョブをフ ィルタできます。 ジ ョ ブ ・ タイプとしてバックアッ
プ、 リス トア、 またはレポート を選択できます。

ステータス 実行ステータス （成功、 失敗、 中断、 その他） でジ ョ ブをフ ィルタできます。

終了時刻 特定の時刻に完了したジ ョブをフ ィルタできます。

開始 ：特定の開始日時を指定してジ ョブをフ ィルタするには、 次の手順を実行し
ます。

• 開始日を入力するか、 ボックスの隣りにあるボタンをクリ ックして、 開始
日を選択します。

• 開始時刻を入力するか、 ボックスの隣りにあるボタンをクリ ックして、 開
始時刻を選択します。

終了 ：特定の終了日時を指定してジ ョブをフ ィルタするには、 次の手順を実行し
ます。

• 終了日を入力するか、 ボックスの隣りにあるボタンをクリ ックして、 終了
日を選択します。

• 終了時刻を入力するか、 ボックスの隣りにあるボタンをクリ ックして、 終
了時刻を選択します。

表13. ［リストア・ジョブ作成 － セーブセットの選択］のフィルタ・オプション

オプション 説明

バックアップ時刻 指定した期間内に作成されたセーブセッ ト をフ ィルタできます。

開始 ：特定の開始日時を指定してセーブセッ ト をフ ィルタするには、 次の手順を
実行します。

• 開始日を入力するか、 ボックスの隣りにあるボタンをクリ ックして、 開始
日を選択します。

• 開始時刻を入力するか、 ボックスの隣りにあるボタンをクリ ックして、 開
始時刻を選択します。

終了 ：特定の終了日時を指定してセーブセッ ト をフ ィルタするには、 次の手順を
実行します。

• 終了日を入力するか、 ボックスの隣りにあるボタンをクリ ックして、 終了
日を選択します。

• 終了時刻を入力するか、 ボックスの隣りにあるボタンをクリ ックして、 終
了時刻を選択します。

クライアン ト 特定のクライアン トに対して作成されたセーブセッ ト をフ ィルタできます。 1 つ
または複数のクライアン ト を選択して、 対応する 1 つまたは複数のセーブセッ ト

を表示します。

プラグイン 特定のプラグインを使用して作成されたセーブセッ ト をフ ィルタできます。 プラ
グインを選択して、 対応するセーブセッ ト を表示します。

Job 特定のジョブに対して作成されたセーブセッ ト をフ ィルタできます。

1 つまたは複数のジョブを選択して、 対応する 1 つまたは複数のセーブセッ ト を

表示します。

セレクシ ョ ンセッ ト このオプシ ョ ンを使用すると、 特定のセレクシ ョ ンセッ トに属するセーブセッ ト
をフ ィルタできます。 1 つまたは複数のセレクシ ョ ンセッ ト を選択して、 対応す

る 1 つまたは複数のセーブセッ ト を表示します。

表12. ジョブ履歴のフィルタ・オプション

オプション 説明
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NetVault REST API について
NetVault は、 API 開発ツールのオープンソーススイート  Swagger で管理されている REST API を提供します。

REST API ファイルを入手するには、 Quest Support にお問い合わせください。 

REST API を展開するための前提条件
NetVault REST API を展開する前に、 現在の環境が次の前提条件を満たしていることを確認して ください。

• サーバには、 依存関係ノードモジュールにアクセスするために必要なインターネッ トアクセスが備わっ
ていること。

• サーバに Node.js バージ ョ ン 12 以降がインストールされていること。

REST API の展開
REST API の展開に関するビデオデモについては、 https://support.quest.com/netvault/kb/321335/video-
demonstration-of-rest-apis-for-netvault を参照して ください。

REST API を Windows サーバまたは Linux サーバに展開するには、 次のいずれかの手順を実行します。

表14. カタログ検索の結果のフィルタ・オプション

オプション 説明

バックアップ済み 指定した期間内にバックアップされたセーブセッ トからのカタログ検索レコード
をフ ィルタできます。

開始 ：バックアップの開始日時を指定してレコードを表示するには、 次の手順を
実行します。

• 開始日を入力するか、 ボックスの隣りにあるボタンをクリ ックして、 開始
日を選択します。

• 開始時刻を入力するか、 ボックスの隣りにあるボタンをクリ ックして、 開
始時刻を選択します。

終了 ：バックアップの終了日時を指定してレコードを表示するには、 次の手順を
実行します。

• 終了日を入力するか、 ボックスの隣りにあるボタンをクリ ックして、 終了
日を選択します。

• 終了時刻を入力するか、 ボックスの隣りにあるボタンをクリ ックして、 終
了時刻を選択します。

Clients 特定のクライアン トに対して作成されたレコードをフ ィルタできます。 
Plug-in for VMware からの特定の仮想マシンのレコードをフ ィルタするには、 目的

の VM 名を選択します。

クライアン トのレコードを非表示にするには、 対応するチェ ック ・ ボックスの選
択を解除します。

プラグイン 特定のプラグインのレコードをフ ィルタできます。 プラグインのレコードを非表
示にするには、 対応するチェ ック ・ ボックスの選択を解除します。

ジ ョ ブ ジ ョ ブ ID 番号でレコードをフ ィルタできます。 ジ ョ ブ ID のレコードを非表示に

するには、 対応するチェ ック ・ ボックスの選択を解除します。

https://support.quest.com/netvault/kb/321335/video-demonstration-of-rest-apis-for-netvault
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Windows に REST API を展開するには：

1 NetVault サーバで、 REST API ファイルをダウンロード して解凍します。

2 NetVault サーバで、 https://nodejs.org/en/ から  Node.js をダウンロード してインストールします。

3 まだインストールされていない場合は、 https://npmjs.com/get-npm から  NPM をダウンロード してインス
トールします。

4 API フォルダにある config.js （URL、 DB_LOCATION、 SERVER_PUBLIC_IP、 CLI_PATH 用） を更新し
ます。

5 Node.js をインストールしたド ライブのルートディ レク ト リで、 「db」 という名前のフォルダを作成しま
す （例 ： C:\db）。

6 コマンド ラインで管理者として、 解凍された API ファイルを含むパスに変更し、 次のコマンドを実行し
ます。

npm install

7 ノードサーバを起動し、 次のコマンドを実行します。

npm run dev

8 サーバの起動後、 API の使用を開始して API ドキュ メン ト を表示するには、 http://localhost:3000/v2/api-
docs/index.html の Swagger リンクを開きます。

詳細については、 https://support.quest.com/netvault/kb/321335/video-demonstration-of-rest-apis-for-
netvault を参照して ください。

Linux に REST API を展開するには ：

1 NetVault サーバで、 REST API ファイルをダウンロード して解凍します。

2 NetVault サーバで、 https://nodejs.org/en/download/ または端末から  Node.js をダウンロード してインス
トールします。

3 まだインストールされていない場合は、 Linux ディスト リビューシ ョ ンに応じて NPM をダウンロード し
てインストールします。

4 端末でスーパーユーザーとして次のコマンドを実行して、 Nodaemon をインストールします。

npm install -g nodemon

5 API フォルダにある config.js （URL、 DB_LOCATION、 SERVER_PUBLIC_IP、 CLI_PATH 用） を更新し
ます。

6 Node.js がインストールされているド ライブのルートディ レク ト リで、 「db」 という名前のフォルダを作
成します （例 ： /usr/db）。

7 端末で、 解凍された API ファイルを含むパスに変更し、 次のコマンドを実行します。

npm install 

8 以下のコマンドを実行します。

export PATH=/usr/netvault/util:$PATH

9 ノードサーバを起動し、 次のコマンドを実行します。

npm run dev 

10 サーバの起動後、 API の使用を開始して API ドキュ メン ト を表示するには、 次のいずれかの Swagger リ
ンクを開きます。

▪ http://localhost:3000/v2/api-docs/index.html

▪ http://yourmachineip:3000/v2/api-docs/index.html

メモ ： Windows に展開する場合は、 管理者としてコマンド ラインを実行します。 Linux に展開する場合は、
root と してコマンドを実行します。

https://nodejs.org/en/
https://npmjs.com/get-npm
http://localhost:3000/v2/api-docs/index.html
https://support.quest.com/netvault/kb/321335/video-demonstration-of-rest-apis-for-netvault
https://support.quest.com/netvault/kb/321335/video-demonstration-of-rest-apis-for-netvault
https://nodejs.org/en/download/
http://localhost:3000/v2/api-docs/index.html
http://yourmachineip:3000/v2/api-docs/index.html
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クライアン トの設定

• NetVault クライアン トについて

• WebUI からのソフ トウェアのインストール （プッシュインストール）

• クライアン トの追加

• クライアン トの管理

• クライアン ト ・ グループの管理

NetVault クライアン トについて
NetVault クライアン ト とは、 NetVault ソリューシ ョ ンを使用して保護する対象となるマシンです。 

これらのマシンには少な く とも、 NetVault のクライアン ト ・ モジュールとサーバーへの TCP/IP 接続が必要で
す。 NetVault SmartClient ライセンスをクライアン トにインストールすると、 物理および仮想スト レージ ・ デバ
イスをクライアン トにローカル接続できます。

バックアップまたはリストア操作でクライアン ト を使用するには、 まず NetVault サーバーへのクライアン トの
追加が必要です。 単一のサーバーと、 その関連するクライアン トが、 NetVault ド メインを形成しています。
NetVault サーバーは、 それ自体がクライアン ト と して動作できます。 また、 他の NetVault サーバーにクライア
ン ト と しても追加できます。

WebUI からのソフ トウェアのインストー
ル （プッシュインストール）
このセクシ ョ ンには、 以下のトピックが含まれています。

• プッシュインストールについて

• 前提条件

• パッケージ ・ ス トアの管理

• プッシュ ・ インストールの実行

• 展開タスクの監視

• 展開タスクの管理
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プッシュインストールについて
プッシュ ・ インストール方式では、 1 つまたは複数のソフ トウェア ・パッケージをリモート ・ マシンにインス
トールできます。 この方法を使用すると、 NetVault クライアン ト ・ ソフ トウェアおよび NetVault のプラグイン
のインストール、 またはアップグレードを、 Windows ベースと Linux ベースのマシンも含めた複数のマシンに
対して行う ことができます。 プッシュ ・ インストールは、 Windows から Windows、 Windows から Linux、 Linux
から Linux、 および Linux から Windows へのシナリオで使用できます。

プッシュ ・ インストールのタスクは、 NetVault WebUI から実行できます。 タスクが開始すると、 展開エージェ
ン トがリモート ・ マシンにインストールされます。 エージェン トは、 共有場所からインストール ・パッケージを
コピーし、 マシンに対してサイレン ト ・ インス トールを実行します。 また、 エージェン トはステータス ・ メ ッ
セージをサーバーに送信します。 デフォルトでは、 クライアン ト ログはターゲッ トマシン上に保持されます。 こ
の設定の変更方法の詳細については、 「展開マネージャのデフォルトの設定」 を参照して ください。 タスク ・ ス
テータスは WebUI から参照できます。 パッケージが正常にマシンにインストールされると、 WebUI で自動的に
新しいクライアン トが NetVault サーバに追加されます。

デフォルトでは、 NetVault は最大 50 個のプッシュ ・ インストール ・ プロセスを同時に実行できます。 デフォル
ト設定を変更して、 同時プロセス数を増やすことができます。 詳細は、 「展開マネージャのデフォルトの設定」
を参照して ください。
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前提条件
プッシュ ・ インストール手順を開始する前に、 以下の必要条件を満たしていることを確認します。

• 共有場所へのパッケージのコピー ： クライアン ト とプラグイン ・パッケージを共有場所にコピーします。
現在、 CIFS 共有 （Linux の Samba 共有を含む） のみがパッケージストアとしてサポート されています。
NetVault サーバーと、 パッケージをインストールするすべてのターゲッ ト ・ マシンがアクセス可能なパ
スである必要があります。

必ず、 インストール ・パッケージの元の名前を使用します。 名前変更されたパッケージをプッシュ ・ イ
ンストールに選択することはできません。

• NetVault でのパッケージ ・ ス トアの設定 ： インストール ・パッケージをコピーしたら、 NetVault で共有
場所の詳細を設定できます。 詳細は、 「パッケージ ・ ス トアの設定」 を参照して ください。

• 複数のネッ トワーク ・ アドレスを使用する NetVault サーバーでの優先ネッ トワーク ・ アドレスの設定 ：
複数のネッ トワーク ・ アドレスを使用する NetVault サーバーで、 ［優先して使用するネッ トワーク ・ アド
レス］ を設定して、 リモート ・ クライアン トがステータス ・ メ ッセージを正しいアドレスに送信できる
ようにします。 この設定についての詳細は、 「複数のネッ トワーク ・ アドレスを使用するマシンのネッ ト
ワーク ・ アドレス設定」 を参照して ください。

リモート ・ クライアン トが正しいアドレスのサーバーに接続できないと、 サーバーのタスク ・ ステータ
スは更新されません。 そのような場合、 クライアン トがサーバーに追加されず、 タスクの状態が ［稼働
中］ のままになるか、 警告付きで完了します。

• プッシュ ・ インストールに必要なポートを ト ラフ ィ ックが通過できるようにファイアウォールの設定を確
認 ： クライアントおよびプラグイン ・パッケージをリモートの Windows マシンにプッシュするには、 ポー
ト 135 経由で RPC を使用して、 NetVault サーバーでリモート ・ マシンとの初期 WMI セッションを確立し
ます。 後続のすべての WMI ト ラフ ィ ックでは、 49152 ～ 65535 の範囲の動的ポートが使用されます。

クライアン トおよびプラグインのパッケージをリモートの Linux マシンにプッシュするには、 ポート 22
経由で NetVault サーバーでリモート ・ マシンとの SSH 接続を確立します。

サーバーと リモート ・ クライアン ト間にファイアウォールがある場合、 WMI RPC ト ラフ ィ ッ クがファイ

アウォールを通過できるように、 これらのポートが開いていることを確認します。 また、 NetVault サー

バーで設定されている HTTP または HTTPS 待ち受けポートの着信ルールの作成を確認します。

NetVault クライアン トのインストールを Linux マシンにプッシュする場合は、 次の追加の前提条件が必要です。

• 適切なアクセス権の付与 ： ユーザーには root レベルのアクセスが必要です。 リモートの Linux マシン上
の sudoers ファイルに NOPASSWD のフラグを設定して ください。 この前提条件を満たすため、 次のい
ずれかのエン ト リを sudoers ファイルに追加します。

<username> ALL=NOPASSWD: ALL 

または

<username> ALL=(ALL) NOPASSWD: <users home directory [/home/username or
/home/domainname/username]>/nvpushinstall/nvclientinstaller

• パスワード認証の確認 ： sshd_config ファイルの PasswordAuthentication エン ト リを yes に設定
します。

▪ デフォルトの暗号化設定を使用していない場合は、 aes 128-ctr のサポートが必要です。 この場合、

/etc/ssh/sshd_config ファイル内のリストの末尾に aes128-ctr を追加し、その後にコンマを付

けて ください。

• libstdc++ のインストール ： NetVault クライアン トのハイブリ ッ ド ・ インス トール ・パッケージを 64
ビッ トの Linux マシンにプッシュする場合は、 最初に libstdc++ の 32 ビッ ト ・ バージ ョ ンをインストー
ルしてお く必要があります。

Linux マシンから Windows マシンに NetVault クライアン ト をプッシュする場合は、 次のその他の前提条件が必
要です。

• WinRM のバージ ョ ンが 2.0 よりも大きいことを確認します。

メモ ： ユーザーが sudoers ファイルから  sudoers 権限を取得できない場合、 「リモートマシン上でインス

トールエージェン ト を起動する要求が送信されました」 という メ ッセージが表示され、 展開タスクは常に
実行状態になります。
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• Windows クライアン ト ・ マシンで WinRM をチェ ックして、 Kerberos 値を確認します。

1 コマンド ・ ライン ・ インターフェイスで次のコマンドを管理者として実行し、 設定ファイルを開
きます。

winrm get winrm/config

2 Auth セクシ ョ ンの Kerberos 値が true に設定されていることを確認します。

Kerberos = true

• プッシュインストールをローカルユーザーとして使用する場合は、 ターゲッ トの Windows マシンに次の 
WinRM 設定が存在することを確認します。

▪ Service ：

AllowUnencrypted="true"

▪ Service/Auth ：

Basic="true"

Windows リモート管理のインストールと設定の詳細については、

https://docs.microsoft.com/en-us/windows/desktop/winrm/installation-and-configuration-for-windows-
remote-management を参照して ください。

• Linux マシンで Kerberos を設定します。

▪ 次のコマンドを実行して、 krb5 config ファイルを開きます。

vi /etc/krb5.conf

libdefaults セクシ ョ ンで、 次の値を設定します。

default_realm=<EXAMPLE.COM>

default_ccache_name = KEYRING:persistent:%{uid}

• Linux マシンから  Windows マシンへのプッシュインストールにド メインユーザーを使用する場合は、
FQDN 形式でターゲッ トマシンを指定します。 ローカルユーザーを使用する場合は、 ターゲッ トマシン
の IP アドレスを指定します。

• プッシュインストール時に、 同じアカウン ト名または DL 形式のド メインサフ ィ ックス （例 ：
domain.com や domain.local） を指定します。

https://docs.microsoft.com/en-us/windows/desktop/winrm/installation-and-configuration-for-windows-remote-management
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パッケージ ・ ス トアの管理
このセクシ ョ ンには、 以下のトピックが含まれています。

• パッケージ ・ ス トアの設定

• パッケージ ・ ス トアの変更

• パッケージ ・ ス トアの削除

パッケージ ・ ス トアの設定
パッケージストアは、 プッシュインストールのための NetVault クライアン トおよびプラグインバイナリファイ
ルを保管するために使用される共有場所です。 現在、 CIFS 共有 （Linux の Samba 共有を含む） のみがパッケー
ジストアとしてサポート されています。 CIFS 共有のパスおよびユーザー認証情報を指定して、 NetVault でパッ
ケージ ・ ス トアを設定できます。

パッケージ ・ ス トアを設定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガイ ド付き設定］ をクリ ックして、 次に ［NetVault 設定ウィザード］

ページで ［ソフ トウェアのインストール / クライアン トの追加］ をクリ ックします。

2 ［クライアン ト と して追加されるマシン］ ページで、 ［ソフ トウェアのインストール］ をクリ ックします。

3 ［ス トアの管理］ をクリ ックして、 以下の詳細を指定します。

メモ ： Quest では、 NetVault のパッケージストアとして共有ドライブの代わりに共有フォルダを使用する

ことをお勧めします。

オプション 説明

ストア名 パッケージ ・ ス トアの表示名を指定します。

ス トア名は一度設定すると、 その後変更ができないことに注意して
ください。

タイプ ［CIFS］ を選択します。

場所 CIFS （Common Internet File System） 共有の UNC （Uniform Naming 
Convention） パスを指定します。 
メモ ： パッケージストアパスのフォルダ名にはハイフンを使用しないで く
ださい。 アンダースコアは使用できます。

Windows ベースのサーバのパスを指定する形式は次のとおりです。

\\<server>\<share name>

Linux ベースのサーバのパスを指定する形式は次のとおりです。

メモ ： //<server>/<share name> 自動アップグレードでパッケージス

トアを参照する時間を短縮するには、 最小限のディレク ト リ階層に共有
フォルダを配置します。

NetVault サーバーと、 パッケージをインストールするすべてのターゲッ

ト ・ マシンがアクセスできるパスになっていることを確認します。

メモ ： Windows ベースのサーバーで、 サーバー IP アドレスを使用して、

ローカル ・パッケージ ・ ス トアが設定されている場合 （例 ：
\\10.11.12.3\PkgStore?、 パッケージ ・ ス トアの追加または更新時に

ユーザー認証情報は検証されません。 無効な認証情報を指定しても、 エ
ラーが報告されません。 ただし、 認証に失敗すると、 展開タスクが失敗し、
ス トアからパッケージを取得できません。 そのため、 Quest では、 ローカ

ル ・ ス トアへのパスを設定する場合はサーバー名を使用することをお勧め
します （例 ： \\WinServer1\PkgStore）。
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4 ［追加］ をクリ ックしてストアを追加し、 ［OK］ をク リ ックします。

パッケージ ・ ス トアの変更
既存のパッケージ ・ ス トアの UNC パスまたはユーザー認証情報を更新できます。

パッケージ ・ ス トアを変更するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガイ ド付き設定］ をクリ ックして、 次に ［NetVault 設定ウィザード］

ページで ［ソフ トウェアのインストール / クライアン トの追加］ をクリ ックします。

2 ［クライアン ト と して追加されるマシン］ ページで ［ソフ トウェアのインストール］ をクリ ックします。

3 ［ス トアの管理］ をクリ ックし、 パッケージ ・ ストア ・ リストで適切なパッケージ ・ ストアを選択します。

4 パッケージの詳細セクシ ョ ンで、 変更するオプシ ョ ンの新しい値を入力します。 

オプシ ョ ンについての詳細は、 「パッケージ ・ ス トアの設定」 を参照して ください。

5 ［更新］ をクリ ックして、 確認のダイアログ ・ ボックスで ［OK］ をク リ ックします。

パッケージ ・ ス トアの削除
パッケージ ・ ス トアが必要な く なった場合は、 ［ス トアの管理］ ページから削除できます。

パッケージ ・ ス トアを削除するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガイ ド付き設定］ をクリ ックして、 次に ［NetVault 設定ウィザード］

ページで ［ソフ トウェアのインストール / クライアン トの追加］ をクリ ックします。

2 ［クライアン ト と して追加されるマシン］ ページで ［ソフ トウェアのインストール］ をクリ ックします。

3 ［ス トアの管理］ をクリ ックし、 パッケージ ・ ストア ・ リストで適切なパッケージ ・ ストアを選択します。

4 ［削除］ をクリ ックして、 確認のダイアログ ・ ボックスで ［OK］ をク リ ックします。

ユーザー名 次のいずれかの形式を使用して、 CIFS 共有へのアクセスに使用できるユー

ザーアカウン ト を指定します。

• <AD domain>\<user name>
• <NETBIOS name>\<user name>
• <Local user name>

パスワード ユーザー ・ アカウン トのパスワードを指定します。

メモ ： パッケージ ・ ス トアを編集すると、 そのパッケージ ・ ス トアを使用する既存の展開タスクに影響し
ます。

メモ ： パッケージストアは、 展開タスクで使用されていない場合にのみ削除できます。

オプション 説明
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プッシュ ・ インストールの実行
NetVault クライアン トおよびプラグインを複数のマシンに展開するには、 WebUI から展開タスクを作成して、
パッケージを指定のマシンにプッシュします。 この方法は、 新規インストールとアップグレード ・ インス トール
の両方に使用できます。 パッケージが正常にマシンにインストールされると、 新規のクライアン トが自動的に
NetVault サーバーに追加されます。

プッシュ ・ インストールを実行するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガイ ド付き設定］ をクリ ックして、 次に ［NetVault 設定ウィザード］

ページで ［ソフ トウェアのインストール / クライアン トの追加］ をクリ ックします。

2 ［クライアン ト と して追加されるマシン］ ページで ［ソフ トウェアのインストール］ をクリ ックします。 

3 ソフ トウェアパッケージを選択するには、 ［ソフ トウェア］ の横にある追加アイコン （+） をク リ ックし

ます。

4 ［展開するパッケージの選択］ ウィ ンドウで、 使用するインストールパッケージを選択します。

▪ NetVault クライアン トパッケージの場合は、 ［コアパッケージの選択］ を展開し、 適切なパッケー

ジを選択します。 

▪ NetVault プラグインパッケージの場合は、 ［プラグインパッケージの選択］ を展開し、 使用する適

切な 「.npk」 バイナリファイルを選択します。 

［実行］ をクリ ックします。

5 ［クライアン ト と して追加されるマシン］ ページで、 ［マシン］ の横にある追加 （+） ドロップダウンリス

ト をクリ ックして、 展開ターゲッ トの追加方法を選択します。

6 ［マシンの追加］ ウィ ンドウの ［マシンの詳細］ タブで、 選択した方に基づいて次の詳細を入力します。

メモ ： 必ず、 ターゲッ ト ・ マシンにインストールされているオペレーティング ・ システムに
対応するパッケージを選択して ください。 一度に配備できるオペレーティング ・ システムは
1 タイプのみです （すべての Windows ターゲッ ト ・ マシン、 またはすべての Linux ター

ゲッ ト ・ マシンなど）。

方法 説明

FQDN または IP 展開ターゲッ ト を手動で追加するには、 この方法を選択します。

［マシンの詳細］ タブで、 以下の詳細を指定します。

• ［FQDN/IP アドレス］ ： クライアン トの FQDN または IP アドレスを

指定します。

• ［ユーザー名］ ： マシンへのログインに使用するユーザー ・ アカウン
ト を指定します。 
ユーザー名は、 以下の形式で指定する必要があります。

<AD domain>\<user name>

– または –
<NETBIOS name>\<user name>

– または –
<Local user name>

• ［パスワード］ ： ユーザー ・ アカウン トのパスワードを指定します。

また、 このユーザー名のパスワードを NetVault に記憶する場合は、 オプ

シ ョ ンで ［資格情報を保存する］ を選択します。

メモ ： 保存される認証情報は、 その情報を保存したユーザーにしか表示さ
れません。 他のユーザーには表示されません。
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［次へ］ をクリ ックします。

メモ ： ［ユーザー名］ オプシ ョ ンを設定する場合、 以下の点に注意して
ださい。

• リモート ・ マシンが Active Directory ド メインのメンバーである場

合、 マシンのローカルの Administrators グループのド メイン ・ アカ

ウン ト を使用します。

• リモートの Windows マシンがワークグループに属している場合、

ビルト インの Administrator アカウン ト （<NETBIOS name>\<user 
name>） を使用します。 

• リモートのマシンが Linux ベースの場合は、 sudo 権限を持つド メイ

ンアカウン トまたはローカルユーザーがプッシュインストールを実
行できます。

ビルト インの Administrator が無効になっている場合は、 以下の手順でアカ

ウン ト を有効にし、 そのアカウン トに資格情報を設定することができます。

1 管理権限でコマンド ・ プロンプ ト を開始します。

2 ビルト イン Administrator アカウン ト を有効にするには、 次のコマ

ンドを入力します。

net user administrator /active:yes 

Enter キーを押します。

3 ローカル ・ セキュリテ ィ ・ ポリシー ・ エディ タを開くには、
secpol.msc を実行します。

4 ［セキュリテ ィの設定］ > ［ローカル ・ ポリシー］ > ［セキュリ

テ ィ ・ オプシ ョ ン］ に移動します。

5 ［ユーザー ・ アカウン ト制御 ： ビルト イン Administrator アカウン

トのための管理者承認モードを使用する］ 設定が無効になっている
ことを確認します。

6 ビルト イン Administrator アカウン トのパスワードを設定し、 マシ

ンを再起動します。

リモートの Windows マシンがワークグループに属している場合、 管理権限

を持つローカルのアカウン ト を使用することもできます。 ただし、 ローカ
ルの管理者アカウン ト を使用するには、 ［ユーザー ・ アカウン ト制御 ：管理
者承認モードですべての管理者を実行する］ 設定を無効にする必要があり
ます。 セキュリテ ィ上の理由により、 この設定を無効にすることはお勧め
できません。 ビルト イン Administrator アカウン ト を使用する方法をお勧め

します。

方法 説明
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7 以下のタブごとに、 該当するパラメータを設定するには、 ［説明］ の下にリスト されている詳細を入力し
ます。

Active Directory から Active Directory ド メインからマシンを選択するには、 この方法を選択し

ます。

［AD の詳細］ タブで、 以下の詳細を指定します。 
• ［AD サーバー ・ アドレス］ ： Active Directory サーバーのホスト名ま

たは IP アドレスを入力します。

• ［ユーザー名］ ： すべてのターゲッ ト Windows マシンのローカルの

Administrators グループのド メイン ・ アカウン ト を指定します。 
Linux マシンにプッシュする場合は、 すべての Linux ベースのター

ゲッ ト ・ マシンで、 ド メイン ・ アカウン トに sudo 権限を設定して

お く必要があります。

ユーザー名は、 以下の形式で指定する必要があります。

<AD domain>\<user name>

– または –
<NETBIOS name>\<user name>

• ［パスワード］ ： ユーザー ・ アカウン トのパスワードを指定します。

また、 このユーザー名のパスワードを NetVault に記憶する場合は、 オプ

シ ョ ンで ［資格情報を保存する］ を選択します。

メモ ： 保存される認証情報は、 その情報を保存したユーザーにしか表示さ
れません。 他のユーザーには表示されません。

［接続］ をクリ ックします。

Active Directory オブジェク トのリストから、 ターゲッ ト ・ マシンを選択し

て、 ［次へ］ をクリ ックします。

ファイルから ファイルからターゲッ ト ・ リス ト をインポートするには、 この方法を選択
します。

［ファイルからのマシンの追加］ ダイアログ ・ ボックスで、 ［ファイルの選
択］ をクリ ックします。 参照ウィンドウでファイルを選択したら、 ［OK］

をク リ ックしてファイルをアップロード します。

ファイル形式についての詳細は、 「展開ターゲッ ト を指定するファイル形
式」 を参照して ください。

メモ ： ［インス トール設定］、 ［クライアン ト設定］、 および ［ファイアウォールの設定］ は、 初め
てマシンをクライアン ト と して追加する場合にみ有効になります。 すでにサーバーに追加されてい
るマシンの場合、 これらの設定は使用されません。

方法 説明
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8 クライアン ト詳細を保存するには、 ［OK］ をク リ ックします。

9 いずれかのクライアン トにアップグレード ・ インス トールを実行する場合、 ［既存の NetVault クライア

ン ト ・ インス トールのアップグレードを許可］ チェ ック ・ ボックスを選択します。

10 タスクを実行する前に、 以下の操作を実行します。

▪ ［検証］をクリックして、クライアントへの接続を確認します。エラーが報告されたら、［編集］
をクリックし、該当のインストール・パラメータを変更します。

▪ ユーザー定義のタスク名を割り当てる場合、［タスク名］ボックスに名前を入力します。

タブ 説明

インストール設定 ［インス トール設定］ タブで、 以下の詳細を指定します。

• マシン名 ： マシンの NetVault 名を入力します。 
NetVault マシン名には、 最大 63 文字を使用できます。 マシン名が

63 文字を超える場合、 NetVault サービスの開始に失敗することがあ

ります。 NetVault マシン名には、 大文字 （A ～ Z）、 小文字 （a ～

z）、 数字 （0 ～ 9）、 ハイフン （-）、 アンダースコア （_）、 およびピ

リオド （.） を使用できます。 NetVault 名の詳細については、

『Quest NetVault インスト レーシ ョ ンガイ ド』 を参照して ください。

フ ィールドを空白のままにすると、 NetVault はホスト名を使用し

ます。

Active Directory ド メインから複数のクライアントが選択されると、

ラベルが ［マシン名のプレフ ィ ックス］ に変わります。 指定したマ
シン名はベース名として使用され、 クライアント名の割り当て時に
NetVault によって 「_n」 がベース名に追加されます。 たとえば、 マ

シン名が WinClient の場合、 クライアントに WinClient_1、
WinClient_2、 ...WinClient_n という名前が割り当てられます。 フ ィー

ルドを空白のままにすると、 NetVault はホスト名を使用します。

• マシンのパスワード ： NetVault マシンのパスワードを入力します。 
マシン ・パスワードには、 最大 100 文字を使用することができま

す。 以下の文字を使用することはできません。

\ およびスペース

• インストール ・ フォルダ ： インストール ・パスを指定します。

• インストール言語 ： ご自分の NetVault インストールに対応する言語

を選択します。

［次へ］ をクリ ックします。

クライアン ト設定 ［クライアン ト設定］ タブで、 以下の詳細を指定します。

• クライアン ト詳細 ： クライアン トの説明を入力します。

クライアン トの詳細を設定してお く と、 クライアン トの場所やマシ
ンの役割をすぐに確認できます。

• クライアン ト ・ グループ ： 1 つ以上のクライアン ト ・ グループにク

ライアン ト を追加するには、 対応するチェ ック ・ ボックスを選択し
ます。

すべてのクライアン ト を含めるように設定されているクライアン
ト ・ グループがデフォルトで選択されています。 これらの選択は変
更できません。 

［次へ］ をクリ ックします。

ファイアウォールの設定 クライアン トがファイアウォール外のネッ トワーク上に存在している場合
は、 ［ファイアウォールの設定］ タブの ［クライアン トはファイアウォール
の外側に存在］ チェ ック ・ ボックスを選択し、 TCP/IP ポート を指定しま

す。 詳細は、 「ファイアウォールの設定について」 を参照して ください。
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11 タスクを実行するには、 ［ソフ トウェアのインストール / クライアン トの追加］ をクリ ックします。

［展開タスク・ステータス］ページからタスクの進行状況やステータスを監視できます。詳細は、「展開
タスクの監視」を参照してください。

展開ターゲッ ト を指定するファイル形式

入力ファイルでは、 以下のフ ィールドを指定できます。

メモ ： インストーラによって、 システム一時ディレク ト リにログ ・ ファイルが生成されます （システム ・
アカウン トの TEMP 環境変数によって、 このディ レク ト リの場所が決まります。 このパスは通常、

%windir%\Temp に設定されています）。 
ログ ・ ファイル名は netvault_{GUID}_install.log です。 ここで、 {GUID} はインストール事象ごと

に固有です （例 ： netvault_274bffb2-a3c1-457e-7f5e-221bf60a7689_install.log??

メモ ： 入力ファイルを作成する際、 以下の点に注意して ください。

• 入力ファイルのファイル名の拡張子には 「.txt」 または 「.csv」 を使用します。

• 最初の行で、 フ ィールド名を指定します。 フ ィールドを区切るには、 セミ コロン （「;」） を使用し
ます。

• 後続の行では、 フ ィールドの値を指定します。 1 行に 1 つのマシンのフ ィールド値を指定します。

フ ィールド値を区切るには、 セミ コロン （「;」） を使用します。

表15. 入力ファイルの有効なフィールド

フィールド 説明

target ターゲッ ト ・ マシンの FQDN または IP アドレスを指定します （NetVault
サーバーは、 このアドレスのマシンに接続できる必要があります）。

targettype マシン ・ タイプを指定します。 現在、 固定文字列 「machine」 のみを使用で

きます。

targetusername マシンへのログオンに使用するユーザー ・ アカウン ト を指定します。

ユーザー名は以下の形式で指定します。

• ド メイン ・ アカウン ト ：

<Domain>\<user_name>

• リモート ・ マシンに対してローカルなユーザー ・ アカウン ト ：

<user_name> 

targetuserpassword ユーザー ・ アカウン トのパスワードを指定します。

nvlanguage NetVault のインストール言語を指定します。 この設定は、 新しいクライアン

トのインストールでのみ使用されます。

nvmachname マシンの NetVault 名を指定します。 
NetVault マシン名には、 最大 63 文字を使用できます。 マシン名が 63 文字を

超える場合、 NetVault サービスの開始に失敗することがあります。 NetVault 
マシン名には、 大文字 （A ～ Z）、 小文字 （a ～ z）、 数字 （0 ～ 9）、 ハイフ

ン （-）、 アンダースコア （_）、 およびピリオド （.） を使用できます。

NetVault 名の詳細については、 『Quest NetVault インスト レーシ ョ ンガイ ド』

を参照して ください。

メモ ： 必ず、 各クライアン トに一意の名前を割り当てます。 重複する名前を
指定すると、 クライアン トの追加中に既存のクライアン ト詳細が上書きされ
ます。
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入力ファイルの例

target;targettype;targetusername;targetuserpassword;nvlanguage;nvmachname;nvmachpas
sword;nvinstallfolder;nvclientgroup;nvdesc;outsidefirewall;deviceslistenports;devic
esconnectports;msgchannellistenports;msgchannelconnectports;ndmplistenports;ndmpcon
nectports;intermachineconnectports

10.11.12.3;machine;testdomain\administrator;UserPwd;English;Client-A;nvpassword1;C:
\Software; ClientGroup-2,default;NetVault Client-A;true;5000-5300;5000-5300;5000-
5300;5000-5300;5000-5300;5000-5300;5000-5300

10.11.12.4;machine;testpc1\administrator;MyPassword;English;Client-B;nvpassword2;C:
\Software;default;NetVault Client-B;true;5000-5300;5000-5300;5000-5300;5000-
5300;5000-5300;5000-5300;5000-5300

10.10.25.225;machine;testpc2\administrator;MyPassword;English;Client-C;nvpassword3;
C:\Software;default;NetVault Client-C;false;;;;;;;

nvmachpassword NetVault マシンのパスワードを指定します。 
パスワードには、 最大 100 文字を使用することができます。 以下の文字を使

用することはできません。

\ およびスペース

NetVault パスワードは、 クライアン トの追加やクライアン トへのアクセスに

使用されます。

nvinstallfolder NetVault のインストール先フォルダを指定します。 この設定は、 新しいクラ

イアン トのインストールでのみ使用されます。

nvclientgroup クライアントを追加するクライアント ・ グループを指定します。 カンマ （「,」）
を区切り文字とすることで、 複数のグループを指定することができます。

nvdesc クライアン トの説明を入力します。

outsidefirewall クライアン トがファイアウォールの外側にある場合、 このオプシ ョ ンを
「true」 に設定し、 ファイアウォール経由での通信に使用するポート を指定し

ます。 ファイアウォール ・ ポートの設定についての詳細は、 「ファイア
ウォールの設定について」 を参照して ください。

deviceslistenports デバイス要求を待ち受けるためのポート。

devicesconnectports プラグインが、 リモート ・ ス ト レージ ・ デバイスに接続するために使用する
ポート。

msgchannellistenports データ転送時にメ ッセージを受信するためのポート。

msgchannelconnectports データ転送時にメ ッセージを送信するためのポート。

ndmplistenports NDMP ムーバとして動作する NetVault デバイスの待ち受け用ポート。

ndmpconnectports NDMP メ ッセージ送信用ポート （NDMP コン ト ロール ・ チャネル）。

intermachineconnectports NetVault クライアン ト を追加するとき、 および追加後のクライアン トの可用

性を確認するとき、 初期通信 （ブロードキャスト ・ チャネル） の確立に使用
するポート。 

表15. 入力ファイルの有効なフィールド

フィールド 説明
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展開タスクの監視
［展開タスク ・ ステータス］ ページから展開タスクのステータスや進行状況を監視できます。 このページには、
現在のタスクや完了したタスクのサマリが棒グラフの形式で表示されます。 また、 個々のマシンの進行状況情報
も表示されます。

展開タスク ・ ステータスを表示するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［展開タスク ・ ステータス］ をクリ ックします。

2 ［展開タスク ・ ステータス］ ページでは、 以下の詳細情報を参照できます。

▪ タスク名 ： タスクに割り当てられた名前。

▪ 開始時間 ： 開始時間。

▪ ［合計］ ： クライアン トの合計数。

▪ 成功 ： パッケージのインストールが正常に完了したクライアン トの数。

▪ 削除 ： パッケージのインストールが警告付きで完了したクライアン トの数。

▪ エラー ： パッケージのインストールに失敗したクライアン トの数。

▪ 更新済み ： ステータスの更新日時。

▪ ［ステータス］ ： タスクの総合的なステータス。

3 特定のタスクのステータスの詳細を表示するには、 タスク ・ テーブルでタスクを選択して、 ［タスク ・
ターゲッ ト ・ ステータスの表示］ をクリ ックします。

［ターゲッ ト ・ ステータス］ ページでは、 以下の詳細情報を参照できます。

▪ タスク ・ ステータス ・ チャート ： この領域には、 現在のターゲッ トや完了したターゲッ トの棒グ
ラフが表示されます。

▫ 現在のタスク ・ ターゲッ ト ： 棒はそれぞれ、 実行中、 延期された、 または保留中のインス
トール / アップグレード ・ タスクの数を表しています。

▫ 完了したタスク ・ ターゲッ ト ： 棒はそれぞれ、 正常に完了した、 警告付きで完了した、 ま
たは失敗したインストール / アップグレード ・ タスクの数を表しています。 

▪ ［タスクの詳細］ テーブル ： テーブルには以下の情報が表示されます。

▫ タスク ID ： タスク ID 番号。

▫ ターゲッ ト ： ターゲッ ト ・ クライアン トの名前

▫ ［ステータス］ ： タスクのステータス

4 タスク ・ ログを表示するには、 タスク ・ テーブルでタスクを選択して、 ［タスク ・ ログの表示］ をクリ ッ
クします。

（［展開タスク ・ ステータス］ ページが表示されている場合、 タスク ・ テーブルでタスクを選択し、 ［タス
ク ・ ログの表示］ をクリ ックします）。

［展開タスク ・ ログ］ ページでは、 以下の詳細情報を参照できます。

▪ 重要度 ： 重要度レベル

▪ ［日付］ ： ログの生成日時

▪ タスク ID ： タスク ID 番号。

▪ ターゲッ ト ： ログが生成されたクライアン トの名前。

メモ ： NetVault Web アプリケーシ ョ ンでは、 テーブルの複数列のソートがサポート されます。 詳細

は、 「NetVault WebUI でのレコードのソート」 を参照して ください。

ページ ・サイズ設定やテーブル内のソート順の表示、 レコードのエクスポート、 テーブル設定の編
集を行うには、 テーブルの右下隅にあるアイコンをクリ ックします。 詳細は、 「NetVault WebUI で
のテーブルのカスタマイズ」 を参照して ください。
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▪ ［メ ッセージ］ ： 詳細なログ ・ メ ッセージまたは詳細。

5 タスク ・ ステータス ・ ページに戻るには、 ［戻る］ をクリ ックします。

6 展開タスクをキャンセルまたは再試行するには、 タスク ・ テーブルでタスクを選択し、 ［操作］ パネルで
対応するボタンをクリ ックします。 

または ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルのリンクをクリ ックして、 別のページを開きます。
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展開タスクの管理
このセクシ ョ ンには、 以下のトピックが含まれています。

• 失敗した展開タスクの再試行

• 展開タスクのキャンセル

• 展開タスクのクローニング

失敗した展開タスクの再試行
展開タスクが失敗したか、 警告を伴って完了した場合は、 タスクを再度実行できます。 タスクは、 以前に失敗し
たターゲッ ト ・ マシン上でのみ実行されます。

展開タスクを再試行するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［展開タスク ・ ステータス］ をクリ ックします。

2 タスク ・ テーブルで、 失敗したタスクまたは警告付きで完了したタスクを選択し、 ［タスクの再試行］ を
クリ ックします。

3 確認ダイアログ ・ ボックスで、 ［OK］ をク リ ックします。

展開タスクのキャンセル
［展開タスク ・ ステータス］ ページで、 進行中の展開をキャンセルできます。

展開タスクをキャンセルするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［展開タスク ・ ステータス］ をクリ ックします。

2 タスク ・ テーブルで、 タスクを選択して、 ［中断］ をクリ ックします。

3 確認ダイアログ ・ ボックスで、 ［OK］ をク リ ックします。

展開タスクのクローニング
クローン方式を使用して、 既存のタスクか展開タスクを作成できます。 タスクがクローンされた後に、 そのタスク
のインストール ・パッケージ、 ターゲッ ト ・ クライアント、 およびその他のインストール設定を変更できます。 

既存のタスクから展開タスクを作成するには

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［展開タスク ・ ステータス］ をクリ ックします。

2 タスク ・ テーブルで、 タスクを選択して、 ［クローン］ をクリ ックします。

3 セクシ ョ ン 「プッシュ ・ インストールの実行」 のステップ 3 ～ステップ 11 を実行します。

クライアン トの追加
このセクシ ョ ンには、 以下のトピックが含まれています。

• NetVault サーバーへのクライアン トの追加

• 複数のクライアン トの追加

• ファイアウォールの設定について

• クライアン トの検索

• ファイアウォール経由の通信の確認

• サーバーをクライアン ト と して追加する

メモ ： リモート ・ マシンで展開エージェン トが開始された後にタスクが中断された場合、 エージェン トは
終了しません。 エージェン トは、 ソフ トウェアのインストール ・ タスクを実行します。 ただし、 ターゲッ
トが新しいクライアン トの場合、 サーバーには追加されません。
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NetVault サーバーへのクライアン トの追加
バックアップまたはリストア操作でクライアン ト を使用するには、 まず NetVault サーバーへのクライアン トの
追加が必要です。 設定ウィザードを使って、 NetVault クライアン ト を追加、 設定できます。

クライアン ト を NetVault サーバに追加するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで ［クライアン ト管理］ をクリ ックして、 ［クライアン ト追加］ をクリ ックし
ます。

Linux ベースのマシンの場合、 ［ガイ ド付き設定］ リンクからウィザードを開始することもできます。 ［ナ

ビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガイ ド付き設定］ をクリ ックして、 次に ［NetVault 設定ウィザード］ ページ

で ［クライアン トの追加］ をクリ ックします。

2 利用可能なクライアン トのリストで、 追加するクライアン ト を選択し、 ［次へ］ をクリ ックします。

リス トには、 ネッ トワーク ・ ブロードキャスト範囲で自動的に検出されたマシンが含まれます。 これら
のマシンには、 NetVault サーバーまたはクライアン ト ・ ソフ トウェアがインストールされています。

マシンに関する以下の情報を参照できます。

▪ ［ステータス］ ： クライアン トが現在オンラインかオフラインかを示す ［ステータス］ アイコンを
表示します。 

▪ クライアン ト ： クライアン トに割り当てられている NetVault 名が表示されます。

▪ バージ ョ ン ： マシンにインストールされている NetVault のバージ ョ ンが表示されます。

▪ 詳細 ： クライアン トの詳細が表示されます。

3 クライアン トがパスワード保護されている場合、 クライアン トの NetVault パスワードを入力します。 ま

た、 クライアン トの root または管理者パスワードを指定することもできます。

クライアン トに NetVault パスワードが設定されていない場合は、 クライアン トの root または

Administrator パスワードを指定します。

［次へ］ をクリ ックします。

クライアン ト上でセキュリテ ィが無効になっている場合、 このページは表示されません。 詳細は、 「セ
キュリテ ィの設定」 を参照して ください。

4 クライアン トの詳細を説明したテキスト を入力して、 ［次へ］ をクリ ックします。

5 クライアン トがファイアウォール外のネッ トワーク上に存在している場合は、 ［クライアン トはファイア
ウォールの外側に存在］ チェ ック ・ ボックスを選択して、 ファイアウォールの設定を行います。 詳細は、
「ファイアウォールの設定について」 を参照して ください。

［次へ］ をクリ ックします。

6 クライアン トがサーバーに正常に追加されると、 メ ッセージが表示されます。

メモ ： NetVault サーバーがサポートするクライアン トのバージ ョ ンは、 サーバーと同じバージ ョ ンか、 そ

れより古いバージ ョ ンのみです。 NetVault クライアン トのソフ トウェア ・バージ ョ ンを NetVault サーバー

のソフ トウェアよりも新しいバージ ョ ンにはできません。
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複数のクライアン トの追加
クライアン ト を Windows ベースまたは Linux ベースの NetVault サーバに追加する場合は、 以下の手順を使用し
て複数のクライアン ト を同時に追加できます。

複数のクライアン ト を NetVault サーバに追加するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガイ ド付き設定］ をクリ ックして、 次に ［NetVault 設定ウィザード］

ページで ［ソフ トウェアのインストール / クライアン トの追加］ オプシ ョ ンを選択します。

2 ［クライアン ト と して追加されるマシン］ ページで、 ［マシン］ の横にある追加 （+） アイコンをクリ ック

し、 展開ターゲッ トの追加方法を選択します。

3 ［マシンの追加］ ウィ ンドウの ［マシンの詳細］ タブで、 選択した方に基づいて次の詳細を入力します。

メモ ： NetVault サーバでサポートできるクライアン トのバージ ョ ンは、 サーバと同じバージ ョ ンか、 それ

より古いバージ ョ ンのみです。 NetVault クライアン トのソフ トウェア ・バージ ョ ンを NetVault サーバーの

ソフ トウェアよりも新しいバージ ョ ンにはできません。

方法 説明

FQDN または IP 展開ターゲッ ト を手動で追加するには、 この方法を選択します。

［マシンの詳細］ タブで、 クライアン トの FQDN または IP アドレスを指定

します。

［次へ］ をクリ ックします。

Active Directory から Active Directory ド メインからマシンを選択するには、 この方法を選択し

ます。

［AD の詳細］ タブで、 以下の詳細を指定します。 
• ［AD サーバー ・ アドレス］ ： Active Directory サーバーのホスト名ま

たは IP アドレスを入力します。

• ［ユーザー名］ ： すべてのターゲッ ト ・ マシンのローカルの
Administrators グループのド メイン ・ アカウン ト を指定します。 
ユーザー名は、 以下の形式で指定する必要があります。

<AD domain>\<user name>

– または –
<NETBIOS name>\<user name>

– または –
<user name>@<AD domain>

• ［パスワード］ ： ユーザー ・ アカウン トのパスワードを指定します。

また、 このユーザー名のパスワードを NetVault に記憶する場合は、 オプ

シ ョ ンで ［資格情報を保存する］ を選択します。

メモ ： 保存される認証情報は、 その情報を保存したユーザーにしか表示さ
れません。 他のユーザーには表示されません。

［接続］ をクリ ックします。

Active Directory オブジェク トのリストから、 ターゲッ ト ・ マシンを選択し

て、 ［次へ］ をクリ ックします。
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4 利用可能なパラメータを設定します。

5 クライアン ト詳細を保存するには、 ［OK］ をク リ ックします。

6 タスクを実行する前に、 以下の操作を実行します。

▪ ［検証］ をクリ ックして、 クライアン トへの接続を確認します。 エラーが報告されたら、 ［編集］
をクリ ックし、 該当のインストール ・パラ メータを変更します。

▪ ユーザー定義のタスク名を割り当てる場合、 ［タスク名］ ボックスに名前を入力します。

7 タスクを実行するには、 ［クライアン トの追加］ をクリ ックします。

［展開タスク ・ ステータス］ ページからタスクの進行状況やステータスを監視できます。 詳細は、 「展開
タスクの監視」 を参照して ください。

ファイルから ファイルからターゲッ ト ・ リス ト をインポートするには、 この方法を選択
します。

［ファイルからのマシンの追加］ ダイアログ ・ ボックスで、 ［ファイルの選
択］ をクリ ックします。 参照ウィンドウでファイルを選択したら、 ［OK］

をク リ ックしてファイルをアップロード します。

ファイル形式についての詳細は、 「展開ターゲッ ト を指定するファイル形
式」 を参照して ください。

使用可能なマシンから 利用可能なマシンからクライアン ト を追加するには、 この方法を選択し
ます。

［NetVault マシンの詳細］ タブで、 追加するクライアン ト を選択します。 
NetVault パスワードを ［マシンのパスワード］ ボックスに入力します。 
［次へ］ をクリ ックします。

オプション 説明

インストール設定 ［インス トール設定］ タブで、 NetVault パスワードを指定します。

クライアン トに NetVault パスワードが設定されていない場合は、 マシンの

管理者パスワードを指定します。 
［次へ］ をクリ ックします。

クライアン ト設定 ［クライアン ト設定］ タブで、 以下の詳細を指定します。

• クライアン ト詳細 ： クライアン トの説明を入力します。

クライアン トの詳細を設定してお く と、 クライアン トの場所やマシ
ンの役割をすぐに確認できます。

• クライアン ト ・ グループ ： 1 つ以上のクライアン ト ・ グループにク

ライアン ト を追加するには、 対応するチェ ック ・ ボックスを選択し
ます。

すべてのクライアン ト を含めるように設定されているクライアン
ト ・ グループがデフォルトで選択されています。 これらの選択は変
更できません。 

［次へ］ をクリ ックします。

ファイアウォールの設定 クライアン トがファイアウォール外のネッ トワーク上に存在している場合
は、 ［ファイアウォールの設定］ タブの ［クライアン トはファイアウォール
の外側に存在］ チェ ック ・ ボックスを選択し、 TCP/IP ポート を指定しま

す。 これらの設定についての詳細は、 「ファイアウォールの設定について」
を参照して ください。

方法 説明
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ファイアウォールの設定について
ファイアウォールの外側にある NetVault クライアン ト と通信するには、 ファイアウォールの設定が必要です。
ファイアウォールの設定では、 ファイアウォールを経由するデータ転送チャネル、 メ ッセージチャネル、 および
ブロードキャストチャネルの確立に使用する TCP/IP ポート を指定できます。

ファイアウォールの設定は、 クライアン トの展開や追加を行う とき、 または ［設定変更］ ページから設定値を更
新するときに行う ことができます。 また、 NetVault WebUI や Txtconfig ユーティ リテ ィ を使用して、 新しいクラ
イアン トや既存のクライアン トのファイアウォールを設定することもできます。

ファイアウォール設定の簡単な説明を以下の表に示します。

NetVault では、 NAT （ネッ トワークアドレス変換） / IP マスカレードを使用するファイアウォールはサポー
ト していません。

表16. ファイアウォール設定

オプション 説明

デバイス待ち受けポート デバイス要求を待ち受けるためのポート。 
ローカル接続されたデバイスがある NetVault マシン （NetVault サーバー、

SmartClient ライセンスを持つ NetVault クライアン トなど） に設定します。

要件 ： ド ライブあたり 2 ポート。

デバイス接続ポート プラグインが、 リモート ・ ス ト レージ ・ デバイスに接続するために使用する
ポート。 
リモートのデバイスに接続するクライアン トに設定します。

要件 ： ド ライブあたり 2 ポート。

NetVault メ ッセージ ・ チャネル

の待ち受けポート

データ転送時にメ ッセージを受信するためのポート。 
NetVault サーバーおよびクライアントの両方に設定します。 NetVault では、

サーバーとクライアント間のメ ッセージ ・ チャネル用に双方向接続が必要で
す。

要件 ： クライアン トあたり 3 ポート。

1 台のクライアン ト上で 2 つ以上のプラグインを同時に実行するには、 プラ

グインごとに 2 ポート と、 クライアン トごとに追加の 1 ポート を設定しま

す。 たとえば、 同時に 2 つのプラグインを実行するには、 1 台のクライアン

トに 5 ポート （2×2 ＋ 1 ＝ 5） を設定します。

NetVault メ ッセージ ・ チャネル

の接続ポート

データ転送時にメ ッセージを送信するためのポート。 
NetVault サーバーおよびクライアン トの両方に設定します。 NetVault では、

サーバーとクライアン ト間のメ ッセージ ・ チャネル用に双方向接続が必要で
す。

要件 ： クライアン トあたり 3 ポート。

1 台のクライアン ト上で 2 つ以上のプラグインを同時に実行するには、 プラ

グインごとに 2 ポート と、 クライアン トごとに追加の 1 ポート を設定しま

す。 たとえば、 同時に 2 つのプラグインを実行するには、 1 台のクライアン

トに 5 ポート （2×2 ＋ 1 ＝ 5） を設定します。

NDMP コン ト ロール ・ チャネル

の接続ポート

NDMP メ ッセージ送信用ポート （NDMP コン ト ロール ・ チャネル）。 
NDMP ファイラーと NetVault サーバーがファイアウォールによって分離さ

れている場合、 （プラグインがインストールされている） NetVault サーバー

に設定します。 
デフォルトでは、 NetVault は 10000 番ポートを使用します。 この値は必要に

応じて変更できます。 
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データ ・ チャネル、 メ ッセージ ・ チャネル、 およびブロードキャスト ・ チャネルのポートまたはポート範囲を指
定するために、 以下のフォーマッ ト を使用できます。

• カンマ区切りのリスト （例 ： 20000, 20050）

• ダッシュ区切りでポート範囲指定 （例 ： 20000-20100)

• カンマ区切り とポート範囲指定の組み合わせ （例 ： 20000-20100, 20200)

詳細は、 以下のセクシ ョ ンを参照して ください。

• ファイアウォール ・ フ ィルタ リング ・ルール

• ファイアウォールの設定の例

フ ァイアウォール ・ フ ィルタ リング ・ルール
サーバーおよびクライアン ト ・ マシンでファイアウォール ・ルールを作成する場合、 NetVault からのト ラフ ィ ッ
クを送受信するために、 以下のポートを開く必要があります。

NDMP データ ・ チャネルの待ち

受けポート

NDMP ムーバとして動作する NetVault デバイスの待ち受け用ポート。

デバイスが接続されている NetVault サーバーまたはクライアン トに設定しま

す。 これらのポートは、 ファイアウォールによって NDMP ファイラーとス

ト レージ ・ デバイスが 2 つのネッ トワークに分離されている場合、 両者間の

データ転送に使用します。 

マシン間の通信接続ポート設定 NetVault クライアン ト を追加するとき、 および追加後のクライアン トの可用

性を確認するとき、 初期通信 （ブロードキャスト ・ チャネル） の確立に使用
するポート。 
要件 ： クライアン トあたり 2 ポート。

メモ ： すべての NetVault マシン上で、 データ、 メ ッセージ、 およびブロードキャスト ・ チャネルに同じ

ポート範囲を設定する必要があります。

重要 ： 
• NetVault では、 ネッ トワーク ・ アドレス変換 （NAT） /IP マスカレード環境でファイアウォールは

サポート されません。

• NetVault は、 TCP/UDP メ ッセージングにポート番号 20031 を使用します。 このポートがファイア

ウォールで開かれていることを確認します。

表17. ファイアウォール・フィルタリング・ルール

開始 終了 TCP/UDP 転送元ポート 転送先ポート

サーバー クライア
ン ト

TCP NetVault サーバーで指定されている、

マシン間接続設定用の接続ポート

20031

クライア
ン ト

サーバー TCP NetVault クライアン トで指定されて

いる、 マシン間接続設定用の接続
ポート

20031

サーバー クライア
ン ト

TCP NetVault サーバーで指定されている、

メ ッセージ ・ チャネル用接続ポート

NetVault クライアン トで指定されて

いる、 メ ッセージチャネル用待ち受
けポート

クライア
ン ト

サーバー TCP NetVault クライアン トで指定されて

いる、 メ ッセージチャネル用待ち受
けポート

NetVault サーバで指定されている、

メ ッセージチャネル用接続ポート

サーバー クライア
ン ト

UDP 20031 20031

表16. ファイアウォール設定

オプション 説明
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ファイアウォールの設定の例
この例では、 以下の設定の NetVault システムのネッ トワークポート要件について説明します。 

• ド ライブ数 ： 6

• 1 つのプラグインを持つクライアン ト数 ： 10

• 2 つのプラグインを持つクライアン ト数 ： 2

このシステムのファイアウォール ・ フ ィルタ リング ・ルールを以下の表に示します。

クライア
ン ト

サーバー UDP 20031 20031

サーバー クライア
ン ト

TCP NetVault サーバーおよびクライアン

トで指定されている、 デバイス用待
ち受けポート

NetVault クライアン トで指定されて

いる、 デバイス用接続ポート

クライア
ン ト

サーバー TCP NetVault クライアン トで指定されて

いる、 デバイス用接続ポート

NetVault サーバおよびクライアン ト

で指定されている、 デバイス用待ち
受けポート

表18. 例：ポート要件の計算

NetVault マシン ポート・タイプ 要件
合計ポー
ト数

ポート範囲の例

サーバー （ローカ
ル接続されたスト
レージ ・ デバイス
あり）

マシン間接続設定用の接続
ポート

クライアン トあたり最低 2
ポート

24 50300-50323

NetVault メ ッセージ ・ チャネ

ルの接続ポート

クライアン トあたり最低 3
ポート

40 50200-50239

デバイス待ち受けポート ド ライブあたり最低 2 ポー

ト

12 50100-50111

クライアン ト マシン間接続設定用の接続
ポート

クライアン トあたり最低 2
ポート

（ポートはサーバー側で指
定されるため、 これらの
ポートは同じにできます）

24 50300-50323

NetVault メ ッセージ ・ チャネ

ルの待ち受けポート

クライアン トあたり最低 3
ポート

40 50500-50539

デバイス接続ポート ド ライブあたり最低 2 ポー

ト

12 50400-50411

表19. 例：ファイアウォール・フィルタリング・ルール

開始 終了 TCP/UDP 転送元ポート 転送先ポート

サーバー クライアン ト TCP 50300-50323 20031

クライアン ト サーバー TCP 50300-50323 20031

サーバー クライアン ト TCP 50200-50237 50500-50537

クライアン ト サーバー TCP 50500-50537 50200-50237

サーバー クライアン ト UDP 20031 20031

クライアン ト サーバー UDP 20031 20031

サーバー クライアン ト TCP 50100-50111 50400-50411

クライアン ト サーバー TCP 50400-50411 50100-50111

表17. ファイアウォール・フィルタリング・ルール

開始 終了 TCP/UDP 転送元ポート 転送先ポート
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クライアン トの検索
別のサブネッ ト上に存在しているクライアン トは、 利用可能なクライアン トのリストには表示されません。 ［マ
シン検索］ オプシ ョ ンを使用して、 そのようなクライアン ト を検索して追加できます。

自動検出されなかったクライアン ト を検索して追加するには ：

1 クライアン ト追加ウィザードを開始して、 ［マシン検索］ をクリ ックします。

2 ［クライアン ト検索］ ページで、 クライアン トの完全修飾ド メイン名 （FQDN） または IP アドレスを入力

し、 ［検索］ をクリ ックします。 

3 マシンが見つかったら、 セクシ ョ ン 「NetVault サーバーへのクライアン トの追加」 のステップ 3 ～ス

テップ 6 を実行します。 

メモ ： ネッ トワーク上に指定したクライアン トが見つからなかった場合は、 NetVault がエラーを表示しま

す。 このエラーは以下のような理由で発生します。

• NetVault ソフ トウェアがマシンにインストールされていない。

• NetVault サービスがマシンで稼働していない。

• DNS ルックアップ ・ テーブルまたはマシンのホスト ・ テーブルにアクセスできない。
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ファイアウォール経由の通信の確認
ファイアウォールの外部に存在するクライアン ト を追加する場合は、 ファイアウォール ・ テスト を実行して、
サーバーとクライアン トがファイアウォール経由で通信できるかどうかを確認できます。 また、 このテスト を実
行して、 既存クライアン トの接続を確認することもできます。 

サーバーとクライアン トがファイアウォール経由で通信できるかどうかを確認するには ：

1 新しいクライアン トの接続を確認するには、 クライアン ト追加ウィザードを開始して、 ［ファイアウォー
ル ・ テスト］ をクリ ックします。

– または –

既存のクライアン トの接続を確認するには、 ［クライアン ト管理］ ページを開きます。 クライアン ト を選
択して、 ［Firewall Test］ をク リ ックします。

2 ［Check Connection］ ダイアログ ・ ボックスで、 以下の情報を指定します。

3 ［テス ト］ をクリ ックします。 このコマンドはサーバーとクライアン ト間で TCP、 UDP、 およびメ ッセー

ジング接続性が利用可能かどうかをチェ ックして、 結果をダイアログ ・ ボックスに表示します。

表20. 接続チェック

オプション 説明

NetVault クライアン ト名 新しいクライアン トの場合、 マシンの NetVault 名を入力します。 
既存のクライアン トの場合、 読み取り専用プロパティ と して名前が表示さ
れます。

NetVault クライアン ト ・

アドレス

新しいクライアン トの場合、 マシンの IP アドレスを入力します。

既存のクライアン トの場合、 読み取り専用プロパティ と して IP アドレスが

表示されます。 

UDP ポート NetVault のデフォルトの UDP ポート。 20031 に設定されています。 別の

ポートを使用するように NetVault を設定した場合は、 この値を変更します。

TCP ポート NetVault のデフォルトの UDP ポート。 20031 に設定されています。 別の

ポートを使用するように NetVault を設定した場合は、 この値を変更します。

タイムアウト タイムアウト間隔のデフォルト設定は 「15」 秒です。

重要 ： ファイアウォール ・ テスト ・ オプシ ョ ンは、 指定したサーバーまたはクライアン ト ・ マシン上の統
計マネージャ ・ プロセスへの接続性をチェ ックします。 クライアン ト上でこのプロセスが動作していない
場合、 テストは失敗します。 ただし、 引き続きバックアップのためにクライアン トにアクセスできる場合
があります。 どのような場合でも、 これは異常な状況で修正する必要があります。
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サーバーをクライアン ト と して追加する
NetVault サーバーに他のサーバーのクライアン ト と しての動作を許可するには、 サーバー上で設定 ［このマシン
はサーバーにクライアン ト と して追加される］ を有効にする必要があります。

NetVault サーバを別のサーバに対するクライアン ト と して機能させるには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ をクリ ックします。

2 ［システムおよびセキュリテ ィ］ で、 ［セキュリテ ィ］ をクリ ックします。 ［セキュリテ ィ］ ダイアログ ・
ボックスで、 以下の設定を行います。

▪ このマシンはサーバーにクライアン ト と して追加される ： NetVault サーバーのセキュリテ ィ設定

により、 サーバーを異なるサーバーのクライアン ト と して追加することは禁止されています。
NetVault サーバを別のサーバに対するクライアン ト と して機能させるには、 このチェ ックボック

スを選択します。

3 新しい設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［実行］ をクリ ックします。
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利用可能なクライアン トのリストからのクライア
ン トの削除
使用可能なクライアン トのリストにすでに使用されていないマシンが含まれる場合は、 次の手順を使用してリス
トから削除できます。

利用可能なクライアン トのリストから廃止クライアン ト を削除するには ：

1 クライアン ト追加ウィザードを開始します。 

2 ［NetVault クライアン ト］ テーブルで、 廃止クライアン ト を選択して ［削除］ をクリ ックします。

3 確認ダイアログ ・ ボックスで、 ［削除］ をクリ ックします。 

4 NetVault が削除または停止されている場合は、 次のメ ッセージが表示されます。

Client <client name> is not responding.Unable to remove this client.

このエラーが表示された場合は、 ［エラー］ ダイアログ ・ ボックスで ［強制削除］ をクリ ックしてクライ
アン ト を削除します。

クライアン トの管理
このセクシ ョ ンには、 以下のトピックが含まれています。

• クライアン ト詳細の表示

• クライアン トの詳細の設定

• プラグインのインストール

• アップグレードの確認

• 製品ライセンスファイルのインストール

• クライアン ト ・ アクセスの確認

• プラグインの削除

• サーバーからのクライアン トの削除
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クライアン ト詳細の表示
［クライアン ト管理］ ページでは既存のクライアン ト をすべて参照できます。 ページには、 クライアン ト名、 説
明、 ステータス、 および製品バージ ョ ンが表示されます。 クライアン トの詳細情報を表示するには、 クライアン
ト を選択して、 ［管理］ をクリ ックします。 

クライアン ト詳細を表示するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［クライアン ト管理］ をクリ ックします。

［クライアン ト管理］ ページでは、 サーバに追加されているすべての NetVault クライアン ト を参照できま

す。 このページには、 仮想クライアン ト も表示され、 マシンに関する次の情報が表示されます。

▪ ステータス ： クライアン トのタイプとクライアン トが現在オンラインかオフラインかを示すス
テータス ・ アイコンが表示されます。 

▪ クライアン ト ： クライアン トに割り当てられている NetVault 名が表示されます。

▪ バージ ョ ン ： マシンにインストールされている NetVault のバージ ョ ンが表示されます。

▪ 詳細 ： クライアン トの詳細が表示されます。

クライアン ト ・ アイコンの簡単な説明を以下の表に示します。

2 デフォルトでは、 テーブルはクライアン ト名でソート されています。 

必要に応じて、 1 つまたは複数の列でテーブルをソートできます。 詳細は、 「NetVault WebUI でのレコー

ドのソート」 を参照して ください。 

ページ ・サイズ設定やテーブル内のソート順の表示、 レコードのエクスポート、 テーブル設定の編集を
行うには、 テーブルの右下隅にあるアイコンをクリ ックします。 詳細は、 「NetVault WebUI でのテーブル

のカスタマイズ」 を参照して ください。

3 特定のフ ィールド値またはテキスト を含むフ ィールド ・ エン ト リを迅速に見つけるために、 テーブルの
右上隅の ［検索］ ボックスを使用できます。 ボックスに検索テキスト を入力すると、 テーブル内のデー
タがフ ィルタされます。 また、 検索フ ィルタ文字列にはワイルドカード （? または *） を含めることもで

きます。

4 ［NetVault クライアン ト］ テーブルで表示するクライアン ト を選択し、 ［管理］ をクリ ックします。

5 ［クライアン ト表示］ ページでは、 以下の詳細情報を参照できます。 

▪ クライアン ト ・ サマリ ： クライアン ト ・ サマリ領域には以下の情報が表示されます。 NetVault マ
シン名、 クライアン トの説明、 NetVault のバージ ョ ン、 マシン ID、 マシンのネッ トワーク名、 IP
アドレス、 リ リース情報、 および OS に関する情報。

▪ サーバー ・ ライセンス表示 ： サーバー ・ ライセンスの機能を表示するには、 このリンクをクリ ッ
クします。 クライアン ト、 SmartClient、 およびさまざまなタイプのデバイスのライセンス機能を

参照できます。

表21. クライアント・アイコン

アイコン 説明

クライアン トが起動していて、 動作しています。

クライアン トはオンラインです。 このクライアン トは追加処理中か、 追加後にそのク
ライアン トの NetVault パスワードが変更されていることを表します。

クライアン トは使用できません。 システムがオフラインか、 または NetVault サービス

が実行されていません。

クライアン トのクラスタを構成する仮想クライアン ト を表します。 仮想クライアン ト
についての詳細は、 「クライアン ト ・ クラスタの使用」 を参照して ください。



Quest NetVault 13.1.2 アド ミニスト レーターズ ・ ガイ ド

クライアン トの設定
71

▪ ライセンス ・ キーの詳細 ： サーバまたはクライアン ト、 およびマシンにインストールされている
ライセンスされたプラグインのライセンスの情報を表示するには、 このリンクをクリ ックします。

▪ インストール済みのプラグイン ： ［インス トール済みソフ トウェア］ テーブルには、 選択したクラ
イアン トにインストールされているプラグインが表示されます。 表示される情報は、 プラグイン
名、 バージ ョ ン番号、 およびインストール日などです。

6 クライアン ト関連のタスクを実施するには、 ［操作］ パネルで目的のボタンをクリ ックします。 または
［ナビゲーシ ョ ン］ パネルのリンクをクリ ックして、 別のページを開きます。

クライアン トの詳細の設定
次の手順を使用して、 クライアン トの詳細を設定できます。 クライアン トの詳細を設定してお く と、 クライアン
トの場所やマシンの役割をすぐに確認できます。 

クライアン トの詳細を設定または変更するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［クライアン ト管理］ をクリ ックします。

2 ［NetVault クライアン ト］ の表から適切なクライアン ト を選択して、 ［管理］ をクリ ックします。

3 ［クライアン ト表示］ ページの ［クライアン ト ・ サマリ］ 領域で、 クライアン トの詳細を参照できます。

クライアン トの詳細を設定または変更するには、 ［編集］ アイコンをクリ ックします。 ［詳細の編集］ ダ
イアログ ・ ボックスで、 クライアン トの詳細を説明したテキスト を入力します。

4 詳細を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［保存］ をクリ ックします。

プラグインのインストール
NetVault には、 サーバおよびクライアン トマシンにインストールしてアプリケーシ ョ ン固有のデータを保護でき
るライセンスプラグインが揃っています。 設定ウィザードを使用すれば、 複数のマシンにプラグインを同時にイ
ンストールできます。 代わりに ［クライアン ト管理］ ページから単一のクライアン トにプラグインをインストー
ルすることもできます。 

以下のセクシ ョ ンでは、 NetVault プラグインのインストールに使用できる各種手順について説明します。

• プッシュインストール方式を使用したプラグインのインス トール

• ［クライアン ト管理］ ページからのプラグインのインストール

プッシュインストール方式を使用したプラグインのインス
トール

Windows ベースおよび Linux ベースのマシンでは、 ユーザーはプッシュインストール方式を使用して、 プラグ
インを複数のマシンに同時にインストールできます。 NetVault WebUI からプッシュインストールを実行するこ
とができます。

プッシュ ・ インストール手順を開始する前に、 以下の必要条件を満たしていることを確認します。

• 共有場所へのパッケージのコピー ： クライアン ト とプラグイン ・パッケージを共有場所にコピーします。
現在、 CIFS 共有 （Linux の Samba 共有を含む） のみがパッケージストアとしてサポート されています。
NetVault サーバーと、 パッケージをインストールするすべてのターゲッ ト ・ マシンがアクセス可能なパ
スである必要があります。

必ず、 インストール ・パッケージの元の名前を使用します。 名前変更されたパッケージをプッシュ ・ イ
ンストールに選択することはできません。

• NetVault でのパッケージ ・ ス トアの設定 ： インストール ・パッケージをコピーしたら、 NetVault で共有
場所の詳細を設定できます。 詳細は、 「パッケージ ・ ス トアの設定」 を参照して ください。



Quest NetVault 13.1.2 アド ミニスト レーターズ ・ ガイ ド

クライアン トの設定
72

1 つまたは複数のプラグインをインストールするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガイ ド付き設定］ をクリ ックして、 次に ［NetVault 設定ウィザード］

ページで ［ソフ トウェアのインストール / クライアン トの追加］ をクリ ックします。

2 ［クライアン ト と して追加されるマシン］ ページで、 ［ソフ トウェアのインストール］ を選択します。 

3 ［展開するパッケージの選択］ ウィ ンドウで、 使用するインストールパッケージを選択します。

4 NetVault プラグインパッケージの場合は、 ［プラグインパッケージの選択］ を展開し、 使用する適切な

「.npk」 バイナリファイルを選択します。 

5 ［実行］ をクリ ックします。

6 ［クライアン ト と して追加されるマシン］ ページで、 ［マシン］ の横にある追加 （+） ドロップダウンリス

ト をクリ ックして、 展開ターゲッ トの追加方法を選択します。

7 ［NetVault マシンの詳細］ タブで、 追加するクライアン ト を選択し、 ［OK］ をク リ ックします。

8 マシンを追加するには、 ステップ 6 ～ステップ 7 を繰り返します。

9 タスクを実行する前に、 以下の操作を実行します。

▪ ［検証］ をクリ ックして、 クライアン トへの接続を確認します。 エラーが報告されたら、 ［編集］
をクリ ックし、 該当のインストール ・パラ メータを変更します。

▪ ユーザー定義のタスク名を割り当てる場合、 ［タスク名］ ボックスに名前を入力します。

10 タスクを実行するには、 ［ソフ トウェアのインストール / クライアン トの追加］ をクリ ックします。

［展開タスク ・ ステータス］ ページからタスクの進行状況やステータスを監視できます。 詳細は、 「展開
タスクの監視」 を参照して ください。

［クライアン ト管理］ ページからのプラグインのインストール
［クライアン ト管理］ ページでは、 単一のクライアン トにプラグインをインストールできます。 この方式は、
Linux システムと Windows システムの両方で使用できます。

［クライアン ト管理］ ページからプラグインをインストールするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［クライアン ト管理］ をクリ ックします。

2 ［NetVault クライアン ト］ テーブルで、 プラグインをインストールするクライアン ト を選択し、 ［管理］

をクリ ックします。

3 インストールされているプラグインのテーブルの右下にある、 ［プラグインのインストール］ ボタン

（ ） をクリ ックします。

4 ［プラグイン ・ ファイルの選択］ をクリ ックして、 参照ウィンドウでプラグインの .npk インストール ・

ファイルの場所 （インストール用 CD または Web サイ トからファイルをダウンロード して保存したディ

レク ト リなど） に移動します。

5 プラグイン用のプラッ ト フォーム固有のバイナリ ・ ファイルを選択し、 ［プラグインのインストール］ を
クリ ックしてインストールを開始します。 

プラグインが正常にインストールされると、 メ ッセージが表示されます。

メモ ： 必ず、 ターゲッ トマシンにインストールされているオペレーティングシステムに対応するプ
ラグインを選択して ください。 一度に配備できるオペレーティング ・ システムは 1 タイプのみです

（すべての Windows ターゲッ ト ・ マシン、 またはすべての Linux ターゲッ ト ・ マシンなど）。
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アップグレードの確認
この手順を使用して、 NetVault またはプラグインパッケージに利用可能なアップグレードがあるかどうかを確認
します。

Core およびプラグインのアップグレードを確認するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［クライアン ト管理］ をクリ ックします。

2 ［NetVault クライアン ト］ テーブルの下の ［アップグレードの確認］ をクリ ックします。

クライアン ト ソフ トウェアおよびプラグインのアップグレードは、 ［利用できるソフ トウェアアップグ
レード］ の右下に表示されます。

3 以下の詳細を入力します。

4 アップグレードする各クライアン ト を展開し、 含めるアップグレードを選択します。

使用可能なすべてのアップグレードを含めるには、クライアントを選択します。

5 必要に応じて、 クライアン トの資格情報を変更するには、 次の手順を実行します。

a ［資格情報の編集］ 列でクライアン トのアイコンをクリ ックします。

b ［資格情報の入力］ ダイアログボックスで、 クライアン トのユーザー名とパスワードを入力し、 必
要に応じて ［資格情報の保存］ を選択して ［OK］ をク リ ックします。

6 ［検証］ をクリ ックして、 クライアン トへの接続を確認します。 

エラーが報告されたら、 ［編集］ をクリ ックし、 該当のインストール ・パラ メータを変更します。

7 タスクを実行するには、 ［アップグレード］ をクリ ックします。

［展開タスク ・ ステータス］ ページからタスクの進行状況やステータスを監視できます。 詳細は、 「展開
タスクの監視」 を参照して ください。

オプシ ョ ン 説明

ユーザー名 NetVault インストールのユーザー名を入力します。

メモ ： Windows クライアン ト を Linux NetVault サーバからアップグレード

する場合は、 ローカル管理者アカウン トの資格情報が必要です。

パスワード NetVault インストールのパスワードを入力します。

メモ ： Windows クライアン ト を Linux NetVault サーバからアップグレード

する場合は、 ローカル管理者アカウン トの資格情報が必要です。

資格情報の保存 省略可能。 このオプシ ョ ンを選択すると、 インストールの資格情報が保存さ
れます。

パッケージストア アップグレード可能なパッケージを入手可能なパッケージストアを選択しま
す。

メモ ： 自動アップグレードでパッケージストアを参照する時間を短縮するに
は、 共有フォルダがディレク ト リ内のできる限り上位レベルに存在する必要
があります。

タスク名 省略可能。 アップグレード タスクの名前を入力します。 デフォルトの名前で
は、 タスクの日時が使用されます。

検索 アップグレードする特定のクライアン ト を検索するには、 このオプシ ョ ンを
使用します。

メモ ： アップグレードに使用可能なすべての NetVault とプラグインパッケージは、 デフォルトで選

択されています。
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製品ライセンスファイルのインストール
NetVault の評価版ライセンスの有効期間は 30 日です。 WebUI の上部にあるバンドには、 ライセンスの期限が切
れる日時を示すメ ッセージが表示されます。 次のリストに示すように、 バンドの色は、 試用期間の残り日数を示
します。

• 黄色 ： ライセンスの期限切れまで 21 日未満です。 

• 淡いオレンジ色 ： ライセンスの期限切れまで 14 日未満です。

• 濃いオレンジ色 ： ライセンスの期限切れまで 7 日未満です。

• 赤色 ： ライセンスが期限切れになりました。

評価期間が過ぎた後もソフ トウェアを使用する場合は、 ［ライセンス管理］ ページに移動して、 サーバおよびイ
ンストールしたプラグインの製品ライセンスファイルをインストールする必要があります。 

サーバは、 NetVault サーバのエディシ ョ ン、 および購入した追加オプシ ョ ンに基づいてライセンスが付与されま
す。 バージ ョ ン 13.0 より古いプラグインがマシンにインストールされていない限り、 クライアン トには製品ラ
イセンスファイルは必要ありません。 リ リース 13.0 以降では、 クライアン ト とプラグインは、 クライアン トマ
シンにライセンスがインストールされている必要はありません。

NetVault の製品ライセンスファイルは、 マシン ID を使用してライセンスファイルがインストールされている特
定のサーバに関連付けられます。 製品ライセンスファイルを取得するには、 該当するマシンのマシン ID を確認
し、 オンラインライセンス取得申請書をご利用ください。

フ ァイルライセンスファイルのインストール

ライセンスファイルをインストールするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ライセンス管理］ をクリ ックします。

2 ［ライセンス管理］ ページで、 ［ライセンスのインストール］ をクリ ックします。

NetVault WebUI は特定の NetVault サーバに関連付けられており、 すべてのライセンスが NetVault サーバ

にインストールされているため、 自動的に正しいマシンにライセンスがインストールされます。

3 ［ライセンスファイルの選択］ ダイアログボックスで、 ［ファイルの選択］ をクリ ックし、 ライセンス
キーを含む 「.dlv」 フ ァイルをポイン ト して ［開く ］ をクリ ックします。

4 ダイアログボックスで、 ［OK］ をク リ ックして、 選択したライセンスファイルを適用します。

ファイルが正常にインストールされると、 メ ッセージが表示されます。

5 メ ッセージを終了するには、 ［X］ をク リ ックします。

クライアン ト ・ アクセスの確認
［アクセス確認］ オプシ ョ ンを使用して、 クライアン トのアクセス性のステータスを判別できます。 

クライアン トへのアクセスを確認するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［クライアン ト管理］ をクリ ックします。

2 ［NetVault クライアン ト］ の表からクライアン ト を選択して、 ［管理］ をクリ ックします。

3 ［クライアン ト表示］ ページで、 ［アクセス確認］ をクリ ックします。

NetVault サーバーはクライアン トへの接続を試み、 クライアン トの現在のアクセス可能性ステータスを

示すメ ッセージを返します。 ［閉じる］ ボタンをクリ ックしてダイアログ ・ ボックスを閉じます。

メモ ： 黄色とオレンジ色のバンドを閉じることはできますが、 製品ライセンスをインストールするまで赤
色のバンドは残ります。
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プラグインの削除
ライセンスされたプラグインが不要になった場合は、 サーバーまたはクライアン ト ・ マシンから削除できます。 

NetVault サーバまたはクライアン トからプラグインを削除するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［クライアン ト管理］ をクリ ックします。

2 ［NetVault クライアン ト］ の表からクライアン ト を選択して、 ［管理］ をクリ ックします。

3 インストールされているプラグインのテーブルから、 プラグインを選択し、 ［プラグインのアンインス

トール］ ボタン （ ） をクリ ックします。

4 確認ダイアログ ・ ボックスで、 ［削除］ をクリ ックします。

サーバーからのクライアン トの削除
クライアン トがも う使用されていない場合は、 NetVault サーバから削除できます。 

NetVault サーバーからクライアン ト を削除するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［クライアン ト管理］ をクリ ックします。

2 ［NetVault クライアン ト］ の表からクライアン ト を選択して、 ［管理］ をクリ ックします。

3 ［クライアン ト表示］ ページで、 ［クライアン トの削除］ をクリ ックします。

4 確認ダイアログ ・ ボックスで、 ［削除］ をクリ ックします。 

クライアン ト ・ グループの管理
このセクシ ョ ンには、 以下のトピックが含まれています。

• クライアン ト ・ グループの管理について

• クライアン トグループの作成

• 既存のクライアン ト ・ グループの表示

• クライアン ト ・ グループの変更

• クライアン ト ・ グループの削除

クライアン ト ・ グループの管理について
NetVault では、 複数のクライアン ト を 1 つまたは複数の論理エンティテ ィにグループ化できます。 

すべてのクライアン トまたは特定のクライアン ト を含むクライアン ト ・ グループを設定できます。 新しいクライ
アン トは自動的に、 すべてのクライアン ト を含むように設定されたクライアン ト ・ グループのメンバーになりま
す。 サーバー上には任意の数のクライアン ト ・ グループを作成でき、 またクライアン ト を複数のクライアン ト ・
グループに追加することができます。

NetVault 管理者は、 クライアン トグループを使用して、 クライアン トへのユーザーアクセス権を管理できます。
管理者は、 クライアン トグループを使用して、 特定のクライアン トにアクセス権を付与できます。 また、 クライ
アン トグループは、 ポリシーベースのバックアップを作成する場合にも役立ちます。 各クライアン ト を個別に選
択する代わりに、 クライアン ト ・ グループを選択して複数のクライアン ト を追加できます。

NetVault には、 事前設定のデフォルト という名前のクライアン トグループが用意されています。 このグループは
初期値として、 すべてのクライアン ト を含むように設定されています。 このため、 クライアン ト を追加すると、
自動的に 「default」 グループに追加されます。 ただし、 すべてのクライアン ト を含まないように 「default」 グ
ループを再設定した場合はその限りではありません。
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クライアン トグループの作成
NetVault クライアン ト を 1 つまたは複数の論理エンティテ ィにグループ化できます。 クライアン ト ・ グループに
は、 すべてまたは特定のクライアン ト を含めることができます。 新しいクライアン トは自動的に、 すべてのクラ
イアン ト を含むように設定されたクライアン ト ・ グループのメンバーになります。

クライアン トグループを作成するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［クライアン ト管理］ をクリ ックして、 次に ［クライアン ト管理］ ページ
で ［クライアン ト ・ グループの管理］ をクリ ックします。

2 ［クライアン ト  グループの管理］ ページで、 ［新規グループ］ をクリ ックします。 ［クライアン ト  グルー

プ］ ページで、 以下の情報を指定します。

▪ ［グループ名］ に、 クライアン ト ・ グループの名前を入力します。

▪ ［グループの説明］ に、 クライアン ト ・ グループの説明を入力します。

▪ グループにすべてのクライアン ト を追加する場合は、 ［すべてのクライアン ト］ チェ ック ・ ボック
スを選択します。 このチェ ック ・ ボックスを選択した場合、 新しいクライアン トは自動的にグ
ループに追加されます。

特定のクライアン ト を追加するには、 ［利用可能なクライアン ト］ テーブルでターゲッ ト ・ クライ
アン ト を選択し、 アイテムの左側にある ［追加］ ボタン （ ） をクリ ックします。 このボタンを

クリ ックすると、 選択したクライアン トが ［選択済みクライアン ト］ テーブルに移動します。

▪ グループからクライアン ト を削除するには、 ［選択済みクライアン ト］ テーブルでターゲッ ト ・ ク
ライアン ト を選択し、 アイテムの左側にある ［削除］ ボタン （ ） をクリ ックします。 このボタ
ンをクリ ックすると、 選択したクライアン トが ［利用可能クライアン ト］ テーブルに移動します。

3 グループを追加するには、 ［グループの作成］ をクリ ックします。

既存のクライアン ト ・ グループの表示
［クライアン ト ・ グループ管理］ ページで、 既存のクライアン ト ・ グループに関する情報を参照できます。 この
ページには、 グループ名、 クライアン ト数、 およびメンバー ・ クライアン トのリストが表示されます。

既存のクライアン トグループを表示するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［クライアン ト管理］ をクリ ックして、 次に ［クライアン ト管理］ ページ
で ［クライアン ト ・ グループの管理］ をクリ ックします。

2 ［クライアン ト ・ グループ管理］ ページで、 既存のクライアン ト ・ グループを参照できます。

テーブルには、 クライアン ト ・ グループに関する以下の情報が表示されます。

▪ グループ名 ： クライアン ト ・ グループの名前が表示されます。 

▪ すべてのクライアン ト ： すべてのクライアン ト を含めるようにグループが設定されている場合は、
このチェ ック ・ ボックスが選択されています。

▪ クライアン ト数 ： グループ内のクライアン ト数が表示されます。

▪ 詳細 ： クライアン ト ・ グループの詳細が表示されます。

3 クライアン ト ・ グループの名前をクリ ックすると、 グループに含まれるクライアン トのリスト を表示で
きます （クライアン トのリストは、 ［すべてのクライアン ト］ チェ ック ・ ボックスが選択されていないグ
ループの場合のみ表示されます）。

4 クライアン ト ・ グループ関連のタスクを実施するには、 ［操作］ パネルで目的のボタンをクリ ックしま
す。 または ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルのリンクをクリ ックして、 別のページを開きます。
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クライアン ト ・ グループの変更
既存のクライアン ト ・ グループのグループ名、 グループの説明、 またはグループ ・ メンバーを変更できます。

クライアン トグループを変更するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［クライアン ト管理］ をクリ ックして、 次に ［クライアン ト管理］ ページ
で ［クライアン ト ・ グループの管理］ をクリ ックします。

2 ［クライアン ト  グループ管理］ ページで、 利用可能なクライアン ト ・ グループを選択して、 ［編集］ をク

リ ックします。

3 必要な設定を変更します。 詳細は、 「クライアン トグループの作成」 を参照して ください。

4 設定を保存するには、 ［グループの作成］ をクリ ックします。

クライアン ト ・ グループの削除
クライアン ト ・ グループが不要になった場合は、 サーバーから削除できます。 グループを削除しても、 グループ
内のマシンは削除されません。

クライアン トグループを削除するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［クライアン ト管理］ をクリ ックして、 次に ［クライアン ト管理］ ページ
で ［クライアン ト ・ グループの管理］ をクリ ックします。

2 ［クライアン ト  グループ管理］ ページで、 利用可能なクライアン ト ・ グループを選択して、 ［削除］ をク

リ ックします。

3 確認ダイアログ ・ ボックスで、 ［削除］ をクリ ックします。
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カタログ検索の管理

• カタログ検索について

• カタログ検索の設定

• カタログ検索の変更

• カタログ検索の無効化

• カタログ検索の削除

カタログ検索について
Windows および Linux オペレーティングシステム上で実行されている NetVault サーババージョン 12.0 以降では、

NetVault サーバでカタログ検索がサポートされており、また、Windows で実行されている NetVault サーババー

ジョン 12.2 以降では、同じバージョンの NetVault サーバおよび NetVault Windows クライアントでのカタログ検

索がサポートされています。NetVaultのカタログ検索サービスは、NetVaultによってバックアップされた項目の

メタデータ（名前、変更日、タイプなど）の高速な検索機能を提供します。カタログ検索は、文字列データ型に
基づいてタグ（ファイル名）の検索機能を提供します。

カタログ検索の結果では、次の情報が提供されます。

• 検索クエリに一致するレコードのリスト。

• 結果のページング：大規模な結果セットでは、結果が複数ページで取得されます。

• 結果の折りたたみ：ファイルが異なるバックアップで複数回バックアップされている場合、そのファイ
ルの1つの一致のみが、ドリルダウンしてそのファイルを保持している特定のバックアップを検索する

オプションとともに表示されます。

• ファセットと検索の絞り込み：特定のファセットに一致する検索結果の数が表示されます。この情報は、
検索結果にフィルタを適用することで使用できます。例：特定のプラグインまたはマシンからの結果の数。

次のプラグインがカタログ検索をサポート しています。

• NetVault Plug-in for FileSystem

• NetVault Plug-in for VMware

• NetVault Plug-in for Hyper-V

• NetVault Plug-in for SnapMirror to Tape

• NetVault Plug-in for NDMP （プラグインバージ ョ ン 12.2 以降）

• NetVault Plug-in for SQL Server

• NetVault Plug-in for O365 （プラグインバージ ョ ン 12.4 以降）

前提条件
NetVault の設定を開始する前に、 以下の条件が満たされていることを確認します。
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• （Windows と  Linux の場合） カタログ検索用の予約 RAM サイズは、 物理 RAM の 50% を超えてはいけま

せん。 搭載メモリが少ないシステム （例 ： 8 GB 以下） の場合、 Quest では予約 RAM サイズを 2 GB 以下

に設定することをお勧めします。

• （Linux のみ） Linux での仮想メモリの mmap カウン トは、 オペレーティング ・ システムにおける mmap
カウン トのデフォルトの制限である 65530 です。 次のコマンドを使用して、 この値を 262144 に変更し

ます。

sysctl -w vm.max_map_count=262144

再起動後にこの値を保持するよう永続的に設定するには、 /etc/sysctl.conf で、 パラ メータ  
vm.max_map_count を更新します。

再起動後に mmap カウン ト を確認するには、 sysctl vm.max_map_count コマンドを実行します。

• カタログ検索のポートの要件 ： 9200 ～ 9300。

• Elasticsearch バージ ョ ン 6.2 は、 NetVault サーバでサポート される多くのプラッ ト フォームと互換性が

あります。 詳細は、 https://www.elastic.co/support/matrix を参照して ください。

• NetVault カタログ検索 Linux ユーザー ・ アカウン ト を決定します。

NetVault カタログ検索をインストールする場合は、 カタログ検索 Linux ユーザー ・ アカウン トに関して次

のいずれかのオプシ ョ ンを選択できます。

▪ NetVault によるカタログ検索 Linux ユーザーの作成を許可する ： NetVault によるカタログ検索
Linux ユーザー ・ アカウン トの自動作成を許可するデフォルトのオプシ ョ ンです （デフォルト値 ：
Linux では netvault-catalog）。

▪ Linux ユーザー名 ：対応するオペレーティング ・ システム ・ ガイ ドを参照して、 新しい Linux
ユーザー ・ アカウン ト を作成します。 必ず、 指定したカタログ検索 Linux ユーザーをグループ <
ユーザー名 > に所属させます。 Linux ユーザー名と同じ名前のグループを作成し、 ユーザーを同じ
グループに追加します。

カタログ検索の設定
セーブセッ ト内のファイルの検索を強化するには、 Windows または Linux オペレーティング ・ システム上で実

行されている NetVault サーバー上にカタログ検索サービスをインストールして設定する必要があります。

カタログ検索をインストールして設定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［カタログ検索］ をクリ ックします。

2 ［カタログ検索の設定］ ページで、 以下の詳細を指定します。

メモ ： カタログ検索のインストールは、 Debian 7 またはそれ以前のバージ ョ ンではサポート されて

いません。

メモ ： ときどき、 システムのポリシー制限のために、 Linux オペレーティング ・ システム上の

NetVault が、 新しいカタログ検索 Linux ユーザー ・ アカウン ト を自動的に作成できない場合があり

ます。

メモ ： カタログ検索 Linux ユーザー ・ アカウン ト を作成する際、 ［Linux ユーザー名］ フ ィールドで

ユーザー名 「root」 を使用しないで ください。 NetVault では、 Elasticsearch コンポーネン トからの

制約があるため、 ユーザー 「root」 でカタログ検索を実行することはできません。

メモ ： カタログ検索では、 Elasticsearch で必要となるシステム ・ レベルの JAVA_HOME 環境変数が設定

されます。 そのため、 他の Java アプリケーシ ョ ンが動作しな く なる場合があります。 NetVault サーバー

は専用サーバーであると想定されています。

https://www.elastic.co/support/matrix
https://www.elastic.co/support/matrix
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表22. カタログ検索の設定オプション

オプシ ョ ン 説明

ホスト情報 カタログ ・ ホスト Linux の場合 ： カタログ検索サーバーをインストールする

NetVault サーバーの名前が表示されます。

Windows ： カタログ検索をインストールする NetVault サー

バーとクライアン トの名前を表示します。 ただし、 NetVault
サーバーとクライアン トは同じバージ ョ ンである必要があり
ます。

カタログ検索
パスワード

カタログ検索データベースのパスワードを入力します。 以下
の文字を使用することはできません。

& < > | ^ スペース

カタログ検索のインストール中、 このフ ィールドを空白のま
まにすると、 「admin」 がパスワード としてデフォルトで使用

されます。

カタログ検索
パスワードの確認

確認のためにパスワードを再入力します。

既存の Linux ユーザー

（Linux のみ）

Linux オペレーティング ・ システムの場合は、 既存の Linux
ユーザー名を入力します。 ユーザー名として 「root」 を使用

しないで ください。 詳細は、 「前提条件」 を参照して くだ
さい。

データベース ・ ディ レ
ク ト リ

［参照］ をクリ ックして、 カタログ検索のデータベース ・
ディ レク ト リを選択します。

• ページの右側に、 ［データベース ・ ディ レク ト リ］ ド
ロワが表示されます。

• 親ノードを開き、 ディ レク ト リ ・ ツリーを参照して、
カタログ検索データベースを格納するディ レク ト リを
選択します。

• 選択したディ レク ト リ ・ パスがテキスト ・ ボックスに
表示されます。

• ［OK］ をク リ ックします。 
メモ ： データベースディ レク ト リのパスを手動で入力するに
は、 すべてのディレク ト リおよびサブディ レク ト リがすでに
作成されていて、 使用可能である必要があります。

スナップシ ョ ッ ト とロ
グディ レク ト リに同じ
パスを使用

デフォルトでは、 チェ ック ・ ボックスが選択されていて、 ［ス
ナップショ ッ ト ・ ディレク ト リ］ と ［ログ ・ ディレク ト リ］ は
無効になっているため、 ［データベース ・ディレク ト リ］ のパ
スがコピーされ、 ［スナップショ ッ ト ・ ディレク ト リ］ と ［ロ
グ ・ ディレク ト リ］ には同じパスが設定されます。

［スナップシ ョ ッ ト ・ ディ レク ト リ］ と ［ログ ・ ディ レク ト
リ］ フ ィールドを有効にして編集するには、 このチェ ック ・
ボックスをオフにします。
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スナップシ ョ ッ ト ・
ディ レク ト リ

［参照］ をクリ ックして、 カタログ検索データベースのバッ
クアップを格納する場所を選択します。

• ページの右側に、 ［スナップシ ョ ッ ト ・ ディ レク ト リ］
ドロワが表示されます。

• 親ノードを開き、 ディ レク ト リ ・ ツリーを参照して、
カタログ検索データベースのバックアップを格納する
ディ レク ト リを選択します。

• 選択したディ レク ト リ ・ パスがテキスト ・ ボックスに
表示されます。

• ［OK］ をク リ ックします。

メモ ： スナップシ ョ ッ トディ レク ト リのパスを手動で入力す
るには、 すべてのディレク ト リおよびサブディ レク ト リがす
でに作成されていて、 使用可能である必要があります。 

ログ ・ ディ レク ト リ ［参照］ をクリ ックして、 カタログ検索のログを格納する場
所を選択します。

• ページの右側に、 ［ログ ・ ディ レク ト リ］ ドロワが表
示されます。

• 親ノードを開き、 ディ レク ト リ ・ ツリーを参照して、
カタログ検索のログを格納するディ レク ト リを選択し
ます。

• 選択したディ レク ト リ ・ パスがテキスト ・ ボックスに
表示されます。

• ［OK］ をク リ ックします。

メモ ： ログディ レク ト リのパスを手動で入力するには、 すべ
てのディレク ト リおよびサブディ レク ト リがすでに作成され
ていて、 使用可能である必要があります。

表22. カタログ検索の設定オプション

オプシ ョ ン 説明
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サーバスナップシ ョ ッ
トパス

スナップシ ョ ッ ト ・ ディ レク ト リの共有ディレク ト リ ・ パス
を指定します。 サーバー ・ スナップシ ョ ッ ト ・ パスの形式
は、 <\\ クライアン トの IP アドレス >\ 共有スナップシ ョ ッ

ト ・ ディ レク ト リ > です。 スナップシ ョ ッ ト ・ ディ レク ト リ

が共有されていることを確認して、 Windows クライアン トで

NetVault データベース ・ カタログのバックアップおよびリス

トア操作に使用できるようにします。

このフ ィールドは、 カタログ ・ ホストがリモート Windows
クライアン ト と して選択されている場合にのみ使用でき、 表
示されます。

カタログ検索が Windows クライアン トにインストールされ

たら、 クライアン ト ・ ホス トの認証情報を設定します。

クライアン ト ・ ホス ト資格情報を設定するには ：

1 クライアン ト ・ ホス トの共有サーバー ・ スナップ
シ ョ ッ ト ・ パスにアクセスするための接続の詳細を設
定するには、 ［設定］ をクリ ックします。

2 次の詳細を入力し、 ［OK］ をク リ ックします。

• ［ド メ イン］ ： 共有フォルダが存在するシステムの
Windows ド メイン名を入力します。

• ［ユーザー名］ ： ド メ イン管理者のユーザー名を入力し
ます。 ネッ トワーク ・ シェアのバックアップは、 リス
トア時にファイルおよびディ レク ト リの権限をすべて
取得できるように、 ド メイン管理者のアカウン ト を使
用して実行する必要があります。 管理者グループに属
するユーザーには、 ド メイン管理者の権限はありませ
ん。

メモ ： バックアップ用に非ド メイン管理者アカウン ト を設定
する場合は、 リス トア後に手動でファイルおよびディ レク ト
リ権限を設定する必要があります。

• ［パスワード］ ： ユーザー ・ アカウン トのパスワードを
指定します。

HTTP ポート カタログ検索の HTTP ポート を指定します。

NetVault サーバが通信するカタログ検索用のポート番号を 
9200 ～ 9299 の範囲で指定できます。 NetVault サーバーのイ

ンストール後にポート を設定し、 カタログ検索サービスを再
開することもできます。

Configuration 予約 RAM サイズ

（GB）

これは、 カタログ検索サービスが開始する前に事前に割り当
てを試行する RAM の量です。 RAM を利用できない場合、

サービスは開始されません。

デフォルトでは、 この値は 1 GB に設定されています。 必要

な RAM サイズを入力または選択します。 システムに大容量

の RAM が搭載されている場合は、 より大きな値を設定する

ことをお勧めします （項目のバックアップ頻度と  RAM の可

用性に基づいて 2 ～ 16 GB。 この値は、 「前提条件」 セク

シ ョ ンに記載されている制限を受けます）。

表22. カタログ検索の設定オプション

オプシ ョ ン 説明
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同時にアクテ ィブにな
るカタログ ・ ワーカー
の最大数

デフォルトの設定では、 5 個のカタログ ・ ワーカーをサー

バーで並行実行できます。 
いつでも並行実行できるカタログ ・ ワーカーの数を変更する
には、 新たな値を入力または選択します。 
最小値 ： 1
最大値 ： 20

既存のバックアップお
よびスキャンしたバッ
クアップをカタログに
追加する 

カタログ検索に既存のバックアップ ・ ジ ョ ブおよびスキャン
したバックアップ ・ ジ ョ ブを含めるには、 このチェ ック ・
ボックスを選択します。 デフォルトでは、 このチェ ック ・
ボックスは選択解除されています。

オフライン ・ インデッ
クスを使用するバック
アップを含める 

カタログ検索でオフライン ・ インデックスを使用するバック
アップ ・ ジ ョ ブを含めるには、 このチェ ック ・ ボックスを選
択します。 デフォルトでは、 このチェ ック ・ ボックスは選択
解除されています。 
このオプシ ョ ンは、 ［既存のバックアップおよびスキャンし
たバックアップをカタログに追加する］ オプシ ョ ンが選択さ
れている場合にのみ選択できます。

オフライン ・ インデッ
クスのロード待機時間
（分）

これは、 既存のバックアップのオフライン ・ インデックスが
ロード されるのをカタログ検索サービスが待機する時間で
す。 この待機時間内にメディア ・ マネージャがオフライン ・
インデックスをロード しない場合、 この既存のバックアップ
のカタログ化は一時的にスキップされます。 スキップされた
既存のバックアップは最終的にカタログ化されますが、 その
タイ ミングはカタログ化に使用できる他の既存のバックアッ
プの数に応じて決定されます。

カタログのインデックス作成中にオフライン ・ インデックス
のロードを待機する時間 （分単位） を入力または選択しま
す。 デフォルトで、 最小値は 10 分に設定されています。

起動時のオフライン ・
インデックスのロード
待機時間 （分）

これは、 前回の NetVault の起動時からカタログ検索サービス

がメディア ・ マネージャにオフライン ・ インデックスをロー
ドすることを要求するまでの最小時間です。 この前回の
NetVault の起動時からの遅延は、 メディア ・ マネージャがデ

バイス ・ スキャンを完了して使用可能なデバイスを判定する
ために必要になります。 オフライン ・ インデックス要求を受
け取ったときにデバイスが使用できない場合やスキャンが完
了していないためにその可用性を判定できない場合、 メディ
ア ・ マネージャは、 オフライン ・ インデックスのロードを試
行せずに要求を失敗させます。

期間を入力または選択します （分単位）。 デフォルトで、 最
小値は 10 分に設定されています。

カタログに追加される
バックアップの保存期
間を制限する

カタログ検索で既存のバックアップ ・ ジ ョ ブを制限するに
は、 このチェ ック ・ ボックスを選択します。 
デフォルトでは、 このチェ ック ・ ボックスは選択解除されて
います。 
このオプシ ョ ンは、 ［既存のバックアップおよびスキャンし
たバックアップをカタログに追加する］ オプシ ョ ンが選択さ
れている場合にのみ選択できます。

特定の日付以降に完了
したバックアップを追
加する

カタログ検索で特定の日付以降に完了したバックアップ ・
ジ ョ ブを含めるには、 日付を入力するか、 ボックスの横にあ
るボタンをクリ ックして、 日付を選択します。

表22. カタログ検索の設定オプション

オプシ ョ ン 説明
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3 ［インストールおよび設定］をクリックします。

カ タログ検索データベースのディレク ト
リを移動する
カタログ検索データベースのディレク ト リを移動するには、 以下のセクションに記載されている手順に従います。

• Windows ベース ・ マシンでの NetVault カタログ ・ データベース ・ ディ レク ト リの変更

• NetVault カタログサーバの別の Windows ベースのクライアン トマシンへの移行

• Linux ベース ・ マシンでの NetVault カタログ ・ データベース ・ ディ レク ト リの変更

Windows ベース ・ マシンでの NetVault カタログ ・

データベース ・ ディ レク ト リの変更

Windows ベースの NetVault サーバーのカタログ ・ データベース ・ ディ レク ト リを変更するには ：

1 カタログ検索を無効にします。 カタログ検索の無効化を参照して ください。

2 Windows サービス管理コンソールで NetVault カタログ検索サービスを停止します。

3 db ディレク ト リを手動で新しい場所に移動します。 netvault-pgsql サービスを実行するユーザーに新し

いデータベース ・ ディ レク ト リの所有権があることを確認します。

4 NetVault インストール ・ ディ レク ト リの config ディレク ト リ内にある catalog.cfg ファイルを開いて編

集します。 

[Node1] セクシ ョ ンで、 次を変更して新しい場所を指定します。

path.repo, path.repo.new, path.data, path.data.new, path.logs, path.logs.new

5 NetVault インストール ・ ディ レク ト リの catalog\elasticsearch\config ディレク ト リにある

elasticsearch.yml ファイルを開いて編集します。 

次を変更して新しい場所を指定します。

path.repo, path.data, path.logs

6 Windows サービス管理コンソールから NetVault カタログ検索サービスを起動します。

7 カタログ検索を有効にするには ：

a ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［カタログ検索］ をクリ ックします。

b ［カタログ検索の設定］ ページで、 ［有効にする］ をクリ ックします。

カタログ検索のインデックス作成が正常に有効になると、 NetVault WebUI の右上にメ ッセージが

表示されます。

メモ ： カタログ検索を設定した後は、 ディ レク ト リ （データベース ・ ディ レク ト リ、 スナップ
シ ョ ッ ト ・ ディ レク ト リ、 およびログ ・ ディ レク ト リ） を変更することはできません。 ディ レク ト
リを変更する必要がある場合は、 カタログ検索をアンインストールした後、 別のディレク ト リを使
用して再インストールすることができます。 ただし、 既存のバックアップを再カタログ化する必要
があります。 これには長い時間がかかることがあります。

メモ ： データベースは、 システムのローカルのドライブでのみサポート されています。
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NetVault カタログサーバの別の Windows ベースの

クライアン トマシンへの移行

NetVault カタログ検索を Windows ベースの NetVault クライアン トに移行するには、 次の手順を実

行します。

1 カタログ検索のアンインストールを実行する前に、 NetVault サーバーでのカタログ検索を無効にします。

詳細は、 「カタログ検索の無効化」 を参照して ください。

2 既存のカタログ検索を NetVault サーバーからアンインストールします。 詳細は、 「カタログ検索の削除」

を参照して ください。

3 Windows クライアン ト ・ マシンにカタログ検索をインストールして設定します。 詳細は、 「カタログ検索

の設定」 を参照して ください。

カタログ検索のインデックス作成が正常に有効になると、 NetVault WebUI の右上にメ ッセージが表示されます。

Linux ベース ・ マシンでの NetVault カタログ ・

データベース ・ ディ レク ト リの変更

Linux ベースの NetVault サーバーのカタログ ・ データベースのディレク ト リを変更するには ：

1 カタログ検索を無効にします。 カタログ検索の無効化を参照して ください。 

2 次のコマンドを実行して、 netvault-catalog サービスを停止します。

systemctl stop netvault-catalog

または

システムで systemd がサポート されていない場合は、 次のコマンドを実行して NetVault カタログ

検索サービスを停止します。

kill -9 <PID>

<PID> 値は、 インストール ・ ディ レク ト リ内の catalog.cfg ファイルの catalog セクシ ョ ンで確認

して ください。

3 db ディレク ト リを手動で新しい場所に移動します。

4 新しいパスのファイル権限と所有者、 およびグループを変更します。

chmod -R 750 <new DB path>/*

chown -R netvault-catalog:netvault-catalog <new DB path>/*

5 NetVault インストール ・ ディ レク ト リの config ディレク ト リ内にある catalog.cfg ファイルを開いて編

集します。

[Node1] セクシ ョ ンで、 次の値を変更して新しい場所を指定します。 

path.repo, path.repo.new, path.data, path.data.new, path.logs, path.logs.new

メモ ： クライアン トマシンにカタログ検索をインストールする場合は、 必ず ［既存のバックアップ
およびスキャンしたバックアップをカタログに追加する］ を選択して ください。 そうすると、 カタ
ログ検索に既存およびスキャン済みのバックアップジ ョブが含まれます。

メモ ： データベースは、 システムのローカルのドライブでのみサポート されています。



Quest NetVault 13.1.2 アド ミニスト レーターズ ・ ガイ ド

カタログ検索の管理
86

6 NetVault インストール ・ ディ レク ト リの catalog/elasticsearch/config ディレク ト リにある
elasticsearch.yml ファイルを開いて編集します。

次を変更して新しい場所を指定します。

path.repo, path.data, path.logs

7 次の場所にあるサービス ・ スクリプ ト ・ ファイル、 /usr/lib/systemd/system/netvault-catalog.service
を更新し、 データベースのパス Environment=PID_DIR=<new location> を変更します。

以下のコマンドを実行します。

systemctl daemon-reload

8 次のコマンドを実行して、 NetVault カタログ検索サービスを起動します。 

systemctl start netvault-catalog

または

システムで systemd がサポート されていない場合は、 次のコマンドを実行して NetVault カタログ
検索サービスを起動します。

su -s /bin/sh <CATALOG_USER_ACCOUNT> -c <netvault_installdir>/catalog/ 
elasticsearch/bin/elasticsearch

CATALOG_USER_ACCOUNT のデフォルト値は、 netvault-catalog です。 ただし、 インストール
時にカスタマイズした Linux アカウン ト を提供している場合は、 同じものを指定して ください。 

サービスが起動したら、 catalog.cfg ファイルで新しい PID を更新します。

9 カタログ検索を有効にするには ：

a ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［カタログ検索］ をクリ ックします。

b ［カタログ検索の設定］ ページで、 ［有効にする］ をクリ ックします。

カタログ検索のインデックス作成が正常に有効になると、 NetVault WebUI の右上にメ ッセージが
表示されます。

カ タログ検索の変更
カタログ検索の設定を変更するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［カタログ検索］ をクリ ックします。

2 ［カタログ検索の設定］ ページでは、 以下のフ ィールドを変更することができます。 

▪ カタログ検索パスワード

▪ カタログ検索パスワードの確認

▪ 予約 RAM サイズ

▪ 同時にアクテ ィブになるカタログ ・ ワーカーの最大数

▪ 既存のバックアップおよびスキャンしたバックアップをカタログに追加する 

▪ オフライン ・ インデックスを使用するバックアップを含める 

▪ オフライン ・ インデックスのロード待機時間 

▪ 起動時のオフライン ・ インデックスのロード待機時間 

▪ カタログに追加されるバックアップの保存期間を制限する

▪ 特定の日付以降に完了したバックアップを追加する

3 ［設定］ をクリ ックします。

カタログ検索が正常に設定されると、NetVault WebUIの右上にメッセージが表示されます。
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カタログ検索の無効化
カタログ検索をインストールして設定した後は、 インデックス作成を無効にすることができます。 

カタログ検索のインデックス作成を無効にするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［カタログ検索］ をクリ ックします。

2 ［カタログ検索の設定］ ページで、 ［無効化］ をクリ ックします。

カタログ検索のインデックス作成が正常に無効化されると、 NetVault WebUI の右上にメ ッセージが表示

されます。

カタログ検索は、 インストールして設定すると自動的に有効になります。

カ タログ検索のアップグレード
カタログ検索サービスをアップグレードするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［カタログ検索］ をクリ ックします。

2 ［カタログ検索の設定］ ページで、 ［アップグレード］ をクリ ックします。

3 確認ダイアログで ［OK］ をク リ ックして、 カタログ検索パッケージをアップグレード します。

カ タログ検索の削除
カタログ検索サービスを削除するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［カタログ検索］ をクリ ックします。

2 ［カタログ検索の設定］ ページで、 ［アンインストール］ をクリ ックします。

3 確認ダイアログで ［OK］ をク リ ックして、 カタログ検索の設定を削除します。

カ タログ検索のステータスを無効にする
ステータスでは、 処理中のシステムの使用状況やカタログ化された格納データについて、 カタログ検索サーバー
に関する要約を確認できます。 使用しているスト レージ、 CPU の使用率、 ファイル数、 カタログ化されたセー

ブセッ ト、 最後にカタログ化された日付と時刻などを表示できます。 ステータスは、 カタログ検索をインストー
ルして有効にしている場合にのみ表示されます。 インストールしていない、 あるいは有効にしていない場合は何
も表示されません。
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表23. カタログ検索のステータス

ステータス 説明

スト レージの使用状況 カタログ検索がインストールされている場所の、 カタ
ログ検索に使用しているスト レージおよびディスク空
き領域を表示します。 ス ト レージの使用率がパーセン
テージで表示され、 現在のカタログ検索データベース
のストアサイズが KB、 MB、 GB または TB で表示さ

れます。

NetVault のカタログ検索で使用されるスト レージを表

示するには、 ［詳細の表示］ をクリ ックします。

グラフには、 月単位のスト レージ使用量 （KB、 MB、
GB、 または TB） が表示されます。 月単位のデータ ・

ポイン トがこのグラフにプロッ ト され、 これらのデー
タ ・ ポイン トにカーソルを合わせると、 使用済みス
ト レージの値が KB、 MB、 GB、 または TB で表示

されます。

CPU 使用率 カタログ検索プロセス中、 すべてのタスクによって消
費される CPU の使用率の合計です。 CPU の使用量が

計算され、 パーセンテージで表示されます。

ドキュ メン ト数 カタログ検索データベースに格納されているドキュメ
ン ト とファイルの合計数を表示します。

NetVault のカタログ検索のドキュメン ト数を表示する

には、 ［詳細の表示］ をクリ ックします。

グラフに月ごとのドキュメン ト数が表示されます。 月
単位のデータ ・ ポイン トがこのグラフにプロッ ト さ
れ、 これらのデータ ・ ポイン トにカーソルを合わせる
と、 ドキュ メン ト数が表示されます。

カタログ化されたセーブセッ ト NetVault データベースで使用できるセーブセッ トの総

数に対してカタログ化されたセーブセッ トの数を表示
します。

例 ：使用できるセーブセッ トが 1000 あってもカタロ

グ化されたセーブセッ トは 900 のみの場合、 この

フ ィールドには 900/1000 と表示されます。

最後にカタログ化されたバックアップ 最新のカタログ ・バックアップの日時が表示されま
す。 カタログ化されたデータがない場合、 この情報は
表示されません。
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スト レージ ・ デバイスの設定

• スト レージ ・ デバイスについて

• SAN の考慮事項

• Quest DR Series システム

• Quest QoreStor

• オブジェク トス ト レージ

• NetVault SmartDisk

• EMC Data Domain システム

• Snapshot Array Manager

• 仮想テープ ・ ライブラリ

• 仮想単体ドライブ

• 共有仮想テープ ・ ライブラリ

• 物理テープ ・ デバイス

• スト レージ階層

ストレージ・デバイスについて
NetVaultは、バックアップ保管用のさまざまなデバイスをサポートしています。サポートされるデバイスには、

ディスク・ベース・ストレージ・デバイス、重複排除アプライアンス、物理テープ・ライブラリ、オートロー
ダー、テープ・ドライブ、仮想テープ・ライブラリ（VTL）、および共有仮想テープ・ライブラリ（SVTL）が含

まれます。

ストレージ・システムは、NetVaultサーバー、クライアント、またはNetVaultドメイン内のNASファイラーに

接続できます。物理ストレージ・デバイスは単一または共有使用に設定でき、SCSI、iSCSI、IP、SAS、または

ファイバ・チャネルSANインターフェイスで接続することができます。NetVaultクライアントに物理または仮

想ストレージ・デバイスをローカルに接続するには、NetVault SmartClientライセンスが必要です。

バックアップまたはリストア操作でストレージ・デバイスを使用するには、まずNetVaultドメインにデバイス

を追加する必要があります。NetVaultクライアントに接続されたデバイスは、クライアントをNetVaultサーバー

に接続した後にのみ認識されます。同様に、ファイラーに接続されたデバイスは、NetVault Plug-in for NDMP
（Plug-in for NDMP）を使って、ファイラーをサーバに追加した後にのみ認識されます。

SAN の考慮事項
SAN環境には以下の要件が適用されます。

• SAN 環境では、 固定バインド （SCSI マッピング、 永続予約、 または永続名ともいう） を使用する必要が
あります。 
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NetVault は、 SAN 環境における変更によって論理アドレスが変更されると、 ライブラリ と通信できな く

なります。 固定バインドでは、 固定論理アドレスをデバイスに割り当てます。 デバイスは、 SAN に追加

されるか、 または SAN から削除されるため、 変わることはありません。 

ファイバ ・ チャネルの HBA （Host Bust Adapters） 用には、 論理 SCSI アドレスにファイバ ・ チャネルの

デバイス ・ アドレス （WWN （World Wide Name） や WWID （World Wide Identifier）） またはループ ID
をマップすることができます。 この設定により、 SAN での変更によって NetVault の動作が影響を受ける

ことのないようにします。

• サーバーとファイバ ・ デバイスが別のスイッチに接続されている場合や、 ゾーニングを実行している場
合も、 固定バインドを使用する必要があります。 

NetVault では、 テープ ・ ライブラリまたはデバイスへのマルチパスをサポート していません。 整合性の

ある接続パスにするには、 使用する論理または物理チャネルを 1 つだけ設定する必要があります。 

さらに、 テープ ・ ライブラリまたはドライブを同じスイッチ上で使用したり、 ディスク ・ デバイスが接
続されている同じゾーンで使用したり しないよう注意する必要があります。 SAN 環境内に両方のデバイ

ス ・ タイプからのパケッ トが同時に存在すると、 問題が発生することがあります。 これらのデバイスに
は、 個別の HBA を使用する必要があります。

• Apple は、 FC Host Adapter と XserveRAID でマルチパスをサポート しています。 多くの場合、 マルチパ
スはインストール後のデフォルト設定となっています。 ただし、 NetVault ではマルチパスはサポート さ
れていません。 そのため、 接続を論理的または物理的に分離して、 整合性のある接続パスにする必要が
あります。

Quest DR Series システム
このセクシ ョ ンには、 以下のトピックが含まれています。

• Quest DR Series システムについて

• Quest DR Series システムの前提条件

• Quest DR Series システムの追加

Quest DR Series システムについて
Quest DR Series はディスク ・ ベースのデータ保護機器で、 インラインの重複排除と圧縮を最適化し、 またクラ

イアン ト側の重複排除処理と重複排除レプリケーシ ョ ンによりネッ トワーク帯域幅の要件を減らします。 

これらの機器は斬新な重複排除および圧縮技術を採用し、 データを最高 15:1 のレベルまで減らすことができま

す。 その結果、 同じフッ トプリン トでより多くのバックアップ ・ データをより長期間保持することができます。 

Quest DR Series システムは Plug-in for Rapid Data Access （RDA） を使用して、 データ ・ ス ト レージの動作と

NetVault を統合します。 このプラグインは、 NetVault サーバーまたはクライアン ト ・ ソフ トウェアのインストー

ル時に NetVault マシンに自動的にインストールされます。

Quest DR Series システムについての詳細は、 『Quest DR Series システム管理者ガイド』 を参照して ください。

Quest DR Series システムの前提条件
NetVault サーバーに Quest DR Series システムを追加する前に、 以下の条件を満たしていることを確認します。

• DR アプライアンスは DR OS バージ ョ ン 4.0 以降で実行されている必要があります。

メモ ： Quest DR Series システムは、 Wide Area Network （WAN） でのバックアップをサポート してい

ません。
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• 必須のスト レージ ・ オプシ ョ ンの設定 ： Quest DR Series システムで、 コンテナのスト レージ ・ オプシ ョ
ンを設定します。 ス ト レージ ・ オプシ ョ ンについての詳細は、 『Quest DR Series システム管理者ガイド』
を参照して ください。

• 最適化レプリケーシ ョ ン用ポートの設定 ： ファイアウォールをまたいで最適化されたレプリケーシ ョ ン
操作を実施するには、 Quest DR Series システムで、 RDA レプリケーシ ョ ン操作をサポートするように
以下の固定 TCP ポート を設定します。

▪ ポート 9920

▪ ポート 11000

▪ ポート 10011

Quest DR Series システムの追加
バックアップおよびリストア用にQuest DR Seriesシステムを使用するには、まずNetVaultサーバーにデバイス

を追加する必要があります。設定ウィザードを使って、このデバイスを追加、設定することができます。

• Quest DR Series アプライアンスの追加

• コンテナの作成

• コンテナのメディアとしての追加

Quest DR Series アプライアンスの追加

Quest DR Series システムを NetVault サーバーに追加するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガイ ド付き設定］ をクリ ックして、 次に ［NetVault 設定ウィザード］

ページで ［ス ト レージ ・ デバイス追加］ をクリ ックします。

– または –

［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで ［デバイス管理］ をクリ ックして、 ［デバイスの追加］ をクリ ックします。

2 ［ス ト レージ ・ デバイス追加］ ページで ［Quest RDA デバイス］ オプシ ョ ンを選択し、 ［次へ］ をクリ ッ

クします。
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図3. ［ストレージ・デバイス追加］ページ

3 ［Quest RDA デバイスの追加］ ページで、 以下の詳細を指定します。

図 4. ［Quest RDA デバイスの追加］ ページ

4 ［RDA デバイスの追加］ をクリ ックしてデバイスを追加します。

コンテナの作成
1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで ［デバイス管理］ をクリ ックして、 DR デバイスに対応するプラス ・ アイコ

ンをクリ ックします。

2 ［QuestDR デバイス］ ページで、 ［コンテナ］ オプシ ョ ンが選択されていることを確認します。

3 ［コンテナの作成］ をクリ ックします。

表24. Quest DR Seriesシステムの追加

オプション 説明

ホスト名 Quest DR Series システムの、 完全修飾ド メイン名 （FQDN） または IP ア

ドレスを入力します。 
サーバーがホスト名を解決できない場合、 デバイスの追加は失敗します。

ユーザー名 デバイスへのログオンに使用するユーザー ・ アカウン ト を指定します。 
Quest DR Series システムでは、 ユーザー ・ アカウン トは 1 つしか存在せ

ず、 そのアカウン トのユーザー ID は backup_user です。

パスワード ユーザー ・ アカウン トのパスワードを指定します。
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4 ［コンテナの作成］ダイアログボックスで、ドロップダウンリストを使用してストレージグループを選択
します。

5 ［コンテナ名］テキストボックスに、ストレージコンテナの名前を入力します。

6 ［保存］をクリックします。

コンテナのメディアと しての追加
• ［デバイス管理］ ページからのコンテナの追加

• Quest DR デバイスのページでコンテナを追加する

［デバイス管理］ ページからのコンテナの追加

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで ［デバイス管理］ をクリ ックして、 DR デバイスに対応するプラス ・ アイコ

ンをクリ ックします。

2 ［QuestDR デバイス］ ページで、 ［コンテナ］ オプシ ョ ンが選択されていることを確認します。

3 該当するデバイスを選択し、 ［メディアと して追加］ をクリ ックします。

4 ［メディアの追加］ ページで、 以下の詳細を指定します :

5 ［メディアと して追加］ をクリ ックします。

Quest DR デバイスのページでコンテナを追加する

コンテナをメディアとして追加するには、 「コンテナのメディアとしての追加」 を参照して ください。

表25. コンテナをメディアとして追加する

オプシ ョ ン 説明

コンテナ 選択したコンテナの名前がここに表示されます。 

ブロックサイズ デフォルトのブロック ・ サイズは 512KiB です。 Quest DR Series システム

では、 ブロック ・ サイズは変更できません。

スト リーム制限 この設定のデフォルト値は、 64 スト リームです。 この設定は、 コンテナを

追加したすべての NetVault サーバーに適用されます。 データ ・ ス ト リーム

数がコンテナに対して定義されている制限値を超えた場合、 メディア ・ マ
ネージャはエラー 「デバイス上のスト リームがあまりにも多過ぎます」 を
報告します。

ソフ ト ・ ス ト リーム制限には、 1 ～ 512 の任意の値を設定することができ

ます。

複数の NetVault サーバーにコンテナを追加した場合は、 すべてのサーバー

に同じソフ ト ・ ス ト リーム制限を設定します。

強制追加 デバイスがすでに他の NetVault サーバーに同じ名前で追加されている場合

は、 ［強制追加］ チェ ック ・ ボックスを選択します。 このオプシ ョ ンは、 障
害復旧で NetVault サーバの再構築を行っている場合に役立ちます。

メモ ： Quest DR Series システムでは、 以下の 3 つの重複排除モードをサポート しています。

• パススルー ： このモードを選択すると、 Quest DR Series システムで重複排除処理が実行されます。

パススルーモードでは、 NetVault クライアン ト側に 200 MB 以上の空きメモリを必要とします。

• 最適化 ： このモードを選択すると、 NetVault クライアン トで重複排除処理が実行されます。 最適化

モードでは、 NetVault クライアン ト側に 4 GB 以上の空きメモリを必要とします。

• 自動 ： このモードを選択すると、 NetVault はパススルーおよび最適化の条件に基づいて重複排除

モード （パススルーまたは最適化） を決定します。
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Quest QoreStor
Quest QoreStor はソフ トウェア定義のスト レージです。 重複排除、 圧縮、 および複製のサポートを提供します。

その結果、 同じフッ トプリン トでより多くのバックアップ ・ データをより長期間保持することができます。

QoreStor は Plug-in for RDA を使用して、 データ ・ ス ト レージの動作を NetVault と統合します。 このプラグイン

は、 NetVault サーバーまたはクライアン ト ・ ソフ トウェアのインストール時に NetVault マシンに自動的にイン

ストールされます。

QoreStor は RDAv 2 および RDAv 3 プロ ト コルに対応している一方、 NetVault は QoreStor との通信には RDAv 
2 プロ ト コルを使用します。 また、 QoreStor は NetVault に対して安全な接続を使用し、 NetVault と QoreStor 間
を移動するデータを確実に保護します。

QoreStor を追加して使用する前に、 適切なソフ トウェアのインストールが必要になります。 詳細は、 『Quest 
QoreStor インストール ・ ガイ ド』 を参照して ください。

Secure Connect
Secure Connect には、 一連のクライアン トおよびサーバコンポーネン トが含まれており、 これにより、 WAN 接
続クライアン ト との QoreStor 通信用に、 WAN の停止にも強いセキュアなチャネルが作成されます。 詳細は、

『Quest QoreStor インストール ・ ガイ ド』 を参照して ください。

NetVault 間の Secure Connect は、 セッ トアップ時にデフォルトで有効になっていますが、 必要に応じて、

sc_manager スクリプ ト を使用して Secure Connect を無効にできます。

Linux クライアン トの場合、 スクリプ トは /usr/netvault/dynlib/sc_manager にあります。 スクリプ ト を無効にす

るには、 マネージャのステータスを false に設定します。

Windows クライアン トの場合、 スクリプ トは C:\Program Files\Quest\NetVault\dynlib\sc_manager にあります。

QoreStor の追加
QoreStor ソフ トウェアをインストールすると、 ソフ トウェア定義のスト レージ ・ ターゲッ ト を作成できます。

設定ウィザードを使って、 このデバイスを追加、 設定することができます。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガイ ド付き設定］ をクリ ックして、 次に ［NetVault 設定ウィザード］

ページで ［ス ト レージ ・ デバイス追加］ をクリ ックします。

— または —

［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで ［デバイス管理］ をクリ ックして、 ［デバイスの追加］ をクリ ックします。

2 ［ス ト レージ ・ デバイス追加］ ページで ［Quest RDA デバイス］ オプシ ョ ンを選択し、 ［次へ］ をクリ ッ

クします。

3 ［Quest RDA デバイスの追加］ ページで、 以下の詳細を指定します。

重要： QoreStorは、Linuxベースのプラットフォームでのみサポートされています。

表26. Quest RDAデバイスの追加

オプション 説明

ホスト名 QoreStorサーバーの完全修飾ドメイン名またはIPアドレスを入力します。

ユーザー名 QoreStorサーバーへのログオンに使用するユーザー・アカウントを指定し

ます。

パスワード ユーザー・アカウントのパスワードを指定します。
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4 ［RDA デバイスの追加］ をクリ ックします。

QoreStor のメディアとしてコンテナを追加する
• デバイス管理ページで QoreStor のコンテナを追加する

• Quest QoreStor ページからコンテナを追加する

デバイス管理ページで QoreStor のコンテナを追加する

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで ［デバイス管理］ をクリ ックして、 QoreStor デバイスに対応するプラス ・ ア

イコンをクリ ックします。

2 ［Quest QoreStor］ ページで、 ［コンテナ］ オプシ ョ ンが選択されていることを確認します。

3 該当するデバイスに対して、 ［アクシ ョ ン］ 列の対応するアイコン （ ） をクリ ックし、 ［メディアと し

て追加］ を選択します。

4 ［メディアの追加］ ページで、 以下の詳細を指定します :

5 ［メディアと して追加］ をクリ ックします。

Quest QoreStor ページからコンテナを追加する

コンテナをメディアとして追加するには、 「QoreStor のメディアとしてコンテナを追加する」 を参照して く

ださい。

表27. QoreStorのメディアとしてコンテナを追加する

オプション 説明

ストレージ・グループ名 ストレージ・グループの名前を選択します。

コンテナ ストレージ・コンテナ名を選択します。 

ブロックサイズ デフォルトのブロック・サイズは512KiBです。Quest QoreStorシステムで

は、ブロック・サイズの変更はできません。

ストリーム制限 この設定のデフォルト値は64ストリームです。この設定は、コンテナの追

加先となるすべてのNetVaultサーバーに適用されます。データ・ストリー

ム数がコンテナに対して定義されている制限値を超えた場合、メディア・
マネージャはエラー「デバイス上のストリームがあまりにも多過ぎます」
を報告します。

ソフト・ストリーム制限には、1～512の任意の値を設定することができ

ます。

メモ ： QoreStor のスト リーム制限値を変更する前に、 ターゲッ ト ・ デバイ

スの処理能力を考慮する必要があります。

複数のNetVaultサーバーにコンテナを追加した場合は、すべてのサーバー

に同じソフト・ストリーム制限を設定します。

強制追加 デバイスがすでに他のNetVaultサーバーに同じ名前で追加されている場合

は、［強制追加］チェック・ボックスを選択します。このオプションは、障
害復旧で NetVault サーバの再構築を行っている場合に役立ちます。
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オブジェク トス ト レージ
このセクシ ョ ンには、 以下のトピックが含まれています。

• オブジェク トス ト レージについて

• 前提条件

• バックアップターゲッ ト と して NetVault へのオブジェク トス ト レージの追加

• 必要なオブジェク トス ト レージ権限の設定

オブジェク トス ト レージについて
NetVault をオブジェク トス ト レージに接続するオプシ ョ ンを使用すると、 バックアップをクラウドに直接保存で

きます。 オブジェク トへの直接保存機能は、 AWS S3、 Wasabi、 RSTOR、 その他の S3 互換スト レージを含む 
S3 互換スト レージターゲッ トおよび Azure Blob でのみ使用できます。

前提条件
オブジェク トへの直接保存機能を使用するには、 コンテナまたはバケッ ト をターゲッ トス ト レージデバイスとし
て NetVault に追加する必要があります。 コンテナまたはバケッ ト を追加する前に、 次の前提条件を満たしてい

ることを確認して ください。

• 権限を設定します。 それぞれのコンテナまたはバケッ トに対する権限を持っている必要があります。 詳
細については、 「必要なオブジェク トス ト レージ権限の設定」 を参照して ください。

• コンテナまたはバケッ ト を作成します。 オブジェク トはクラウド上にすでに存在しているか、 クラウド
サービスプロバイダインターフェイスを使用して作成する必要があります。 NetVault サーバに追加する
ときにオブジェク ト を作成することはできません。

必要なオブジェク トス ト レージ権限の設定
権限の設定は、 クラウドス ト レージプロバイダ （CSP） によって異なります。 CSP の要件に応じて、 次のいず

れかの手順を実行します。

• AWS スト レージの権限の設定

• Wasabi S3 スト レージの権限の設定

メモ ： Quest QoreStorSeries システムでは、 以下の 3 種類の重複排除モードをサポート しています。

• パススルー ： このモードを選択すると、 Quest QoreStor システムで重複排除処理が実行されます。

パススルーモードでは、 NetVault クライアン ト側に 200 MB 以上の空きメモリを必要とします。

• 最適化 ： このモードを選択すると、 NetVault クライアン トで重複排除処理が実行されます。 最適化

モードでは、 NetVault クライアン ト側に 4 GB 以上の空きメモリを必要とします。

• 自動 ： このモードを選択すると、 NetVault はパススルーおよび最適化の条件に基づいて重複排除

モード （パススルーまたは最適化） を決定します。

メモ ： オブジェク トへの直接保存機能を HP-UX プラッ ト フォームで使用するには、 /usr/netvault/dynlib/bit-
64/ から /usr/netvault/dynlib/ に librofsobjectoca.so を手動でコピーする必要があります。 この変更を行わ

ないと、 オブジェク トへの直接保存は HP-UX で機能しません。
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AWS ストレージの権限の設定

AWS ストレージの権限を設定するには

1 AWS コンソールから IAM サービスに移動します。

2 次の権限セットを使用して、新しいポリシーを作成します。
{
  "Version": "2012-10-17",
  "Statement": [
    {
      "Sid": "VisualEditor0",
      "Effect": "Allow",
      "Action": [
        "s3:CreateBucket",
        "s3:ListBucket",
        "s3:DeleteBucket"
      ],
      "Resource": "arn:aws:s3:::*"
    },
    {
      "Sid": "VisualEditor1",
      "Effect": "Allow",
      "Action": [
        "s3:PutObject",
        "s3:GetObject",
        "s3:DeleteObject"
      ],
      "Resource": "arn:aws:s3:::*/*"
    },
    {
      "Sid": "VisualEditor2",
      "Effect": "Allow",
      "Action": "s3:ListAllMyBuckets",
      "Resource": "*"
    }
  ]
} 

3 新しいユーザーを作成します。

4 ［権限］ で、 手順 2 で作成したポリシーを手順 3 で作成したユーザーにアタ ッチします。

5 コンテナまたはバケッ ト を NetVault に追加する場合は、 新し く作成したユーザーの access_key および 
secret_key を使用します。

Wasabi S3 スト レージの権限の設定

Wasabi S3 ストレージの権限を設定するには

1 Wasabi コンソールから、ポリシードキュメントセクションに移動します。

2 次の権限を使用して、新しいポリシーを作成します。
{
 "Version": "2012-10-17",
 "Statement": [
  {
   "Sid": "VisualEditor0",
   "Effect": "Allow",
   "Action": [
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    "s3:CreateBucket",
    "s3:ListBucket",
    "s3:DeleteBucket"
   ],
   "Resource": "arn:aws:s3:::<wasabi_cloud_tier_bucket>"
  },
  {
   "Sid": "VisualEditor1",
   "Effect": "Allow",
   "Action": [
    "s3:PutObject",
    "s3:GetObject",
    "s3:DeleteObject"
   ],
   "Resource": "arn:aws:s3:::<wasabi_cloud_tier_bucket>/*"
  },
  {
   "Sid": "VisualEditor2",
   "Effect": "Allow",
   "Action": "s3:ListAllMyBuckets",
   "Resource": "*"
  }
 ]
}

3 サブユーザーを作成します。 

4 新しく作成したポリシーを新しいサブユーザーにアタッチします。

5 コンテナまたはバケットを NetVault に追加する場合は、新しく作成したユーザーの access_key および 
secret_key を使用します。

オブジェク トス ト レージへの直接保存に対する
プロキシの使用
プロキシ経由でコンテナまたはバケットにアクセスする場合は、オペレーティングシステムに基づいて、次のい
ずれかのファイルにこの手順のパラメータを定義します。

• Linux の場合 ： /etc/oca/aws.conf

• Windows ： C:\ProgramData\QoreStor\aws.conf

AWS および S3 互換スト レージに対するプロキシの使用

AWS および S3 互換スト レージに対するプロキシを使用するには

1 プロキシ経由で NetVault に AWS スト レージまたはその他の S3 互換スト レージを追加する場合は、 次の

パラメータを使用します。

AWS_PROXY_HOST=<IP address of the proxy or FQDN of the proxy>

AWS_PROXY_PORT=<Proxy port number>

AWS_PROXY_USER=<Username to access the proxy>

AWS_PROXY_PASSWORD=<Password for the newly created user name>
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Azure ストレージに対するプロキシの使用

Azure ストレージに対するプロキシを使用するには

1 プロキシ経由でコンテナまたはバケットにアクセスする場合は、環境変数として https_proxy を追加し、

環境に応じて次のいずれかのオプションを使用します。

▪ Linux ： プロキシを制限するには、 .bashrc?.bash_profile、 または 
/etc/oca/cml_common.conf で環境を定義します。 例 ：
https_proxy=http://<FQDN>:<PORT>

▪ Windows ： https_proxy を変数として追加するには、 次の URL 形式を使用します。

https_proxy=http://<username>:<password>@proxy.<IP address of the 
proxy>.com:<port number>

2 変更を適用するには、システムを再起動します。

バッ クアップターゲッ ト と して NetVault へのオブ

ジェク トス ト レージの追加
コンテナまたはバケットがクラウドサービスプロバイダに存在し、必要な権限を持っていることを確認します。

オブジェク トス ト レージをバックアップターゲッ ト と して NetVault に追加するには

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで ［デバイス管理］ をクリ ックして、 ［デバイスの追加］ をクリ ックします。

2 ［NetVault スト レージ設定ウィザード  - スト レージデバイスの追加］ ページで、 ［オブジェク トス ト レー

ジ］ を選択し、 ［次へ］ をクリ ックします。

3 ［オブジェク トス ト レージデバイスの追加 （Add Object Storage device）］ ページの ［クラウドプロバイ

ダ （Cloud Provider）］ ドロップダウンリストで、 次のいずれかの互換性のあるスト レージオプシ ョ ンを

選択します。

▪ Azure Blob。 ステップ 4 に進みます。

▪ AWS S3。 ステップ 5 に進みます。

▪ Wasabi。 ステップ 5 に進みます。

▪ RSTOR。 ステップ 6 に進みます。

▪ S3 互換。 ステップ 6 に進みます。

4 Azure Blob を選択した場合は、 次の詳細を入力します。

表28. Azure Blob の詳細の追加

オプション 説明

コンテナ 既存のコンテナのいずれかから選択するか、新しいコンテナの名前
を入力し、［デフォルト］設定または［カスタム］設定のどちらを使
用するかを選択します。

アカウント名 （デフォルトのみ）［デフォルト］を選択した場合は、Azure アカウ

ントの名前を入力します。

アカウントキー （デフォルトのみ）［デフォルト］を選択した場合は、以前に入力し
たアカウントキーを選択します。
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5 AWS S3 または Wasabi を選択した場合は、次の詳細を入力します。

6 ［RSTOR］または［S3 互換］を選択した場合は、次の詳細を入力します。

接続文字列 （カスタムのみ）［カスタム］を選択した場合は、Azure Blob の接続

文字列を選択するか、次の形式で入力します。

DefaultEndpointsProtocol=https;AccountName=<account 
name>;AccountKey=<account 
key>;EndpointSuffix=core.windows.net

ブロックサイズ （KiB） ス ト レージ用に予約するスペースのサイズを入力します。 デフォル
ト値は 1024 キビバイ ト （KiB） です。

ス ト リーム制限 一度に発生させるスト リームの最大数を入力します。 デフォルト値
は、 32 です。

強制追加 NetVault でこのオブジェク ト を強制的に追加する場合は、 このオプ

シ ョ ンを選択します。

表29. AWS S3 または Wasabi の詳細の追加

オプシ ョ ン 説明

バケッ ト S3 バケッ トの名前を入力し、 ［デフォルト］ 設定と ［カスタム］ 設

定のどちらを使用するかを選択します。

アクセスキー （デフォルトのみ） ［デフォルト］ を選択した場合は、 S3 バケッ トの

アクセスキーを入力します。

秘密キー （デフォルトのみ） ［デフォルト］ を選択した場合は、 S3 バケッ トの

秘密キーを入力します。

地域 バケッ トに割り当てられた領域を入力します。 省略可能。

接続文字列 （カスタムのみ） 接続文字列を次の形式で入力します。

accesskey=<access key>;secretkey=<secret 
key>;endpoint=<endpoint from cloud service 
provider>;loglevel=Debug;endpoint_protocol=HTTPS;re
gion=<regionbasedonbucketlocation>

ブロックサイズ （KiB） ス ト レージ用に予約するスペースのサイズを入力します。 デフォル
ト値は 1024 キビバイ ト （KiB） です。

ス ト リーム制限 一度に発生させるスト リームの最大数を入力します。 デフォルト値
は、 32 です。

強制追加 NetVault でこのオブジェク ト を強制的に追加する場合は、 このオプ

シ ョ ンを選択します。

表30. RSTOR または S3 互換の詳細の追加

オプション 説明

バケット S3 バケットの名前を入力し、［デフォルト］設定と［カスタム］設

定のどちらを使用するかを選択します。

接続文字列 （カスタムのみ） 接続文字列を次の形式で入力します。

accesskey=<access key>;secretkey=<secret 
key>;endpoint=<endpoint from cloud service 
provider>;loglevel=Debug;endpoint_protocol=HTTPS;re
gion=<regionbasedonbucketlocation>

アクセスキー （デフォルトのみ）［デフォルト］を選択した場合は、S3 バケットの

アクセスキーを入力します。

表28. Azure Blob の詳細の追加

オプション 説明
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7 ［オブジェクトストレージデバイスの追加（Add Object Storage Device）］をクリックします。

NetVault SmartDisk
このセクシ ョ ンには、 以下のトピックが含まれています。

• NetVault SmartDisk について

• NetVault SmartDisk の追加

• セーブセッ トおよびバックアップ ・ ジ ョ ブを NetVault SmartDisk から QoreStor へ移行する

NetVault SmartDisk について
NetVault SmartDisk は、 ディスク ・ ベースのスト レージを提供し、 オプシ ョ ンでデータの重複排除機能も用意さ
れています。 

NetVault SmartDisk は、 バイ ト レベルの可変ブロックに基づく ソフ トウェア重複排除機能を使用して、 同じスト
レージ領域に最大 12 倍のデータを圧縮して格納し、 ス ト レージ ・ フ ッ トプリン ト を 92% 削減します。 NetVault 
SmartDisk は、 NetVault とは別個にインストールされライセンスされます。 

NetVault SmartDisk インスタンスは、 1 つまたは複数のスト レージ ・ プールと、 バックアップおよび重複排除の
操作を実行するプロセス ・ セッ トで構成されています。 ス ト レージ ・ プールは 1 つ以上のファイル ・ システム ・
ボリュームで構成され、 ファイル ・ システム ・パスを追加することで簡単に拡張することができます。 インスタ
ンスは異機種混在プラッ ト フォームからのデータ ・ ス ト リームを受信できます。

重複排除が有効 （デフォルト ・ モード） な NetVault SmartDisk インスタンスを専用の NetVault SmartDisk サー
バーまたは NetVault クライアン トにインストールすることができます （重複排除が有効な場合は、 NetVault 
SmartDisk を NetVault サーバーにインストールすることはできません）。 重複排除が無効な場合は、 NetVault
サーバーをホスト ・ マシンとして選択することもできます。 

NetVault SmartDisk のインストールと設定についての詳細は、 『Quest NetVault SmartDisk インスト レーシ ョ ン ・
ガイ ド』 および 『Quest  NetVault SmartDisk アド ミニスト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照して ください。

NetVault SmartDisk の追加
バックアップおよびリストア用に NetVault SmartDisk を使用するには、 まず NetVault サーバーにデバイスを追
加する必要があります。 設定ウィザードを使って、 このデバイスを追加、 設定することができます。 

秘密キー （デフォルトのみ）［デフォルト］を選択した場合は、S3 バケットの

秘密キーを入力します。

地域 バケットに割り当てられた領域を入力します。

エンドポイント URL / IP / 
ホスト名

S3 バケットのエンドポイントの URL、IP アドレス、またはホスト名

を入力します。

ブロックサイズ （KiB） ス ト レージ用に予約するスペースのサイズを入力します。 デフォル
ト値は 1024 キビバイ ト （KiB） です。

ス ト リーム制限 一度に発生させるスト リームの最大数を入力します。 デフォルト値
は、 32 です。

強制追加 NetVault でこのオブジェク ト を強制的に追加する場合は、 このオプ
シ ョ ンを選択します。

表30. RSTOR または S3 互換の詳細の追加

オプション 説明
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NetVault SmartDisk を NetVault サーバーに追加するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガイ ド付き設定］ をクリ ックして、 次に ［NetVault 設定ウィザード］
ページで ［ス ト レージ ・ デバイス追加］ をクリ ックします。

– または –

［ナビゲーション］パネルで［デバイス管理］をクリックして、［デバイスの追加］をクリックします。

2 ［ス ト レージ ・ デバイス追加］ ページで ［NetVault SmartDisk］ オプシ ョ ンを選択し、 ［次へ］ をクリ ッ

クします。

3 ［NetVault SmartDisk インスタンスの追加］ ページで、 以下の詳細を指定します。

図 5. ［NetVault SmartDisk インスタンスの追加］ ページ

表 31. NetVault SmartDisk の追加

オプシ ョ ン 説明

ネッ トワーク名 /IP
アドレス

NetVault SmartDisk をインストールするホストの、 完全修飾ド メイン名

（FQDN） または IP アドレスを入力します。 この情報は、 NetVault サー

バー上にデバイスを配備する場合でも入力する必要があります。 
サーバーがホスト名を解決できない場合、 デバイスの追加は失敗します。

ネッ トワーク ・ ポート この設定のデフォルト値は、 0 です。 デバイスがデフォルトのポートで待

ち受けている場合、 値を変更しないよう注意する必要があります。 
デフォルト ・ ポート以外のポートで待ち受けるデバイスの場合は、
percolator.cfg ファイルの 「Network Settings:Remote Listen Port」 で設

定されているポート番号を入力します。 NetVault SmartDisk のデフォルト

以外のポートの設定についての詳細は、 『Quest NetVault SmartDisk アド ミ

ニスト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照して ください。
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4 ［次へ］をクリックしてデバイスを追加します。

5 デバイスが正常に追加、初期化されると、メッセージが表示されます。

セーブセッ トおよびバックアップ ・ ジ ョ ブを
NetVault SmartDisk から QoreStor へ移行する
移行機能を使用して、 セーブセッ トおよびバックアップ ・ ジ ョ ブを NetVault SmartDisk デバイスから QoreStor
に移行します。 一連の移行で、 保存されているスケジュール済みのバックアップ ・ ジ ョ ブがすべてターゲッ トの
NetVault SmartDisk デバイスからターゲッ トの QoreStor デバイスにリダイレク ト されます。 このプロセスは、
既存のバックアップからデータが移行される前に行われます。

重要
• QoreStor は、 Linux ベースのプラッ ト フォームでのみサポート されています。

• 特定の NetVault サーバーおよび NetVault SmartDisk に関連付けられているすべてのセーブセッ トが新し
いターゲッ トに移行されます。 特定のセーブセッ ト を選択することはできません。

• 移行によりバックアップとセーブセッ トのデータは QoreStor デバイスに移動しますが、 NetVault は
NetVault SmartDisk のデータを削除しません。 また、 移行完了後に、 NetVault を使用して NetVault 
SmartDisk のデータを削除することはできません。 データは手動で削除する必要があります。

• すべて期限切れにする機能は、 移行プロセス中、 自動的に無効になります。 ただし、 新しいターゲッ ト
では無効になっていません。

• 移行に失敗した場合、 または手動で移行を停止した場合、 すでに移行されたセーブセッ トは自動的に新
しいターゲッ ト をポイン ト します。 移行を再開すると、 移行されなかったセーブセッ トのみが処理され
ます。 また、 対応するバックアップ ・ ジ ョ ブも自動的に更新され、 新しいターゲッ ト をポイン ト します。
該当セーブセッ トの移行が中断された場合でも、 元のターゲッ トには戻りません。

特定のセーブセットの移行ができなかった場合は、最初のパスの完了後に移行を再度、実行することが
できます。移行の失敗の原因により、残りのセーブセットが次のパスで移行を完了する場合があります。

強制追加 デバイスがすでに他の NetVault サーバーに同じ名前で追加されている場合
は、 ［強制追加］ チェ ック ・ ボックスを選択します。 このオプシ ョ ンは、 障
害復旧で NetVault サーバの再構築を行っている場合に役立ちます。

WebDAV 資格情報の設定 データへの不正アクセスを防止するため、 NetVault SmartDisk のサーバー要
求に対して WebDAV 認証を設定することができます。 NetVault SmartDisk で
は、 WebDAV によるダイジェスト ・ アクセス認証を使用します。 NetVault 
SmartDisk サーバーの認証の設定についての詳細は、 『Quest NetVault 
SmartDisk アド ミニストレーターズ ・ ガイド』 を参照して ください。

NetVault SmartDisk 上で WebDAV 認証が有効になっている場合、 この
チェ ック ・ ボックスを選択して以下の情報を指定します。

• ［ユーザー名］ ： NetVault SmartDisk サーバーに設定されているユー
ザー ・ アカウン ト を指定します。

• ［パスワード］ ： ユーザー ・ アカウン トのパスワードを指定します。

• ［パスワードの確認］ ： 確認のためにパスワードを再入力します。

メモ ： NetVault SmartDisk サーバーで WebDAV 認証を有効にしても、
NetVault サーバーで認証の詳細を設定しないと、 そのデバイスを使用した
バックアップと リス トア操作は適切なエラー ・ メ ッセージを報告せずに失
敗します。 また、 そのデバイスに対するスキャン操作も失敗します。

メモ ： NetVault には、 NetVault SmartDisk デバイスに対して有効にされた
WebDAV 認証を無効にする方法は用意されていません。 WebDAV 認証を無
効にするには、 NetVault SmartDisk デバイスを NetVault サーバーから削除
してから、 も う一度追加する必要があります。

オプシ ョ ン 説明
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• 別のターゲッ ト を選択するために移行プロセスを中断した場合は、 新しいターゲッ トにリダイレク ト さ
れたバックアップ ・ ジ ョ ブが新しいターゲッ ト をポイン トするよう手動で更新を行う必要があります。

• NetVault では、 同時並行で実施できる移行の数に制限はありませんが、 Quest では各移行は別々に処理す
ることを推奨しています。

• ターゲッ トに十分な領域がある場合は、 別々の NetVault SmartDisk デバイスからの複数のセーブセッ ト
を同じ QoreStor デバイスに移行することができます。 空き領域がない場合は、 移行に失敗します。

• 同じセーブセッ ト を別の QoreStor デバイスに移行することができますが、 セーブセッ トは最後に選択し
た QoreStor デバイスをポイン トすることになります。

• 移行プロセス中、 Quest では、 移行しているる NetVault SmartDisk デバイスをターゲッ ト とするバック
アップ ・ ジ ョ ブの開始は避けることを強く推奨しています。

• スト レージ ・ グループは最大 5 つまで、 すべてのスト レージ ・ グループに対してコンテナは最大 16 個ま
で作成できます。

QoreStorでは、マルチテナントはサポートしていません。

• NetVault では、 RDA デバイスのひとつのタイプから別のタイプへのセカンダリ ・ コピーの移行はサポー
ト していません。

フェーズ2バックアップ・ジョブの複製方法を使用し、同様にNetVault SmartDiskデバイスをターゲット
とするセカンダリ・コピーを作成すると、移行完了後にジョブが失敗する可能性があります。両方の
ジョブがNetVault SmartDisk デバイスをターゲットにした場合に発生します。移行中に、プライマリ・
ジョブがQoreStorデバイスなどの新しいターゲットに移行され、バックアップ・ジョブが正常に完了し
ます。セカンダリ・ジョブではターゲットとしてNetVault SmartDiskデバイスを認識したままであるた
め、これが失敗の原因となります。

• 異なる RDA デバイス ・ タイプでセカンダリ ・ コピー機能を使用することはできますが、 RDA デバイス
と NetVault SmartDisk デバイスでは使用できません。 RDA デバイスをターゲッ ト と して使用する新しい
セカンダリ ・ コピーを作成する必要があります。

セーブセットとバックアップ・ジョブの移行
1 必ず、 Linux ベースの QoreStor デバイスを NetVault サーバーに追加しておいて ください。

詳細は、 「Quest DR Series システム」 または 「Quest QoreStor」 を参照して ください。

2 NetVault SmartDisk デバイスと QoreStor デバイスがオンラインになっていることと、 同じ NetVault サー

バーに割り当てられていることを確認して ください。

a ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。

b ［デバイス管理］ ページで、 NetVault SmartDisk デバイスと QoreStor デバイスのステータスを確

認します。

図6. デバイスがオンラインの状態

3 該当するバックアップ ・ セーブセッ トがオンラインの NetVault SmartDisk デバイスをポイン ト している

ことを確認します。

a ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ス ト レージの調査］ をクリ ックします。

b ［ス ト レージの調査］ ページで、 ［ディスク ・ ス ト レージの調査］ をクリ ックします。
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c ［ディスク ・ ス ト レージの調査］ ページで、 リポジト リ ・ テーブルで該当するデバイスを選択し、
［リポジ ト リ調査］ をクリ ックします。

d ［ディスク ・ ス ト レージ ・ リポジト リの調査］ ページで、 ［セーブセッ ト ・ テーブル］ に記載され
ている情報を確認します。

e ダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［閉じる］ をクリ ックします。

f NetVault SmartDisk から QoreStor デバイスに移行するセーブセッ トごとに、 これらの手順を繰り

返します。

4 移行プロセスを開始する準備ができたら、 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルの ［デバイス管理］ をクリ ッ
クします。

5 NetVault SmartDisk デバイスの ［デバイス管理］ のアイコン （ ） をクリ ックします。

6 ［RAS デバイス管理］ ページで、 ［移行の開始］ をクリ ックします。

7 ［ターゲッ ト ・ デバイスの選択］ ダイアログ ・ ボックスで、 NetVault SmartDisk のセーブセッ トの移行先

にする QoreStor デバイスを選択します。

8 既存のターゲッ ト ・ セッ ト を選択するか、 保存またはスケジュールされたバックアップ ・ ジ ョ ブのター
ゲッ ト先となる新規のターゲッ ト ・ セッ ト を作成して、 ［確認］ をクリ ックします。

9 移行の進捗状況を監視するには、 ［ログの確認］ をクリ ックします。

［ログ参照］ ページにすべての NetVault ログが表示されます。 NetVault SmartDisk のみを表示するには、

テキスト ・ ボックスに NVSD と入力します。 プロセスは移行されたセーブセッ トの割合で表示されます。

EMC Data Domainシステム
このセクシ ョ ンには、 以下のトピックが含まれています。

• EMC Data Domain システムについて

• Data Domain システムの前提条件

• Data Domain システムの追加

• DD Boost コマンド

EMC Data Domain システムについて
EMC Data Domain システムは、 スト レージ要件を 10 ～ 30 倍も減らすインライン重複排除機能を持つ、 ディス

ク ・ ベースのスト レージを提供しています。 

NetVault は、 EMC DD Boost ソフ トウェアを使った Data Domain システムのシームレスな統合手段を提供して

おり、 バックアップ ・ ウィ ンドウを最小限に抑えて最適化されたディスク ・ ベースのバックアップを実行しなが
ら、 ス ト レージ / ネッ トワーク帯域幅の要件を減らすことができます。

DD Boost のコンポーネン ト

DD Boost ソフ トウェアには、 2 つのコンポーネン トが含まれています。

• DD Boost ライブラリ ： このコンポーネン トは NetVault サーバー上で動作し、 Data Domain システム上
で動作する DD Boost サーバーと通信するためのインターフェイスを提供しています。

• DD Boost サーバー ： このコンポーネン トは Data Domain システム上で動作します。

メモ ： NetVault Starter Edition は DD Boost をサポート していません。
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DD Boostの機能

DD Boostは、以下の機能を提供しています。

• 分散セグメン ト処理 ： DD Boost は、 バックアップ ・ クライアン トまたはバックアップ ・サーバーの重複
排除処理の一部の負荷を軽減し、 このクライアン トまたはサーバーは一意のデータ ・ セグメン トのみを
Data Domain システムに送信することができます。 

分散セグメン ト処理には、 次のような利点があります。

▪ スト レージ ・ システムの総合的なバックアップ ・ スループッ ト を高め、 ネッ トワーク経由で転送
されるデータ量を減らします。 

▪ バックアップ ・サーバーのプロセッサ使用率を低下させます。 これは、 ネッ トワーク経由のデー
タ送信は、 分散重複排除処理よりも CPU を多く消費するためです。

この機能を利用しない場合、 DD Boost ライブラリはすべてのデータ （一意または冗長な） を Data 
Domain システムに送信して、 重複排除処理を行います。

• 高度な負荷分散とリンク ・ フ ェイルオーバー ： この機能により、 複数の Ethernet リンクを単一のグルー
プにまとめ、 バックアップ ・ アプリケーシ ョ ンに単一のインターフェイスを登録することができます。
Data Domain システムは、 複数インターフェイス上のバックアップ / リス トア ・ ジ ョ ブの負荷を自動的に
分散し、 グループ内のいずれかのインターフェイスが停止した場合には、 利用可能な他のインターフェ
イスにジ ョブを割り当てます。

• ファイルのレプリケーシ ョ ン ： ファイル ・ レベルのレプリケーシ ョ ンにより、 複数の DD Boost 対応
Data Domain システム間で重複排除されたデータを直接転送し、 これにより、 WAN の必要帯域幅を最大
99 パーセン ト減らすことができます。 Data Domain システムは、 バックアップ ・サーバー上のリソース
を何も使用せずに、 複製コピーを作成および転送します。

レプリケーシ ョ ンには、 オプシ ョ ンの DD Boost Replicator ライセンスが必要です。 このライセンスは、

関連するすべての Data Domain システムにインストールする必要があります。

ソースとターゲッ トの Data Domain システムで稼働している Data Domain OS のバージ ョ ンが異なる場

合にレプリケーシ ョ ンを成功させるには、 ターゲッ ト ・ システム側で上位バージ ョ ンの OS を稼働する必

要があります。

Data Domain システムの前提条件
NetVault サーバーに Data Domain システムを追加する前に、 以下の条件を満たしていることを確認します。

• Data Domain システムに DD Boost ライセンスをインストールする ： バックアップ / リス トアに Data 
Domain システムを使用するには、 必要な DD Boost ライセンスをインストールして、 Data Domain シス
テムで DD Boost を有効にする必要があります。

• DD Boost ユーザー ・ アカウン ト を作成する ： バックアップおよびリストア目的でデバイスにログオンす
るために使用する、 Data Domain システムに DD Boost ユーザー ・ アカウン ト を作成します。

• 必要な DD Boost 機能の設定 ： Data Domain システムで、 使用する機能を設定します。 DD Boost 機能の
有効化と設定についての詳細は、 『DD OS Administration Guide』 の 「DD Boost」 セクシ ョ ンを参照して
ください。

• 必要なファイアウォール ・ ポート を開く ： DD Boost バックアップおよびレプリケーシ ョ ンをファイア
ウォールをまたいで実行するには、 Data Domain システムの以下のポートを開く必要があります。

▪ TCP 2049 （NFS）

▪ TCP 2051 （レプリケーシ ョ ン）

▪ TCP 111 （NFS portmapper）

▪ TCP xxx （NFS マウン ト用に適切なポート を選択）

• Windows に Microsoft Visual C++ 2005 SP1 再頒布可能パッケージをインストールする ： Windows ベー
スの NetVault サーバーに、 Microsoft Visual C++ 2005 SP1 再頒布可能パッケージをインストールします。
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この要件は、 サポート しているすべての Windows プラッ ト フォームに適用されます。 Windows 上にこの
パッケージをインストールしないと、 DD Boost ライブラリのロードは失敗します。

• ネッ トワーク ・ タイムアウトの設定 ： バックアップ / リス トア ・ ジ ョ ブの完了までには、 多くの場合長時
間を要します。 DD Boost ライブラリは一時的なネッ トワーク中断から復帰することができますが、 デー
タ保護アプリケーシ ョ ンに設定されているタイムアウト値が小さすぎると、 データ保護アプリケーシ ョ
ン ・ システムのオペレーティング ・ システムが早期にジ ョブを中断してしまう可能性があります。 これ
を防止するために、 タイムアウトは、 30 分 （1800 秒） 以上に設定することをお勧めします。

Data Domain システムの追加
バックアップおよびリストア用に Data Domain システムを使用するには、 まず NetVault サーバーにデバイスを

追加する必要があります。 設定ウィザードを使って、 このデバイスを追加、 設定することができます。

Data Domain システムを NetVault サーバーに追加するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガイ ド付き設定］ をクリ ックして、 次に ［NetVault 設定ウィザード］

ページで ［ス ト レージ ・ デバイス追加］ をクリ ックします。

– または –

［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで ［デバイス管理］ をクリ ックして、 ［デバイスの追加］ をクリ ックします。

2 ［ス ト レージ ・ デバイス追加］ ページで ［Data Domain Boost デバイス］ オプシ ョ ンを選択し、 ［次へ］

をクリ ックします。

3 ［EMC DDBoost スト レージの追加］ ページで、 以下の詳細を指定します。

図 7. ［EMC DDBoost スト レージの追加］ ページ

表32. Data Domainシステムの追加

オプション 説明

ネッ トワーク名 /IP
アドレス

Data Domain システムの、 完全修飾ド メイン名 （FQDN） または IP アドレ

スを入力します。 
サーバーがホスト名を解決できない場合、 デバイスの追加は失敗します。

ユーザー名 バックアップおよびリストア目的でデバイスにログオンするために使用す
る、 DD Boost ユーザー ・ アカウン ト を指定します。 デバイスを NetVault
サーバーに追加する前に、 Data Domain システム上にユーザー ・ アカウン

トの作成が必要です。

パスワード ユーザー ・ アカウン トのパスワードを指定します。
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4 ［次へ］をクリックしてデバイスを追加します。

5 デバイスが正常に追加、初期化されると、メッセージが表示されます。

DD Boost コマンド
このセクシ ョ ンは、 Data Domain システムで DD Boost 機能を管理するために使用できる、 DD Boost コマンド

について簡単に説明しています。 これらのコマンドの説明についての詳細は、 『DD OS Administration Guide』 の

「DD Boost」 セクシ ョ ンを参照して ください。 GUI ベースの Enterprise Manager を使った DD Boost の設定方法

についての詳細は、 『DD OS Administration Guide』 を参照して ください。

DD Boostアクセス

• DD Boost アクセス ・ リス トにクライアン ト を追加する

ddboost access add clients <クライアント・リスト>

• DD Boost アクセス ・ リス トからクライアン ト を削除する

ddboost access del clients <クライアント・リスト>

コンテナ コンテナ名を入力します。 指定したコンテナが Data Domain システム上に

存在しない場合、 サーバーにデバイスを追加するときに NetVault によって

自動的に作成されます。 1 つの Data Domain システム上に複数のコンテナ

を構成できます。

NetVault に追加された各 Data Domain システムが、 コンテナを表していま

す。

ブロック ・ サイズ データ転送のブロック ・ サイズを入力または選択します。 ブロック ・ サイ
ズは KiB 単位で指定します。 デフォルトのブロック ・ サイズは 128KiB で

す。

ス ト リーム制限 この設定のデフォルト値は、 32 スト リームです。 この設定は、 コンテナを

追加したすべての NetVault サーバーに適用されます。 データ ・ ス ト リーム

数がコンテナに対して定義されている制限値を超えた場合、 メディア ・ マ
ネージャはエラー 「デバイス上のスト リームがあまりにも多過ぎます」 を
報告します。

ソフ ト ・ ス ト リーム制限には、 1 ～ 256 の任意の値を設定することができ

ます。 
複数の NetVault サーバーにコンテナを追加した場合は、 すべてのサーバー

に同じソフ ト ・ ス ト リーム制限を設定します。

強制追加 デバイスがすでに他の NetVault サーバーに同じ名前で追加されている場合

は、 ［強制追加］ チェ ック ・ ボックスを選択します。 このオプシ ョ ンは、 障
害復旧で NetVault サーバの再構築を行っている場合に役立ちます。

メモ ： Data Domain システムを追加すると、 NetVault によって、 デバイス上に複数のメ タデータ ・ ファイ

ルが作成されます。 Data Domain システムを追加した各 NetVault サーバーは、 それぞれ独自のメ タデー

タ ・ ファイル ・ セッ ト を作成します。 
NetVault では、 stats.stnz ファイルに Data Domain システムのデータ転送統計情報を出力します。 この

ファイルは nvstatsmngr プロセスによって使用されるため、 定期的に更新されるようにしてお く必要があ

ります。 ただし、 あまり頻繁に更新すると、 システムのパフォーマンスが大幅に低下する可能性がありま
す。 デフォルトでは、 NetVault は 5 秒ごと、 または 10 ブロックのデータが転送されるたびにファイルを

更新します。 このデフォルト設定は、 ［設定変更］ ページで変更できます。 詳細は、 「Foreign RAS デバイ

スの転送更新の設定」 を参照して ください。

表32. Data Domainシステムの追加

オプション 説明
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• DD Boost アクセス ・ リス ト を出荷時のデフォルトにリセッ トする

ddboost access reset

• DD Boost を有効にする

ddboost enable

• DD Boost を無効にする

ddboost disable

• DD Boost アクセス ・ リス ト を表示する

ddboost access show

• DD Boost ステータスを表示する （有効または無効）

ddboost status

• アクテ ィブなクライアン ト数および接続数を表示する

ddboost show connections

このコマンドは、アクティブなクライアント数、DD Boostが使用している接続数、および特定のグルー

プが使用している接続数を表示します。また、利用可能なインターフェイスの概要も提供しています。

• Data Domain システムからすべてのスト レージ ・ ユニッ トおよびその内容を削除する

ddboost destroy

このコマンドは、ストレージ・ユニットからすべてのデータを削除します。対応するカタログ・エント
リは手動で削除する必要があります。

DD Boostユーザー

• DD Boost ユーザーを設定する

ddboost set user-name <ユーザー名>

• 現在のユーザーを表示する

ddboost show user-name

• DD Boost ユーザーをリセッ トする

ddboost reset user-name

分散セグメント処理
• 分散セグメン ト処理を有効または無効にする

ddboost option set distributed-segment-processing {enabled | disabled}

• 分散セグメン ト処理オプシ ョ ンのステータスを表示する （有効または無効）

ddboost option show distributed-segment-processing

• 分散セグメン ト処理をデフォルトのオプシ ョ ン （有効） にリセッ トする

ddboost option reset distributed-segment processing

ファイルのレプリケーション
• ファイルのレプリケーシ ョ ンを有効にする

ddboost file-replication option set {encryption {enabled | disabled}| 
low-bw-optim {enabled | disabled}

以下の点に注意します。
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▪ ファイル ・ レプリケーシ ョ ンを有効にするには、 このオプシ ョ ンをソースおよびターゲッ ト Data 
Domain システムの両方に設定する必要があります。 このオプシ ョ ンは管理者のみが設定すること
ができます。

▪ 暗号化を使用するには、 ソース / ターゲッ トシステムの両方で encryption オプシ ョ ンを有効にす
る必要があります。

▪ 低帯域幅の最適化オプシ ョ ン （low-bw-optim） は、 合計帯域幅が 6Mbps 未満のネッ トワークに対
してのみ使用することをお勧めします。 このオプシ ョ ンはデフォルトで無効になっています。 最
大限のファイルシステム書き込みパフォーマンスを維持するには、 このオプシ ョ ンを無効にする
必要があります。

• 暗号化または低帯域幅最適化オプシ ョ ンのステータス （有効または無効） を表示する

ddboost file-replication option show [low-bw-optim]| [encryption]

• ファイル ・ レプリケーシ ョ ンの低帯域幅最適化または暗号化オプシ ョ ンをリセッ トする

ddboost file-replication option reset {low-bw-optim | encryption}

• ファイル ・ レプリケーシ ョ ン統計情報を表示する

ddboost file-replication show stats

• ファイル ・ レプリケーシ ョ ン統計情報をリセッ トする

ddboost file-replication reset stats

• DD Boost ファイル ・ レプリケーシ ョ ン転送のステータスを表示する

ddboost file-replication show active

• ソースおよびターゲッ ト ・ システム間のデータ転送履歴を表示する

ddboost file-replication show history [duration duration{day | hr}] 
[interval hr]

このコマンドは、 圧縮前および圧縮後のデータ量、 ネッ トワーク転送データ、 低帯域幅最適化係数、 お
よびエラー数を表示します。

インターフェイス・グループ（ifgroup）
• インターフェイスを追加する

ddboost ifgroup add interface <IPアドレス>

• グループからインターフェイスを削除する

ddboost ifgroup del <IPアドレス>

このコマンドを実行する前に、 削除するインターフェイスがバックアップ / リス トア ・ ジ ョ ブで使用され
ていないことを確認して ください。

• 高度な負荷分散とリンク ・ フ ェイルオーバーを有効化する

ddboost ifgroup enable

• 高度な負荷分散とリンク ・ フ ェイルオーバーを無効化する

ddboost ifgroup disable

• 高度な負荷分散とリンク ・ フ ェイルオーバーを削除して ifgroup を無効化する

ddboost ifgroup reset

このコマンドは、 ddboost ifgroup disable コマンドの実行後に複数の ddboost ifgroup del interface ipaddr
コマンドを実行する場合と同じです。

• ifgroup に追加されたインターフェイスを表示する

ifgroup show config

• リンクの合計ステータスを表示する

ifgroup status
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ストレージ・ユニット
• スト レージ ・ ユニッ ト を作成する

ddboost storage-unit create <ストレージ・ユニット名>

• スト レージ ・ ユニッ ト を削除する

ddboost storage-unit delete <ストレージ・ユニット名>

対応するカタログ・エントリは手動で削除する必要があります。

• すべてのスト レージ ・ ユニッ ト名または指定したスト レージ ・ ユニッ ト内のすべてのファイル名を表示
する

ddboost storage-unit show [compression] [storage-unitname]

すべてのストレージ・ユニットのオリジナルのバイト・サイズ、グローバル圧縮、およびローカル圧縮
を表示するには、compressionオプションを使用します。

統計情報
• エラー数も含めた読み取り - 書き込み統計情報の表示

ddboost show stats [interval seconds] [count count]

• ネッ トワーク接続が失われた場合、 すべての統計情報をリセッ トまたはすべてのジ ョブ接続をクリア

ddboost reset stats

Snapshot Array Manager
このセクションには、以下のトピックが含まれています。

• サポート されるスト レージアレイマネージャ

• 前提条件

• Snapshot Array Manager の追加

サポート されるスト レージアレイマネージャ
• Dell Enterprise Manager

• Huawei OceanStor Device Manager

• NetApp デバイスマネージャ

前提条件
Snapshot Array Managerを追加する前に、次の条件が満たされていることを確認し、考慮してください。

• NetVaultでは、Plug-in for FileSystemを使用したスナップショット・ベースのバックアップがサポートさ
れます。

• Dell Compellent スト レージ ・ センター ・バージ ョ ン 7.1.12.2 以降。 （NetVault バージ ョ ン 12.0 以降）

• Huawei OceanStor Device Manager バージ ョ ン V300R006C00 パッチバージ ョ ン SPC100 以降。
（NetVault バージ ョ ン 12.2 以降）

• NetApp ONTAP Device Manager バージ ョ ン 8.x ～ 9.x

• Dell Compellent ストレージアレイおよび Huawei OceanStor Device Manager では、Windows Server 2008R2、
2012、2012R2、および2016の各Windowsプラットフォームをサポートしています。
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Snapshot Array Manager の追加
アレイ ・ マネージャは、 ス ト レージ ・ センターを監視および管理するための集中管理コンソールを提供します。
スナップシ ョ ッ ト ・ ベースのバックアップおよびリストア用にスト レージ ・ アレイを使用するには、 サポート さ
れているデバイス ・ マネージャを Windows オペレーティング ・ システム上で実行されている NetVault サーバー
に追加する必要があります。

設定ウィザードを使って、 Enterprise Manager を追加および設定することができます。

Snapshot Array Manager を NetVault サーバーに追加するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガイ ド付き設定］ をクリ ックして、 次に ［NetVault 設定ウィザード］
ページで ［ス ト レージ ・ デバイス追加］ をクリ ックします。

– または –

［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで ［デバイス管理］ をクリ ックして、 ［デバイスの追加］ をクリ ックします。

2 ［ス ト レージ ・ デバイス追加］ ページで ［Snapshot Array Manager］ オプシ ョ ンを選択し、 ［次へ］ をク
リ ックします。

3 ［Snapshot Array Manager の追加］ ページで、 以下の詳細を指定します。

4 ［次へ］ をクリ ックしてデバイスを追加します。

5 Enterprise Manager が正常に追加、 初期化されると、 メ ッセージが表示されます。

仮想テープ・ライブラリ
このセクシ ョ ンには、 以下のトピックが含まれています。

• 仮想テープ ・ ライブラリについて

• 仮想テープ ・ ライブラリの検討事項

• 仮想テープ ・ ライブラリの作成と追加

• 前に作成した VTL の再追加

表33. Snapshot Array Managerの追加

オプション 説明

デバイスの表示名 Enterprise Managerの表示名を指定します。

Array Managerのタイプ ドロップダウンリストから、 サポート されているスト レージアレイマネー
ジャを選択します。

ネットワーク名/IP
アドレス

Enterprise Manager の完全修飾ド メイン名 （FQDN） または IP アドレスを
入力します。

サーバーがホスト名を解決できない場合、 Enterprise Manager の追加は失
敗します。

ネットワーク・ポート すべてのクライアン トから通信を受信するために、 サポート されているデ
バイスのポート番号を設定します。 サポート されているデバイス ・ マネー
ジャのデフォルトのポート番号は次のとおりです。

• Dell Enterprise Manager ： 3033
• Huawei OceanStor Device Manager ： 8088
• NetApp ONTAP Device Manager ： 443

Enterprise Manager で Web サーバーのポートを変更した場合は、 ポート番
号を指定します。

ユーザー名 Enterprise Manager へのログオンに使用するユーザー ・ アカウン ト を指定
します。

パスワード ユーザー ・ アカウン トのパスワードを指定します。
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仮想テープ ・ ライブラリについて
VTL （Virtual Tape Library、 仮想テープ ・ ライブラリ） は、 ディスク上のテープ ・ ライブラリをエミ ュレート し
ます。 VTL は、 NetVault にライセンス可能なオプシ ョ ンと して含まれています。 

VTL を使用すると、 ディスクへのバックアップを迅速に実行する柔軟性が備わり、 ピークとなる時間帯を外して
バックアップをオフサイ トでスト レージする物理デバイスにコピーまたは移行することができます。 メディア ・
マネージャでは、 仮想テープと物理テープを区別しません。 したがって、 リ タイア期間やローテーシ ョ ン ・ ス
キームなどを含め、 同じプロセスを使用してバックアップ ・ ポリシーを設定することができます。

VTL はディスク上ではディレク ト リ と して表示されます。 各 VTL には、 drives、 slots、 および media の 3 つの
ディレク ト リがあります。 これらのディ レク ト リには、 い くつかのサブディ レク ト リが含まれています。 仮想ド
ライブは、 drives サブディレク ト リ内にファイルとして存在しています。 これらのファイルにはメディア ・
ファイルへのリンクが含まれます。 仮想テープは、 media ディレク ト リ内にメディア ・ ファイルとして存在して
います。 仮想テープがスロッ ト と ド ライブ間で移動すると、 メディア ・ ファイル自体は media ディレク ト リ内
に残り、 ド ライブ ・ ファイルとスロッ ト ・ ファイルが変更されメディアの移動をエミ ュレート します。

VTL は同時に多くの NetVault クライアン ト ・ バックアップを処理することができます。 物理ライブラリ と同様、
VTL に含まれるドライブ数によって同時に実行できる操作数が変わります。 スロッ ト数は設定されたドライブ数
と同じ、 またはそれ以上である必要があります。 オペレーティング ・ システムによって最大ファイル ・サイズの
限度が異なり、 最大 VTL メディア ・ サイズに影響してきます。

クラウドへの直接保存のサポート
リ リース 12.3 以降、 NetVault では、 物理ドライブを仮想テープに変換してテープハードウェアをエミ ュレート
する StarWind Virtual Tape Library （StarWind VTL） をサポート しています。 また、 SMB3、 NFSv4.1、 iSCSI な
どの標準アップリンクプロ ト コルをサポート しており、 ほとんどの仮想環境で動作します。

StarWind VTL は、 Microsoft Azure Marketplace、 AWS Marketplace、 およびオンプレ ミスアプライアンスで利用
できます 

NetVault では、 次のいずれかのスト レージサービスプロバイダを介して、 StarWind VTL によるパブリ ックおよ
びプライベートのクラウドオブジェク トス ト レージレプリケーシ ョ ンをサポート しています。

• Amazon S3 および Amazon Glacier

• Amazon S3 互換

• BlackBlaze B2 クラウドス ト レージ

• Microsoft Azure クラウドス ト レージ

• Wasabi クラウドス ト レージ

仮想テープ ・ ライブラリの検討事項
VTL の作成や追加を行う前に、 以下の情報を確認する必要があります。

• NetVault では VTL を作成する前に、 ディスク空き容量をチェ ックしてターゲッ ト ・ ディスクに新規 VTL
用の十分な空き容量があることを確認します。 

通常のファイル ・ システムでは、 ディスク空き容量チェ ック機能を使用して VTL 作成中のエラーを回避
することができます。 サードパーティの重複排除アプライアンスまたは圧縮ファイル ・ システムに VTL
を作成する場合は、 この機能を無効化する必要があります。 詳細は、 「ディスク ・ デバイス ・ プラグイン
のデフォルトの設定」 を参照して ください。

• ディスク容量チェ ック中は、 以下のようにしてディスクに必要な空き容量が計算されます。

スロット数×メディア容量＋<x>

ここで<x>は、以下の要件を考慮した追加のディスク空き容量です。

メモ ： VTL は、 ファイル ・ システム （NTFS、 UFS、 ext3 など） およびディスク ・ システム （IDE、 SCSI、
iSCSI など） には依存しませんが、 リムーバブル ・ ド ライブに常駐するファイル ・ システムはサポート し
ていません。
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▪ VTL のディレク ト リ構造の作成に必要なディスク空き容量。 この要件は、 ファイル ・ システムに
よって異なります。

▪ システム上で実行中のその他のアプリケーシ ョ ンに必要なディスク空き容量。

デフォルトで、追加のディスク空き容量の要件は 20 MB に設定されています。このスケジュールの変更

についての詳細は、「ディスク・デバイス・プラグインのデフォルトの設定」を参照してください。

• ターゲッ ト ・ ディスクに、 指定した VTL に対応できる十分な領域がない場合は、 デバイス ・ エミ ュレー
シ ョ ン ・ プロセスは終了し、 メ ッセージが表示されます。

仮想テープ ・ ライブラリの作成と追加
設定ウィザードを使用して、 NetVault サーバーまたは SmartClient に仮想テープ ・ ライブラリを作成できます。

VTL の作成時には、 仮想テープ ・ ド ライブやスロッ トの数を選択し、 仮想テープのサイズを指定することができ

ます。 デバイスの作成後、 サーバーに自動的に追加されます。

仮想テープ ・ ライブラリを作成、 追加するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガイ ド付き設定］ をクリ ックして、 次に ［NetVault 設定ウィザード］

ページで ［ス ト レージ ・ デバイス追加］ をクリ ックします。

– または –

［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで ［デバイス管理］ をクリ ックして、 ［デバイスの追加］ をクリ ックします。

2 ［ス ト レージ ・ デバイス追加］ ページで ［仮想テープ ・ ライブラリ / メディア ・ チェンジャ］ オプシ ョ ン

を選択し、 ［次へ］ をクリ ックします。

3 NetVault マシンのリストから、 デバイスを作成するマシンを選択し、 ［次へ］ をクリ ックします。

4 ［仮想テープ ・ ライブラリの追加］ ページで、 以下の詳細を指定します。

図 8. ［仮想テープ ・ ライブラリの追加］ ページ
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表34. 仮想テープ・ライブラリの追加

5 ［次へ］をクリックしてデバイスを作成、追加します。

6 デバイスが正常に追加、初期化されると、メッセージが表示されます。

前に作成した VTL の再追加
設定ウィザードを使用して、 以前に作成した仮想テープ ・ ライブラリを見つけ、 そのデバイスをサーバーに追加
できます。 この方法を使用して、 サーバーから削除されたデバイスを追加できます。

前に作成した VTL を再追加するには ：

1 デバイス設定ウィザードを開始します。 

2 ［ス ト レージ ・ デバイス追加］ ページで、 ［仮想テープ ・ ライブラリ / メディア ・ チェンジャ］ オプシ ョ ン

と ［以前生成された仮想デバイスを再追加］ チェ ック ・ ボックスを選択します。

3 NetVault マシンのリストから、 デバイスが作成されたマシンを選択します。 ［次へ］ をクリ ックして、 選

択したクライアン ト をスキャンして、 検出された VTL を表示します。

4 ［デバイス］ リス トで、 追加するデバイスを選択して、 ［次へ］ をクリ ックします。

デバイスが正常に追加、 初期化されると、 メ ッセージが表示されます。

オプション 説明

新規デバイスを作成する
ディスク上の位置を選択

VTL を作成する場所を入力するか、 ［参照］ ボタンを使用して場所を選択

します。 
場所を入力するときに、 そのパスが、 選択したマシン上ですでに作成され
ていることを確認します。 NetVault では、 このパスに含まれていないディ

レク ト リは自動的に作成されません。

パスを作成するには、 ［参照］ をクリ ックし、 親フォルダを選択して、 ［新
しいフォルダの追加］ をクリ ックします。 ［OK］ をク リ ックすると、 新し

いフォルダが親フォルダに追加され、 新しいデバイスの場所として使用で
きます。

デバイス名を選択 デバイスの一意の名前を指定します。

メモ ： VTL 名には非ラテン語系の文字を使用できません。

デバイスの表示名 デバイスの表示名を指定します。

5 文字のメディア ・バー

コード ・ プリフ ィ ッ クスを
選択

NetVault サーバーは、 自動的にバーコード ・ プリフ ィ ッ クスを生成し、 そ

れを VTL メディアに割り当てます。 これを変更する場合は、 デバイスに対

する一意のコードを入力します。

メディア容量指定 仮想テープのサイズを入力または選択します。 メディア ・ サイズは GiB 単

位で指定します。 各スロッ トには指定サイズのメディアが含まれます。 デ
フォルト値は、 32GiB です。

ド ライブ数の選択 VTL のドライブ数を入力または選択します。 最大 100 ド ライブを作成する

ことができます。 デフォルト値は、 2 ド ライブです。

スロッ ト数の選択 メディアを保持する合計スロッ ト数を入力または選択します。 最大 999 の

スロッ ト を指定することができます。 デフォルト値は、 16 スロッ トです。

メモ ： VTL 作成にかかる時間は、 VTL に指定されたメディア容量およびスロッ ト数によって異なり

ます。 必要な時間は VTL サイズに比例します。
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仮想単体ドライブ
このセクシ ョ ンには、 以下のトピックが含まれています。

• 仮想単体ドライブについて

• 仮想単体ドライブの作成と追加

仮想単体ドライブについて
仮想単体ドライブは、 ディスク上のテープ ・ ド ライブをエミ ュレート します。 仮想単体ドライブは、 NetVault に
ライセンス可能なオプシ ョ ンと して含まれています。 

仮想単体ドライブを使用すると、 ディスクへのバックアップを迅速に実行する柔軟性が備わり、 ピークとなる時
間帯を外してバックアップをオフサイ トでスト レージする物理デバイスにコピーまたは移行することができま
す。 メディア ・ マネージャでは、 仮想テープと物理テープを区別しません。 したがって、 リ タイア期間やロー
テーシ ョ ン ・ スキームなどを含め、 同じプロセスを使用してバックアップ ・ ポリシーを設定することができま
す。 仮想単体ドライブはディスク上ではディレク ト リ と して表示されます。 仮想テープは、 ディ レク ト リ内にメ
ディア ・ ファイルとして存在しています。 

仮想単体ドライブの作成と追加
設定ウィザードを使用して、 NetVault サーバーまたは SmartClient に仮想単体を作成できます。 デバイスの作成

時、 仮想テープのサイズを指定できます。 デバイスの作成後、 サーバーに自動的に追加されます。

仮想単体ドライブを作成、 追加するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガイ ド付き設定］ をクリ ックして、 次に ［NetVault 設定ウィザード］

ページで ［ス ト レージ ・ デバイス追加］ をクリ ックします。

– または –

［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで ［デバイス管理］ をクリ ックして、 ［デバイスの追加］ をクリ ックします。

2 ［ス ト レージ ・ デバイス追加］ ページで ［シングル仮想ディスク ・ デバイス］ オプシ ョ ンを選択し、 ［次
へ］ をクリ ックします。

3 NetVault マシンのリストから、 デバイスを作成するマシンを選択し、 ［次へ］ をクリ ックします。

4 ［シングル仮想ディスク ・ デバイス］ ページで、 以下の詳細を指定します。

図 9. ［シングル仮想ディスク ・ デバイス］ ページ
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5 ［次へ］をクリックしてデバイスを作成、追加します。

6 デバイスが正常に追加、初期化されると、メッセージが表示されます。

共有仮想テープ・ライブラリ
このセクシ ョ ンには、 以下のトピックが含まれています。

• 共有仮想テープ ・ ライブラリについて

• SVTL の検討事項

• SVTL の前提条件

• SVTL の作成と追加

• 前に作成した SVTL の再追加

共有仮想テープ ・ ライブラリについて
NetVault 共有仮想テープ ・ ライブラリ （SVTL） では、 VTL を複数の NetVault マシンと共有して LAN を使用せ

ずにバックアップすることができ、 これによって VTL 実装が拡張されます。 

SVTL は、 以下のプラッ ト フォームでサポート されています。 

• Windows

• Linux （x86 および x86-64）

• Solaris （SPARC および x86-64）

インターフェイスは、 ファイバ ・ チャネル、 iSCSI、 または SCSI を使用することができます。 Linux および

Solaris プラッ ト フォームでは、 SCSI_FCP プロ ト コルもサポート されています。 ディスクは任意のサイズにす

ることができます。 ただし、 オペレーティング ・ システムによる制約が適用されます。 SVTL サイズは実行時に

CLI ユーティ リテ ィ を使用して変更することができます。

表35. 仮想単体ドライブの追加

オプション 説明

新規デバイスを作成する
ディスク上の位置を選択

デバイスを作成する場所を指定します。 
そのパスが、 選択したマシン上ですでに作成されていることを確認します。
NetVault では、 このパスに含まれていないディ レク ト リは作成しません。

デバイス名を選択 デバイスの一意の名前を指定します。

メモ ： 単一の仮想ディスクデバイス名には、 非ラテン語系の文字を使用で
きません。

5 文字のメディア ・

バーコード ・ プリフ
ィ ッ クスを選択

NetVault サーバーは、 自動的にバーコード ・ プリフ ィ ッ クスを生成し、 そ

れを仮想テープに割り当てます。 これを変更する場合は、 デバイスに対す
る一意のコードを入力します。

メディア容量指定 仮想テープのサイズを入力または選択します。 メディア ・ サイズは GiB 単

位で指定します。 ディスク上に仮想メディアを作成するための十分な容量
があることを確認します。 デフォルト値は、 32GiB です。 
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図10. SVTL

SVTL の検討事項
SVTLを設定する前に、以下の点に注意する必要があります。

• SVTL のサイズは、 ディスク ・ サイズによって異なります。 したがって、 SVTL のサイズ要件に合うディ
スクを選択する必要があります。

• ディスクが、 SVTL にアクセスするすべてのクライアン トに物理的に接続されていることを確認します。
SVTL の仮想ドライブ数は、 SVTL にアクセスするマシン数に応じて異なります。 ただし、 現在ディスク
に接続されているマシン数によって制限はされません。 将来の使用に備えて、 追加デバイスを設定する
ことができます。

• 仮想アーム ・ チェンジャを制御するマシンを選択します。 SVTL ド ライブは複数のクライアン ト間で共有
または分散できますが、 仮想アーム ・ チェンジャを制御するクライアン トは 1 つのみです。

SVTL の前提条件
SVTLを作成する前に、以下の条件を満たしていることを確認します。

• 一般的な要件

• Linux ベースのシステムでの Raw I/O の設定

• Red Hat Linux への Raw I/O の設定

• Red Hat Enterprise Linux 5 以降への Raw I/O の設定

• SUSE Linux への Raw I/O の設定

一般的な要件
• SVTL を共有するすべての NetVault クライアン トにディスク ・ アレイを接続します。 インターフェイス

には、 ファイバ ・ チャネル、 iSCSI、 または SCSI を使用することができます。 Linux および Solaris プ
ラッ ト フォームでは、 SCSI_FCP プロ ト コルもサポート されています。



Quest NetVault 13.1.2 アド ミニスト レーターズ ・ ガイ ド

ス ト レージ ・ デバイスの設定
119

• SVTL と して、 パーティシ ョ ンまたはボリュームがマウン ト されていない未フォーマッ トのディスクを使
用します。 ハード ・ ディスク上のパーティシ ョ ンは SVTL と して機能しません。 追加要件には、 以下の
ものが含まれます。

▪ ディスクは複数のインターフェイスを使用できる必要があります。

▪ Windows の場合、 取り出し不可のディスクはすべて SVTL と して機能することができます。

▪ NetVault では、 マルチパス、 パワーパス、 またはソフ トウェアの RAID テク ノロジはサポート さ
れていません。

• Windows の場合は、 ディスクまたは LUN 上の既存のボリュームを削除してから、 そのディスクまたは
LUN を使用して SVTL を作成します。

• Windows 2008、 Windows 7、 および Windows Vista の場合は、 「ディスクの管理」 管理ユーティ リテ ィ を
使用してディスクをオンラインにします。 ディスクの初期化を促すプロンプ トが表示されたら、 「いい
え」 を選択します。 これらの手順を実行しないと、 NetVault ではディスク上に SVTL を作成できません。

• Linux の場合は、 Raw I/O を実行する前に、 Raw デバイス ・ ノードのプールを 1 つのブロック ・ デバイス
にバインド します。 また、 デバイス接続情報をブロックする Raw のセン ト ラル ・ リポジト リ と して機能
する Raw デバイス ・ コン ト ローラがあります。

バインドは、 通常、 raw という Linux ディスト リビュータが提供するユーティ リテ ィ を使用して実行され
ます。

• SVTL をホストするかドライブを共有する Solaris システムの /kernel/drv/sd.conf ファイルで、 該当する
ディスクまたはボリュームの SCSI ID と LUN の値を指定します。 この要件は、 SAN 上のディスクまたは
RAID ボリュームを使用する場合にのみ適用されます。 次の形式で値を指定します。 

name="sd" class="scsi" target=6 lun=5;

• Solaris システムの場合は、 ハード ・ ディスクに 「Backup」 という名前の単一の大きなパーティシ ョ ンを
作成します。 該当するコマンドを利用して、 単一パーティシ ョ ンを含めることができるようにターゲッ
トのハード ・ ディスクを設定します。

• 仮想アーム ・ チェンジャを制御するクライアン ト を決定します。

LinuxベースのシステムでのRaw I/Oの設定

LinuxベースのシステムにRaw I/Oを設定するには、以下が必要です。

• 1 つ以上の空き IDE または SCSI ディスク ・ パーティシ ョ ン

• /dev/rawctl または /dev/raw という Raw デバイス ・ コン ト ローラ。 コン ト ローラが存在しない場合は、
以下のコマンドを入力してシンボリ ック ・ リンクを作成します。

ln -s /dev/your_raw_dev_ctrl /dev/rawctl

以下の例は、 Linux に Raw I/O を設定する方法を示したものです。

1 プロンプ トに以下のコマンドを入力して、 devices.txt ファイルの情報を表示します。 このファイルは、
/usr/src/linux/Documentation ディレク ト リにあります。

ls /dev/rawctl

– または –

ls /dev/raw/raw1

2 root と してログインし、 以下のコマンドを入力してデバイスを作成します。

mknod /dev/rawctl c 162 0

3 以下の権限を設定します。

crw-rw

/dev/raw/raw1 および /dev/raw/raw2 が必要な場合は、 devices.txt ファイルに一覧された適切な数字を使用し
て同じ手順に従い、 同じ権限を設定します。
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Red Hat LinuxへのRaw I/Oの設定

以下の例は、 Red Hat Linux に Raw I/O を設定する方法を示したものです。 使用する Raw パーティシ ョ ンは

/dev/sda です。

1 次の例に示すように、 このパーティシ ョ ンの 4096 バイ トのページ数を計算します。

fdisk /dev/sda

Disk /dev/sda: 255 heads, 63 sectors, 1106 cylinders

Units = cylinders of 16065 * 512 bytes

num_pages = floor( ((1106-524+1)*16065*512)/4096 )

num_pages = 11170736

2 未使用の Raw デバイス ・ ノードをこのパーティションに接続します。 バインドは、 マシンを再起動するた

びに実行する必要があります。 このコマンドを実行するには、 root としてログインする必要があります。

raw /dev/raw/raw1 /dev/sda

3 固定バインドのために、 /etc/sysconfig/rawdevices ファイルを開いて以下の行を追加します。

dev/raw/raw1 /dev/sda

システムを再起動するか、または次のコマンドを入力します。

/etc/rc.d/init.d/rawdevices start

4 Raw デバイス ・ コン ト ローラとディスク ・ パーティシ ョ ンに適切な読み取り権限を設定します。 Raw デ

バイスに適切な読み取りおよび書き込み権限を設定します。

Red Hat Enterprise Linux 5以降へのRaw I/Oの設定

Raw デバイス ・ インターフェイスは Red Hat Enterprise Linux 5 では廃止されています。 現在、 Raw デバイス ・

マッピングは、 udev ルールを使用して実行されています。 Raw デバイスを正し く マッピングするには、 適切な

エン ト リを以下の形式で /etc/udev/rules.d/60-raw.rules ファイルに追加します。

• デバイス名の場合 ：

ACTION=="add", KERNEL=="<デバイス名>", RUN+="/bin/raw /dev/raw/rawX %N"

• メジャーまたはマイナー番号の場合 ：

ACTION=="add", ENV{MAJOR}=="A", ENV{MINOR}=="B", RUN+="/bin/raw /dev/raw/rawX 
%M %m"

ここで、 < デバイス名 > は、 バインドするデバイスの名前です （例 ： /dev/sda1）。 A と B は、 バインドするデバ

イスのメジャーまたはマイナー番号です。 X は、 システムが使用する raw デバイス番号です。

大きな既存の /etc/sysconfig/rawdevices ファイルがある場合は、 以下のスクリプ トで変換します。

#!/bin/sh
grep -v "^ *#" /etc/sysconfig/rawdevices | grep -v "^$" |
while read dev major minor;
do
if [-z “$minor”]; then
echo “ACTION==\”add\”, KERNEL==\”${major##/dev/}\”,
RUN+=\\”/bin/raw $dev%N\"“
else
echo “ACTION==\”add\”, ENV{MAJOR}==\”$major\”,
ENV{MINOR}==\”$minor\”, RUN+=\\”/
bin/raw $dev%M%m\”$dev%M%m\””
fi
done
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SUSE LinuxへのRaw I/Oの設定
SUSE Linux では、 Raw ディスク ・ パーティシ ョ ンを /etc/raw ファイルで管理します。 このプレーン ・ テキス
ト ・ ファイルには、 指定可能な設定のコメン ト と例が記述されています。 Raw デバイスを作成したら、
/etc/init.d/raw スクリプ トによって起動することにより、 その Raw デバイスをバインド します。
chkconfig(8) ユーティ リテ ィ を使用して、 再起動後に Raw デバイスがバインド されるようにします。

SVTL の作成と追加
設定ウィザードを使って、 SVTL を作成、 追加することができます。 SVTL の作成時には、 任意の数の仮想テー
プ ・ ド ライブやスロッ ト を選択し、 メディア容量を指定することができます。 デバイスの作成後、 ド ライブを異
なるクライアン トに割り当てるか、 または複数のクライアン ト内でド ライブを共有できます。

SVTLを作成するには：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガイ ド付き設定］ をクリ ックして、 次に ［NetVault 設定ウィザード］
ページで ［ス ト レージ ・ デバイス追加］ をクリ ックします。

– または –
［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで ［デバイス管理］ をクリ ックして、 ［デバイスの追加］ をクリ ックします。

2 ［ス ト レージ ・ デバイス追加］ ページで ［共有仮想テープ ・ ライブラリ］ オプシ ョ ンを選択し、 ［次へ］
をクリ ックします。

3 NetVault マシンのリストから、 デバイスを作成するマシンを選択し、 ［次へ］ をクリ ックします。

4 ［共有仮想テープ ライブラリの追加］ ページで、 以下の詳細を指定します。 

5 SVTL のディスク容量要件を判断するには、 ［必要なサイズの計算］ をクリ ックします。 必要なディス
ク ・ サイズが実際のディスク ・ サイズを超えている場合は、 メディア ・ アイテムと メディアの容量を減
らします。

6 ［OK］ をク リ ックします。

オプション 説明

ライブラリ・デバイス 対象となるド ライブを選択します。 リス トには、 オペレーティング ・ シス
テムに応じて、 以下の項目が含まれます。

• Windows ： PhysicalDrive1、 PhysicalDrive2 など

• Linux ： /dev/raw/raw1、 /dev/raw/raw2 など

• Solaris ： /dev/rdsk/c0t0d0s0、 /dev/rdsk/c1t1d0s0 など

デバイスの説明 ディスク ・ タイプを表示します。

デバイス・サイズ ディスク ・ サイズを表示します。

デバイス・ブロック・
サイズ

ブロック ・ サイズを表示します。

以前にSVTLとしてフォー
マットされましたか? 

選択したディスクが以前に SVTL と してフォーマッ ト されたかどうかを示
します。

バーコード・プリ
フィックス

NetVault サーバーは自動的にバーコード ・ プリフ ィ ッ クスを生成し、 それ
をデバイスが使用するメディアに割り当てます。 これを変更する場合は、
デバイスに対する一意のコードを入力します。

ドライブ数 SVTL のドライブ数を入力または選択します。 ド ライブ数は現在ディスク
に接続されている NetVault クライアン ト数より多くすることができます。
将来、 追加ドライブを使用してより多くのクライアン トに接続することが
できます。

メディア・アイテムの数 メディアを保持する合計スロッ ト数を入力または選択します。

メディアの容量 メディア ・サイズを入力または選択します。 メディア ・ サイズは MiB 単位
で指定します。 
SVTL の作成時、 NetVault は、 数メガバイ トの領域を使用して、 ディスク
上の SVTL に関する情報を保存します。 メディア容量を設定する際には、
この点を考慮する必要があります。
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7 SVTL を作成するために、 NetVault は指定されたディスクをフォーマッ ト します。 この手順を完了するに

は、 以下の情報を指定します。 

▪ ［パスワード］ ： サーバーの NetVault パスワードを入力します。

▪ ［確認フレーズ］ ： テキスト 「FORMAT SVTL」 を入力します。

［フォーマッ ト］ をクリ ックしてディスクをフォーマッ ト し、 SVTL を作成します。

8 SVTL が作成され、 テープ ・ ド ライブが自動的に検出され、 適切なスト レージ ・ ベイに割り当てられる

と、 メ ッセージが表示されます。

すべてのドライブをステップ 3 で選択したクライアン トで制御する場合は、 このデフォルト設定を使用

することができます。 この場合は、 ［ライブラリ追加］ をクリ ックします。 情報メ ッセージが表示されま
す。 メ ッセージを閉じて、 設定ウィザードを終了します。

9 ド ライブを別のクライアン トに割り当てる、 または複数のクライアン トでド ライブを共有するには、 ［ド
ライブを手動で追加］ をクリ ックして、 以下の手順に従います。

a ［マシンを選択］ テーブルで、 ド ライブが接続されているクライアン ト を選択します。 デバイスが
複数のクライアン トに接続されている場合は、 いずれかのクライアン ト を選択します。 ［次へ］ を
クリ ックして、 選択したクライアン ト をスキャンして、 接続されているデバイスのリスト を表示
します。

b ［ベイのド ライブを選択］ テーブルで、 追加するデバイスを選択して、 ［次へ］ をクリ ックします。

c デバイスが複数のクライアン トに接続されている場合 （たとえば、 SAN 設定で）、 ［マシンを選

択］ テーブルにはすべてのホスト ・ クライアン トが記載されます。 複数のクライアン トでド ライ
ブを共有するには、 ［マシンを選択］ テーブルで他のクライアン ト を選択して、 ［次へ］ をクリ ッ
クします。

d ド ライブが選択したクライアン トに正常に割り当てられると、 メ ッセージが表示されます。

ライブラリに他のドライブを手動で割り当てるには、 ［デバイスをさらに追加］ をクリ ックし、 ス
テップ a からステップ c を繰り返します。

他の任意のドライブを追加しない場合は、 設定ウィザードを終了します。

前に作成した SVTL の再追加
設定ウィザードを使用して、 以前に作成した SVTL を見つけ、 そのデバイスをサーバーに追加できます。 この方

法を使用して、 サーバーから削除されたデバイスを追加できます。

前に作成した SVTL を再追加するには ：

1 デバイス設定ウィザードを開始します。 

2 ［ス ト レージ ・ デバイス追加］ ページで、 ［共有仮想テープ ・ ライブラリ］ オプシ ョ ンと ［以前生成され
た仮想デバイスを再追加］ チェ ック ・ ボックスを選択します。

3 NetVault マシンのリストから、 デバイスが作成されたマシンを選択します。 ［次へ］ をクリ ックして、 選

択したクライアン ト をスキャンして、 検出された SVTL のリスト を表示します。

4 ［デバイス］ リス トで、 追加するデバイスを選択して、 ［次へ］ をクリ ックします。

5 SVTL が追加され、 テープ ・ ド ライブが自動的に検出されて適切なスト レージ ・ ベイに割り当てられる

と、 メ ッセージが表示されます。

すべてのドライブをステップ 3 で選択したクライアン トで制御する場合は、 このデフォルト設定を使用

することができます。 この場合は、 ［ライブラリ追加］ をクリ ックします。 情報メ ッセージが表示されま
す。 メ ッセージを閉じて、 設定ウィザードを終了します。

メモ ： 任意のベイをスキップして次のベイを設定するには、 ［ベイを空のままにします］ をクリ ッ
クします。
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6 ド ライブを別のクライアン トに割り当てる、 または複数のクライアン トでド ライブを共有するには、 ［ド
ライブを手動で追加］ をクリ ックして、 以下の手順に従います。

a ［マシンを選択］ テーブルで、 ド ライブが接続されているクライアン ト を選択します。 デバイスが
複数のクライアン トに接続されている場合は、 いずれかのクライアン ト を選択します。 ［次へ］ を
クリ ックして、 選択したクライアン ト をスキャンして、 接続されているデバイスのリスト を表示
します。

b ［ベイのド ライブを選択］ テーブルで、 追加するデバイスを選択して、 ［次へ］ をクリ ックします。

c デバイスが複数のクライアントに接続されている場合 （たとえば、 SAN 設定で）、 ［マシンを選択］

テーブルにはすべてのホスト ・ クライアントが記載されます。 複数のクライアントでドライブを共
有するには、 ［マシンを選択］ テーブルで他のクライアントを選択して、 ［次へ］ をクリ ックします。

d ド ライブが選択したクライアン トに正常に割り当てられると、 メ ッセージが表示されます。

ライブラリに他のドライブを手動で割り当てるには、 ［デバイスをさらに追加］ をクリ ックし、 ス
テップ a からステップ c を繰り返します。

他の任意のドライブを追加しない場合は、 設定ウィザードを終了します。

物理テープ・デバイス
このセクシ ョ ンには、 以下のトピックが含まれています。

• 単体テープ ・ ド ライブの追加

• テープ ・ ライブラリの追加

前提条件
テープデバイスを追加する前に、 お使いのオペレーティングシステム （OS） で NetVault のデフォルト設定がサ

ポート されているかどうかを確認して ください。 

デフォルトのド ライブ転送バッファサイズオプシ ョ ンの変更
NetVault では、［ドライブ転送バッファサイズ］オプションはデフォルトで 8 MiB に設定されています。この設

定が、お使いのシステムでサポートされていることを確認してください。この値が大きすぎる場合は、以下の手
順に従って、テンプレートファイルでこの値を 257 KiB に変更します。

［ド ライブ転送バッファ ・ サイズ］ オプシ ョ ンのデフォルト設定を変更するには ：

1 drives.tplファイルをテキスト・エディタで開きます。 

このファイルは、Windowsでは<NetVault home>\devices\drives、LinuxおよびUNIXでは<NetVault 
home>/devices/drivesにあります。

2 [Device:Total Buffer Size] セクションで、Valueを257に設定します。 

例：

Value = 257

3 変更を保存して、ファイルを閉じます。

メモ ： 任意のベイをスキップして次のベイを設定するには、 ［ベイを空のままにします］ をクリ ッ
クします。

メモ ： ［ド ライブ転送バッファ ・ サイズ］ が大きすぎて、 NetVault が転送バッファを割り当てることがで

きない場合は、 テープ ・ デバイスを使用するバックアップ ・ ジ ョ ブのパフォーマンスが低下します。
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単体テープ ・ ド ライブの追加
設定ウィザードを使って、 単体テープ ・ ド ライブを追加、 設定することができます。 複数のホストに接続されて
いる場合、 ウィザードを使用して共有アクセス用にデバイスを設定できます。

単体テープ・ドライブをNetVaultサーバーに追加するには：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガイ ド付き設定］ をクリ ックして、 次に ［NetVault 設定ウィザード］

ページで ［ス ト レージ ・ デバイス追加］ をクリ ックします。

– または –

［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで ［デバイス管理］ をクリ ックして、 ［デバイスの追加］ をクリ ックします。

2 ［ス ト レージ ・ デバイス追加］ ページで ［シングル物理テープ ・ デバイス］ オプシ ョ ンを選択し、 ［次へ］
をクリ ックします。

3 NetVault クライアントのリストから、 ターゲッ ト ・ デバイスに物理的に接続しているクライアントを選択

します。 デバイスが複数のクライアントに接続されている場合は、 いずれかのクライアントを選択します。 

［次へ］ をクリ ックして、 選択したクライアン ト をスキャンして、 接続されているデバイスのリスト を表
示します。

4 ［ド ライブの選択］ テーブルで、 追加するデバイスを選択します。

［デバイスの表示名］ ボックスで、 テープ ・ ライブラリの表示名を指定します。

［次へ］ をクリ ックします。

5 デバイスが複数のクライアン トに接続されている場合 （たとえば、 SAN 設定で）、 ［マシンを選択］ テー

ブルにはすべてのホスト ・ クライアン トが記載されます。 複数のクライアン トでド ライブを共有するに
は、 ［マシンを選択］ テーブルでクライアン ト を選択して、 ［次へ］ をクリ ックします。

ド ライブが単一のクライアン トに接続されている場合、 このページは表示されません。

6 デバイスが正常に追加、 初期化されると、 このページにメ ッセージが表示されます。

テープ ・ ライブラリの追加
設定ウィザードを使って、 物理テープ ・ ライブラリを追加、 設定することができます。 複数のホストに接続され
ている場合、 ウィザードを使用して共有アクセス用にデバイスを設定できます。

テープ・ライブラリをNetVaultサーバーに追加するには：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガイ ド付き設定］ をクリ ックして、 次に ［NetVault 設定ウィザード］

ページで ［ス ト レージ ・ デバイス追加］ をクリ ックします。

– または –

［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで ［デバイス管理］ をクリ ックして、 ［デバイスの追加］ をクリ ックします。

2 ［ス ト レージ ・ デバイス追加］ ページで ［テープ ・ ライブラリ / メディア ・ チェンジャ］ オプシ ョ ンを選

択し、 ［次へ］ をクリ ックします。

メモ ： Windows ベースのマシンの場合は、 デバイスを NetVault サーバーに接続する前に、 リムーバブル ・

ス ト レージ ・サービスを無効にする必要があります。 このサービスの無効化の詳細については、 『Quest 
NetVault インスト レーシ ョ ンガイ ド』 を参照して ください。

メモ ： Windows ベースのマシンの場合は、 デバイスを NetVault サーバーに接続する前に、 リムーバブル ・

ス ト レージ ・サービスを無効にする必要があります。 このサービスの無効化の詳細については、 『Quest 
NetVault インスト レーシ ョ ンガイ ド』 を参照して ください。
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3 NetVault クライアン トのリストから、 ターゲッ ト ・ デバイスに物理的に接続しているクライアン ト を選

択します。 デバイスが複数のクライアン トに接続されている場合、 ライブラリ ・ コン ト ローラとして指
定するクライアン ト を選択します。

［次へ］ をクリ ックして、 選択したクライアン ト をスキャンして、 接続されているデバイスのリスト を表
示します。

4 ［ライブラリ選択］ テーブルで、 追加するデバイスを選択します。

［テープ ・ ライブラリ表示名］ ボックスで、 テープ ・ ライブラリの表示名を指定します。

［次へ］ をクリ ックします。 

5 テープ ・ ドライブが検出され、 適切なストレージ ・ ベイに割り当てられると、 メ ッセージが表示されます。

このデフォルト設定を使用する場合、 さらなる作業は不要です。 設定ウィザードを終了しても構いません。

6 ライブラリを自動設定しない場合は、 ［ド ライブを手動で追加］ をクリ ックします。 また、 この方法を使
用して、 別のクライアン トにド ライブを割り当てたり、 複数のクライアン ト と ド ライブを共有したりす
ることもできます。

ライブラリ内のドライブ ・ ベイごとに制御クライアン トおよびドライブを手動で選択するには、 以下の
手順を完了します。

a ［マシンを選択］ テーブルで、 ド ライブが接続されているクライアン ト を選択します。 デバイスが
複数のクライアン トに接続されている場合は、 いずれかのクライアン ト を選択します。 

利用可能なオプシ ョ ンを選択します。

［デバイスをスキャンする］ ： 接続されているデバイスのクライアン ト を再度スキャンする
には、 このオプシ ョ ンを選択します。

［デバイスをスキャンしない］ ： 以前のスキャン結果を使用するには、 このオプシ ョ ンを選
択します。

［フ ィルタのみをスキャンする］ ： 特定のファイラーに接続されたデバイスをスキャンする
には、 このオプシ ョ ンを選択し、 利用可能なファイラーを選択します。

このオプシ ョ ンは、 Plug-in for NDMP をサーバーにインストールし、 そのプラグインに

ファイラーを追加した場合にのみ表示されます。

［次へ］ をクリ ックします。

b ［ベイのド ライブを選択］ テーブルで、 追加するデバイスを選択して、 ［次へ］ をクリ ックします。

ドライブが、 SAN と NDMP の両方に接続されたデバイスとして利用可能な場合、 ドライブを 1 つ

のタイプとして追加すると、 利用可能なドライブのリストからもう一方のタイプが削除されます。

c デバイスが複数のクライアン トに接続されている場合 （たとえば、 SAN 設定で）、 ［マシンを選

択］ テーブルにはすべてのホスト ・ クライアン トが記載されます。 複数のクライアン トでド ライ
ブを共有するには、 ［マシンを選択］ テーブルでクライアン ト を選択して、 ［次へ］ をクリ ックし
ます。

ド ライブが単一のクライアン トに接続されている場合、 このページは表示されません。

d ド ライブが選択したクライアン トに正常に割り当てられると、 メ ッセージが表示されます。 

ライブラリに他のドライブを割り当てるには、 ［デバイスをさらに追加］ をクリ ックし、 必要なす
べてのドライブの設定が完了するまでステップ a からステップ c を繰り返します。

他の任意のドライブを追加しない場合は、 設定ウィザードを終了します。

メモ ： NetVault では、 ライブラリ ・ チェンジャは常に単一のマシンにより制御されます。 ド ライブ

は複数のクライアン ト間で共有することができます。

メモ ： 任意のベイをスキップして次のベイを設定するには、 ［ベイを空のままにします］ をクリ ッ
クします。 
残りのベイを空のままにして、必要なドライバでライブラリ追加を実行するには、［残りのベイを
空のままにします］をクリックします。 
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ストレージ階層
ストレージ階層とは、 バックアップターゲッ トセッ ト と して使用できるスト レージメディアの論理的なグループ
です。 グループ化は、 メディアタイプ、 パフォーマンス、 場所、 容量などの類似点や、 その他のビジネス要件に
基づいて行う ことができます。 

ストレージ階層機能は、次のストレージ形式をサポートしています。

• RAS （Quest DR Series、 EMC Data Domain システム、 NetVault SmartDisk、 Quest QoreStor を含む）

• 仮想テープライブラリ （VTL）

• 物理テープライブラリ

ストレージ階層の作成と管理の詳細については、以降のトピックを参照してください。

• スト レージ階層の作成

• スト レージ階層の編集

• スト レージ階層の削除

スト レージ階層を作成すると、 バックアップジ ョブの作成時にその階層をターゲッ トセッ ト と して選択できるよ
うになります。

ス ト レージ階層の作成

ストレージ階層を作成するには：

1 ［ナビゲーション］パネルで［デバイス管理］をクリックし、［ストレージ階層］タブをクリックします。

2 ［ストレージ階層の作成］をクリックします。

3 ［ストレージ階層の作成］詳細ドロワで、次の表に記載されている情報を入力します。

4 ［実行］ をクリ ックします。

ス ト レージ階層が作成され、 ［デバイスとスト レージ階層の管理］ ページに、 表示名とスト レージ数 （ス
ト レージ階層内のスト レージの数） と ともに表示されます。 階層を拡張すると、 その階層に接続されて
いるスト レージデバイスと説明が表示されます。 詳細については、 情報アイコンにカーソルを合わせて
ください。

ス ト レージ階層は、 ターゲッ トス ト レージセッ ト と して選択できます。

メモ ：  ライブラリ初期化時のインベン ト リのスキャンは、 バーコードを使用しないテープよりもバーコー

ド付きテープの方が高速です。 そのため、 すべてのタイプのデータおよびクリーニング ・ テープにはバー
コードの使用をお勧めします。

詳細 説明

名前 必須。 スト レージ階層の名前を入力します。

説明 省略可能。 ストレージ階層を説明するテキストを入力します。 たとえ
ば、 ストレージ階層にバックアップするサーバのタイプなどです。

選択したストレージ 必須。 階層に含めるスト レージを選択するには、 次のいずれかの操
作を実行します。

• ［使用可能なスト レージ］ リス トから ［選択したスト レージ］
領域に 1 つまたは複数のスト レージをド ラッグアンド ドロッ
プします。

• ［+］ ボタンを使用して、 階層に含める単一のスト レージデバ
イスを見つけます。

使用可能なストレージ 検索バーを使用して、 使用可能なスト レージを検索し、 リス トに追
加します。
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スト レージ階層の編集

ストレージ階層を編集するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで ［デバイス管理］ をクリ ックし、 ［ス ト レージ階層］ タブをクリ ックします。

2 関連するスト レージ階層の横にある ［編集］ アイコンをクリ ックします。

3 ［ス ト レージ階層の編集］ 詳細ドロワで、 次の表に記載されている詳細を変更します。

4 ［実行］ をクリ ックします。

ス ト レージ階層は、 ［デバイスとスト レージ階層の管理］ ページに、 表示名とスト レージ数 （ス ト レージ
階層内のスト レージの数） と ともに表示されます。 階層を拡張すると、 その階層に接続されているスト
レージデバイスと説明が表示されます。 詳細については、 情報アイコンにカーソルを合わせて ください。

ス ト レージ階層の削除

ストレージ階層を削除するには：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで ［デバイス管理］ をクリ ックし、 ［ス ト レージ階層］ タブをクリ ックします。

2 関連するスト レージ階層の横にある ［削除］ アイコンをクリ ックします。

3 ［ス ト レージ階層の削除］ ダイアログボックスで、 ［はい］ をクリ ックして確認します。

詳細 説明

名前 スト レージ階層の名前を変更できます。

メモ ： スト レージ階層の名前は必須です。

説明 スト レージ階層の説明を修正できます。

選択したスト レージ 選択した特定のストレージを検索するには、 検索バーを使用します。

ストレージを削除するには、 ［-］ ボタンを使用するか、 ［選択したス

トレージ］ 領域からストレージをドラッグアンド ドロップします。

使用可能なスト レージ スト レージを追加するには、 ［+］ ボタンを使用するか、 ［選択した

スト レージ］ 領域にスト レージをド ラッグアンド ドロップします。

メモ ： ターゲッ トセッ トの一部であるスト レージ階層は削除できません。
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データのバックアップ

• データのバックアップについて

• セカンダリ ・ コピー

• スナップシ ョ ッ トベースのバックアップ

• バックアップのリ タイア

• バックアップの不変性

• NetVault セッ トについて

• バックアップおよびリカバリ戦略

• バックアップ ・ ジ ョ ブの作成

• スケジュール ・ セッ トの作成

• ターゲッ ト ・ セッ トの作成

• バックアップ ・ ジ ョ ブのソース ・ セッ トの作成

• バックアップ詳細設定セッ トの作成

• セッ トの管理

データのバックアップについて
バックアップは、 データ消失時に元のデータをリストアし復旧するために使用できるデータのコピーです。 

NetVault では、 一連のプラグインを選択できます。 これらのプラグインは、 ネイテ ィブ ・ アプリケーシ ョ ン ・ プ

ログラ ミング ・ インターフェイス （API） と統合されているため、 アプリケーシ ョ ン整合性のあるバックアップ

およびリカバリを実現できます。 アプリケーシ ョ ン ・ タイプに応じて、 これらのプラグインは選択したデータを
バックアップするための、 さまざまな手段やオプシ ョ ンを提供しています。 

一般的に、 NetVault は以下の機能をサポート しています。

• フル ・バックアップと選択的バックアップ

• プライマリおよびセカンダリ ・ バックアップ

• 標準および複製排除バックアップ

• 暗号化および非暗号化バックアップ

• 繰り返しおよび非繰り返しバックアップ

• Plug-in for VMware および Plug-in for Microsoft 365 を使用した継続的バックアップ

バックアップ・ジョブ定義
データをバックアップするには、 バックアップ ・ ジ ョ ブを作成、 実行します。 NetVault WebUI には、 この作業

を行うために役立つ設定ウィザードが用意されています。 このウィザードは、 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルの ［ガ
イ ド付き設定］ または ［バックアップ ・ ジ ョ ブ作成］ リンクから実行することができます。
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バックアップ ・ ジ ョ ブ定義は、 以下のコンポーネン トで構成されています。

• 選択リスト

• プラグイン ・ オプシ ョ ン

• スケジュール ・ オプシ ョ ン

• ソース ・ デバイス ・ オプシ ョ ン （Plug-in for Consolidation、 Plug-in for Data Copy、 およびセカンダリ ・

コピー ・ ジ ョ ブでのみ利用可能）

• ターゲッ ト ・ デバイスおよびメディア ・ オプシ ョ ン

• 詳細バックアップ ・ オプシ ョ ン

これらのコンポーネン トは、 NetVault セッ トに保管されます。 NetVault セッ トについての詳細は、 「NetVault
セッ トについて」 を参照して ください。

各バックアップ ・ ジ ョ ブには、 ジ ョ ブ ID 番号とジ ョブ名があります。 ジ ョ ブ ID 番号は自動生成された番号で

す。 ジ ョ ブ名はユーザーが定義する文字列です。 ジ ョ ブ名を使用すると、 ジ ョ ブの進捗のモニタ リング、 ジ ョ
ブ ・ ログの表示、 およびデータをリス トアするためのバックアップの選択の際に、 簡単にジ ョブを特定すること
ができます。 バックアップは、 メディア上にセーブセッ ト と して格納されます。

バックアップ・インデックス
ほとんどの場合、 NetVault は、 各バックアップに対してバックアップインデックスを生成し、 そのインデックス

をバックアップメディアと  NetVault データベースに書き込みます。 

バックアップ ・ インデックスには、 データのリストアに必要なヘッダーが含まれています。 バックアップ ・ ジ ョ
ブに含められるインデックス ・ ファイル ・サイズまたはアイテム数に最大値の制限はありません。

NetVault データベースに保存されるバックアップ ・ インデックスはオンライン ・ インデックスと呼ばれます。 オ

ンライン ・ インデックスにより、 メディアをロードすることな く迅速にセーブセッ トのコンテンツをスキャンす
ることができます。 

CDP （継続的データ保護） を使用する場合、 インデックス作成は、 バックアップジ ョブではな く ファイルレベル

のリカバリ時に行われます。 CDP には頻繁なバックアップが必要なため、 各バックアップジ ョブ中のインデッ

クス作成にはかなりの時間がかかり、 バックアッププロセスが遅く なります。 リス トアジ ョブ中にインデックス
を作成することで、 バックアップおよびリカバリをより高速かつ効率的に行う ことができます。

セカンダリ・コピー
バックアップ ・ ジ ョ ブでは、 フェーズ 2 ジ ョブを実行してセカンダリ ・ コピーを作成することができます。 セカ

ンダリ ・ コピーは、 オフサイ ト ・ ス ト レージやディザスタ ・ リカバリなどに利用できます。 NetVault にはセカン

ダリ ・ コピーを作成する 2 つの方法が用意されています。 それは複製とデータ ・ コピーです。 

複製
複製方式では、元のバックアップにリンクしている正確なコピーを作成します。この方式では、バックアップが
セグメントに分割されて、それらのセグメントがストレージ・デバイスにコピーされます。リストア時に、プラ
イマリ・バックアップおよびセカンダリ・コピーのセグメントは交換できます。リストア時に暗号化されていな
いセグメントと暗号化されたセグメントを混在させることはできないため、複製時に暗号化の有効または無効を
指定することはできません。複製方式では、元のセーブセットが暗号化されている場合、暗号化されたコピーが
作成されます。元のセーブセットが暗号化されていない場合、暗号化されていないコピーが作成されます。

メモ： セカンダリコピーは、CDP（継続的データ保護）バックアップには使用できません。CDP バック

アップのフェーズ 2 ジョブでは、データコピーを使用します。
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データ・コピー
データ・コピー方式では、バックアップがセグメントに分割されて、それらのセグメントがバックアップ・デバ
イスにコピーされます。リストア時には、プライマリ・バックアップまたはセカンダリ・コピーのどちらかを使
用してデータが復元されます。プライマリ・バックアップとセカンダリ・コピーのセグメントは交換不可能で
す。そのため、プライマリ・コピーが暗号化されていなくてもデータ・コピーで暗号化を使用できます。これ
は、プライマリ・バックアップで重複排除オプションを使用する場合に役立ちます。

データコピージョブには、読み取り用と書き込み用の 2 つの要求があります。データコピージョブに優先度を設
定する場合、最初の要求（ソース要求）は、ユーザーが割り当てる優先度を受けます。後続の要求（コピー先要
求）は、0 または 1 の優先度のバックグラウンドで最初の優先度として処理されます。この実装は、ソースメ
ディアが使用可能な場合に、コピー先メディア要求が処理されるまで待機するのを避けるためのものです。

スナップショットベースのバックアップ
NetVaultプラグインは、サポートされているWindowsプラットフォーム上で、ハードウェアまたはソフトウェア
VSSプロバイダを使用して、ボリュームの整合性のある特定時点のコピーを作成し、これらのスナップショット
を使用してバックアップを実行します。プラグインは、永続的なスナップショットを作成することもできます。
このスナップショットは、データのリカバリに使用することができます。

現在、NetVault Plug-in for FileSystemは、スナップショット・ベースのバックアップをサポートしています。

VSSベースのバックアップを実行するためにプラグインを設定する方法は複数あります。プラグインを設定し
て、次の操作を行うことができます。

• スナップシ ョ ッ ト を作成および使用して、 ディスク ・ ベースまたはテープ ・ ベースのスト レージ ・ デバ
イスへの整合性のあるバックアップを実行する。

• スナップシ ョ ッ ト を作成および使用して、 ディスク ・ ベースまたはテープ ・ ベースのスト レージ ・ デバ
イスへの整合性のあるバックアップを実行し、 サポート されているディスク ・ アレイ上にスナップ
シ ョ ッ ト をバックアップとして保持する。

永続的なスナップショ ッ トを作成して使用するには、 バックアップするデータがサポート されているディスク ・ ア
レイ上に存在している必要があります。 永続的なスナップショ ッ トをサポートする OS のバージョン、 プラグイン
のバージョン、 およびディスク ・ アレイについての詳細は、 『Quest NetVault 互換性ガイド』 を参照して ください。

バックアップのリタイア
バックアップは無期限に保持することもできますし、 指定された期間が経過したらリ タイアさせることもできま
す。 NetVault は、 バックアップに対して世代ベースおよび時間ベースのリ タイア方式をサポート しています。
バックアップのリ タイア時に、 そのインデックスは NetVault データベースから削除されます。

バックアップのリタイア方式
バックアップに対して世代ベースおよび時間ベースのリタイア方式を指定できます。

• 世代ベースのバックアップ ・ リ タイア ： この方法では、 フル ・バックアップの最大世代数、 つまり同一
データ ・ セッ トで保持するフル ・バックアップの最大数を指定します。 世代ベースのリ タイアを設定で
きるのは、 フル ・バックアップだけです。 フル ・バックアップの数が、 指定した世代数を超えると、 最
も古いフル ・バックアップがリ タイアされます。

• 時間ベースのバックアップ ・ リ タイア ： この方法では、 バックアップの保持期間を時間で指定します。
バックアップのリ タイア期間は、 日数、 週数、 または年数で指定できます。 バックアップがリ タイアさ
れるのは、 リ タイア期間に達したときです。 時間ベースのリ タイア期間は、 すべてのバックアップ ・ タ
イプ （フル、 増分、 および差分バックアップ） に設定可能です。 

メモ： データ・コピー方式では、プライマリ・コピーが暗号化されている場合、暗号化されたセーブセッ
トが自動的に作成されます。
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依存関係にあるバックアップのリタイア・ルール
バックアップに依存関係にあるバックアップが含まれる場合は、次のルールを使用してバックアップ・シリーズ
を削除できます。

• 最後のバックアップがリ タイアされたときにすべてのバックアップをリ タイアする ： デフォルトでは、
バックアップ ・ シリーズのリ タイアはこのシリーズのすべてのバックアップがリ タイアする準備が整う
まで延期されます。 増分シリーズまたは差分シリーズからのバックアップは、 シリーズの最後の依存関
係にあるバックアップがリ タイアされると、 リ タイアされます。

• 最初のバックアップがリ タイアされたときにすべてのバックアップをリ タイアする ： NetVault を使用し

て、 最初のバックアップがリ タイアされたときにバックアップ ・ シリーズをリ タイアするためのリ タイ
アの動作を変更できます。 このルールが適用されると、 増分シリーズまたは差分シリーズからのバック
アップは、 シリーズの最初のバックアップがリ タイアされると、 リ タイアされます。

次の方法で、このルールを適用するように選択できます。

▪ ［破棄のタイ ミングの管理］ 設定を使用して、 すべてのバックアップのデフォルトの動作を変更
します。

▪ セーブセッ トのリ タイア設定を使用して、 選択したバックアップのデフォルトの動作をオーバー
ライド します。

次の例は、さまざまなバックアップ・シリーズのリタイア動作を示しています。

• 例 1 ： 増分バックアップ ・ シリーズ

• 例 2 ： 差分バックアップ ・ シリーズ

• 例 3 ： 混合バックアップ （フル、 増分、 および差分バックアップ）

例1：増分バックアップ・シリーズ

この例では、日曜日にフル・バックアップが実行され、月曜日から土曜日まで増分バックアップが実行されま
す。保存期間は7日間に設定されています。

増分バックアップは、任意のタイプ（フル、増分、または差分）の最新のバックアップに依存します。そのた
め、これらのバックアップは単一のバックアップ・シリーズを作成します。

フル・バックアップ <- 増分バックアップ1 <- 増分バックアップ2 <- 増分バックアップ3 <- 増分バックアップ4 
<- 増分バックアップ5 <- 増分バックアップ6 

適用されているリタイア・ルールに応じて、バックアップは次のようにリタイアされます。

• 最後のバックアップがリ タイアされたときにすべてのバックアップをリ タイアする ： このルールを適用
している場合は、 このシリーズのすべてのバックアップが 15 日目にリ タイアされます。

• 最初のバックアップがリ タイアされたときにすべてのバックアップをリ タイアする ： このルールを適用
している場合は、 このシリーズのすべてのバックアップが 8 日目にリ タイアされます。

メモ ： ディスク ・ ベースのスト レージ ・ デバイス （NetVault SmartDisk、 Quest DR Series システム、 およ

び Data Domain システムなど） に保管されているバックアップがリ タイアした場合、 そのバックアップは

デバイスから削除されます。 デバイスをスキャンして、 削除されたバックアップをインポートすることは
できません。

メモ ： バックアップが不変である場合、 バックアップ数に関係な く、 選択した時間に達するまでバック
アップはリ タイアしません。 詳細については、 「バックアップの不変性」 を参照して ください。

1日目 2日目 3日目 4日目 5日目 6日目 7日目

フル・バック
アップ

増分バック
アップ1

増分バック
アップ2

増分バック
アップ3

増分バック
アップ4

増分バック
アップ5

増分バック
アップ6
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例2：差分バックアップ・シリーズ

この例では、日曜日にフル・バックアップが実行され、月曜日から土曜日まで差分バックアップが実行されま
す。保存期間は7日間に設定されています。

差分バックアップは、最新のフル・バックアップに依存します。そのため、これらのバックアップは6つの個別

のバックアップ・シリーズを作成します。

フル・バックアップ <- 差分バックアップ1

フル・バックアップ <- 差分バックアップ2

フル・バックアップ <- 差分バックアップ3

フル・バックアップ <- 差分バックアップ4

フル・バックアップ <- 差分バックアップ5

フル・バックアップ <- 差分バックアップ6

適用されているリタイア・ルールに応じて、バックアップは次のようにリタイアされます。

• 最後のバックアップがリ タイアされたときにすべてのバックアップをリ タイアする ： このルールを適用
している場合は、 この例のバックアップは次のようにリ タイアされます。

• 最初のバックアップがリ タイアされたときにすべてのバックアップをリ タイアする ： このルールを適用
している場合は、 この例のすべてのバックアップが 8 日目にリ タイアされます。

例3：混合バックアップ（フル、増分、および差分バックアップ）

この例では、フル・バックアップが日曜日に実行され、増分バックアップが月曜日、火曜日、および木曜日に実
行され、差分バックアップが水曜日と土曜日に実行されます。保存期間は7日間に設定されています。

差分バックアップは最新のフル・バックアップに依存しますが、増分バックアップは任意のタイプ（フル、差
分、または増分）の最新のバックアップに依存します。そのため、これらのバックアップは3つの個別のバック

アップ・シリーズを作成します。

フル・バックアップ <- 増分バックアップ1 <- 増分バックアップ2

フル・バックアップ <- 差分バックアップ1 <- 増分バックアップ3 <- 増分バックアップ4

フル・バックアップ <- 差分バックアップ2

適用されているリタイア・ルールに応じて、これらのバックアップは次のようにリタイアされます。

• 最後のバックアップがリ タイアされたときにすべてのバックアップをリ タイアする ： このルールを適用
している場合は、 この例のバックアップは次のようにリ タイアされます。

1日目 2日目 3日目 4日目 5日目 6日目 7日目

フル・バック
アップ

差分バック
アップ

差分バック
アップ

差分バック
アップ

差分バック
アップ

差分バック
アップ

差分バック
アップ

8日目 9日目 10日目 11日目 12日目 13日目 14日目 15日目

なし なし 差分バック
アップ1

差分バック
アップ2

差分バック
アップ3

差分バック
アップ4

差分バック
アップ5

フル・バッ
クアップと
差分バック
アップ6

1日目 2日目 3日目 4日目 5日目 6日目 7日目

フル・バック
アップ

増分バック
アップ1

増分バック
アップ2

差分バック
アップ1

増分バック
アップ3

増分バック
アップ4

差分バック
アップ2
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• 最初のバックアップがリ タイアされたときにすべてのバックアップをリ タイアする ： このルールを適用
している場合は、 この例のすべてのバックアップが 8 日目にリ タイアされます。

バックアップの不変性
バックアップストレージに QoreStor を使用する場合は、RDA バックアップを不変にするように選択できます。

RDA の不変性により、バックアップファイルの上書きおよび削除に対して保護することができます。このテク

ノロジは RDS コンテナにデフォルトで存在しますが、すべてのバックアップがデフォルトで保護されるわけで

はありません。NetVault は、RDA プロトコルを使用して QoreStor にデータを送信する場合、バックアップデー

タを不変にするかどうかを指定できます。バックアップセットに不変性を設定した後は、あらかじめ設定されて
いる時間が経過するまで、RDA コンテナからバックアップデータを変更も削除もできません。

NetVaultセットについて
NetVaultセットは、バックアップおよびリストア・ジョブの作成に使用されます。 

セットを使用すると、データの選択内容、バックアップおよびリストア・オプション、スケジュール・オプショ
ン、デバイスおよびメディア・オプション、および他の詳細なバックアップ・オプションとリストア・オプショ
ンを保管できます。セットでは、データ・アイテムを手動で選択したり、バックアップ・オプションとリスト
ア・オプションをジョブごとに設定したりする手間が省け、同じデータ選択とオプションを複数のジョブに迅速
かつ簡単に適用できます。

たとえば、バックアップ・セレクション・セットにデータ選択項目を保存し、このセットをフル、増分、差分バッ
クアップ・ジョブの作成に使用すると、同じデータ・セットをすべてのジョブに使用できます。また、スケジュー
ル・セットの曜日、日付、または時刻を変更して、自動的に複数のジョブのジョブ・スケジュールを変更すること
や、ターゲット・セットを変更することにより、バックアップ用の新規デバイスを指定することができます。

セットの種類
NetVaultで使用できるセットの種類を以下の表に示します。

8日目 9日目 10日目 11日目 12日目 13日目 14日目 15日目

なし なし なし 増分バック
アップ1と
増分バック
アップ2

なし なし 差分バック
アップ1、
増分バック
アップ3、
および増分
バックアッ
プ4

フル・バッ
クアップと
差分バック
アップ2

メモ： バックアップの不変性機能は、NetVault 13.0.3 以降および QoreStor 7.1 以降で使用できます。以前の

バージョンの NetVault とは互換性がありません。詳細については、『NetVault サポート対象のストレージター

ゲットガイド（Supported Storage Targets Guide）』および『QoreStor 相互運用性ガイド』を参照してください。

バックアップの不変性機能には、コマンドラインインタフェースからも REST API からもアクセスできま

せん。
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表36. セットの種類

セットの種類 説明

バックアップ・セレ
クション・セット

このセットは、バックアップ・ジョブのデータ選択を指定するために使用さ
れます。選択できるデータ・アイテムは、使用しているプラグインによって
異なります。

これらのセットについての詳細は、該当するプラグインのユーザーズ・ガイ
ドを参照してください。

プラグイン・オプション・
セット

このセットは、バックアップ方法、バックアップの種類、その他のバック
アップ・オプションを指定するために使用します。 
ジョブで使用可能なバックアップ・オプションは、使用しているプラグイン
によって異なります。これらのセットについての詳細は、該当するプラグイ
ンのユーザーズ・ガイドを参照してください。

スケジュール・セット このセットは、バックアップおよびリストア・ジョブのスケジュール・オプ
ションを指定するために使用されます。これらのオプションでは、ジョブの
実行時期と、ジョブの実行間隔を定義します。

NetVaultには、以下の事前定義されたスケジュール・セットが含まれていま

す。

• 即時

• 毎日 10 PM
• 毎週金曜日 10 PM 
• 平日夜 10 PM

ソース・セット このセットは、ソース・デバイス・オプションを指定するために使用します。 
以下のジョブに対しては、ソース・セットが必要です。 

• Plug-in for Consolidation ジ ョブ

• Plug-in for Data Copy ジ ョブ

• セカンダリ ・ コピー ・ ジ ョ ブ 
• リス トア ・ ジ ョ ブ

NetVaultには、以下の事前定義されたソース・セットが含まれます。

• 任意のデバイス

ターゲット・セット このセットは、バックアップ・ジョブのターゲット・デバイスおよびメディ
ア・オプションを指定するために使用されます。

NetVaultには、以下の事前定義されたターゲット・セットが含まれています。

• デフォルトのバックアップ ・ ターゲッ ト ・ オプシ ョ ン

• ローカルのみ

• 古いメディアを再利用

• スタンドアロン

バックアップ詳細設定セット このセットを使用して、バックアップ・リタイア設定、セカンダリ・コピーの
ジョブ定義、ユーザー定義イベント、その他の詳細オプションを指定します。 
NetVaultには、以下の事前定義された詳細設定セットが含まれています。

• デフォルトのバックアップ ・ オプシ ョ ンの詳細設定

• 永久保存 （アーカイブ）

• 暗号化
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バックアップおよびリカバリ戦略
データのバックアップの主な目的は、データ消失による損害から迅速にリカバリして、通常の運用を再開させる
ことです。そのためには、データの可用性を最大化し、データの消失とダウンタイムを最低限に抑えながら、コ
スト、リソース、および他の要因とビジネス要件とのバランスを保てる、優れたバックアップ戦略が必要になり
ます。

良好なバックアップ計画を作成するには、ハードウェア障害、データ損傷、人為的なミス、またはデータセン
ターの消失などの、可能性がある障害を検討して、そのような状況から回復するための、適切なバックアップ手
段と機能を採用する必要があります。

一般的にバックアップ計画には、使用するバックアップ手段、バックアップの実行時期と間隔、バックアップの
保管方法、バックアップの保持期間、バックアップ・メディアの再利用方法を定義する必要があります。

バックアップオプション
NetVault には、データをバックアップするための、次の 2 つのオプションがあります。

• バックアップジ ョブ

• 継続的バックアップジ ョブ

バックアップジョブ
通常のバックアップジョブでは、指定した日数ごとにフル、増分、または差分バックアップを取得することによ
り、設定したスケジュールに従ってサーバを保護します。詳細は、「バックアップ・ジョブの作成」を参照して
ください。

継続的バックアップジョブ
継続的バックアップジョブでは、指定した時間ごとにデータの増分バックアップを取得することで、継続的に
データを保護します。合成フルバックアップには、前回のバックアップ以降に行われたすべての変更が含まれま
す。デフォルトのバックアップ間隔は 4 時間ごとですが、時間は 1 時間ごとまでカスタマイズできます。最初の

フルバックアップと組み合わせると、完全で最新のデータイメージが形成されます。

リストア・セレクション・
セット

このセットは、リストア・ジョブのデータ選択を指定するために使用されま
す。 
選択できるデータ・アイテムは、使用しているプラグインによって異なりま
す。詳細は、該当するプラグインのユーザーズ・ガイドを参照してくださ
い。

リストア詳細設定セット このセットを使用して、リストアのタイプ、ユーザー定義イベント、その他
の詳細リストア・オプションを指定します。

NetVaultは、以下の事前定義されたリストア詳細設定セットを提供していま

す。

• 選択したバックアップからリストア

メモ： 継続的バックアップジョブは、Plug-in for VMware 13.1 および Plug-in for Microsoft 365 13.1 と 
QoreStor 7.1.2 以降とでのみ使用できます。詳細については、『NetVault Plug-in for VMware ユーザーズガイ

ド』、または『NetVault Plug-in for Microsoft 365 ユーザーズガイド』を参照してください。

メモ： 継続的データ保護（CDP）ジョブの作成は、ガイド付き設定では使用できません。。

表36. セットの種類

セットの種類 説明
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バックアップ・ジョブの作成
バックアップ・ジョブの作成と実行にはバックアップ・ジョブ・ウィザードを使用できます。このウィザードに
は、［ナビゲーション］パネルの［ガイド付き設定］または［バックアップ・ジョブ作成］リンクからアクセス
できます。

バックアップジョブを作成するには

1 ［ナビゲーション］パネルで、［バックアップ・ジョブ作成］をクリックします。

– または –

［ナビゲーション］パネルで、［ガイド付き設定］をクリックして、次に［NetVault設定ウィザード］ペー

ジで［バックアップ・ジョブ作成］をクリックします。

2 ［ジョブ名］に、ジョブの名前を入力します。ジョブの進行やデータのリストア状態を監視する際に識別
しやすい、分かりやすい名前を割り当てます。

ジョブ名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、非ラテン語系の文字を含めることはできま
せん。また、長さ制限はありません。ただし、すべてのプラットフォームで、40文字以内にすることを

お勧めします。

3 ［バックアップジョブ作成］ページでは、次の表に記載されているアクションが使用可能です。詳細は、
ジョブ名の下に一覧表示されています。

4 次の表で説明する詳細は、表示、作成、編集、および削除に使用できます。

アイコン 説明

マウスポインタを重ねると、対応する詳細情報が表示されます。

対応する詳細の新しいセットを作成するには、このアイコンをクリックします。対応
するドロワが開きます。必要な情報を入力し、［保存］をクリックします。

必要に応じて、［既存のセットをクローン］をクリックし、セットを選択して、［ロー
ド］をクリックした後、ページの下部でクローンセットの名前を入力します。

選択したセットの情報を編集するには、このアイコンをクリックします。対応するド
ロワが開きます。必要な情報を更新し、［保存］をクリックします。

必要に応じて、［既存のセットをクローン］をクリックし、セットを選択して、［ロー
ド］をクリックした後、ページの下部でクローンセットの名前を入力します。

クリックすると、選択したセットが削除されます。［OK］をクリックして確認します。

詳細 説明

セレクション 既存のバックアップセレクションセットを選択するか、または新しいセット
を作成して、バックアップするアイテムを選択します。

メモ ： 選択できるデータ ・ アイテムは、 使用しているプラグインによって異
なります。 バックアップ用データの選択の詳細については、 該当するプラグ
インのユーザーズガイドを参照して ください。

プラグイン・オプション 既存のバックアップオプションセットを選択するか、または新しいセットを
作成して、使用するオプションを設定します。

メモ ： ジ ョブで使用可能なバックアップ ・ オプシ ョ ンは、 使用しているプラ
グインによって異なります。 これらのオプシ ョ ンについての詳細は、 該当す
るプラグインのユーザーズ ・ ガイ ドを参照して ください。
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5 次のいずれかの方法を選択して、 ジ ョ ブを保存またはスケジュールします。

▪ ジ ョブをスケジュールせずに定義を保存するには、 [ 保存 ] をクリ ックします。 

このジ ョブは、 ［ジ ョ ブ定義管理］ ページから、 表示、 編集、 または実行することができます。 詳
細は、 「ジ ョ ブ定義管理」 を参照して ください。 実行しない限り、 ［ジ ョ ブ ・ ステータス］ ページ
にこのジ ョブは表示されません。 

▪ ジ ョブ実行をスケジュールするには、 ［保存 ＆ 実行］ をクリ ックします。 

［ジ ョ ブ ・ ステータス］ ページではジ ョブの進捗をモニタしたり、 ［ログ］ ページではログを参照
表示することができます。 詳細は、 「ジ ョ ブアクテ ィ ビテ ィの表示」 および 「ログメ ッセージの参
照」 を参照して ください。

スケジュール・セットの作成
スケジュール・セットは、バックアップおよびリストア・ジョブのスケジュール・オプションを指定するために
使用します。これらのオプションでは、ジョブの実行時期と、ジョブの実行間隔を定義します。スケジュール・
セットは、［バックアップ・ジョブ作成］ページと［リストア・ジョブ作成］ページから作成できます。 

スケジュール・セットを作成するには

1 ジョブ設定ウィザードを開始して、［セレクション］リストの隣りにある［新規作成］をクリックします。

2 ［スケジュール・セットの作成］ページで、次のオプションを設定します。

スケジュール 既存のスケジュールセットを選択するか、または新しいセットを作成して、
スケジュールのタイプおよび方式を設定します。詳細は、「スケジュール・
セットの作成」を参照してください。

メモ ： デフォルトでは事前定義されたセッ ト 「即時」 が選択されています。
ジ ョ ブを即時実行する場合は、 このセッ ト を使用します。

ソース・ストレージ このオプションは、Plug-in for Consolidation および Plug-in for Data Copy ジョ

ブの作成時にのみ表示されます。

既存のソースセットを選択するか、新しいセットを作成して、ジョブのソー
スデバイスオプションを設定します。詳細は、「バックアップ・ジョブの
ソース・セットの作成」を参照してください。 
メモ ： デフォルトでは事前定義されたセッ ト 「任意のデバイス」 が選択され
ています。

ターゲット・ストレージ 既存のターゲットセットを選択するか、または新しいセットを作成して、
ジョブのターゲットデバイスおよびメディアオプションを設定します。詳細
は、「ターゲット・セットの作成」を参照してください。

メモ ： デフォルトでは、 事前定義されたセッ ト 「デフォルトのバックアッ
プ ・ ターゲッ ト ・ オプシ ョ ン」 が選択されています。

Advanced Options 既存のバックアップ詳細設定セットを選択するか、または新しいセットを作
成して、使用するオプションを設定します。詳細は、「バックアップ詳細設
定セットの作成」を参照してください。

メモ ： デフォルトでは事前定義されたセッ ト 「デフォルトのバックアップ ・
ターゲッ ト ・ オプシ ョ ン」 が選択されています。

メモ ： スケジュール ・ タイプ 「ト リガ」 を使用するジ ョブは、 スクリプ ト を実行する場合にのみス
ケジュールできます。

詳細 説明
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表37. スケジュール・タイプ

スケジュール・タイプ 説明

即時 ジ ョブを即時実行する場合は、 このオプシ ョ ンを選択します。

1 回のみ ジョブを指定日に 1 回実行するには、 このオプシ ョ ンを選択して、 次の各

オプシ ョ ンを設定します。

• 開始時刻 ： ジ ョ ブの開始時刻を入力または選択します。

• 開始 ： スケジュールが有効になる日付を入力または選択します。

• スケジュール方法 ： スケジュール方法と必要なオプシ ョ ンを設定し
ます。 利用可能な方法を以下に示します。 ［特定日］、 ［特定曜日］、
［特定日付］、 および ［指定日］ です。 詳細は、 「スケジュール方法
と繰り返さないジ ョブ用のオプシ ョ ン」 を参照して ください。

繰り返し 定期的に実行される繰り返しのジ ョブ ・ スケジュールを作成する場合は、
このオプシ ョ ンを選択して、 次の各オプシ ョ ンを設定します。

• 開始時刻 ： ジ ョ ブの開始時刻を入力または選択します。

• 開始 ： スケジュールが有効になる日付を入力または選択します。

• スケジュール方法 ： スケジュール方法と必要なオプシ ョ ンを設定し
ます。 利用可能な方法を以下に示します。 ［毎日］、 ［特定曜日］、
［特定日付］、 および ［毎］ です。 詳細は、 「スケジュール方法と繰
り返すジ ョブ用のオプシ ョ ン」 を参照して ください。

メモ ： 繰り返しジ ョブの場合、 ジ ョブの実行時に自動的に最初のインスタ
ンスがスケジュールされます。 現在のインスタンスが有効になると次のイ
ンスタンスがスケジュールされ、 この手順が後続のインスタンスで繰り返
されます。

［繰り返し］ スケジュール ・ タイプを使用してセカンダリ ・ コピー ・ ジ ョ ブ
を実行することはできません。

ト リガ 外部スクリプ トからジ ョブをスケジュールする場合に、 このオプシ ョ ンを
選択します。 
このオプシ ョ ンのもっとも一般的な使用方法は、 サードパーティ製スケ
ジューラやオート メーシ ョ ン ・ インターフェイスなど、 NetVault スケ

ジューラとは独立してジ ョブを実行することです。

ト リガ ・ ジ ョ ブをスケジュールするためには、 以下の手順に従います。

• 外部スクリプ ト ・ ファイルを作成して、 スクリプ トに以下のコマン
ドを指定します。

nvtrigger < ト リガ名 >
ト リガ名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテ
ン語系の文字を含めることはできません。 Linux OS の場合、 名前は

最大で 64 文字です。 Windows OS の場合は長さ制限はありません

が、 20 文字以内に収めることをお勧めします。 Windows OS で、 次

の文字はサポート されていません ：

" / \ : ; | * ? < >^
nvtrigger ユーティ リテ ィは、 NetVault インストール ・ ディ レク ト

リの bin ディレク ト リに保存されています。 path 変数でこのパスが

設定されていない場合は、 完全なファイル ・パスを指定します。 ま
たは、 スクリプ ト内に適切なディ レク ト リに変更するコマンドを指
定します。

スクリプ トはコマンド ・ ライン ・ インターフェイスから実行するこ
とができます。

• スケジュール ・ セッ ト を作成する際には、 ［ト リガ］ オプシ ョ ンを
選択します。 ［ト リガ名］ ボックスには、 外部スクリプ ト ・ ファイ
ルの nvtrigger コマンドで指定したのと同じ ト リガ名を入力します。

メモ ： ［ ト リガ］ スケジュール ・ タイプを使用してセカンダリ ・ コピー ・
ジ ョ ブを実行することはできません。



Quest NetVault 13.1.2 アドミニストレーターズ・ガイド

データのバックアップ
139

3 ［ジョブ・オプション］で、以下の設定を行います。 

4 ［保存］をクリックして、［新規セットの作成］ダイアログ・ボックスにセットの名前を入力します。 

セット名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、非ラテン語系の文字を含めることはできま
せん。Linux OSの場合、名前は最大で200文字です。Windows OSの場合、長さ制限はありません。ただ

し、すべてのプラットフォームで、40文字以内にすることをお勧めします。

［保存］をクリックして、スケジュール・セットを保存します。

スケジュール方法と繰り返さないジョブ用のオプション
スケジュール・タイプ「1回のみ」は、以下の方法とオプションを提供しています。

表38. スケジュール・セットのジョブ再試行および優先度の設定

オプション 説明

ジョブのリトライ この設定は、ジョブ失敗後の、ジョブの自動再スケジュールに用いられま
す。 
ジョブのリトライ・スケジュールを設定するには、以下の手順に従います。

• ［ジ ョ ブ ・ リ ト ライ］ チェ ック ・ ボックスを選択し、 値ボックスに 1
～ 10 の値を入力または選択します。 1 ジ ョブに対して最大 10 回の

リ ト ライ回数を設定することができます。

• ［リ ト ライ間隔］ ボックスで、 2 回の試行間の間隔を入力または選択

します。 デフォルトで、 ジ ョ ブは失敗後即座に実行されるようにス
ケジュールされています。 

メモ ： 各再試行で同じジ ョブ ID 番号が使用されますが、 インスタンス ID
番号は 1 増分されます。

ジョブ優先順位 スケジュール・マネージャがデフォルトの優先順位を各ジョブ・タイプ
（バックアップ、リストア、およびレポート）に割り当てます。これらのデ
フォルト設定は、バックアップ、リストア、およびレポートのすべての
ジョブにグローバルに適用されます。この優先順位設定は、2つ以上の

ジョブが同時に実行するようにスケジュールされているときの、リソース
割当の優先順位付けに用いられます。 
デフォルトでは、スケジュール・マネージャによって次の優先度レベルが
割り当てられます。 

• バックアップ ・ ジ ョ ブ ： 30
• リス トア ・ ジ ョ ブ ： 20
• レポート ・ ジ ョ ブ ： 50

個別のジョブのグローバルな優先順位設定に優先する設定を行うには、ス
ケジュール・セット内に［ジョブ優先順位］オプションを設定します。

個別のジョブのデフォルトの優先順位設定を上書きするには：

• ［ジ ョ ブ優先順位］ に、 1 ～ 100 の値を入力または選択します。 「1」
は最高優先度を、 「100」 は最低優先度を表しています。 優先度レベ

ル 0 のジョブは、 バックグラウンド ・ タスクと して実行されます。

すべてのジョブの優先度レベル設定をグローバルに変更する方法について
の詳細は、「デフォルトのジョブ優先順位の設定」を参照してください。
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スケジュール方法と繰り返すジョブ用のオプション
スケジュール・タイプ「繰り返し」は、以下の方法とオプションを提供しています。

ターゲット・セットの作成
ターゲット・セットは、バックアップ・ジョブのターゲット・デバイスおよびメディア・オプションを指定する
ために使用します。ターゲットセットは、［バックアップジョブ作成］ページから作成できます。

ターゲット・セットを作成するには

1 バックアップジョブウィザードを開始し、［ターゲットストレージ］リストの横にある［+］アイコンを
クリックします。

2 ［バックアップターゲット］詳細ドロワで、対応するボタンをクリックし、次のセクションで説明するオ
プションを設定します。

▪ デバイスの選択

表39. 繰り返さないジョブ用のスケジュール方法

オプション 説明

特定日 スケジュールが有効になった後、特定日にジョブを実行します。

特定曜日 ジョブを特定の曜日に実行します。 

オプション：

• 日 ： ジ ョ ブを実行する日を選択します。

• 週 ： ジ ョ ブを実行する週を選択します。 月の最後の週にジ ョブを実行
するには、 ［最後］ オプシ ョ ンを選択します。

特定日付 ジョブを特定の日付に実行します。 
オプション：

• ジ ョブを実行する日を選択します。 月の末日にジ ョブを実行するに
は、 ［最後］ オプシ ョ ンを選択します。

指定日 指定日にジョブを実行します。

表40. スケジュール方法と繰り返すジョブ用のオプション

オプション 説明

毎日 ジョブを毎日指定時刻に実行します。

特定曜日 ジョブを特定の曜日に実行します。 
オプション：

• 日 ： ジ ョ ブを実行する日を選択します。

• 週 ： ジ ョ ブを実行する週を選択します。 月の最後の週にジ ョブを実行
するには、 ［最後］ オプシ ョ ンを選択します。

• 月 ： ジ ョ ブを実行する月を選択します。

特定日付 ジョブを特定の日付に実行します。 
オプション：

• ジ ョブを実行する日を選択します。 月の末日にジ ョブを実行するに
は、 ［最後］ オプシ ョ ンを選択します。

毎 <n>間隔でジョブを実行する場合に、このオプションを選択します。時間間
隔は、時間数、日数、週数、または月数で指定できます。

オプション：

• 実行間隔 ： ジ ョ ブを実行する間隔を入力または選択し、 ［時間］、
［日］、 ［週］、 または ［月］ を選択します。
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▪ メディア ・ オプシ ョ ンの指定

▪ メディア共有オプシ ョ ンの設定

3 ［セット名］テキストボックスに、ターゲットセットの名前を入力します。

セット名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、非ラテン語系の文字を含めることはできま
せん。Linux OSの場合、名前は最大で200文字です。Windows OSの場合、長さ制限はありません。ただ

し、すべてのプラットフォームで、40文字以内にすることをお勧めします。

4 ［保存］をクリックします。 

デバイスの選択

バックアップジョブのデバイスを選択するには

1 ［バックアップターゲット］詳細ドロワで、［デバイスセレクション］をクリックして、以下の設定を行
います。 

継続的バックアップジョブ用のデバイスの選択

継続的バックアップジョブ用のデバイスを選択するには

1 ［バックアップターゲット］詳細ドロワで、［デバイスセレクション］をクリックします 

2 ［デバイス指定］オプションをクリックします。 

関連するボックスで、 使用する QoreStor デバイスを選択します。 

3 必要に応じて、 ［すべて選択解除］ ボタンを使用して、 選択した QoreStor デバイスをクリアできます。

表41. ターゲット・セットの［デバイス・セレクション］オプション

オプシ ョ ン 説明

任意のデバイスを使用 このオプシ ョ ンはデフォルトで選択されています。 デバイスを指定しない
場合、 NetVault は適切な任意のデバイスをジ ョブで使用します。 

デバイス指定 ジ ョブに特定のデバイスを使用するには、 このオプシ ョ ンを選択します。
関連するボックスで、 使用しないデバイスのチェ ック ・ マークを解除しま
す。 ライブラリを除外すると、 関連するドライブが自動的に除外されます。

次のボタンを使用してデバイスを選択または選択解除することもできます。

• すべて選択解除 ： すべてのデバイスの選択を解除します。

• 選択の切り替え ： 選択したデバイスを選択解除し、 未選択のデバイ
スを選択します。

ローカル接続デバイスのみ
を使用 

ターゲッ ト ・ クライアン トにローカル接続されているデバイスのみを使用
する場合、 このチェ ック ・ ボックスを選択します。

メモ ：  ディスク ・ ベース ・ デバイス （RAS デバイス） は、 ネッ トワークに接続されたデバイスま

たはローカル以外のデバイスとみなされます。 ローカル ・ デバイスはディスク ・ ベース ・ デバイス
（RAS） よりも優先され、 ローカルの VTL デバイスまたは SCSI デバイスは、 ローカルの NDMP
ファイラー接続デバイスよりも優先されます。

［任意のデバイス］ オプシ ョ ンを選択すると、 NetVault によって、 適合するローカル ・ デバイス

（NetVault クライアン トに対してローカル） の検索が試行されます。 他のいずれかのデバイスを使

用するには、 そのデバイスのメディア要求に高い値の重み付けを設定することができます。 メディ
ア要求重み付けについての詳細は、 「メディア要求の重み付けの設定」 を参照して ください。

メモ： CDP バックアップには、QoreStor デバイスバージョン 7.1.2 以降のみを使用できます。 
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メディア・オプションの指定

バックアップ・ジョブ用メディア・オプションを設定するには

1 ［バックアップターゲット］詳細ドロワで、［メディアオプション］をクリックして、以下の設定を行い
ます。 

表42. ターゲット・セットの［メディア・オプション］

オプション 説明

ストレージ階層 必要に応じて、ドロップダウンリストからストレージ階層を選択します。

ストレージ階層の作成方法については、「ストレージ階層の作成」を参照し
てください。

メモ ： ［ス ト レージ階層］ を選択し、 ［グループ内のメディアごとのター
ゲッ ト メディア］ を選択した場合、 両方の選択に共通のメディアのみが
ターゲッ ト と して使用されます。

メディア指定条件 以下のオプションの1つを選択します。

• グループに属さない任意のメディア ： このオプシ ョ ンはデフォルト
で選択されています。 どのメディア ・ グループにも属さないメディ
ア ・ アイテムを使用するには、 このオプシ ョ ンを選択したままにし
ます。

• 任意のメディア ： グループの関連付けに関係な く任意の適切なメ
ディア ・ アイテムを使用するには、 このオプシ ョ ンを選択します。 

• 固有メディア ID ： 特定のメディア ・ アイテムを使用する場合は、 こ

のオプシ ョ ンを選択します。 メディア ・ アイテムのリストで、 ター
ゲッ ト ・ メディアのラベルを選択します。

• メディア ・ グループ ： 特定のメディア ・ グループに所属するメディ
ア ・ アイテムを使用する場合は、 このオプシ ョ ンを選択します。 メ
ディア ・ アイテムのリストで、 ターゲッ ト ・ メディアのグループ ・
ラベルをクリ ックします。 メディア ・ グループ ・ ラベルは、 大文字
と小文字が区別されません。

メモ ： ターゲッ トス ト レージセッ ト を選択する際に、 特定のメディア ID を
選択すると、 ス ト レージ階層が無効になり、 デフォルトの空のスト レージ
階層に設定されます。

パフォーマンス 最適な効率を得るためにターゲットに優先順位を付けるようにメディアマ
ネージャを設定するには、［最適な重複排除のためにターゲット選択を最適
化する］を選択します。

このオプションを使用すると、メディアマネージャは、バックアップジョ
ブでの各セグメントの長さを調べて、使用する最適なメディアターゲット
を決定します。

メディアのラベル付け バックアップ中にブランクメディアアイテムに自動的にラベルを付けるに
は、［自動的にブランクメディアにラベルする］を選択します。 
デフォルトでNetVaultは、システム生成のラベルをブランク・メディアに

割り当てます。このラベルはNetVaultサーバー名、現在の日付、および

シード番号で構成されます。 
メディア・バーコードをデフォルトのラベルとして使用するように、
NetVaultを設定できます。詳細は、「メディア・マネージャの一般設定」を

参照してください。

メモ ： 以前にデータが含まれていた痕跡があるメディアが予期せずブラン
クになっている場合、 そのようなメディアは、 自動ラベリングが発生しな
いように疑わしいメディアとしてマークされます。 NetVault では、 ユー

ザー指定かシステム生成かにかかわらず、 同じラベルの使用は許可されて
おらず、 特定のラベルは必ず 1 つのメディアのみに関連付けられます。 メ

ディアが予期せずにブランクとなった場合、 通知イベン トが発生します。
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メディア共有オプションの設定

メディア共有オプションを設定するには：

1 ［バックアップターゲット］詳細ドロワで、［メディア共有］をクリックして、以下の設定を行います。 

再利用 以下から利用可能なオプションを選択します。

• 実行しない ： このオプシ ョ ンはデフォルトで選択されています。 再
利用のマークが設定されたメディアがバックアップに使用されない
ように、 このオプシ ョ ンは選択したままにして ください。

• 任意 ： グループの関連付けに関係な く任意の適切な再利用可能メ
ディアを使用する場合は、 このオプシ ョ ンを選択します。

• ターゲッ ト ・ メディアと同じグループ ・ ラベルを使用 ： ターゲッ
ト ・ メディアと同じ メディア ・ グループに所属するメディアを再利
用する場合は、 このオプシ ョ ンを選択します。 このオプシ ョ ンは、
［メディア指定条件］ オプシ ョ ンのグループ ・ ラベルを選択した場
合にのみ設定できます。

メモ ： メディアに保管されている最後のセーブセッ トがリ タイアされた場
合、 メディアは自動的に再利用のマークが付けられます。 メディアに手動
で再利用のマークを付ける方法についての詳細は、 「テープを再利用として
マーク」 を参照して ください。

メディア要求タイムアウト NetVaultがバックアップ・メディアを待機する時間を入力または選択しま

す。このタイムアウト値は、分単位で指定します。指定した期間内に必要
なメディア・アイテムが利用できなかった場合、ジョブは自動的に中止さ
れます。

デフォルト値は、0です。デフォルトの設定では、メディアが指定される

か、ジョブが手動で中止されるまで、ジョブは無期限に待機します。 
設定可能な最大のタイムアウト期間は1440分（24時間）です。この設定

により、NetVaultで日次ジョブの次のインスタンスが実行される前に、現

在のインスタンスが中止されます。 
メモ ： メディア要求のタイムアウト間隔を、 5 分未満にすることはできませ

ん。 5 の倍数ではない値を指定した場合、 間隔は最寄りの 「5 の倍数」 分に

自動的に設定されます。 たとえば、 8 分と指定した場合、 タイムアウト値は

10 分に設定されます。 23 分と指定した場合は、 25 分に設定されます。 

メモ： ディスク・ベース・デバイスへのバックアップは、ストリーム指向の方法です。メディアのコ
ンセプトは、ディスク・ベース・デバイスには適用されません。メディア・オプション、［メディア
指定条件］、［ラベル］、［再利用］は、ディスク・ベースのストレージ・デバイスに適用されません。

メディア・グループにテープ・メディアとNetVault SmartDiskデバイスが含まれている場合、NetVault
では、そのグループの物理テープ・メディアまたは仮想テープ・メディアが常に使用されます。バッ
クアップをNetVault SmartDiskデバイスに書き込むには、デバイスの明示的な選択が必要です。 

表42. ターゲット・セットの［メディア・オプション］

オプション 説明
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バックアップ・ジョブのソース・セット
の作成
ソース・セットは、ソース・デバイス・オプションを指定するために使用します。ソース・セットは、Plug-in 
for Consolidationジョブ、Plug-in for Data Copyジョブ、セカンダリ・コピー・ジョブで必須です。ソース・セッ

トは［バックアップ・ジョブ作成］ページから作成できます。

バックアップジョブのソースセットを作成するには

1 バックアップ・ジョブ・ウィザードを開始して、［ソース・ストレージ］リストの隣りにある［新規作
成］をクリックします。

2 ［バックアップ・ジョブ・ウィザード - ソース・セット作成］ページで、［デバイス・セレクション］を

クリックして、以下の設定を行います。

表43. ターゲット・セットの［メディア共有］オプション

オプション 説明

バックアップを必ずターゲッ

ト・メディアの先頭に書き込み
バックアップをテープの先頭に書き込むには、このチェック・ボックスを
選択します。セーブセットが物理テープの最初にある場合、データを迅速
にリストアすることができます。 
このオプションを使用したバックアップが行えるのは、新しいメディアま
たはブランク・メディアのみです。 
メモ ： マルチ ・ ス ト リーム ・バックアップを実行するときは、 ［バックアッ
プを必ずターゲッ ト ・ メディアの先頭に書き込み］ チェ ック ・ ボックスを
選択しないで ください。 マルチ ・ ス ト リーム ・バックアップでこのチェ ッ
ク ・ ボックスをオンにすると、 各データ ・ ス ト リームでは別々のメディア
がターゲッ ト となり、 そのメディア ・ アイテムで最初のバックアップとし
て存在することになります。 バックアップで 5 つのスト リームが生成され

る場合は、 5 つのブランク ・ メディア ・ アイテムまたは新しいメディア ・

アイテムの取得がジョブによって試されます。

メディアをバックアップ

以降の書き込みから保護
バックアップ完了後、メディアを書き込み保護するには、このオプション
を選択します。

メモ ： 既存のテープを 「読み取り専用」 と してマークする方法についての
詳細は、 「テープを読み取り専用としてマーク」 を参照して ください。

最低空き容量<x>ギガバイトの

メディアのみ使用
ターゲット・メディアに必要な最低空き容量を指定する場合は、その値を
入力または選択します。値はGB単位で指定する必要があります。 

メモ： ［メディア共有］オプションは、ディスク・ベースのストレージ・デバイスに適用されませ
ん。

表44. ソース・セットの［デバイス・セレクション］オプション

オプション 説明

任意のデバイス このオプションはデフォルトで選択されています。デバイス・タイプを指
定しない場合、NetVaultは適切な任意のデバイスをジョブで使用します。 
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3 ［保存］をクリックして、［新規セットの作成］ダイアログ・ボックスにセットの名前を入力します。 

セット名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、非ラテン語系の文字を含めることはできま
せん。Linux OSの場合、名前は最大で200文字です。Windows OSの場合、長さ制限はありません。ただ

し、すべてのプラットフォームで、40文字以内にすることをお勧めします。

［保存］をクリックして、リストア・ソース・セットを保存します。

バックアップ詳細設定セットの作成
詳細設定セットを使用して、バックアップ・リタイア設定、セカンダリ・コピーのジョブ定義、ユーザー定義イ
ベント、その他の詳細オプションを指定します。バックアップ詳細設定セットは、［バックアップ・ジョブ作成］
ページから作成できます。

バックアップ詳細設定セットを作成するには

1 バックアップ・ジョブ・ウィザードを開始して、［詳細設定］リストの隣りにある［新規作成］をクリッ
クします。

2 ［詳細設定］ページで対応するボタンをクリックし、次のセクションで説明するオプションを設定します。

▪ バックアップ寿命オプシ ョ ンの設定

▪ 継続的データ保護用のバックアップ寿命オプシ ョ ンの設定

▪ 詳細設定の指定

▪ セカンダリ ・ コピーの作成

▪ バックアップ ・ ジ ョ ブ用プレ ・ スクリプ トおよびポスト ・ スクリプ トのオプシ ョ ンの設定

▪ バックアップ ・ ジ ョ ブに対するユーザー定義イベン トの設定

3 ［保存］をクリックして、［詳細設定セット名］に、セットの名前を入力します。 

セット名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、非ラテン語系の文字を含めることはできま
せん。Linux OSの場合、名前は最大で200文字です。Windows OSの場合、長さ制限はありません。ただ

し、すべてのプラットフォームで、40文字以内にすることをお勧めします。

［保存］をクリックして、詳細設定セットを保存します。

バックアップ寿命オプションの設定

バックアップ寿命オプションを設定するには

1 ［詳細設定］ページで、［バックアップ寿命］をクリックして、以下の設定を行います。

デバイス指定 ジョブに特定のデバイスを使用するには、このオプションを選択します。
関連するボックスで、使用しないデバイスのチェック・マークを解除しま
す。ライブラリを削除すると、関連するドライブが自動的に削除されます。

ローカル・ドライブのみ ターゲット・クライアントにローカル接続されているデバイスのみを使用
する場合、このチェック・ボックスを選択します。

メモ ： NetVault SmartDisk は、 ネッ トワーク接続デバイスまたは非ローカ

ル ・ デバイスとみなされます。

表44. ソース・セットの［デバイス・セレクション］オプション

オプション 説明
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図11. ［バックアップ寿命］ダイアログ・ボックス

表45. バックアップ寿命のオプション

オプション 説明

アーカイブ アーカイブを作成する場合、このオプションを選択します。 
アーカイブは増分または差分バックアップのベースとして使用できません。
データのアーカイブ時は、常にフル・バックアップ・タイプを選択する必
要があります。増分または差分バックアップ・タイプを選択した場合、リ
ストア・ジョブは失敗します。 

バックアップ このオプションはデフォルトで選択されています。バックアップを作成す
る場合、このオプションを使用します。

バックアップ寿命 このオプションは、バックアップの保持期間を指定します。

バックアップは無期限に保持することもできますし、指定された期間が経
過したらリタイアさせることもできます。NetVaultは、バックアップに対

して世代ベースおよび時間ベースのリタイア方式をサポートしています。
バックアップ・リタイア方式についての詳細は、「バックアップのリタイ
ア」を参照してください。 
リタイア ・ オプションは、 バックアップ詳細設定セッ トで指定できます。 ま
たは、 ［有効期限の変更］ を使用して、 既存のセーブセッ トの有効期限や世
代数を設定または変更することもできます。 ［有効期限の変更］ についての
詳細は、 「セーブセッ ト有効期限のオプション設定」 を参照して ください。

［バックアップ寿命］オプションを設定するには、以下の手順に従います。

• バックアップ寿命 — フル ・バックアップ回数に基づく ： 世代ベー

スのリ タイアを設定するには、 ［フル ・バックアップ回数の超過後
に破棄］ オプシ ョ ンを選択します。 関連するリストで、 保持するフ
ル ・バックアップの最大数を入力または選択します。

• バックアップ寿命 — 時間に基づく ： 時間ベースのリ タイアを設定

するには、 ［期間指定］ オプシ ョ ンを選択します。 期間を入力また
は選択し、 関連するリストで、 ［日］、 ［週］、 ［月］、 ［年］ のいずれ
かのオプシ ョ ンを選択します。 
デフォルトでは、［バックアップ寿命］オプションは［次の期間を
経過したら廃棄］に設定されており、リタイア期間は3か月に設定

されています。
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• 強制終了 ： デフォルトでは、 バックアップに依存関係のあるバック
アップが含まれる場合、 そのリ タイアはすべての依存関係のある
バックアップがリ タイアする準備が整うまで延期されます。

このチェック・ボックスを選択すると、そのリタイア・スケジュー
ルに従ってバックアップをリタイアすることができます。この動作
を強制すると、依存関係のある増分および差分バックアップが早期
にリタイアする場合があります。

このルールをすべてのバックアップにグローバルに適用するため
に、メディア・マネージャの設定を変更できます。詳細は、「依存
関係にあるバックアップのリタイア・ルールの設定」を参照してく
ださい。［破棄のタイミングの管理］オプションが［Force Always］
に設定されている場合は、このチェック・ボックスの状態に関係な
く、［強制終了］オプションが使用されます。

• バックアップを無期限に保持する ： バックアップを無期限に保持す
るには、 ［フル ・バックアップ回数に基づいて破棄しない］ および
［時間に基づいて破棄しない］ オプシ ョ ンを選択します。

メモ ： ［フル ・ バックアップ回数の超過後に破棄］ オプシ ョ ンと ［次の期
間を経過したら廃棄］ オプシ ョ ンを両方ともフル ・バックアップに設定す
ると、 バックアップは、 両方の条件が満たされたときに限り リ タイアされ
ます。 たとえば、 ［フル ・バックアップ回数の超過後に破棄］ オプシ ョ ンを
フル ・バックアップ 4 回に、 ［次の期間を経過したら廃棄］ オプシ ョ ンを

30 日に設定すると、 フル ・バックアップが 5 回行われて、 なおかつ 30 日

が経過してからバックアップはリ タイアされます。

メモ ： 時間ベースのリ タイアを設定する場合、 ジ ョブの保存または実行時
間に対して時間コンポーネン ト （HH:MM） が自動的に設定されます。

メモ ： 時間ベースのリ タイアでは、 時間コンポーネン ト （HH:MM） は実際

のリ タイア時間を表してはいません。 バックアップのリ タイア期限を表し
ています。 実際のリ タイア時間は、 メディア ・ マネージャがメディア ・
データベースをスキャンして、 リ タイアする必要があるバックアップを特
定するまでの間隔により決まります。 デフォルトのスキャン間隔は 60 分

です。 そのため、 リ タイア時間が 10:20 に設定されている場合、 実際のリ

タイア時間は 11:00 となります。 デフォルト設定は、 mediamgr.cfg ファ

イルで変更できます。 詳細は、 「バックアップ ・ リ タイア ・ スキャンのデ
フォルト間隔の設定」 を参照して ください。

表45. バックアップ寿命のオプション

オプション 説明



Quest NetVault 13.1.2 アドミニストレーターズ・ガイド

データのバックアップ
148

2 設定を保存してダイアログ・ボックスを閉じるには、［設定］をクリックします。

継続的データ保護用のバックアップ寿命オプショ
ンの設定

継続的データ保護用のバックアップ寿命オプションを設定するには

1 ［詳細設定］ページで、［バックアップ寿命］をクリックして、以下の設定を行います。

オフライン・インデックス
期間指定

オンライン ・バックアップ ・ インデックスにより、 メディアをロードする
ことな く迅速にセーブセッ トのコンテンツをスキャンすることができます。
ただし、 これらのインデックスにより、 NetVault データベース全体のサイ

ズは拡大することがあります。 データベースのサイズを管理するには、 オ
ンライン ・ インデックスを削除できます。

次のようにさまざまな方法を使用して、 オンライン ・ インデックスを削除
できます。

• ［オフライン ・ インデックス期間指定］ オプシ ョ ンをバックアップ
詳細設定セッ トで設定すると、 指定期間後にオンライン ・ インデッ
クスは自動的に削除されます。 この方法については、 このセクシ ョ
ンで説明します。

• ［インデックス ・ オフライン前の非アクテ ィブ日数］ 設定を使用し
て、 指定した期間非アクテ ィブであった場合にオンライン ・ イン
デックスを削除するグローバル ・ ポリシーを設定できます。 詳細
は、 「バックアップ ・ インデックスのメディア ・ マネージャの設定」
を参照して ください。

• ［バックアップ ・ インデックスの管理］ ページで 1 つまたは複数の

バックアップのオンライン ・ インデックスを手動で削除できます。
詳細は、 「オンライン ・ インデックスの手動削除」 を参照して くだ
さい。

インデックス保持期間をバックアップ詳細設定セットで指定するには、［オ
フライン・インデックス期間指定］オプションを選択します。インデック
スを保持する期間を入力または選択し、関連するリストで［日］、［週］、
［月］、または［年］オプションを選択します。

バックアップを不変にする ファイルを不変にするには、このオプションを選択します。バックアップ
寿命に［次の期間を経過したら廃棄］を選択しなかった場合、NetVault が
破棄するまでファイルを保持する時間を、時間数、日数、月数、または年
数で入力します。［次の期間を経過したら廃棄］を選択した場合、不変性機
能により、この選択に基づいてファイルが保持されます。

メモ ： この設定は元に戻せません。 バックアップを不変にした後は、 不変
以外にすることはできません。 
メモ ： 不変ファイルは、 選択した時間に達するまで削除できません。

メモ： ディスク・ベースのストレージ・デバイス（NetVault SmartDisk、Quest DR Seriesシステム、およ

びData Domainシステムなど）に保管されているバックアップがリタイアした場合、そのバックアップは

デバイスから削除されます。デバイスをスキャンして、削除されたバックアップをインポートすることは
できません。

メモ： バックアップが不変である場合、バックアップ数に関係なく、選択した時間に達するまでバック
アップはリタイアしません。

表45. バックアップ寿命のオプション

オプション 説明
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2 設定を保存してダイアログボックスを閉じるには、［設定］をクリックします。

表46. 継続的バックアップ用のバックアップ寿命オプション

オプション 説明

フル合成バックアップ回数
の超過後に破棄

以前の合成フルバックアップを削除する前に、矢印を使用して、保持する
合成フルバックアップの最大数を設定します。

バックアップを不変にする ファイルを不変にするには、このオプションを選択します。 
メモ ： この設定は元に戻せません。 バックアップを不変にした後は、 不変
以外にすることはできません。 
メモ ： 不変ファイルは、 選択した時間に達するまで削除できません。

メモ： ディスク・ベースのストレージ・デバイス（NetVault SmartDisk、Quest DR Seriesシステム、およ

びData Domainシステムなど）に保管されているバックアップがリタイアした場合、そのバックアップは

デバイスから削除されます。デバイスをスキャンして、削除されたバックアップをインポートすることは
できません。

メモ： バックアップが不変である場合、バックアップ数に関係なく、選択した時間に達するまでバック
アップはリタイアしません。



Quest NetVault 13.1.2 アドミニストレーターズ・ガイド

データのバックアップ
150

詳細設定の指定

バックアップ・ジョブ用詳細設定を指定するには

1 ［詳細設定］ページで、［詳細設定］をクリックして、以下の設定を行います。

表47. バックアップ・ジョブ詳細設定オプション

オプション 説明

暗号化の有効化 NetVaultには、2つの暗号化プラグインが用意されています。

• NetVault Plug-in for Standard Encryption （Plug-in for Standard 
Encryption） 

• NetVault Plug-in for Advanced Encryption （Plug-in for Advanced 
Encryption） 

メモ ： このオプシ ョ ンは、 CDP （継続的データ保護） バックアップには使

用できません。

これらのプラグインは、規制当局のバックアップセキュリティ要件を満た
すために、CAST-128、CAST-256、FIPS 非準拠の AES-256、FIPS 準拠の 
AES-256 の各アルゴリズムをサポートしています。これらのプラグインに

ついての詳細は、『Quest NetVault Plug-in for Standard Encryptionユーザー

ズ・ガイド』または『Quest NetVault Plug-in for Advanecd Encryptionユー

ザーズ・ガイド』を参照してください。 
クライアントにPlug-in for Standard EncryptionまたはPlug-in for Advanced 
Encryptionをインストールすると、以下のような作業を行えます。

• プラグインがインストールされているクライアン トから実行される
すべてのバックアップを暗号化するようにプラグインを設定しま
す。 この設定についての詳細は、 該当するプラグインのユーザー
ズ ・ ガイ ドを参照して ください。 

• ジ ョブ ・ レベルの暗号化オプシ ョ ンを使用して、 クライアン トの
個々のバックアップを暗号化します。 セカンダリ ・ コピーについて
のみ暗号化を選択することもできます。 

ジョブ・レベルの暗号化オプションは、以下のような場合に便利です。

• サーバーまたはクライアン トにインストールされているプラグイン
が、 暗号化プラグインと互換性がない場合。

• サーバーまたはクライアン トの特定のバックアップのみ暗号化が必
要な場合。

• プライマリ ・ バックアップの暗号化は不要で、 オフサイ トで保護す
るセカンダリ ・ バックアップの暗号化が必要である場合。

• プライマリ ・ バックアップが重複排除機能をサポート しているスト
レージ ・ デバイスを対象としている場合。

プライマリ・バックアップでジョブ・レベルの暗号化を実行するには、［暗
号化の有効化］チェック・ボックスを選択します。セカンダリ・コピーで
ジョブ・レベルの暗号化を使用する方法についての詳細は、「セカンダリ・
コピーのみ暗号化」を参照してください。

メモ ： 暗号化バックアップは、 元のクライアン トまたは別のクライアン ト
にリス トアできます。 どちらの場合でも、 ターゲッ ト ・ クライアン ト上に
プラグインをインストールする必要があり、 またバックアップ実行時と同
じように設定する必要があります （同じ暗号鍵文字列と暗号アルゴリズム
を使用）。
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重複排除機能を有効化 デフォルトでは、重複排除機能が有効になっています。ターゲット・デバ
イスがデータの重複排除をサポートしていない場合は、このチェック・
ボックスの選択を解除します。

重複排除をサポートしているデバイスへのバックアップの実行時に、以下
のジョブに対してはこのチェック・ボックスの選択を解除することをお勧
めします。 

• 暗号化オプシ ョ ンを使用するバックアップ。 暗号化されたバック
アップの場合はうま く重複排除できないため、 重複排除すべきでは
ありません。

• Plug-in for Consolidation を使って統合する増分バックアップ。 この

オプシ ョ ンを選択しないことで、 統合プロセス時に重複排除された
増分バックアップを元に戻すという不要なオーバーヘッ ドが発生す
るのを防ぐことができます。 コンソリデート ・ フル ・バックアップ
時に重複排除処理を有効にすることができます。

メモ ： Quest DR Series システムの重複排除を完全に無効にすることはで

きません。 Quest DR Series システムには、 重複排除をクライアン トで実

行するのか、 または Quest DR Series システム上で実行するのかを制御す

る、 重複排除の設定モードが用意されています。 クライアン ト側の重複排
除は、 ［重複排除］ モードに ［パススルー］ を設定することでオフにするこ
とができます。 この設定についての詳細は、 『Quest DR Series システム管

理者ガイド』 を参照して ください。

メモ ： Quest DR Series システムに保管されているバックアップがバック

アップコンソリデートジ ョ ブの対象として選択された場合、 重複排除デー
タを元に戻すオーバーヘッ ドがパフォーマンスに影響を与えるおそれがあ
ります。

バックアップ後の検証 メディアに書き込まれたストリーム長を検証し、バックアップ中にブロッ
クが破棄されていないことを確認する場合に、このチェック・ボックスを
選択します。 
バックアップの検証は、実際のバックアップ完了後、フェーズ2ジョブと

して実行されます。破棄されたブロックが検出された場合、検証フェーズ
でエラーが報告され、処理が失敗します。検証フェーズが失敗した場合、
再びバックアップを実行する必要があります。 
メモ ： フェーズ 2 のバックアップ検証ジ ョブでは、 データの整合性は検証

されません。 バックアップが実際にメディアに書き込まれたかどうかのみ
を検証します。

デフォルトの設定では、検証ジョブはNetVaultサーバーで実行されます。

検証フェーズを実行するように別のクライアントを設定する方法について
の詳細は、「検証プラグインのデフォルトの設定」を参照してください。

メモ ： データコピーバックアップに ［バックアップの複製］ オプシ ョ ンと
ともに ［バックアップ後の検証］ が選択されている場合、 検証は、 ソース
メディア内のコピーを使用するか、 またはデータコピー複製バックアップ
のターゲッ ト メディア内のコピーを使用して、 データスト リームごとに実
行されます。

メモ ： データコピーバックアップに ［フルバックアップをコピーして、 独
立したインデックス情報を持つコピーを作成］ オプシ ョ ンと ともに ［バッ
クアップ後の検証］ が選択されている場合、 検証は、 ソースメディア内の
データスト リームやデータコピーバックアップのターゲッ ト メディアの
データスト リームなどのデータスト リームごとに実行されます。

表47. バックアップ・ジョブ詳細設定オプション

オプション 説明
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2 設定を保存してダイアログ・ボックスを閉じるには、［設定］をクリックします。

セカンダリ・コピーの作成

セカンダリ・コピーを作成するには

1 ［詳細設定］ページで、［セカンダリ・コピー］をクリックします。

2 ［セカンダリ・コピーの作成］チェック・ボックスをクリックして、以下の項目を設定します。

ネットワーク圧縮の使用 ネットワーク経由のデータ伝送時にネットワーク圧縮を使用する場合、こ
のチェック・ボックスを選択します。 
メモ ： このオプシ ョ ンは、 CDP （継続的データ保護） バックアップには使

用できません。

データはまずバックアップ・クライアント上で圧縮され、その後ネット
ワークに転送されます。ターゲット・デバイスが接続されているマシンで
は、データが解凍された後に、メディアに書き込まれます。 
ネットワーク圧縮は次のタイプのジョブでは機能しません。

• NetVault SmartDisk にバックアップ

• NDMP ベースの NAS ファイラーに接続されたデバイスへのバック

アップ

• NetVault Plug-in for NDMP、 NetVault Plug-in for NetWare、 および

NetVault Bare Metal Recovery 製品を使ったバックアップ

セーブセット項目をリスト
ア検索カタログに追加しな
い

選択したセーブセットのバックアップをカタログ化から除外するには、こ
のチェック・ボックスを選択します。

セーブセットのカタログ化ステータス（［はい］または［いいえ］）を調べ
るには、［リストア・ジョブ作成 － セーブセットの選択］ページの［カタ

ログ化］列を確認します。

メモ： このオプションは、CDP（継続的データ保護）バックアップには使用できません。

表48. セカンダリ・コピーのオプション

オプション 説明

コピー・オプション選択 セカンダリ・コピーの作成に使用する方法を選択します。利用可能な方法
を以下に示します。

• 複製

• データ ・ コピー

これらの方法についての詳細は、「セカンダリ・コピー」を参照してくださ
い。

メモ ： CDP バックアップでは、 データコピーのみが有効です。

メモ ： NetVault Server 10.0.5 以降では、 Plug-in for Data Copy でインデッ

クス ・バージ ョ ン 4 を作成します。 これは、 以前の NetVault と互換性があ

りません。 NetVault 10.0.1 またはそれ以前のバージ ョ ンを実行するクライ

アン トは、 このインデックス ・ ファイルを読み込めません。 NetVault 
Server 10.0.5 以降で生成されたデータ ・ コピー ・ セーブセッ ト をリス トア

するには、 クライアン トで NetVault 10.0.5 以降の実行が必要です。

表47. バックアップ・ジョブ詳細設定オプション

オプション 説明
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コピー・ジョブ実行先 デフォルトでは、セカンダリ・コピー・ジョブはNetVaultサーバーで実行

されます。特定のクライアント上でジョブを実行させるには、ターゲッ
ト・クライアントをクリックします。 
このオプションは、ローカルに接続された物理または仮想テープ・デバイ
スのあるクライアントでバックアップを実行する場合に使用することがで
きます。 

重要： 
スケジュール・セット使用 既存のスケジュール・セットを選択するか、または［新規作成］をクリッ

クして、スケジュール・タイプとスケジュール方式を設定します。詳細は、
「スケジュール・セットの作成」を参照してください。

メモ ： ［繰り返し］ と ［ト リガ］ のスケジュール ・ タイプを使用してセカ
ンダリ ・ コピー ・ ジ ョ ブを実行することはできません。 セカンダリ ・ コ
ピー ・ ジ ョ ブを実行できるのは、 フェーズ 1 ジ ョブが正常に完了した後の

みです。 ［繰り返し］ と ［ト リガ］ のスケジュール ・ タイプにより、 ソー
ス ・ セーブセッ トが使用可能になる前に開始するようにセカンダリ ・ コ
ピー ・ ジ ョ ブが設定されるという状況になることがあります。

ターゲット・セット使用 既存のターゲット・セットを選択するか、または［新規作成］をクリック
して、ジョブのターゲット・デバイスとメディア・オプションを設定しま
す。詳細は、「ターゲット・セットの作成」を参照してください。

メモ ： 複製バックアップとデータ ・ コピー ・バックアップを実行するとき
は、 元のセーブセッ トまたは同じバックアップのコピーを含むメディア ・
アイテムを使用できません。 NetVault ではこれらのメディア ・ アイテムが

除外されるため、 コピーと元のバックアップが同じ メディア ・ アイテムに
存在することはありません。 メディアのコンセプ トは、 ディスク ・ ベー
ス ・ デバイスには適用されません。 元のセーブセッ ト をディスクベース ・
デバイスに保存する場合、 複製ジ ョブまたはデータ ・ コピー ・ ジ ョ ブをそ
のバックアップに実行するとき、 NetVault ではそのデバイスが除外されま

せん。

メモ ： すべてのセカンダリ ・ コピーについて、 同じ ド ライブを選択するこ
とをお勧めします。 たとえば、 4 ド ライブのライブラリがある場合は、 ド

ライブ 1 および 2 をプライマリ ・ バックアップ用に選択し、 ド ライブ 3 お

よび 4 をテープ ・ デバイスをターゲッ トにしたセカンダリ ・ コピー用に選

択します。 このようにド ライブを選択することで、 複数の複製ジョブを同
時に実行した場合にデッ ドロックを回避することができます。

ソース・セット使用 既存のソース・セットを選択するか、［新規作成］をクリックして、ジョブ
のソース・デバイス・オプションを設定します。詳細は、「バックアップ・
ジョブのソース・セットの作成」を参照してください。

表48. セカンダリ・コピーのオプション

オプション 説明
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3 必須のその他のオプションを設定します。

表49. セカンダリ・コピーのその他のオプション

オプション 説明

データ・コピーの最大スト
リーム数

データ・コピー・ジョブで生成できる最大同時ストリーム数を入力または
選択します。デフォルトでは、単一のデータ・ストリームが生成されて、
データ・アイテムが順番にコピーされます。 

メディア要求タイムアウト NetVaultがバックアップ・メディアを待機する時間を入力または選択しま

す。このタイムアウト値は、分単位で指定します。デフォルト値は、10分
間です。

指定した期間内に必要なメディア・アイテムが利用できなかった場合、
ジョブは自動的に中止されます。

この値をゼロ（0）に設定すると、メディアが指定されるか、ジョブが手動

で中止されるまで、セカンダリ・コピー・ジョブは無期限に待機します。

設定可能な最大のタイムアウト期間は1440分（24時間）です。この設定

により、NetVaultで日次ジョブの次のインスタンスが実行される前に、現

在のインスタンスが中止されます。

メモ ： （Plug-in for Data Copy を使用して作成した） フ ェーズ 1 のデータ ・

コピー ・ ジ ョ ブのメディア要求タイムアウトは、 ターゲッ ト ・ セッ トの
［メディア要求タイムアウト］ 設定ではな く、 バックアップ ・ オプシ ョ ン ・
セッ トの ［メディア要求タイムアウト］ 設定で制御されます。 フェーズ 2
（セカンダリコピー） データコピーおよび複製ジ ョブのメディア要求タイム
アウトは、 バックアップ詳細設定セッ トで指定された ［メディア要求タイ
ムアウト］ によって管理されます。

セカンダリ・コピーのみ暗
号化

セカンダリ・コピーでジョブ・レベルの暗号化を実行するには、［暗号化の
有効化］チェック・ボックスを選択します。 
このオプションは、［データ・コピー］を選択した場合にのみ利用できま
す。このオプションを使用するには、クライアントへのPlug-in for 
Standard EncryptionまたはPlug-in for Advanced Encryptionのインストール

が必要です。

以下の点に注意します。

• プライマリ ・ コピーが暗号化されている場合、 データ ・ コピー方式
では、 ［セカンダリ ・ コピーのみ暗号化］ チェ ック ・ ボックスが選
択されているかどうかに関係な く、 暗号化されたセーブセッ トが自
動的に作成されます。 したがって、 このオプシ ョ ンが役立つのは、
暗号化されていないプライマリ ・ コピーを暗号化してセカンダリ ・
コピーを作成するときだけです。

• データ ・ コピーで ［セカンダリ ・ コピーのみ暗号化］ チェ ック ・
ボックスを選択した場合、 暗号化されたプライマリ ・ バックアップ
は再暗号化されません。 

• 暗号化されたデータ ・ コピーからデータをリス トアするには、 プラ
イマリ ・ コピーの暗号化キーを使用する必要があります。

プライマリ・バックアップでジョブ・レベルの暗号化を使用する方法につ
いての詳細は、「暗号化の有効化」を参照してください。 
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移動（オリジナル・バック
アップの破棄）

コピーを作成する代わりにバックアップを移動するには、このチェック・
ボックスを選択します。データをコピーした後で、NetVaultがオリジナル

のバックアップのインデックスを削除します。

メモ ： Plug-in for FileSystem バックアップのコピーを作成する際には、 関

連付けられた増分または差分バックアップのないフル ・バックアップにつ
いてのみ ［移動］ オプシ ョ ンを選択できます。 増分または差分バックアッ
プに関係があるフル ・バックアップに対してこのオプシ ョ ンを選択すると、
NetVault がセカンダリ ・ コピーを正常に作成しますが、 プライマリまたは

オリジナル ・バックアップのインデックスは削除されません。 そのような
バックアップについては、 コピーの作成後に、 手動でプライマリまたはオ
リジナルのバックアップをリ タイアする必要があります。

ストリームにメディア共有
を許可

このチェックボックスはデフォルトで選択されていません。

このオプションを使用すると、複数のデータストリームが 1 つのシーケン

シャルデータストリームに変換されます。このチェック・ボックスを選択
しない場合は、各ストリームが別々に書き込まれます。

ディスクベースのデバイスを使用してバックアップを保存する場合は、マ
ルチストリームが適しています。その場合、このチェック・ボックスを選
択する必要はありません。

テープ・デバイスの場合に［ストリームにメディア共有を許可］チェッ
ク・ボックスを選択しないと、各データ・ストリームは、別々のメディア
をターゲットにします。ストリームの書き込みに使用されたテープは、利
用可能なメディアから除外されます。テープに十分な容量が残っていない
と、ジョブが失敗します。バックアップの保存にテープデバイスを使用す
る場合、このチェックボックスを選択すると、使用するメディアアイテム
を最小限にすることができます。

表49. セカンダリ・コピーのその他のオプション

オプション 説明
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この機能をサポートするデ
バイス間で最適レプリケー
ションを使用

最適レプリケーション機能により、データ・コピーまたは複製操作時に、
同じタイプのあるデバイスから別のデバイスに、重複排除されたデータを
直接転送することができます。これによりセカンダリ・コピーを効率的に
作成することができます。また、以下の利点があります。

• 重複排除形式でデータをコピーします。 これにより、 ネッ トワーク
経由で転送されるデータ量が大幅に軽減されます。

• NetVault サーバーのリソースを使用せずに、 レプリケーシ ョ ン元か

らレプリケーシ ョ ン先に直接データをコピー可能です。

以下のストレージ・デバイスが、最適レプリケーションをサポートしてい
ます。

• Quest DR Series システム ： 最適化したレプリケーシ ョ ンを実施す

るには、 ソースおよびターゲッ トの Quest DR Series システムの両

方で、 同じ リ リース ・バージ ョ ンの DR OS が稼働している必要が

あります。 異なるリ リースの OS が稼働しているシステム間でのレ

プリケーシ ョ ンはサポート されていません。 
たとえば、DR OS 3.xが稼働しているソース・システムからデータ

をレプリケートするには、ターゲット・システムでも同じリリース
のOSが稼働している必要があります。ターゲット・システムでDR 
OSリリース2.0.xまたは3.0.xが稼働している場合、レプリケーショ

ンは失敗します。

メモ ： Quest DR Series システム上で最適化されたレプリケーシ ョ ンとバッ

クアップを同時に実行すると、 バックアップのスループッ トが低下します。

• QuestQoreStor サーバー

• NetVault SmartDisk デバイス ： レプリケーシ ョ ンの最適化を実行

するには、 NetVault SmartDisk 2.0 以降が必要です。 
レプリケーション元およびレプリケーション先のNetVault 
SmartDiskサーバーに設定されているログイン認証情報が一致しな

いと、レプリケーションに失敗します。レプリケーションを成功さ
せるには、次のいずれかを実行します。

- 両方のNetVault SmartDiskサーバーでWebDAV認証を無効にしま

す。

- ソース・サーバーのみWebDAV認証を有効にします。

- 両方のサーバー上で同じログイン認証情報を設定します。

メモ ： NetVault SmartDisk から他のデバイス ・ タイプ （例 ： VTL、 Quest 
DR Series システム、 または Data Domain システム） にバックアップをコ

ピーする際には、 このチェ ック ・ ボックスの選択を解除する必要がありま
す。 このチェ ック ・ ボックスを選択解除しないと、 データ ・ コピーまたは
複製ジ ョブは、 失敗するか応答しな く なります。

• DD Boost 対応 Data Domain システム：2 つの DD Boost 対応 Data 
Domain システム間でのセカンダリ ・ コピー ・バックアップで、 DD 
Boost が提供する管理ファイル ・ レベルの複製機能を使用します。

ファイル・レベルのレプリケーションには、DD Boost Replicatorラ
イセンスが必要です。このライセンスは、レプリケーション元およ
びレプリケーション先の両方のData Domainシステムにインストー

ルする必要があります。 
メモ ： ソースとターゲッ トの Data Domain システムで稼働している Data 
Domain OS のバージ ョ ンが異なる場合にレプリケーシ ョ ンを成功させるに

は、 ターゲッ ト ・ システム側で上位バージ ョ ンの OS を稼働する必要があ

ります。

表49. セカンダリ・コピーのその他のオプション

オプション 説明



Quest NetVault 13.1.2 アドミニストレーターズ・ガイド

データのバックアップ
157

4 複製セーブセットまたはデータ・コピー・セーブセットのリタイア期間を設定するには、次のオプショ
ンを設定します。 

5 設定を保存してダイアログ・ボックスを閉じるには、［設定］をクリックします。

バックアップ・ジョブ用プレ・スクリプトおよび
ポスト・スクリプトのオプションの設定
プレ・スクリプトとポスト・スクリプト・オプションを使って、ジョブの開始前またはジョブの完了後に、ユー
ザーが定義したスクリプトを実行することができます。これらのスクリプトは、ジョブ開始前のデータベースの
マウント解除やシャット・ダウン、またはジョブ完了後のデータベースのマウントまたは起動などの、タスクの
実行に使用することができます。

プレ・スクリプトまたはポスト・スクリプトを設定する前に、以下の情報を確認してください。

• スクリプ トは、 たとえば Windows の .bat や Linux の .sh など、 任意の実行ファイルである必要がありま

す。

• スクリプ ト ・ ファイルはターゲッ ト ・ クライアン トに存在する必要があります。 NetVault インストール ・

ディ レク ト リの下の、 scripts ディレク ト リ内に配置される必要があります。

ターゲット・メディア取得
前にソース・メディアを選
択

このチェック・ボックスを選択すると、NetVaultは、データ・コピーおよ

び複製バックアップ用にターゲット・メディアの取得を試行する前にソー
ス・メディアを取得しようとします。

表50. セカンダリ・コピーのリタイア・オプション

オプション 説明

オリジナルの寿命を使用 このオプションはデフォルトで選択されています。オリジナルのセーブ
セットのリタイア期間を使用する場合は、このオプションを選択したまま
にします。

次の期間を経過したら廃棄 複製セーブセットまたはデータ・コピー・セーブセットに異なるリタイア
期間を設定するには、このオプションを選択します。 
バックアップを保持する期間を入力または選択し、関連するリストで
［日］、［週］、［月］、または［年］オプションを選択します。コピーについ
ては、時間ベースのリタイア期間だけを設定できます。

強制終了 このチェック・ボックスは、［次の期間を経過したら廃棄］オプションを選
択すると表示されます。

デフォルトでは、セカンダリ・コピーに依存関係にあるバックアップが含
まれる場合、そのリタイアはすべての依存関係にあるバックアップがリタ
イアする準備が整うまで延期されます。

このチェック・ボックスを選択すると、そのリタイア・スケジュールに
従ってセカンダリ・コピーをリタイアすることができます。この動作を強
制すると、依存関係のある増分および差分バックアップが早期にリタイア
する場合があります。

このルールをすべてのバックアップにグローバルに適用するために、メ
ディア・マネージャの設定を変更できます。詳細は、「依存関係にあるバッ
クアップのリタイア・ルールの設定」を参照してください。［破棄のタイミ
ングの管理］オプションが［Force Always］に設定されている場合は、この

チェック・ボックスの状態に関係なく、［強制終了］オプションが使用され
ます。 

重要： 永続的なスナップショットのデータ・コピーまたは複製では、バックアップとインデックスのみの
コピーが実行され、データの冗長コピーは作成されません。

表49. セカンダリ・コピーのその他のオプション

オプション 説明
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• プレ ・ スクリプ ト とポスト ・ スクリプ トにはランタイム ・パラ メータを含めることができます。 これら
のパラメータは、 環境変数 NV_USER_ARG に保存されます。 スクリプ トでは、 他の NetVault 環境変数

も使用することができます。 利用できる環境変数のリストについては、 「NetVault の環境変数」 を参照し

て ください。

• NetVault には、 ポスト ・ スクリプ ト と して使用できる、 2 種類の事前定義スクリプ ト ・ ファイルが用意さ

れています。

▪ psmail ： このスクリプ ト を使用して、 指定したメール ・ アドレスにジ ョブ完了ステータスを送信

します。

▪ psmail_logs ： このスクリプ ト を使用して、 指定したメール ・ アドレスにジ ョブ完了ステータスと

ジ ョブのログを送信します。

LinuxおよびUNIXの場合、事前定義されたスクリプトのファイル名に拡張子はありません。Windowsの場

合、スクリプト・ファイル名の拡張子は「.bat」です。 

これらのスクリプトを実行するには、［ポストスクリプト］ボックスで以下の設定値を指定します。

▪ Linux および UNIX ： psmail または psmail_logs

▪ Windows ： psmail.bat または psmail_logs.bat

プレスクリプトおよびポストスクリプトを指定するには

1 ターゲット・クライアントの［詳細設定］ページで、［プレ & ポストスクリプト］をクリックして、以下

の設定を行います。

2 設定を保存してダイアログ・ボックスを閉じるには、［設定］をクリックします。

総合的な実行およびジョブ・ステータスに対するスクリプトの効果を、以下の表に示します。

表51. バックアップ・ジョブ用プレ・スクリプトおよびポスト・スクリプトのオプション

オプション 説明

プレスクリプト ジョブの開始前にユーザー定義のスクリプトを実行することができます。
このスクリプトを使って、データベースのマウント解除やシャットダウン
など、バックアップの前処理を実施することができます。 
プレ・スクリプトを実行するには、以下の手順に従います。

• ［プレスクリプ ト］ ボックスに、 スクリプ ト ・ ファイル名を指定し
ます。 

• ［ユーザー ・パラ メータ］ ボックスに、 ランタイム ・パラ メータの
値を指定します。 値は有効でなければならず、 スクリプ ト内の使用
方法に準拠している必要があります。 NetVault は、 このユーザー ・

パラ メータについて有効性チェ ックを行いません。

ポストスクリプト ジョブの完了後にユーザー定義のスクリプトを実行することができます。
このスクリプトを使って、ジョブ完了後のデータベースのマウントや開始
など、バックアップの後処理を実施することができます。 
ポスト・スクリプトを実行するには、以下の手順に従います。

• ［ポス トスクリプ ト］ ボックスで、 スクリプ ト ・ ファイル名を指定
します。

• ［ユーザー ・パラ メータ］ ボックスに、 ランタイム ・パラ メータの
値を指定します。 値は有効でなければならず、 スクリプ ト内の使用
方法に準拠している必要があります。 NetVault は、 このユーザー ・

パラ メータについて有効性チェ ックを行いません。
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表52. スクリプト実行およびバックアップ・ジョブ・ステータス

処理 結果

プレスクリプト 成功 成功 成功 失敗 失敗

バックアップ・ジョブ 成功 成功 失敗 実行されませ
ん

実行されませ
ん

ポストスクリプト 成功 失敗 成功 成功 失敗

総合的なジョブ・ス
テータス

ジョブは正常
に終了しま
す。

ジョブは終了
しましたが、
ポスト・スク
リプト・エ
ラーがありま
す。

ジョブは失敗
しましたが、
ポスト・スク
リプトは実行
されました。
エラーが報告
されます。

ジョブは失敗
し、プレ・ス
クリプト・エ
ラーが報告さ
れました。

ジョブは失敗
し、プレ・ス
クリプトおよ
びポスト・ス
クリプト・エ
ラーが報告さ
れました。
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バックアップ・ジョブに対するユーザー定義イベ
ントの設定
NetVaultでは、バックアップ・ジョブの作成時に、ジョブが正常に完了したとき、警告を伴って完了したとき、
または失敗したときに発生するユーザー定義のイベントを設定できます。個々のジョブの完了ステータスについ
て通知を受けるときにこれらのオプションを使用できます。

ユーザー定義イベントは、バックアップ詳細設定セットで設定できます。ユーザー定義イベントを作成した後
は、任意のジョブまたはバックアップ・ポリシーに対してそのイベントを発生させることができます。NetVault
により、ユーザー定義のイベントは、Jobs — User definedイベント・クラスに追加されます。その後、イベント
発生時に通知を受け取るため、イベントごとに1つまたは複数の通知方法を設定できます。

バックアップ・ジョブのユーザー定義イベントを発生させるには

1 ［詳細設定］ページで、［イベント］をクリックして、以下の設定を行います。

表53. バックアップ・ジョブのユーザー定義イベント・タイプ

2 設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［設定］ をクリ ックします。

3 イベン ト発生時に通知を受信するには、 そのイベン トの通知方法を設定します。 詳細は、 「一般通知方法
の設定」 を参照して ください。

セットの管理
このセクションには、以下のトピックが含まれています。

• セッ トの変更

• セッ トのコピー

• セッ トの削除

セットの変更
既存のセットに保存されているデータ選択またはさまざまなジョブ・オプションを変更できます。変更の保存時
に、セットを上書きするか、または、新しいセットに選択内容を保存するかを選択できます。

セットを変更するには

1 ［ナビゲーション］パネルで、［セット管理］をクリックします。

2 ［セット・タイプ］リストで、変更するセットの種類を選択します。

メモ： NetVaultには、システム内の有意な事象に対応して発生する事前定義のイベントがいくつか用意さ
れています。詳細は、「NetVaultのイベントについて」および「イベント・タイプ」を参照してください。 
また、個々のバックアップ・ジョブ、リストア・ジョブ、レポート・ジョブ、およびログ・メッセージに
対してユーザー定義のイベントを発生させることもできます。NetVault内で事前定義またはユーザー定義
のイベントが発生したときには、さまざまな通知方法を使用して通知を受け取ることができます。詳細は、
「一般通知方法の使用」を参照してください。

オプション 説明

ジョブ成功 ジョブの正常完了時に発生させるイベントを入力または選択します。

ジョブに警告発生 ジョブが警告付きで完了した場合に発生させるイベントを入力または選択
します。

ジョブ失敗 ジョブの失敗時に発生させるイベントを入力または選択します。

メモ： セットを編集すると、そのセットを使用する既存のジョブが影響されます。
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3 ［検索］オプションを使用して、テーブル・データをフィルタし、列の値に指定した文字列を含むエント
リをすばやく見つけることができます。また、検索フィルタ文字列にはワイルドカード（?または*）を
含めることもできます。

4 利用可能なセットのリストから、適用可能なセットを選択して、［編集］をクリックします。

5 データ選択またはジョブ・オプションを変更します。

6 ［保存］をクリックします。［セットの編集］ダイアログ・ボックスで、［保存］をクリックして既存の
セットを上書きします。または、新しい名前を入力した後、［保存］をクリックして、新しいセットに選
択内容を保存します。

セットのコピー
クローン方式を使用して、既存のセットからセットを作成できます。セットをクローンした後、セット内に保存
されているデータの選択内容またはさまざまなオプションを変更できます。

NetVaultでは、ジョブの作成または変更時に、セットをクローンできます。また、［セット管理］ページの［編
集］オプションを使用して、このタスクを実行することもできます。

セットをコピーするには

1 適用可能な方式を使用して、コピーするセットにアクセスします。

▪ ジ ョブの作成時にセッ ト をクローンするには ： ［バックアップ ・ ジ ョ ブ作成］ または ［リス トア ・
ジ ョ ブ作成］ ページにアクセスし、 作成するセッ トのタイプに該当する ［新規作成］ ボタンをク
リ ックします。

▪ ジ ョブの編集時にセッ ト をクローンするには ： ［バックアップ ・ ジ ョ ブの編集］ または ［リス ト
ア ・ ジ ョ ブの編集］ ページにアクセスし、 作成するセッ トのタイプに該当する ［新規作成］ ボタ
ンをクリ ックします。

▪ ［セッ ト管理］ ページでセッ ト をクローンするには ： ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［セッ ト管理］
をクリ ックします。 ［セッ ト ・ タイプ］ リス トで、 変更するセッ トの種類を選択します。 利用可能
なセッ トのリストから、 セッ ト を選択して、 ［編集］ をクリ ックします。

2 表示されたページで、［既存セットをクローン］をクリックします。 

3 ［ロードする設定を選択］ダイアログ・ボックスで、コピーするセットを選択し、［ロード］をクリック
します。

4 必要に応じて、データの選択内容またはジョブ・オプションを変更します。

5 ［保存］をクリックします。［セットの編集］ダイアログ・ボックスで、名前を入力して、［保存］をク
リックし、選択内容を新しいセットにコピーします。

セットの削除
セットが不要になった場合は、NetVaultデータベースから削除できます。セットがアクティブなジョブやスケ
ジュールされたジョブによって使用されている場合、そのセットは削除できません。

セットを削除するには

1 ［ナビゲーション］パネルで、［セット管理］をクリックします。

2 ［セットの種類］リストで、削除するセットの種類を選択します。

3 利用可能なセットのリストから、適用可能なセットを選択して、［削除］をクリックします。

削除対象として複数のセットを選択できます。連続した項目を選択するには、Shiftキーを押しながらク
リックします。連続しない複数の項目を選択するには、Ctrlキーを押しながらクリックします。

4 確認ダイアログ・ボックスで、［OK］をクリックします。

メモ： セットを削除すると、そのセットを使用する既存のジョブが影響されます。
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ポリシーの管理

• ポリシーについて

• ポリシーの作成

• 既存のバックアップ ・ ポリシーの表示

• ポリシー ・ ジ ョ ブのジ ョブ ・ ステータスの表示

• バックアップ ・ ポリシーの変更

• バックアップ ・ ポリシーの休止

• バックアップ ・ ポリシーの削除

ポリシーについて
ポリシーを使って、 1 つまたは複数の類似クライアン ト を対象にした、 1 つまたは複数のジョブを実行すること

ができます。 

ポリシーを使って、 以下のようなバックアップ戦略を管理することができます。 

• ファイル ・サーバーの毎日の増分バックアップおよび毎週のフル ・バックアップ

• 複数の Windows ワークステーシ ョ ンのフル ・バックアップ

• 複数データベースのフルおよび増分バックアップ

以下のプラグインは、 ポリシーベースのバックアップをサポート しています。

• NetVault Plug-in for FileSystem

• NetVault Plug-in for Consolidation

• NetVault Plug-in for Data Copy

• NetVault Plug-in for Databases （NetVault データベースをバックアップするためのプラグイン）

• NetVault Plug-in for SQL Server

• NetVault Plug-in for Oracle

• NetVault Plug-in for MySQL

• NetVault Plug-in for PostgreSQL

• NetVault Plug-in for VMware

• NetVault Plug-in for Hyper-V

• NetVault Plug-in for Exchange

バックアップ ・ ポリシーを ［ポリシー管理］ ページで作成、 実行し、 ［ジ ョ ブ ・ ステータス］ ページでポリ
シー ・ ジ ョ ブを監視することができます。
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ポリシーの作成
ポリシーを使って、 1 つまたは複数の類似クライアン ト を対象にした、 1 つまたは複数のジョブを実行すること

ができます。 ポリシー ・ ベースのバックアップは ［ポリシー管理］ ページから作成して実行できます。

ポリシーを作成するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ポリシー管理］ をクリ ックした後、 ［追加］ をクリ ックして、 ［ポリシー
の編集］ ページを開きます。

2 ［ポリシー名］ に、 ポリシーの名前を入力します。

3 ポリシージ ョブを追加するには、 ［ジ ョ ブの追加］ をクリ ックします。

［リス トア ・ ジ ョ ブの作成］ ページで、 以下の設定を行います。

［保存］ をクリ ックしてジ ョブ定義を保存します。

表54. ポリシー・ジョブ定義

オプション 説明

ジ ョブ名 ジ ョブ名を入力します。 ジ ョ ブの進行やデータのリストア状態を監視する
際に識別しやすい、 分かりやすい名前を割り当てます。 
ジ ョブ名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系
の文字を含めることはできません。 また、 長さ制限はありません。 ただし、
すべてのプラッ ト フォームで、 40 文字以内にすることをお勧めします。

セレクシ ョ ン 既存のバックアップセレクシ ョ ンセッ ト を選択するか、 または ［+］ アイ
コンをクリ ックして、 バックアップするアイテムを選択します。 
セレクシ ョ ン ・ ツリーはプラグインに固有です。 バックアップするデータ
のタイプによって異なります。 バックアップ用データの選択についての詳
細は、 該当するプラグインのユーザーズ ・ ガイ ドを参照して ください。

プラグイン ・ オプシ ョ ン 既存のバックアップオプシ ョ ンセッ ト を選択するか、 または ［+］ アイコ
ンをクリ ックして、 使用するオプシ ョ ンを設定します。 
バックアップ ・ オプシ ョ ンはプラグインに固有です。 オプシ ョ ンは、 バッ
クアップするデータのタイプによって異なります。 これらのオプシ ョ ンに
ついての詳細は、 該当するプラグインのユーザーズ ・ ガイ ドを参照して く
ださい。

スケジュール 既存のスケジュールセッ ト を選択するか、 または ［+］ アイコンをクリ ッ
クして、 スケジュールタイプとスケジュール方式を設定します。 詳細は、
「スケジュール ・ セッ トの作成」 を参照して ください。

デフォルトでは事前定義されたセッ ト 「即時」 が選択されています。 ジ ョ
ブを即時実行する場合は、 このセッ ト を使用します。

ソース ・ ス ト レージ 既存のソースセッ ト を選択するか、 または ［+］ アイコンをクリ ックして、
ジ ョ ブのソースデバイスオプシ ョ ンを設定します。 詳細は、 「バックアッ
プ ・ ジ ョ ブのソース ・ セッ トの作成」 を参照して ください。

このオプシ ョ ンは、 Plug-in for Consolidation および Plug-in for Data Copy
ジ ョブでのみ使用可能です。

ターゲッ ト ・ ス ト レージ 既存のターゲッ トセッ ト を選択するか、 または ［+］ アイコンをクリ ック
して、 ジ ョ ブのターゲッ トデバイスと メディアオプシ ョ ンを設定します。
詳細は、 「ターゲッ ト ・ セッ トの作成」 を参照して ください。

デフォルトでは、 事前定義されたセッ ト 「デフォルトのバックアップ ・
ターゲッ ト ・ オプシ ョ ン」 が選択されています。

Advanced Options 既存のバックアップ詳細設定セッ ト を選択するか、 または ［+］ アイコン
をクリ ックして、 使用するオプシ ョ ンを設定します。 詳細は、 「バックアッ
プ詳細設定セッ トの作成」 を参照して ください。

デフォルトでは事前定義されたセッ ト 「デフォルトの詳細設定」 が選択さ
れています。 
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4 ［ポリシーの編集］ ページの表には、 以下の情報が表示されます。

• アクテ ィブ ： デフォルトでは、 チェ ック ・ ボックスが選択されています。 ポリシー ・ ジ ョ ブは、
保存され、 ポリシーに送信されます。 ポリシー ・ ジ ョ ブをスケジューリングせずに保存するには、
このチェ ック ・ ボックスを選択解除します。

• ジ ョブ名 ： ジ ョ ブの名前。

• セレクシ ョ ン ・ セッ ト ： バ ッ クアップ ・ セレクシ ョ ン ・ セッ ト。

• プラグイン ： ジ ョ ブの実行に使用しているプラグイン名。

• 次回実行時間 ：次のインスタンスの実行予定日時。 スケジュールされていないポリシー ・ ジ ョブの
場合は、 ［実行しない］。 このフ ィールドでは、 ポリシーが保存された後でのみ情報が表示されます。

5 さらにジ ョブを追加するには、 ステップ 3 を繰り返します。

6 ［クライアン ト追加］ をクリ ックします。

7 1 つ以上のクライアント / クライアント ・ グループにポリシーを適用するには、 以下の操作を実行します。

8 ポリシーの警告および失敗のイベン ト を設定せずにポリシー定義を保存する場合は ［ポリシーの保存］
をクリ ックし、 それ以外の場合は ［イベン トの追加］ をクリ ックします。

9 NetVault では、 バックアップ ・ ポリシーの作成時に、 1 つまたは複数のポリシー ・ ジ ョ ブが警告を伴って

完了したか、 または失敗した場合に発生するユーザー定義のイベン ト を設定できます。 

ポリシーの完了ステータスについて通知する場合に、 これらのオプシ ョ ンを使用できます。

ポリシーのユーザー定義イベン ト を上げるには、 以下の設定を行います。 ユーザー定義イベン ト を作成
した後は、 任意のポリシーについてそのイベン ト を上げることができます。 NetVault は、 これらのイベ
ン ト をイベン ト ・ クラス Policy — User defined に追加します。

表55. バックアップ・ポリシー用クライアントおよびクライアント・グループの選択

オプション 説明

クライアン トの追加または
クライアン ト ・ グループの
追加

［使用可能］ テーブルで、 追加するクライアン トおよびクライアン ト ・ グ
ループを選択して、 ［追加］ をクリ ックします。

連続した項目を選択するには、 Shift キーを押しながらクリ ックします。 連続
しない複数の項目を選択するには、 Ctrl キーを押しながらクリ ックします。

選択した項目が、 ［選択済み］ テーブルに移動されます。

メモ： クライアントが現在オンラインかオフラインかを示すクライアン
ト・ステータス・アイコンが表示されます。選択したクライアントがオン
ラインの場合のみ、ポリシー・ジョブが成功します。クライアント・ス
テータス・アイコンについて詳しくは、表15を参照してください。

クライアン トの削除または
クライアン ト ・ グループの
削除

［選択済み］ テーブルで、 削除するクライアン トおよびクライアン ト ・ グ
ループを選択して、 ［削除］ をクリ ックします。

選択した項目が、 ［選択済み］ テーブルに移動されます。

メモ： NetVaultには、システム内の有意な事象に対応して発生する事前定義のイベントがいくつか

用意されています。詳細は、「NetVaultのイベントについて」および「イベント・タイプ」を参照

してください。 

また、 個々のバックアップ ・ ジ ョ ブ、 リス トア ・ ジ ョ ブ、 レポート ・ ジ ョ ブ、 およびログ ・ メ ッ
セージに対してユーザー定義のイベン ト を発生させることもできます。 NetVault 内で事前定義また

はユーザー定義のイベン トが発生したときには、 さまざまな通知方法を使用して通知を受け取るこ
とができます。 詳細は、 「一般通知方法の使用」 を参照して ください。
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イベン ト発生時に通知を受信するには、 そのイベン トの通知方法を設定します。 詳細は、 「一般通知方法
の設定」 を参照して ください。

10 ［ポリシーの保存］ をクリ ックしてポリシー定義を保存します。

既存のバックアップ・ポリシーの表示
［ポリシー管理］ ページで、 既存のポリシーに関する情報を参照できます。 ページには、 ステータス、 ポリシー
名、 アクテ ィブなジ ョブの数、 状態、 合計クライアン ト数、 スケジュール済みジ ョブ、 ジ ョ ブ ・ ステータス、 お
よび合計ジ ョブ数が表示されます。 

既存のバックアップ ・ ポリシーを表示するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ポリシー管理］ をクリ ックします。

2 ［ポリシー管理］ ページに ［使用可能なポリシー］ テーブルが表示されます。

• ［ステータス］ ： ポリシーのステータスは、 以下のアイコンで表示されます。 アイコンをクリ ック
すると、 ［ジ ョ ブ ・ ステータス］ ページが表示され、 対応するポリシーのすべてのジ ョブのジ ョ
ブ ・ アクテ ィ ビテ ィ ・ テーブルが示されます。 

• ［ポリシー名］ ： バックアップ ・ ポリシーの名前が表示されます。

• ［アクテ ィブ ・ ジ ョ ブ数］ ： ポリシーの現在アクテ ィブなジ ョブの数が表示されます。 ポリシーの
すべてのアクテ ィブ ・ ジ ョ ブのジ ョブ名とジ ョブ ID をプレビューするには、 ポインタをカウン ト

の上に移動します。

• ［状態］ ： ポリシーの状態が表示されます。 ポリシーの状態は、 アクテ ィブ、 休眠、 休止中、 また
は休止です。

• ［合計クライアン ト数］ ： ポリシー内のクライアン トの合計数が表示されます。 クライアン ト名を
プレビューするには、 ポインタをカウン トの上に移動します。

• ［スケジュール済みジ ョブ］ ： ポリシー内のスケジュール済みジ ョブの合計数が表示されます。 ポ
リシーのすべてのスケジュール済みジ ョブのジ ョブ名とジ ョブ ID をプレビューするには、 ポイン

タをカウン トの上に移動します。

• ［ジ ョ ブ ・ ステータス］ ： ポリシー ・ ジ ョ ブの最後の終了ステータスは、 以下のアイコンで表示さ
れます。 対応するアイコンをクリ ックすると、 ［ジ ョ ブ ・ ステータス］ ページが表示され、 「完
了」、 「警告付きで完了」、 または 「失敗」 したすべてのポリシー ・ ジ ョ ブのジ ョブ ・ アクテ ィ ビ
テ ィ ・ テーブルが示されます。

表56. バックアップ・ポリシーのユーザー定義イベント

オプション 説明

ポリシーで警告が発生した
らイベン ト を上げる 

1 つまたは複数のポリシー ・ ジ ョ ブが警告付きで完了した場合に発生させ
るイベン ト を入力または選択します。

ポリシーでエラーが発生し
たらイベン ト を上げる

1 つまたは複数のポリシー ・ ジ ョ ブが失敗した場合に発生させるイベン ト
を入力または選択します。

表57. ポリシー・ステータス・アイコン

アイコン 説明

対応するポリシーが正常に完了しました。 すべてのジ ョブが正常に終了したことを示し
ます。

対応するポリシーが警告とともに完了しました。 1 つまたは複数のジョブの完了時に警告
が表示されたことを示します。

対応するポリシーが失敗しました。 1 つまたは複数のジョブが失敗したことを示します。
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• ［合計ジ ョブ数］ ： ポリシー内のジ ョブの合計数が表示されます。 ポリシーのすべてのジ ョブの
ジ ョブ名とジ ョブ ID をプレビューするには、 ポインタをカウン トの上に移動します。

3 デフォルトでは、 テーブルはポリシー名でソート されています。 

必要に応じて、 1 つまたは複数の列でテーブルをソートできます。 詳細は、 「NetVault WebUI でのレコー
ドのソート」 を参照して ください。

フ ィルタ ・ オプシ ョ ンの設定 （［ポリシー管理］ ページのテーブル ・ フ ィルタ ・ オプシ ョ ンについて詳し
くは、 表 11 を参照して ください）、 ページ ・サイズ設定、 列のソート順、 およびテーブルに適用されて
いるフ ィルタの表示、 レコードのエクスポート、 またはテーブル設定の編集を行うには、 テーブルの右
下隅にあるアイコンをクリ ックします。

詳細は、 「NetVault WebUI でのテーブルのカスタマイズ」 を参照して ください。

4 ［検索］ オプシ ョ ンを使用して、 テーブル ・ データをフ ィルタし、 列の値に指定した文字列を含むエン ト
リをすばやく見つけることができます。 また、 検索フ ィルタ文字列にはワイルドカード （? または *） を

含めることもできます。

5 ポリシー関連のタスクを実施するには、 ［操作］ パネルで目的のボタンをクリ ックします。 または ［ナビ
ゲーシ ョ ン］ パネルのリンクをクリ ックして、 別のページを開きます。

ポリシー・ジョブのジョブ・ステータス
の表示
［ポリシー管理］ ページですべてのポリシー ・ ジ ョ ブのジ ョブ ・ ステータスを参照できます。 

ポリシー内のポリシー ・ ジ ョ ブのジ ョブ ・ アクテ ィ ビテ ィ を表示するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ポリシー管理］ をクリ ックします。

2 ［利用可能なポリシー］ テーブルで、 ポリシー ・ ジ ョ ブのステータスを表示するポリシーを選択し、 ［ス
テータスの表示］ をクリ ックします。

3 ［ジ ョ ブ ・ ステータス］ ページに ［すべてのポリシー ・ ジ ョ ブ］ のジ ョブ ・ アクテ ィ ビテ ィ ・ テーブルが
表示されます。

バックアップ・ポリシーの変更
既存のバックアップ ・ ポリシーのジ ョブ定義、 クライアン トまたはクライアン ト ・ グループの選択、 またはイベ
ン ト設定を変更できます。 

このセクシ ョ ンには、 以下のトピックが含まれています。

表58. ポリシー・ジョブのステータス・アイコンとカウント

アイコン 説明

対応するポリシー ・ ジ ョ ブが正常に完了しました。 アイコンの下のカウン トは、 健全なポ
リシー ・ ジ ョ ブの数を表します。 ポリシーのすべての 「完了」 したジ ョブのジ ョブ名と
ジ ョブ ID をプレビューするには、 ポインタをカウン トの上に移動します。

対応するポリシー ・ ジ ョ ブが警告とともに完了しました。 アイコンの下のカウン トは、 完
了した警告付きポリシー ・ ジ ョ ブの数を表します。 ポリシーのすべての 「警告付きで完
了」 したジ ョブのジ ョブ名とジ ョブ ID をプレビューするには、 ポインタをカウン トの上
に移動します。

対応するポリシー ・ ジ ョ ブが失敗しました。 アイコンの下のカウン トは、 失敗ポリシー ・
ジ ョ ブの数を表します。 ポリシーのすべての 「失敗」 したジ ョブのジ ョブ名とジ ョブ ID
をプレビューするには、 ポインタをカウン トの上に移動します。
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• バックアップ ・ ポリシーのジ ョブの変更

• バックアップ ・ ポリシーのクライアン トの変更

• バックアップ ・ ポリシーのイベン トの変更

バックアップ・ポリシーのジョブの変更

ポリシーのジ ョブを変更するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ポリシー管理］ をクリ ックします。

2 ［利用可能なポリシー］ テーブルで、 変更するポリシーを選択して、 ［ジ ョ ブの管理］ をクリ ックします。
［ジ ョ ブの管理］ ページが表示されます。

［ジ ョ ブの管理］ ページの表には、 以下の情報が表示されます。 アクテ ィブ、 ジ ョ ブ名、 セレクシ ョ ン ・
セッ ト、 プラグイン、 および次回実行時間。

3 ジ ョブの追加や削除、 またはジ ョブ定義の編集を行うには、 以下の手順に従います。

• ジョブの追加 ： ［ポリシー編集］ ページで ［ジ ョブの追加］ をクリ ックして、 ジョブ定義を作成しま
す。 ジョブ ・ コンポーネントについての詳細は、 「ポリシー ・ ジ ョブ定義」 を参照して ください。

［保存］をクリックしてジョブ定義を保存します。

• ジ ョブの編集 ： ［ジ ョ ブ］ テーブルで、 変更するジ ョブを選択して、 ［ジ ョ ブの編集］ をクリ ック
します。 

［ジョブの管理］ページで、必要なジョブコンポーネントを変更します。詳細は、「ポリシー・
ジョブ定義」を参照してください。

［保存］をクリックしてジョブ定義を保存します。

• ジ ョブの削除 ： ［ジ ョ ブ］ テーブルで、 削除するジ ョブを選択して、 ［ジ ョ ブの削除］ をクリ ック
します。 確認ダイアログ ・ ボックスで、 ［OK］ をク リ ックします。

4 クライアン トやイベン ト を変更せずにポリシー定義を保存するには ［ポリシーの保存］ をクリ ックし、
それ以外の場合は ［クライアン トの編集］ または ［イベン トの編集］ をクリ ックします。

バックアップ・ポリシーのクライアントの変更

ポリシーのクライアン ト を変更するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ポリシー管理］ をクリ ックします。

2 ［利用可能なポリシー］ テーブルで、 変更するポリシーを選択して、 ［クライアン トの編集］ をクリ ック
します。 

ポリシーのクライアン トまたはクライアン ト ・ グループの変更についての詳細は、 「バックアップ ・ ポリ
シー用クライアン トおよびクライアン ト ・ グループの選択」 を参照して ください。 イベン トやジ ョブを
変更せずにポリシー定義を保存するには、 ［ポリシーの保存］ をクリ ックし、 それ以外の場合は ［イベン
トの編集］ または ［ジ ョ ブの管理］ をクリ ックします。

3 ポリシー失敗またはポリシー警告に対するユーザー定義イベン トの変更についての詳細は、 「バックアッ
プ ・ ポリシーのユーザー定義イベン ト」 を参照して ください。

4 ［ポリシーの保存］ をクリ ックしてポリシー定義を保存します。
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バックアップ・ポリシーのイベントの変更

ポリシーのイベン ト を変更するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ポリシー管理］ をクリ ックします。

2 ［利用可能なポリシー］ テーブルで、 変更するポリシーを選択して、 ［イベントの編集］ をクリ ックします。 

ポリシー失敗またはポリシー警告に対するユーザー定義イベン トの変更についての詳細は、 「バックアッ
プ ・ ポリシーのユーザー定義イベン ト」 を参照して ください。

3 クライアン トやジ ョブを変更せずにポリシー定義を保存するには ［ポリシーの保存］ をクリ ックし、 そ
れ以外の場合は ［クライアン トの編集］ または ［ジ ョ ブの管理］ をクリ ックします。

4 ［ポリシーの保存］ をクリ ックしてポリシー定義を保存します。

バックアップ・ポリシーの休止
アクティブなバックアップ ・ ポリシーを休止状態にすると、 ポリシーが一時的に無効になります。

アクテ ィブなバックアップ ・ ポリシーを休止するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ポリシー管理］ をクリ ックします。

2 ［使用可能なポリシー］ テーブルで、 ポリシーを選択して、 ［休止］ をクリ ックします。 

ポリシー ・ テーブルで、 ポリシーの状態が 「［休止中］」 に設定されます。

3 この状態の間に、 NetVault は以下のタスクを完了します。

• ポリシー ・ ジ ョ ブのすべてのスケジュール済みインスタンスを削除する。

• 進行中のジョブを完了する。

• アクテ ィブ ・ ジ ョ ブのフェーズ 2 （たとえばセカンダリ ・ コピー ・ ジ ョ ブ） を完了する。

4 これらの操作の完了後、 ポリシーの状態が 「［休止］」 に設定されます。

この状態で、 ポリシー定義を変更することができます。

5 「休止」 ポリシーは、 そのポリシーを再び開いて保存するまで、 その状態のままになります。 ポリシーを
保存すると、 すべてのポリシー ・ ジ ョ ブが再スケジュールされます。

バックアップ・ポリシーの削除
バックアップ ・ ポリシーが不要になった場合は、 データベースから削除できます。 

バックアップ ・ ポリシーを削除するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ポリシー管理］ をクリ ックします。

2 ［利用可能なポリシー］ テーブルで、 削除するポリシーを選択して、 ［削除］ をクリ ックします。 

3 確認ダイアログ ・ ボックスで、 ［OK］ をク リ ックします。
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 データのリストア

• データのリストアについて

• リス トア ・ ジ ョ ブの作成

• 既存のリストア ・ セレクシ ョ ン ・ セッ ト を使用するデータのリストア

• セーブセッ ト内のファイルの検索

• メディア ・ リス トの表示

• リス トア ・ ジ ョ ブに対するソース ・ セッ トの作成

• リス トア詳細設定セッ トの作成

• オンライン ・バックアップ ・ インデックスの管理

• スナップシ ョ ッ トの管理

データのリストアについて
リストアとは、 システムのすべてまたは一部をバックアップから再構築することです。 

以下のようなさまざまな理由でリストア ・ ジ ョ ブを実行できます。

• 消失したデータまたは削除したデータを復旧する

• 破損したデータベース / ファイルを復旧する

• データを別のデータベースまたはディレク ト リにコピーまたは移動する

• 何らかの操作ミスがあった場合に、 前の時点に復旧する

• 新規システムへのアップグレード時にデータを移行する

• テストまたはプロダクシ ョ ン ・ サーバーへデータをコピーまたは移動する

• メディア障害、 OS の破損、 または物理システムの損傷から復旧する

NetVault プラグインは、 プラグイン固有の API を統合して、 バックアップからアプリケーシ ョ ン固有のデータを

リストアし、 復旧します。 これらのプラグインは、 アプリケーシ ョ ン ・ タイプに応じて、 データを復旧するため
のさまざまな手段やオプシ ョ ンを提供します。

一般的に、 NetVault には以下のようなリストア機能が用意されています。

• フル ・ リス トアと選択的リストア

• ディザスタ ・ リカバリ

• 他の場所へのリストア

• 他のサーバーへのリストア

• スナップシ ョ ッ ト機能

• VMware および Microsoft 365 のファイルレベルのリカバリ

• VMware および Microsoft 365 のインスタン ト リス トア
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リストア・ジョブ定義
データをリストアするには、 リス トア ・ ジ ョ ブを作成、 実行します。 リス トア ・ ジ ョ ブ定義は、 ［ナビゲーシ ョ
ン］ パネルの ［リス トア ・ ジ ョ ブ作成］ リンクから作成することができます。

リス トア ・ ジ ョ ブ定義は、 以下のコンポーネン トで構成されています。

• 選択リスト

• プラグイン ・ オプシ ョ ン

• ターゲッ ト ・ クライアン ト名 （他のサーバーをリストアする場合）

• スケジュール ・ オプシ ョ ン

• ソース ・ デバイス ・ オプシ ョ ン

• 詳細リストア ・ オプシ ョ ン

これらのコンポーネン トは、 NetVault セッ トに保管されます。 NetVault セッ トについての詳細は、 「NetVault
セッ トについて」 を参照して ください。

各リストア ・ ジ ョ ブにはジ ョブ ID 番号とジ ョブ名があります。 ジ ョ ブ ID 番号は自動生成された番号です。 ジ ョ

ブ名はユーザー定義の文字列で、 ジ ョ ブの進捗のモニタ リングやジ ョブ ・ ログの表示の際に、 簡単にジ ョブを特
定することができます。

リストア・ジョブの作成
リストアジ ョブウィザードを使って、 リス トアジ ョブを作成、 実行することができます。 ウィザードは、 ［ナビ
ゲーシ ョ ン］ パネルの ［リス トア ・ ジ ョ ブ作成］ リンクからアクセスすることができます。 

リス トア ・ ジ ョ ブを作成するには

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［リス トア ・ ジ ョ ブ作成］ をクリ ックします。 

［リス トア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセッ トの選択］ ページで、 セーブセッ ト ・ テーブルは利用可能なセー

ブセッ ト を一覧表示します。 

図12. ［リストアジョブ作成 － セーブセットの選択］ページ

このテーブルには、 セーブセッ トのステータス、 セーブセッ ト名 （ジ ョ ブタイ トルとセーブセッ ト  ID）、

セレクシ ョ ンセッ ト、 プラグイン、 作成日時、 セーブセッ トのサイズ、 およびカタログ化ステータスが
表示されます。

セーブセッ トのステータスは、 以下のアイコンを使って示されます。
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セーブセッ ト ・ リス トは作成日でソート されます （新しいものから古いものの順）。 必要に応じて、 1 つ
または複数の列でリスト をソートできます。 列名の隣りにある矢印はソート順序を表しています。 詳細
は、 「NetVault WebUI でのレコードのソート」 を参照して ください。 

［リス トア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセッ トの選択］ ページは最初に最大 5000 レコードがロード されます。
取得されたレコードの合計数は、 テーブルの右下隅に表示されます。 

［さらにロード］ をクリ ックすると、 使用可能な場合は、 次のレコード ・ セッ ト をロードできます。 ロー
ド ・ アクシ ョ ンごとに、 最大 5000 レコードが取得されます。 それ以上ロードするレコードがない場合
は、 このボタンは無効になります。 

2 フ ィルタオプシ ョ ンの設定、 ページサイズ設定の表示、 テーブル内のソート順の変更、 レコードのエク
スポート、 テーブル設定の編集を行うには、 テーブルの右下隅にあるアイコンをクリ ックします。 詳細
については、 「NetVault WebUI でのテーブルのカスタマイズ」 および 「表 13」 を参照して ください。

［検索］ オプシ ョ ンを使用して、 テーブル ・ データをフ ィルタし、 列の値に指定した文字列を含むエン ト
リをすばやく見つけることができます。 また、 検索フ ィルタ文字列にはワイルドカード （? または *） を
含めることもできます。 詳細は、 「セーブセッ ト内のファイルの検索」 を参照して ください。

3 使用するセーブセッ ト を選択します。

セーブセッ ト を選択すると、 ジ ョ ブ ID 番号、 ジ ョブ ・ タイ トル、 タグ、 サーバー名、 クライアン ト名、
プラグイン名、 セーブセッ トの日時、 リ タイア設定、 増分バックアップかどうか、 アーカイブかどうか、
セーブセッ トのサイズ、 カタログ化ステータスなどの情報が ［セーブセッ ト情報］ に表示されます。

4 次のいずれかのオプシ ョ ンをクリ ックします。

• ［デフォルト を使用してすべてをリストア］。 このオプシ ョ ンを使用すると、 セーブセッ ト全体が
選択され、 ［リス トアジ ョ ブ作成］ ページに詳細情報が事前入力されます。 次に、 ［リス トアジ ョ
ブ作成］ ページが表示されます。 ここでは、 各テキストボックスの横にあるボタンを使用して、
必要に応じて詳細を変更できます。 ジ ョ ブ名は、 Restore_Saveset savesetid_system date and 
time _jobid+1 という形式で表示されます。 必要に応じて、 ジ ョ ブ名を変更できます。 リス トアの
詳細を変更する方法の詳細については、 次の手順に進みます。 事前入力されたデフォルト を使用
してリストアするには、 ステップ 11 に進みます。

• ［リス トア］。 このオプシ ョ ンを選択すると、 ［セレクシ ョ ンセッ ト作成］ ページが開きます。 ［セ
レクシ ョ ンセッ ト作成］ ページで、 リス トアする項目を選択します。

選択できるデータ ・ アイテムは、 使用しているプラグインによって異なります。 リス トア用デー
タの選択についての詳細は、 該当するプラグインのユーザーズ ・ ガイ ドを参照して ください。

［プラグインオプシ ョ ンの編集］ をクリ ックし、 使用するオプシ ョ ンを設定して、 ［次へ］ をク
リ ックします。

5 ［リス トア ・ ジ ョ ブ作成］ ページで、 ジ ョ ブ名を指定します。 

ジ ョブの進捗状況を監視する際に識別しやすい、 分かりやすい名前を割り当てます。 ジ ョ ブ名には英数
字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含めることはできません。 また、 長さ
制限はありません。 ただし、 すべてのプラッ ト フォームで、 40 文字以内にすることをお勧めします。

表59. セーブセット・ステータス・アイコン

アイコン 説明

セーブセッ トがオンラインです （すべてのセグメン トがオンラインです）。 

セーブセッ トの一部がオンラインです （一部のセグメン トがオンラインです）。 

セーブセッ トがオフラインです （すべてのセグメン トがオフラインです）。

メモ ： 選択したセーブセッ トでオンライン ・バックアップ ・ インデックスが利用できない場合、
［ロードの確認］ ダイアログ ・ ボックスが表示されます。 バックアップ ・ メディアからインデック
スをロードするには、 ［OK］ をク リ ックして、 ［インデックスのロード］ ダイアログ ・ ボックスで、
NetVault データベース内でインデックスを保存する日数を入力または選択します。

メモ ： ジ ョブに使用できるリストア ・ オプシ ョ ンは、 使用しているプラグインにより異なり
ます。 これらのオプシ ョ ンについての詳細は、 該当するプラグインのユーザーズ ・ ガイ ドを
参照して ください。
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6 ［ターゲッ ト ・ クライアン ト］ リス トで、 リス トア ・ ターゲッ ト を選択します。 同じクライアン ト （デー
タがバックアップされたクライアン ト） にデータをリス トアするには、 デフォルトの設定を使用します。

データを別のクライアン トにリス トアするには、 リス トからターゲッ ト ・ クライアン ト を選択します。
または、 ［選択］ をクリ ックします。 ［クライアン ト指定選択］ ダイアログ ・ ボックスで、 クライアン ト
を選択して ［OK］ をク リ ックします。

7 ［スケジュール］ リス トで、 既存のスケジュール ・ セッ ト を選択するか、 または ［新規作成］ をクリ ック
して、 スケジュール ・ タイプとスケジュール方式を設定します。 詳細は詳細は、 「スケジュール ・ セッ ト
の作成」 を参照して ください。

デフォルトでは事前定義されたセッ ト 「即時」 が選択されています。 ジ ョ ブを即時実行する場合は、 こ
のセッ ト を使用します。

8 ［ソース ・ オプシ ョ ン］ リス トで、 既存のソース ・ セッ ト を選択するか、 または ［新規作成］ をクリ ック
して、 ソース ・ デバイス ・ オプシ ョ ンを設定します。 詳細は、 「リス トア ・ ジ ョ ブに対するソース ・ セッ
トの作成」 を参照して ください。

デフォルトでは事前定義されたセッ ト 「任意のデバイス」 が選択されています。 ジ ョ ブで利用できる任
意のデバイスを選択するには、 このセッ ト を使用します。

9 ［詳細設定］ リストで、 既存のリストア詳細設定セッ トを選択するか、 または ［新規作成］ をクリ ックし
て、 使用するオプションを設定します。 詳細は、 「リストア詳細設定セッ トの作成」 を参照して ください。

デフォルトでは事前定義されたセッ ト 「選択したバックアップからリストア」 が選択されています。

10 選択内容を保存し、 スケジュール設定のためにリストアジ ョブを実行しない場合は、 ［保存］ をクリ ック
します。

11 行った変更を保存し、 スケジュール設定のためにリストアジ ョブを実行するには、 ［保存 & 実行］ をク
リ ックします。

［ジ ョ ブステータス］ ページではジ ョブの進捗を監視したり、 ［ログ参照］ ページではログを表示したり
することができます。 詳細は、 「ジ ョ ブアクテ ィ ビテ ィの表示」 および 「ログメ ッセージの参照」 を参照
して ください。

既存のリストア・セレクション・セット
を使用するデータのリストア
以下の手順に従い、 既存のリストア ・ セレクシ ョ ン ・ セッ ト を使用して、 データをリス トアできます。 この手順
は、 ユーザー役割にリストア ・ セレクシ ョ ン ・ セッ ト を作成または編集するために必要な、 ［ジ ョ ブ — バック

アップ / リス トア セッ トの管理］ 権限を付与されていない場合に便利です。

既存のリストア ・ セレクシ ョ ン ・ セッ ト を使用してデータをリス トアするには

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［セッ ト管理］ をクリ ックします。

2 ［セッ トの種類］ リス トで、 ［リス トア ・ セレクシ ョ ン］ を選択します。

3 利用可能なセッ トのリストで、 使用するセッ ト を選択し、 ［編集］ をクリ ックします。

4 ［セレクシ ョ ン ・ セッ トの編集］ ページで、 ［次へ］ をクリ ックします。

または

［セレクシ ョ ン ・ セッ トの編集］ ページで、 データの選択、 セッ ト名、 またはプラグイン ・ オプシ ョ ンを
変更します。

［次へ］ をクリ ックします。 ［上書きの確認］ ダイアログ ・ ボックスで、 ［OK］ をク リ ックして既存の

セッ ト を上書きします。

メモ ： リス トア ・ ジ ョ ブを作成する際には、 セッ ト情報をプレビューすることによりセッ トに関し
てよ く理解することができます。 セッ ト ・ サマリをプレビューするには、 ［リス トア ・ ジ ョ ブ作成］
ページのフ ィールド上にポインタを移動します。
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5 セクシ ョ ン 「リス トア ・ ジ ョ ブの作成」 のステップ 5 ～ステップ 11 を実行します。

セーブセット内のファイルの検索
［リストアジ ョブ作成 － セーブセッ トの選択］ ページの ［すべて検索］ / ［選択したセーブセッ ト を検索］ オプ

シ ョ ンにより、 セーブセッ ト を開いたり、 そのコンテンツを参照したりすることな く、 特定のファイルやデータ
アイテムを検索することができます。 ファイル名または正規表現を使用して、 リス トアするデータ ・ アイテムを
検索することができます。 

セーブセッ ト内でカタログ検索を実行するには、 ［リス トアジ ョ ブ作成 - セーブセッ トの選択］ ページの ［すべ

て検索］ または ［選択したセーブセッ ト を検索］ ボタンの近くにある電球アイコンをクリ ックします。

セーブセッ トのデータアイテムを検索するには ：

1 ［リス トアジ ョ ブ作成 - セーブセッ トの選択］ ページで、 セーブセッ ト を選択し、 ［選択したセーブセッ ト

を検索］ をクリ ックします。

セーブセッ ト を選択しない場合、 クリ ックするデフォルトのオプシ ョ ンは ［すべて検索］ です。

2 ［セーブセッ ト内のファイルを検索します］ 詳細ドロワで、 以下の条件を入力します。

メモ ： セレクション ・ セッ トのサマリとプラグイン ・ オプション ・ セッ トのサマリをプレビューする
には、 ［セレクション ・ セッ トの編集］ ページの情報アイコンの上にマウスのポインタを移動します。

メモ ： デフォルトでは、 簡易検索には 「任意の文字列との一致」 を示すワイルドカード 「*」 と、
「任意の 1 文字との一致」 を示す 「?」 を使用できます。 フル機能の POSIX （Portable Operating 
System Interface for Unix） の正規表現を使用するには、 該当する各オプシ ョ ンの横にある ［正規表
現検索］ を選択します。

表60. セーブセット内のファイルの検索条件

オプション 説明

名前 検索するファイルの名前を入力します。

パス 検索するファイルの場所を入力します。

検索 テキストボックスに、 選択条件に関連付けられて
いる単語の文字列を入力します。

ジ ョ ブ名 検索するファイルに適用するジ ョブ名を入力しま
す。

バックアップ ・ セレクシ ョ ン ・ セッ ト 検索するファイルを含むバックアップセレクシ ョ
ンセッ トの名前を入力します。

バックアップ日 ［開始日］ で、 検索範囲の最早日時をそれぞれのテ
キストボックスに入力します。

［終了日］ で、 検索範囲の最終日時をそれぞれのテ
キストボックスに入力します。

変更日時 ［開始日］ で、 検索範囲の最早日時をそれぞれのテ
キストボックスに入力します。

［終了日］ で、 検索範囲の最終日時をそれぞれのテ
キストボックスに入力します。

バイ ト単位のサイズ 検索範囲の ［最小］ および ［最大］ のサイズをバ
イ ト単位で入力します。

プラグインフ ィールド 展開して利用可能なオプションを表示し、 検索に関
連する 1 つまたは複数のプラグインを選択します。

クライアン ト フ ィールド 展開して利用可能なオプシ ョ ンを表示し、 検索に
関連する 1 つまたは複数のクライアン ト を選択し
ます。
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•

3 ［検索］ をクリ ックします。

詳細ドロワが閉じ、 ［検索結果］ ページにリダイレク ト されます。

図13. カタログ検索を有効にした場合の検索結果

検索結果に関する以下の情報が表示されます。

• ［フ ィルタ］ アイコン ： 検索結果テーブルに表示されているレコードをフ ィルタするには、 このア
イコンをクリ ックします。 フ ィルタ ・ オプシ ョ ンについての詳細は、 表 14 を参照して ください。

▫ ページの右側に、 ［検索フ ィルタ］ ドロワが表示されます。 以下のフ ィルタ ・ オプシ ョ ンを
設定し、 ［実行］ をクリ ックします。

▫ フ ィルタ設定をクリアするには、 ［ク リア］ をクリ ックします。

▫ 適用されているフ ィルタを編集するには、 フ ィルタ設定をクリアしてから、 新しいフ ィル
タ設定を適用します。 

▫ フ ィルタ ・ オプシ ョ ンを編集または設定せずに ［検索フ ィルタ］ ドロワを閉じるには、
［キャンセル］ をクリ ックします。

• 検索結果の総数とページに表示されたレコード数が同じにならない場合があります。 なぜなら、
検索結果が出現数を示す一方で、 行数は検出された同一でない項目の数を示すからです。 項目の
コピーが見つかった場合は、 行に ［コピー］ アイコンが表示されます。 ファイルのコピーを表示
して、 リス トア用に選択するには、 ［コピー］ アイコンをクリ ックします。 コピーは、 マシン、 パ
ス、 名前、 サイズ、 および変更時刻が同じである項目として定義されます。

• ［展開］ アイコン ： すべての結果項目を展開するには、 結果テーブルの上部にある ［展開］ アイコ
ンをクリ ックします。

• ［折りたたみ］ アイコン ： すべての結果項目を折りたたむには、 結果テーブルの上部にある ［折り
たたみ］ アイコンをクリ ックします。

ジ ョ ブフ ィールド 展開して使用可能なオプシ ョ ンを表示し、 検索に
関連する 1 つまたは複数のジョブを選択します。

従来の検索方法を使用する カタログ化されていないセーブセッ トが検索に含
まれている場合は、 従来の検索方法を使用するオ
プシ ョ ンが表示されます。 このオプシ ョ ンを使用
すると、 検索バーのみで検索を実行できます。 カ
タログフ ィルタは、 カタログ化されていないセー
ブセッ トには適用されません。

表60. セーブセット内のファイルの検索条件

オプション 説明
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• ［設定］ アイコン ： ページあたりの検索結果数を設定するには、 ［設定］ アイコンをクリ ックしま
す。 ページの右側に、 ［設定］ ドロワが表示されます。 値を入力または選択して、 ［OK］ をク リ ッ
クします。 デフォルトでは、 1 ページに 25 個のレコードが表示されます。 ［検索結果］ ページに
は、 最小で 10 個、 最大で 100 個のレコードを表示することができます。

• ［新規検索］ ボタン ：選択したセーブセッ ト内のデータ ・ アイテムを検索するには、 ［新規検索］
をクリ ックします。 

• ［セーブセッ ト内のファイルを検索します］ 詳細ドロワが開きます。 手順 1 ～ 3 を繰り返します。
項目を展開し、 プラグイン、 ジ ョ ブ名、 ジ ョ ブ ID、 セーブセッ ト  ID、 バックアップ日時などの
ファイルのメ タデータを表示するには、 対応するプラス記号アイコンをクリ ックします。

• セーブセッ トのメディア情報を表示するには、 対応するコンテキスト ・ メニュー ・ アイコンをク
リ ックして、 ［セーブセッ トのメディア ・ リス ト を表示］ をクリ ックします。 ス ト レージ ・ メディ
アのステータス （オンラインまたはオフライン） とその他の情報がダイアログ ・ ボックスに表示
されます。 ダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［閉じる］ をクリ ックします。

• 対応する結果が複数のセーブセッ トに存在する場合は、 ［コピー］ アイコンが表示されます。

• ファイル名

• ファイル名の下にファイルパスリンクが表示されます。 この場所内で検索するには、 リンクをク
リ ックします。 ［セーブセッ ト内のファイルを検索します］ ドロワが開き、 ［パス］ が自動的に入
力されます。

• ファイルサイズ

• 最終変更日時

4 リス トアする項目を選択します。 1 つのセーブセッ トからのみ項目をリストアできます。 ［選択した項目
のリストア］ をクリ ックします。

5 セクシ ョ ン 「リス トア ・ ジ ョ ブの作成」 のステップ 5 ～ステップ 11 を実行します。

メディア・リストの表示
［リストア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセッ トの選択］ ページの ［メディア ・ リス ト］ オプシ ョ ンを使用すると、 バッ

クアップの保存に使用するメディア ・ アイテムについての情報を表示できます。 バックアップのデータセグメン
トおよびインデックスセグメン トについての詳細を表示できます。

セーブセッ トのメディアの詳細を表示するには ：

1 ［リス トア ジ ョブ作成 － セーブセッ トの選択］ ページで、 目的のセーブセッ ト を選択します。

2 ［セーブセッ ト情報］ で ［メディア一覧］ をクリ ックします。

3 表示されるダイアログ ・ ボックスで、 以下の詳細情報を参照できます。

• バックアップ ・サイズ ： セーブセッ トの合計サイズがバイ ト数で表示されます。

• データ ・ セグメン ト ・ テーブル ： このテーブルには、 データ ・ セグメン ト を含むメディア ・ アイ
テムに関する情報が表示されます。 メディア ・ ラベル、 メディア ・ グループ ・ ラベル、 ス ト リー
ム ID、 開始バイ ト数、 終了バイ ト数、 メディアの場所などの詳細情報を参照できます。

• インデックス ・ セグメン ト ・ テーブル ： このテーブルには、 インデックス ・ セグメン ト を含むメ
ディア ・ アイテムに関する情報が表示されます。 メディア ・ ラベルおよびメディアの場所を参照
できます。

4 ［閉じる］ をクリ ックしてダイアログ ・ ボックスを閉じます。
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リストア・ジョブに対するソース・セッ
トの作成
ソース ・ セッ トはソース ・ デバイス ・ オプシ ョ ンを指定するために使用されます。 リス トア ・ ジ ョ ブのソース ・
セッ トは、 ［リス トア ・ ジ ョ ブ作成］ ページから作成することができます。

ソース ・ セッ ト を作成するには ：

1 リス トア ・ ジ ョ ブ ・ ウィザードを開始して、 ［ソース ・ ス ト レージ］ リス トの隣りにある ［新規作成］ を
クリ ックします。

2 ［リス トア ・ ソース ・ セッ ト作成］ ページで、 ［デバイス ・ セレクシ ョ ン］ をクリ ックして、 以下の設定
を行います。 

3 ［保存］ をクリ ックして、 ［新規セッ トの作成］ ダイアログ ・ ボックスにセッ トの名前を入力します。 

セッ ト名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含めることはできま
せん。 Linux OS の場合、 名前は最大で 200 文字です。 Windows OS の場合、 長さ制限はありません。 た

だし、 すべてのプラッ ト フォームで、 40 文字以内にすることをお勧めします。

［保存］ をクリ ックして、 リス トア ・ ソース ・ セッ ト を保存します。

リストア詳細設定セットの作成
リストア詳細設定セッ トは、 リス トア ・ タイプ、 プレ / ポスト ・ スクリプ ト、 およびその他の詳細オプシ ョ ンを

指定するために使用されます。 リス トア詳細設定セッ トは ［リス トア ・ ジ ョ ブ作成］ ページから作成することが
できます。 

リス トア詳細設定セッ ト を作成するには ：

1 リス トア ・ ジ ョ ブ ・ ウィザードを開始して、 ［詳細設定］ リス トの隣りにある ［新規作成］ をクリ ックし
ます。

2 以下のセクシ ョ ンで説明しているオプシ ョ ンを構成します。

• リス トア ・ タイプの設定

• 詳細設定の指定

• リス トア ・ ジ ョ ブのプレ / ポスト ・ スクリプ トの設定

• リス トア ・ ジ ョ ブに対するユーザー定義イベン トの設定

3 ［保存］ をクリ ックして、 ［新規セッ トの作成］ ダイアログ ・ ボックスにセッ トの名前を入力します。 

表61. リストア・ソース・セットの［デバイス・セレクション］オプション

オプション 説明

任意のデバイス このオプシ ョ ンはデフォルトで選択されています。 デバイス ・ タイプを指
定しない場合、 NetVault は適切な任意のデバイスをジ ョブで使用します。 

デバイス指定 ジ ョブに特定のデバイスを使用するには、 このオプシ ョ ンを選択します。
関連するボックスで、 使用しないデバイスのチェ ック ・ マークを解除しま
す。 ライブラリを削除すると、 関連するドライブが自動的に削除されます。

ローカル ・ ド ライブのみ ターゲッ ト ・ クライアン トにローカル接続されているデバイスのみを使用
する場合、 このチェ ック ・ ボックスを選択します。

メモ： NetVault SmartDiskは、ネットワーク接続デバイスまたは非ローカ

ル・デバイスとみなされます。
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セッ ト名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含めることはできま
せん。 Linux OS の場合、 名前は最大で 200 文字です。 Windows OS の場合、 長さ制限はありません。 た

だし、 すべてのプラッ ト フォームで、 40 文字以内にすることをお勧めします。

［保存］ をクリ ックして、 リス トア詳細設定セッ ト を保存します。

リストア・タイプの設定

リストア ・ タイプを指定するには

1 ［詳細設定］ ページで ［リストア ・ タイプ］ をクリ ックして、 以下のいずれかのオプションを選択します。

これらの 2 つのオプシ ョ ンの違いを以下の例に示します。

a test ディレク ト リを作成し、 その test ディレク ト リをバックアップするバックアップ ・ セレク

シ ョ ン ・ セッ ト 「SelectionSet-1」 を作成します。

b testディレクトリにファイル「first.txt」を作成します。

c 「SelectionSet-1」を使ってフル・バックアップ（TestBackup1）を実施します。

d 「first.txt」を削除して、testディレクトリに「last.txt」という名前のファイルを作成します。

e 「SelectionSet-1」を使って2番目のフル・バックアップ（TestBackup2）を実施します。

f ［選択したバックアップからリストア］オプションを使って、TestBackup1をリストアします。こ

のジョブにより、「first.txt」ファイルがリストアされます。

g ［最新のバックアップからリストア］オプションを使って、TestBackup1をリストアします。この

ジョブにより、「last.txt」ファイルがリストアされます。

2 設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［設定］ をクリ ックします。

詳細設定の指定

リストア ・ ジ ョ ブ用詳細設定を指定するには

1 ［詳細設定］ ページで、 ［詳細設定］ をクリ ックして以下のオプシ ョ ンを設定します。

• ［ネッ トワーク圧縮の使用］ ： ネッ トワーク経由のデータ伝送時にネッ トワーク圧縮を使用する場合、
このチェ ック ・ ボックスを選択します。 データはまずソース ・ デバイスが接続されているサーバー
またはクライアント上で圧縮され、 その後ネッ トワークで転送されます。 ターゲッ ト ・ クライアン
ト上でデータの圧縮が解除され、 オリジナルの場所または代わりの場所にリストアされます。 

ネッ トワーク圧縮は次のタイプのジ ョブでは機能しません。

▫ NetVault SmartDisk からのリストア

▫ NDMP ベースの NAS ファイラーに接続されたデバイスからのリストア

▫ Plug-in for NDMP、 Plug-in for NetWare、 および NetVault Bare Metal Recovery 製品を使っ

て実行されるリストア

表62. リストア・タイプ

オプション 説明

選択したバックアップから
リストア

このオプシ ョ ンはデフォルトで選択されています。 選択したバックアップ
からデータをリス トアする場合、 このオプシ ョ ンを選択したままにします。

最新のバックアップからリ
ストア

リス トア ・ ジ ョ ブの作成に使用したセーブセッ トに関係な く、 特定のバッ
クアップ ・ セレクシ ョ ン ・ セッ ト を使って実行された最新のバックアップ
からデータをリス トアする場合は、 このオプシ ョ ンを選択します。
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2 設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［設定］ をクリ ックします。

リストア・ジョブのプレ/ポスト・スクリプトの

設定
プレ ・ スクリプ ト とポスト ・ スクリプ ト ・ オプシ ョ ンを使って、 ジ ョ ブの開始前またはジ ョブの完了後に、 ユー
ザーが定義したスクリプ ト を実行することができます。 これらのスクリプ トは、 ジ ョ ブ開始前のデータベースの
マウン ト解除やシャッ ト ・ ダウン、 またはジ ョブ完了後のデータベースのマウン トまたは起動などの、 タスクの
実行に使用することができます。

プレ ・ スクリプ トまたはポスト ・ スクリプ ト を設定する前に、 以下の情報を確認して ください。

• スクリプ トは、 たとえば Windows の .bat や Linux の .sh など、 任意の実行ファイルである必要があ

ります。

• スクリプ ト ・ ファイルはターゲッ ト ・ クライアン トに存在する必要があります。 NetVault インストール ・

ディ レク ト リの下の、 scripts ディレク ト リ内に配置される必要があります。

• プレ ・ スクリプト とポスト ・ スクリプトにはランタイム ・パラメータを含めることができます。 これらの
パラメータは、 環境変数 NV_USER_ARG に保存されます。 スクリプトでは、 他の NetVault 環境変数も使

用することができます。 利用できる環境変数のリストについては、 「NetVault の環境変数」 を参照して くだ

さい。

• NetVault には、 ポスト ・ スクリプ ト と して使用できる、 2 種類の事前定義スクリプ ト ・ ファイルが用意さ

れています。

• psmail ： このスクリプ ト を使用して、 指定したメール ・ アドレスにジ ョブ完了ステータスを送信
します。

• psmail_logs ： このスクリプ ト を使用して、 指定したメール ・ アドレスにジ ョブ完了ステータスと
ジ ョブのログを送信します。

Linux および UNIX の場合、 事前定義されたスクリプ トのファイル名に拡張子はありません。 Windows の

場合、 スクリプ ト ・ ファイル名の拡張子は 「.bat」 です。 これらのスクリプ ト を実行するには、 ［ポスト

スクリプ ト］ ボックスで以下の設定値を指定します。

• Linux および UNIX ： psmail または psmail_logs

• Windows ： psmail.bat または psmail_logs.bat

プレスクリプ トおよびポストスクリプ ト を指定するには ：

1 ［詳細設定］ ページで、 ［プレ & ポストスクリプ ト］ をクリ ックして、 以下の設定を行います。
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2 設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［設定］ をクリ ックします。

表64. スクリプト実行およびリストア・ジョブ・ステータス

総合的な実行およびジ ョブ ・ ステータスに対するスクリプ トの効果を、 以下の表に示します。 

リストア・ジョブに対するユーザー定義イベント
の設定
リストア ・ ジ ョ ブを作成するとき、 NetVault では、 ジ ョ ブが正常に完了した場合、 警告付きで完了した場合、 ま

たは失敗したときに発生するユーザー定義イベン ト を設定できます。 個々のジ ョブの完了ステータスについて通
知を受けるときにこれらのオプシ ョ ンを使用できます。

表63. リストア・ジョブでのプレ・スクリプトとポスト・スクリプトのオプション

オプション 説明

プレスクリプ ト ジ ョ ブの開始前にユーザー定義のスクリプ ト を実行することができます。
このスクリプ ト を使って、 データベースのマウン ト解除やシャッ トダウン
などの、 リス トアの前処理を実施することができます。

プレ ・ スクリプ ト を実行するには、 以下の手順に従います。

• ［プレスクリプ ト］ ボックスに、 スクリプ ト ・ ファイル名を指定し
ます。

• ［ユーザー ・パラ メータ］ ボックスに、 ランタイム ・パラ メータの
値を指定します。 値は有効でなければならず、 スクリプ ト内の使用
方法に準拠している必要があります。 NetVault は、 このユーザー ・

パラ メータについて有効性チェ ックを行いません。

ポストスクリプ ト ジ ョ ブの完了後にユーザー定義のスクリプ ト を実行することができます。
このスクリプ ト を使って、 ジ ョ ブ完了後のデータベースのマウン トや開始
などの、 リス トアの後処理を実施することができます。 
ポスト ・ スクリプ ト を実行するには、 以下の手順に従います。

• ［ポス トスクリプ ト］ ボックスで、 スクリプ ト ・ ファイル名を指定
します。 

• ［ユーザー ・パラ メータ］ ボックスに、 ランタイム ・パラ メータの
値を指定します。 値は有効でなければならず、 スクリプ ト内の使用
方法に準拠している必要があります。 NetVault は、 このユーザー ・

パラ メータについて有効性チェ ックを行いません。

処理 結果

プレスクリ
プ ト

成功 成功 成功 失敗 失敗 失敗

リストア ・
ジ ョ ブ

成功 成功 失敗 実行されま
せん

実行されませ
ん

実行されま
せん

ポストスク
リプ ト

成功 失敗 成功 成功 未設定 失敗

総合的な
ジ ョブ ・ ス
テータス

ジ ョブは正常
に終了しま
す。

ジ ョ ブは終了
しましたが、
ポスト ・ スク
リプ ト ・ エ
ラーがありま
す。

ジ ョ ブは失敗
しましたが、
プレ ・ スクリ
プ トおよびポ
スト ・ スクリ
プ トは実行さ
れます。 エ
ラーが報告さ
れます。

ジ ョ ブは失
敗し、 プ
レ ・ スクリ
プ ト ・ エ
ラーが報告
されました
が、 ポス
ト ・ スクリ
プ トは実行
されました。

ジ ョ ブは失敗
し、 プレ ・ ス
クリプ ト ・ エ
ラーが報告さ
れました。

ジョブが失敗
しました。 プ
レ ・ スクリプ
ト ・ エラーお
よびポスト ・
スクリプト ・
エラーが報告
されました。
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［リス トア詳細設定セッ ト］ では、 ユーザー定義イベン ト を設定できます。 ユーザー定義イベン ト を作成した後
は、 任意のジ ョブまたはバックアップ ・ ポリシーに対してそのイベン ト を発生させることができます。 NetVault
により、 ユーザー定義のイベン トは、 Jobs — User defined イベン ト ・ クラスに追加されます。 その後、 イベン

ト発生時に通知を受け取るため、 イベン トごとに 1 つまたは複数の通知方法を設定できます。

リス トア ・ ジ ョ ブのユーザー定義イベン ト を発生させるには ：

1 ［詳細設定］ ページで、 ［イベン ト］ をクリ ックして、 以下の設定を行います。

2 設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［設定］ をクリ ックします。

3 イベン ト発生時に通知を受信するには、 そのイベン トの通知方法を設定します。 詳細は、 「一般通知方法
の設定」 を参照して ください。

オンライン・バックアップ・インデック
スの管理
このセクシ ョ ンには、 以下のトピックが含まれています。

• オンライン ・ インデックスの管理について

• オンライン ・ インデックスの手動削除

• オフライン ・ インデックスのロード

• オンライン ・ インデックスの手動圧縮

• オンライン ・ インデックスの圧縮解除

オンライン・インデックスの管理について
オンライン ・バックアップ ・ インデックスにより、 メディアをロードすることな く迅速にセーブセッ トのコンテ
ンツをスキャンすることができます。 ただし、 これらのインデックスにより、 NetVault データベース全体のサイ
ズは拡大することがあります。 データベース ・サイズを管理するため、 オンライン ・ インデックスを削除または
圧縮することができます。

次のセクシ ョ ンでは、 オンライン ・ インデックスの削除および圧縮に使用できる方法を簡単に説明します。

• オンライン ・ インデックスの削除

• オンライン ・ インデックスの圧縮

メモ ： NetVault には、 システム内の有意な事象に対応して発生する事前定義のイベン トがい くつか用意さ
れています。 詳細は、 「NetVault のイベン トについて」 および 「イベン ト ・ タイプ」 を参照して ください。

また、 個々のバックアップ ・ ジ ョ ブ、 リス トア ・ ジ ョ ブ、 レポート ・ ジ ョ ブ、 およびログ ・ メ ッセージに
対してユーザー定義のイベン ト を発生させることもできます。 NetVault 内で事前定義またはユーザー定義
のイベン トが発生したときには、 さまざまな通知方法を使用して通知を受け取ることができます。 詳細は、
「一般通知方法の使用」 を参照して ください。

表65. リストア・ジョブのユーザー定義イベント・タイプ

オプション 説明

ジ ョブ成功 ジ ョブの正常完了時に発生させるイベン ト を入力または選択します。

ジ ョ ブに警告発生 ジョブが警告付きで完了した場合に発生させるイベン ト を入力または選択
します。

ジ ョ ブ失敗 ジ ョブの失敗時に発生させるイベン ト を入力または選択します。
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オンライン・インデックスの削除
以下の方法を使用して、 バックアップのオンライン ・ インデックスを削除できます。

• ［オフライン ・ インデックス期間指定］ オプシ ョ ンをバックアップ詳細設定セッ トで設定すると、 指定期
間後にオンライン ・ インデックスは自動的に削除されます。 詳細は、 「バックアップ寿命オプシ ョ ンの設
定」 を参照して ください。

• ［インデックス ・ オフライン前の非アクテ ィブ日数］ 設定を使用して、 指定した期間非アクテ ィブであっ
た場合にオンライン ・ インデックスを削除するグローバル ・ ポリシーを設定できます。 詳細は、 「バック
アップ ・ インデックスのメディア ・ マネージャの設定」 を参照して ください。

• ［バックアップ ・ インデックスの管理］ ページから、 1 つまたは複数のバックアップのオンライン ・ イン
デックスを手動で削除できます。 詳細は、 「オンライン ・ インデックスの手動削除」 を参照して ください。

セーブセッ トのインデックスは、 必要に応じてバックアップ ・ メディアからロードできます。

オンライン・インデックスの圧縮
オンライン ・ インデックスは、 30 日間非アクティブ状態になった場合、 自動的に圧縮されます。 このポリシー
をカスタマイズするために、 ［インデックス圧縮前の非アクティブ日数］ 設定を変更できます。 詳細は、 「バック
アップ ・ インデックスのメディア ・ マネージャの設定」 を参照して ください。 

また、 ［バックアップ ・ インデックスの管理］ ページから、 1 つまたは複数のバックアップのオンライン ・ イン
デックスを手動で圧縮できます。 詳細は、 「オンライン ・ インデックスの手動圧縮」 を参照して ください。

オンライン・インデックスの手動削除
［バックアップ ・ インデックスの管理］ ページから、 1 つまたは複数のバックアップのオンライン ・ インデック
スを手動で削除できます。 

オンライン ・ インデックスを手動削除するには

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［リス トア ・ ジ ョ ブ作成］ をクリ ックして、 ［セーブセッ トの選択］ ページ
で ［インデックス管理］ をクリ ックします。

2 ［クライアン ト選択］ をクリ ックして、 バックアップを作成したクライアン ト を選択します。 

または

クライアン ト を迅速に見つけるために、 テーブルの右上隅の ［検索］ ボックスを使用できます。 ボック
スに検索テキスト を入力すると、 テーブル内のデータがフ ィルタされます。

3 ［OK］ をク リ ックしてダイアログ ・ ボックスを閉じます。

4 必要に応じて ［プラグインの選択］ をクリ ックして、 バックアップの作成に使われたプラグインを選択
します。 ［OK］ をク リ ックしてダイアログ ・ ボックスを閉じます。

5 ［表示］ アイコンをクリ ックして、 選択したクライアン ト とプラグインのセーブセッ ト を表示します。

6 デフォルトでは、 セーブセッ ト ・ リス ト内ですべてのアイテムが選択されています。 

特定のセーブセッ トのインデックスを削除するには、 除外するセーブセッ トのチェ ック ・ マークを解除
します。 または、 ヘッダー行にあるチェ ック ・ ボックスをクリ ックしてすべてのチェ ック ・ マークを解
除し、 個々のセーブセッ ト を選択します。

7 ［オフライン］ をクリ ックします。

メモ ： バックアップ ・ インデックスの削除は、 バックアップのリタイアとは同じではありません。 
バックアップのリタイア時には、 NetVault により、 そのバックアップに関するすべての情報が NetVault デー
タベースから削除されます。 リタイアされたセーブセッ トのインデックスを取得するためにメディアをス
キャンすると、 NetVault データベースに新しいインデックスとしてロード されます。 オンライン ・ インデッ
クスを削除しても、 NetVault にはセーブセッ トに関する情報の一部が保持されます。 この情報により、
NetVault では、 バックアップ ・ メディアからセーブセッ ト ・ インデックスをすばやく再ロードできます。
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オフライン・インデックスのロード
データをリストアするとき、 セーブセッ トのオンライン ・ インデックスが使用できない場合は、 バックアップ ・
メディアからロードできます。 また、 ［バックアップ ・ インデックスの管理］ ページを使用して、 バックアッ
プ ・ メディアから 1 つまたは複数のバックアップのバックアップ ・ インデックスをロードできます。 インデック
スは、 指定した期間データベースに保存されます。

オフライン ・ インデックスをロードするには

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［リス トア ・ ジ ョ ブ作成］ をクリ ックして、 ［セーブセッ トの選択］ ページ
で ［インデックス管理］ をクリ ックします。

2 ［クライアン ト選択］ をクリ ックして、 バックアップを作成したクライアン ト を選択します。 

または

クライアン ト を迅速に見つけるために、 テーブルの右上隅の ［検索］ ボックスを使用できます。 ボック
スに検索テキスト を入力すると、 テーブル内のデータがフ ィルタされます。

3 ［OK］ をク リ ックしてダイアログ ・ ボックスを閉じます。

4 必要に応じて ［プラグインの選択］ をクリ ックして、 バックアップの作成に使われたプラグインを選択
します。 ［OK］ をク リ ックしてダイアログ ・ ボックスを閉じます。

5 ［表示］ アイコンをクリ ックして、 選択したクライアント とプラグインのセーブセッ トを一覧表示します。

6 デフォルトでは、 セーブセッ ト ・ リス ト内ですべてのアイテムが選択されています。

特定のセーブセッ トのインデックスをロードするには、 除外するセーブセッ トのチェ ック ・ マークを解
除します。 または、 ヘッダー行にあるチェ ック ・ ボックスをクリ ックしてすべてのチェ ック ・ マークを
解除し、 個々のセーブセッ ト を選択します。

7 ［ロード］ をクリ ックして、 ［インデックスのロード］ ダイアログ ・ ボックスに以下のオプシ ョ ンを設定
します。

• ［インデックス保存日数］ ： NetVault データベース内でインデックスを保存する日数を入力または
選択します。 デフォルトでは、 インデックスは 1 日間保持されます。

8 ［OK］ をク リ ックしてダイアログ ・ ボックスを閉じます。

オンライン・インデックスの手動圧縮
オンライン ・ インデックスは、 30 日間非アクティブ状態になった場合、 自動的に圧縮されます。 また、 ［バック
アップ ・ インデックスの管理］ ページから、 1 つまたは複数のバックアップのオンライン ・ インデックスを手動
で圧縮できます。

オンライン ・ インデックスを手動で圧縮するには

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［リス トア ・ ジ ョ ブ作成］ をクリ ックして、 ［セーブセッ トの選択］ ページ
で ［インデックス管理］ をクリ ックします。

2 ［クライアン ト選択］ をクリ ックして、 バックアップを作成したクライアン ト を選択します。

または

クライアン ト を迅速に見つけるために、 テーブルの右上隅の ［検索］ ボックスを使用できます。 ボック
スに検索テキスト を入力すると、 テーブル内のデータがフ ィルタされます。

3 ［OK］ をク リ ックしてダイアログ ・ ボックスを閉じます。

4 必要に応じて ［プラグインの選択］ をクリ ックして、 バックアップの作成に使われたプラグインを選択
します。 ［OK］ をク リ ックしてダイアログ ・ ボックスを閉じます。

5 ［表示］ アイコンをクリ ックして、 選択したクライアント とプラグインのセーブセッ トを一覧表示します。

6 デフォルトでは、 セーブセッ ト ・ リス ト内ですべてのアイテムが選択されています。 

特定のセーブセッ トのインデックスを圧縮するには、 除外するセーブセッ トのチェ ック ・ マークを解除
します。 または、 ヘッダー行にあるチェ ック ・ ボックスをクリ ックしてすべてのチェ ック ・ マークを解
除し、 個々のセーブセッ ト を選択します。
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7 ［圧縮］ をクリ ックします。

オンライン・インデックスの圧縮解除
圧縮されたインデックスを持つセーブセッ トのデータの参照またはリストアを試みると、 インデックスが自動的
に一時ディレク ト リに圧縮解除されます。 また、 ［バックアップ ・ インデックスの管理］ ページを使用して、 1
つ以上のバックアップのインデックスを手動で圧縮解除することもできます。

この一時ディレク ト リは、 操作完了後に削除されます。 

オンライン ・ インデックスを手動で圧縮解除するには

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［リス トア ・ ジ ョ ブ作成］ をクリ ックして、 ［セーブセッ トの選択］ ページ
で ［インデックス管理］ をクリ ックします。

2 ［クライアン ト選択］ をクリ ックして、 バックアップを作成したクライアン ト を選択します。 

または

クライアン ト を迅速に見つけるために、 テーブルの右上隅の ［検索］ ボックスを使用できます。 ボック
スに検索テキスト を入力すると、 テーブル内のデータがフ ィルタされます。 ［OK］ をク リ ックしてダイ

アログ ・ ボックスを閉じます。

3 必要に応じて ［プラグインの選択］ をクリ ックして、 バックアップの作成に使われたプラグインを選択
します。 ［OK］ をク リ ックしてダイアログ ・ ボックスを閉じます。

4 ［表示］ アイコンをクリ ックして、 選択したクライアント とプラグインのセーブセッ トを一覧表示します。

5 デフォルトでは、 セーブセッ ト ・ リス ト内ですべてのアイテムが選択されています。 

特定のセーブセッ トのインデックスを圧縮解除するには、 除外するセーブセッ トのチェ ック ・ マークを
解除します。 または、 ヘッダー行にあるチェ ック ・ ボックスをクリ ックしてすべてのチェ ック ・ マーク
を解除し、 個々のセーブセッ ト を選択します。

6 ［圧縮解除］ をクリ ックします。

スナップショットの管理
スナップシ ョ ッ ト機能では、 既存のスナップシ ョ ッ トの表示、 マウン ト、 マウン ト解除を行う ことができます。

スナップシ ョ ッ ト機能は、 現在、 Dell Storage Manager、 Huawei OceanStor Manager、 および NetApp ONTAP 
Device Manager でサポート されています。 これらの記憶域マネージャを追加するには、 「Snapshot Array 
Manager の管理」 を参照して ください。 現在、 NetVault Plug-in for FileSystem は、 スナップシ ョ ッ トベースの
バックアップをサポート しています。

次の操作を実行することができます。

• スナップシ ョ ッ トのリス トア

• スナップシ ョ ッ トの有効期限の設定

• スナップシ ョ ッ トのマウン ト

• スナップシ ョ ッ トのマウン ト解除

メモ ： バージ ョ ン 12.0 でスナップシ ョ ッ ト を作成し、 NetVault サーバーを 12.1 にアップグレード した場
合は、 スナップシ ョ ッ トのマウン ト とマウン ト解除操作はサポート されません。 この場合、 NetVault クラ
イアン ト を 12.1 にアップグレードする必要があります。 
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スナップショットのリストア
スナップシ ョ ッ トからのデータの復元に必要な操作は、 スナップシ ョ ッ ト ・ ディ レク ト リからターゲッ ト / セカ
ンダリ ・ システムへのコピー操作だけです。 復元の操作によって、 既存のボリューム構成が上書きされます。 ボ
リューム内のデータに加えた変更は、 スナップシ ョ ッ トのコピーが作成されるとすべて失われます。 

スナップシ ョ ッ ト を復元するには、 「リス トア ・ ジ ョ ブの作成」 を参照して ください。

スナップショットの有効期限の設定
各スナップシ ョ ッ トには有効期限の日付と時刻があります。 有効期限が切れないようスナップシ ョ ッ ト を保存す
ることができます。 バックアップ ・ セーブセッ トの有効期限が切れると、 スナップシ ョ ッ トの有効期限がそれよ
り先であっても、 スナップシ ョ ッ トの期限は切れます。 ただし、 スナップシ ョ ッ トがすでにマウン ト されている
場合、 セーブセッ トの有効期限が切れるとそのスナップシ ョ ッ トは保留状態に入ります。

スナップシ ョ ッ トの有効期限日を設定するには

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［リス トア ・ ジ ョ ブ作成］ をクリ ックします。

2 ［リス トア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセッ トの選択］ ページで、 ［セーブセッ ト名］ を選択して ［スナップ
シ ョ ッ ト機能］ をクリ ックします。

3 ［セーブセッ ト名］ リス トからスナップシ ョ ッ ト を選択し、 ［有効期限の設定］ をクリ ックします。

4 ［有効期限日の変更］ を選択し、 オプシ ョ ンを選択して期限日を設定して ［OK］ をク リ ックします。

• オン ： カレンダーで日付を選択し、 時刻を設定します。

• 今すぐ ： スナップシ ョ ッ ト を直ちに有効期限切れにします。

• セーブセッ トの有効期限が切れる ： スナップシ ョ ッ トは期限切れになりません。

［スナップショット機能］ページで、［有効期限］列の日付と時刻が更新されます。

スナップショットのマウント
スナップシ ョ ッ ト をマウン ト して、 スナップシ ョ ッ ト内にあるデータにアクセスすることができます。 スナップ
シ ョ ッ トは、 スナップシ ョ ッ ト ・ ボリュームと同じオペレーティング ・ システムの MediaAgent にマウン トする
必要があります。 現在、 スナップシ ョ ッ トがマウン トできるのは Windows マシンのみです。 スナップシ ョ ッ ト
は、 特定のドライブや指定した空のフォルダにマウン トすることができます。 スナップシ ョ ッ ト をマウン ト した
ら、 リス トア操作中に役に立つ各スナップシ ョ ッ トの詳細を表示できます。

スナップシ ョ ッ ト をマウン トするには

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［リス トア ・ ジ ョ ブ作成］ をクリ ックします。

2 ［リス トア ・ ジ ョ ブ作成 — セーブセッ トの選択］ ページで、 ［セーブセッ ト名］ を選択して ［スナップ
シ ョ ッ ト機能］ をクリ ックします。

3 ［セーブセッ ト名］ リストからマウントするスナップショ ッ トを選択して、 ［マウント］ をクリ ックします。

4 選択したスナップシ ョ ッ ト をマウン トするマシンを選択し、 ［次へ］ をクリ ックします。

スナップシ ョ ッ ト を複数のクライアン ト ・ マシンにマウン トすることができます。

5 スナップシ ョ ッ ト をマウン トするド ライブまたはフォルダのパスを選択します。

メモ ： Huawei OceanStor Device Manager および NetApp ONTAP Device Manager の場合、
スナップシ ョ ッ トが直ちに期限切れになるオプシ ョ ンのみ設定可能です。

メモ ：  Huawei OceanStor Device Manager の場合、 スナップシ ョ ッ ト をマウン トするには、 LUN がマウン
ト されているホスト と、 スナップシ ョ ッ トがマウン ト されるホストが同じホストグループに属している必
要があります。

メモ ： NetApp ONTAP Device Manager の場合、 スナップシ ョ ッ ト をマウン トするには、 LUN がマウン ト
されているホスト と、 スナップシ ョ ッ トがマウン ト されるホストが同じイニシエータグループに属してい
る必要があります。
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スナップシ ョ ッ ト をド ライブにマウン トするには ：

• ［ド ライブ文字を使用してマウン トする］ を選択し、 リス トから ド ライブを選択して ［マウン ト］
をクリ ックします。

スナップシ ョ ッ ト をフォルダ内にマウン トするには ：

• ［フォルダ内にマウン トする］ を選択して、 マウン ト ・ ポイン トのフォルダを参照し、 ［マウン ト］
をクリ ックします。

選択したマシンの使用可能なドライブの空のフォルダを選択できます。

• スナップシ ョ ッ ト機能ページの ［マウン ト済み］ 列内のステータスが ［はい］ に変わります。

スナップショットのマウント解除
スナップシ ョ ッ トのマウン ト解除操作により、 ド ライブやフォルダにマウン ト されているスナップシ ョ ッ トが取
り除かれます。

スナップシ ョ ッ ト をマウン ト解除するには

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［リス トア ・ ジ ョ ブ作成］ をクリ ックします。

2 ［リス トア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセッ トの選択］ ページで、 ［セーブセッ ト名］ を選択して ［スナップ
シ ョ ッ ト機能］ をクリ ックします。

3 ［セーブセッ ト名］ リス トからマウン ト解除するスナップシ ョ ッ ト を選択し、 ［アンマウン ト］ をクリ ッ
クします。

4 スナップシ ョ ッ ト をマウン ト しているクライアン ト ・ マシンでマウン ト解除する対象を選択し、 ［OK］
をク リ ックします。

スナップシ ョ ッ ト機能ページの ［マウン ト済み］ 列内のステータスが ［いいえ］ に変わります。

メモ ： クライアン ト ・ マシンですでに使用されているド ライブ文字は使用できません。

メモ ： ［マウン ト済み］ 列でスナップシ ョ ッ トのステータスを確認します。
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NetVault ダッシュボードの管理

• NetVault ダッシュボードについて

• ダッシュボードの設定

• NetVault ダッシュボードの表示

• NetVault ダッシュボードでのウィジェ ッ トの管理

NetVaultダッシュボードについて
［ダッシュボード］ ページから NetVault システムの全体的な統計情報を表示できます。 

ダッシュボードは、 NetVault システムと保護対象のマシンに関連するデータが表示されるグラフ ィ カル ・ ウィ
ジェ ッ トのセッ トです。 ウィジェ ッ ト内のデータは、 デフォルトで事前定義された更新間隔に従って更新されま
す。 ただし、 この更新間隔を手動で入力することもできます。

ダッシュボードでは、 環境に応じて独自に構成できるグラフ ィ カル ・ ビューを複数作成することができます。
ダッシュボードを構成し、 NetVault WebUI の監視ウィジェ ッ トのアクセス ・ データにロードできます。 デフォ
ルトのダッシュボードは、 NetVault により作成されロード されます。 ダッシュボードには、 最大 18 個のウィ
ジェ ッ ト を持たせることができます。 共有、 クローン、 削除など、 ダッシュボードでさまざまなアクシ ョ ンを実
行できます。 

NetVaultダッシュボードの表示
NetVault ダッシュボードを表示するには、 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルの ［ダッシュボード］ をクリ ックします。

ダッシュボードには、 以下のウィジェ ッ トが含まれています。

• ジ ョブ ・ ステータス ： このウィジェ ッ トは、 NetVault のジョブステータスを表示し、  アイコンで表さ
れます。 このウィジェ ッ トの個々のバーは、 成功したジ ョブの数 （緑）、 警告付きで完了したジ ョブの数
（黄色）、 および失敗したジ ョブの数 （赤） を示します。 ジ ョ ブのサマリを表示するには、 バーの上にポ
インタを移動します。 デフォルトで、 グラフには過去 7 日間のデータが表示されます。 ただし、 ウィ
ジェ ッ ト ・ フ ィルタを設定して期間を変更できます。 ［ジ ョ ブ ・ ステータス］ ページにジ ョブを表示する
には、 対応するバーをクリ ックします。 このウィジェ ッ トのデフォルトの更新間隔は 900 秒です。

• ジ ョブの実行時間 ： このウィジェ ッ トは、 実行時間が長い上位 10 個 （デフォルト） の NetVault ジ ョブの

ジ ョブ実行時間 （秒単位） を表示し、  アイコンで表されます。 ウィジェ ッ ト ・ フ ィルタを設定して
ジ ョブの数を変更できます。 ジ ョ ブのサマリを表示するには、 バーの上にポインタを移動します。 ［ジ ョ
ブ履歴］ ページに任意のジ ョブの詳細を表示するには、 対応するバーをクリ ックします。 このウィ
ジェ ッ トのデフォルトの更新間隔は 3600 秒です。

• メディアの使用容量 ： このウィジェ ッ トは、 使用されているメディアの容量と、 NetVault システムで使

用可能な容量を表示し、  アイコンで表されます。 デフォルトでは、 40 個のメディアが表示されます。
ウィジェ ッ ト ・ フ ィルタを設定してウィジェ ッ トのメディアの数を変更できます。 メディアのサマリを
表示するには、 バーの上にポインタを移動します。 メディア ・ アイテムを調査するには、 対応するバー
をクリ ックします。 このウィジェ ッ トのデフォルトの更新間隔は 1800 秒です。
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• クライアン ト ・ ステータス ： このウィジェ ッ トは、 既存の NetVault クライアン トのオンラインまたはオ

フラインの状態を表示し、  アイコンで表されます。 このウィジェ ッ トは円グラフとして表示されます。
クライアン ト詳細のサマリを表示するには、 対応するスライスの上にポインタを移動します。 ［クライア
ン ト管理］ ページにクライアン トの詳細を表示するには、 円グラフの対応するスライスをクリ ックしま
す。 このウィジェ ッ トのデフォルトの更新間隔は 900 秒です。

• 使用できないメディア ： このウィジェ ッ トは、 NetVault システムで使用できないメディアの詳細を表示

し、  アイコンで表されます。 使用できないメディアは、 それぞれ異なる色の丸いバブルの形をしたア
イコンでグラフ内に表示されます。 色によって使用できないメディアの情報を示しています。 表 66 を参
照して ください。 メディアの要約を表示するには、 バブルの上にポインタを移動します。 メディア ・ ア
イテムの詳細を表示するには、 そのメディアのバブルをクリ ックします。 このウィジェ ッ トのデフォル
トの更新間隔は 1800 秒です。

• デバイス ・ ステータス ： このウィジェ ッ トは、 RAS デバイス、 テープライブラリ、 およびテープドライ

ブのデバイスステータスを表示し、  アイコンで表されます。 各デバイスは、 円グラフの別個のスライ
スとして表されます。 デバイスのサマリを表示するには、 円グラフの上にポインタを移動します。 デバ
イス ・ ステータスを調査するには、 円グラフの対応するスライスをクリ ックします。 このウィジェ ッ ト
のデフォルトの更新間隔は 1800 秒です。

• ポリシー ・ ステータス ： このウィジェ ッ トは、 NetVault システムのバックアップポリシーの詳細を表示

し、  アイコンで表されます。 各ポリシーは、 円グラフの別個のスライスとして表されます。 ポリシー
のサマリを表示するには、 円グラフの上にポインタを移動します。 ［ポリシー管理］ ページでポリシーの
ステータスを調査するには、 円グラフの対応するスライスをクリ ックします。 このウィジェ ッ トのデ
フォルトの更新間隔は 900 秒です。

• イベン ト ・ ス ト リーム ： このウィジェ ッ トは、 時間間隔中に NetVault サーバで発生したイベン ト を表示

し、  アイコンで表されます。 デフォルトでは、 直近の 10 分間のエラー ・ イベン トが表示されます。
ウィジェ ッ ト ・ フ ィルタを設定して、 時間間隔またはイベン ト ・ タイプ （［エラーのみ］、 ［キー ・ イベン
ト］、 ［すべてのイベン ト］） を変更することができます。 イベン トのサマリを表示するには、 バブルの上
にポインタを移動します。 イベン ト を調査するには、 グラフの対応するバブルをクリ ックします。 この
ウィジェ ッ トのデフォルトの更新間隔は 60 秒です。

• ログ ・ ス ト リーム ： このウィジェ ッ トは、 すべての NetVault プロセスのログスト リームを表示し、  ア
イコンで表されます。 デフォルトでは、 直近の 10 分間のログ ・ ス ト リームが表示されます。 ウィジェ ッ
ト ・ フ ィルタを設定して、 ログの時間間隔、 レベル、 またはクラスを変更することができます。 ログの
サマリを表示するには、 バブルの上にポインタを移動します。 ［ログ参照］ ページでログを調査するに
は、 グラフの対応する対応するバブルをクリ ックします。 このウィジェ ッ トのデフォルトの更新間隔は
60 秒です。

• 実行中のジョブ ： このウィジェ ッ トは、 NetVault の実行中ジョブの状態とジ ョブ履歴を表示し、  アイ
コンで表されます。 ウィジェ ッ ト内のそれぞれのバーは実行中のジョブを表し、 現在のジ ョブの最後の 3
つのインスタンスに関する情報 （期間、 転送されたバイ ト数、 終了ステータスなど） を表しています。
この情報は、 マウスのポインタをバーの上に置く と表示されます。 ［ジ ョ ブ ・ ステータス］ ページのジ ョ
ブのジ ョブ詳細を表示するには、 そのジ ョブのバーをクリ ックします。 このウィジェ ッ トのデフォルト

表66. 使用できないメディアの色の説明

使用できないメディア 色 
ASF 紫

不良メディア 赤

Foreign メディア 茶色

メディアが満杯です 灰色

メディアがオフラインです オレンジ色

その他のメディア 青

メディアは読み取り専用です 緑

メディアは使用できません 黄色
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の更新間隔は 900 秒です。 また、 クライアン ト、 プラグイン、 ポリシー、 ジ ョ ブのタイプ、 レコード制
限、 期間など、 異なるフ ィルタを設定することもできます。

ダッシュボードの設定
ダッシュボードの設定では、 ロード したダッシュボードを編集できます。 ダッシュボードは、 ダッシュボード管
理パネルからロードできます。

ロード したダッシュボードを設定するには

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ダッシュボード］ をクリ ックします。

2 ダッシュボードページで、 省略記号の  アイコンをクリ ックし、 ［ダッシュボードの設定］ をクリ ッ
クします。

3 必要なフ ィールドを編集します。

▪ ダッシュボードのタイ トル ： ダッシュボードの名前です。

▪ ユーザー ・ グループとユーザーで共有 ： ダッシュボードを共有するユーザーとユーザー ・ グルー
プのリスト を選択します。

▪ 並行更新するウィジェ ッ ト ： 同時に更新するウィジェ ッ トの数を設定します。

ダッシュボードの管理
ダッシュボードの管理は、 ダッシュボード管理パネルで行えます。 デフォルトのダッシュボードには、 くすんだ
色の星型のアイコンが付いています。 いずれのダッシュボード もデフォルト と して設定することができます。 デ
フォルトのダッシュボードは、 ナビゲーシ ョ ン ・ パネルでダッシュボードを選択するとロード されます。 ダッ
シュボードではさまざまなアクシ ョ ンを実行できます。

• ダッシュボードの追加

• ダッシュボードの共有

• ダッシュボードのクローン作成

• ダッシュボードの削除

ダッシュボードの追加
新しいダッシュボードを作成し、 監視するウィジェ ッ ト を選択できます。 これらのウィジェ ッ トはそのダッシュ
ボードにマッピングされます。 ただし、 ダッシュボードを作成するときにウィジェ ッ ト を選択しないと、 空の
ダッシュボードが作成されます。 この空のダッシュボードを後でウィジェ ッ ト を追加することもできます。

新しいダッシュボードを追加するには

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ダッシュボード］ をクリ ックします。

2 ダッシュボードページで、 省略記号の  アイコンをクリ ックし、 ［ダッシュボードの管理］ をクリ ッ
クします。

3 ［ダッシュボードの管理］ ダイアログ ・ ボックスで、 ［ダッシュボードの追加］ をクリ ックします。

4 ［ダッシュボードの追加］ ダイアログ ・ ボックスで次の詳細を入力または選択して、 ［OK］ をク リ ックし
ます。

▪ ダッシュボードのタイ トル

メモ： ユーザーグループは、NetVaultサーバーがActive Directoryに接続されている場合に
のみ表示されます。詳細については、「ADグループの管理」を参照してください。

メモ： いずれかのウィジェットの更新間隔が所定のタイム・スロットに一致すると、ウィ
ジェットが並行して更新されます。
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▪ ダッシュボードのウィジェ ッ ト を選択します

▪ ［デフォルトのダッシュボード と して設定］ を選択して、 このダッシュボードをデフォルトのダッ
シュボード と して設定します。

新し く作成したダッシュボードがダッシュボード管理リストに表示されます。 新しいダッシュボードを作成した
ら、 次のアクシ ョ ンを実行することができます。

• 他のユーザーとのダッシュボードの共有

• ダッシュボードのクローン作成

• ダッシュボードの削除

ダッシュボードの共有
ダッシュボード管理リストにある自分のダッシュボードを他のユーザーやユーザー ・ グループと共有できます。
ユーザーまたはユーザー ・ グループは、 共有ダッシュボードの表示、 ウィジェ ッ トの更新およびサイズ変更のみ
を行う ことができます。 ただし、 ダッシュボードの再共有や変更は許可されていません。 ユーザーが行えるの
は、 ウィジェ ッ トの更新とサイズ変更のみです。 ユーザーは共有ダッシュボードのクローンを作成できます。 こ
のユーザーが作成したクローンのダッシュボードの所有者になります。

ダッシュボードを共有するには

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ダッシュボード］ をクリ ックします。

2 ダッシュボードページで、 省略記号の  アイコンをクリ ックし、 ［ダッシュボードの管理］ をクリ ッ
クします。

3  アイコンをクリ ックし、 ［ユーザーグループとユーザーで共有］ の共有ステータスを選択し、 ［OK］
をク リ ックします。

ダッシュボードを共有すると、 アイコンが他のユーザーまたはユーザー ・ グループとの共有を示す に変わり

ます。  アイコンが、 ダッシュボードを共有しているユーザーやユーザーグループに表示されます。

ダッシュボードのクローン作成
ダッシュボードのクローン作成では、 ダッシュボードを複製します。 ダッシュボードにマッピングされている
ウィジェ ッ ト もすべて複製されます。

ダッシュボードのクローンを作成するには

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ダッシュボード］ をクリ ックします。

2 ダッシュボードページで、 省略記号の  アイコンをクリ ックし、 ［ダッシュボードのクローン作成］
をクリ ックします。

または

［ダッシュボードの管理］ をクリ ックし、 目的のダッシュボードでクローン  アイコンをクリ ックし
ます。

ダッシュボードの削除
ダッシュボードの削除では、 ダッシュボードの管理リストからダッシュボードを削除します。 ダッシュボードを
削除すると、 ダッシュボードで行ったカスタマイズと、 ダッシュボードに関連付けられているウィジェ ッ トで
行ったカスタマイズもすべて削除されます。 多くのユーザーやユーザー ・ グループと共有されているダッシュ
ボートが所有者によって削除されると、 そのすべてのユーザーおよびユーザー ・ グループのダッシュボード も削
除されます。 ただし、 ダッシュボードの所有者ではないユーザーがダッシュボードを削除すると、 そのユーザー
のダッシュボードが削除されます。 ダッシュボードをすべて削除することはできますが、 使用できるダッシュ
ボードがな く なるため、 デフォルトのダッシュボードが NetVault によって作成、 ロード されます。
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ダッシュボードを削除するには

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ダッシュボード］ をクリ ックします。

2 デフォルトのダッシュボードページで、 省略記号の  アイコンをクリ ックし、 ［ダッシュボードの管
理］ をクリ ックします。

3 削除するダッシュボートの ［削除］  アイコンをクリ ックします。

NetVaultダッシュボードでのウィジェッ
トの管理
NetVault ダッシュボード ・ ページでは、 次の操作を実行してウィジェ ッ ト をカスタマイズすることができます。

• ウィジェ ッ ト を更新する

• ウィジェ ッ トのフ ィルタを設定およびクリアする

• ウィジェ ッ ト をクローンする

• ウィジェ ッ ト を設定する

• ウィジェ ッ ト を削除する

• ウィジェ ッ トのサイズを変更する

ウィジェ ッ ト を管理するには、 ウィジェ ッ トのタイ トル領域にポインタを移動します。 前回の更新時刻とウィ
ジェ ッ ト を管理するためのアイコンがウィジェ ッ トの上部に表示されます。 ウィジェ ッ ト を管理するには、 対応
するアイコンをクリ ックして、 次の表に記載されている手順を実行します。

表67. ウィジェットの管理用のアイコンと説明

アイコン 説明

更新

事前定義された更新間隔の間にウィジェ ッ トのデータを強制的に更新するには、 ［更新］
アイコンをクリ ックします。 更新間隔は、 すべてのウィジェ ッ トで 30 ～ 86400 秒の範囲
で指定できます。

フ ィルタ

ウィジェ ッ トのデータをフ ィルタするには、 ［フ ィルタ］ アイコンをクリ ックします。
フ ィルタ ・ オプシ ョ ンを設定し、 ［実行］ をクリ ックします。

ウィジェ ッ トに表示するレコードの数を設定するには、 ［レコード制限］ に数字を入力し
ます。

ウィジェ ッ トのフ ィルタをクリアするには、 ［ク リア］ をクリ ックします。

データを保存せずにフ ィルタ ・ ウィザードを終了するには、 ［キャンセル］ をクリ ックし
ます。

各ウィジェ ッ トのフ ィルタ ・ オプシ ョ ンについて詳し くは、 「ウィジェ ッ ト ・ フ ィルタ ・
オプシ ョ ン」 を参照して ください。

クローン

ウィジェ ッ トのクローンを作成するには、 ［クローン］ アイコンをクリ ックします。

設定

ウィジェ ッ トのタイ トルとウィジェ ッ ト ・ データの更新間隔 （秒） を設定するには、 設
定アイコンをクリ ックします。

ウィジェ ッ トの設定済みのフ ィールドを保存するには、 ［実行］ をクリ ックします。

ウィジェ ッ トの設定済みのフ ィールドをクリアするには、 ［ク リア］ をクリ ックします。

データを保存せずに設定ウィザードを終了するには、 ［キャンセル］ をクリ ックします。

削除

クローンしたウィジェ ッ ト を削除するには、 ［削除］ アイコンをクリ ックします。 確認ダ
イアログ ・ ボックスで ［削除］ をクリ ックして、 NetVault ダッシュボードからウィ
ジェ ッ ト を削除します。

メモ： 削除できるのは、NetVaultダッシュボードからクローンしたウィジェットのみです。

サイズ変更

ウィジェ ッ ト を展開してデータをより明瞭に表示するには、 ［サイズ変更］ アイコンを
クリ ックします。 ウィジェ ッ ト を折りたたむには、 ［サイズ変更］ アイコンをクリ ックし
ます。
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ウィジェットの追加
ダッシュボードに複数のウィジェ ッ ト を追加することができます。 すべてのウィジェ ッ ト をダッシュボードに追
加すると、 それ以上ウィジェ ッ ト を追加することができな く なります。

ウィジェ ッ ト を追加するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ダッシュボード］ をクリ ックします。

2 デフォルトのダッシュボードページで、 省略記号の  アイコンをクリ ックし、 ［ウィジェ ッ トの追加］
をクリ ックします。

3 ダッシュボードに必要なウィジェ ッ ト を選択し、 ［OK］ をク リ ックします。

ウィジェットの配置
ウィジェ ッ ト をド ラ ッグ ・ アンド ・ ドロップして、 ダッシュボードの特定の位置に移動することができます。
ダッシュボードの位置を移動してから複数のユーザーと共有すると、 そのユーザーも再度、 共有ダッシュボード
を再配置できます。 共有ユーザーによって行われた再配置は、 他の共有ユーザーにも表示されます。

ウィジェ ッ ト を移動するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ダッシュボード］ をクリ ックします。

2 ダッシュボード ・ ページで、 ウィジェ ッ ト名にカーソルを移動します。

3 ウィジェ ッ ト を目的の位置までドラッグして、 ドロップします。

ウィジェット・フィルタ・オプション
ウィジェ ッ トの上部にあるフ ィルタ ・ アイコンをクリ ックすると、 次のウィジェ ッ ト ・ フ ィルタ ・ オプシ ョ ンが
表示されます。 1 つ以上のフ ィルタを使用して、 指定した条件に一致するレコードを表示できます。

表68. ウィジェット・フィルタ・オプション

ウィジェット フィルタ・オプションと説明

ジ ョブ ・ ステータス クライアン ト ： 特定のクライアン トのジ ョブをフ ィルタできます。

プラグイン ：特定のプラグインを使用して実行されたジ ョブをフ ィルタできます。

ジ ョ ブ ・ タイプ ： ジ ョ ブ ・ タイプでジ ョブをフ ィルタできます。 ジ ョ ブ ・ タイプとし
てバックアップまたはリストアを選択できます。

グループ化 ：日、 週、 月、 四半期、 または年でジ ョブをグループ化できます。

レコード制限 ： ウィジェ ッ トに表示するレコードの数を設定できます。 デフォルトで
は、 7 個のレコードが表示されます。

期間 ：特定の期間に完了したジ ョブをフ ィルタできます。

開始 ：特定の開始日時を指定してジ ョブをフ ィルタするには、 次の手順を実行
します。

▪ 開始日を入力するか、 ボックスの隣りにあるボタンをクリ ックして、
開始日を選択します。

▪ 開始時刻を入力するか、 ボックスの隣りにあるボタンをクリ ックして、
開始時刻を選択します。

終了：特定の終了日時を指定してジョブをフィルタするには、次の手順を実行
します。

▪ 終了日を入力するか、 ボックスの隣りにあるボタンをクリ ックして、
終了日を選択します。

▪ 終了時刻を入力するか、 ボックスの隣りにあるボタンをクリ ックして、
終了時刻を選択します。

ポリシーの選択 ： ポリシー名でポリシー ・ ジ ョ ブをフ ィルタできます。
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ジ ョブ実行時間 クライアン ト ： 特定のクライアン トのジ ョブをフ ィルタできます。

プラグイン ：特定のプラグインを使用して実行されたジ ョブをフ ィルタできます。

ポリシー ： ポリシー名でポリシー ・ ジ ョ ブをフ ィルタできます。

ジ ョ ブ ・ タイプ ： ジ ョ ブ ・ タイプでジ ョブをフ ィルタできます。 ジ ョ ブ ・ タイプとし
てバックアップまたはリストアを選択できます。 
レコード制限 ： ウィジェ ッ トに表示するレコードの数を設定できます。 デフォルトで
は、 10 個のレコードが表示されます。

期間 ：特定の期間に完了したジ ョブをフ ィルタできます。

開始：特定の開始日時を指定してジョブをフィルタするには、次の手順を実行
します。

▪ 開始日を入力するか、 ボックスの隣りにあるボタンをクリ ックして、
開始日を選択します。

▪ 開始時刻を入力するか、 ボックスの隣りにあるボタンをクリ ックして、
開始時刻を選択します。

終了：特定の終了日時を指定してジョブをフィルタするには、次の手順を実行
します。

▪ 終了日を入力するか、 ボックスの隣りにあるボタンをクリ ックして、
終了日を選択します。

▪ 終了時刻を入力するか、 ボックスの隣りにあるボタンをクリ ックして、
終了時刻を選択します。

メディアの使用容量 容量の表示単位 ： メディアの使用容量を、 バイ ト、 KB、 MB、 GB、 TB、 または PB
単位で表示できます。

レコード制限 ： ウィジェ ッ トに表示するレコードの数を設定できます。 デフォルトで
は、 40 個のレコードが表示されます。

メディア ・ グループの選択 ： メディア ・ グループに基づいてレコードをフ ィルタでき
ます。 デフォルトでは、 すべてのメディア ・ グループが選択されています。

クライアン ト ・
ステータス

クライアン ト ： 特定のクライアン トのクライアン ト ・ ステータスを表示できます。 デ
フォルトでは、 すべてのクライアン トが選択されています。

使用できないメディア 理由の選択 ： ASF、 不良、 外部、 フル、 オフライン、 その他、 読み取り専用、 使用不
可など、 メディアを使用できない理由を設定できます。 デフォルトでは、 すべての理
由が選択されています。

レコード制限 ： ウィジェ ッ トに表示するレコードの数を設定できます。 デフォルトで
は、 100 個のレコードが表示されます。

メディア ・ グループの選択 ： メディア ・ グループに基づいてレコードをフ ィルタでき
ます。 デフォルトでは、 すべてのメディア ・ グループが選択されています。

デバイス ・ ステータス デバイス ・ タイプ ： デバイスのタイプとして、 ［RAS デバイス］、 ［テープ ・ ド ライ
ブ］、 または ［テープ ・ ライブラリ］ を設定します。 デフォルトでは、 すべてのデバ
イス ・ タイプが選択されています。

ポリシー ・ ステータス ポリシー ・ ステータス ：完了、 失敗、 または警告ステータスでポリシーをフ ィルタで
きます。 デフォルトでは、 すべてのステータスが選択されています。

ポリシーの状態 ： アクテ ィブ、 休眠、 休止、 または休止中状態でポリシーをフ ィルタ
できます。 デフォルトでは、 すべての状態が選択されています。

イベン ト ・ ス ト リーム 間隔の選択 ： 5 分、 10 分、 30 分、 1 時間、 8 時間、 12 時間、 または 24 時間の時間間
隔でイベン ト をフ ィルタできます。 デフォルトでは、 時間間隔は 10 分に設定されて
います。

イベン ト ・ タイプの選択 ： ［エラーのみ］、 ［キー ・ イベン ト］、 または ［すべてのイベ
ン ト］ のタイプでイベン ト をフ ィルタできます。 デフォルトでは、 ［エラーのみ］ の
イベン ト ・ タイプが選択されています。

表68. ウィジェット・フィルタ・オプション

ウィジェット フィルタ・オプションと説明
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ログ ・ ス ト リーム 間隔の選択 ： 5 分、 10 分、 30 分、 1 時間、 8 時間、 12 時間、 または 24 時間の時間間隔
でログをフ ィルタできます。 デフォルトでは、 時間間隔は 10 分に設定されています。

レベルの選択 ：バックグラウンド、 エラー、 情報、 ジ ョ ブ ・ メ ッセージ、 サーバー、
または警告のレベルでログをフ ィルタできます。 デフォルトでは、 すべてのレベルが
選択されています。

クラスの選択 ： データベース、 デバイス、 ジ ョ ブ、 メディア、 プラグイン、 スケ
ジュール、 システム、 または UI のクラスでログをフ ィルタできます。 デフォルトで
は、 すべてのクラスが選択されています。

実行中のジ ョブ クライアン ト ： 特定のクライアン トのジ ョブをフ ィルタできます。

プラグイン ： 特定のプラグインを使用して実行されたジ ョブをフ ィルタできます。

ポリシー ： ポリシー名でポリシー ・ ジ ョ ブをフ ィルタできます。

ジ ョ ブ ・ タイプ ： ジ ョ ブ ・ タイプでジ ョブをフ ィルタできます。 ジ ョ ブ ・ タイプとし
てバックアップまたはリストアを選択できます。

レコード制限 ： ウィジェ ッ トに表示するレコードの数を設定できます。 これには、

デフォルトで、 10 件のレコードが表示されます。

期間 ： 特定の期間に完了したジ ョブをフ ィルタできます。

開始：特定の日時からジョブのフィルタを開始するには：

• 開始日を入力するか、 ボックスの隣りにあるボタンをクリ ックして、 開始日を
選択します。

• 開始時刻を入力するか、 ボックスの隣りにあるボタンをクリ ックして、 開始時
刻を選択します。

次のように変更してください。特定の日時までのジョブをフィルタするには：

• 終了日を入力するか、 ボックスの隣りにあるボタンをクリ ックして、 終了日を
選択します。

• 終了時刻を入力するか、 ボックスの隣りにあるボタンをクリ ックして、 終了時
刻を選択します。

メモ： 連続した項目を選択するには、Shiftキーを押しながらクリックします。連続しない複数の項目を選

択するには、Ctrlキーを押しながらクリックします。グラフのオプションを非表示にする、または選択し

たオプションをクリアするには、対応するオプションをクリックします。

表68. ウィジェット・フィルタ・オプション

ウィジェット フィルタ・オプションと説明
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ジ ョブの管理

• ジ ョブアクテ ィ ビテ ィの表示

• ジ ョブ ・ カレンダーの表示

• ジ ョブの管理

• ジ ョブ定義管理

• ジ ョブ履歴の表示

ジョブ・アクティビティの表示
［ジョブ ・ ステータス］ ページからジ ョブの進行状況やステータスを監視できます。 このページを使用して、
ジ ョ ブを管理したり、 さまざまなジ ョブ関連のタスクを実行したりすることもできます。 

ジ ョブ ・ アクテ ィ ビテ ィ を表示するには

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ジ ョ ブ ・ ステータス］ をクリ ックします。

2 ［ジ ョ ブ ・ ステータス］ ページでは、 以下の詳細情報を参照できます。

図14. ［ジョブ・ステータス］ページ
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表69. ［ジョブ・ステータス］ページ

項目 説明

ジョブアクテ ィ ビ
テ ィチャート

この領域には、 現在のジ ョブ、 ポリシー ・ ジ ョ ブ、 ポリシー ・ ジ ョ ブ、 および定期ジ ョ
ブのサマリが棒グラフの形式で表示されます。

• 現在アクティビテ ィ ： 棒はそれぞれ、 アクテ ィブ、 待機中、 保留中、 およびス
ケジュール済みのジョブの数を表しています。

• ポリシー ： 棒はそれぞれ、 正常完了した、 警告付きで完了した、 および失敗し
たポリシー ・ ジ ョ ブの数を表しています。 ポリシーの ［正常］ カウン トは、 ポ
リシー内のすべてのジ ョブが正常な場合に、 正常完了したポリシー ・ ジ ョ ブの
数を示しています。 ポリシー内の 1 つ以上のジョブで警告またはエラーが発生

した場合は、 0 カウン トが表示されます。

• 定期ジョブ ：棒はそれぞれ、 正常完了した、 警告付きで完了した、 および失敗
した定期ジ ョブの数を表しています。 

［ジ ョ ブ ・ アクテ ィ ビテ ィ］ をクリ ックして、 ジ ョ ブ ・ アクテ ィ ビテ ィ ・ テーブル内の
そのカテゴリのジ ョブ詳細を表示することができます。 たとえば、 ［ジ ョ ブ ・ アクテ ィ
ビテ ィ］ 領域で ［ポリシー］ をクリ ックして、 ジ ョ ブ ・ アクテ ィ ビテ ィ ・ テーブルのポ
リシー ・ ジ ョ ブを表示できます。

アクテ ィ ビテ ィ ・ チャート領域内のバーをクリ ックして、 アクテ ィ ビテ ィ ・ テーブル内
のカテゴリのジ ョブ詳細を表示することができます。 たとえば、 ［現在アクテ ィビテ ィ］
領域で ［アクテ ィブ］ バーをクリ ックすると進行中のジ ョブが表示されます。 
アクテ ィビテ ィ ・ テーブルをデフォルトの表示形式に戻すには、 ［現在のすべてのアク
テ ィビテ ィ を表示します］ リンクをクリ ックします。

［ジ ョ ブ ・ ステータス］ ページのジ ョブ ・ アクテ ィ ビテ ィ統計情報を非表示にするには、
以下の手順に従います。

• NetVault WebUI の ［ヘッダー］ パネルで、 ［設定］ アイコンをクリ ックし、 ［ア

プリケーシ ョ ン設定］ を選択します。 ページの右側に、 ［アプリケーシ ョ ン設
定］ ドロワが表示されます。 

• ［ジ ョ ブの統計情報の非表示］ オプシ ョ ンで、 ［ジ ョ ブ ・ アクテ ィ ビテ ィ統計情
報を非表示にする］ チェ ック ・ ボックスを選択します。

• ［OK］ をク リ ックします。
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3 デフォルトでは、 テーブルは開始時刻でソート されています （降順）。 

必要に応じて、 1 つまたは複数の列でテーブルをソートできます。 詳細は、 「NetVault WebUI でのレコー
ドのソート」 を参照して ください。

フ ィルタ ・ オプシ ョ ンの設定 （［ジ ョ ブ ・ ステータス］ ページのテーブル ・ フ ィルタ ・ オプシ ョ ンについ
て詳し くは、 表 7 を参照して ください）、 ページ ・サイズ設定、 列のソート順、 およびテーブルに適用さ
れているフ ィルタの表示、 レコードのエクスポート、 またはテーブル設定の編集を行うには、 テーブル
の右下隅にあるアイコンをクリ ックします。

詳細は、 「NetVault WebUI でのテーブルのカスタマイズ」 を参照して ください。

4 ［検索］ オプシ ョ ンを使用して、 テーブル ・ データをフ ィルタし、 列の値に指定した文字列を含むエン ト
リをすばやく見つけることができます。 また、 検索フ ィルタ文字列にはワイルドカード （? または *） を
含めることもできます。

5 アクシ ョ ン ・ オプシ ョ ンをページの下部にボタンで表示するように ［ページ］ オプシ ョ ンが設定されて
いる場合には、 ［オペレーシ ョ ン］ パネルで対応するボタンをクリ ックしてジ ョブ関連タスクを実行でき
ます。 デフォルトでは、 このオプシ ョ ンは表示されません。

または

ジ ョブ ・ アクテ ィ ビ
テ ィ ・ テーブル

デフォルトでは、 テーブルには現在のすべてのジ ョブ ・ アクテ ィ ビテ ィ （すべてのアク
テ ィビテ ィ ・ カテゴリ） が一覧表示されます。 
［すべてのアクテ ィビテ ィ］ カテゴリでは、 以下の詳細情報を参照できます。 開始時刻
（開始日も表示されます）、 ジ ョ ブ ・ タイ トル、 プラグイン、 クライアン ト、 タイプ、
ID/ インスタンス / フェーズ、 次回実行時間 （次のインスタンスの実行がスケジュール

されている日時）、 進行状況 （現在の転送速度または平均転送速度）、 現在のステータス
（ジ ョ ブ ・ インスタンスの現在のステータス）、 最後の終了ステータス （最後に完了した
ジ ョブ ・ インスタンスの終了ステータス）。

列メニューを使用して、 次の列を追加または削除することもできます。 ポリシー名、
ID （ジ ョブ ID のみを表示）、 インスタンス （ジ ョブ ・ インスタンスのみを表示）、 フェー

ズ （ジ ョブ ・ フェーズのみを表示）、 選択セッ ト、 プラグイン ・ オプション ・ セッ ト、
スケジュール ・ セッ ト、 ソース ・ セッ ト、 ターゲッ ト ・ セッ ト、 詳細オプション ・ セッ
ト、 期間 （バックアップ / リストア / レポート作成の操作を完了するために、 時 : 分 : 秒
で時間を表示します）。 詳細は、 「NetVault WebUI でのレコードのソート」 を参照して

ください。

以下のジ ョブ ・ ステータスのライ ト ・ アイコンは、 終了ステータスに基づいて現在のス
テータスおよび最後の終了ステータスの列に表示されます。

• 赤 ：中断、 異常終了、 失敗、 実行されませんでした

• 黄 ：警告、 停止、 およびメディア待ち

• 紫 ：確認済み

以下の行の背景色は、 現在のステータスに基づいてジ ョブに対して表示されます。

• 緑 ：実行中

• 青 ： スケジュール済み

表示形式を変更したり、 テーブル内に表示されるレポート をフ ィルタしたりすることも
できます。

表示形式を変更するには ： 異なるジ ョブ ・ カテゴリのジ ョブの詳細を表示するには、 ア
クテ ィ ビテ ィ ・ チャート領域内で該当するバーをクリ ックします。 たとえば、 警告を
伴って完了したジ ョブを表示するには、 ［定期ジ ョブ］ 領域の ［警告］ バーをクリ ック
します。

メモ ： 確認済みのジョブは、 通常のソートには含まれません。 そのため、 ソート結果には、 通常の
ジ ョブが最初に表示され、 その後、 確認済みのジョブが表示されます。 

表69. ［ジョブ・ステータス］ページ

項目 説明
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ジ ョブ ・ アクテ ィ ビテ ィ ・ テーブルの ［アクシ ョ ン］ 列を使用してジ ョブ関連のタスクを実行するには、
ジ ョ ブを選択し、 ［アクシ ョ ン］ 列の対応するコンテキスト ・ メニュー ・ アイコンをクリ ックします。 適
用するジ ョブ関連アクシ ョ ンをクリ ックします。

または ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルのリンクをクリ ックして、 別のページを開きます。

ジョブ・カレンダーの表示
カレンダー上でジ ョブを月ごと、 週ごと、 日ごとに表示できます。 スケジュールが重複しないようにするため、
ジ ョ ブをカレンダー形式で表示すると便利です。 ジ ョ ブを作成する前にカレンダーを確認することをお勧めしま
す。 ［ジ ョ ブ ・ カレンダー］ ページからジ ョブの進行状況やステータスを監視できます。 このページを使用して、
ジ ョ ブを管理したり、 さまざまなジ ョブ関連のタスクを実行したりすることもできます。 

バックアップジ ョブをカレンダーに表示するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ジ ョ ブ ・ カレンダー］ をクリ ックします。

2 ［ジ ョ ブ ・ カレンダー］ ページでは、 以下の情報を参照できます。
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3 ページの右上隅の ［検索］ ボックスを使用すると、 ジ ョ ブを迅速に見つけることができます。 カレン
ダー上のジ ョブは、 ジ ョ ブ名またはジ ョブ ID に基づいてフ ィルタされます。 ボックスに検索テキスト を
入力すると、 カレンダー内のデータがフ ィルタされます。 また、 検索フ ィルタ文字列にはワイルドカー
ド （? または *） を含めることもできます。

4 ジ ョブ関連のタスクを実行するには、 ジ ョ ブをクリ ックし、 次に適用するジ ョブ関連のアクシ ョ ンをク
リ ックします。

表70. ［ジョブ・カレンダー］ページ

項目 説明

［設定］ アイコン このアイコンをクリ ックすると、 ジ ョ ブ ・ カレンダーの設定が表示されます。
ページの右側に、 以下のオプシ ョ ンを含む ［カレンダー設定］ ドロワが表示され
ます。

• ステータスでフ ィルタ リング ： このエリアには、 ジ ョ ブ ・ ステータスに
基づいて以下のフ ィルタ リング ・ オプシ ョ ンが表示されます。

• スケジュール済み ： スケジュール済みのジョブを表示するには、
このボタンをクリ ックします。

• アクテ ィブ ： 進行中のジ ョブを表示するには、 このボタンをク
リ ックします。

• 成功 ： 正常に完了したジ ョ ブを表示するには、 このボタンをク
リ ックします。

• 削除 ： 警告付きで完了したジ ョブを表示するには、 このボタンを
クリ ックします。

• エラー ： 失敗したジ ョブを表示するには、 このボタンをクリ ック
します。

デフォルトでは、 すべてのジ ョブが ［ジ ョ ブ ・ カレンダー］ ページに表
示されます。 ジ ョ ブ ・ ステータスを非表示にするには、 対応するボタン
をクリ ックします。 フ ィルタを 1 つまたは複数選択し、 該当するジ ョブ
をジ ョブ ・ カレンダーに表示できます。

• タイムスロッ ト ・ サイズ ： 週次および日次ビューでは、 ［タイムスロッ
ト ・ サイズ］ フ ィールドを使用し、 カレンダー上のジ ョブの時間の粒度
を設定できます。

時間の粒度を設定するには、 以下のタイムスロッ ト ・ サイズから選択し
ます。 1 分、 5 分、 15 分、 20 分、 30 分、 60 分。

デフォルトでは、 タイムスロッ ト ・ サイズは 30 分に設定されています。

好みのフ ィルタを選択し、 それをブラウザ ・ セッシ ョ ンでも使用するこ
とができます。

ジ ョ ブ ・ カレンダー このエリアには、 ［ステータスでフ ィルタ リング］ 設定および ［タイムスロッ
ト ・ サイズ］ 設定に基づいてカレンダー上のジ ョブが表示されます。

カレンダー上でジ ョブを月ごと、 週ごと、 日ごとに表示できます。 デフォルトで
は、 ジ ョ ブ ・ カレンダーの週次ビューが表示されます。 月次ビューを表示するに
は ［月］ を、 日次ビューを表示するには ［日］ をクリ ックします。

月次ビュー ： その月のジ ョブを表示します。 このビューではジ ョブの高さは固定
されています。

週次ビュー ： その週のジ ョブを表示します。 このジ ョブの高さはそのジ ョブを実
行するために必要な時間に対応します。 
日次ビュー ： その日のジ ョブを表示します。 このジ ョブの高さはそのジ ョブを実
行するために必要な時間に対応します。

ジ ョ ブ ・ カレンダーの赤線は、 現在の時間を示しています。

ポインタをジ ョブの上に移動すると、 ジ ョ ブ ・ タイ トル、 開始時間、 終了時間な
どのジ ョブ ・ サマリが表示されます。
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ジョブの管理
このセクシ ョ ンには、 以下のトピックが含まれています。

• ジ ョブの即時実行

• ジ ョブの中止

• ジ ョブの停止

• ジ ョブの再開

• ジ ョブの一時休止

• ジ ョブの再開

• ［メディア待ち］ ステータスの理由の特定

• ジ ョブのログ ・ メ ッセージの表示

• ジ ョブの表示と管理

• ジ ョブの進行状況の監視

• ジ ョブ ・ エラーと警告のクリア

• ジ ョブ ・ スケジュールの削除

ジョブの即時実行
既存のジョブを即座に実行するために、 ［今すぐ実行］ を使用することができます。

ジ ョ ブを即時実行するには

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ジ ョ ブ ・ ステータス］ または ［ジ ョ ブ定義管理］ をクリ ックします。

2 ジ ョブのリストでジ ョブを選択して、 ［今すぐ実行］ をクリ ックします。

3 確認ダイアログ ・ ボックスで、 ［OK］ をク リ ックします。

ジ ョ ブが正常に開始されると、 NetVault WebUI の右上にメ ッセージが表示されます。

ジョブの中止
［ジョブ ・ ステータス］ ページで、 アクテ ィブなジ ョブをキャンセルできます。

ジ ョ ブを中止するには

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ジ ョ ブ ・ ステータス］ をクリ ックします。

2 ジ ョブのリストでジ ョブを選択して、 ［中止］ をクリ ックします。

3 確認ダイアログ ・ ボックスで、 ［OK］ をク リ ックします。

ジ ョ ブが正常に中止されると、 NetVault WebUI の右上にメ ッセージが表示されます。

メモ ： 実行するジ ョブを保存しただけで、 スケジュールの設定を実行していない場合は、 ［ジ ョ ブ
定義管理］ リンクを使用します。 

メモ ： フェーズ 2 ジ ョブを選択すると、 そのフェーズのみが開始され、 フェーズ 1 は実行されませ
ん。 
バックアップ ・ ジ ョ ブにフェーズ 2 が含まれている場合にフェーズ 1 を選択すると、 フェーズ 1 と
フェーズ 2 の両方のジョブが実行されます。 フェーズ 1 は直ちに実行され、 正常に完了すると
フェーズ 2 のスケジュール設定が行われ、 ジ ョブ定義に従って実行されます。
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ジョブの停止
Plug-in for FileSystem では、 任意の時点でジ ョブを停止し、 後でその時点からジ ョブを再開できます。 この機能
を使用するには、 ジ ョ ブを再開可能に設定してお く必要があります。

再開可能なジ ョブについての詳細は、 『Quest NetVault Plug-in for FileSystem ユーザーズ ・ ガイ ド』 を参照して
ください。

ジ ョ ブを停止すると、 その時点までに処理されたすべてのアイテムのインデックスが生成され、 バックアップ ・
メディアと NetVault データベースに書き込まれます。 次にジ ョブ ・ ステータスが ［ジ ョ ブは停止しました］ に
設定されます。 プラグインが大きなバックアップ ・ インデックスを書き込んでいる場合、 ジ ョブ ・ ステータスは
継続的に 「メディアへ書き込み中 ：バックアップ ・ インデックスの保存中」 と報告されます。 後でジ ョブを再開
すると、 残りのファイルとフォルダに対して増分バックアップ ・ ジ ョ ブが実行されます。

ジ ョ ブを停止するには

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ジ ョ ブ ・ ステータス］ をクリ ッ クします。

2 ジ ョブのリストでジ ョブを選択して、 ［停止］ をクリ ックします。

3 確認ダイアログ ・ ボックスで、 ［OK］ をク リ ックします。

ジョブの再開
［再開］ により、 ジ ョ ブを停止した時点からバックアップを再開することができます。 この機能を使用するには、
ジ ョ ブを再開可能に設定してお く必要があります。 

次のプラグインがこの機能をサポート しています。

• Plug-in for FileSystem: Plug-in for FileSystem では、 任意の時点でジ ョブを停止し、 後でその時点から

ジ ョブを再開できます。 この機能を使用するには、 そのジ ョブでバックアップ ・ オプシ ョ ン ［再開可能
なバックアップを有効化］ を設定する必要があります。 このオプシ ョ ンについての詳細は、 『Quest 
NetVault Plug-in for FileSystem ユーザーズ ・ ガイ ド』 を参照して ください。 ジ ョ ブを停止すると、 その

時点までに処理されたすべてのアイテムのインデックスが生成され、 ジ ョ ブ ・ ステータスが ［ジ ョ ブが
停止しました］ に設定されます。 後でジ ョブを再開すると、 残りのファイルとフォルダに対して増分
バックアップ ・ ジ ョ ブが実行されます。

• Plug-in for VMware ： Plug-in for VMware では、 ジ ョ ブを再開して、 以前に失敗した仮想マシンのみを

バックアップできます。 この機能を使用するには、 そのジ ョブでバックアップ ・ オプシ ョ ン ［再開可能
なバックアップを有効化］ を設定する必要があります。 このオプシ ョ ンについての詳細は、 『Quest 
NetVault Plug-in for VMware ユーザーズ ・ ガイ ド』 を参照して ください。 失敗した仮想マシンがある状態

で、 再開可能なバックアップが完了した場合、 このプラグインでは、 完了した仮想マシンのインデック
スが生成され、 ジ ョ ブ ・ ステータスが ［ジ ョ ブが停止しました］ に設定されます。 ジ ョ ブを再開すると、
このプラグインによって増分バックアップ ・ ジ ョ ブが実行され、 失敗した仮想マシンがバックアップさ
れます。

ジ ョ ブを再開するには

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ジ ョ ブ ・ ステータス］ をクリ ックします。

2 ジ ョブのリストから、 停止したジ ョブを選択して、 ［再開］ をクリ ックします。

メモ ： 複数のジョブを同時に選択すると、 ［停止］ および ［再開］ は動作しません。

メモ ： 複数のジョブを同時に選択すると、 ［再開］ は動作しません。
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ジョブの一時休止
スケジュールされたジ ョブが実行されないようにするため、 ジ ョ ブを一時休止にすることができます。 ジ ョ ブを
一時休止にすると、 ジ ョ ブが再開されるまでそのスケジュールは無効になります。

ジ ョ ブを一時休止にするには

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ジ ョ ブ ・ ステータス］ をクリ ックします。

2 ジ ョブのリストでジ ョブを選択して、 ［スケジュールの保留］ をクリ ックします。

3 確認ダイアログ ・ ボックスで、 ［OK］ をク リ ックします。

スケジュールを一時停止すると、 ジ ョ ブのステータスは ［次のランタイム］ 列に ［保留中］ と して示さ
れます。 

ジョブの再開
ジョブを一時休止にすると、 ジ ョ ブが再開されるまでそのスケジュールは無効になります。 ［ジ ョ ブ ・ ステータ
ス］ ページからジ ョブのスケジュールを再開できます。

一時休止中のジョブを再開するには

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ジ ョ ブ ・ ステータス］ をクリ ックします。

2 ジ ョブのリストでジ ョブを選択して、 ［スケジュールの再開］ をクリ ックします。

3 確認ダイアログ ・ ボックスで、 ［OK］ をク リ ックします。

スケジュールが再開されると、 ［次のランタイム］ 列が更新され、 次のインスタンスの実行がスケジュー
ルされている日時が表示されます。

［メディア待ち］ステータスの理由の特定
ジョブが ［メディア待ち］ 状態の場合は、 この状態は、 ターゲッ ト ・ ド ライブまたはメディア ・ アイテムが使用
可能でないためにジ ョブでデータ転送を開始できないことを意味します。 ［ジ ョ ブ診断］ では、 この状態の厳密
な理由を特定できます。

以下のような理由で、 ジ ョ ブの状態が ［メディア待ち］ になります。

• ターゲッ ト ・ メディアまたはデバイスが別のジ ョブによって使用されている。

• ターゲッ ト ・ デバイスがオフラインである。

• ターゲッ ト ・ メディア ・ アイテムがロード されていない。

• ［メディア再利用］ オプシ ョ ンがジ ョブに対して選択されていない。 これにより、 ジ ョ ブが新しいメディ
アを待っている。

• ジ ョブに対し、 ブランクまたは再利用可能なメディア ・ アイテムがない。

［メディア待ち］ ステータスの厳密な理由を特定するには

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ジ ョ ブ ・ ステータス］ をクリ ックします。

2 ジ ョブのリストでジ ョブを選択して、 ［ジ ョ ブ診断］ をクリ ックします。

3 ［メディア要求診断］ ページでは、 以下の詳細情報を参照できます。

• メディア要求 ID ： メディア要求 ID。

メモ ： NetVault を再起動した場合、 休止中のジ ョブの状態は変わりませんが、 次のスケジュール時刻に実

行するように再スケジュールされます。 ジ ョ ブが 1 回だけ実行するようにスケジュールされていて、 その

時刻が過ぎてしまったために再スケジュールできない場合、 そのジ ョブのステータスは ［実行されません
でした］ に設定されます。 この場合は、 NetVault ログで、 ジ ョ ブが実行されなかった理由を説明した警告

メ ッセージが生成されます。
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• 要求タイプ ： バックアップまたはリストア。

• ［ステータス］ ： メディア要求のステータス。

• 優先度 ： メディア要求の優先度。

• クライアン ト ： ジ ョ ブが実行されている NetVault クライアン ト。

• ［Media］ ： ターゲッ ト ・ メディアおよびグループ ・ ラベル （指定されている場合）。

• 再利用 ： ［メディア再利用］ オプシ ョ ンが選択されているかどうか。

• 必要な空き容量 ： 現在の要求を完了するために必要なメディアの空き容量。

• バックアップを必ずターゲッ ト ・ メディアの先頭に書き込み ： ［必ず先頭にバックアップ］ オプ
シ ョ ンが選択されているかどうか。

• 自動ラベル ： ［自動的にブランク ・ メディアにラベルする］ オプションが選択されているかどうか。

• 読み取り専用マーク期間指定 ： ［読み込み専用メディアのマーク付け］ オプシ ョ ンが選択されてい
るかどうか。

• メディア ・ フォーマッ ト ： メディア ・ フォーマッ ト。

• 完了時にアンロード ： ジ ョ ブの完了後にメディアがアンロード されるかどうか。

• ド ライブ ： テープが存在するドライブ。

• 強制ローカル ： ［ローカル ・ ド ライブのみ］ オプシ ョ ンが選択されているかどうか。

• ネッ トワーク圧縮 ： ［ネッ トワーク圧縮］ オプシ ョ ンが選択されているかどうか。

［理由］ テーブルには、 ジ ョ ブに対して指定デバイスまたはメディアを使用できない理由が記載されてい
ます。 以下に例を示します。

• Not enough space. （十分なスペースがない）

• Currently unavailable. （現在利用不可）

• The 'force local drives' option is set. （［force local drives］ オプシ ョ ンが設定されている） この種類

のデバイスは、 ネッ トワーク接続とみなされます。

ジョブのログ・メッセージの表示

ジョブのログ ・ メ ッセージを表示するには

1 最新のインスタンスのログ ・ メ ッセージを表示するには、 以下の操作を実行します。

a ［ナビゲーション］パネルで、［ジョブ・ステータス］をクリックします。

b ジョブのリストでジョブを選択して、［ログ参照］をクリックします。

2 以前のインスタンスのログ ・ メ ッセージを表示するには、 以下の操作を実行します。

a ［ナビゲーション］パネルで、［ジョブ定義管理］または［ジョブ履歴］をクリックします。 

b 利用可能なジョブ定義のリストでジョブを選択して、［ジョブの管理］をクリックします。 

c ［ジョブの管理］ページで、インスタンスを選択し、［ログ参照］をクリックします。

ジョブの表示と管理
［ジョブステータス］ ページからアクセスできる ［ジ ョ ブの管理］ ページでは、 既存のジ ョブを表示、 編集、 削
除したり、 ジ ョ ブを作成したりできます。

メモ ： このセクシ ョ ンで説明されている手順に従って実行し、 Quest テクニカル ・サポートが必要なケー

スでロギングする場合は、 ログ ・ ダンプ ・ ファイルの生成をお勧めします。
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ジ ョブを表示および管理するには

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ジ ョ ブ ・ ステータス］ をクリ ックします。

2 ［ジ ョ ブステータス］ ページで、 表示するジ ョブを選択し、 ［ジ ョ ブの管理］ をクリ ックします。

［ジ ョ ブの管理］ ページが開きます。 

• バックアップジ ョブを選択した場合は、 このページでバックアップジ ョブを編集できます。

• リス トアジ ョ ブを選択した場合は、 ［ジ ョ ブの編集］ をクリ ックし、 ［リス トアジ ョ ブの編集］
ページで変更を加えます。

［ジ ョ ブの管理］ ページでは、 以下の詳細情報を参照できます。

• ジ ョブ詳細 ： この領域には、 ジ ョブ名、 ジ ョ ブ ID、 ジ ョ ブタイプ （バックアップまたはリスト

ア）、 クライアン ト名などの情報が表示されます。 

• 設定 ： この領域では、 保護セッ ト を作成、 編集、 および表示できます。 選択内容、 プラグインオ
プシ ョ ン、 スケジュール、 ソーススト レージ、 ターゲッ トス ト レージ、 および詳細オプシ ョ ンが
表示されます。 これらの詳細を変更するには、 対応する編集アイコンをクリ ックします。

選択内容に関する詳細ドロワで、編集して変更を保存するか、既存のセットを複製することがで
きます。セットのクローンを作成する場合、ドロワの下部にあるテキストボックスに新しいセッ
ト名を入力する必要があります。

• 最新インスタンス ： このテーブルには、 ジ ョ ブの最新のインスタンスが表示されます。 これには、
以下の情報が表示されます。 これには、 実行時間、 期間、 ジ ョ ブ ・ サイズ、 インスタンス ID、

フ ェーズ ID、 ステータス （［成功］、 ［失敗］、 ［中断］ など） の情報が表示されます。

3 変更を保存したり、 スケジュールするためにジ ョブを実行したりするには、 それぞれ ［保存］ をクリ ッ
クするか、 ［保存 ＆ 実行］ をクリ ックします。

新しい名前を入力した場合は、 ［ジ ョ ブを保存］ ダイアログボックスが表示されます。 

4 ［ジ ョ ブの保存］ ダイアログボックスで、 次のオプシ ョ ンから該当するアクシ ョ ンを選択します。

• 指定された名前で新規のジョブを作成して、 変更内容を保存 ： 新しいジ ョブに変更内容を保存す
るには、 このオプシ ョ ンを選択します。

• このジ ョブの名前を指定された名前に変更して、 変更内容を保存 ： 既存のジ ョブの名前を変更す
るには、 このオプシ ョ ンを選択します。

5 ［OK］ をク リ ックします。

メモ ： ［ジ ョ ブ詳細］ 領域の ［クライアン ト］ リンクを使用してセッ ト を変更できますが、 こ う し
たリンクを使用してジ ョブの新しいセッ ト を指定することはできません。 ジ ョ ブ定義を変更するに
は、 「ジ ョ ブ定義の編集」 を参照して ください。

バックアップ ・ ジ ョ ブを編集する際には、 セッ ト情報をプレビューすることによりセッ トに関して
よ く理解することができます。 セッ トサマリをプレビューするには、 ［ジ ョ ブの管理］ ページの
［ジ ョ ブ詳細］ 領域で情報アイコンの上にポインタを移動します。
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ジョブの進行状況の監視
［ジョブ監視］ ページで、 ジ ョ ブの進行状況を監視できます。 このページには、 ジ ョ ブ ・ ステータス、 データ転
送速度、 ログ ・ メ ッセージ、 およびその他のジ ョブの詳細が表示されます。

バックアップまたはリストア ・ ジ ョ ブの進行状況を監視するには

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネル で、 ［ジ ョ ブ ・ ステータス］ をクリ ックします。

2 ジ ョブのリストから、 ジ ョ ブを選択して、 ［モニタ］ をクリ ックします。

3 ［ジ ョ ブ監視］ ページでは、 以下の詳細情報を参照できます。

図15. ［ジョブ監視］ページ

• ジョブ詳細 ： このエリアには、 ジョブ ・ タイ トル、 ジョブ ID、 インスタンス ID、 フェーズ番号、 ク

ライアント名、 プラグイン名、 ステータス、 開始時間、 予測完了時間、 経過時間、 移動されたデー
タのサイズおよびデータ転送チャート、 現在の転送率およびデータ転送チャート、 最大転送速度、
平均転送速度のような詳細が表示されます。 フ ィールド ： Plug-in for NDMP を使用してジョブを実

行すると、 デバイス待ち、 経過転送時間、 推定転送残量、 推定残り時間などのフ ィールドも表示さ
れます。 フ ィールド ： Plug-in for SnapMirror to Tape を使用してジョブを実行すると、 デバイス待ち

および経過転送時間も表示されます。 ただし、 Plug-in for NDMP および Plug-in for SnapMirror to 
Tape を使用してジョブを実行すると、 ［予測完了時間］ フ ィールドは表示されません。

• ジ ョブのログ ： ジ ョ ブに対して生成されたログ ・ メ ッセージが表示されます。 デフォルトでは、
テーブルは日時でソート されます。 必要に応じて、 1 つまたは複数の列でテーブルをソートでき

ます。 詳細は、 「NetVault WebUI でのレコードのソート」 を参照して ください。 

ページ ・サイズ設定やテーブル内のソート順の表示、 レコードのエクスポート、 テーブル設定の
編集を行うには、 テーブルの右下隅にあるアイコンをクリ ックします。 詳細は、 「NetVault WebUI
でのテーブルのカスタマイズ」 を参照して ください。

4 ジ ョブ定義を表示またはジ ョブを中止するには、 ［操作］ パネルの適切なボタンをクリ ックします。 また
は ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルのリンクをクリ ックして、 別のページを開きます。
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ジョブ・エラーと警告のクリア

ジョブ ・ エラーや警告をクリアするには

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ジ ョ ブ ・ ステータス］ をクリ ックします。

2 以下のいずれかを実行します。

• 現在のすべてのジ ョブのエラーと警告をクリアするには、 ビューを ［すべてのアクテ ィビテ ィ］
に設定し、 ［確認］ をクリ ックします。 

• 定期またはポリシー ・ ジ ョ ブの警告をクリアするには、 ［定期ジ ョブ］ または ［ポリシー］ カテゴ
リの 「警告」 バーをクリ ックして、 ［確認］ をクリ ックします。

• 失敗した定期またはポリシー ・ ジ ョ ブのエラーをクリアするには、 ［定期ジ ョブ］ または ［ポリ
シー］ カテゴリの 「エラー」 バーをクリ ックして、 ［確認］ をクリ ックします。

• 特定ジョブのエラーまたは警告をクリアするには、 テーブルのジ ョブを選択して、 ［確認］ をク
リ ックします。

ジョブ・スケジュールの削除
ジョブを実行する必要がな く なった場合は、 ジ ョブ ・ スケジュールを削除できます。 ジ ョ ブ ・ スケジュールを削
除しても、 ジ ョ ブ定義は削除されません。 ジ ョ ブ定義を再送信して、 再度スケジュールすることができます。

ジ ョ ブ ・ スケジュールを削除するには

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ジ ョ ブ ・ ステータス］ をクリ ックします。

2 ジ ョブのリストでジ ョブを選択して、 ［スケジュールの削除］ をクリ ックします。

3 確認ダイアログ ・ ボックスで、 ［OK］ をク リ ックします。

スケジュールが正常に削除されると、 NetVault WebUI の右上にメ ッセージが表示されます。

ジョブ定義管理
このセクシ ョ ンには、 以下のトピックが含まれています。

• ジ ョブ定義の表示

• ジ ョブ定義の編集

• ジ ョブ定義の削除

• ポリシーへの非ポリシー ・ ジ ョ ブの追加

ジョブ定義の表示
ジョブ定義は、 Scheduler データベースに保管されます。 ［ジ ョ ブ定義管理］ ページから、 すべてのスケジュー
ル済み、 保存済み、 完了、 およびアクテ ィブ ・ ジ ョ ブのジ ョブ定義を表示することができます。 

ジ ョブ定義を表示するには

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ジ ョ ブ定義管理］ をクリ ックします。

［ジ ョ ブ定義管理］ ページでは、 NetVault データベース内に存在する使用可能なジ ョブ定義を参照できま
す。 このページには、 スケジュール済みおよび保存済みのジョブがすべて含まれています。



Quest NetVault 13.1.2 アドミニストレーターズ・ガイド

ジョブの管理
206

図16. ［ジョブ定義管理］ページ

テーブルには以下の情報が表示されます。

• ジ ョブ ・ タイ トル ： ジ ョ ブの名前またはタイ トルです。

• ［Job ID］ ： ジ ョ ブ ID 番号 （インスタンス ID 番号やフェーズ ID 番号も表示される）。

• ポリシー名 ： ポリシーの名前 （ジ ョ ブがバックアップ ・ ポリシーに属している場合）。

• タイプ ： バックアップまたはリストア。

• プラグイン ： ジ ョ ブの実行に使用しているプラグイン名。

• クライアン ト ： ジ ョ ブが実行された NetVault クライアン トの名前。

• セレクシ ョ ン ・ セッ ト ： バックアップまたはリストアのセレクシ ョ ン ・ セッ ト。

• 次回実行時間 ： 次のインスタンスの実行予定日時。

デフォルトでは、 テーブルはジ ョブ ID 番号でソート されています （降順）。 

必要に応じて、 1 つまたは複数の列でテーブルをソートできます。 詳細は、 「NetVault WebUI でのレコー
ドのソート」 を参照して ください。

2 フ ィルタオプシ ョ ンを設定したり、 ページサイズ設定、 列のソート順、 テーブルに適用されているフ ィ
ルタを表示したり、 レコードをエクスポート したり、 テーブルの設定を編集したりするには、 テーブル
の右下隅にあるアイコンをクリ ックします。 ［ジ ョ ブ定義管理］ ページのテーブルフ ィルタオプシ ョ ンの
詳細については、 表 10 を参照して ください。

詳細は、 「NetVault WebUI でのテーブルのカスタマイズ」 を参照して ください。

3 必要に応じて、 ［検索］ オプシ ョ ンを使用して、 テーブルデータをフ ィルタし、 列の値に指定した文字列
を含むエン ト リをすばやく見つけます。 また、 検索フ ィルタ文字列にはワイルドカード （? または *） を
含めることもできます。

4 表示するジ ョブ定義を選択して、 ［ジ ョ ブの管理］ をクリ ックします。

［ジ ョ ブの管理］ ページでは、 以下の詳細情報を参照できます。

• ジ ョブ詳細 ： この領域には、 ジ ョブ名、 ジ ョ ブ ID、 ジ ョ ブタイプ （バックアップまたはリスト

ア）、 クライアン ト名などの情報が表示されます。 

• 設定 ： この領域では、 保護セッ ト を作成、 編集、 および表示できます。 選択内容、 プラグインオ
プシ ョ ン、 スケジュール、 ソーススト レージ、 ターゲッ トス ト レージ、 および詳細オプシ ョ ンが
表示されます。
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• 最新インスタンス ： このテーブルには、 ジ ョ ブの最新のインスタンスが表示されます。 これには、
以下の情報が表示されます。 これには、 実行時間、 期間、 ジ ョ ブ ・ サイズ、 インスタンス ID、

フ ェーズ ID、 ステータス （［成功］、 ［失敗］、 ［中断］ など） の情報が表示されます。

5 ジ ョブ関連のタスクを実施するには、 ［操作］ パネルで目的のボタンをクリ ックします。 

または ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルのリンクをクリ ックして、 別のページを開きます。 ただし、 ポリシー
に関連付けられえたジ ョブの ［削除］ ボタンは、 無効になっています。 ポリシーに関連付けられえた
ジ ョブは、 ［ポリシー管理］ ページからのみ削除できます。 また、 ジ ョ ブがポリシーに関連付けられてい
る場合は、 ［ジ ョ ブの管理］ ページでジ ョブポリシーを変更することもできます。

ジョブ定義の編集
既存のジョブ定義の 1 つまたは複数のコンポーネン ト （セッ ト） を変更できます。 変更の保存時に、 ジ ョ ブを上
書きするか、 新しいジ ョブに変更内容を保存するかを選択できます。

ジ ョ ブ定義を編集するには

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ジ ョ ブ定義管理］ をクリ ックします。

2 利用可能なジ ョブ定義のリストでジ ョブを選択して、 ［ジ ョ ブの管理］ をクリ ックします。

3 ジ ョブのタイプに応じて、 バックアップまたはリストア ・ ジ ョ ブのウィザードが開始されます。 

• ポリシー ・ ジ ョ ブの場合、 ［ポリシー ・ ジ ョ ブのカスタマイズ］ ダイアログ ・ ボックスが表示され
ます。 

ジョブ・タイプを変更せずにポリシー・ジョブを編集するには、［いいえ］をクリックしま
す。ポリシー・ジョブの編集ウィザードが開始されます。 

ジョブ・タイプを変更してポリシー・ジョブを編集する（たとえば、通常のバックアップ
またはリストア・ジョブに変更する）には、［はい］をクリックします。バックアップまた
はリストア・ジョブのウィザードが開始されます。

4 変更するコンポーネン トの既存のセッ ト を選択するか、 新しいセッ ト を設定します。 詳細は、 「バック
アップ ・ ジ ョ ブの作成」、 「リス トア ・ ジ ョ ブの作成」、 または 「ポリシーの作成」 を参照して ください。

5 ジ ョブの名前を変更するか、 新しいジ ョブに変更内容を保存するには、 ［ジ ョ ブ名］ ボックスに名前を入
力します。 

6 必要に応じて、 ジ ョ ブを保存またはスケジュールします。

• ジ ョブをスケジュールする ： ジ ョ ブ実行をスケジュールするには、 ［保存 ＆ 実行］ をクリ ックし

ます。 

• ジ ョブをスケジューリングせずに定義を保存 ： スケジュールしないでジ ョブ定義を保存するには、
［保存］ をクリ ックします。 

7 ステップ 5 で新しい名前を入力した場合は、 ［ジ ョ ブを保存］ ダイアログ ・ ボックスが表示されます。 こ
のダイアログ ・ ボックスで適用可能なオプシ ョ ンを選択します。

• 指定された名前で新規のジョブを作成して、 変更内容を保存 ： 新しいジ ョブに変更内容を保存す
るには、 このオプシ ョ ンを選択します。

• このジ ョブの名前を指定された名前に変更して、 変更内容を保存 ： 既存のジ ョブの名前を変更す
るには、 このオプシ ョ ンを選択します。

8 ［OK］ をク リ ックします。

メモ ： ［ジ ョ ブ詳細］ 領域の ［クライアン ト］ リンクを使用してセッ ト を変更できますが、 こ う し
たリンクを使用してジ ョブの新しいセッ ト を指定することはできません。 ジ ョ ブ定義を変更するに
は、 「ジ ョ ブ定義の編集」 を参照して ください。

バックアップ ・ ジ ョ ブを編集する際には、 セッ ト情報をプレビューすることによりセッ トに関して
よ く理解することができます。 セッ トサマリをプレビューするには、 ［ジ ョ ブの管理］ ページの
［ジ ョ ブ詳細］ 領域で情報アイコンの上にポインタを移動します。
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ジョブ定義の削除
ジョブ定義が不要になった場合は、 NetVault データベースから削除できます。 ジ ョ ブがアクテ ィブな場合は、
ジ ョブをキャンセルするまで、 その定義は削除できません。 同様に、 ジ ョ ブが後から実行するようにスケジュー
ルされている場合は、 ジ ョブ ・ スケジュールをキャンセルするまで、 その定義は削除できません。

ジ ョ ブ定義を削除するには

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ジ ョ ブ定義管理］ をクリ ックします。

2 利用可能なジ ョブ定義のリストで、 削除するジ ョブを選択します。

連続した項目を選択するには、 Shift キーを押しながらクリ ックします。 連続しない複数の項目を選択す
るには、 Ctrl キーを押しながらクリ ックします。 ただし、 ポリシーに関連付けられえたジ ョブ定義は、
［ポリシー管理］ ページからのみ削除できます。

3 ［削除］ をクリ ックして、 確認のダイアログ ・ ボックスで ［OK］ をク リ ックします。

ポリシーへの非ポリシー・ジョブの追加
非ポリシー ・ ジ ョ ブを既存のポリシーに追加することができます。

非ポリシージ ョブを既存のポリシーに追加するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ジ ョ ブ定義管理］ をクリ ックします。

2 利用可能なジョブ定義のリストで非ポリシー ・ ジ ョブを選択して、 ［ポリシーに追加］ をクリ ックします。

3 ［ポリシーの選択］ ダイアログボックスで、 ポリシーを選択します。 ［OK］ をク リ ックします。

以下の例では、選択したポリシー（Policy1）に関連付けられていないクライアント（Client-D）に設定され
ている、ジョブIDが69の非ポリシー・ジョブ（BackupJob）を追加しています。ここでは、3つのクライア
ント（Client-A、Client-B、Client-C）に2つのバックアップ・ジョブが追加されています。

a 利用可能なジョブ定義のリストで非ポリシー・ジョブ「BackupJob」を選択して、［ポリシーに追
加］をクリックします。

b ［ポリシーの選択］ダイアログボックスで、ポリシー名「Policy1」を選択します。

c ［OK］をクリックします。

d 以下に示すように、選択したポリシー「Policy1」の各クライアントに対して、名前が
「BackupJob」でジョブIDが70、71、72の新しいバックアップ・ジョブが追加されます。

ジョブ履歴の表示
［ジョブ履歴］ ページで完了したジ ョブを参照できます。 このページには、 そのジ ョブ用に実行されたすべての
インスタンスが表示されます。 ジ ョ ブ履歴を表示する場合、 1 つ以上のフ ィルタを使用して、 指定した条件に一
致するジ ョブを表示できます。

メモ ： 選択したポリシーに関連付けられているクライアン トに設定されている非ポリシー ・ ジ ョ ブを追加
すると、 同じジ ョブ ID がポリシーに追加されます。 ただし、 選択したポリシーに関連付けられていないク
ライアン トに設定されている非ポリシー ・ ジ ョ ブを追加すると、 同じジ ョブ名、 ジ ョ ブ定義、 および異な
るジ ョブ ID を持つ新しいジ ョブがポリシーに追加されます。

ジョブ名 ジョブID クライアント名 ポリシー名

BackupJob 69 Client-D
BackupJob 70 Client-A Policy1
BackupJob 71 Client-B Policy1
BackupJob 72 Client-C Policy1
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ジ ョブ履歴を表示するには

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ジ ョ ブ履歴］ をクリ ックします。

2 ［ジ ョ ブ履歴］ ページには、 NetVault データベース内に存在する使用可能なジ ョブ履歴レコードが表示さ
れます。 

テーブルには以下の既定の情報が表示されます。

• ジ ョブ ・ タイ トル ： ジ ョ ブの名前またはタイ トルです。

• 終了時刻 ： ジ ョ ブの終了時刻。

• ［Job ID］ ： ジ ョ ブ ID 番号 （インスタンス ID 番号やフェーズ ID 番号も表示される）。

• ジ ョブ ・ タイプ ： バックアップまたはリストア。

• プラグイン ： ジ ョ ブの実行に使用しているプラグイン名。

• セレクシ ョ ン ・ セッ ト ： バックアップまたはリストアのセレクシ ョ ン ・ セッ ト。

• クライアン ト ： ジ ョ ブが実行された NetVault クライアン トの名前。

• ［ステータス］ ： ステータス （［成功］、 ［失敗］、 ［中断］ など）。

列メニューを使用して、 リス トの次の列を追加または削除できます。

• 期間 ：操作 （バックアップ、 復元、 およびレポート） を完了する時間 （時 ：分 ：秒） を表示します。

• ［ポリシー名］ ： バックアップ ・ ポリシーの名前が表示されます。

テーブルの行の背景色は、 実行ステータスに基づいて表示されます。 詳細は、 「ジ ョ ブ ・ アクテ ィ ビ
テ ィ ・ テーブル」 を参照して ください。

3 デフォルトでは、 テーブルは終了時刻でソート されています （降順）。 

必要に応じて、 1 つまたは複数の列でテーブルをソートできます。 詳細は、 「NetVault WebUI でのレコー
ドのソート」 を参照して ください。

フ ィルタ ・ オプシ ョ ンの設定 （［ジ ョ ブ履歴］ ページのテーブル ・ フ ィルタ ・ オプシ ョ ンについて詳し く
は、 表 12 を参照して ください）、 ページ ・サイズ設定、 列のソート順、 およびテーブルに適用されてい
るフ ィルタの表示、 レコードのエクスポート、 またはテーブル設定の編集を行うには、 テーブルの右下
隅にあるアイコンをクリ ックします。 

詳細は、 「NetVault WebUI でのテーブルのカスタマイズ」 を参照して ください。

4 ［検索］ オプシ ョ ンを使用して、 テーブル ・ データをフ ィルタし、 列の値に指定した文字列を含むエン ト
リをすばやく見つけることができます。 また、 検索フ ィルタ文字列にはワイルドカード （? または *） を
含めることもできます。

5 ［ジ ョ ブ履歴］ ページでは、 最初に最大 10,000 レコードがロード されます。 取得されたレコードの合計
数は、 テーブルの右下隅に表示されます。

［さらにロード］ をクリ ックすると、 使用可能な場合は、 次のレコード ・ セッ ト をロードできます。 ロー
ド ・ アクシ ョ ンごとに、 最大 10,000 レコードが取得されます。 それ以上ロードするレコードがない場合
は、 このボタンは無効になります。

6 ジョブ関連のタスクを実施するには、 ［操作］ パネルで目的のボタンをクリ ックします。 または ［ナビゲー
ション］ パネルのリンクをクリ ックして、 別のページを開きます。 ジョブがポリシーに関連付けられてい
る場合は、 ［ジ ョブの管理］ をクリ ックして、 ［ジ ョブの管理］ ページを開き、 ポリシーを変更します。

メモ ： また、 ［ジ ョ ブ ・ ステータス］ ページからこのページにアクセスすることもできます。 ［ジ ョ
ブ ・ ステータス］ ページでジ ョブを選択し、 ［履歴の表示］ をクリ ックすると、 そのジ ョブの過去
のインスタンスをすべて表示できます。 
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ログの監視

• NetVault ログについて

• ログメ ッセージの参照

• ログのダウンロード

• ログのエクスポート

• ログ ・ メ ッセージの手動パージ

• ユーザー定義のログ ・ イベン トの設定

• ユーザー定義のログ ・ イベン トの削除

• ナレッジ ・ ベースの検索

NetVaultログについて 
すべての NetVault プロセスでログ ・ メ ッセージが生成されます。 このログ ・ メ ッセージには、 さまざまな操作
のステータスに関する情報が表示され、 エラー状態が報告されます。 これらのメ ッセージは NetVault データ
ベースに保管されます。 ログ ・ メ ッセージは、 ［ログ参照］ ページから参照できます。

NetVault は、 ログデーモンを使用して、 ログメ ッセージの管理およびデータベースへの書き込みを行います。 ロ
グデーモンは、 NetVault サーバ上で実行されます。 

ログ ・ メ ッセージには、 問題の診断およびト ラブルシューティングに使用できる情報が含まれています。 問題を
報告する場合、 Quest テクニカル ・サポートからログ ・ ダンプ ・ ファイルの提供を求められることがあります。
［ログ参照］ ページの ［ダウンロード］ または ［エクスポート］ を使用して、 ログ ・ ダンプ ・ ファイルを生成で
きます。 詳細は、 「ログのダウンロード」 または 「ログのエクスポート」 を参照して ください。

30 日より前のログ ・ メ ッセージは自動的にデータベースからパージされます。 ログ ・ デーモンの設定を使用し
て、 ログ ・ メ ッセージの最大寿命を変更できます。 また、 ［ログ参照］ ページの ［ログの削除］ を使用して、 ロ
グ ・ メ ッセージを手動で削除することもできます。

ログメッセージの参照
ログ ・ メ ッセージは、 ［ログ参照］ ページから参照できます。 このページから、 さまざまなログ関連のタスク
（ログ ・ メ ッセージのダウンロードまたはエクスポート、 ログ ・ イベン トの設定、 ログ ・ メ ッセージのパージな
ど） を実行できます。

メモ ： NetVault には、 エラー状態に関する詳細情報を収集する診断ト レース機能が用意されています。 こ

の情報はデバッグおよびト ラブルシューティング目的で使用されます。 
ログとは異なり、 ト レースはデフォルトでは無効化されています。 問題を調査する場合、 Quest テクニカ

ル ・サポートからサーバーまたはクライアン ト ・ マシンでト レースを有効にするように求められることが
あります。 
診断情報は、 ト レース ・ ファイルに書き込まれます。 プロセスごとに固有のトレース ・ ファイルが生成さ
れます。 デフォルトでは、 ト レース ・ ファイルは、 NetVault インストール ・ ディ レク ト リの trace-
container ディレク ト リに保管されます。 詳細は、 「診断ト レース」 を参照して ください。



Quest NetVault 13.1.2 アドミニストレーターズ・ガイド

ログの監視
211

ログメ ッセージを参照するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ログ参照］ をクリ ックします。 

2 ［ログ参照］ ページで、 各種プロセスによって生成されたログ ・ メ ッセージを表示できます。

図 17. ［ログ参照］ ページ

テーブルには以下の情報が表示されます。

▪ 重要度 ： メ ッセージの重要度レベル。 

ログ・メッセージは、次の各重要度レベルに分類されます。バックグラウンド・メッセージ、情
報メッセージ、ジョブ・メッセージ、警告メッセージ、エラー・メッセージ、および重大なエ
ラー・メッセージ。

▪ 日付 ： ログの生成日時。

▪ ［Job ID］ ： ジ ョ ブ ID 番号。 

▪ クラス ： ログを生成した操作のタイプ。 

ログ・クラスは、次のとおりです。システム、スケジュール、ジョブ、メディア、データベース、
プラグイン、UI。

▪ クライアン ト ： ログが生成されたクライアン トの名前。

▪ ［メ ッセージ］ ： 詳細なログ ・ メ ッセージまたは詳細。

ログ重要度レベルの簡単な説明を以下の表に示します。

表71. ログ重要度レベル

アイコン 重要度レベル 説明

バックグラウンド 一般ログ ・ メ ッセージ

情報 メディア、 スケジューラ、 およびシステムのアクテ ィビテ ィに
関連するログ ・ メ ッセージ。

ジ ョ ブ ・ メ ッセー
ジ

バックアップ、 リス トア、 レポート ・ ジ ョ ブに関連するログ ・
メ ッセージ。

警告 ジ ョブの失敗にはつながらない可能性がある問題。

エラー ジ ョブの失敗につながる可能性がある問題。

重大なエラー 操作の失敗につながる可能性がある致命的な問題。 
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3 デフォルトでは、 テーブルは日付でソート されています （最新のものから最古のものへ）。 

必要に応じて、 1 つまたは複数の列でテーブルをソートできます。 詳細は、 「NetVault WebUI でのレコー
ドのソート」 を参照して ください。

フ ィルタ ・ オプシ ョ ンの設定 （［ログ参照］ ページのテーブル ・ フ ィルタ ・ オプシ ョ ンについて詳し く
は、 表 8 を参照して ください）、 ページ ・サイズ設定、 列のソート順、 およびテーブルに適用されている
フ ィルタの表示、 レコードのエクスポート、 またはテーブル設定の編集を行うには、 テーブルの右下隅
にあるアイコンをクリ ックします。 

詳細は、 「NetVault WebUI でのテーブルのカスタマイズ」 を参照して ください。

4 ［検索］ オプシ ョ ンを使用して、 テーブル ・ データをフ ィルタし、 列の値に指定した文字列を含むエン ト
リをすばやく見つけることができます。 また、 検索フ ィルタ文字列にはワイルドカード （? または *） を
含めることもできます。 検索テキスト をボックスに入力し、 チェ ック ・ アイコンをクリ ックするか、
Enter キーを押します。

5 ［レベルの表示］ オプシ ョ ンを使用して、 重要度レベルに基づいてメ ッセージをフ ィルタできます。 重要
度レベルを指定すると、 そのレベル以上のメ ッセージのみが ［ログ参照］ ページに表示されます。

デフォルトでは、 ［レベルの表示］ が ［ジ ョ ブ ・ メ ッセージ］ に設定されています。 この設定では、 ジ ョ
ブ情報、 警告、 エラー、 および重大なエラーをページに表示できます。 表示されるメ ッセージの最低重
要度レベルを指定するには、 ［レベルの表示］ リス トでそのレベルを選択します。 

6 ［ログ参照］ ページでは、 最初に最大 10,000 レコードがロード されます。 取得されたレコードの合計数
は、 テーブルの右下隅に表示されます。

［さらにロード］ をクリ ックすると、 使用可能な場合は、 次のレコード ・ セッ ト をロードできます。 ロー
ド ・ アクシ ョ ンごとに、 最大 10,000 レコードが取得されます。 それ以上ロードするレコードがない場合
は、 このボタンは無効になります。

7 ライブ ・ アップデート を一時停止または再開するには、 ［ライブ ・ アップデート を一時停止または再開し
ます］ ボタンをクリ ックします。 

8 ログ関連のタスクを実施するには、 ［操作］ パネルで目的のボタンをクリ ックします。 または ［ナビゲー
シ ョ ン］ パネルのリンクをクリ ックして、 別のページを開きます。

ログのダウンロード
発生した問題を調査する場合、 Quest テクニカル ・サポートから NetVault サーバーのログ ・ ダンプを提供する
ように求められることがあります。 ［ログ参照］ ページの ［ダウンロード］ または ［エクスポート］ を使用して、
ダンプ ・ ファイルを生成できます。

［ダウンロード］ では、 WebUI が実行されているローカル ・ マシンにダンプ ・ ファイルが作成されます。 この方
法は、 リモート ・ マシンからサーバーにアクセスする場合に役立ちます。 ［エクスポート］ では、 NetVault サー
バーにファイルが作成されます。 この方法についての詳細は、 「ログのエクスポート」 を参照して ください。

サポート されているダンプ形式は、 テキスト、 バイナリ、 およびデータベース ・ テーブル ・ ダンプです。 デフォル
トでは、 ダンプ ・ ファイルには現在のすべてのログが含まれます。 フ ィルタ ・ オプシ ョンを使用して、 指定した条
件に一致するログ ・ エン ト リをダウンロードできます。 たとえば、 フ ィルタ ・ オプションを設定して、 特定の期間
やジョブ ID 番号のログ ・ エン ト リを表示して、 これらのエント リをダンプ ・ ファイルにダウンロードできます。

ログをダウンロードするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ログ参照］ をクリ ックします。

メモ： 一部のログ・メッセージのアイコンに感嘆符が含まれている場合があります（例： 、 な
ど）。このマークは、メッセージを開いてログ・コンテキスト情報を表示できることを示しています。 
コンテキスト情報を表示するには、 ［重要度］ 列の任意の場所をクリ ックします。 または、 メ ッ
セージを選択して、 ［詳細情報］ をクリ ックします。 表示されるダイアログ ・ ボックスには、 デー
タ転送詳細、 実行スクリプ ト、 またはその他の情報が含まれます。 詳細を確認したら、 ［OK］ をク
リ ックしてダイアログ ・ ボックスを閉じます。

「レベルの表示」 を特定の重要度レベルに設定して、 選択した重要度以上のログ ・ メ ッセージを表
示できます。
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2 ［ダウンロード］ をクリ ックして、 ［ダウンロード ・ ログの確認］ ダイアログ ・ ボックスで、 ダンプ形式
を選択します。

▪ バイナリ ・ ログ ： ログをバイナリ形式のファイル （.nlg） にエクスポートする場合は、 このオプ
シ ョ ンを選択します。

▪ テキスト ・ ログ ： ログをテキスト形式のファイルにエクスポートするには、 このオプシ ョ ンを選
択します。

▪ データベース ・ テーブル ・ ダンプ ： ログを PostgreSQL ダンプ （pg_dump） フ ァイルにエクス
ポートするには、 このオプシ ョ ンを選択します。

3 ［ダウンロード］ をクリ ックして、 確認のダイアログ ・ ボックスで ［OK］ をク リ ックします。 

［フ ァイルのダウンロード］ ダイアログ ・ ボックスで、 ［保存］ オプシ ョ ンを選択し、 必要に応じて場所
を指定します。 ブラウザでファイルのダウンロードが開始されるまでページから移動しないで ください。 

ブラウザでファイルのダウンロードが終了したら、 ダウンロード先で圧縮ファイルを見つけることがで
きます。

ログのエクスポート
発生した問題を調査する場合、 Quest テクニカル ・サポートから NetVault サーバーのログ ・ ダンプを提供する
ように求められることがあります。 ［ログ参照］ ページの ［ダウンロード］ または ［エクスポート］ を使用して、
ダンプ ・ ファイルを生成できます。

［ダウンロード］ では、 WebUI が実行されているローカル ・ マシンにダンプ ・ ファイルが作成されます。 この方
法は、 リモート ・ マシンからサーバーにアクセスする場合に役立ちます。 この方法についての詳細は、 「ログの
ダウンロード」 を参照して ください。 ［エクスポート］ では、 NetVault サーバーにファイルが作成されます。

サポート されているダンプ形式は、 テキスト、 バイナリ、 およびデータベース ・ テーブル ・ ダンプです。 デフォ
ルトでは、 ダンプ ・ ファイルには現在のすべてのログが含まれます。 フ ィルタ ・ オプシ ョ ンを使用して、 指定し
た条件に一致するログ ・ エン ト リをエクスポートできます。 たとえば、 フ ィルタ ・ オプシ ョ ンを設定して、 特定
の期間やジョブ ID 番号のログ ・ エン ト リを表示して、 これらのエン ト リをダンプ ・ フ ァイルにエクスポートで
きます。

ログをエクスポートするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ログ参照］ をクリ ックします。

2 ［ログ参照］ ページで、 ［エクスポート］ をクリ ックします。

3 ［ログのエクスポート］ ダイアログ ・ ボックスで、 以下のオプシ ョ ンを設定します。

メモ： ログのダンプ・ファイルをQuestテクニカル・サポートに提示する場合は、バイナリ・ログ
形式（.nlg）を使用してください。

表72. ログのエクスポート

オプション 説明

ファイル名 ログ ・ ファイルのファイル名を入力します。 
ダンプ ・ ファイルのリストから既存のファイルを選択することもできます。
既存のファイルを選択または指定すると、 NetVault はそのファイルに上書
きします。

選択したダンプ形式に応じて、 <NetVault ホーム >\logs\dumps （Windows
の場合） または <NetVault ホーム >/logs/dumps （Linux の場合） の binary、
text、 または pgdump ディレク ト リにダンプ ・ ファイルが作成されます。

別の場所にダンプ ・ ファイルを作成する場合は、 フル ・パスを指定します。

バイナリ ・ ログ ログをバイナリ形式のファイル （.nlg） にエクスポートする場合は、 この
オプシ ョ ンを選択します。 
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4 ［エクスポート］ をクリ ックして、 ログをエクスポート します。

ログが正常にエクスポート されると、 NetVault WebUI の右上にメ ッセージが表示されます。

ログ・メッセージの手動パージ
30 日より前のログ ・ メ ッセージは自動的にデータベースからパージされます。 また、 ［ログ参照］ ページの ［ロ
グの削除］ を使用して、 ログ ・ メ ッセージを手動で削除することもできます。

ログ ・ メ ッセージを手動でパージするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ログ参照］ をクリ ックします。

2 ［ログ参照］ ページで、 ［パージ］ をクリ ックします。

3 ［パージ ・ ログ］ ダイアログ ・ ボックスで、 以下のオプシ ョ ンを設定します。

▪ 古いログ ・ エン ト リをパージする前に ： 削除するログ ・ メ ッセージの作成日時を入力または選択
します。 その日時より前のすべてのログ ・ メ ッセージが削除されます。

4 ［パージ］ をクリ ックします。

ログが正常に削除されると、 NetVault WebUI の右上にメ ッセージが表示されます。

ユーザー定義のログ・イベントの設定
ログ ・ メ ッセージの生成時に通知を受信するには、 そのメ ッセージについてのユーザー定義のログ ・ イベン ト を
設定します。 ユーザー定義のログ ・ イベン トは、 ［ログ参照］ ページで設定できます。 ユーザー定義のログ ・ イ
ベン トは、 Log Daemon イベン ト ・ クラスに追加されます。

ログ ・ イベン ト を設定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ログ参照］ をクリ ックします。

2 ログ ・ テーブルで適用可能なログ ・ メ ッセージを選択して、 ［イベン ト設定］ をクリ ックします。

3 ［ログ ・ イベン ト を設定］ ダイアログ ・ ボックスで、 以下のオプシ ョ ンを設定します。

4 ［イベン ト設定］ をクリ ックします。

イベン トが正常に追加されると、 NetVault WebUI の右上にメ ッセージが表示されます。

5 イベン ト発生時に通知を受信するには、 そのイベン トの通知方法を設定します。 詳細は、 「一般通知方法
の設定」 を参照して ください。 

テキスト ・ ログ ログをテキスト形式のファイル （.txt） にエクスポートするには、 このオプ
シ ョ ンを選択します。

データベース ・ テーブル ・
ダンプ

ログを PostgreSQL ダンプ （pg_dump） フ ァイル （.dmp） にエクスポート
するには、 このオプシ ョ ンを選択します。 
メモ： ログ・ダンプ・ファイルをQuestテクニカル・サポートに提供する
場合は、データベース・テーブル・ダンプ形式を使用してください。 

メモ： ログ・メッセージの最大寿命を変更するには、「ログ・メッセージのパージ・ポリシーの変更」を
参照してください。

表73. ログ・イベントを設定

オプション 説明

イベン ト名 ログ ・ イベン トの名前を指定します。

イベン トの説明 イベン トの詳細な説明を入力します。

表72. ログのエクスポート

オプション 説明
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ユーザー定義のログ・イベントの削除
ユーザー定義のログ ・ イベン トが不要になった場合には削除できます。 このタスクは、 ［ログ参照］ ページから
実行できます。

ログ ・ イベン ト を削除するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ログ参照］ をクリ ックします。

2 ログ ・ テーブルでイベン トが設定されたログ ・ メ ッセージを選択して、 ［イベン ト設定］ をクリ ックし
ます。

3 ［ログ ・ イベン ト を設定］ ダイアログ ・ ボックスで、 ［削除］ をクリ ックします。

ナレッジ・ベースの検索
ジョブのエラーまたは警告メ ッセージに関する詳細やその解決策を調べるには、 NetVault ナレッジ ・ ベース記事
を検索できます。

ナレッジ ・ ベースを検索するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ログ参照］ をクリ ックします。

2 ログ ・ テーブルで、 エラーまたは警告のログ ・ メ ッセージを選択し、 ［KB 検索］ をクリ ックします。

3 ［KB 検索結果］ ダイアログ ・ ボックスで、 ジ ョ ブのエラーまたはメ ッセージに関連する記事のリスト を

確認します。

4 記事の簡単な説明については、 記事の左にある追加ボタンをクリ ックします。

5 ［OK］ をク リ ックしてダイアログ ・ ボックスを閉じます。
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スト レージ ・ デバイスの管理

• デバイスアクテ ィビテ ィの監視

• リス ト ・ ビューでのディスクベースのスト レージ ・ デバイスの管理

• ツリー ・ ビューでのディスク ・ ベースのスト レージ ・ デバイスの管理

• Snapshot Array Manager の管理

• リス ト ・ ビューでのテープ ・ ライブラリの管理

• ツリー ・ ビューでのテープ ・ ライブラリの管理

• リス ト ・ ビューでのテープ ・ ド ライブ の管理

• ツリー ・ ビューでのテープ ・ ド ライブ の管理

• 共有デバイスの追加

デバイスアクテ ィビテ ィの監視
［デバイス ・ アクテ ィ ビテ ィ］ ページを使って、 使用中のデバイスのデータ ・ フローとデータ転送レート を監視
することができます。 

デバイス ・ アクテ ィ ビテ ィ を表示するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス ・ アクテ ィ ビテ ィ］ をクリ ックします。

2 ［デバイス ・ アクテ ィ ビテ ィ］ ページでは、 以下の詳細情報を参照できます。
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図18. ［デバイス・アクティビティ］ページ

表 74. ［デバイス ・ アクテ ィ ビテ ィ］ ページ

項目 説明

デバイス ・ アクテ ィ ビテ ィ 左側にはクライアン トからジ ョブへのデータ転送が、 右側にはジ ョブから
スト レージ ・ デバイスへのデータ転送が表示されます。 灰色の線は、 デー
タ ・ フローを表しています。 線が太いほど、 フロー ・ レートが高く なりま
す。 ボックスは、 クライアン ト、 ジ ョ ブ、 およびデバイスを表しています。
ボックスの高さが高いほど、 フロー ・ レートが高く なります。 
［詳細］ で以下の設定を使って、 データ ・ フローのビューを変更できます。

• デバイス ： すべてのジ ョブからのスト レージ ・ デバイスへのデータ
転送を表示する場合に、 このオプシ ョ ンを選択します。

• ジ ョブ ・ グループ ： ジ ョ ブ ・ グループ （プラグインまたはポリ
シー） からスト レージ ・ デバイスへのデータ転送を表示する場合
に、 このオプシ ョ ンを選択します。 ジ ョ ブ ・ グループは、 ［グルー
プ化］ リス トから選択できます。

• ジ ョブ ： クライアン トからジ ョブおよびジ ョブからスト レージ ・ デ
バイスへのデータ転送を表示する場合に、 このオプシ ョ ンを選択し
ます。 

• 焦点、 非焦点 ： これらのボタンを使用して、 特定のデバイスのデー
タ ・ フローの詳細の表示 / 非表示を切り替えられます。 デバイス ・
ボックスをクリ ックして、 ［焦点］ をクリ ックします。 デバイスの
詳細を非表示にするには、 ［非焦点］ をクリ ックします。

• 一時停止、 再生 ： これらのボタンを使用して、 データ ・ フローの更
新を一時停止 / 再開できます。 データ ・ フローの更新を停止するに
は、 ［一時停止］ をクリ ックします。 更新を再開するには、 ［再生］
をクリ ックします。

古い NetVault クライアン ト上で動作するバックアップの場合、 転送レート
は 「不明」 と表示されます。

サマリ この領域には、 アクテ ィブなデータ転送総数、 アクテ ィブなクライアン ト
数、 アクテ ィブなデバイス数、 現在の全体のスループッ ト、 最もよ く使わ
れる転送、 最もよ く使われるターゲッ トが表示されます。

［デバイス ・ アクテ ィ ビテ ィ］ 領域のボックス （クライアン ト、 ジ ョ ブ、 ま
たはスト レージ ・ デバイスを表す） をクリ ックして、 そのコンポーネン ト
の情報を表示することができます。
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3 ジ ョブ関連のタスクを実施するには、 ［操作］ パネルで目的のボタンをクリ ックします。 または ［ナビ
ゲーシ ョ ン］ パネルのリンクをクリ ックして、 別のページを開きます。

［デバイス管理］ ページでは、 スト レージ ・ デバイスのリスト を ［リス ト ・ ビュー］ または ［ツリー ・ ビュー］
で表示できます。 選択を保存するには、 ［この選択を記憶する］ を選択します。 デフォルトでは、 ［リス ト ・
ビュー］ が選択されています。

リス ト ・ ビューでのディスクベースのス
ト レージ ・ デバイスの管理
このセクシ ョ ンには、 以下のトピックが含まれています。

• ディスク ・ デバイス詳細の表示

• Quest DR Series システム、 QoreStor または Data Domain システムの管理

• ディスクベースのスト レージ ・ デバイスのステータスの確認

• ディスク ・ ベースのスト レージ ・ デバイスのステータスの変更

• ディスク ・ ベースのスト レージ ・ デバイスのスキャン

• ディスク ・ ベースのスト レージ ・ デバイスからのすべてのセーブセッ トの削除

• ディスク ・ ベースのスト レージ ・ デバイスの削除

ディスク ・ デバイス詳細の表示

ディスク ・ デバイス詳細を表示するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。

NetVault サーバーに追加されたスト レージ ・ デバイスのリストが表示されます。 デバイスのステータス
は、 以下のアイコンを使って示されます。

2 特定のデバイスの詳細を表示するには、 対応する ［デバイス管理］ アイコン （ ） をクリ ックします。

［< タイプ > デバイスの管理］ ページでは、 以下の詳細情報を参照できます。

▪ デバイス詳細 ： ［デバイス詳細］ 領域には、 以下の情報が表示されます。

DR Series システムおよび Data Domain システム ：

▫ 名前 ： ス ト レージ ・ デバイス名。 この名前はデバイスのコンテナ名、 および DNS 名また
は IP アドレスに基づいて命名されます。

▫ ステータス ： デバイスのステータス。 ［AVAILABLE］ は、 そのデバイスがバックアップお
よびリストアに使用できることを表します。 ［オフライン］ は、 そのデバイスが使用不可
で、 バックアップまたはリストアに使用できないことを表します。

▫ 保存済みデータ ： デバイスに保管されているデータ量合計。

▫ 使用済み領域 ： このデバイスが追加されている NetVault サーバーが使用している合計領域。

表 75. デバイスのステータス ・ アイコン

アイコン 説明

デバイスはオンラインで、 使用可能です。

デバイスはオフラインです。 NetVault はデバイスを検出できますが、 バックアップま
たはリストア ・ ジ ョ ブのためにそれにアクセスできません。

デバイスは利用できません。 NetVault はデバイスを検出できません。
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オブジェク トス ト レージデバイスの場合、 使用されているディスク容量は自動的には更新
されません。 ［使用済み領域の更新 （Refresh Used Space）］ をク リ ックして、 使用済み
領域の更新を取得します。

▫ 重複排除率 ： 重複排除率は、 以下のように計算されます。

重複排除率 = 重複排除されたデータ / 重複排除データが使用していたディスク

DR Series システムについては、 ［重複排除率］ は表示されません。

NetVault SmartDisk デバイス ：

▫ 名前 ： ス ト レージ ・ デバイス名。 この名前はデバイスのホスト名と IP アドレスに基づいて
命名されます。 

▫ ステータス ： デバイスのステータス。 ［AVAILABLE］ は、 そのデバイスがバックアップお
よびリストアに使用できることを表します。 ［オフライン］ は、 そのデバイスが使用不可
で、 バックアップまたはリストアに使用できないことを表します。

▫ 保存済みデータ ： デバイスに保管されているデータ量合計。

▫ 使用済み領域 ： このデバイスが追加されている NetVault サーバーが使用している合計領域。

▫ 重複排除化データ ： 重複排除処理を行うために送信されたデータの合計量です。 

▫ ステージング中のデータ ： ステージング ・ ス トアに保存されているデータの量です。

▫ 利用可能容量 ： ス ト レージ ・ デバイスで利用できるディスク領域の合計。 

このオプシ ョ ンを選択すると、 deny または favor の設定に関係な く、 設定されているすべ
てのスト レージ ・ ボリュームで利用できる合計ディスク領域が表示されます。 この値には、
ガーベッジ ・ コレクシ ョ ンに確保した空き容量や LRT （Last Resort Threshold） は含まれ
ません。

▫ 重複排除率 ： 重複排除率は、 以下のように計算されます。

重複排除率 = 重複排除されたデータ / 重複排除データが使用していたディスク

▫ ステージング ・ ステータス ： ステージング ・ ス トアの現在のステータス。 以下のいずれか
を指定できます。

- 空き領域：ステージング・ストアへの書き込みが可能です。

- フル：ステージング・ストアがいっぱいで、これ以上書き込める空き容量がありま
せん。

- 利用不可：ディスク・インデックスを使用できません。

- ライセンスなし：NetVault SmartDiskのライセンスが、取得されていない、期限切
れ、または制限を超過しています。

- なし：ステータスが不明です。

▫ スト レージ ・ ステータス ： ス ト レージ ・ スペースのステータスです。 以下のいずれかを指
定できます。

- 空き領域：重複排除およびリハイドレーションに使用できる空きストレージがあり
ます。

- フル：ストレージがいっぱいで、これ以上データの重複排除に使用できる容量があ
りません。

- 利用不可：チャンク・インデックスを使用できません。データの重複排除またはリ
ハイドレーションは使用できません。

- ライセンスなし：NetVault SmartDiskのライセンスが、取得されていない、期限切
れ、または制限を超過しています。

- なし：ステータスが不明です。

メモ ： オブジェク トス ト レージデバイスで使用されている領域の再計算は非同期操作です。
この操作に必要な時間は、 コンテナ / バケッ ト内のオブジェク トの数によって異なります。

注意 ： クラウドサービスプロバイダによっては、 この操作に料金が発生する場合があります
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▫ グループ ： メディア ・ グループ名。 ［なし］ は、 デバイスがいずれのグループにも追加され
ていないことを示します。 デバイスをスト レージ ・ グループに追加するには、 ［編集］ アイ
コンをクリ ックして、 ［メディア ・ グループの編集］ ダイアログ ・ ボックスにメディア ・ グ
ループ名を指定します。 詳細を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［保存］ をク
リ ックします。

▫ バージ ョ ン ： デバイスのバージ ョ ン番号。

▫ ライセンス ・ タイプ ： 使用されているライセンス ・ タイプ。

▫ ライセンス容量 ： ライセンスの容量。

▫ ライセンスの有効期限 ： ライセンスの有効期限。

▫ 重複排除ライセンス済み ：重複排除オプシ ョ ンがライセンスされているかどうか。

▫ ガーベッジ ・ コレクシ ョ ン状態 ： ガーベッジ ・ コレクシ ョ ンの現在のフェーズ。 

▫ 重複排除キュー長 ： 重複排除されるのを待機している要素または NetVault セグメン トの現
在の数です。 

▪ アクテ ィビテ ィ ・ チャート ： デバイスがバックアップまたはリストア ・ ジ ョ ブによって使用され
ている場合、 アクテ ィ ビテ ィ ・ グラフが表示されます。 

▪ ジ ョブ詳細 ： アクテ ィブなジ ョブに関して、 以下の情報が表示されます。

▫ データ転送レート。

▫ ジ ョブの名前またはタイ トル、 ジ ョ ブ ID 番号、 インスタンス ID 番号、 およびフェーズ ID
番号 （1 または 2）。

3 デバイス関連のタスクを実施するには、 ［操作］ パネルで目的のボタンをクリ ックします。 または ［ナビ
ゲーシ ョ ン］ パネルのリンクをクリ ックして、 別のページを開きます。

Quest DR Series システム、 QoreStor または

Data Domain システムの管理
アプライアンスまたはソフ トウェア定義のスト レージ ・ デバイスを管理するには、 次のガイド ラインを使用しま
す。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。

NetVault サーバーに追加されたデバイスのリストが表示されます。 デバイスのステータスは、 以下のア
イコンを使って示されます。

2 ［デバイス管理］ ページで、 管理するデバイスの ［デバイス管理］ アイコン （ ） をクリ ックします。

表示されるページの名前は、 選択したデバイスのタイプによって異なります。 たとえば、 Quest DR 
Series システムを選択した場合、 Quest DR デバイスのページが表示されます。 QoreStor を選択した場
合、 Quest QoreStor デバイスページが表示されます。

以降のトピックでは、 追加情報について説明します。

▪ デバイス詳細の表示

▪ クリーニング統計情報の表示

▪ クリーニングの開始または停止

▪ デバイス ・ ユーザーの管理

表 76. デバイスのステータス ・ アイコン

アイコン 説明

デバイスはオンラインであり、 管理可能です。

デバイスはメンテナンス ・ モードであり、 管理できません。

デバイスはオフラインであり、 管理できません。
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▪ コンテナの管理

▪ スト レージ ・ グループの管理

▪ Quest DR Series システムの削除

▪ QoreStor の削除

デバイス詳細の表示
［< タイプ > デバイス］ ページでは、 広げたり折りたたんだりできる ［Storage Utilization］ セクシ ョ ンで以下の
情報を参照できます。

• デバイス ・ マシン ： デバイスのマシン名。

• デバイス ・ ユーザー ： デバイスのユーザー名。

• デバイス OS バージ ョ ン ： デバイス ・ オペレーシ ョ ン ・ システムのバージ ョ ン番号。

• 合計容量 ： デバイスの合計スト レージ容量。

• 使用済み領域 ： ス ト レージ ・ デバイスで使用されているディスク領域の合計。

• 使用可能領域 ： ス ト レージ ・ デバイスで利用できるディスク領域の合計。

• API バージ ョ ン ： RDA ライブラリの API バージ ョ ン番号。

• クリーニング ・ ステータス ： デバイスのクリーニング ・ ステータスです。 以下のいずれかを指定できま
す。

▪ 終了 ： デバイスのクリーニングが完了しています。

▪ 保留中 ： デバイスのクリーニングは保留中です。

▪ 実行中 ： デバイスのクリーニングが進行中です。

▪ アイドル ： デバイスのクリーニングは開始されていません。

• クリーニング統計情報 : クリーニング統計情報を表示するには、 クリーニング統計情報の表示をクリ ック
します。

ク リーニング統計情報の表示
1 ［< タイプ > デバイス］ ページで、 ［ク リーニング統計情報の表示］ をクリ ックします。

［ク リーニング統計情報］ ページで、 現在と以前の実行統計情報を確認できます。 以下の情報が表示され
ます。 処理されたファイル、 処理されたバイ ト数、 再利用されたバイ ト数、 完了にかかった時間、 開始時
間、 終了時間。

2 ダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［OK］ をク リ ックします。

ク リーニングの開始または停止
デバイスのクリーニング ・ ステータスが ［保留中］ または ［終了］ の場合のみにクリーニング処理を開始でき、
デバイスのクリーニング ・ ステータスが ［実行中］ の場合にのみクリーニング処理を停止できます。

クリーニングを開始するには ：

1 ［< タイプ > デバイス］ ページで、 ［ク リーニングの開始］ をクリ ックします。

2 ［ク リーニングの開始］ ダイアログ ・ ボックスで、 ［ク リーニングの開始］ をクリ ックします。

クリーニングを停止するには ：

1 ［< タイプ > デバイス］ ページで、 ［ク リーニングの停止］ をクリ ックします。

2 ［ク リーニングの停止］ ダイアログ ・ ボックスで、 ［ク リーニングの停止］ をクリ ックします。

デバイスのクリーニング ・ ステータスがアップデート されます。
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デバイス ・ ユーザーの管理
1 ［< タイプ > デバイス］ ページで、 ［ユーザー管理］ をクリ ックします。

［< タイプ > デバイス ・ ユーザーの管理］ ページに以下の情報が表示されます。

▪ デバイス名 ： デバイスの名前。

▪ アクシ ョ ン ： ユーザー ・ アカウン ト関係のタスクのオプシ ョ ン。

▪ ユーザー名 ： ユーザーのユーザー名。

デフォルトでは、 テーブルはユーザー名でソート されます （降順）。

ページ ・サイズ設定やテーブル内のソート順の表示、 レコードのエクスポート、 テーブル設定の編集を
行うには、 テーブルの右下隅にあるアイコンをクリ ックします。 詳細は、 「NetVault WebUI でのテーブル
のカスタマイズ」 を参照して ください。

［検索］ オプシ ョ ンを使用して、 テーブル ・ データをフ ィルタし、 指定した文字列を含むエン ト リを見つ
けることができます。 また、 検索フ ィルタ文字列にはワイルドカード （? または *） を含めることもでき
ます。

2 実行するアクシ ョ ンを選択します。

［< タイプ > デバイス］ ページで各種ユーザーの作成および管理ができます。 また、 以下のセクシ ョ ンで
説明されているオプシ ョ ンを設定することができます。

▪ デバイス関連のユーザー ・ アカウン トの作成

▪ ユーザーのパスワードの設定または更新

▪ デバイス ・ ベースのユーザー ・ アカウン トの削除

デバイス関連のユーザー・アカウントの作成

1 ［< タイプ > デバイス ・ ユーザーの管理］ ページで、 ［ユーザーの追加］ をクリ ックします。

2 ［ユーザーの追加］ ダイアログ ・ ボックスで、 以下のオプシ ョ ンを設定します。

3 詳細を保存するには、 ［保存］ をクリ ックします。

ユーザーのパスワードの設定または更新

1 ［< タイプ > デバイス ・ ユーザーの管理］ ページで、 デバイス ・ ベースのユーザーのリスト内で該当する
ユーザーを特定します。

2 ［アクシ ョ ン］ 列の対応するアイコン （ ） をクリ ックし、 ［パスワードの変更］ を選択します。

3 ［パスワードの変更］ ダイアログ ・ ボックスで、 以下のオプシ ョ ンを設定します。

表 77. ユーザーの追加

項目 説明

ユーザー名 ユーザー ・ アカウン トのユーザー名を入力します。 名前は、 アルファベッ
ト文字で始め、 6 ～ 31 文字の間にして ください。

新しいパスワード ユーザー ・ アカウン トの新しいパスワードを指定します。 
パスワードには、 8 ～ 16 文字を使用できます。

パスワードの再入力 確認のためパスワードを再入力します。

表 78. ユーザー ・パスワード

項目 説明

現在のパスワード ユーザー ・ アカウン トの現在のパスワードを指定します。 

新しいパスワード ユーザー ・ アカウン トの新しいパスワードを指定します。 
パスワードには、 8 ～ 16 文字を使用できます。

パスワードの再入力 確認のためパスワードを再入力します。
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4 ［パスワードの変更］ をクリ ックして詳細を保存し、 ［< タイプ > デバイス ・ ユーザーの管理］ ページに戻
ります。

デバイス・ベースのユーザー・アカウントの削除
1 ［< タイプ > デバイス ・ ユーザーの管理］ ページで、 デバイス ・ ベースのユーザーのリスト内で該当する

ユーザーを特定します。

2 ［アクシ ョ ン］ 列の対応するアイコン （ ） をクリ ックし、 ［削除］ を選択します。

3 ［ユーザーの削除］ ダイアログ ・ ボックスで、 ［削除］ をクリ ックします。

コンテナの管理
［<type> デバイス］ ページでは、 デバイスのコンテナまたはスト レージ ・ グループのリスト を表示できます。 選
択を保存するには、 ［この選択を記憶する］ を選択します。 デフォルトでは、 ［コンテナ］ が選択されています。

それぞれのコンテナについて、 ［< タイプ > デバイス］ ページに、 ス ト レージの使用状況情報と以下の情報が表
示されます。

• アクシ ョ ン ： コンテナ関係のタスクのオプシ ョ ン。

• コンテナ名 ： コンテナの名前。

• スト レージ ・ グループ名 ： コンテナが割り当てられているマシンの名前。

• NetVault に接続 ： ［はい］ または ［いいえ］ （コンテナを NetVault に接続するかどうか）。

デフォルトでは、 テーブルはコンテナ名でソート されます （降順）。

ページ ・サイズ設定やテーブル内のソート順の表示、 レコードのエクスポート、 テーブル設定の編集を行うに
は、 テーブルの右下隅にあるアイコンをクリ ックします。 詳細は、 「NetVault WebUI でのテーブルのカスタマイ
ズ」 を参照して ください。

［検索］ オプシ ョ ンを使用して、 テーブル ・ データをフ ィルタし、 指定した文字列を含むエン ト リをすばやく見
つけることができます。 また、 検索フ ィルタ文字列にはワイルドカード （? または *） を含めることもできます。

［< タイプ > デバイス］ ページでコンテナの作成および管理ができます。 以下のセクシ ョ ンで説明されているオ
プシ ョ ンを設定できます。

• コンテナの作成

• コンテナの削除

• コンテナのメディアとしての追加

• メディアの削除

• コンテナ統計情報の表示

• DR Series システムのコンテナ設定の変更

• Data Domain システムの設定の変更

コンテナの作成

1 ［< タイプ > デバイス］ ページで、 ［コンテナ］ オプシ ョ ンが選択されていることを確認し、 ［コンテナの
作成］ をクリ ックします。

2 ［コンテナの作成］ ダイアログ ・ ボックスで、 ス ト レージ ・ グループを選択し、 コンテナの名前を入力し
ます。

コンテナ名はアルファベッ ト文字で開始する必要があります。

3 ［保存］ をクリ ックします。

コンテナの削除

1 ［< タイプ > デバイス］ ページで、 該当するコンテナを検索します。

2 ［アクシ ョ ン］ 列の対応するアイコン （ ） をクリ ックし、 ［削除］ を選択します。

3 ［コンテナの削除］ ダイアログ ・ ボックスで、 ［削除］ をクリ ックします。
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コンテナのメディアとしての追加

［NetVault に接続］ フ ィールドが ［いいえ］ の場合にのみ、 コンテナをメディアとして追加できます。

1 ［< タイプ > デバイス］ ページで、 該当するコンテナを検索します。

2 ［アクシ ョ ン］ 列の対応するアイコン （ ） をクリ ックし、 ［メディアと して追加］ を選択します。 

3 ［メディアと して追加］ ダイアログ ・ ボックスで、 以下のオプシ ョ ンを設定します。

4 ［メディアと して追加］ をクリ ックします。

メディアの削除

［NetVault に接続］ フ ィールドが ［はい］ の場合にのみ、 メディアとしてのコンテナを削除できます。

1 ［< タイプ > デバイス］ ページで、 該当するコンテナを検索します。

2 ［アクシ ョ ン］ 列の対応するアイコン （ ） をクリ ックし、 ［メディアの削除］ を選択します。

3 ［デバイスの削除］ ダイアログ ・ ボックスで、 ［削除］ をクリ ックします。

4 NetVault がデバイスを削除できない場合は、 確認ダイアログ ・ ボックスで ［強制削除］ チェ ック ・ ボッ
クスを選択し、 ［削除］ をクリ ックします。

コンテナ統計情報の表示

1 ［< タイプ > デバイス］ ページで、 該当するコンテナを検索します。

2 ［アクシ ョ ン］ 列の対応するアイコン （ ） をクリ ックし、 ［統計値］ を選択します。

［統計値］ ダイアログ ・ ボックスで、 以下の情報を確認できます。 インバウンドでレプリケーシ ョ ンされ
たファイル数、 インバウンドで処理されたバイ ト数、 インバウンドでレプリケーシ ョ ンされたバイ ト数、
インバウンドで転送されたバイ ト数、 インバウンドのエラー数、 アウトバウンドでレプリケーシ ョ ンさ
れたファイル数、 アウトバウンドで処理されたバイ ト数、 アウトバウンドでレプリケーシ ョ ンされたバ
イ ト数、 アウトバウンドで転送されたバイ ト数、 アウトバウンドのエラー数、 合成されたバイ ト数、 現
在のバイ ト数、 転送されたバイ ト数、 取り込まれたファイル数、 中止されたファイル数、 取り込みエ
ラー数、 読み取られたファイル数、 読み取られたバイ ト数、 読み取りエラー数。

3 ダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［OK］ をク リ ックします。

メモ ： コンテナの削除には時間がかかることがあり、 削除完了のメ ッセージが表示された後でも削除処理
が続いている場合があります。

表 79. コンテナをメディアとして追加する

オプシ ョ ン 説明

ブロックサイズ デフォルトのブロック ・ サイズは 512KiB です。 Quest DR Series システム
では、 ブロック ・ サイズは変更できません。

スト リーム制限 この設定のデフォルト値は、 256 スト リームです。 この設定は、 コンテナ
を追加したすべての NetVault サーバーに適用されます。 データ ・ ス ト リー
ム数がコンテナに対して定義されている制限値を超えた場合、 メディア ・
マネージャはエラー 「デバイス上のスト リームがあまりにも多過ぎます」
を報告します。

ソフ ト ・ ス ト リーム制限には、 1 ～ 512 の任意の値を設定することができ
ます。

複数の NetVault サーバーにコンテナを追加した場合は、 すべてのサーバー
に同じソフ ト ・ ス ト リーム制限を設定します。

強制追加 デバイスがすでに他の NetVault サーバーに同じ名前で追加されている場合
は、 ［強制追加］ チェ ック ・ ボックスを選択します。 このオプシ ョ ンは、 障
害復旧で NetVault サーバの再構築を行っている場合に役立ちます。

メモ ： 使用されていないデバイスの削除には、 ［強制削除］ オプシ ョ ンを使用します。 ただし、 デバイスは 
NetVault サーバと引き続き通信を試行する場合があります。
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DR Seriesシステムのコンテナ設定の変更

DR Series システムの既存のコンテナのユーザー ・パスワードまたはスト リーム制限を変更できます。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。

2 デバイスのリストで、 アイコン （ ） をクリ ックして DR デバイスを探し、 接続されたコンテナを確認
します。

3 対応する ［デバイス管理］ アイコン （ ） をクリ ックします。

［DR Series デバイス管理］ ページが表示されます。

4 ［更新］ をクリ ックして、 ［デバイス詳細の更新］ ダイアログ ・ ボックスで、 必要な設定を変更します。

表 80. DR Series システムの設定の変更

5 ［更新］ をクリ ックして設定を保存します。

Data Domainシステムの設定の変更

既存の Data Domain システムのユーザー名、 パスワード、 ス ト リーム制限、 またはブロック ・ サイズを変更で
きます。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。

2 デバイスのリストでデバイスを探し、 対応する ［デバイス管理］ アイコン （ ） をクリ ックします。

3 ［更新］ をクリ ックして、 ［デバイス詳細の更新］ ダイアログ ・ ボックスで、 必要な設定を変更します。

表 81. Data Domain システムの設定の変更

オプシ ョ ン 説明

ユーザー名 デバイスへのログオンに使用するユーザー ・ アカウン ト を指定します。 
DR Series システム上で RDA 権限を持つユーザーは、 ユーザー名として使
用できます。

メモ ： NetVault を通じた DR Series システムでのユーザー管理操作は、
backup_user のみが実行可能です。

パスワード ユーザー ・ アカウン トのパスワードを指定します。

ス ト リーム制限 この設定のデフォルト値は、 256 スト リームです。 この設定は、 コンテナ
を追加したすべての NetVault サーバーに適用されます。 データ ・ ス ト リー
ム数がコンテナに対して定義されている制限値を超えた場合、 メディア ・
マネージャはエラー 「デバイス上のスト リームがあまりにも多過ぎます」
を報告します。

ソフ ト ・ ス ト リーム制限には、 1 ～ 512 の任意の値を設定することができ
ます。

複数の NetVault サーバーにコンテナを追加した場合は、 すべてのサーバー
に同じソフ ト ・ ス ト リーム制限を設定します。

オプシ ョ ン 説明

ユーザー名 バックアップおよびリストア目的でデバイスにログオンするために使用す
る、 DD Boost ユーザー ・ アカウン ト を指定します。 デバイスを NetVault
サーバーに追加する前に、 Data Domain システム上にユーザー ・ アカウン
トの作成が必要です。

パスワード ユーザー ・ アカウン トのパスワードを指定します。
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4 ［更新］ をクリ ックして設定を保存します。

QoreStorシステムの設定の変更

既存の QoreStor システムのユーザー名、 パスワード、 スト リーム制限、 またはブロック ・サイズを変更できます。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。

2 デバイスのリストでデバイスを探し、 対応する ［デバイス管理］ アイコン （ ） をクリ ックします。

3 ［更新］ をクリ ックして、 ［デバイス詳細の更新］ ダイアログ ・ ボックスで、 必要な設定を変更します。

表 82. QoreStor システムの設定の変更

4 ［更新］ をクリ ックして設定を保存します。

ス ト レージ ・ グループの管理
1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。

2 ［デバイス管理］ ページで、 ス ト レージグループを管理するデバイスの ［デバイス管理］ アイコン （ ）
をクリ ックします。

3 ［< タイプ > デバイス］ ページで、 ［ス ト レージ ・ グループ］ オプシ ョ ンを選択します。

ス ト リーム制限 この設定のデフォルト値は、 32 スト リームです。 この設定は、 コンテナを
追加したすべての NetVault サーバーに適用されます。 データ ・ ス ト リーム
数がコンテナに対して定義されている制限値を超えた場合、 メディア ・ マ
ネージャはエラー 「デバイス上のスト リームがあまりにも多過ぎます」 を
報告します。

ソフ ト ・ ス ト リーム制限には、 1 ～ 256 の任意の値を設定することができ
ます。 
複数の NetVault サーバーにコンテナを追加した場合は、 すべてのサーバー
に同じソフ ト ・ ス ト リーム制限を設定します。

ブロックサイズ データ転送のブロック ・サイズを入力または選択します。 ブロック ・サイズ
は KiB 単位で指定します。 デフォルトのブロック ・サイズは 128KiB です。

オプシ ョ ン 説明

ユーザー名 デバイスへのログオンに使用するユーザー ・ アカウン ト を指定します。 
QoreStor システム上で RDA 権限を持つユーザーならいずれのユーザーで
もユーザー名に指定できます。

メモ ： NetVault で QoreStor システムのユーザー管理操作が行えるのは、
backup_user のみです。

パスワード ユーザー ・ アカウン トのパスワードを指定します。

ス ト リーム制限 この設定のデフォルト値は、 64 スト リームです。 この設定は、 コンテナを
追加したすべての NetVault サーバーに適用されます。 データ ・ ス ト リーム
数がコンテナに対して定義されている制限値を超えた場合、 メディア ・ マ
ネージャはエラー 「デバイス上のスト リームがあまりにも多過ぎます」 を
報告します。

ソフ ト ・ ス ト リーム制限には、 1 ～ 256 の任意の値を設定することができ
ます。 

メモ ： QoreStor のスト リーム制限値を変更する前に、 ターゲッ ト ・ デバイ
スの処理能力を考慮する必要があります。

複数の NetVault サーバーにコンテナを追加した場合は、 すべてのサーバー
に同じソフ ト ・ ス ト リーム制限を設定します。

オプシ ョ ン 説明
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［< タイプ > デバイス］ ページに以下の情報が表示されます。

▪ アクシ ョ ン ： ス ト レージ ・ グループ関連のタスクのオプシ ョ ン。

▪ スト レージ ・ グループ名 ： グループの名前。

▪ 暗号タイプ ：暗号のタイプ （なし、 静的、 内部）。

▪ 圧縮タイプ ：圧縮のタイプ （高速、 ベスト）。

▪ ローテーシ ョ ン期間 ： キーのローテーシ ョ ンの日数。

▪ コンテナ数 ： ス ト レージ ・ デバイス内のコンテナ数。

▪ 重複排除による節約容量 ： 重複排除により節約された容量のスト レージ ・ グループごとの割合。

ページ ・サイズ設定やテーブル内のソート順の表示、 レコードのエクスポート、 テーブル設定の編集を
行うには、 テーブルの右下隅にあるアイコンをクリ ックします。 詳細は、 「NetVault WebUI でのテーブル
のカスタマイズ」 を参照して ください。

［検索］ オプシ ョ ンを使用して、 テーブル ・ データをフ ィルタし、 列の値に指定した文字列を含むエン ト
リをすばやく見つけることができます。 また、 検索フ ィルタ文字列にはワイルドカード （? または *） を
含めることもできます。

4 実行するアクシ ョ ンを選択します。

DR Series システムおよび QoreStor スト レージ ・ グループの作成と管理は、 ［< タイプ > デバイスのスト
レージ ・ グループの管理］ ページで行う ことができます。 また、 以下のセクシ ョ ンで説明されているオ
プシ ョ ンを設定できます。

▪ スト レージ ・ グループの作成

▪ スト レージ ・ グループの変更

▪ スト レージ ・ グループ統計情報の表示

▪ スト レージ ・ グループの削除

ストレージ・グループの作成

1 ［<type> デバイス］ ページで、 ［ス ト レージ ・ グループ］ オプシ ョ ンが選択されているのを確認してか
ら、 ［ス ト レージ ・ グループの作成］ をクリ ックします。

2 ［ス ト レージ ・ グループの作成］ ダイアログ ・ ボックスで、 以下のオプシ ョ ンを設定します。

ヒント： ［<type>デバイス］ページでは、デバイスのコンテナまたはストレージ・グループのリス
トを表示できます。選択を保存するには、［この選択を記憶する］を選択します。デフォルトでは、
［コンテナ］が選択されています。

表 83. スト レージ ・ グループ追加

項目 説明

スト レージ ・ グループ名 スト レージ ・ グループの名前を入力します。 この名前はアルファベッ ト文
字で開始する必要があります。

圧縮タイプ スト レージ最適化用に、 以下のいずれかの圧縮レベルを選択します。

• 高速 ：バックアップ時間が短く、 ス ト レージ容量の節約量が少ない
圧縮。

• ベスト ： バックアップ時間が長く、 ス ト レージ容量の節約量が多い
圧縮。

暗号タイプ 以下のいずれかの暗号タイプを選択します。

• なし ： デフォルト値。

• 静的 ： すべてのデータの暗号化にグローバルな固定キーを使用しま
す。

• 内部 ： コンテンツ暗号キーが生成され、 特定の期間でローテーシ ョ
ンされます。



Quest NetVault 13.1.2 アドミニストレーターズ・ガイド

ストレージ・デバイスの管理
228

3 デバイスに新しいスト レージ ・ グループを追加するには、 ［保存］ をクリ ックします。

ストレージ・グループの変更

1 ［< タイプ > デバイス］ ページで、 該当するスト レージグループを探して、 ［アクシ ョ ン］ 列の対応するア

イコン （ ） をクリ ックし、 ［編集］ を選択します。

2 ［ス ト レージ ・ グループの編集］ ダイアログ ・ ボックスで、 「ス ト レージ ・ グループの作成」 で説明され
ているオプシ ョ ンを更新します。

3 ［保存］ をクリ ックします。

ストレージ・グループ統計情報の表示
1 ［< タイプ > デバイス］ ページのスト レージグループのリストで該当するスト レージグループを探して、

［アクシ ョ ン］ 列の対応するアイコン （ ） をクリ ックし、 ［統計値］ を選択します。

［統計値］ ダイアログ ・ ボックスで、 以下の情報を確認できます。 使用された物理容量、 現在のバイ ト
数、 Num ファイル、 重複排除後のバイ ト数、 圧縮後のバイ ト数、 暗号化後のバイ ト数、 アイ ノード数、
クリーニングの状態、 暗号化の状態、 読み取りスループッ ト、 書き込みスループッ ト、 重複排除による
節約、 圧縮による節約。

2 ダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［OK］ をク リ ックします。

ストレージ・グループの削除

1 ［< タイプ > デバイス］ ページのスト レージグループのリストで該当するスト レージグループを探して、

［アクシ ョ ン］ 列の対応するアイコン （ ） をクリ ックし、 ［削除］ を選択します。

2 ［ス ト レージ ・ グループの削除］ ダイアログ ・ ボックスで、 ［削除］ をクリ ックします。

Quest DR Series システムの削除

Quest DR デバイスを削除するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。

2 特定の DR デバイスを削除するには、 対応する ［削除］ アイコン （ ） をクリ ックします。 

3 ［Quest DR デバイスの削除］ ダイアログ ・ ボックスで、 ［削除］ をクリ ックします。

パスフレーズ このフ ィールドは、 ［暗号タイプ］ フ ィールドで ［内部］ と ［静的］ を選択
した場合にのみ有効になります。

コンテンツ暗号キーを暗号化するには、 パスフレーズを入力します。 パス
フレーズの文字列は最大 255 文字で、 アルファベッ ト と特殊文字を使用で
きます。

メモ ： パスフレーズは、 暗号を有効にするために必須です。 パスフレーズ
に問題が生じた場合やパスフレーズを紛失した場合には、 コンテンツ暗号
キーが脆弱にならないようにするため、 パスフレーズを変更する必要があ
ります。

ローテーシ ョ ン期間 このフ ィールドは、 ［暗号タイプ］ フ ィールドで ［内部］ を選択した場合に
のみ有効になります。

キーのローテーシ ョ ンの日数を選択します。 デフォルト値は、 30 日間で
す。 ローテーシ ョ ン期間が過ぎると新しいキーが生成されます。 
このフ ィールドの有効な範囲は、 7 ～ 25550 日間です。

メモ ： スト レージ ・ グループの削除には時間がかかることがあり、 削除完了のメ ッセージが表示された後
でも削除処理が続いている場合があります。

表 83. スト レージ ・ グループ追加

項目 説明
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QoreStor の削除
QoreStor の削除については、 『Quest QoreStor インスト レーシ ョ ン ・ ガイ ド』 を参照して ください。

ディスクベースのスト レージ ・ デバイスのステー
タスの確認

オフライン ・ デバイスのステータスを確認するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。

2 デバイスのリストでデバイスを探し、 対応する ［デバイス管理］ アイコン （ ） をクリ ックします。

3 ［確認］ をクリ ックして、 確認のダイアログ ・ ボックスでも う一度 ［確認］ をクリ ックします。

デバイスが動作している場合は、 ステータスが 「使用可能」 に変わります。

ディスク ・ ベースのスト レージ ・ デバイスのス
テータスの変更

ステータスをオンラインまたはオフラインに変更するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。

2 デバイスのリストでデバイスを探し、 対応する ［デバイス管理］ アイコン （ ） をクリ ックします。

3 デバイスがオフラインの場合、 ［オンライン］ をクリ ックしてオンラインに戻せます。

4 デバイスがオンラインの場合、 ［オフライン］ をクリ ックしてオフラインにできます。

［オフライン］ 方式を実行すると、 デバイスがオフラインとしてマークされ、 NetVault で利用できな く な

ります。 この方式を実行しても、 システムは物理的にはオフラインになりません。

ディスク ・ ベースのスト レージ ・ デバイスのス
キャン
［スキャン］ を使用して、 ディスクベースのストレージデバイスに保存されているすべてのバックアップを照会し、
指定された NetVault サーバのデータベースにインデックスされていないバックアップをインポートできます。 

バックアップをデータベースにインポートするには、 NetVault サーバーの NetVault マシン名を、 バックアップ
を実行した元のサーバーと同じにする必要があります。 バックアップのスキャンに要する時間は、 インポートす
るバックアップ数およびバックアップ ・ インデックスのサイズによって異なります。

同じまたは以前のバージ ョ ンの NetVault で生成されたインデックスをスキャンできます。 サーバーが同じイン
デックス ・バージ ョ ンを使用していない場合、 以前のバージ ョ ンのサーバーでより新しいバージ ョ ンの NetVault
で生成されたインデックスはスキャンできません。 インデックス ・バージ ョ ンがサポート されていない場合は、
インデックスはインポート されず、 メ ッセージがログに生成されます。

ディスクベースのスト レージ ・ デバイスをスキャンするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。 デバイスのリストでデバイスを探し、
対応する ［デバイス管理］ アイコン （ ） をクリ ックします。 

重要 ： ディスク ・ ベースのストレージ ・ デバイス （DR Series システム、 NetVault SmartDisk、 または Data 
Domain システムなど） に保管されているバックアップがリタイアした場合、 そのバックアップはデバイス

から削除されます。 デバイスをスキャンして、 削除されたバックアップをインポートすることはできません。
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または、 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ス ト レージの調査］ をクリ ックします。 ［ディスク ・ ス ト レージ
の調査］ をクリ ックして、 リポジト リ ・ テーブルからデバイスを選択します。 

2 ［RAS デバイス管理］ ページまたは ［ディスク ・ ス ト レージの調査］ ページで、 ［スキャン］ をクリ ック
します。

3 ［デバイスのスキャン］ ダイアログ ・ ボックスで、 次のオプシ ョ ンを設定できます。

▪ インポート されたバックアップ ・ データの保存期間 ： NetVault データベースにインポート された
バックアップ ・ データの保存期間を指定します。 このオプシ ョ ンは、 NetVault データベース内で
使用可能でないバックアップのみに適用されます。

このオプションのデフォルト値は 7 日間です。 デフォルト値は、 メディア ・ マネージャの設定を変
更することで変更できます。 詳細は、 「メディア ・ マネージャの一般設定」 を参照して ください。 

現在のセッシ ョ ンの保存期間の設定を変更するには、 新しい値を入力または選択します。 保存期
間は日数で指定します。

このオプシ ョ ンに設定された値に応じて、 インポート されたバックアップのリ タイア時間が次の
ように変更されます。

▫ 指定された期間の前にリ タイアするようにバックアップがスケジュールされている場合、
そのリ タイア時間は指定された保存期間に設定されます。

▫ 指定された期間の後にリ タイアするようにバックアップがスケジュールされている場合、
そのリ タイア時間は変更されません。 このようなバックアップの場合、 バックアップの保
存期間の設定によってリ タイア時間が決まります。 

［スキャン］ をクリ ックして、 スキャン ・ プロセスを開始し、 ダイアログ ・ ボックスを閉じます。

ディスク ・ ベースのスト レージ ・ デバイスからの
すべてのセーブセッ トの削除
［すべて期限切れ］ では、 ディスク ・ ベースのスト レージ ・ デバイスからすべてのセーブセッ ト を削除できます。
デバイスに保管されているバックアップが不要になった場合、 NetVault からデバイスを削除する前にこの方法を
使用できます。 

ディスクベースのスト レージ ・ デバイスからすべてのセーブセッ ト を削除するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。 デバイスのリストでデバイスを探し、
対応する ［デバイス管理］ アイコン （ ） をクリ ックします。

または、 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ス ト レージの調査］ をクリ ックします。 ［ディスク ・ ス ト レージ
の調査］ をクリ ックして、 リポジト リ ・ テーブルからデバイスを選択します。 

2 ［RAS デバイス管理］ ページまたは ［ディスク ・ ス ト レージの調査］ ページで、 ［すべて期限切れ］ をク
リ ックします。 

3 確認ダイアログ ・ ボックスで、 以下の情報を指定します。

▪ ［パスワード］ ： NetVault サーバーのパスワードを入力します。 NetVault サーバーにパスワードが
設定されていない場合は、 システムの root または管理者パスワードを指定します。

▪ 「EXPIRE」 と入力して要求を確認 ： 確認のために、 このボックスに 「BLANK」 （大文字と小文字
は区別されない） と入力します。 

4 ［OK］ をク リ ックします。

メモ ： DR Series システムに保管されているバックアップが標準外のブロック ・ サイズを使用してバック
アップされたものである場合、 スキャン ・ プロセスは、 デバイスからそのバックアップのインデックスを
読み取れません。 このようなバックアップのインデックスをインポートするには、 mediamgr.cfg ファイ
ルに代わりのインデックス読み取りブロック ・ サイズを設定します。 詳細は、 「Quest DR Series システム
の代替インデックス読み取りブロック ・ サイズの設定」 を参照して ください。
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ディスク ・ ベースのスト レージ ・ デバイスの削除
次の手順を使用して、 不要になったディスク ・ ベースのスト レージ ・ デバイスを削除できます。

デバイスを削除しても、 デバイスに保管されているバックアップは削除されません。 そのデバイスを同じまたは
別の NetVault サーバーに追加して、 そのバックアップを使用できます。 デバイスを別のサーバーに追加する場
合、 保管されているバックアップを使用するためには、 デバイスをスキャンする必要があります。 

ディスクベースのスト レージ ・ デバイスを削除するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。

2 デバイスのリストでデバイスを探し、 対応する ［デバイス管理］ アイコン （ ） をクリ ックします。

3 ［RAS デバイス管理］ ページで、 ［削除］ をクリ ックします。 確認ダイアログ ・ ボックスで、 再度、 ［削
除］ をクリ ックします。

4 NetVault がデバイスを削除できない場合は、 確認ダイアログ ・ ボックスで ［強制削除］ チェ ック ・ ボッ
クスを選択し、 ［削除］ をクリ ックします。

ツリー ・ ビューでのディスク ・ ベースの
スト レージ ・ デバイスの管理
このセクシ ョ ンには、 以下のトピックが含まれています。

• ディスク ・ デバイス詳細の表示

• ディスク ・ ベースのスト レージ ・ デバイスのステータスの確認

• ディスク ・ ベースのスト レージ ・ デバイスのステータスの変更

• ディスクベースのスト レージ ・ デバイスのスト レージ ・ プロパティの設定

• ディスク ・ ベースのスト レージ ・ デバイスのスキャン

• ディスク ・ ベースのスト レージ ・ デバイスの削除

ディスク ・ デバイス詳細の表示
［デバイス管理］ ページには、 NetVault サーバーに追加されたすべてのデバイスが表示されます。 現在のデバイ
スのステータスは、 以下のアイコンが表されています。

メモ ： 使用されていないデバイスの削除には、 ［強制削除］ オプシ ョ ンを使用します。 ただし、 デバイスは 
NetVault サーバと引き続き通信を試行する場合があります。

表84. デバイスのステータス・アイコン

ステータス ・ イ
ンジケータ

説明

緑 デバイスはオンラインで、 使用可能です。

黄 デバイスは使用中です。 NetVault はデバイスを検出できますが、 バックアップまたはリスト
ア ・ ジ ョ ブのためにそれにアクセスできません。

赤 デバイスは現在オフラインです。 NetVault はデバイスを検出できますが、 バックアップまた
はリストア ・ ジ ョ ブのためにそれにアクセスできません。

赤い × 印 デバイスは使用不可です （SCSI ケーブルが接続されていない、 デバイスが取り外されてい
る、 またはその他の理由によります）。 NetVault は、 このデバイスを検出できません。
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ディスク ・ デバイス詳細を表示するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。 ツリー ・ ビューを選択します。

2 特定のデバイスの詳細を表示するには、 対応するデバイスをクリ ックし、 ［ステータス］ をクリ ックしま
す。

3 デバイス ・ ステータスのダイアログ ・ ボックスには、 以下の詳細が含まれます。

DR Series システムおよび Data Domain システム ：

▪ ［アクテ ィ ビテ ィ］

▫ 名前 ： ス ト レージ ・ デバイス名。 この名前はデバイスのコンテナ名、 および DNS 名また
は IP アドレスに基づいて命名されます。

▫ ステータス ： デバイスのステータス。 ［AVAILABLE］ は、 そのデバイスがバックアップお
よびリストアに使用できることを表します。 ［オフライン］ は、 そのデバイスが使用不可
で、 バックアップまたはリストアに使用できないことを表します。

▫ スト リーム ・ カウン ト ： 現在 DR Series システムまたは Data Domain システムに送信され
ている要素または NetVault セグメン トの数です。

▫ このサーバーからのデバイスに関する要求 ： DR Series システムまたは Data Domain シス
テムを使用するメディア ・ マネージャ ・バッチ ・ タスク数。 バッチ ・ タスクは、 デバイス
に接続されているインデックスのバックアップ、 リス トア、 スキャン、 またはロードの各
スト リームに関連しています。 単一のジ ョブは、 デバイスに対して複数の要求を取得でき
ます。 たとえば、 1 つのマルチチャネル ・ データ ・ コピーまたは Exchange バックアップ
において、 デバイスに対する同時クレームを実行することができます。

▫ 送信 （MB/ 秒） ： DR Series システムまたは Data Domain システムから NetVault に送信さ
れているすべてのスト リーム （つまり、 NetVault リス トア ・ ジ ョ ブが実行中の場合） の 1
秒あたりの合計メガバイ ト数 （Mbps） です。

▫ 受信 （MB/ 秒） ： DR Series システムに送信されているすべてのスト リーム （つまり、
NetVault バックアップ ・ ジ ョ ブが実行された場合） の合計 Mbps です。

▪ Device

▫ 名前 ： ス ト レージ ・ デバイス名。 この名前はデバイスのコンテナ名、 および DNS 名また
は IP アドレスに基づいて命名されます。

▫ 詳細 ： DR OS のバージ ョ ンとクライアン ト RDA API のバージ ョ ン。 

または

Data Domain OSおよびClient DD Boost APIのバージョン。

NetVault SmartDisk デバイス ：

▪ ［アクテ ィ ビテ ィ］

▫ 名前 ： ス ト レージ ・ デバイス名。 この名前はデバイスのホスト名と IP アドレスに基づいて
命名されます。 

▫ ステータス ： デバイスのステータス。 ［AVAILABLE］ は、 そのデバイスがバックアップお
よびリストアに使用できることを表します。 ［オフライン］ は、 そのデバイスが使用不可
で、 バックアップまたはリストアに使用できないことを表します。

▫ スト リーム ・ カウン ト ： 現在 NetVault SmartDisk にスト リームされているエレメン トまた
は NetVault セグメン トの数です。

▫ このサーバーからのデバイスに関する要求 ： NetVault SmartDisk デバイスを使用するメ
ディア ・ マネージャ ・バッチ ・ タスク数。 バッチ ・ タスクは、 デバイスに接続されている
インデックスのバックアップ、 リス トア、 スキャン、 またはロードの各スト リームに関連
しています。 単一のジ ョブは、 デバイスに対して複数の要求を取得できます。 たとえば、
1 つのマルチチャネル ・ データ ・ コピーまたは Exchange バックアップにおいて、 デバイ
スに対する同時クレームを実行することができます。

メモ ： 複数の NetVault サーバーに DR Series システムを追加した場合、 ［アクテ ィ ビテ ィ］
タブにはすべてのサーバーの累積転送統計情報が表示されます。
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▫ 送信 （MB/ 秒） ： NetVault SmartDisk デバイスから NetVault に送信されているすべてのス
ト リーム （つまり、 NetVault リス トア ・ ジ ョ ブが実行中の場合） の 1 秒あたりの合計メガ
バイ ト数 （Mbps） です。

▫ 受信 （MB/ 秒） ： NetVault SmartDisk デバイスに送信されているすべてのスト リーム （つま
り、 NetVault バックアップ ・ ジ ョ ブが実行された場合） の合計 Mbps です。

▫ 重複排除中のアイテム ：現在重複排除されている要素または NetVault セグメン トの数です。

▫ 重複排除キュー長 ： 重複排除されるのを待機している要素または NetVault セグメン トの現
在の数です。

▫ ガーベッジ ・ コレクシ ョ ン状態 ： ガーベッジ ・ コレクシ ョ ンの現在のフェーズ。 

▪ ［ス ト レージ］

▫ 保護データ ：現在 NetVault SmartDisk デバイスによって保護されているデータの合計量で
す。

▫ 重複排除化データ ： 重複排除処理を行うために送信されたデータの合計量です。

▫ 重複排除化データのディスク使用容量 ： 重複排除化データによって使用されているディス
ク容量です。 この値には、 チャンク ・ ス トア、 チャンク ・ インデックス、 マニフェス トに
よって消費されている容量が含まれます。

▫ 重複排除率 ： 重複排除率は、 以下のように計算されます。

重複排除率 = 重複排除されたデータ / 重複排除データが使用していたディスク

▫ ステージング中のデータ ： ステージング ・ ス トアに保存されているデータの量です。

▫ 利用可能容量 ： ス ト レージ ・ デバイスで利用できるディスク領域の合計。 

このオプシ ョ ンを選択すると、 deny または favor の設定に関係な く、 設定されているすべ
てのスト レージ ・ ボリュームで利用できる合計ディスク領域が表示されます。 この値には、
ガーベッジ ・ コレクシ ョ ンに確保した空き容量や LRT （Last Resort Threshold） は含まれ
ません。

▫ ステージング ・ ステータス ： ステージング ・ ス トアの現在のステータス。 以下のいずれか
を指定できます。

- 空き領域：ステージング・ストアへの書き込みが可能です。

- フル：ステージング・ストアがいっぱいで、これ以上書き込める空き容量がありま
せん。

- 利用不可：ディスク・インデックスを使用できません。

- ライセンスなし：NetVault SmartDiskのライセンスが、取得されていない、期限切
れ、または制限を超過しています。

- なし：ステータスが不明です。

▫ 利用可能なステージング空き容量 ： 構成されているスト レージ ・ ボリューム全体に対して
NetVault SmartDisk デバイスが使用でき、 ステージングに対して deny が設定されていない
合計空き容量です。 この値には、 ガーベッジ ・ コレクシ ョ ンに確保した空き容量や LRT は
含まれません。

▫ スト レージ ・ ステータス ： ス ト レージ ・ スペースのステータスです。 以下のいずれかを指
定できます。

- 空き領域：重複排除およびリハイドレーションに使用できる空きストレージがあり
ます。

- フル：ストレージがいっぱいで、これ以上データの重複排除に使用できる容量があ
りません。

- 利用不可：チャンク・インデックスを使用できません。データの重複排除またはリ
ハイドレーションは使用できません。

- ライセンスなし：NetVault SmartDiskのライセンスが、取得されていない、期限切
れ、または制限を超過しています。

- なし：ステータスが不明です。
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▫ 利用可能なスト レージ空き容量 ： 構成されているスト レージ ・ ボリューム全体に対して
NetVault SmartDisk デバイスが使用でき、 ス ト レージに対して deny が設定されていない合
計空き容量です。 この値には、 ガーベッジ ・ コレクシ ョ ンに確保した空き容量や LRT は含
まれません。

▫ ライセンス ： 現在 NetVault SmartDisk デバイスによってライセンスされている保護対象の
容量です。

▪ Device

▫ 名前 ： ホスト名と IP アドレスから自動的に引き継がれる NetVault SmartDisk デバイスの
名前です。

▫ マシン ID ： NetVault SmartDisk の製品ライセンスキーの取得が必要な NetVault SmartDisk 
インスタンスのマシン ID です。

▫ バージ ョ ン ： デバイスのバージ ョ ン番号。

▫ ライセンス ・ タイプ ： 使用されているライセンス ・ タイプ。

▫ ライセンスの有効期限 ： ライセンスの有効期限。

▫ 重複排除ライセンス済み ：重複排除オプシ ョ ンがライセンスされているかどうか。

4 ［OK］ をク リ ックします。

ディスク ・ ベースのスト レージ ・ デバイスのス
テータスの確認

オフライン ・ デバイスのステータスを確認するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。

2 デバイスのリストからデバイスを探して、 クリ ックします。 

3 ［確認］ をクリ ックします。

デバイスが動作している場合は、 ステータスが 「使用可能」 に変わります。

ディスク ・ ベースのスト レージ ・ デバイスのス
テータスの変更

ステータスをオンラインまたはオフラインに変更するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。

2 デバイスのリストからデバイスを探して、 クリ ックします。 

3 デバイスがオフラインの場合、 ［オンライン］ をクリ ックしてオンラインに戻せます。

4 デバイスがオンラインの場合、 ［オフライン］ をクリ ックしてオフラインにできます。

［オフライン］ 方式を実行すると、 デバイスがオフラインとしてマークされ、 NetVault で利用できな く な

ります。 この方式を実行しても、 システムは物理的にはオフラインになりません。
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ディスクベースのスト レージ ・ デバイスのスト
レージ ・ プロパティの設定

ストレージ ・ プロパティ を設定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。

2 デバイスのリストからデバイスを探して、 クリ ックします。 

3 ［プロパティ］ をクリ ックします。

4 ［ス ト レージ ・ プロパティ］ ウィ ンドウに、 グループ ・ ラベルを入力します。

5 ［OK］ をク リ ックします。

ディスク ・ ベースのスト レージ ・ デバイスのス
キャン
［スキャン］ を使用して、 ディスクベースのストレージデバイスに保存されているすべてのバックアップを照会し、
指定された NetVault サーバのデータベースにインデックスされていないバックアップをインポートできます。 

バックアップをデータベースにインポートするには、 NetVault サーバーの NetVault マシン名を、 バックアップ
を実行した元のサーバーと同じにする必要があります。 バックアップのスキャンに要する時間は、 インポートす
るバックアップ数およびバックアップ ・ インデックスのサイズによって異なります。

同じまたは以前のバージ ョ ンの NetVault で生成されたインデックスをスキャンできます。 サーバーが同じイン
デックス ・バージ ョ ンを使用していない場合、 以前のバージ ョ ンのサーバーでより新しいバージ ョ ンの NetVault
で生成されたインデックスはスキャンできません。 インデックス ・バージ ョ ンがサポート されていない場合は、
インデックスはインポート されず、 メ ッセージがログに生成されます。

ディスクベースのスト レージ ・ デバイスをスキャンするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。 デバイスのリストからデバイスを探
して、 クリ ックします。 

または、 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ス ト レージの調査］ をクリ ックします。 ［ディスク ・ ス ト レージ
の調査］ をクリ ックして、 リポジト リ ・ テーブルからデバイスを選択します。 

2 ［スキャン］ をクリ ックします。

3 確認ダイアログ ・ ボックスで、 ［OK］ をク リ ックします。

ディスク ・ ベースのスト レージ ・ デバイスの削除
次の手順を使用して、 不要になったディスク ・ ベースのスト レージ ・ デバイスを削除できます。

デバイスを削除しても、 デバイスに保管されているバックアップは削除されません。 そのデバイスを同じまたは
別の NetVault サーバーに追加して、 そのバックアップを使用できます。 デバイスを別のサーバーに追加する場
合、 保管されているバックアップを使用するためには、 デバイスをスキャンする必要があります。 

重要 ： ディスク ・ ベースのストレージ ・ デバイス （DR Series システム、 NetVault SmartDisk、 または Data 
Domain システムなど） に保管されているバックアップがリタイアした場合、 そのバックアップはデバイス

から削除されます。 デバイスをスキャンして、 削除されたバックアップをインポートすることはできません。

メモ ： DR Series システムに保管されているバックアップが標準外のブロック ・ サイズを使用して
バックアップされたものである場合、 スキャン ・ プロセスは、 デバイスからそのバックアップのイ
ンデックスを読み取れません。 このようなバックアップのインデックスをインポートするには、
mediamgr.cfg ファイルに代わりのインデックス読み取りブロック ・ サイズを設定します。 詳細は、
「Quest DR Series システムの代替インデックス読み取りブロック ・ サイズの設定」 を参照して くだ
さい。
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ディスクベースのスト レージ ・ デバイスを削除するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。

2 デバイスのリストからデバイスを探して、 クリ ックします。

3 ［削除］ をクリ ックします。 確認ダイアログ ・ ボックスで、 ［OK］ をク リ ックします。

4 NetVault がデバイスを削除できない場合は、 確認ダイアログで ［強制削除］ チェ ックボックスを選択し、
［OK］ をク リ ックします。

Snapshot Array Manager の管理
このセクシ ョ ンには、 以下のトピックが含まれています。

• Snapshot Array Manager の設定の変更

• Snapshot Array Manager のユーザー認証情報の変更

• Snapshot Array Manager のステータスの変更

• Snapshot Array Manager の削除

Snapshot Array Manager の設定の変更

Snapshot Array Manager の設定を変更するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。

2 デバイスのリストで Snapshot Array Manager を探し、 対応する ［デバイス管理］ アイコン （ ） をク
リ ックします。

3 ［Snapshot Array Manager 管理］ ページで、 必要な設定を変更します。

4 ［保存］ をクリ ックして設定を保存します。

メモ ： 使用されていないデバイスの削除には、 ［強制削除］ オプシ ョ ンを使用します。 ただし、 デバイスは 
NetVault サーバと引き続き通信を試行する場合があります。

表 85. Snapshot Array Manager の設定の変更

オプシ ョ ン 説明

デバイスの表示名 Enterprise Manager の表示名を指定します。

Array Manager のタイプ Array Manager を追加した後に Array Manager のタイプを変更することは
できません。

ネッ トワーク名 /IP アドレ
ス

Enterprise Manager の完全修飾ド メイン名 （FQDN） または IP アドレスが
表示されます。

ネッ トワーク ・ ポート デフォルトでは、 Enterprise Manager は、 ポート番号 3033 を使用して、
すべてのクライアン トからの通信を受信します。

Enterprise Manager で Web サーバーのポートを変更した場合は、 ポート番
号を指定します。

ユーザー名 ユーザー名が表示されます。 ユーザー ・ アカウン ト を変更するには、 ［認証
情報の変更］ ボタンを使用します。

ステータス ステータス ・ アイコンとデバイス ・ ステータス （オンライン、 オフライン、
または使用不可） が表示されます。 ステータスを変更するには、 ［オンライ
ンとしてマーク］ または ［オフラインとしてマーク］ をクリ ックします。
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Snapshot Array Manager のユーザー認証情報の

変更

Snapshot Array Manager のユーザー認証情報を変更するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。

2 デバイスのリストで Snapshot Array Manager を探し、 対応する ［デバイス管理］ アイコン （ ） をク
リ ックします。

3 ［Snapshot Array Manager 管理］ ページで、 ［認証情報の変更］ をクリ ックします。 ［Snapshot Array 
Manager の認証情報の変更］ ページで、 以下の詳細を指定します。

4 ［保存］ をクリ ックしてユーザー認証情報を保存します。

Snapshot Array Manager のステータスの変更

ステータスをオンラインまたはオフラインに変更するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。

2 デバイスのリストで Snapshot Array Manager を探し、 対応する ［デバイス管理］ アイコン （ ） をク
リ ックします。

3 ［Snapshot Array Manager 管理］ ページで、 ［オンラインとしてマーク］ または ［オフラインとして
マーク］ をクリ ックします。

▪ Snapshot Array Manager がオフラインの場合、 ［オンラインとしてマーク］ をクリ ックしてオン
ラインに戻せます。

▪ Snapshot Array Manager がオンラインの場合、 ［オフラインとしてマーク］ をクリ ックしてオフ
ラインにできます。

［オフライン］ 方式を実行すると、 Snapshot Array Manager がオフラインとしてマークされ、

NetVault で利用できな く なります。 この方式を実行しても、 システムは物理的にはオフラインに

なりません。

Snapshot Array Manager の削除

Snapshot Array Manager を削除するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。

2 デバイスのリストで Snapshot Array Manager を探し、 対応する ［デバイス管理］ アイコン （ ） をク
リ ックします。

3 ［削除］ をクリ ックして、 確認のダイアログ ・ ボックスで ［OK］ をク リ ックします。

表 86. Snapshot Array Manager の認証情報の変更

オプシ ョ ン 説明

ユーザー名 Enterprise Manager へのログオンに使用するユーザー ・ アカウン ト を指定
します。

新しいパスワード ユーザー ・ アカウン トの新しいパスワードを指定します。

パスワードの確認 確認のためパスワードを再入力します。
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リス ト ・ ビューでのテープ ・ ライブラリ
の管理
このセクシ ョ ンには、 以下のトピックが含まれています。

• テープ ・ ライブラリ詳細の表示

• ライブラリ ・ ドアのオープンとクローズ

• 入口 / 出口ポートの開閉

• テープの入口 / 出口ポートからのアンロードまたはインポート

• テープの入口 / 出口ポートへのエクスポート

• ACSLS ライブラリまたは NDMP ライブラリの再起動

• シャ ドウ ・ テープのインポート （NetApp VTL）

• テープ ・ ライブラリの削除

テープ ・ ライブラリ詳細の表示

テープ ・ ライブラリ詳細を表示するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。

［デバイス管理］ ページでは、 NetVault サーバに追加されたスト レージデバイスのリスト を参照できま

す。 デバイスのステータスは、 以下のアイコンを使って示されます。

2 特定のテープ ・ ライブラリの詳細を表示するには、 対応する ［ライブラリの管理］ アイコン （ ） をク
リ ックします。 

3 ［テープ ・ ライブラリ管理］ ページでは、 以下の詳細情報を参照できます。

▪ ライブラリ詳細 ： この領域には以下の情報が表示されます。

▫ 名前 ： ライブラリ名。

▫ ベンダー ： ベンダー名。

▫ 製品 ： ライブラリ ・ タイプ。

▫ ド ライブ ： ド ライブ数。

▫ スロッ ト ： スロッ ト数。

▫ クライアン ト ： デバイスが接続されているクライアン ト。

▫ ［ステータス］ ： デバイスのステータス （オンラインまたはオフライン）。

▫ アクテ ィビテ ィ ： デバイスまたはドアのステータス。

▫ ドア ： ドアのステータス （オープンまたはクローズ）。

表 87. デバイスのステータス ・ アイコン

アイコ
ン

説明

デバイスはオンラインで、 使用可能です。

デバイスはオフラインです。 NetVault はデバイスを検出できますが、 バックアップまたはリス
トア ・ ジ ョ ブのためにそれにアクセスできません。

デバイスは利用できません。 NetVault はデバイスを検出できません。
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▪ ［ド ライブ］ テーブル ： ［ド ライブ］ テーブルには、 ライブラリのすべてのテープ ・ ド ライブが一
覧表示されます。 これには、 以下の情報が表示されます。

▫ ［ステータス］ アイコン ： ［ド ライブ ・ ステータス］ アイコン。

▫ ベイ ： ド ライブ ・ ベイ番号。

▫ 名前 ： ド ライブ名。

▫ ［ステータス］ ： ド ライブのステータス （オンラインまたはオフライン）。

▫ アクテ ィビテ ィ ： アイ ドルまたは書き込み中。

▫ コンテンツ ： ド ライブにロード されているテープのラベル。 ド ライブにテープが含まれて
いない場合、 列に ［アンロード済み］ と表示されます。 

4 ライブラリ関連のタスクを実施するには、 ［操作］ パネルで目的のボタンをクリ ックします。 または ［ナ
ビゲーシ ョ ン］ パネルのリンクをクリ ックして、 別のページを開きます。

ライブラリ ・ ドアのオープンとクローズ
ライブラリ ・ ドアを開く前に、 WebUI から ［ドアを開く ］ コマンドを実行する必要があります。 NetVault によ
りライブラリ ・ ドアにソフ トウェア ・ ロックがかけられ、 ［ドアを開く ］ コマンドを実行しないと ドアは開けら
れな く なります。 このコマンドを実行しないと、 テープがいつ追加、 削除、 再編成されるかを NetVault が認識
できないため、 存在しないメディアをロード しよう とすることがあります。

WebUI からライブラリ ・ ドアを開くには

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。 

2 デバイスのリストで、 アイコン （ ） をクリ ックしてライブラリを探し、 対応する ［ライブラリの管理］

アイコン （ ） をクリ ックします。 

3 ［テープ ・ ライブラリ管理］ ページで、 ［ドアを開く ］ をクリ ックします。

ドアを開く とライブラリはオフラインになります。

4 オンラインに戻すには、 ［ドアを閉じる］ をクリ ックします。

入口 / 出口ポートの開閉

入口 / 出口ポートを開閉するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。

2 デバイスのリストでアイコン （ ） をクリ ックしてライブラリを開き、 ［ポート］ リンクまたは対応する
［ポートの管理］ ボタンをクリ ックしてスロッ トブラウザを開きます。

3 入口 / 出口ポートを開くには、 ［ポート］ テーブルでポート を選択して、 ［ポート を開く ］ をクリ ックしま
す。

［ポート を開く ］ コマンドを実行すると、 NetVault はライブラリにソフ トウェア ・ ロックをかけて、 これ

からポート ・ ドアが開く ことを認識します。

4 テープを配置後ポートを閉めるには、 ［ポート を閉じる］ を選択します。 クリーニング ・ テープをポート
に配置した場合は、 ［ク リーニング ・ メディアを使用してポート を閉じる］ を選択します。

［ポート を閉じる］ コマンドを実行すると、 NetVault はポート ドアが物理的に閉じられたことを認識して、

ライブラリに対するロックを解除します。
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テープの入口 / 出口ポートからのアンロードまた

はインポート

入口 / 出口ポートからテープをアンロードするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。

2 デバイスのリストでアイコン （ ） をクリ ックしてライブラリを開き、 ［ポート］ リンクまたは対応する
［ポートの管理］ ボタンをクリ ックしてスロッ トブラウザを開きます。

3 ［ポート］ テーブルで、 テープがあるスロッ ト を選択して、 ［ポートからアンロード］ をクリ ックします。

ド ライブまたはスロッ トにテープが移動します。

▪ NetVault データベースにメディア ・バーコードが登録されている場合、 テープは空きスロッ トに
ロード されます。

▪ テープにバーコードがないか、 NetVault データベースにバーコード情報が登録されていない場合、
テープはドライブにロード され、 ヘッダーが読み取られます。

テープの入口 / 出口ポートへのエクスポート

入口 / 出口ポートにテープをエクスポートするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。

2 デバイスのリストでアイコン （ ） をクリ ックしてテープを含むライブラリを開き、 ［スロッ ト］ リンク
または対応する ［スロッ トの管理］ ボタンをクリ ックしてスロッ トブラウザを開きます。

3 ［スロッ ト］ テーブルから、 適切なスロッ ト を選択して、 ［エクスポート］ をクリ ックします。

入口 / 出口ポートにテープをエクスポートする要求を送信すると、 WebUI で ［ポート ・ ブラウザ］ ペー

ジが開きます。 ［ポート］ テーブルで、 エクスポート されるテープを確認できます。

4 ［ポート］ テーブルでテープを選択し、 ［ポート を開く ］ をクリ ックします。

［ポート を開く ］ コマンドを実行すると、 NetVault はライブラリにソフ トウェア ・ ロックをかけて、 これ

からポート ・ ドアが開く ことを認識します。

5 ポート ・ ドアを物理的に開き、 入口 / 出口ポートからテープを取り出して、 ポート ・ ドアを閉めます。 こ
れらの手順についての詳細は、 デバイスのマニュアルを参照して ください。

6 ［スロッ ト ・ ブラウザ］ ページで、 ［ドアを閉じる］ をクリ ックします。 

［ドアを閉じる］ コマンドを実行すると、 NetVault はポート ドアが物理的に閉じられたことを認識して、

ライブラリに対するロックを解除します。

ACSLS ライブラリまたは NDMP ライブラリの再

起動
ACSLS または NDMP ライブラリでネッ トワーク上の問題が発生する場合は、 以下の手順に従ってライブラリを
再起動します。 ［再起動］ 方式は、 ネッ トワークおよびソケッ ト接続を削除することで再起動し、 ライブラリを
再度追加します。

ACSLS または NDMP ライブラリを再起動するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。
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2 デバイスのリストで、 アイコン （ ） をクリ ックしてライブラリを探し、 対応する ［ライブラリの管理］

アイコン （ ） をクリ ックします。 

3 ［テープ ・ ライブラリ管理］ ページで、 ［再起動］ をクリ ックします。

4 確認ダイアログ ・ ボックスで、 ［OK］ をク リ ックします。

シャ ドウ ・ テープのインポート （NetApp VTL）
NetApp VTL のシャ ドウ ・ テープ ・ オプシ ョ ンにより、 物理テープを取得することな く、 可能であればいつでも
シャ ドウ ・ テープ ・ プールから迅速にテープをインポートすることができます。 

シャ ドウ ・ テープを使用する場合、 以下の操作を実行する必要があります。

• 仮想テープが含まれるファイラーとライブラリに ［シャドウ ・ テープの有効化］ オプションを設定します。
シャドウ ・ テープの有効化についての詳細は、 関連する NetApp VTL のドキュメン トを参照して ください。 

• NetVault で、 仮想テープのデフォルト ラベルとしてバーコードを選択します。 NetVault では、 このメディア

のラベル方法が完全に機能している必要があります。 バーコードをデフォルト ・ ラベルとして使用するに
は、 ［メディア ・ マネージャの設定］ ダイアログ ・ ボックスの ［バーコードをラベルとして使用する］
チェ ック ・ ボックスを選択します。 詳細は、 「メディア ・ マネージャの一般設定」 を参照して ください。

シャ ドウ ・ テープが有効化されていると、 仮想テープが物理テープへエクスポート されると常に仮想テープは
シャ ドウ ・ テープ ・ プールに移動します。 バックアップ ・ アプリケーシ ョ ンからシャ ドウ ・ テープ ・ プールは見
えず、 仮想ライブラリの一部としては記載されません。 しかし、 後ほど物理テープがインポート されると、 すば
やく アクセスして利用することができます。 また、 物理テープがオフサイ トに保管されている、 または利用でき
ない場合も、 読み取りに利用できます。

NetApp VTL は、 シャ ドウ ・ テープが使用する領域を管理します。 また、 新しいバックアップ ・ データ用に領域
が必要になった場合は、 シャ ドウ ・ テープを削除することができます。 管理者は、 シャ ドウ ・ テープの保持期間
を設定することができます。 まだ保持期間を過ぎていない場合、 NetApp VTL はシャ ドウ ・ テープを削除する前
に通知を送信します。

以下の点に注意します。

• シャ ドウ ・ テープは読み取り専用の仮想テープに変換されるため、 シャ ドウ ・ テープのメディア要求は
リストアまたは複製タスクのみに使用することができます。

• NetVault データベース内にシャ ドウ ・ テープ ・ メディアの永久記録は作成されません。 データベースに

は実際のメディアの詳細のみが保管されます。 シャ ドウ ・ テープ属性は、 シャ ドウ ・ テープとしてライ
ブラリにインポート される際に、 メディアに関連付けられます。 したがって、 NetVault を停止または再

起動する前に、 すべてのシャ ドウ ・ メディアのエクスポートが必要です。 メディアをエクスポート しな
いと、 メディアのシャ ドウ属性は失われ、 読み取り専用アイテムに変換されます。 同じ理由から、 シャ
ドウ ・ テープのエクスポート もライブラリのドアが開く前に実行する必要があります。

• シャ ドウ ・ テープ ・ プールで何も使用できない、 またはシャ ドウ ・ テープ ・ オプシ ョ ンがデバイスでサ
ポート されていない場合にメディアをインポートすると、 エラー ・ メ ッセージが表示されます。

仮想テープをインポートするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。

2 デバイスのリストで、 アイコン （ ） をクリ ックしてライブラリを探し、 対応する ［ライブラリの管理］

アイコン （ ） をクリ ックします。 

3 ［テープ ・ ライブラリ管理］ ページで、 ［メディアのインポート］ をクリ ックします。

4 ［メディア ・ バーコード］ リス トでインポートするテープのバーコードを選択または入力します。 

5 ［インポート］ をクリ ックします。

要求されたテープが、 シャ ドウ ・ テープ ・ プールまたは物理ライブラリから メディア ・ チェンジャへイ
ンポート されます。 シャ ドウ ・ テープと物理テープの両方を利用できる場合、 シャ ドウ ・ テープは読み
取り専用の仮想テープに変換され、 入口 / 出口ポートへインポート されます。 物理テープのみが使用可能

な場合は、 物理テープから仮想テープが作成され、 入口 / 出口ポートへインポート されます。
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テープ ・ ライブラリの削除
次の手順を使用して、 不要になったテープ ・ ライブラリを削除できます。

テープ ・ ライブラリを削除する場合、 NetVault データベースからメディア情報は削除されません。 メディアはそ
のメディア ・ タイプをサポートするその他の任意のライブラリで使用できます。 同じ NetVault ド メイン内でメ
ディアを使用する場合、 スキャンは不要です。 別の NetVault ド メインの場合、 バックアップにアクセスするに
はメディアのスキャンが必要です。

テープ ・ ライブラリを削除するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。

2 デバイスのリストで、 アイコン （ ） をクリ ックしてライブラリを探し、 対応する ［ライブラリの管理］

アイコン （ ） をクリ ックします。 

3 ［テープ ・ ライブラリ管理］ ページで ［削除］ をクリ ックして、 確認のダイアログ ・ ボックスで ［OK］
をク リ ックします。

ツリー ・ ビューでのテープ ・ ライブラリ
の管理
このセクシ ョ ンには、 以下のトピックが含まれています。

• テープ ・ ライブラリ詳細の表示

• ライブラリの変更

• デバイス表示タイプの変更

• ライブラリ ・ ドアのオープンとクローズ

• 入口 / 出口ポートの開閉

• テープの入口 / 出口ポートからのアンロードまたはインポート

• テープの入口 / 出口ポートへのエクスポート

• ACSLS ライブラリまたは NDMP ライブラリの再起動

• シャ ドウ ・ テープのインポート （NetApp VTL）

• テープ ・ ライブラリの削除

テープ ・ ライブラリ詳細の表示
［デバイス管理］ ページには、 NetVault サーバーに追加されたすべてのデバイスが表示されます。 現在のデバイ
スのステータスは、 以下のアイコンが表されています。

表88. デバイスのステータス・アイコン

ステータス ・
インジケータ

説明

緑 デバイスはオンラインで、 使用可能です。

黄 デバイスは使用中です。 NetVault はデバイスを検出できますが、 バックアップまたはリスト
ア ・ ジ ョ ブのためにそれにアクセスできません。
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デバイスのステータスとパフォーマンス統計情報を表示するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。 ツリー ・ ビューを選択します。

2 特定のデバイスの詳細を表示するには、 対応するライブラリをクリ ックし、 ［ステータス］ をクリ ックし
ます。

3 ライブラリ ・ ステータスのダイアログ ・ ボックスの ［詳細］ タブには、 以下の情報が含まれます。

▪ 名前 ： ライブラリ名。

▪ マシン ： マシン名。

▪ ステータス ： デバイスのステータス （オンラインまたはオフライン）。

4 ［OK］ をク リ ックして ［詳細］ ダイアログ ・ ボックスを閉じます。

ライブラリの変更

ライブラリを変更するには、 以下の手順に従います。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。 ツリー ・ ビューを選択します。

2 該当するライブラリをクリ ックして、 ［変更］ をクリ ックします。

3 ［デバイスの編集］ ページが表示されます。 このページには、 ［ライブラリ設定］ 領域と ［選択されたド
ライブ］ 領域が表示されます。 ［ド ライブの表示］ タブをクリ ックすると、 ［ド ライブ選択］ 領域が表示
されます。

4 ［ライブラリ設定］ 領域で、 該当するライブラリをクリ ックすると、 ［選択されたドライブ］ 領域にライ
ブラリの画像、 タイプ、 および詳細が表示されます。 ［選択されたドライブ］ 領域には、 選択されたベイ
の最初のドライブの詳細が表示されます。

5 ライブラリをクリ ックして、 次に ［設定］ をクリ ックします。 以下のタブのパラメータを設定します。

赤 デバイスは現在オフラインです。 NetVault はデバイスを検出できますが、 バックアップまた
はリストア ・ ジ ョ ブのためにそれにアクセスできません。

赤い × 印 デバイスは使用不可です （SCSI ケーブルが接続されていない、 デバイスが取り外されてい
る、 またはその他の理由によります）。 NetVault は、 このデバイスを検出できません。

オプシ ョ ン ・ タブ 説明

設定 これらの設定についての詳細は、 「テープ ・ ライブラリの一般設定」 を参照
して ください。

クリーニング これらの設定についての詳細は、 「ド ライブ ・ ク リーニングの設定」 を参照
して ください。

Entry/Exit Ports 入口 / 出口ポートの必要なオプシ ョンを選択します。

混在メディア これらの設定についての詳細は、 「混在メディアの設定」 を参照して くださ
い。

SCSI 設定 さまざまなタイプの SCSI コマンドのデフォルト ・ タイムアウト値はゼロ
に設定されており、 以下の間隔に対応しています。

• 高速 SCSI コマンド  － 300 秒

• 低速 SCSI コマンド  － 900 秒

• 超低速 SCSI コマンド  － 3 時間

指定間隔内にコマンド実行が完了しない場合は、 エラーがログ記録されま
す。 Quest サポートの担当者から指示された場合を除き、 SCSI コマンドの
デフォルト ・ タイムアウトは変更しないで ください。

表88. デバイスのステータス・アイコン

ステータス ・
インジケータ

説明



Quest NetVault 13.1.2 アドミニストレーターズ・ガイド

ストレージ・デバイスの管理
244

6 ［OK］ をク リ ックして ［設定］ ダイアログ ・ ボックスを閉じます。

7 ［保存］ をクリ ックします。

デバイス表示タイプの変更
NetVault には 2 つのデバイス表示タイプが用意されています。

• 物理ビュー ： これがデフォルトの表示タイプです。 このビューには、 ライブラリの実際の構造が表示さ
れ、 すべてのドライブ、 スロッ ト、 Entry/Exit ポートが含まれます。 メディアはライブラリの現在の場所

に表示されます。

• 論理ビュー ： ライブラリに挿入されている実際のメディアを中心とした表示です。 デバイス ・ ツリーは、
［ド ライブ］ と ［メディア］ の 2 つのフォルダで構成されています。 ライブラリ と ド ライブはドライブに

従ってグループ化され、 メディアはグループ ・ ラベルに従ってグループ化されています。

デバイス表示タイプを変更するためには、 以下の手順に従います。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。

2 ［表示変更］ をクリ ックします。

3 NetVault は、 物理ビューから論理ビュー、 または論理ビューから物理ビューに変更され、 メ ッセージが
表示されます。 

ライブラリ ・ ドアのオープンとクローズ
ライブラリ ・ ドアを開く前に、 WebUI から ［ドアを開く ］ コマンドを実行する必要があります。 NetVault によ
りライブラリ ・ ドアにソフ トウェア ・ ロックがかけられ、 ［ドアを開く ］ コマンドを実行しないと ドアは開けら
れな く なります。 このコマンドを実行しないと、 テープがいつ追加、 削除、 再編成されるかを NetVault が認識
できないため、 存在しないメディアをロード しよう とすることがあります。

WebUI からライブラリ ・ ドアを開くには

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。 

2 デバイスのリストで該当するライブラリをクリ ックします。 ［ドアを開く ］ をクリ ックします。 

ドアを開く とライブラリはオフラインになります。

3 オンラインに戻すには、 ライブラリをクリ ックして、 ［ドアを閉じる］ をクリ ックします。

入口 / 出口ポートの開閉

Entry/Exit ポート を開く または閉じるには、 以下の手順に従います。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。

2 デバイスのリストで該当するライブラリをクリ ックします。 ［Entry/Exit ポートを開く］ をクリ ックします。

3 メディアを配置後、 ポート を閉めるには、 ［Entry/Exit ポート を閉める］ を選択します。 ポートにクリー
ニング ・ メディアを配置した場合は、 ［Entry/Exit ポート を閉める （クリーニング･メディア）］ を選択し
て、 メディアをライブラリ内のクリーニング ・ スロッ トに移動します。
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テープの入口 / 出口ポートからのアンロードまた

はインポート

入口 / 出口ポートからテープをアンロードするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。

2 デバイスのリストで該当するライブラリをクリ ックします。

3 テープを含むポート ・ スロッ ト を選択し、 ［アンロード］ をクリ ックします。 

ド ライブまたはスロッ トにテープが移動します。

▪ NetVault データベースにメディア ・バーコードが登録されている場合、 テープは空きスロッ トに
ロード されます。

▪ テープにバーコードがないか、 NetVault データベースにバーコード情報が登録されていない場合、
テープはドライブにロード され、 ヘッダーが読み取られます。

テープの入口 / 出口ポートへのエクスポート

入口 / 出口ポートにテープをエクスポートするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。

2 デバイスのリストで該当するスロッ ト をクリ ックします。 ［エクスポート］ をクリ ックします。

ACSLS ライブラリまたは NDMP ライブラリの再

起動
ACSLS または NDMP ライブラリでネッ トワーク上の問題が発生する場合は、 以下の手順に従ってライブラリを
再起動します。 ［再起動］ 方式は、 ネッ トワークおよびソケッ ト接続を削除することで再起動し、 ライブラリを
再度追加します。

ACSLS または NDMP ライブラリを再起動するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。

2 デバイスのリストで該当するライブラリをクリ ックします。 ［ライブラリの再起動］ をクリ ックします。 

3 確認ダイアログ ・ ボックスで、 ［OK］ をク リ ックします。
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シャ ドウ ・ テープのインポート （NetApp VTL）
NetApp VTL のシャ ドウ ・ テープ ・ オプシ ョ ンにより、 物理テープを取得することな く、 可能であればいつでも
シャ ドウ ・ テープ ・ プールから迅速にテープをインポートすることができます。 

シャ ドウ ・ テープを使用する場合、 以下の操作を実行する必要があります。

• 仮想テープが含まれるファイラーとライブラリに ［シャドウ ・ テープの有効化］ オプションを設定します。
シャドウ ・ テープの有効化についての詳細は、 関連する NetApp VTL のドキュメン トを参照して ください。 

• NetVault で、 仮想テープのデフォルト ラベルとしてバーコードを選択します。 NetVault では、 このメディア

のラベル方法が完全に機能している必要があります。 バーコードをデフォルト ・ ラベルとして使用するに
は、 ［メディア ・ マネージャの設定］ ダイアログ ・ ボックスの ［バーコードをラベルとして使用する］
チェ ック ・ ボックスを選択します。 詳細は、 「メディア ・ マネージャの一般設定」 を参照して ください。

シャ ドウ ・ テープが有効化されていると、 仮想テープが物理テープへエクスポート されると常に仮想テープは
シャ ドウ ・ テープ ・ プールに移動します。 バックアップ ・ アプリケーシ ョ ンからシャ ドウ ・ テープ ・ プールは見
えず、 仮想ライブラリの一部としては記載されません。 しかし、 後ほど物理テープがインポート されると、 すば
やく アクセスして利用することができます。 また、 物理テープがオフサイ トに保管されている、 または利用でき
ない場合も、 読み取りに利用できます。

NetApp VTL は、 シャ ドウ ・ テープが使用する領域を管理します。 また、 新しいバックアップ ・ データ用に領域
が必要になった場合は、 シャ ドウ ・ テープを削除することができます。 管理者は、 シャ ドウ ・ テープの保持期間
を設定することができます。 まだ保持期間を過ぎていない場合、 NetApp VTL はシャ ドウ ・ テープを削除する前
に通知を送信します。

以下の点に注意します。

• シャ ドウ ・ テープは読み取り専用の仮想テープに変換されるため、 シャ ドウ ・ テープのメディア要求は
リストアまたは複製タスクのみに使用することができます。

• NetVault データベース内にシャ ドウ ・ テープ ・ メディアの永久記録は作成されません。 データベースに

は実際のメディアの詳細のみが保管されます。 シャ ドウ ・ テープ属性は、 シャ ドウ ・ テープとしてライ
ブラリにインポート される際に、 メディアに関連付けられます。 したがって、 NetVault を停止または再

起動する前に、 すべてのシャ ドウ ・ メディアのエクスポートが必要です。 メディアをエクスポート しな
いと、 メディアのシャ ドウ属性は失われ、 読み取り専用アイテムに変換されます。 同じ理由から、 シャ
ドウ ・ テープのエクスポート もライブラリのドアが開く前に実行する必要があります。

• シャ ドウ ・ テープ ・ プールで何も使用できない、 またはシャ ドウ ・ テープ ・ オプシ ョ ンがデバイスでサ
ポート されていない場合にメディアをインポートすると、 エラー ・ メ ッセージが表示されます。

仮想テープをインポートするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。

2 デバイスのリストで、 仮想テープを含むライブラリをクリ ックします。

3 ［メディアのインポート］ をクリ ックします。 ［インポートのためにシャ ドウ ・ テープ ・ メディア ・ バー
コードを選択します］ ダイアログ ・ ボックスが表示され、 シャ ドウ ・ テープ ・ プールで使用できるテー
プのメディア ・バーコードのリストが表示されます。

4 ［メディア ・ バーコード］ リス トでインポートするテープのバーコードを選択または入力します。

5 ［OK］ をク リ ックします。

要求されたテープが、 シャ ドウ ・ テープ ・ プールまたは物理ライブラリから メディア ・ チェンジャへイ
ンポート されます。 シャ ドウ ・ テープと物理テープの両方を利用できる場合、 シャ ドウ ・ テープは読み
取り専用の仮想テープに変換され、 入口 / 出口ポートへインポート されます。 物理テープのみが使用可能

な場合は、 物理テープから仮想テープが作成され、 入口 / 出口ポートへインポート されます。

テープ ・ ライブラリの削除
次の手順を使用して、 不要になったテープ ・ ライブラリを削除できます。

テープ ・ ライブラリを削除する場合、 NetVault データベースからメディア情報は削除されません。 メディアはそ
のメディア ・ タイプをサポートするその他の任意のライブラリで使用できます。 同じ NetVault ド メイン内でメ
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ディアを使用する場合、 スキャンは不要です。 別の NetVault ド メインの場合、 バックアップにアクセスするに
はメディアのスキャンが必要です。

テープ ・ ライブラリを削除するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。

2 デバイスのリストで該当するライブラリをクリ ックします。 

3 ［削除］ をクリ ックして、 確認のダイアログ ・ ボックスで ［OK］ をク リ ックします。

リス ト ・ ビューでのテープ ・ ド ライブ
の管理
このセクシ ョ ンには、 以下のトピックが含まれています。

• テープ ・ ド ライブ詳細の表示

• テープ ・ ド ライブのパフォーマンス ・ オプシ ョ ンの設定

• テープ ・ ド ライブのステータスの確認

• テープ ・ ド ライブのステータスの変更

• クリーニング ・ スロッ トの設定

• クリーニング回数オプシ ョ ンの設定

• テープ ・ ド ライブの自動クリーニング ・ オプシ ョ ンの設定

• ド ライブ ・ ク リーニング要求の手動実行

• テープのアンロード

• テープのロード

• テープ ・ ド ライブの削除

テープ ・ ド ライブ詳細の表示

テープ ・ ド ライブ詳細を表示するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。

［デバイス管理］ ページでは、 NetVault サーバに追加されたスト レージデバイスのリスト を参照できま

す。 

2 デバイスのリストでアイコン （ ） をクリ ックしてライブラリを開き、 利用可能なドライブとスロッ ト
を一覧表示します。 ド ライブごとに、 アクテ ィ ビテ ィ とステータス ・ メ ッセージ （たとえば、 アイ ドル、
書き込み、 メディアのロードなど） がページに表示されます。 

デバイスのステータスは、 以下のアイコンを使って示されます。

表 89. デバイスのステータス ・ アイコン

アイコン 説明

デバイスはオンラインで、 使用可能です。

デバイスはオフラインです。 NetVault はデバイスを検出できますが、 バックアップま
たはリストア ・ ジ ョ ブのためにそれにアクセスできません。

デバイスは利用できません。 NetVault はデバイスを検出できません。
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3 特定のテープ ・ ド ライブの詳細を表示するには、 ド ライブまたは対応する ［デバイス管理］ アイコン

（ ） をクリ ックします。 

4 ［テープ ・ ド ライブ管理］ ページでは、 以下の詳細情報を参照できます。

▪ ド ライブ情報 ： ド ライブに関する全般情報が表示されます。 

▫ 名前 ： ド ライブ名。

▫ ベンダー ： ベンダー名。

▫ 製品 ： 製品名。

▫ クライアン ト ： デバイスが接続されているクライアン ト。

▫ シリアル番号 ： ド ライブのシリアル番号。

▫ ステータス ： オンラインまたはオフライン。

▫ コンテンツ ： ド ライブにロード されているテープのラベル。 ド ライブにテープが含まれて
いない場合、 列に ［アンロード済み］ と表示されます。 

▫ オフサイ ト ・ ロケーシ ョ ン ： テープのオフサイ ト ・ ロケーシ ョ ン （指定されている場合）。

▫ ライブラリ ： ライブラリ名。

▫ ベイ ： ド ライブ ・ ベイ番号。

▫ ブロック ・ サイズ ： メディア ・ ブロック ・ サイズ。

▫ バッファ ・ サイズ ： 転送バッファ ・ サイズ。

▫ アクテ ィビテ ィ ： アイ ドルまたは書き込み中。

▪ 統計値 ： ド ライブの使用統計が表示されます。

▫ 総データ書き込み量 ： ド ライブを使用して書き込まれたデータの合計量。

▫ 総データ読み込み量 ： ド ライブを使用して読み込まれたデータの合計量。

▫ 書き込みエラー ： 報告された書き込みエラー数。

▫ 読み込みエラー ： 報告された読み取りエラー数。

▫ 最終書き込み日 ： ド ライブの書き込み操作が最後に実行された日付。

▫ 最終読み込み日 ： ド ライブの読み込み操作が最後に実行された日付。 

▪ クリーニング情報 ： ド ライブのクリーニング統計が表示されます。

▫ 最終クリーニング日 ： ド ライブのクリーニング操作が最後に実行された日付。

▫ 最終クリーニング以降の経過時間 ： 最後の自動または手動クリーニング操作からの経
過時間。

▫ クリーニング実行回数 ： ド ライブがクリーニングされた回数。

▫ 最終クリーニング以降のデータ転送量 ： 最後のクリーニング操作以後のデータの読み取り
または書き込み量。

▫ 最終クリーニング以降のデータ使用量 ： 最後のクリーニング操作以降、 読み取りまたは書
き込み操作にドライブが使用した時間数。

▫ 最終クリーニング以降のソフ ト ・ エラー ： 最後のクリーニング操作からの、 報告された読
み取りまたは書き込みエラー数。

▪ アクテ ィビテ ィ ・ チャート ： デバイスがバックアップまたはリストア ・ ジ ョ ブによって使用され
ている場合、 アクテ ィ ビテ ィ ・ グラフが表示されます。 

▪ ジ ョブ詳細 ： アクテ ィブなジ ョブに関する以下の情報が表示されます。

▫ 速度 ： データ転送レート。

▫ ジ ョブ ・ タイ トル ： ジ ョ ブの名前。 

▫ ［Job ID］ ： ジ ョ ブ ID 番号。

▫ ジ ョブ ・ インスタンス ： インスタンス ID 番号。

▫ ジ ョブ ・ フ ェーズ ： フ ェーズ ID 番号 （1 または 2）。

5 スロッ トの詳細を表示するには、 ［スロッ ト］ リンクまたは ［スロッ トの管理］ アイコン （ ） をク
リ ックします。 ［スロッ トブラウザ］ ページでは、 以下の詳細情報を参照できます。
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▪ ［ド ライブ］ テーブル ： ［ド ライブ］ テーブルには、 ライブラリのすべてのテープ ・ ド ライブが一
覧表示されます。 これには、 以下の情報が表示されます。

▫ ［ステータス］ アイコン ： ［ド ライブ ・ ステータス］ アイコン。

▫ ベイ ： ド ライブ ・ ベイ番号。

▫ 名前 ： ド ライブ名。

▫ ［ステータス］ ： ド ライブのステータス （オンラインまたはオフライン）

▫ アクテ ィビテ ィ ： アイ ドルまたは書き込み中。

▫ コンテンツ ： ド ライブにロード されているテープのラベル。 ド ライブにテープが含まれて
いない場合、 列に ［アンロード済み］ と表示されます。 

▪ ［スロッ ト］ テーブル ： ［スロッ ト］ テーブルには、 ライブラリのすべてのスロッ トが一覧表示さ
れます。 これには、 以下の情報が表示されます。

▫ スロッ ト ： スロッ ト番号

▫ ステータス ： テープがロード済みかアンロード済みか。

▫ バーコード ： スロッ トのテープのバーコード。 

▫ メディア ： スロッ トのテープのメディア ・ ラベル。

▫ メディア ・ グループ ： スロッ トのテープのメディア ・ グループ ・ ラベル。

▫ 利用可能容量 ： テープで利用可能な空き容量。

▫ クリーニング回数のステータスアイコン ： スロッ トにクリーニング ・ テープが含まれる場
合は、 クリーニング回数のアイコンが表示されます。 それぞれクリーニングテープの使用
残回数が、  は 5 以上、  は 1 ～ 4、 および  は 0 であることを示します。

▫ 残っているクリーニング ・ ライブ ：残っているクリーニング ・ ライブの数を表示します。

6 デバイス関連のタスクを実施するには、 ［操作］ パネルで目的のボタンをクリ ックします。 または ［ナビ
ゲーシ ョ ン］ パネルのリンクをクリ ックして、 別のページを開きます。

テープ ・ ド ライブのパフォーマンス ・ オプシ ョ ン
の設定

テープ ・ ド ライブのパフォーマンス ・ オプシ ョ ンを設定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。

2 デバイスのリストでアイコン （ ） をクリ ックしてド ライブを含むライブラリを開き、 ド ライブまたは

対応する ［ド ライブ管理］ アイコン （ ） をクリ ックします。

3 ［テープ ・ ド ライブ管理］ ページで、 ［パフォーマンス］ をクリ ックします。

4 ［ド ライブ ・ パフォーマンス ・ オプシ ョ ン］ で以下の設定を行います。
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表 90. ド ライブ ・パフォーマンス ・ オプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

ドライブ ・ ブロック ・
サイズ

このオプシ ョ ンでは、 メディアへのデータの読み取りおよび書き込みに使
用するブロック ・ サイズを指定します。 デフォルト値は 64KiB です。

メモ： ドライブブロックサイズは、VTL のメディアブロックサイズと同じ
にする必要があります。

メディアブロックサイズは 1 KiB 単位で増やすことができますが、
多くのデバイスでは、 4 KiB または 32 KiB の倍数値のみ指定できます。

メモ： メディア・ブロック・サイズ設定の変更は、ブランク・メディア・
アイテムにのみ適用されます。メディアアイテムを再使用する場合は、ま
ずこれをブランクにして変更を有効にします。

ブロック ・ サイズを増やすと、 バックアップ時にデータの読み取りやメ
ディアへの書き込みに必要な回数を減らすことができます。 ただし、 メ
ディア ・ ブロック ・ サイズを大き くすれば常にバックアップ時間が短縮さ
れるわけではありません。 最大ブロック ・ サイズは、 OS、 SCSI アダプタ、
およびドライブの型式、 モデル、 タイプなどのさまざまな要因によって制
約されています。

Linux および UNIX システムの場合は、 メディア ・ ブロック ・ サイズを増や
してパフォーマンスを最適にすることができます。 

Windows では、 レジスト リ設定 MaximumSGList を、 64 KB より大きいブ
ロックサイズを使用するように変更しなければならない場合があります。
この設定を変更する前に、 テープ ・ デバイスのみが SCSI バスを使用して
いることを確認します。 他のデバイスも SCSI バスを使用している場合、
このレジスト リを変更するとそれらのデバイスが正常に動作しな く なる可
能性があります。 これらの変更を HBA の特定チャネルのみに適用する場合
は、 ハードウェア ・ ベンダーにお問い合わせください。

Windows でレジスト リ設定を変更するには、 以下の手順に従います。

1 レジスト リ ・ エディ タを開始します。 
2 キー [HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\ 

Services\<HBA Vendor>\Parameters を開きます （<HBA 
Name>は SCSI カードに固有の名前です。たとえば Qlogic 2200 カー
ドの場合は QL2200 です）。

3 Parameters キーを作成します （存在しない場合）。

4 Parameters の下で、 Device キーがない場合は、 キーを作成します。

5 Device キーの下に、 DWORD レジスト リ値 MaximumSGList が存
在しない場合は、 値を追加します。

6 MaximumSGList の 16 進値を算出します。

32ビット・システムの場合：

MaximumSGList = (Maximum Block Size / 4KiB) + 1

たとえば、ブロック・サイズの設定が256KiBの場合、このキーの
値は次の式で計算されます。

(256KiB/4KiB) + 1 = 65

10進値は65、16進値は0x41になります。 
ブロック・サイズは、64KiBから1012KiBの範囲で設定できます。
最大値の255は、1MiB（1024KiB）のブロック・サイズを作成する
ため、内部で257に変換されます。

64ビット・システムの場合：

64ビット・システムの場合、OSページ・サイズはデフォルトで
8KiBです。MaximumSGListの計算式は次のとおりです。

MaximumSGList = (Maximum Block Size / 8KiB) +1

したがって、最大値255は最大メディア・ブロック・サイズ2MiB
に対応します。

7 システムを再起動して、 変更を適用します。
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5 仮想テープ ・ ド ライブのソフ トウェア圧縮を有効にするには、 次のオプシ ョ ンを設定します。

ド ライブ転送バッファ ・
サイズ

転送バッファまたは共有メモリは、 32KiB のブロック単位で割り当てられ
ます。 デフォルト値は 8193KiB です。 デフォルト値の変更の詳細について
は、 「デフォルトのド ライブ転送バッファサイズオプシ ョ ンの変更」 を参照
して ください。 
転送バッファのサイズを大き くすると、 バックアップのパフォーマンスを
高めることができます。 バッファ ・ サイズを計算するには、 以下の式を使
用します。

(< バッファの合計数 > x 32KiB) + 1 byte
Linux および UNIX システムの場合は、 十分な RAM と大きな共有メモリ ・
セグメン トが必要です。 転送バッファ ・ サイズを増やす前に、 これらのプ
ラッ ト フォームの以下の設定を確認します。

• 共有メモリ ・ セグメン トの最大サイズ （SHMMAX）
• 共有メモリ ・ セグメン トの最小サイズ （SHMMIN）

• システム内の共有メモリ識別子の最大数 （SHMMNI）
• ユーザー ・ プロセスが接続できる共有メモリ ・ セグメン トの最大数

（SHMSEG）

• システム内のセマフォ識別子の最大数 （SEMMNI）

• セッ ト内のセマフォの最大数 （SEMMSL）
• システム内のセマフォの最大数 （SEMMNS）
• semop コール当たりの操作の最大数 （SEMOPM）

• セマフォの最大値 （SEMVMX）
使用可能な総共有メモリ容量は、 公式 SHMMAX * SHMSEG で求められま
す。 これらの値は ulimit 設定によって制限されることがよ くあり、 これら
のシステム設定を表示するために、 コマンド ulimit -a を使用することがで
きます。

Windows の場合は、 少な く とも  2 GB RAM と、 大きな仮想メモリが必要で
す。 SCSI カードの MaximumSGlist 設定を変更しなければならない場合も
あります。

たとえば、 「転送バッファ ・ サイズの最適値」 を参照して ください。

表 90. ド ライブ ・パフォーマンス ・ オプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明
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6 設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［OK］ をク リ ックします。

転送バッファ ・ サイズの最適値
以下の表は、 一部のドライブ ・ タイプで利用できる最適な値の例です。

テープ ・ ド ライブのステータスの確認

オフライン ・ テープ ・ ド ライブのステータスを確認するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。

2 デバイスのリストでアイコン （ ） をクリ ックしてド ライブを含むライブラリを開き、 ド ライブまたは

対応する ［ド ライブ管理］ アイコン （ ） をクリ ックします。

3 ［テープ ・ ド ライブ管理］ ページで ［確認］ をクリ ックして、 確認のダイアログ ・ ボックスで再度 ［確
認］ をクリ ックします。

表 91. 仮想テープ ・ ド ライブのソフ トウェア圧縮オプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

ソフ トウェア ・
データ圧縮

ソフ トウェア圧縮を行う場合は、 このチェ ック ・ ボックスを選択します。
データは、 バックアップ時にデバイスに転送されるときに圧縮されます。

圧縮しきい値 このオプシ ョ ンに設定する値により、 バックアップ中にデータを圧縮する
際に完了する必要がある最低圧縮レベルが決まります。 たとえば、 値を
80% に設定すると、 以下のいずれかの処理が行われます。

• 圧縮データのサイズが元のデータ ・サイズの 80% 未満になる場合、

そのデータは圧縮形式でバックアップされます。

• 圧縮データのサイズが元のデータ ・サイズの 80% を超える場合、

そのデータは非圧縮形式でバックアップされます。

80% を指定した場合、 100 MB のファイルサイズは圧縮後には 80 MB 以下
になるはずです。 ただし、 ファイルの圧縮はブロックレベルで行われるた
め、 サイズが 80 MB を超える場合があります （81 MB、 82 MB など）。

いずれのブロックでも指定した圧縮レベルで圧縮されなかった場合、
NetVault ではそのブロックを非圧縮形式でバックアップします。 この場合、
一部のブロックは圧縮されますが、 それ以外のブロックは圧縮されずに
バックアップされる可能性があります。 そのため、 圧縮後のファイル ・
サイズが 80% を超える場合があります。

データを圧縮できる度合いは、 データ ・ コンテンツによって異なります。
また、 暗号化データは圧縮できません。 ファイルによっては、 圧縮後の
ファイル ・サイズが元の圧縮前のファイルより大き く なる場合があります。

圧縮データブロック 圧縮単位あたりのデータ ・ ブロック数を入力または選択します。 デフォル
ト ・ ブロック ・ サイズは 8KiB です。 

表92. 異なるドライブ・タイプに最適な転送バッファ・サイズ

ド ライブ ・ タイプ 転送バッファ ・ サイズの最適値 （KiB）

新しい高速のテープ ・ ド ライブ

例 ： LTO シリーズ、 SDLT、 および SAIT
65537 （64MiB + 1KiB）

一般レベルのスピードのテープ ・ ド ライブ

例 ： DLT8000、 DLT7000、 AIT-3
32769 （32MiB + 1KiB）

プロフェ ッシ ョナル向けの古いテープ ・ ド ライブ

例 ： DLT2000、 DLT4000、 AIT-2
16385 （16MiB + 1KiB）

古い低容量のローエンド ・ ド ライブ

例 ： EXB-8505、 AIT-1、 DAT
8193 （8MiB + 1KiB）
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デバイスが動作している場合は、 ステータスが 「使用可能」 に変わります。

テープ ・ ド ライブのステータスの変更
ドライブのステータスをオンラインまたはオフラインに変更するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。

2 デバイスのリストでアイコン （ ） をクリ ックしてド ライブを含むライブラリを開き、 ド ライブまたは

対応する ［ド ライブ管理］ アイコン （ ） をクリ ックします。

3 ［テープ ・ ド ライブ管理］ ページで、 ［オンライン］ または ［オフライン］ をクリ ックします。

▪ デバイスがオフラインの場合、 ［オンライン］ をクリ ックしてオンラインに戻せます。

▪ デバイスがオンラインの場合、 ［オフライン］ をクリ ックしてオフラインにできます。

この操作はデバイスを物理的にオフラインにするわけではありません。 単に、 NetVault でデバイ

スを使用できないようにしているだけです。 

クリーニング ・ スロッ トの設定
クリーニング ・ テープをロードする前に、 クリーニング ・ メディアを保持できるようにスロッ ト を設定する必要
があります。 ［スロッ ト ・ ブラウザ］ ページで、 クリーニング ・ スロッ ト を設定できます。

ライブラリのクリーニング ・ スロッ ト を設定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。

2 デバイスのリストでアイコン （ ） をクリ ックしてライブラリを開き、 ［スロッ ト］ リンクまたは対応す

る ［スロッ トの管理］ アイコン （ ） をクリ ックしてスロッ トブラウザを開きます。

3 ［スロッ ト］ テーブルから、 使用するスロッ ト を選択して、 ［スロッ トの設定］ をクリ ックします。 

スロッ トは空である必要があります。

4 ［スロッ ト設定］ ダイアログ ・ ボックスで、 ［ク リーニング ・ スロッ ト と して設定］ チェ ック ・ ボックス
を選択し、 クリーニング ・ テープ用のスロッ ト を予約します。 ［ク リーニング ・ スロッ ト］ リス トで、
スロッ ト番号を入力または選択します。 

5 設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［OK］ をク リ ックします。

6 ダイアログ ・ ボックスが閉じられると、 メ ッセージ 「ライブラリデバイスは再起動を必要とします」
が表示されます。

［デバイス管理］ ページに移動して、 ライブラリを再起動します。

スロッ トブラウザを再度開く と、 スロッ トのステータスは 「クリーニングスロッ ト」 になります。

ク リーニング回数オプシ ョ ンの設定
NetVault では、 ド ライブ ・ ク リーニング操作にクリーニング ・ テープを使用できる回数を指定できます。
［スロッ ト ・ ブラウザ］ ページで、 クリーニング回数プロパティ を設定できます。

テープのクリーニング回数を設定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。

メモ ： クリーニング ・ スロッ トが定義されていない場合、 ライブラリが初期化されるたびにバーコードが
ないクリーニング ・ テープがロード されます。

メモ ： 「ク リーニング回数」 オプシ ョ ンを設定するには、 クリーニング ・ テープを専用のスロッ トに配置
する必要があります。
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2 デバイスのリストでアイコン （ ） をクリ ックしてライブラリを開き、 ［スロッ ト］ リンクまたは対応す

る ［スロッ トの管理］ アイコン （ ） をクリ ックしてスロッ トブラウザを開きます。

3 ［スロッ ト］ テーブルで、 クリーニング ・ テープがあるスロッ ト を選択して、 ［ク リーニングの保存期間
の設定］ をクリ ックします。

4 ［ク リーニングの保存期間の設定］ ダイアログ ・ ボックスで、 以下のオプシ ョ ンを設定します。

▪ メディアライブの設定 ： テープをド ライブのクリーニングに使用できる回数を入力または選択し
ます。 デフォルト値は、 0 です。

5 設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［OK］ をク リ ックします。

テープ ・ ド ライブの自動クリーニング ・ オプシ ョ
ンの設定
［テープ ・ ド ライブ管理］ ページでテープ ・ ド ライブの自動クリーニング ・ルーチンを設定できます。 NetVault
では、 日数、 転送されるデータ量、 使用時間、 および読み取りまたは書き込みエラー数のオプシ ョ ンを使用し
て、 クリーニング ・ルーチンを定義できます。

テープ ・ ド ライブの自動クリーニング ・ オプシ ョ ンを設定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。

2 デバイスのリストでアイコン （ ） をクリ ックしてド ライブを含むライブラリを開き、 ド ライブまたは

対応する ［ド ライブ管理］ アイコン （ ） をクリ ックします。

3 ［テープ ・ ド ライブ管理］ ページで、 ［ド ライブ ・ ク リーニングオプシ ョ ン］ をクリ ックします。

4 ［ド ライブ ・ ク リーニングオプシ ョ ン］ ダイアログ ・ ボックスで、 以下のオプシ ョ ンを設定します。

5 設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［OK］ をク リ ックします。

ド ライブ ・ ク リーニング要求の手動実行
［テープ ・ ド ライブ管理］ ページでド ライブ ・ ク リーニング要求を手動で実行できます。

ド ライブ ・ ク リーニング ・ ジ ョ ブを手動で実行するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。

2 デバイスのリストでアイコン （ ） をクリ ックしてド ライブを含むライブラリを開き、 ド ライブまたは

対応する ［ド ライブ管理］ アイコン （ ） をクリ ックします。

3 ［テープ ・ ド ライブ管理］ ページで、 ［ド ライブ ・ ク リーニング］ をクリ ックします。

表 93. ド ライブ ・ ク リーニングのオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

日 x 日ごとにド ライブのクリーニングを実行するには、 左側の ［実行］
チェ ック ・ ボックスを選択して、 値を入力または選択します。

データ転送量 xGiB のデータ転送ごとにド ライブのクリーニングを実行するには、 左側の
［実行］ チェ ック ・ ボックスを選択して、 値を入力または選択します。

使用時間 x 時間ごとにド ライブのクリーニングを実行するには、 左側の ［実行］
チェ ック ・ ボックスを選択して、 値を入力または選択します。

ソフ ト読み取り / 書き込み
エラー

x*100 回のソフ ト読み取り / 書き込みエラーごとにド ライブのクリーニン
グを実行するには、 左側の ［実行］ チェ ック ・ ボックスを選択して、 値を
入力または選択します。
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タスクが完了すると、 メ ッセージが表示されます。

テープのアンロード

テープをアンロードするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。

2 デバイスのリストでアイコン （ ） をクリ ックしてライブラリを開き、 ド ライブまたは対応する

［ド ライブ管理］ アイコン （ ） をクリ ックします。

3 ［アンロード］ をクリ ックします。

アンロード要求が正常に送信されると、 メ ッセージが表示されます。 

ライブラリではテープが空きスロッ トに移動され、 単体ドライブではテープが取り出されます。

テープのロード

テープをロードするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。

2 デバイスのリストでアイコン （ ） をクリ ックしてライブラリを開き、 ［スロッ ト］ をクリ ックしてス
ロッ トブラウザを開きます。

3 スロッ トのリストから、 テープがあるスロッ ト を選択して、 ［ロード］ をクリ ックします。

ロード要求が正常に送信されると、 メ ッセージが表示されます。 

テープが空きドライブにロード されます。

テープ ・ ド ライブの削除
次の手順を使用して、 不要になったテープ ・ ド ライブを削除できます。

テープド ライブを削除しても、 ロード されているテープに関する情報は NetVault データベースから削除されま
せん。 テープはそのメディア ・ タイプをサポートするその他の任意のドライブで使用できます。 同じ NetVault
ド メイン内でテープを使用する場合、 スキャンは不要です。 別の NetVault ド メインの場合、 バックアップにア
クセスするにはテープのスキャンが必要です。

テープ ・ ド ライブを削除するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。

2 デバイスのリストでアイコン （ ） をクリ ックしてド ライブを含むライブラリを開き、 ド ライブまたは

対応する ［ド ライブ管理］ アイコン （ ） をクリ ックします。 

3 ［テープ ・ ド ライブ管理］ ページで ［削除］ をクリ ックして、 確認のダイアログ ・ ボックスで ［OK］
をク リ ックします。

ツリー ・ ビューでのテープ ・ ド ライブ
の管理
このセクシ ョ ンには、 以下のトピックが含まれています。
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• テープ ・ ド ライブ詳細の表示

• 物理テープ ・ ド ライブの設定

• テープ ・ ド ライブのステータスの確認

• テープ ・ ド ライブのステータスの変更

• クリーニング ・ スロッ トの設定

• クリーニング回数オプシ ョ ンの設定

• テープ ・ ド ライブの自動クリーニング ・ オプシ ョ ンの設定

• ド ライブ ・ ク リーニング要求の手動実行

• テープのロード

• メディアへの再利用のマーク付け

• テープ ・ ド ライブの削除

テープ ・ ド ライブ詳細の表示
［デバイス管理］ ページには、 NetVault サーバーに追加されたすべてのデバイスが表示されます。 現在のデバイ
スのステータスは、 以下のアイコンが表されています。

テープ ・ ド ライブ詳細を表示するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。 ツリー ・ ビューを選択します。

2 特定のデバイスの詳細を表示するには、 対応するデバイスをクリ ックし、 ［ステータス］ をクリ ック
します。

3 デバイス ・ ステータスのダイアログ ・ ボックスの以下のタブに情報が含まれます。

▪ 詳細 ： ド ライブに関する全般情報が表示されます。 

▫ 名前 ： ド ライブ名。

▫ マシン ： マシン名。

▫ ド ライブのステータス ： オンラインまたはオフライン。

▫ メディアのステータス ： アンロードまたは空。

▪ ド ライブ統計 ： ド ライブの使用統計が表示されます。

▫ 総データ書き込み量 ： ド ライブを使用して書き込まれたデータの合計量。

▫ 総データ読み込み量 ： ド ライブを使用して読み込まれたデータの合計量。

▫ 書き込みエラー ： 報告された書き込みエラー数。

▫ 読み込みエラー ： 報告された読み取りエラー数。

▫ 最終書き込み日 ： ド ライブの書き込み操作が最後に実行された日付。

表94. デバイスのステータス・アイコン

ステータス ・
インジケータ

説明

緑 デバイスはオンラインで、 使用可能です。

黄 デバイスは使用中です。 NetVault はデバイスを検出できますが、 バックアップまたはリスト
ア ・ ジ ョ ブのためにそれにアクセスできません。

赤 デバイスは現在オフラインです。 NetVault はデバイスを検出できますが、 バックアップまた
はリストア ・ ジ ョ ブのためにそれにアクセスできません。

赤い × 印 デバイスは使用不可です （SCSI ケーブルが接続されていない、 デバイスが取り外されてい
る、 またはその他の理由によります）。 NetVault は、 このデバイスを検出できません。
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▫ 最終読み込み日 ： ド ライブの読み込み操作が最後に実行された日付。

▪ ライブラリ情報

▫ 名前 ： ライブラリ名。

▫ 物理スロッ トの位置 ：物理スロッ ト番号。

▫ 論理スロッ トの位置 ：論理スロッ ト番号。

▪ クリーニング ： ド ライブのクリーニング統計が表示されます。

▫ 最終クリーニング日 ： ド ライブのクリーニング操作が最後に実行された日付。

▫ 最終クリーニング以降の経過時間 ： 最後の自動または手動クリーニング操作からの経
過時間。

▫ クリーニング実行回数 ： ド ライブがクリーニングされた回数。

▫ 最終クリーニング以降のデータ転送量 ： 最後のクリーニング操作以後のデータの読み取り
または書き込み量。

▫ 最終クリーニング以降の使用時間 ： 最後のクリーニング操作以降、 読み取りまたは書き込
み操作にドライブが使用した時間数。

▫ 最終クリーニング以降のソフ ト ・ エラー ： 最後のクリーニング操作からの、 報告された読
み取りまたは書き込みエラー数。

▪ 統計情報

▫ 総データ書き込み量 ： ド ライブを使用して書き込まれたデータの合計量。

▫ 総データ読み込み量 ： ド ライブを使用して読み込まれたデータの合計量。

▫ 総書き込みエラー ： 報告された書き込みエラー数の合計。

▫ 総読み込みエラー ： 報告された読み取りエラー数の合計。

▫ 書き込み時間 ： 書き込み操作に要した時間。

▫ 読み込み時間 ： 読み込み操作に要した時間。

4 ［OK］ をク リ ックして ［詳細］ ダイアログ ・ ボックスを閉じます。

5 スロッ ト ・ ステータスのダイアログ ・ ボックスの以下のタブに情報が含まれます。

▪ スロッ ト

▫ ライブラリ情報

- 名前：ライブラリ名。

- 物理スロットの位置：スロットの物理位置。

- 論理スロットの位置：スロットの論理位置。

- ロック済み：このオプションは、メディアがスロット内に存在するか、スロットが
予約されている場合に表示されます。

▪ メディア ： このセクシ ョ ンは、 前出のドライブのメディア ・ セクシ ョ ンと同様です。

6 ［OK］ をク リ ックして ［詳細］ ダイアログ ・ ボックスを閉じます。

物理テープ ・ ド ライブの設定

テープ ・ ド ライブのオプシ ョ ンを設定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。

2 デバイスのリストから、 設定するドライブを探して、 クリ ックします。

3 ［設定］ をクリ ックします。

4 ［ド ライブの編集］ ダイアログ ・ ボックスの以下のタブで、 設定を行います。
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▪ NDMP 設定 ： ここで、 NDMP パラメータを使用できます。 Quest サポートの担当者から指示され
た場合を除き、 このタブのパラメータのデフォルト設定は変更しないで ください。 これらの設定
についての詳細は、 「NDMP の設定項目」 を参照して ください。

▪ 設定 ： ここで必要なパラメータを設定します。 Quest サポートの担当者から指示された場合を除
き、 このタブのパラメータのデフォルト設定は変更しないで ください。 これらの設定についての
詳細は、 「テープ ・ ド ライブの一般設定」 を参照して ください。

▪ パフォーマンス ： これらの設定についての詳細は、 「ド ライブ ・パフォーマンス設定」 を参照して
ください。

▪ 統計値 ： これらの設定についての詳細は、 「統計情報収集設定」 を参照して ください。

▪ SCSI 設定 ： さまざまなタイプの SCSI コマンドのデフォルト ・ タイムアウト値はゼロに設定され
ており、 以下の間隔に対応しています。

▫ 高速 SCSI コマンド  － 300 秒

▫ 低速 SCSI コマンド  － 900 秒

▫ 超低速 SCSI コマンド  － 3 時間

指定間隔内にコマンド実行が完了しない場合は、 エラーがログ記録されます。 Quest サポートの

担当者から指示された場合を除き、 SCSI コマンドのデフォルト ・ タイムアウトは変更しないで く

ださい。

▪ ジェネリ ック ・ ク リーニング ： テープ ・ ド ライブのジェネリ ック ・ ク リーニングの設定を行うに
は、 このオプシ ョ ンを選択します。 これらの設定についての詳細は、 「ジェネリ ック ・ ク リーニン
グの設定」 を参照して ください。

5 設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［OK］ をク リ ックします。

転送バッファ ・ サイズの最適値
以下の表は、 一部のドライブ ・ タイプで利用できる最適な値の例です。

テープ ・ ド ライブのステータスの確認

オフライン ・ テープ ・ ド ライブのステータスを確認するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。

2 デバイスのリストから ド ライブを探して、 クリ ックします。

3 ［確認］ をクリ ックして、 確認のダイアログ ・ ボックスで ［OK］ をク リ ックします。

デバイスが動作している場合は、 ステータスが 「使用可能」 に変わります。

表95. 異なるドライブ・タイプに最適な転送バッファ・サイズ

ド ライブ ・ タイプ 転送バッファ ・ サイズの最適値 （KiB）

新しい高速のテープ ・ ド ライブ

例 ： LTO シリーズ、 SDLT、 および SAIT
65537 （64MiB + 1KiB）

一般レベルのスピードのテープ ・ ド ライブ

例 ： DLT8000、 DLT7000、 AIT-3
32769 （32MiB + 1KiB）

プロフェ ッシ ョナル向けの古いテープ ・ ド ライブ

例 ： DLT2000、 DLT4000、 AIT-2
16385 （16MiB + 1KiB）

古い低容量のローエンド ・ ド ライブ

例 ： EXB-8505、 AIT-1、 DAT
8193 （8MiB + 1KiB）
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テープ ・ ド ライブのステータスの変更

ドライブのステータスをオンラインまたはオフラインに変更するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。

2 デバイスのリストから ド ライブを探して、 クリ ックします。

3 ［オンライン］ または ［オフライン］ をクリ ックします。

▪ デバイスがオフラインの場合、 ［オンライン］ をクリ ックしてオンラインに戻せます。

▪ デバイスがオンラインの場合、 ［オフライン］ をクリ ックしてオフラインにできます。

この操作はデバイスを物理的にオフラインにするわけではありません。 単に、 NetVault でデバイ

スを使用できないようにしているだけです。 

クリーニング ・ スロッ トの設定
クリーニング ・ テープをロードする前に、 クリーニング ・ メディアを保持できるようにスロッ ト を設定する必要
があります。 ［デバイスの編集］ ページで、 クリーニング ・ スロッ ト を設定できます。 詳細は、 「ライブラリの変
更」 を参照して ください。

ク リーニング回数オプシ ョ ンの設定
NetVault では、 ド ライブ ・ ク リーニング操作にクリーニング ・ テープを使用できる回数を指定できます。 ［デバ
イス管理］ ページで、 クリーニング回数プロパティ を設定できます。

テープのクリーニング回数を設定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。

2 デバイスのリストからスロッ ト を探して、 クリ ックします。

3 ［寿命］ をクリ ックします。

4 ［回数］ ボックスで、 ド ライブのクリーニングにテープを使用できる回数を入力または選択します。

5 設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［OK］ をク リ ックします。

テープ ・ ド ライブの自動クリーニング ・ オプシ ョ
ンの設定
［デバイス管理］ ページでテープ ・ ド ライブの自動クリーニング ・ルーチンを設定できます。 NetVault では、
日数、 転送されるデータ量、 使用時間、 および読み取りまたは書き込みエラー数のオプシ ョ ンを使用して、
クリーニング ・ルーチンを定義できます。

テープ ・ ド ライブの自動クリーニング ・ オプシ ョ ンを設定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。

2 デバイスのリストから ド ライブを探して、 クリ ックします。

3 ［ク リーニング ・ プロパティ］ をクリ ックします。

4 ［ク リーニング間隔］ ダイアログ ・ ボックスで、 以下のオプシ ョ ンを設定します。

メモ ： クリーニング ・ スロッ トが定義されていない場合、 ライブラリが初期化されるたびにバーコードが
ないクリーニング ・ テープがロード されます。

メモ ： 「ク リーニング回数」 オプシ ョ ンを設定するには、 クリーニング ・ テープを専用のスロッ トに配置
する必要があります。
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5 設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［OK］ をク リ ックします。

ド ライブ ・ ク リーニング要求の手動実行
［テープ ・ ド ライブ管理］ ページでド ライブ ・ ク リーニング要求を手動で実行できます。

ド ライブ ・ ク リーニング ・ ジ ョ ブを手動で実行するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。

2 デバイスのリストから ド ライブを探して、 クリ ックします。

3 ［ク リーニング］ をクリ ックします。

タスクが完了すると、 メ ッセージが表示されます。

テープのアンロード

テープをアンロードするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。

2 デバイスのリストから ド ライブを探して、 クリ ックします。

3 ［アンロード］ をクリ ックします。

アンロード要求が正常に送信されると、 メ ッセージが表示されます。 

ライブラリではテープが空きスロッ トに移動され、 単体ドライブではテープが取り出されます。

テープのロード

テープをロードするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。

2 スロッ トのリストから、 テープがあるスロッ ト を選択して、 ［ロード］ をクリ ックします。

ロード要求が正常に送信されると、 メ ッセージが表示されます。 

テープが空きドライブにロード されます。

表 96. ド ライブ ・ ク リーニングのオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

日 x 日ごとにド ライブのクリーニングを実行するには、 左側の ［実行］
チェ ック ・ ボックスを選択して、 値を入力または選択します。

データ転送量 xGiB のデータ転送ごとにド ライブのクリーニングを実行するには、 左側の
［実行］ チェ ック ・ ボックスを選択して、 値を入力または選択します。

使用時間 x 時間ごとにド ライブのクリーニングを実行するには、 左側の ［実行］
チェ ック ・ ボックスを選択して、 値を入力または選択します。

ソフ ト読み取り /
書き込みエラー

x*100 回のソフ ト読み取り / 書き込みエラーごとにド ライブのクリーニン
グを実行するには、 左側の ［実行］ チェ ック ・ ボックスを選択して、
値を入力または選択します。
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メディアへの再利用のマーク付け

メディアに手動で再利用のマークを付けるには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。

2 ド ライブ / スロッ トのリストで、 対象のメディアが存在するドライブ / スロッ ト をクリ ックし、
［再利用］ をクリ ックします。

3 確認ダイアログが表示されたら、 ［OK］ をク リ ックします。

4 メディアの再利用を手動でマーク設定した場合、 NetVault はそのメディア ・ ラベルとグループ関連付け
を保持します。 そのようなメディアを再利用するには、 ［ターゲッ ト］ タブの ［メディア再利用］ オプ
シ ョ ンを、 ［指定なし］ または ［指定したメディアと同じグループ］ のいずれかに設定する必要があり
ます。 NetVault は、 これらのメディアが再利用されると、 既存のメディアのデータに上書きします。

テープ ・ ド ライブの削除
次の手順を使用して、 不要になったテープ ・ ド ライブを削除できます。

テープド ライブを削除しても、 ロード されているテープに関する情報は NetVault データベースから削除されま
せん。 テープはそのメディア ・ タイプをサポートするその他の任意のドライブで使用できます。 同じ NetVault
ド メイン内でテープを使用する場合、 スキャンは不要です。 別の NetVault ド メインの場合、 バックアップにア
クセスするにはテープのスキャンが必要です。

テープ ・ ド ライブを削除するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。

2 デバイスのリストから、 ド ライブを含むライブラリを探して、 クリ ックします。

3 ［変更］ をクリ ックします。

4 ［デバイスの編集］ ページで、 削除するドライブをクリ ックします。

5 ［選択されたドライブ］ 領域で、 ［ド ライブの削除］ をクリ ックします。 

または

該当するドライブをクリ ックして、 ［削除］ をクリ ックします。

6 ［保存］ をクリ ックします。

共有デバイスの追加
共有ドライバの追加は、 ［デバイス管理］ ページのツリー ・ ビューを使用してのみ実行できます。

ド ライブを共有するには、 ファイバ ・ チャネル環境などの複数のマシンがデバイスに直接パスを設定できるイン
フラスト ラクチャが必要です。 そのような環境では、 複数の SmartClient でデバイスを共有し、 直接アクセスす
ることにより リソースの活用を改善することができます。 共有ドライブは複数のマシン （NetVault サーバー、 ク
ライアン ト、 ファイラーなど） で制御できますが、 ライブラリ ・ アーム ・ チェンジャは 1 つの NetVault クライ
アン トの制御下に置かれたままになります。 複数の NetVault クライアン トで共有する各デバイスでは、 動的共
有ドライブ （DSD） ライセンスが使用されます。

以下のセクシ ョ ンでは、 NetVault ド メインに共有デバイスを追加する手順を説明します。 手順を進める前に、
ターゲッ トの NetVault クライアン トがすべて NetVault サーバーに追加されていることを確認する必要があ
ります。

メモ ： メディアの再利用オプシ ョ ンは、 NetVault SmartDisk デバイスについては機能しません。 NetVault 
SmartDisk デバイスは、 チャンクストアから使用されていないチャンクを検索、 削除して、 ディスク領域
を回収する、 ガーベッジコレクシ ョ ンと呼ばれるプロセスを使用しています。
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重要 ： ドライブを使用中でアクティブの場合は変更しないで ください。 ドライブを使用するジョブはすべて非アク
ティブにしてから変更する必要があります。

このセクシ ョ ンには、 以下のトピックが含まれています。

• 半自動的な方法を使用した非共有ライブラリへの共有ドライブの追加

• 手動による非共有ライブラリへの共有ドライブ の追加

• 単体ドライブの共有

半自動的な方法を使用した非共有ライブラリへの
共有ドライブの追加

半自動的な方法で、 非共有ライブラリに共有ドライブを追加するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。

2 デバイスのリストから該当するライブラリを探して、 クリ ックします。

3 ［変更］ をクリ ックします。

4 ［デバイスの編集］ ページで、 該当するライブラリを探して、 クリ ックします。

5 ［共有ド ライブの検索］ をクリ ックします。

6 ［保存］ をクリ ックします。

ライブラリが追加され、 ［デバイスの編集］ ページの ［ライブラリ設定］ 領域に一覧されます。 ライブラ
リの初期化プロセスが完了すると、 ステータスがオンラインに変わります。

手動による非共有ライブラリへの共有ドライブ
の追加

手動で、 非共有ライブラリに共有ドライブを追加するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。

2 デバイスのリストから該当するライブラリを探して、 クリ ックします。

3 ［変更］ をクリ ックします。

4 ［デバイスの編集］ ページで、 ［ド ライブの表示］ をクリ ックして、 デバイスを追加する NetVault サー
バーまたは SmartClient ノードを表示します。

5 該当するドライブ ・ タイプをクリ ックし、 ［開く ］ をクリ ックして、 使用可能なドライブを表示します。

6 共有するドライブをクリ ックし、 ［共有追加］ を選択します。

または

共有するドライブをクリ ックし、 ［選択］ をクリ ックします。

メモ ： この時点で、 NetVault は、 クライアン ト ・ リス ト内のすべての NetVault クライアン ト を調
べ、 追加済みのシリアル番号と一致するデバイスがないか確認します。

メモ ： 共有するドライブを選択する際は、 各ドライブが適切なベイ （データ転送エレメン トのアド
レス） に割り当てられていることを確認するよう注意します。 各ド ライブの正しいベイ番号を取得
するには、 関連するライブラリ操作ガイドまたはユーザーズ ・ ガイ ドを参照して ください。

メモ ： ［ライブラリ設定］ 領域で、 すでにベイに存在するドライブは選択できません。
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または

ドライブをクリ ックし、 ［ライブラリ設定］ 領域内の目的のベイまでド ラッグします。 ド ライブをベイに
追加するためのダイアログ ・ ボックスが表示されます。 ［選択］ または ［共有追加］ をクリ ックします。

または

目的のベイが空の場合は、 ド ライブをクリ ックして、 ［選択されたドライブ］ 領域へドラッグします。 ド
ライブをベイに追加するためのダイアログ ・ ボックスが表示されます。 ［選択］ または ［共有追加］ をク
リ ックします。

7 ベイ番号を増加または変更します。

8 共有する各ドライブについて、 手順 6 ～ 7 を繰り返します。

9 ［保存］ をクリ ックします。

ライブラリが追加され、 ［デバイスの編集］ ページの ［ライブラリ設定］ 領域に一覧されます。 ライブラ
リの初期化プロセスが完了すると、 ステータスがオンラインに変わります。

単体ド ライブの共有

単体ドライブを共有ドライブとして追加するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。

2 デバイスのリストから該当するライブラリを探して、 クリ ックします。

3 ［変更］ をクリ ックします。

4 ［デバイスの編集］ ページで、 ［ド ライブの表示］ をクリ ックして、 デバイスを追加する NetVault サー
バーまたは SmartClient ノードを表示します。

5 該当するドライブ ・ タイプをクリ ックし、 ［開く ］ をクリ ックして、 使用可能なドライブを表示します。

6 ド ライブをクリ ックし、 ［共有追加］ をクリ ックします。 ［選択されたドライブ］ 領域に、 ド ライブの画
像、 タイプ、 および詳細が表示されます。

または

共有するドライブをクリ ックし、 ［選択］ をクリ ックします。

または

ドライブをクリ ックし、 ［ライブラリ設定］ 領域内の目的のベイまでド ラッグします。 ド ライブをベイに
追加するためのダイアログ ・ ボックスが表示されます。 ［選択］ または ［共有追加］ をクリ ックします。

または

目的のベイが空の場合は、 ド ライブをクリ ックして、 ［選択されたドライブ］ 領域へドラッグします。
ド ライブをベイに追加するためのダイアログ ・ ボックスが表示されます。 ［選択］ または ［共有追加］
をクリ ックします。

7 利用可能なドライブ ・パラ メータを設定します。 詳細は、 「物理テープ ・ ド ライブの設定」 を参照して く
ださい。

8 ［保存］ をクリ ックします。

ド ライブが追加され、 ［デバイスの編集］ ページの ［ライブラリ設定］ 領域に一覧されます。 ド ライブの
初期化プロセスが完了すると、 ステータスがオンラインに変わります。 13.1.2

メモ ： すでにベイに追加されているド ライブを選択すると、 エラー ・ メ ッセージが表示されます。
異なるベイに追加する前にドライブを削除して ください。

メモ ： ［ライブラリ設定］ 領域で、 すでにベイに存在するドライブは選択できません。

メモ ： すでにベイに追加されているド ライブを選択すると、 エラー ・ メ ッセージが表示されます。
異なるベイに追加する前にドライブを削除して ください。
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スト レージ ・ メディアの管理

• スト レージサマリの表示

• ディスク ・ ス ト レージ詳細の表示

• テープ ・ ス ト レージ詳細の表示

• テープ ・ ス ト レージ ・ メディアの管理

• セーブセッ トの管理

ス ト レージサマリの表示
ストレージ ・サマリを表示するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ス ト レージの調査］ をクリ ックします。 

2 ［ス ト レージの調査］ ページでは、 以下の情報を参照できます。

図 19. ［ス ト レージの調査］ ページ
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3 ディスクまたはテープのスト レージ ・ リポジト リを調査するには、 ［操作］ パネルで対応するボタンをク
リ ックします。 または ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルのリンクをクリ ックして、 別のページを開きます。

デ ィスク ・ ス ト レージ詳細の表示
ディスク ・ ス ト レージ詳細を表示するには ：

1 ［ス ト レージの調査］ ページで、 ［ディスク ・ ス ト レージの調査］ をクリ ックします。 

2 ［ディスク ・ ス ト レージの調査］ ページでは、 リポジト リのテーブルを参照できます。 

このページには以下の情報が表示されます。

▪ リポジト リ名 ： デバイスまたはスト レージ ・ コンテナの名前。

表 97. ［ス ト レージの調査］ ページ

項目 説明

セーブセッ ト この領域には、 ディスク ・ ベースのデバイスおよびテープ ・ ス ト レージ ・
デバイスに保管されているバックアップ ・ セーブセッ トの合計数が表示さ
れます。

ディスク ・ ス ト レージ この領域には以下の情報が表示されます。

• 総データ保存量 ： ディスク ・ ベースのバックアップ ・ デバイスに保
存されているデータ総量 （重複排除していない合計データ ・サイ
ズ）。 

• 使用される物理容量 ： ディスク ・ ベースのバックアップ ・ デバイス
に保存されているバックアップによって使用されている総物理容量
（重複排除した合計データ ・サイズ）。

• 重複排除率 ： 重複排除後のデータ ・サイズに対する、 重複排除前の
データ ・サイズの比率。

テープおよび VTL スト

レージ

この領域には以下の情報が表示されます。

• 総データ保存量 ： 物理テープ ・ メディアと仮想テープ ・ メディアに
保存されているデータの総量。 

• 個別メディア アイテム ：物理および仮想テープ ・ メディアに保存さ

れているバックアップによって使用されるメディア ・ アイテムの数。

• 利用可能なブランク ・ メディア ・ アイテム ： 追加された物理および
仮想テープ ・ デバイスで利用可能なブランク ・ メディア ・ アイテ
ムの数。

テープ ・ ス ト レージと
ディスク ・ ス ト レージ
（円グラフ）

テープ ・ ベース ・ デバイスとディスク ・ ベース ・ デバイスに保存されてい
るデータの総量が表示されます。

ディスク ・ ベースのバックアップ ・ デバイスに保存されているデータ
の総量。

物理テープ ・ メディアと仮想テープ ・ メディアに保存されているデー
タの総量。

テープ ・ ス ト レージと
ディスク ・ ス ト レージ
のサイズ （円グラフ）

テープ ・ ベース ・ デバイスに保存されているデータの総量、 ディスク ・
ベース ・ デバイスに保存されているデータの総量、 ディスク ・ ベース ・
デバイスに保存されているバックアップによって使用されている物理容量
が表示されます。

ディスク ・ ベースのバックアップ ・ デバイスに保存されているデータ
総量 （重複排除していない合計データ ・サイズ）。

ディスク ・ ベースのバックアップ ・ デバイスに保存されているバック
アップによって使用されている総物理容量 （重複排除した合計デー
タ ・サイズ）。

物理テープ ・ メディアと仮想テープ ・ メディアに保存されているデー
タの総量。
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▪ タイプ ： デバイス ・ タイプ （たとえば、 NetVault SmartDisk、 Quest DR Series システム、 または

Data Domain システム）。

▪ レコード数 ： デバイスに保存されているデータ ・ レコードの数。

▪ セーブセッ ト数 ： デバイスに保存されているセーブセッ トの数。

▪ 空き容量 ： 使用可能な領域の容量。

▪ 使用済み領域 ： 使用している領域の容量。

▪ 重複排除率 ： 重複排除後のデータ ・サイズに対する、 重複排除前のデータ ・サイズの比率。

3 デフォルトでは、 テーブルはリポジト リ名でソート されています。 

必要に応じて、 1 つまたは複数の列でテーブルをソートできます。 詳細は、 「NetVault WebUI でのレコー

ドのソート」 を参照して ください。 

ページ ・サイズ設定やテーブル内のソート順の表示、 レコードのエクスポート、 テーブル設定の編集を
行うには、 テーブルの右下隅にあるアイコンをクリ ックします。 詳細は、 「NetVault WebUI でのテーブル

のカスタマイズ」 を参照して ください。 

4 ［検索］ オプシ ョ ンを使用して、 テーブル ・ データをフ ィルタし、 列の値に指定した文字列を含むエン ト
リをすばやく見つけることができます。 また、 検索フ ィルタ文字列にはワイルドカード （? または *） を

含めることもできます。

5 特定のリポジト リの詳細を表示するには、 リポジト リ ・ テーブル内でそのアイテムを選択して、 ［リポジ
ト リ調査］ をクリ ックします。 

6 ［ディスクリポジト リの調査］ ページでは、 以下の情報を参照できます。

▪ リポジト リ ・ サマリ ： この領域には以下の情報が表示されます。

▫ リポジト リ名 ： デバイスまたはスト レージ ・ コンテナの名前。

▫ 保存済みデータ ： デバイスに保存されているデータ総量 （重複排除していない合計デー
タ ・サイズ）。

▫ 使用される物理容量 ： デバイスに保存されているバックアップによって使用されている総
物理容量 （重複排除した合計データ ・サイズ）。

▫ 利用可能容量 ： デバイスで利用できる空き容量。

▫ 重複排除率 ： 重複排除後のデータ ・サイズに対する、 重複排除前のデータ ・サイズの比率。

▫ スト レージ ・ データ ・ タイプ ： さまざまなプラグインによって使用されているスト レージ
の割合を示す円グラフ。

▪ ［セーブセッ ト］ テーブル ： ［セーブセッ ト］ テーブルには、 リポジト リ内に保管されているすべ
てのバックアップが表示されます。 セーブセッ トの作成日、 セーブセッ ト名、 セーブセッ ト ・
サイズ、 ジ ョ ブ ID 番号、 インスタンス番号、 およびフェーズ番号が表示されます。

デフォルトでは、 テーブルはセーブセッ トの日付でソート されています。 必要に応じて、 1 つま

たは複数の列でテーブルをソートできます。 ［検索］ オプシ ョ ンを使用して、 テーブル ・ データを
フ ィルタし、 列の値に指定した文字列を含むエン ト リをすばやく見つけることができます。

セーブセッ トのリスト をフ ィルタ リングするには、 ［フ ィルタ ・ オプシ ョ ン］ をクリ ックして、
フ ィルタ条件を設定します。

▫ 特定のクライアン トに対して作成されたセーブセッ ト を表示するには、 ［クライアン ト］
リス ト をクリ ックして、 リス トからクライアン ト を選択します。

特定の期間内に作成されたセーブセッ ト を表示するには、 ［セーブセッ トの日付］ リス ト をクリ ックし
て、 次のいずれかのオプシ ョ ンを選択します。 ［過去 24 時間］、 ［先週］、 ［先月］、 ［過去 6ヶ月］、 ［去年］、

［任意］ です。

［ディスク  スト レージ リポジト リの調査］ ページでは、 最初に最大 5000 レコードがロード されます。

取得されたレコードの合計数は、 テーブルの右下隅に表示されます。

［さらにロード］ をクリ ックすると、 使用可能な場合は、 次のレコード ・ セッ ト をロードできます。 ロー
ド ・ アクシ ョ ンごとに、 最大 5000 レコードが取得されます。 それ以上ロードするレコードがない場合

は、 このボタンは無効になります。

7 スト レージ関連のタスクを実施するには、 ［操作］ パネルで目的のボタンをクリ ックします。 または
［ナビゲーシ ョ ン］ パネルのリンクをクリ ックして、 別のページを開きます。
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テープ ・ ス ト レージ詳細の表示
テープ ・ ス ト レージ詳細を表示するには ：

1 ［ス ト レージの調査］ ページで、 ［テープ ・ ス ト レージの調査］ をクリ ックします。 

2 ［テープ ・ ス ト レージの調査］ ページでは、 メディアのテーブルを参照できます。 

このページには以下の情報が表示されます。

▪ ラベル ： メディア ・ ラベル。

▪ グループ ： メディア ・ グループ ・ ラベル。

▪ バーコード ： メディア ・ バーコード。

▪ ライブラリ ： ライブラリの名前。

▪ レコード数 ： テープに保存されるデータ ・ レコードの数。

▪ セーブセッ ト数 ： テープに保存されているセーブセッ トの数。

▪ 空き容量 ： 使用可能な領域の容量。

▪ 使用済み領域 ： 使用している領域の容量。

▪ オンライン ： テープがオンラインであるか （ ） オフラインであるか （ ）。

3 デフォルトでは、 テーブルはメディア ・ ラベルでソート されています。 

必要に応じて、 1 つまたは複数の列でテーブルをソートできます。 詳細は、 「NetVault WebUI でのレコー

ドのソート」 を参照して ください。

ページ ・サイズ設定やテーブル内のソート順の表示、 レコードのエクスポート、 テーブル設定の編集を
行うには、 テーブルの右下隅にあるアイコンをクリ ックします。 詳細は、 「NetVault WebUI でのテーブル

のカスタマイズ」 を参照して ください。

4 ［検索］ オプシ ョ ンを使用して、 テーブル ・ データをフ ィルタし、 列の値に指定した文字列を含むエン ト
リをすばやく見つけることができます。 また、 検索フ ィルタ文字列にはワイルドカード （? または *）
を含めることもできます。

5 特定のテープの詳細を表示するには、 リス トでそのアイテムを選択して、 ［メディアの調査］ をクリ ック
します。 

6 ［テープ ・ メディア ・ アイテムの調査］ ページでは、 以下の情報を参照できます。

▪ テープ ・サマリ ： この領域には以下の情報が表示されます。 

▫ バーコード ： メディア ・ バーコード。

▫ ラベル ： メディア ・ ラベル。

▫ グループ ： メディア ・ グループ ・ ラベル。

▫ ライブラリ ： テープが存在するライブラリの名前。

▫ オフサイ ト ・ ロケーシ ョ ン ： オフサイ ト ・ ロケーシ ョ ン （指定されている場合）。

▫ メディア ・ タイプ ： ディスク ・ ファイル （仮想テープ） であるか物理テープであるか。

▫ 保存済みデータ ： テープに保存されているデータの総量。

▫ 利用可能容量 ： 使用可能な領域の容量。

▫ 再利用ポリシー ： テープを再利用できるかどうか。

▫ 最終書き込み日 ： ド ライブの書き込み操作が最後に実行された日付。

メモ ： テープ上に必要な空き容量は、 NetVault では計算されません。 この情報は、 テープ ・

ド ライブから取得され、 ［テープ ・ ス ト レージの調査］ ページに表示されます。

メモ ： テープ上に必要な空き容量は、 NetVault では計算されません。 この情報は、 テープ ・

ド ライブから取得され、 ［テープ ・ ス ト レージの調査］ ページに表示されます。
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▫ 最終読み込み日 ： ド ライブの読み込み操作が実行された日付。

▫ 再利用回数 ： テープが再使用された回数。

▫ 読み込みエラー ： 読み取りエラー数。

▫ 書き込みエラー ： 書き込みエラー数。

▫ 使用可能 ： テープが使用可能であるかどうか。

▫ 読み取り専用 ： テープが読み取り専用としてマークされているかどうか。

▫ メディア ・ オンライン ： テープがオンラインであるかオフラインであるか。

▫ メディア使用量 ： さまざまなセーブセッ トによって使用されているスト レージの量を示す
円グラフ。

▪ ［セーブセッ ト］ テーブル ： ［セーブセッ ト］ テーブルには、 リポジト リ内に保管されているすべ
てのバックアップが表示されます。 セーブセッ トの作成日、 セーブセッ ト名、 セーブセッ ト ・
サイズ、 ジ ョ ブ ID 番号、 インスタンス番号、 およびフェーズ番号が表示されます。

デフォルトでは、 テーブルはセーブセッ トの日付でソート されています。 必要に応じて、 1 つま

たは複数の列でテーブルをソートできます。 ［検索］ オプシ ョ ンを使用して、 テーブル ・ データを
フ ィルタし、 列の値に指定した文字列を含むエン ト リをすばやく見つけることができます。

7 スト レージ関連のタスクを実施するには、 ［操作］ パネルで目的のボタンをクリ ックします。 または
［ナビゲーシ ョ ン］ パネルのリンクをクリ ックして、 別のページを開きます。

テープ ・ ス ト レージ ・ メディアの管理
このセクシ ョ ンには、 以下のトピックが含まれています。

• テープ ・ メディアのラベリング

• テープ ・ メディアのブランク処理

• テープ ・ メディアのスキャン

• テープを使用不可としてマーク

• テープを読み取り専用としてマーク

• テープを再利用としてマーク

• オフライン ・ テープの削除

テープ ・ メディアのラベリング
テープ ・ カート リ ッジまたは VTL 内の仮想テープのどちらかに関係な く、 個々のメディアを識別するためにラ

ベルを使用します。 メディア ・ アイテムには、 メディア ・ バーコード、 システム生成の文字列、 ユーザー定義の
文字列を使用してラベルを付けることができます。 ブランク ・ メディアのラベルは手動で割り当てることもでき
ますし、 バックアップ時に自動的に割り当てることもできます。

デフォルトで、 NetVault はシステム生成の文字列をブランク ・ メディア ・ アイテムに割り当てます。 設定を変更

すると、 メディア ・ バーコードをデフォルトのラベルとして使用することができます。 詳細は、 「メディア ・ マ
ネージャの一般設定」 を参照して ください。

次のセクシ ョ ンでは、 メディア ・ ラベルをブランク ・ テープに割り当てる手順について説明します。

• リス ト ・ ビューでのライブラリの複数テープへのラベル付け

• ツリー ・ ビューでのライブラリの複数テープへのラベル付け

• リス ト ・ ビューでの単一テープへのラベル付け

• ツリー ・ ビューでの単一テープへのラベル付け



Quest NetVault 13.1.2 アドミニストレーターズ・ガイド

ストレージ・メディアの管理
269

リス ト ・ ビューでのライブラリの複数テープへのラベル付け

ライブラリの複数のテープにラベルを付けるには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。

2 デバイスのリストで、 アイコン （ ） をクリ ックしてライブラリを探し、 対応する ［ライブラリの管理］

アイコン （ ） をクリ ックします。 

3 ［テープ ・ ライブラリ管理］ ページで、 ［メディア ・ ラベル］ をクリ ックして、 以下のオプシ ョ ンを設定
します。

表 98. テープ ・ メディアのラベリング

オプシ ョ ン 説明

メディア ・ タイプ ラベルを設定するメディアの種類を選択します。 利用可能なオプシ ョ ンを
以下に示します。

• ブランク ： NetVault サーバーにアクセス可能なデバイス内のブラン

クでラベルが付いていないメディアにラベルを付けるには、 この
チェ ック ・ ボックスを選択します。

• その他 ： このチェ ック ・ ボックスを選択すると、 ここに挙げられた
カテゴリに属さないメディア ・ タイプにラベルが付けられます。

• NetVault 5 ： NetVault 5.x でデータをバックアップするために使用

されたメディアにラベルを設定するには、 このチェ ック ・ ボックス
を選択します。

• 再利用可能 ：再利用可能メディア ・ アイテムにラベルを付ける場
合、 このチェ ック ・ ボックスを選択します。

ラベル ・ タイプ メディア ・ ラベルのタイプを選択します。 利用可能なオプシ ョ ンを以下に
示します。

• バーコード ： メディア ・ バーコードをメディア ・ ラベルとして使用
する場合は、 このオプシ ョ ンを選択します。

• マシンと日付 ： システムが生成した文字列をメディア ・ ラベルと
して使用するには、 このオプシ ョ ンを選択します。 この文字列は
NetVault サーバー名、 現在の日付、 およびシード番号で構成さ

れます。

• ユーザー定義 ： ユーザー定義ラベルを割り当てる場合は、 このオプ
シ ョ ンを選択して、 以下の詳細を入力します。

– ラベル ： メディア ・ ラベルとして使用する文字列を指定します。

ラベルには英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン
語系の文字を含めることはできません。 NetVault では、 文字列内の

文字 「%」 の使用はサポート されていません。

メディア ・ ラベルおよびグループ ・ ラベルには、 長さ制限はありま
せん。 ただし、 メディア ・ ラベル、 バーコード、 およびグループ ・
ラベルを組み合わせた表示範囲は 100 文字です。 そのため、 メディ

ア ・ ラベルとグループ ・ ラベルは、 40 ～ 50 文字以内にすることを

お勧めします。

– シード ： 個別のメディア ・ アイテムを識別するために、 ユーザー

定義文字列に連番が追加されます。 このオプシ ョ ンは、 シーケンス
の初期値を定義します。 この値は、 アイテムごとに 1 つずつ増分さ

れます。 このオプシ ョ ンのデフォルト値は、 1 です。

グループ ・ ラベル メディア ・ アイテムをグループに追加するには、 リス トからグループ ・
ラベルを選択します。 グループ ・ ラベルを作成する場合は、 文字列を入
力します。 
ラベルには英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の
文字を含めることはできません。 グループ ・ ラベルは、 大文字と小文字が
区別されません。 
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4 ［OK］ をク リ ックして設定を保存します。

ツリー ・ ビューでのライブラリの複数テープへのラベル付け

メディア ・ アイテムまたはメディア ・ グループをバルク ・ ラベリングするには

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。 

2 デバイスのリストからターゲッ ト ・ ライブラリを探して、 クリ ックします。

3 ［バルク ・ ラベル］ をクリ ックします。

4 ［メディアのバルク ・ ラベリング］ ウィ ンドウで、 以下のパラメータを設定します。

▪ ラベル対象メディアのタイプ ： ラベル設定するメディアのタイプを選択します。

▫ ブランク ： 現在 NetVault サーバーにアクセス可能なデバイス内のブランクでラベルが付い

ていないメディアにラベルを付けるには、 このチェ ック ・ ボックスを選択します。

▫ その他 ： このチェ ック ・ ボックスを選択すると、 ここに一覧されたカテゴリに属さないラ
ベル ・ メディア ・ タイプに一括でラベルが付けられます。

▫ NetVault 5 ： NetVault 5.x でデータをバックアップするために使用されたメディアにラベル

を設定するには、 このチェ ック ・ ボックスを選択します。

▫ 再利用可能 ： このチェ ック ・ ボックスを選択すると、 マークされたメディア部分が再利用
可能としてラベル付けされます。

▪ ラベル ・ タイプ ： メディア ・ ラベルのタイプを選択します。

▫ バーコード ： メディア ・ バーコードをメディア ・ ラベルとして使用する場合は、 このオプ
シ ョ ンを選択します。

▫ マシンと日付 ： NetVault サーバー名、 現在の日付、 およびシード番号を使って文字列を生

成する場合は、 このオプシ ョ ンを選択します。

▫ ユーザー ： ユーザー定義ラベルを割り当てるには、 ［ユーザー］ を選択して、 以下の詳細を
入力します。

- ラベル ： メディア ・ ラベルとして使用する文字列を入力します。 NetVault では、 文

字列内の文字 「%」 の使用はサポート されていません。 メディア ・ ラベルには英数字

と英数字以外の文字を使用できますが、 英語以外の文字を含めることはできません。

リス ト中のメディアすべて 選択したライブラリ内のすべてのメディア ・ アイテムにラベルを設定する
には、 このチェ ック ・ ボックスを選択します。

ラベル対象メディア 特定のメディア ・ アイテムにラベルを設定するには、 このリストから個別
のメディア ・ アイテムを選択します。 
連続した項目を選択するには、 Shift キーを押しながらクリ ックします。 連続

しない複数の項目を選択するには、 Ctrl キーを押しながらクリ ックします。

メモ ： メディアのバルク ・ ラベリングとグループ化機能は、 NetVault SmartDisk デバイスには適用

されません。

メモ ： メディア ・ ラベルおよびグループ ・ ラベルには、 長さ制限はありません。 ただし、
メディア ・ ラベル、 バーコード、 およびグループ ・ ラベルを組み合わせた表示範囲は 100
文字です。 そのため、 メディアラベルとグループラベルは、 40 ～ 50 文字以内にすることを

お勧めします。

表 98. テープ ・ メディアのラベリング

オプシ ョ ン 説明
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- シード ： 個々のメディア ・ アイテムを識別するために、 NetVault はユーザー定義文

字列に連番を追加します。 ［シード］ パラ メータは、 シーケンスの初期値を提供し
ています。 この値は、 各メディア項目に対して 1 つずつ増加していきます。 シード

のデフォルト値は、 1 です。

▪ グループ ・ ラベル ： メディア ・ アイテムをグループに追加するには、 リストからグループ ・ ラベル
を選択します。 新しいグループ ・ ラベルを作成する場合に、 文字列を入力します。 グループ ・ ラベ
ルには英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 英語以外の文字を含めることはできません。

グループ ・ ラベルは、 大文字と小文字が区別されません。 NetVault は、 メディア ・ グループの作

成および使用時に、 メディア ・ グループ ・ ラベルの大文字と小文字を区別しません。

▪ メディア ・ アイテムの選択 ：利用可能な方法を選択します。

▫ 個別メディア アイテムの選択 ： メディア ・ リストから、 ラベルを付ける個々のメディア ・ ア

イテムを選択します。 連続したアイテムを選択するには、 Shift キーを押しながらクリ ックし

ます。 連続しない複数のアイテムを選択するには、 Ctrl キーを押しながらクリ ックします。

▫ すべてのメディア ・ アイテムの選択 ： リス ト内のすべてのメディア ・ アイテムにラベルを
付けるには、 ［リス ト内のすべてのメディア］ チェ ック ・ ボックスを選択します。

▪ 「LABEL」 を入力して要求を確認します ：バルク ・ ラベリングを確認するため、 ボックスに

「LABEL」 と入力します。 この文字列は、 大文字と小文字が区別されません。

5 ［OK］ をク リ ックします。

リス ト ・ ビューでの単一テープへのラベル付け

単一のテープにラベルを付けるには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで ［デバイス管理］ をクリ ックし、 デバイスのリストで、  アイコンをクリ ッ

クしてテープを含むライブラリを開きます。

2 ド ライブにテープがロード されている場合は、 ド ライブまたは対応する ［ド ライブの管理］ アイコン  
をクリ ックします。

ド ライブにテープがロード されていない場合は、 ［スロッ ト］ リンクまたは対応する ［スロッ トの管理］

アイコン  をクリ ックしてスロッ トブラウザを開きます。 スロッ トのリストから、 テープがロード さ

れているスロッ ト を選択します。

3 ［ラベル］ をクリ ックして、 ［メディア ・ ラベル］ ダイアログ ・ ボックスで以下のオプションを設定します。

4 設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［OK］ をク リ ックします。

表 99. 単一テープへのラベル付け （リス ト ・ ビュー）

オプシ ョ ン 説明

ラベル テープのラベルを指定します。 
ラベルには英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の
文字を含めることはできません。 NetVault では、 文字列内の文字 「%」 の

使用はサポート されていません。

メディア ・ ラベルおよびグループ ・ ラベルには、 長さ制限はありません。
ただし、 メディア ・ ラベル、 バーコード、 およびグループ ・ ラベルを組み
合わせた表示範囲は 100 文字です。 そのため、 メディア ・ ラベルとグルー

プ ・ ラベルは、 40 ～ 50 文字以内にすることをお勧めします。

グループ ・ ラベル テープをグループに追加するには、 リス トからグループ ・ ラベルを選択し
ます。 グループ ・ ラベルを作成する場合は、 文字列を入力します。 
ラベルには英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の
文字を含めることはできません。 グループ ・ ラベルは、 大文字と小文字が
区別されません。 

オフサイ ト ・ ロケーシ ョ ン テープのオフサイ ト ・ ロケーシ ョ ンを指定します。
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ツリー ・ ビューでの単一テープへのラベル付け

単一テープにラベル付けするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで ［デバイス管理］ をクリ ックし、 デバイスのリストで、 テープを含むライブ
ラリを開きます。

2 スロッ トのリストから、 テープがあるスロッ ト をクリ ックして、 ［プロパティ］ をクリ ックします。 

3 ［メディア ラベル］ ダイアログ ・ ボックスで、 以下のオプシ ョ ンを設定します。

4 要件に応じて、 ［読み取り専用］ または ［使用不可］ チェ ック ・ ボックスを選択します。

5 設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［OK］ をク リ ックします。

テープ ・ メディアのブランク処理
テープをブランク処理すると、 そのテープ上に存在するバックアップ ・ データは削除または消去されます。 テー
プから NetVault ヘッダーが削除され、 メディア ・ ラベルとグループ関連付けも削除されます。 テープをブラン

ク処理すると、 選択したテープ上に保管されているバックアップのインデックスが NetVault データベースから

削除されます。

ブランク処理されたテープは、 NetVault が以降のバックアップを格納するために使用できるようになります。

テープに格納されているデータを意図的に破棄する場合は、 NetVault でそのテープをブランク処理してから、

専用のツールを使用してデータを確実に削除します。

次のセクシ ョ ンでは、 テープ ・ メディアをブランク処理する手順について説明します。

• リス ト ・ ビューでのライブラリの複数テープのブランク処理

• ツリー ・ ビューでのライブラリの複数テープのブランク処理

• リス ト ・ ビューでの単一テープのブランク処理

• ツリー ・ ビューでの単一テープのブランク処理

表 100. 単一テープへのラベル付け （ツリー ・ ビュー）

オプシ ョ ン 説明

メディア ・ ラベル テープのラベルを指定します。 
ラベルには英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の
文字を含めることはできません。 NetVault では、 文字列内の文字 「%」 の

使用はサポート されていません。

メディア ・ ラベルおよびグループ ・ ラベルには、 長さ制限はありません。
ただし、 メディア ・ ラベル、 バーコード、 およびグループ ・ ラベルを組み
合わせた表示範囲は 100 文字です。 そのため、 メディア ・ ラベルとグルー

プ ・ ラベルは、 40 ～ 50 文字以内にすることをお勧めします。

グループ ・ ラベル テープをグループに追加するには、 リス トからグループ ・ ラベルを選択し
ます。 グループ ・ ラベルを作成する場合は、 文字列を入力します。 
ラベルには英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の
文字を含めることはできません。 グループ ・ ラベルは、 大文字と小文字が
区別されません。 

オフサイ ト ・ ロケーシ ョ ン テープのオフサイ ト ・ ロケーシ ョ ンを指定します。

テープ ・ フォーマッ ト Windows の場合は ［MTF］、 Linux/UNIX の場合は ［CPIO］ を選択します。
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リス ト ・ ビューでのライブラリの複数テープのブランク処理

ライブラリの複数のテープをブランク処理するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。

2 デバイスのリストで、 アイコン （ ） をクリ ックしてライブラリを探し、 対応する ［ライブラリの管理］

アイコン （ ） をクリ ックします。 

3 ［テープ ・ ライブラリ管理］ ページで、 ［バルク ・ ブランク］ をクリ ックして、 以下のオプシ ョ ンを設定
します。

4 ［OK］ をク リ ックします。

ツリー ・ ビューでのライブラリの複数テープのブランク処理

ライブラリの複数のテープをブランク処理するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。 

2 デバイスのリストから、 メディア ・ アイテムが存在するライブラリを探して、 クリ ックします。

3 ［バルク ・ ブランク］ をクリ ックします。 

4 ［メディアのバルク ・ ブランク］ ダイアログ ・ ボックスで、 以下のパラメータを設定します。

▪ メディア ・ アイテムの選択

▫ 個別メディア アイテムの選択 ： メディア ・ リス トから、 ブランク処理する個々のメディ

ア ・ アイテムを選択します。 連続した項目を選択するには、 Shift キーを押しながらクリ ッ

クします。 連続しない複数の項目を選択するには、 Ctrl キーを押しながらクリ ックします。

▫ すべてのメディア ・ アイテムの選択 ： リス ト内のすべてのメディア ・ アイテムをブランク
処理するには、 ［リス ト内のすべてのメディア］ チェ ック ・ ボックスを選択します。

▪ ［パスワード］ ： NetVault サーバーのパスワードを入力します。

▪ 「BLANK」 を入力して要求を確認 ： バルク ・ ブランキングを確認するため、 ボックスに

「BLANK」 と入力します。 この文字列では、 大文字と小文字は区別されません。

5 ［OK］ をク リ ックします。

表 101. バルク ・ ブランク

オプシ ョ ン 説明

リスト中のメディアすべて ［ブランクにできるメディア］ リス ト内のすべてのメディア ・ アイテムをブ
ランク処理するには、 このチェ ック ・ ボックスを選択します。

ブランクにできるメディア 特定のメディア ・ アイテムをブランク処理するには、 このリストからアイ
テムを選択します。

連続した項目を選択するには、 Shift キーを押しながらクリ ックします。

連続しない複数の項目を選択するには、 Ctrl キーを押しながらクリ ック

します。

パスワード NetVault サーバーのパスワードを入力します。 
NetVault サーバーにパスワードが設定されていない場合は、 システムの

root または管理者パスワードを指定します。

'BLANK' を入力して要求

を確認します

確認のために、 このボックスに 「BLANK」 （大文字と小文字は区別されな

い） と入力します。

メモ ： この手順は、 NetVault SmartDisk デバイスをブランク処理する目的では使用できません。
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リス ト ・ ビューでの単一テープのブランク処理

単一テープをブランク処理するには ：

1 ［デバイス管理］ ページからテープをブランク処理するには、 次のように操作します。

a ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで ［デバイス管理］ をクリ ックし、 デバイスのリストで、  アイコンを

クリ ックしてテープを含むライブラリを開きます。

b ド ライブにテープがロード されている場合は、 ド ライブまたは対応する ［ド ライブの管理］ アイ

コン  をクリ ックします。

ド ライブにテープがロード されていない場合は、 ［スロッ ト］ リンクまたは対応する ［スロッ

トの管理］ アイコン  をクリ ックしてスロッ トブラウザを開きます。 スロッ トのリストから、

テープがロード されているスロッ ト を選択します。

2 ［ス ト レージの調査］ ページからテープをブランク処理するには、 次のように操作します。

a ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ス ト レージの調査］ をクリ ックします。 

b ［テープ ・ ス ト レージの調査］ をクリ ックします。 メディア ・ アイテムのリストからテープを選択
し、 ［メディアの調査］ をクリ ックします。

3 ［ブランク］ をクリ ックして、 確認のダイアログ ・ ボックスで ［OK］ をク リ ックします。

ツリー ・ ビューでの単一テープのブランク処理

単一テープをブランク処理するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックして、 テープを含むスロッ ト をクリ ック
します。

2 ［ブランク］ をクリ ックして、 確認のダイアログ ・ ボックスで ［OK］ をク リ ックします。

テープ ・ メディアのスキャン
［スキャン］ を使用すると、 テープに保存されているすべてのバックアップを照会して、 特定の NetVault サー

バーのデータベースでインデックス付けされていないバックアップをインポートできます。 ［スキャン］ を使用
して、 「Foreign」 テープを NetVault データベースにインポートすることもできます。

NetVault データベースのバックアップを代替バックアップサーバにインポートおよびリストアするには、 代替 
NetVault サーバの NetVault マシン名を、 バックアップを実行した元のサーバと同じ名前にする必要があります。

テープのスキャンに要する時間は、 インポートするバックアップ数およびバックアップ ・ インデックスのサイズ
によって異なります。 スキャン ・ プロセスでは、 テープのデータは読み取られず、 バックアップの先頭と末尾の
間がスキップされて、 バックアップ ・ セーブセッ トごとにインデックスが読み取られます。

同じまたは以前のバージ ョ ンの NetVault で生成されたインデックスをスキャンできます。 サーバーが同じイン

デックス ・バージ ョ ンを使用していない場合、 以前のバージ ョ ンのサーバーでより新しいバージ ョ ンの NetVault
で生成されたインデックスはスキャンできません。 インデックス ・バージ ョ ンがサポート されていない場合は、
インデックスはインポート されず、 メ ッセージがログに生成されます。

ライブラリ間でテープをスワップしたり、 NetVault サーバから削除したり、 別の NetVault サーバによって制御

されているデバイスにロード したりすると、 NetVault サーバは NetVault データベース内でそのテープに関する

情報を見つけることができません。 この場合、 最初のスキャンではテープからヘッダー情報を取得し、 この情報
を NetVault データベースに追加してから、 テープに 「外部」 とマークします。 NetVault は、 テープを再度ス

キャンするまで、 「外部」 テープに保存されたバックアップをインポートすることはできません。

次のセクシ ョ ンでは、 テープ ・ メディアをスキャンする手順について説明します。
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• リス ト ・ ビューでのライブラリの全テープのスキャン

• ツリー ・ ビューでのライブラリの全テープのスキャン

• リス ト ・ ビューでの単一テープのスキャン

• ツリー ・ ビューでの単一テープのスキャン

リス ト ・ ビューでのライブラリの全テープのスキャン

ライブラリ内のすべてのテープをスキャンするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。

2 デバイスのリストで、 アイコン （ ） をクリ ックしてライブラリを探し、 対応する ［ライブラリの管理］

アイコン （ ） をクリ ックします。 

3 ［テープ ・ ライブラリ管理］ ページで、 ［すべてスキャン］ をクリ ックします （NetVault がプロセスの開

始に失敗する場合は、 ［強制スキャン］ をクリ ックします）。 

4 ［デバイスのスキャン］ ダイアログ ・ ボックスで、 次のオプシ ョ ンを設定できます。

▪ インポート されたバックアップ ・ データの保存期間 ： NetVault データベースにインポート された

バックアップ ・ データの保存期間を指定します。 このオプシ ョ ンは、 NetVault データベース内で

使用可能でないバックアップのみに適用されます。

このオプシ ョ ンのデフォルト値は 7 日間です。 デフォルト値は、 メディア ・ マネージャの設定を

変更することで変更できます。 詳細は、 「メディア ・ マネージャの一般設定」 を参照して くださ
い。 

現在のセッシ ョ ンの保存期間の設定を変更するには、 新しい値を入力または選択します。 保存期
間は日数で指定します。

このオプシ ョ ンに設定された値に応じて、 インポート されたバックアップのリ タイア時間が次の
ように変更されます。

▫ バックアップがすでにリ タイアされている場合、 そのリ タイア時間は指定された保存期間
に設定されます。 ゼロに指定すると、 リ タイアされたセーブセッ トのリ タイア時間は 1 時

間に設定されます。

▫ 指定された期間の前にリ タイアするようにバックアップがスケジュールされている場合、
そのリ タイア時間は指定された保存期間に設定されます。

▫ 指定された期間の後にリ タイアするようにバックアップがスケジュールされている場合、
そのリ タイア時間は変更されません。 このようなバックアップの場合、 バックアップの保
存期間の設定によってリ タイア時間が決まります。 

［スキャン］ をクリ ックして、 スキャン ・ プロセスを開始し、 ダイアログ ・ ボックスを閉じます。

ツリー ・ ビューでのライブラリの全テープのスキャン

ライブラリ内のすべてのテープをスキャンするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。

2 デバイスのリストからライブラリを探して、 クリ ックします。 

3 ［スキャン］ をクリ ックします。 （NetVault がプロセスの開始に失敗する場合は、 ［強制スキャン］

をクリ ックします）。

4 確認ダイアログ ・ ボックスで、 ［OK］ をク リ ックします。
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リス ト ・ ビューでの単一テープのスキャン

単一テープをスキャンするには ：

1 次のいずれかの方法でスキャンするテープを選択します。

▪ ［デバイス管理］ ページからテープを選択するには、 次の手順に従います。

a ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで ［デバイス管理］ をクリ ックし、 デバイスのリストで、  アイ

コンをクリ ックしてテープを含むライブラリを開きます。

b ド ライブにテープがロード されている場合は、 ド ライブまたは対応する ［ド ライブの管理］

アイコン  をクリ ックします。

ド ライブにテープがロード されていない場合は、 ［スロッ ト］ リンクまたは対応する

［スロッ トの管理］ アイコン  をクリ ックしてスロッ トブラウザを開きます。 スロッ ト

のリストから、 テープがロード されているスロッ ト を選択します。

▪ ［ス ト レージの調査］ ページからテープを選択するには、 次の手順に従います。

a ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ス ト レージの調査］ をクリ ックします。 

b ［テープ ・ ス ト レージの調査］ をクリ ックします。 メディア ・ アイテムのリストからテープ
を選択し、 ［メディアの調査］ をクリ ックします。

2 ［スキャン］ をクリ ックします。

3 ［デバイスのスキャン］ ダイアログ ・ ボックスで、 次のオプシ ョ ンを設定できます。

▪ インポート されたバックアップ ・ データの保存期間 ： NetVault データベースにインポート された

バックアップ ・ データの保存期間を指定します。 このオプシ ョ ンは、 NetVault データベース内で

使用可能でないバックアップのみに適用されます。

このオプシ ョ ンのデフォルト値は 7 日間です。 デフォルト値は、 メディア ・ マネージャの設定

を変更することで変更できます。 詳細は、 「メディア ・ マネージャの一般設定」 を参照して く
ださい。 

現在のセッシ ョ ンの保存期間の設定を変更するには、 新しい値を入力または選択します。 保存期
間は日数で指定します。

このオプシ ョ ンに設定された値に応じて、 インポート されたバックアップのリ タイア時間が次の
ように変更されます。

▫ バックアップがすでにリ タイアされている場合、 そのリ タイア時間は指定された保存期間
に設定されます。 ゼロに指定すると、 リ タイアされたセーブセッ トのリ タイア時間は 1 時

間に設定されます。

▫ 指定された期間の前にリ タイアするようにバックアップがスケジュールされている場合、
そのリ タイア時間は指定された保存期間に設定されます。

▫ 指定された期間の後にリ タイアするようにバックアップがスケジュールされている場合、
そのリ タイア時間は変更されません。 このようなバックアップの場合、 バックアップの保
存期間の設定によってリ タイア時間が決まります。 

［スキャン］ をクリ ックして、 スキャン ・ プロセスを開始し、 ダイアログ ・ ボックスを閉じます。

ツリー ・ ビューでの単一テープのスキャン

単一テープをスキャンするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［デバイス管理］ をクリ ックします。

2 デバイスのリストから、 テープを含むスロッ ト を探して、 クリ ックします。 

3 ［スキャン］ をクリ ックします。 （NetVault がプロセスの開始に失敗する場合は、 ［強制スキャン］

をクリ ックします）。
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テープを使用不可としてマーク
メディアが損傷している、 または使用に適さない場合、 それを 「使用不可」 と してマークして、 ジ ョ ブがそれを
選択しないようにすることができます。 このプロパティは、 ［テープメディアアイテムの調査］ ページで設定で
きます。

テープを使用不可としてマークするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ス ト レージの調査］ をクリ ックします。 

2 ［テープ ・ ス ト レージの調査］ をクリ ックします。 メディア ・ アイテムのリストからテープを選択し、
［メディアの調査］ をクリ ックします。

3 テープを使用不可としてマークするには、 ［使用不可をマーク］ をクリ ックします。

4 このプロパティ を変更するには、 テープを選択して ［使用可能をマーク］ をクリ ックします。

テープを読み取り専用としてマーク
テープを 「読み取り専用」 と してマークして、 それ以上書き込まれないように保護することができます。

テープのこのプロパティ を有効にする方法は 2 つあります。

• ターゲッ ト ・ セッ トに ［メディアをバックアップ以降の書き込みから保護］ オプシ ョ ンを設定して、
バックアップ完了後のテープの書き込み保護を有効にすることができます。 詳細は、 「メディア共有オプ
シ ョ ンの設定」 を参照して ください。

• または、 ［テープ ・ メディア ・ アイテムの調査］ ページから読み取り専用プロパティ を設定することもで
きます。 手順はこのセクシ ョ ンで説明されています。

テープを読み取り専用としてマークするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ス ト レージの調査］ をクリ ックします。 

2 ［テープ ・ ス ト レージの調査］ をクリ ックします。 メディア ・ アイテムのリストからテープを選択し、
［メディアの調査］ をクリ ックします。

3 テープを読み取り専用としてマークするには、 ［読み取り専用をマーク］ をクリ ックします。

4 このプロパティ を変更するには、 テープを選択して ［書き込み可能をマーク］ をクリ ックします。

テープを再利用としてマーク
メディアに保管されている最後のセーブセッ トがリ タイアされた場合、 メディアは自動的に再利用のマークが付
けられます。 このプロパティは、 ［テープ ・ メディア ・ アイテムの調査］ ページから手動で設定することもでき
ます。 テープが再利用されると、 NetVault はテープ上の既存のデータに上書きします。

メディアの再利用を手動でマーク設定した場合、 NetVault はそのメディア ・ ラベルとグループ関連付けを保持し

ます。 そのようなメディアを再利用するには、 ターゲッ ト ・ セッ ト内の ［メディア再利用］ オプシ ョ ンに、
以下のいずれかを設定します。 ［任意］ または ［ターゲッ ト ・ メディアと同じグループ ・ ラベルを使用］。 

テープに手動で再利用のマークを付けるには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ス ト レージの調査］ をクリ ックします。 

2 ［テープ ・ ス ト レージの調査］ をクリ ックします。 メディア ・ アイテムのリストからテープを選択し、
［メディアの調査］ をクリ ックします。

3 ［再利用］ をクリ ックして、 確認のダイアログ ・ ボックスで ［OK］ をク リ ックします。

重要 ： 書き込み操作時に SCSI エラーが発生した場合、 それ以上の書き込みを防止するために、 メディア

に ［読み取り専用］ のマークが設定されることがあります。 このエラーが発生した場合は、 ハードウェア
にエラーがないかどうかチェ ックして ください。 テープまたはメディアにエラーが見つからなかった場合
は、 テープを 「書き込み可能」 に設定します。
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オフライン ・ テープの削除
次の手順を使用して、 オフライン ・ テープを削除できます。

オフライン ・ テープを削除すると、 そのテープに関する情報は NetVault データベースから削除されますが、

テープに保存されているバックアップは削除されません。 テープに保存されているバックアップを使用するに
は、 テープをスキャンしてメディア情報を NetVault データベースにインポートする必要があります。 

オフライン ・ テープを削除するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ス ト レージの調査］ をクリ ックします。 

2 ［テープ ・ ス ト レージの調査］ をクリ ックします。 メディア ・ アイテムのリストから、 削除するテープを
選択し、 ［メディアの調査］ をクリ ックします。

オフライン ・ テープのみを NetVault から削除できます。

3 ［削除］ をクリ ックして、 確認のダイアログ ・ ボックスで ［OK］ をク リ ックします。

セーブセッ トの管理
このセクシ ョ ンには、 以下のトピックが含まれています。

• セーブセッ ト詳細の表示

• セーブセッ ト有効期限のオプシ ョ ン設定

• ディスクベースのスト レージ上にあるすべてのセーブセッ トの期限切れ

• ディスクベースのスト レージデバイスからのセーブセッ トの削除

• テープ ・ ベースのスト レージ ・ デバイスからのセーブセッ トの削除

セーブセッ ト詳細の表示

セーブセッ トの詳細を表示するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ス ト レージの調査］ をクリ ックします。

2 ディスク ・ ベースのスト レージ ・ デバイスにセーブセッ トが保管されている場合は、 ［ディスク ・ ス ト
レージの調査］ をクリ ックします。 リポジト リのテーブルからデバイスを選択して、 ［リポジ ト リ調査］
をクリ ックします。

3 物理または仮想テープにセーブセッ トが保管されている場合は、 ［テープ ・ ス ト レージの調査］ をクリ ッ
クします。 メディア ・ アイテムのリストからテープを選択し、 ［メディアの調査］ をクリ ックします。

4 セーブセッ トのリストから、 対象セーブセッ ト を選択して、 ［セーブセッ ト検査］ をクリ ックします。

5 ［セーブセッ ト情報］ ページでは、 以下の詳細情報を参照できます。

▪ ジ ョブ ： ジ ョ ブ ID 番号およびインスタンス ID 番号

▪ タイ トル ： ジ ョ ブ名

▪ タグ ： セーブセッ トに割り当てられているタグ 

▪ ［Server］ ： NetVault サーバーの名前

▪ クライアン ト ： セーブセッ トが生成される NetVault クライアン トの名前。

▪ プラグイン ： セーブセッ トの作成に使用されたプラグインの名前。

▪ ［日付］ ： セーブセッ ト作成日付。
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▪ 有効期限 ： セーブセッ ト有効期限の日時。

▪ 増分 ： 増分バックアップであるかどうか。

▪ アーカイブ ： アーカイブ ・ オプシ ョ ンが選択されたかどうか。

▪ サイズ ： セーブセッ ト ・ サイズ。

6 メディア ・ アイテムのリスト を表示するには、 ［メディア ・ リス ト］ をクリ ックします。 

表示されるダイアログ ・ ボックスで、 以下の詳細情報を参照できます。

▪ バックアップ ・サイズ ： セーブセッ トの合計サイズがバイ ト数で表示されます。

▪ データ ・ セグメン ト ・ テーブル ： このテーブルには、 データ ・ セグメン ト を含むメディア ・ アイ
テムに関する情報が表示されます。 メディア ・ ラベル、 メディア ・ グループ ・ ラベル、 ス ト リー
ム ID、 開始バイ ト数、 終了バイ ト数、 メディアの場所などの詳細情報を参照できます。

▪ インデックス ・ セグメン ト ・ テーブル ： このテーブルには、 インデックス ・ セグメン ト を含むメ
ディア ・ アイテムに関する情報が表示されます。 メディア ・ ラベルおよびメディアの場所を参照
できます。

［閉じる］ をクリ ックしてダイアログ ・ ボックスを閉じます。

セーブセッ ト有効期限のオプシ ョ ン設定
NetVault は、 バックアップに対して世代ベースおよび時間ベースのリ タイア方式をサポート しています。 これら

のオプシ ョ ンは、 バックアップ詳細設定セッ トで指定します。 バックアップがテープメディアに保存されている
場合、 ［有効期限の変更］ を使用して、 有効期限や世代数を後で設定または変更することもできます。

このセクシ ョ ンでは、 ［有効期限の変更］ を使用して、 物理テープメディアまたは仮想テープメディア上の 1 つ
以上のセーブセッ トのリ タイア期間または最大生成数を設定する方法について説明します。 ［バックアップ寿命］
オプシ ョ ンについての詳細は、 「バックアップ寿命オプシ ョ ンの設定」 を参照して ください。

バックアップに従属バックアップが含まれる場合は、 以下を実行するように選択できます。

• すべての従属バックアップをリ タイアする準備が整うまで、 セーブセッ トの削除を延期する

• スケジュールに従ってセーブセッ ト を強制削除する

バックアップ ・ リ タイア方式の詳細については、 「バックアップのリ タイア」 を参照して ください。

セーブセッ ト有効期限のオプシ ョ ンを設定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ス ト レージの調査］ をクリ ックします。

2 ［テープ ・ ス ト レージの調査］ をクリ ックします。 

3 メディア ・ アイテムのリストからテープを選択し、 ［メディアの調査］ をクリ ックします。

4 セーブセッ トのリストから、 1 つまたは複数の対象セーブセッ ト を選択して、 ［有効期限の変更］

をクリ ックします。

5 ［メディア管理 - セーブセッ ト有効期限日付の変更］ ドロワで、 次の表に記載されているオプシ ョ ンを設

定します。
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c ［適用］ をクリ ックして設定を保存します。

［リス トア ・ ジ ョ ブ作成］ ページでセーブセッ トの有効期限オプシ ョ ンを設定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［リス トア ・ ジ ョ ブ作成］ をクリ ックします。

表 102. セーブセッ ト有効期限の変更

オプシ ョ ン 説明

有効期限の変更 時間ベースのリ タイアを設定するには、 このチェ ック ・ ボックスを選択し
て、 以下のいずれかの作業を行います。

• ［オン］ オプシ ョ ンを選択して、 それぞれのボックスに日時を入力
するか、 または選択します。

• または、 ［無期限］ オプシ ョ ンを選択して、 バックアップを無期限
に保持します。

メモ ： 時間ベースのリ タイアでは、 時間コンポーネン ト （HH:MM） は実際

のリ タイア時間を表してはいません。 バックアップのリ タイア期限を表し
ています。 実際のリ タイア時間は、 メディア ・ マネージャがメディア ・
データベースをスキャンして、 リ タイアする必要があるバックアップを特
定するまでの間隔により決まります。 デフォルトのスキャン間隔は 60 分

です。 そのため、 リ タイア時間が 10:20 に設定されている場合、 実際のリ

タイア時間は 11:00 となります。 デフォルト設定は、 mediamgr.cfg ファ

イルで変更できます。 詳細は、 「バックアップ ・ リ タイア ・ スキャンのデ
フォルト間隔の設定」 を参照して ください。

生成サイクルの変更 世代ベースのリ タイアを設定するには、 このチェ ック ・ ボックスを選択し
て、 以下のいずれかの作業を行います。

• ［次の期間を経過したら廃棄］ オプシ ョ ンを選択して、 関連する
ボックスにフル ・バックアップ回数を入力または選択します。

• または、 ［破棄しない］ オプシ ョ ンを選択して、 バックアップを無
期限に保持します。

メモ ： このオプシ ョ ンは、 CDP （継続的データ保護） セーブセッ トには適

用されません。

強制終了 デフォルトでは、 バックアップに依存関係のあるバックアップが含まれる
場合、 そのリ タイアはすべての依存関係のあるバックアップがリ タイアす
る準備が整うまで延期されます。

このチェ ック ・ ボックスを選択すると、 そのリ タイア ・ スケジュールに
従ってバックアップをリ タイアすることができます。 この動作を強制する
と、 依存関係のある増分および差分バックアップが早期にリ タイアする場
合があります。

このルールをすべてのバックアップにグローバルに適用するために、 メ
ディア ・ マネージャの設定を変更できます。 詳細は、 「依存関係にあるバッ
クアップのリ タイア ・ルールの設定」 を参照して ください。 メディア ・
マネージャの ［破棄のタイ ミングの管理］ オプシ ョ ンが ［Force Always］
に設定されている場合は、 このチェ ック ・ ボックスの状態に関係な く、
［強制終了］ オプシ ョ ンが使用されます。 

重要 ： 
• ［有効期限日付の変更］ オプシ ョ ンと ［生成サイクルの変更］ オプシ ョ ンを両方ともフル ・バック

アップに設定すると、 バックアップは、 両方の条件が満たされたときのみリ タイアされます。 たと
えば、 ［フル ・バックアップ回数の超過後に破棄］ オプシ ョ ンをフル ・バックアップ 4 回に、 ［次の

期間を経過したら廃棄］ オプシ ョ ンを 30 日に設定すると、 フル ・バックアップが 4 回行われて、

なおかつ 30 日が経過してからバックアップはリ タイアされます。

• ディスク ・ ベースのスト レージ ・ デバイス （Quest DR Series システム、 NetVault SmartDisk、 また

は Data Domain システムなど） に保管されているバックアップがリ タイアした場合、 そのバック

アップはデバイスから削除されます。 デバイスをスキャンして、 削除されたバックアップをイン
ポートすることはできません。
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［リス トア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセッ トの選択］ ページのセーブセッ ト ・ テーブルには、 利用可能な

セーブセッ トが一覧表示されています。

2 有効期限の日付と時刻を変更するセーブセッ ト を選択します。

3 ［有効期限］ フ ィールドで有効期限の日付と時刻を設定します。

4 ［メディア管理 - セーブセッ トの有効期限日の変更］ ページでオプシ ョ ンを設定します。 「表 102」 を参照

して ください。

ディスクベースのスト レージ上にあるすべての
セーブセッ トの期限切れ
このタスクでは、 ディスクベースのスト レージに保存されているすべてのセーブセッ ト を期限切れにする方法に
ついて説明します。

ディスクベースのスト レージ上にあるすべてのセーブセッ ト を期限切れにするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ス ト レージの調査］ をクリ ックします。

2 ［ディスクス ト レージの調査］ をクリ ックします。 

3 リポジト リのテーブルからデバイスを選択して、 ［リポジ ト リ調査］ をクリ ックします。

4 ［ディスクス ト レージリポジト リの調査］ ページで、 セーブセッ ト を選択し、 ［すべて期限切れ］ をク
リ ックします。

5 ［すべてのセーブセッ ト を期限切れ］ モーダルで、 デバイスのパスワードを入力し、 「EXPIRE」 という単

語全体を入力してアクシ ョ ンを確認します。 

6 ［OK］ をク リ ックします。

ディスクベースのスト レージデバイスからのセー
ブセッ トの削除
セーブセッ ト をディスクベースのスト レージ ・ デバイスから削除すると、 セーブセッ トのインデックスが
NetVault データベースから削除され、 デバイスからセーブセッ トのバックアップが削除されます。 デバイスをス

キャンして、 削除されたバックアップをインポートすることはできません。

バックアップに従属バックアップが含まれる場合は、 以下を実行するように選択できます。

• すべての従属バックアップをリ タイアする準備が整うまで、 セーブセッ トの削除を延期する

• セーブセッ ト を即座に強制削除する

ディスクベースのスト レージ ・ デバイスからセーブセッ ト を削除するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ス ト レージの調査］ をクリ ックします。

2 ［ス ト レージの調査］ ページで、 ［ディスク ・ ス ト レージの調査］ をクリ ックします。 リポジト リのテー
ブルからデバイスを選択して、 ［リポジ ト リ調査］ をクリ ックします。

3 複数のセーブセッ ト を削除するには、 次のように操作します。

注意 ： すべてのセーブセッ ト を期限切れにすると、 選択したデバイスに保存されているすべてのデータが
削除されます。

重要 ： メディア ・ マネージャの ［破棄のタイ ミングの管理］ オプシ ョ ンが ［Force Always］ に設定されて

いる場合は、 ここでの選択に関係な く、 セーブセッ トは即座に削除されます。 このグローバル設定の詳細
については、 「依存関係にあるバックアップのリ タイア ・ルールの設定」 を参照して ください。
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a セーブセッ トのリストで、 削除するセーブセッ ト を選択します。 

連続した項目を選択するには、 Shift キーを押しながらクリ ックします。 連続しない複数の項目を

選択するには、 Ctrl キーを押しながらクリ ックします。

b ［セーブセッ ト削除］ をクリ ックします。 

c ［セーブセッ ト削除］ ダイアログ ・ ボックスで、 選択したセーブセッ トの重複も削除する場合は、
［選択したセーブセッ トに関連付けられたすべてのコピーを削除します］ チェ ック ・ ボックスを選
択します。 

d ［削除タイ ミングのオプシ ョ ンを選択します］ で、 セーブセッ ト をすぐに削除するか、 すべての従
属セーブセッ トがリ タイア日に達するまで削除を遅らせるかを指定します。 

▫ 削除するにはマークを付けます ： 選択したセーブセッ ト を削除対象としてマークするには、
このオプシ ョ ンを使用します。 依存関係にある増分バックアップまたは差分バックアップ
がセーブセッ トに存在しない場合、 セーブセッ トはすぐに削除されます。 依存関係にある
増分バックアップまたは差分バックアップがバックアップに存在する場合、 セーブセッ ト
は、 依存関係にあるすべてのバックアップがリ タイア日に達した後で削除されます。

▫ すぐに強制削除 ： 選択したセーブセッ ト をすぐに削除するには、 このオプシ ョ ンを使用し
ます。 選択したセーブセッ トに存在する、 依存関係にある増分バックアップと差分バック
アップも、 リ タイア日に達していな く てもすぐに削除されます。

e ［OK］ をク リ ックします。

4 セーブセッ ト を検討してから削除するには、 次のように操作します。

a セーブセッ トのリストで、 削除するセーブセッ ト を選択して、 ［セーブセッ ト検査］ をクリ ックし
ます。

b ［削除］ をクリ ックします。 

c ［セーブセッ ト削除］ ダイアログ ・ ボックスで、 選択したセーブセッ トの重複も削除する場合は、
［このセーブセッ トに関連付けられたすべてのコピーを削除します］ チェ ック ・ ボックスを選択し
ます。 

d ［削除タイ ミングのオプシ ョ ンを選択します］ で、 セーブセッ ト をすぐに削除するか、 すべての従
属セーブセッ トがリ タイア日に達するまで削除を遅らせるかを指定します。 

▫ 削除するにはマークを付けます ： 選択したセーブセッ ト を削除対象としてマークするには、
このオプシ ョ ンを使用します。 依存関係にある増分バックアップまたは差分バックアップ
がセーブセッ トに存在しない場合、 セーブセッ トはすぐに削除されます。 依存関係にある
増分バックアップまたは差分バックアップがバックアップに存在する場合、 セーブセッ ト
は、 依存関係にあるすべてのバックアップがリ タイア日に達した後で削除されます。

▫ すぐに強制削除 ： 選択したセーブセッ ト をすぐに削除するには、 このオプシ ョ ンを使用し
ます。 選択したセーブセッ トに存在する、 依存関係にある増分バックアップと差分バック
アップも、 リ タイア日に達していな く てもすぐに削除されます。

e ［OK］ をク リ ックします。

テープ ・ ベースのスト レージ ・ デバイスからの
セーブセッ トの削除
テープ ・ ベースのスト レージ ・ デバイスからセーブセッ ト を削除すると、 基本的に、 セーブセッ トのインデック
スが NetVault データベースから削除されます。 その後もメディアをスキャンして、 NetVault データベースに

バックアップインデックスをインポート し、 バックアップを使用できます。

バックアップに従属バックアップが含まれる場合は、 以下を実行するように選択できます。

• すべての従属バックアップをリ タイアする準備が整うまで、 セーブセッ トの削除を延期する

• セーブセッ ト を即座に強制削除する
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テープ ・ ベースのスト レージ ・ デバイスからセーブセッ ト を削除するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ス ト レージの調査］ をクリ ックします。

2 ［ス ト レージの調査］ ページで、 ［テープ ・ ス ト レージの調査］ をクリ ックします。 メディア ・ アイテム
のリストからテープを選択し、 ［メディアの調査］ をクリ ックします。

3 セーブセッ トのリストで、 削除する 1 つまたは複数のセーブセッ ト を選択して、 ［セーブセッ ト削除］

をクリ ックします。

4 ［セーブセッ ト削除］ ダイアログ ・ ボックスで、 選択したセーブセッ トの重複も削除する場合は、 ［この
セーブセッ トに関連付けられたすべてのコピーを削除します］ チェ ック ・ ボックスを選択します。 

5 ［削除タイ ミングのオプシ ョ ンを選択します］ で、 セーブセッ ト をすぐに削除するか、 すべての従属セー
ブセッ トがリ タイア日に達するまで削除を遅らせるかを指定します。 

▪ 削除するにはマークを付けます ： 選択したセーブセッ ト を削除対象としてマークするには、 この
オプシ ョ ンを使用します。 依存関係にある増分バックアップまたは差分バックアップがセーブ
セッ トに存在しない場合、 セーブセッ トはすぐに削除されます。 依存関係にある増分バックアッ
プまたは差分バックアップがバックアップに存在する場合、 セーブセッ トは、 依存関係にあるす
べてのバックアップがリ タイア日に達した後で削除されます。

▪ すぐに強制削除 ： 選択したセーブセッ ト をすぐに削除するには、 このオプシ ョ ンを使用します。
選択したセーブセッ トに存在する、 依存関係にある増分バックアップと差分バックアップも、
リ タイア日に達していな く てもすぐに削除されます。

6 ［OK］ をク リ ックします。

重要 ： メディア ・ マネージャの ［破棄のタイ ミングの管理］ オプシ ョ ンが ［Force Always］ に設定されて

いる場合は、 ここでの選択に関係な く、 セーブセッ トは即座に削除されます。 このグローバル設定の詳細
については、 「依存関係にあるバックアップのリ タイア ・ルールの設定」 を参照して ください。
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ユーザー ・ アカウン ト とグループ ・ ア
カウン トの管理

• ユーザー ・ アカウン トについて

• ユーザーとグループの権限およびプリセッ トについて

• ユーザー ・ アカウン トの作成

• ユーザー ・ アカウン トの変更

• ユーザー ・ アカウン トの削除

• ユーザーポリシーの設定

• セキュア ・ モードの使用

• プリセッ トの使用

• ユーザー権限

• 事前定義されたプリセッ ト

• Active Directory と NetVault の統合

• ID プロバイダとしての Azure Active Directory の使用

ユーザー ・ アカウン トについて
NetVault 管理者はさまざまなユーザー ・ アカウン ト を設定し、 ユーザーが実行する必要がある機能に基づいて、

適切な権限、 グループ ・ メンバーシップ、 割当量をアカウン トに割り当てることができます。 

たとえば、 管理者は、 データベース管理者のユーザー ・ アカウン ト を作成し、 このアカウン トにデータベース ・
システムのバックアップと リス トアを実施する権限を付与することができます。 同じように、 ユーザー ・ アカウ
ン ト を作成して、 クライアン トやスト レージ ・ デバイスを管理できます。 

NetVault には、 2 種類の事前定義されたユーザー ・ アカウン トがあります。

• admin ： NetVault の管理者アカウン トです。

• default ： NetVault でさまざまな操作を実行するために使用できる標準のユーザー ・ アカウン トです。

これらのユーザー ・ アカウン ト を使用して、 NetVault WebUI および CLI でさまざまなタスクを実行します。

admin および default ユーザー ・ アカウン トに、 NetVault のすべての権限が割り当てられています。 デフォルト

で、 admin および default ユーザー ・ アカウン トにはパスワードが割り当てられていません。 NetVault サーバー

への不正アクセスを防止するため、 これらのユーザー ・ アカウン トに安全なパスワードを割り当てることができ
ます。

現在の環境で Active Directory （AD） または Microsoft Azure Active Directory （Azure AD） を使用する場合は、

AD および Azure AD ユーザーを NetVault に統合し、 ユーザーグループを管理することもできます。 詳細は、

「Active Directory と NetVault の統合」 および 「ID プロバイダとしての Azure Active Directory の使用」 を参照し

て ください。

メモ ： 管理者アカウン トのみが、 NetVault でユーザー ・ アカウン ト を作成、 管理できます。 管理者以外の

ユーザー ・ アカウン トでは、 自分のパスワードの変更またはリセッ トのみを行う ことができます。
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ユーザーとグループの権限およびプリ
セッ トについて
権限とは、 NetVault で特定のタスクを実行するための許可のことです。 

NetVault でタスクを実行するには、 ユーザーが必要な NetVault 権限を保持している必要があります。 ユーザー

に権限がない場合、 リクエストは拒否されます。 NetVault では、 ユーザーまたはユーザー ・ グループに付与され

ている権限に応じて、 オーディ タ ・ デーモン （nvavp） によりユーザーのリクエストが承認されます。 NetVault
のユーザーおよびユーザー ・ グループ権限のタイプについては、 「ユーザー権限」 を参照して ください。

プリセッ トはユーザーの権限セッ トです。 プリセッ トによってユーザー権限を割り当てるタスクが容易になりま
す。 管理者は、 各ユーザー ・ アカウントに個々の権限を割り当てる代わりに、 プリセッ トを割り当てることができ
ます。 プリセッ トをユーザーに割り当てると、 ユーザーはそのプリセッ トに含まれるすべての権限を取得します。 

NetVault には、 事前に定義されたプリセッ トがい くつか用意されています。 プリセッ トには特定のユーザー役割

およびユーザー ・ グループに必要な権限がすべて含まれています。 事前定義されたプリセッ トには、 以下のもの
が含まれます。 管理者、 バックアップ管理者、 バックアップ ・ オペレータ、 メディア ・ オペレータ、 モニタ、 お
よびヘルプデスク。 これらのセッ トに含まれる権限の詳細については、 「事前定義されたプリセッ ト」 を参照し
て ください。 

管理者は、 バックアップ環境で必要とされる追加のユーザーロール用にユーザー定義のプリセッ ト を作成するこ
ともできます。 詳細は、 「プリセッ トの使用」 を参照して ください。

ユーザー ・ アカウン トの作成
ユーザー ・ アカウン トは ［ユーザー ・ アカウン トおよびユーザー ・ グループ管理］ ページで作成できます。 管理
者のみが、 NetVault でユーザー ・ アカウン ト を作成、 管理できます。

ユーザー ・ アカウン ト を作成するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ユーザーとグループ］ をクリ ックします。

2 ［ユーザー ・ アカウン トおよびユーザー ・ グループ管理］ ページで、 ［ユーザーの追加］ をクリ ックします。

図 20. ［ユーザー ・ アカウン トおよびユーザー ・ グループ管理］ ページ

NetVault によりユーザー ・ アカウン トが作成され、 デフォルト名の新規ユーザーが割り当てられます

（デフォルト名が使用されている場合は、 「新規ユーザー [n]」）。 
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デフォルトでは、 テーブルはユーザー名でソート されています。 

必要に応じて、 1 つまたは複数の列でテーブルをソートできます。 詳細は、 「NetVault WebUI でのレコー

ドのソート」 を参照して ください。

ページ ・サイズ設定やテーブル内のソート順の表示、 レコードのエクスポート、 テーブル設定の編集を
行うには、 テーブルの右下隅にあるアイコンをクリ ックします。 詳細は、 「NetVault WebUI でのテーブル

のカスタマイズ」 を参照して ください。

いずれかの列に特定のフ ィールド値またはテキスト を含むレコードを迅速に見つけるために、 テーブル
の右上隅の ［検索］ ボックスを使用できます。 ボックスに検索テキスト を入力すると、 テーブル内の
データがフ ィルタにかけられます。 また、 検索フ ィルタ文字列にはワイルドカード （? または *） を含め

ることもできます。

3 以下のセクシ ョ ンで説明しているオプシ ョ ンを構成します。

▪ ユーザー ・パスワードの設定

▪ ユーザーポリシーの設定

▪ ユーザー詳細の設定

▪ ユーザーアカウン トまたはユーザーグループのメンバーシップの設定

▪ ユーザー ・ アカウン トへの権限と割当量の設定

▪ ユーザー通知プロファイルの設定

4 ［終了］ をクリ ックしてユーザー情報を保存します。

ユーザー ・パスワードの設定

ユーザー ・ アカウン トのパスワードを設定または変更するには ：

1 ［ユーザー ・ アカウン トおよびユーザー ・ グループ管理］ ページで、 ［パスワードの設定］ をクリ ックし
ます。

2 既存のパスワードを削除し、 リセッ ト して空白にするには、 ［パスワードを空白にリセッ ト しました］
チェ ック ・ ボックスを選択します。

– または –

ユーザー ・パスワードを設定または変更するには、 以下のオプシ ョ ンを設定します。

3 ユーザーの詳細を保存し、 ユーザー設定ページに戻るには、 ［適用］ をクリ ックします。

メモ ： NetVault サーバーは、 ユーザー追加手順を完了せずに終了すると、 そのユーザー ・ アカウン

ト を削除しません。 ユーザー ・ アカウン トが必要ない場合は、 ［ユーザー ・ アカウン トおよびユー
ザー ・ グループ管理］ ページから手動で削除する必要があります。 詳細は、 「ユーザー ・ アカウン
トの削除」 を参照して ください。

重要 ： ローカル NetVault ユーザーに対してのみ、 パスワードの割り当てまたは更新を行う ことができま

す。 AD ユーザーと  Azure AD ユーザーのパスワード管理は、 それぞれ Active Directory と  Microsoft Azure 
Active Directory によって管理されます。

表 103. ユーザー ・パスワード

項目 説明

現在のパスワード ユーザー ・ アカウン トの現在のパスワードを指定します。 アカウン トのパ
スワードが未設定な場合は、 空白にしておきます。

新しいパスワード ユーザー ・ アカウン トの新しいパスワードを指定します。 
パスワードには英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語
系の文字を含めることはできません。 パスワードには、 最大 100 文字を使

用することができます。

パスワードの確認 確認のためパスワードを再入力します。
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ユーザー詳細の設定

ユーザー名、 連絡先情報、 およびその他の情報を設定するには ：

1 ［ユーザー ・ アカウン トおよびユーザー ・ グループ管理］ ページで、 ［詳細の変更］ をクリ ックします。

2 以下のオプシ ョ ンを設定します。

3 ［適用］ をクリ ックしてユーザーの詳細を保存し、 ［ユーザー ・ アカウン トおよびユーザー ・ グループ管
理］ ページに戻ります。

重要 ： ［ユーザー名］ フ ィールドには @ 記号を使用しないで ください。 NetVaultNetVault は、 @ を含む名

前をド メインユーザーとみなして、 ユーザーがログオンするときに Active Directory で自動的に認証させよ

う と します。

表 104. ユーザーの詳細

項目 説明

識別情報 ［識別情報］ で、 以下の情報を指定します。

• ［ユーザー名］ ： ［ユーザー名］ に、 ユーザーの一意の名前を入力し
ます。 ユーザー ・ グループ、 ロール、 または本名に基づいて名前を
割り当てることができます。 
ユーザー名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラ
テン語系の文字を含めることはできません。 長さ制限はありません
が、 すべてのプラッ ト フォームで 20 文字以内に収めることをお勧

めします。 ユーザー名に次の文字は使用できません ：

" / \ : ; | * ? < >^

メモ ： ［ユーザー名］ フ ィールドには @ 記号を使用しないで ください。

• ［本名］ ： ［本名］ に、 実際のユーザー名を指定します。

連絡先情報 ［連絡先情報］ で、 以下の情報を指定します。

• ［電子メール 1］ ： このボックスでは、 ユーザー ・ アカウン トのプラ

イマリ ・ メール ・ アドレスを指定します。 
• ［電子メール 2］ ： このボックスでは、 ユーザー ・ アカウン トの追加

メール ・ アドレスを指定します。

• ［電子メール 3］ ： このボックスでは、 ユーザー ・ アカウン トの追加

メール ・ アドレスを指定します。

• ［電話］ ： このボックスでは、 ユーザー ・ アカウン トの電話番号を指
定します。

• ［携帯電話］ ： このボックスでは、 ユーザー ・ アカウン トの携帯電話
の番号を指定します。

• ［ポケッ トベル］ ： このボックスでは、 ユーザー ・ アカウン トのポ
ケッ トベルの番号を指定します。

メモ ： ユーザー ・ アカウン トの通知プロファイルを設定した場合、 ［電子
メール 1］ ボッ クスに設定したメール ID が、 メール通知に使用されます。

詳細は、 「ユーザー通知プロファイルの設定」 を参照して ください。

その他の詳細 ［その他の詳細］ で、 以下の情報を指定します。

• ［使用マシン］ ： このボックスでは、 使用するマシンの名前を指定し
ます。

• ［詳細］ ： このボックスでは、 使用するマシンの説明を指定します。

• ［場所］ ： このボックスでは、 使用するマシンの場所を指定します。

• ［パスワード期限を設定しない］ ： デフォルトでは、 このオプシ ョ ン
は選択されていません。 ユーザー ・ アカウン トにパスワード ・ ポリ
シー設定を適用する場合は、 このオプシ ョ ンを選択解除します。

メモ ： 選択したユーザーのパスワード期限を設定する必要がない場合は、
そのユーザー ・ アカウン トに ［パスワード期限を設定しない］ オプシ ョ ン
を使用できます。
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ユーザーアカウン トまたはユーザーグループのメ
ンバーシップの設定

ユーザーアカウン トまたはユーザーグループのメンバーシップを設定するには ：

1 ［ユーザーアカウン トおよびユーザーグループ管理］ ページで、 ［グループメンバーシップ］ をクリ ック
します。

ローカルのユーザーの場合は ［ユーザー］ タブを選択し、 グループの場合は ［グループ］ タブをクリ ッ
クします。

2 ［ユーザーのグループメンバーシップの編集］ ページで、 次のオプシ ョ ンを使用して、 クライアン トグ
ループ、 メディアグループ、 またはスト レージ階層メンバーシップを追加または削除します。 

▪ 特定のグループへのアクセスを許可するには、 ［非メンバー ： ］ リス トからグループを選択して、
［参加］ をクリ ックします。 選択したクライアン ト ・ グループが、 ［メンバー ： ］ リス トに移動さ
れます。

（連続した項目を選択するには、 Shift キーを押しながらクリ ックします。 連続しない複数の項目を

選択するには、 Ctrl キーを押しながらクリ ックします）。

▪ 特定のグループをメンバーから外すには、 ［メンバー ： ］ リス トで目的のグループを選択して、
［退出］ をクリ ックします。

3 グループメンバーシップ情報を保存し、 ユーザー設定ページに戻るには、 ［適用］ をクリ ックします。

ユーザー ・ アカウン トへの権限と割当量の設定

ユーザー ・ アカウン トのユーザー権限およびジ ョブと メディア割当量を設定するには ：

1 ［ユーザー ・ アカウン トおよびユーザー ・ グループ管理］ ページで、 ［権限と割当量］ をクリ ックします。

ローカルのユーザーの場合は ［ユーザー］ タブを選択し、 グループの場合は ［グループ］ タブをクリ ッ
クします。

2 適切なユーザー権限およびジ ョブと メディア割当量を設定します。
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3 ［適用］ をクリ ックしてグループ ・ メンバーシップ情報を保存し、 ［ユーザー ・ アカウン トおよびユー
ザー ・ グループ管理］ ページに戻ります。

表 105. ユーザー権限と割当量

項目 説明

ユーザー権限 ユーザー権限を付与または削除するには、 以下の操作を実行します。

• すべての権限を許可する ： ユーザー ・ アカウン トにすべての権限を
割り当てるには、 ［ユーザーはすべての権限を許可される］ チェ ッ
ク ・ ボックスを選択します。

• プリセッ ト を割り当てる ： 事前定義またはユーザー定義のプリセッ
ト を割り当てるには、 ［権限プリセッ ト］ リス トでプリセッ ト を選
択して、 ［ロード］ をクリ ックします。 事前定義されたプリセッ ト

は、 名前に後続の ¨ 記号によって識別できます。

プリセッ ト をユーザーに割り当てると、 ユーザーにはそのプリセッ
トに含まれるすべての権限が許可されます。 選択した権限が、 ［許
可］ リス トに移動されます。 
1 つのプリセッ トのみを割り当てることができます。 新しいプリ

セッ ト をロードすると、 ［許可］ リス トが新しい権限セッ トで上書
きされます。 
プリセッ ト を作成、 変更、 および削除する方法の詳細については、
「プリセッ トの使用」 を参照して ください。 

メディア割当 ユーザーのメディア割当量を設定するには、 次の適切なオプシ ョ ンを設定
します。

• ［無制限］ ： このオプシ ョ ンはデフォルトで選択されています。 メ
ディアへのアクセスを無制限に許可するには、 このオプシ ョ ンを使
用します。 

• ［上限］ ： 割当量の制限を設定するには、 このオプシ ョ ンを選択しま
す。 ユーザーに利用させるメディア量を入力または選択します。 割
当量はテラバイ ト単位で指定します。 
割当量の制限に達すると、 ユーザーが実行するジ ョブは失敗するこ
とになります。 こ う したメディア使用量の値は、 メディア ・ データ
ベース中の既存レコードを基に計算されます。 セーブセッ トのリ タ
イア時に、 メディアの使用量が利用可能プールに追加されます。

ジ ョ ブ割当 ユーザーのジ ョブ割当量を設定するには、 次の適切なオプシ ョ ンを設定
します。

• ［無制限］ ： このオプシ ョ ンはデフォルトで選択されています。 アク
セスするジ ョブの数を制限しない場合は、 このオプシ ョ ンを使用し
ます。

• ［上限］ ： 割当量の制限を設定するには、 このオプシ ョ ンを選択しま
す。 ユーザーが実行できる最大ジ ョブ数を入力します。

割当量の制限に達すると、 ユーザーはそれ以上のジョブを実行でき
な く なります。 ユーザーが実行中のジョブの総数は、 スケジュー
ラ ・ データベース中の既存レコードを基に計算されます。 ジ ョ ブの
定義が削除されると、 ユーザーは、 削除された分と同じ数のジ ョブ
が実行可能となります。
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追加権限および削除権限の付与

ユーザーに特定のグループの追加権限および削除権限を付与するには ：

1 少な く とも  2 つのクライアン ト を含むグループにユーザーを追加します。 

詳細は、 「ユーザーアカウン トまたはユーザーグループのメンバーシップの設定」 を参照して ください。

2 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ユーザーとグループ］ をクリ ックします。

3 ［ユーザーおよびグループアカウン ト管理］ ページで、 ［グループメンバーシップ］ をクリ ックします。

4 ［ユーザーのグループメンバーシップの編集］ ページの ［非メンバー ： ］ リス トで、 すべてのクライアン
トグループに対して ［参加］ をクリ ックします。

5 ［実行］ をクリ ックします。

6 ［ユーザーおよびグループ ・ アカウン ト管理］ ページで、 ［権限と割当量］ をクリ ックします。

7 ［追加］ リス トで、 ［クライアン ト  - クライアン トの追加 / 削除］ 権限を選択します。

8 ［追加］ をクリ ックします。

このユーザーを使用して、 グループにクライアン ト を追加できるようになりました。

ユーザー通知プロファイルの設定

ユーザー ・ アカウン トの通知プロファイルを設定するには ：

1 ［ユーザー ・ アカウン トおよびユーザー ・ グループ管理］ ページで ［通知プロファイル］ をクリ ック
します。

ローカルのユーザーの場合は ［ユーザー］ タブを選択し、 グループの場合は ［グループ］ タブをクリ ッ
クします。

2 イベン ト ・ テーブルで、 イベン ト ・ クラスとイベン ト ・ タイプを開いて、 使用する通知方式を選択します。

3 ［適用］ をクリ ックしてユーザーの詳細を保存し、 ［ユーザー ・ アカウン トおよびユーザー ・ グループ管
理］ ページに戻ります。

ユーザー ・ アカウン トの変更
ユーザー ・ アカウン ト を変更するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ユーザーとグループ］ をクリ ックします。 

2 ［ユーザー ・ アカウン トおよびユーザー ・ グループ管理］ ページで、 ユーザー ・ アカウン ト を選択して、
［詳細の変更］ をクリ ックします。

表 106. ユーザー通知プロファイル

項目 説明

電子メール イベン ト発生時にユーザーにメール通知を送信する方法を選択します。
ユーザー通知は、 ［ユーザーの詳細］ ページの ［電子メール 1］ ボッ クスに

設定されたメール ID に配信されます。

Windows ポップアップ ・

メ ッセージ

イベン ト発生時に、 ユーザーにポップアップ ・ メ ッセージを表示する場合
に選択します。 この方法がサポート されているのは Windows ベースのクラ

イアン トだけです。 ファイアウォールまたは他のツールにより、 そのよう
なメ ッセージをブロックするように設定されている場合、 ポップアップ ・
メ ッセージは表示されません。 また最新バージ ョ ンの Windows では、 ポッ

プアップ ・ メ ッセージの方法は使用不可能となっています。
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3 必要に応じてユーザー設定を変更します。 詳細は、 「ユーザー詳細の設定」 を参照して ください。

4 ［適用］ をクリ ックしてユーザー情報を保存します。

ユーザー ・ アカウン トの削除
ユーザー ・ アカウン ト を削除するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ユーザーとグループ］ をクリ ックします。 

2 ［ユーザー ・ アカウン トおよびユーザー ・ グループ管理］ ページで、 ユーザー ・ アカウン ト を選択して、
［削除］ をクリ ックします。

3 確認ダイアログボックスで ［削除］ をクリ ックして、 NetVault サーバからユーザーアカウン ト を削除

します。

ユーザーポリシーの設定
ユーザー ・ ポリシーは、 ユーザー ・パスワードの最大寿命を定義しており、 すべてのローカル ・ NetVault ユー

ザーにグローバルに適用されます。 また、 ド メイン ・ ユーザーに対してセキュア ・ モードを有効にする場合にも
役立ちます。

ユーザー ・ ポリシーを設定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ユーザーとグループ］ をクリ ックします。

2 ［ユーザー ・ アカウン トおよびユーザー ・ グループ管理］ ページで、 ［ユーザー ・ ポリシーの設定］ をク
リ ックします。

3 ［ユーザー ・ ポリシーの設定］ ページで、 以下の情報を入力します。

▪ ［セキュア ・ モード］ チェ ック ・ ボックスをオンまたはオフにしてセキュア ・ モードを有効または
無効にします。 詳細については、 「セキュア ・ モードの使用」 を参照して ください。

▪ ［パスワード有効期限］ チェ ック ・ ボックスを選択して、 ユーザーがパスワードを変更する必要が
生じるまでの、 パスワードの最大利用可能日数を入力または選択します。

▪ ［有効期限通知］ チェ ック ・ ボックスを選択し、 何日前からユーザーにパスワードを変更するよ
う通知するかを指定します。 メ ッセージは、 ユーザーが NetVault にログオンすると毎回表示さ

れます。

4 ［適用］ をクリ ックしてユーザー ・ ポリシーを保存します。

セキュア ・ モードの使用
セキュア ・ モードを使用すると、 ログインや NetVault サーバーへの追加を、 関連付けられているグループが

NetVault サーバーに既に追加されているド メイン ・ ユーザーに限定することができるようになります。 特権およ

びその他のアクセスはグループ自体で管理され、 セキュア ・ モードが有効になっている場合はド メイン ・ ユー
ザーに権限を直接割り当てることはできません。 これにより、 セキュア ・ モードではド メイン ・ ユーザーに制限
が課されます。 ユーザーがログインを行ったり、 ユーザーを NetVault に追加したりするには、 まず関連付けら

れているグループを NetVault サーバーに追加する必要があります。 特権およびその他のアクセスは、 ド メイン ・

ユーザーがログインするたび、 NetVault サーバーにある関連グループによって更新されます。

メモ ： 複数のユーザーアカウン ト を選択して、 それらを一度に削除できます。

メモ ： admin および default ユーザー ・ アカウン トは削除できません。
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セキュア ・ モード機能を使用するには ：

1 ド メイン ・ ユーザーは、 NetVault サーバーにログインする際にド メイン認証情報を使用する必要があ

ります。

2 NetVault 管理者はド メイン ・ ユーザーに必要な権限を付与する必要があります。 ド メイン ・ ユーザーは

ド メイン ・ グループを NetVault サーバーに追加します。

3 ユーザー － ユーザー ・ アカウン トの管理権限を有しているユーザーであれば、 セキュア ・ モードを有効

または無効にすることができます。

セキュア ・ モードを有効または無効にする

セキュア ・ モードを有効または無効にするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ユーザーとグループ］ をクリ ックします。

2 ［ユーザー ・ アカウン トおよびユーザー ・ グループ管理］ ページで、 ［ユーザー ・ ポリシーの設定］
をクリ ックします。

3 ［ユーザー ・ ポリシーの設定］ ページで、 ［セキュア ・ モード］ チェ ック ・ ボックスをオンまたはオフに
してセキュア ・ モードを有効または無効にします。

4 ［適用］ をクリ ックして設定を保存します。

プリセッ トの使用
このセクシ ョ ンには、 以下のトピックが含まれています。

• プリセッ トの作成

• プリセッ トの変更

• プリセッ トの削除

プリセッ トの作成
ユーザーの役割に必要な権限を選択して、 セッ トに一意の名前を指定することで、 ユーザー定義のプリセッ ト を
作成できます。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ユーザーとグループ］ をクリ ックします。

2 ［ユーザーおよびグループ ・ アカウン ト管理］ ページで、 ［権限と割当量］ をクリ ックします。

3 ［拒否］ リス トで、 含める権限を選択して、 ［追加］ をクリ ックします。 

4 ［権限プリセッ ト］ の下の ［名前を付けて保存］ をクリ ックします。

5 ［権限プリセッ トの保存］ ダイアログ ・ ボックスで、 プリセッ トに一意の名前を指定して、 ［保存］ をク
リ ックします。 

プリセッ トが ［権限プリセッ ト］ リス トに追加されます。 このプリセッ トは、 他の任意のユーザーに割
り当てることができます。

プリセッ トの変更
ユーザー権限を追加または削除して、 プリセッ ト を変更できます。 プリセッ トに加えられた変更は、 既存のユー
ザーに許可された権限には影響しません。
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プリセッ ト を変更するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ユーザーとグループ］ をクリ ックします。

2 ［ユーザー ・ アカウン トおよびユーザー ・ グループ管理］ ページで、 ［権限と割当量］ をクリ ックします。

3 ［権限プリセッ ト］ リス トで、 変更するプリセッ ト を選択して、 ［ロード］ をクリ ックします。

選択した権限が、 ［許可］ リス トに移動されます。

4 追加の権限を割り当てるには、 ［拒否］ リス トで権限を選択して、 ［追加］ をクリ ックします。

選択した権限が、 ［許可］ リス トに移動されます。

5 権限を削除するには、 ［許可］ リス トで権限を選択して、 ［削除］ をクリ ックします。

6 ［権限プリセッ ト］ の下の ［名前を付けて保存］ をクリ ックします。

7 ［権限プリセッ トの保存］ ダイアログ ・ ボックスで、 プリセッ トの名前を選択し、 ［保存］ をクリ ックし
てセッ ト を上書きします。

プリセッ トの削除
プリセッ トが不要になった場合は削除できます。

プリセッ ト を削除するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ユーザーとグループ］ をクリ ックします。

2 ［ユーザー ・ アカウン トおよびユーザー ・ グループ管理］ ページで、 ［権限と割当量］ をクリ ックします。

3 ［権限プリセッ ト］ リス トで、 削除するプリセッ ト を選択して、 ［削除］ をクリ ックします。

4 確認ダイアログ ・ ボックスで、 ［OK］ をク リ ックします。

ユーザー権限
NetVault のユーザー権限のタイプについて簡単な説明を以下の表に示します。

メモ ： 事前定義されたプリセッ トは削除できますが、 NetVault サーバーを再起動するとそのセッ トは再作

成されます。 これらのセッ トがサーバーの再起動時に再作成された場合、 事前定義されたプリセッ トのデ
フォルト設定が復元されます。

表 107. NetVault のユーザー権限

権限 説明

クライアン ト  — クライアン トの追加 /
削除 

NetVault クライアン ト を追加および削除する権限。

クライアン ト  — 仮想 / クラスタ化クライ

アン トの追加 / 削除

仮想クライアン トの追加、 削除用権限。

クライアン ト  — 管理者クライアン ト ・

グループ 
クライアン ト ・ グループの作成、 変更、 および削除権限。

クライアン ト  — クライアン トの設定 クライアン ト を設定するための権限。

クライアン ト  — クライアン ト ・ プロパ

ティの取得

クライアン ト ・ プロパティ を表示するための権限。

クライアン ト  — ファイアウォールとの関

係設定

NetVault サーバーとクライアン ト間のファイアウォール関係を設定

するための権限。

デバイス — スナップシ ョ ッ ト ・ アレイの

追加または更新

スナップシ ョ ッ ト ・ アレイを追加または変更する権限。
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デバイス - Snapshot Array の管理 スナップシ ョ ッ ト機能を使用してスナップシ ョ ッ ト を管理する権限

デバイス – ライブラリの追加 テープライブラリを NetVault サーバに追加する権限。

デバイス — ランダム ・ アクセス ・

ス トアの追加

ディスク ・ ベースのバックアップ ・ デバイスを追加するため
の権限。

デバイス — シンプル ・ ド ライブの追加 単体ドライブを NetVault サーバーに追加するための権限。

デバイス — ド ライブのクリーニング ドライブに対して ［クリーニング］ コマンドを実行する権限。

デバイス — デバイスの管理 デバイス管理タスクを実行する権限。

デバイス — 入口 / 出口ポートのオープン

とクローズ

Entry/Exit ポート を開閉するコマンドを発行する権限。

デバイス — ライブラリ ・ ドアのオープン

とクローズ

ライブラリ ・ ドアを開閉するコマンドを発行する権限。

デバイス — デバイス ・ チェ ックの実行 オフライン ・ デバイス ・ チェ ックを実行する権限。

デバイス — デバイスの再設定 追加したデバイスの再設定を行う権限。

デバイス — デバイスの削除 デバイスを NetVault サーバーから削除する権限。

デバイス — ド ライブ ・ ク リーニング ・

プロパティの設定

ドライブ ・ ク リーニング ・ オプシ ョ ンを設定する権限。 

デバイス — ランダム ・ アクセス ・

ス トアの更新

ディスク ・ ベースのバックアップ ・ デバイスを変更するため
の権限。

ジ ョブ — ジ ョブの中断 アクテ ィブなジ ョブを中断する権限。

ジ ョブ — ポリシー ・ エラーの確認 ポリシー ・ エラーを確認して、 エラー ・ フラグを削除する権限。

ジ ョブ — バックアップ / リス トア ・

セッ トの管理

NetVault セッ ト を作成、 変更、 および削除する権限。

ジ ョブ — ポリシーの管理 ポリシーを作成および管理する権限。

ジ ョブ — ジ ョブの削除 NetVault ジ ョブを削除する権限。

ジ ョブ — スケジュール済みフェーズ

の削除

スケジュール済みジ ョブを削除する権限。

ジ ョブ — ジ ョブの一時停止 ジ ョブを一時停止する権限。

ジ ョブ — このユーザーが所有するジ ョブ

の実行許可

NetVault ジ ョブを実行する権限。 
メモ ： このユーザー権限では、 ジ ョブを実行することができますが、
ジ ョブを作成または変更することはできません。 バックアップまた
はリストア ・ ジ ョブを作成するには、 次のユーザー権限が必要です。

• ジ ョブ — バックアップ ・ ジ ョ ブの実行 / 更新

• ジ ョブ — リス トア ・ ジ ョ ブの実行 / 更新

ジョブ — ポリシーの休止 バックアップ ・ ポリシーを休止状態にする権限。 

ジ ョブ — ジ ョブの再起動 Plug-in for FileSystem バックアップを再起動する権限。

ジ ョブ — ジ ョブの再開 一時停止中のジョブを再開する権限。

ジ ョブ — 定義済みジョブをすぐに実行 ［今すぐ実行］ コマンドを実行する権限。

ジ ョブ — ジ ョブの停止 アクテ ィブな Plug-in for FileSystem バックアップを停止する権限。

ジ ョブ — バックアップ ・ ジ ョ ブの実行 /
更新 

バックアップ ・ ジ ョ ブを作成および変更する権限。

メモ ： このユーザー権限では、 バックアップ ・ ジ ョ ブを作成および
変更することができますが、 バックアップ ・ ジ ョ ブを実行すること
はできません。 ジ ョ ブを実行するには、 ユーザー権限 ［ジ ョ ブ — 
このユーザーが所有するジ ョブの実行許可］ が必要です。

表 107. NetVault のユーザー権限

権限 説明
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ジ ョブ — リス トア ・ ジ ョ ブの実行 / 更新 リストア ・ ジ ョ ブを作成および変更する権限。

メモ ： このユーザー権限では、 リス トア ・ ジ ョ ブを作成および変更
することができますが、 リス トア ・ ジ ョ ブを実行することはできま
せん。 リス トア ・ ジ ョ ブを実行するには、 ユーザー権限 ［ジ ョ ブ — 
このユーザーが所有するジ ョブの実行許可］ が必要です。

ジ ョ ブ — バックアップ ・ ジ ョ ブの表示 バックアップ ・ ジ ョ ブの定義を表示する権限。

ジ ョブ — バックアップ / リス トア ・

セッ トの表示

セッ トの定義を表示する権限。

ジ ョブ — ポリシーの表示 ポリシーの定義を表示する権限。

ジ ョブ — リス トア ・ ジ ョ ブの表示 リストア ・ ジ ョ ブの定義を表示する権限。

メディア — ANSI メディアのブランク ANSI メディアをブランク処理する権限。

メディア — 不良メディアのブランク  不良メディア ・ アイテムをブランク処理する権限。

メディア — メディアのブランク  メディアをブランク処理する権限。

メディア — 非 NetVault メディアのブラ

ンク

非 NetVault メディアをブランク処理する権限。

メディア — メディアのエクスポート Entry/Exit ポートにメディアをエクスポートする権限。

メディア — メディアまたはデバイス ・

アイテム ・ ステータス取得

デバイスおよびメディア ・ ステータスを表示する権限。

メディア — メディアのインポート NetApp VTL のシャ ドウ ・ テープをインポートする権限。

メディア — メディアのリスト メディア･リス ト を表示する権限。

メディア — ド ライブから メディアをロー

ド / アンロード

ド ライブから メディアをロード、 アンロードする権限。 

メディア — メディア要求の管理 メディア要求の優先度を変更、 およびメディア要求を一時停止す
る権限。 

メディア — メディアを再利用としてマー

ク

メディアを再利用のために手動でマークする権限。

メディア — バックアップ有効期限データ

の変更 
バックアップのリ タイア期間を変更する権限。

メディア — メディアの削除 NetVault データベースからメディア情報を削除する権限。

メディア — foreign メディアのスキャン foreign メディアをスキャンして、 それに保管されているバックアッ

プをインポートする権限。 

メディア — メディア要求の表示と診断 メディア要求を表示および診断する権限。

メディア — バックアップ有効期限データ

の表示

バックアップのリ タイア期間を表示する権限。

メディア — メディア・プロパティの表示 メディア･プロパティ を表示する権限。

メディア — メディア・ラベルの書き込み 個別およびバルクのメディア ・ ラベリング操作を実行する権限。

レポート  — レポート ・ ジ ョ ブとコンポー

ネン トの変更 / 編集

ユーザー定義のレポート とレポート ・ コンポーネン ト を作成および
変更する権限。

レポート  — レポートの表示と実行 レポート を生成および表示する権限。

スト レージ階層 — スト レージ階層の管理 スト レージ階層を作成、 変更、 および削除する権限。

スト レージ階層 — スト レージ階層の

リスト

ス ト レージ階層リスト を表示する権限。

システム — 一般通知通知プロファイルの

変更

NetVault 用一般通知プロファイルを設定する権限。

表 107. NetVault のユーザー権限

権限 説明
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事前定義されたプリセッ ト
• 管理者 ： この役割では、 ユーザーは NetVault を管理し、 NetVault 内のすべての機能を実行できます。

• バックアップ管理者 ： この役割では、 ユーザーはバックアップ ・ ジ ョ ブと リス トア ・ ジ ョ ブを管理し、
デバイスおよびメディア関連の機能を実行できます。

• バックアップ ・ オペレータ ： この役割では、 ユーザーはバックアップ ・ ジ ョ ブを実行および管理できま
す。 また、 リス トア ・ ジ ョ ブを管理することもできます。

• ヘルプデスク ： この役割では、 ユーザーはリストア ・ ジ ョ ブを実行できます。

• メディア ・ オペレータ ： この役割では、 ユーザーはデバイスおよびメディア関連の機能を実行できます。

• モニタ ： この役割では、 ユーザーはクライアン ト、 デバイス、 ジ ョ ブ、 およびスト レージ ・ メディアを
監視できます。

次の表に、 事前定義されたプリセッ トに含まれる権限を一覧します。

システム — ログ ・ エン ト リのダンプ テキスト、 バイナリ、 データベース ・ テーブルのダンプ形式でロ
グ ・ ダンプを生成する権限。

システム — ソフ トウェア ・パッケージの

インストール / アンインストール

NetVault プラグインをインストールおよび削除する権限。

システム — ライセンスのインストール 製品ライセンス ・ キーをインストールする権限。 

システム — ダッシュボードの管理 NetVault ダッシュボードを管理する権限。

システム — CLI ツールの使用許可済み CLI ユーティ リテ ィ を使用する権限。 

システム — ログ ・ エン ト リのパージ NetVault データベースからログ ・ メ ッセージを削除する権限。

システム — ダッシュボードの表示 NetVault ダッシュボードを表示する権限。

ユーザー － ユーザー ・ アカウン トの管理 ユーザー ・ アカウン ト を作成、 変更、 または削除する権限。

ユーザー — ユーザーのパスワードのリ

セッ ト

ユーザー ・ アカウン トのパスワードをリセッ トする権限。

サーバー - サーバー設定の管理 サーバー設定を管理する権限。

サーバー - イベン トの表示 イベン ト を表示する権限。

サーバー - ログの表示 ログを表示する権限。

サービス - 管理と再起動 NetVault サービスの管理と再起動を行う権限。

表 108. 事前定義されたプリセッ ト

権限 管理者
バックアップ
管理者

バックア
ップ ・ オペ
レータ

ヘルプ
デスク

メディア ・
オペレータ

モニタ

クライアン ト  — クライア

ン トの追加 / 削除 
X

クライアン ト  — 仮想 /
クラスタ化クライアン ト
の追加 / 削除

X

クライアン ト  — 管理者ク

ライアン ト ・ グループ 
X

クライアン ト  — クライア

ン トの設定

X

表 107. NetVault のユーザー権限

権限 説明
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クライアン ト  — クライア

ン ト ・ プロパティの取得

X X X X X

クライアン ト  — ファイア

ウォールとの関係設定

X X

デバイス — スナップ

シ ョ ッ ト ・ アレイの追加ま
たは更新

X X

デバイス — ライブラリの

追加

X X

デバイス — ランダム ・

アクセス ・ ス トアの追加

X X

デバイス — シンプル ・

ド ライブの追加

X X

デバイス — ド ライブのク

リーニング

X X X

デバイス — デバイス

の管理 
X X

デバイス — 入口 / 出口ポー

トのオープンとクローズ

X X X

デバイス — ライブラリ ・

ドアのオープンとクローズ

X X X

デバイス — デバイス ・

チェ ックの実行 
X X X X

デバイス — デバイスの再

設定

X X

デバイス — デバイス

の削除 
X X

デバイス — ド ライブ ・

ク リーニング ・ プロパティ
の設定

X X X

デバイス — ランダム ・

アクセス ・ ス トアの更新

X X

ジ ョブ — ジ ョブの中断 X X X

ジ ョブ — ポリシー ・

エラーの確認

X X X

ジ ョブ — バックアップ /
リス トア ・ セッ トの管理

X X X X

ジ ョブ — ポリシーの管理 X X

ジ ョブ — ジ ョブの削除 X X

ジ ョブ — スケジュール済

みフェーズの削除

X X X

ジ ョブ — ジ ョブの一

時停止 
X X X

ジ ョブ — このユーザーが

所有するジ ョブの実行許可

X X X X

表 108. 事前定義されたプリセッ ト

権限 管理者
バックアップ
管理者

バックア
ップ ・ オペ
レータ

ヘルプ
デスク

メディア ・
オペレータ

モニタ
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ジ ョブ — ポリシーの休止 X X X

ジ ョブ — ジ ョブの再起動 X X X

ジ ョブ — ジ ョブの再開 X X X

ジ ョブ — 定義済みジョブ

をすぐに実行

X X X X

ジ ョブ — ジ ョブの停止 X X X

ジ ョブ — バックアップ ・

ジ ョ ブの実行 / 更新 
X X X

ジ ョブ — リス トア ・

ジ ョ ブの実行 / 更新

X X X X

ジ ョブ — バックアップ ・

ジ ョ ブの表示

X X X X X

ジ ョブ — バックアップ /
リス トア ・ セッ トの表示

X X X X X

ジ ョブ — ポリシーの表示 X X X X X

ジ ョブ — リス トア ・

ジ ョ ブの表示

X X X X X

メディア — ANSI メディア

のブランク

X X X

メディア — 不良メディア

のブランク  
X X X

メディア — メディアのブ

ランク  
X X

メディア — 非 NetVault メ
ディアのブランク

X X

メディア — メディアのエ

クスポート

X X X

メディア — メディアまた

はデバイス ・ アイテム ・
ステータス取得

X X X

メディア — メディアのイ

ンポート

X X X

メディア — メディアの

リスト

X X X X X X

メディア — ド ライブから

メディアをロード / アン

ロード

X X X X

メディア — メディア要求

の管理

X X X

メディア — メディアを再

利用としてマーク

X X X

メディア — バックアップ

有効期限データの変更 
X X X

表 108. 事前定義されたプリセッ ト

権限 管理者
バックアップ
管理者
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レータ

ヘルプ
デスク
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メディア — メディア

の削除 
X X X

メディア — foreign メディ

アのスキャン

X X X

メディア — メディア要求

の表示と診断

X X X X X

メディア — バックアップ

有効期限データの表示

X X X

メディア — メディア ・

プロパティの表示 
X X X X X

メディア — メディア ・

ラベルの書き込み 
X X X

レポート  — レポート ・

ジ ョ ブとコンポーネン トの
変更 / 編集

X X X

レポート  — レポートの表

示と実行 
X X X

スト レージ階層 — スト

レージ階層の管理

X X X

スト レージ階層 — スト

レージ階層のリスト

X X X X X

システム — 一般通知通知

プロファイルの変更

X X

システム — ログ ・ エン ト

リのダンプ 
X X X

システム — ソフ トウェ

ア ・パッケージのインス
トール / 削除

X

システム — ライセンスの

インストール

X

システム — ダッシュボー

ドの管理

X

システム — CLI ツールの

使用許可済み

X X

システム — ログ ・ エン ト

リのパージ

X X

システム — ダッシュボー

ドの表示

X X X X X X

ユーザー － ユーザー ・ ア

カウン トの管理

X

ユーザー — ユーザーのパ

スワードのリセッ ト

X

表 108. 事前定義されたプリセッ ト

権限 管理者
バックアップ
管理者

バックア
ップ ・ オペ
レータ

ヘルプ
デスク

メディア ・
オペレータ

モニタ
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Active Directory と NetVault の統合
Windows または Linux のマシンにインストールされている NetVault は、 AD （Microsoft Active Directory） と通信

することができます。 また、 Linux マシンにインストールされている NetVault は、 OpenLDAP ディレク ト リ

サービスおよび Samba Active Directory と通信することができます。 AD と NetVault を統合すると、 NetVault で
ロールベースのアクセス制御を行う ことができます。 これにより、 NetVault ユーザーが AD 認証情報を使用して

ログインできるようになります。 さらに、 AD ユーザーが NetVault ユーザーを管理することもできます。

AD グループを NetVault に追加して、 グループの特権、 アクセス ・ レベル、 および通知を指定することで、

初めてログオンしたときから対応するアクセス権がグループのメンバーに付与されます。

• Linux ベースの NetVault に関する考慮事項

• AD ユーザーの管理

• AD グループの管理

Linux ベースの NetVault に関する考慮事項
AD （Active Directory） を Linux ベースのインストールと統合する前に、 NetVault に、 次の条件と前提条件を考

慮して ください。

• Linux サーバーを AD と通信させるには、 NetVault を Samba Winbind または SSSD （System Security 
Services Daemon） を使用するド メインコン ト ローラと統合します。

• Linux マシンのホスト名を FQDN に設定する必要があります。 （例 ： mymachine.mydomain.com）

• NetVault をインストールしている Linux マシンで、 完全修飾ド メイン名を使用できるようにしておきま

す。 短い名前は許可されません。

▪ Samba Winbind ： [Global] セクシ ョ ンで、 smb.conf に次のエン ト リを持たせます。

winbind use default domain = no

▪ SSSD ： [domain/<domain name>] セクシ ョ ンで、 sssd.conf に次のエン ト リを持たせます。

use_fully_qualified_names = True

• NetVault をインストールしている Linux マシンで、 すべてのド メイン ・ コン ト ローラ ・ グループを取得す

るため、 グループ ・ データベースのエミ ュレーシ ョ ンを有効にします。

▪ Samba Winbind ： [Global] セクシ ョ ンで、 smb.conf に次のエン ト リを持たせます。

winbind enum groups = yes

▪ SSSD ： [domain/<domain name>] で、 ド メイン ・ コン ト ローラ ・ グループを取得し、 子ド

メインと信頼されたド メインからグループをフェ ッチするため、 sssd.conf に次のエン ト リを持

たせます。

enumerate = True

subdomain_enumerate = all

• ド メインユーザーのログインまたは追加時には、 ド メイン名を持つ DNS サフ ィ ックス

（domain.local\user、 username@dns.local など） を使用することをお勧めします。

メモ ： NetVault サーバは、 Microsoft Active Directory （AD） と  OpenLDAP ディレク ト リの両方で 
Secure Light Directory Access Protocol （LDAPS） プロ ト コルをサポート しています。

重要 ： Active Directory と NetVault を統合する際は、 Active Directory サービスを常に利用できるようにし

ておいて ください。 また、 NetVault サーバーをド メインのメンバーにして ください。
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• RHEL 8.x で Active Directory （AD） ユーザーを使用してログインする場合は、 次のパラメータを追加し

てから、 SSSD サービスを再開します。

▪ /etc/pam.d/passwd ファイルに、 以下を追加します。

auth include system-auth

account include system-auth

▪ /etc/sssd/sssd.conf ファイルに、 以下を追加します。

auth_provider = ad

ad_gpo_access_control = permissive

AD ユーザーの管理
さまざまなユーザーが Active Directory （AD） に関して NetVault 内で実行できる操作と実行できない操作を以下

に示します。

• AD ユーザーが AD ログイン （たとえば、 ド メイン名に続くユーザー名、 または @ 記号を含む名前）

を使用してログインすると、 NetVault はそのログインを Active Directory に対して認証します。 この動作

により、 AD ユーザーは、 ローカル NetVault アカウン トがな く ても NetVault にログインできます。

▪ 認証が成功し、 これがこのユーザーによる初めてのログインの場合、 NetVault は次のいずれかの

アクシ ョ ンを実行します。

▫ 対応する AD グループが NetVault に存在する場合、 NetVault は、 ユーザーを追加し、

そのユーザーに対して、 対応する AD グループに定義されている権限、 アクセス ・

レベル、 および通知設定を割り当てます。

▫ ユーザーが NetVault アカウン ト を持っていない場合、 NetVault は、 権限、 アクセス ・ レベ

ル、 および通知設定をすべて除外して、 ユーザーを追加します。 ローカル NetVault 管理者

がログインしたとき、 管理者は、 AD ユーザー ・ エン ト リを表示して、 適切な権限を割り

当てることができます。

▫ NetVault は、 それぞれのユーザー詳細をド メインコン ト ローラから自動的に取得し、

NetVault データベースにローカルに保存します。 セキュア ・ モードの場合、 詳細はド

メイン ・ コン ト ローラから取得され、 ログインが成功するたびに NetVault データベー

スで上書きされます。

▪ 認証に失敗した場合、 NetVault はエラー ・ メ ッセージを表示して、 ユーザーがログインできない

ようにします。

• すべての NetVault 管理者は、 すべての NetVault ローカルユーザーおよび AD ユーザーを表示できます。

• 管理者権限を持つ AD NetVault ユーザーは、 認証された AD ユーザーを追加できます。 ローカル NetVault
管理者は、 この操作を行う ことができません。

• 管理者権限を持つ AD NetVault ユーザーは、 既存の NetVault ユーザーの名前を認証された AD NetVault
ユーザーに変更できます。 ローカル NetVault 管理者は、 この操作を行う ことができません。 ユーザーの

AD パスワードの整合性を維持するために、 パスワード ・ フ ィールドが空になっていることを確認する必

要があります。

• AD ユーザーが NetVault に追加された後は、 他のユーザー名に名前を変更することはできません。

• AD ユーザーのパスワードを変更することや、 ［パスワード期限を設定しない］ オプシ ョ ンを使用するパ

スワードを設定することはできません。

• ローカル NetVault 管理者または管理者権限を持つ AD NetVault ユーザーは、 ［詳細の変更］ オプシ ョ

ンを使用してアクセスされるユーザー ・ ベースの情報を変更することができます。 それは、 この情報が
NetVault データベースに保存されているためです。 ただし、 セキュアモードが有効な場合、 NetVault 管
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理者および他のユーザーは、 NetVault AD ユーザーの電子メール 2 および電子メール 3 だけを編集または

変更できます。

管理者は、 NetVault で次のタスクを実行することができます。

• AD ユーザーの追加

• AD ユーザーの削除

AD ユーザーの追加

AD ユーザーを追加する場合、 該当するユーザーがログインすることによって NetVault で認証プロセスを完了す

ることをお勧めします。 ただし、 適切な権限があれば （少な く とも ［ユーザー － ユーザー ・ アカウン トの管理］

権限が必要）、 手動でユーザーを追加することができます。 AD ユーザーに名前変更する前に、 選択したユーザー

に対して指定した権限についても考慮されます。 

AD ユーザーを NetVault サーバに追加すると、 NetVault は各ユーザー情報を AD から自動的に取得して NetVault 
のユーザー詳細に追加します。 ただし、 Linux ベースの NetVault サーバーでは、 ユーザーの詳細は最初のログイ

ン後にのみ取得されます （AD ユーザーが手動で追加された場合を除く ）。 Windows ベースの NetVault サーバー

では、 ユーザーを手動で追加すると、 ユーザーが属する AD グループに定義されている権限が自動的に割り当て

られます。 ユーザーが既存のローカル NetVault アカウン ト を持つ場合、 ローカル ・ ユーザーを AD ユーザーとし

て再定義する前に、 そのアカウン トに定義されている権限が NetVault によって考慮されます。 ユーザー ・ アカ

ウン トの追加、 更新、 および削除について詳し くは、 「ユーザー ・ アカウン トの作成」、 「ユーザー ・ アカウン ト
の変更」、 および 「ユーザー ・ アカウン トの削除」 を参照して ください。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ユーザーとグループ］ をクリ ックします。

2 ［ユーザー ・ アカウン トおよびユーザー ・ グループ管理］ ページで、 ［ユーザーの追加］ をクリ ックしま
す。

3 ［ユーザー ・ アカウン トおよびユーザー ・ グループ管理］ ページでユーザーを選択し、 ［詳細の変更］
をクリ ックします。

4 <domain>\<name> （domain\username など） または <name>@<domain> （username@domain.com など）

の形式で AD ユーザー名を入力し、 ［適用］ をクリ ックします。

AD ユーザーの削除

ローカル NetVault 管理者または管理者権限を持つ AD NetVault ユーザーは、 NetVault から AD ユーザーを削除で

きます。 この操作を行っても、 Active Directory 内のユーザーのアカウン トには影響しません。 ユーザーが 
NetVault データベースから削除されるのみです。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ユーザーとグループ］ をクリ ックします。

2 ［ユーザー ・ アカウン トおよびユーザー ・ グループ管理］ ページで、 削除するユーザー ・ アカウン ト を選
択して、 ［削除］ をクリ ックします。

3 確認ダイアログ ・ ボックスで、 ［削除］ をクリ ックします。

メモ ： Windows ベースの NetVault サーバーでは、 ワークステーシ ョ ンの属性が AD データベース内のユー

ザーに設定されている場合、 NetVault によりその情報が取得され、 ユーザー詳細のワークステーシ ョ ンに

格納されます。 ユーザーが複数のワークステーシ ョ ンを持っている場合は、 カンマで区切って表示されま
す。 AD 内でワークステーシ ョ ン属性が設定された AD ユーザーが NetVault サーバーへのログインを行う

場合は、 AD ワークステーシ ョ ン ・ リス トで NetVault サーバーを指定する必要があります。 

Linux ベースの NetVault サーバでは、 ワークステーシ ョ ンフ ィールドを取得できないため、 ユーザーはロ

グインできません。 Linux サーバの場合は、 AD でワークステーシ ョ ンを設定しないことをお勧めします。

メモ ： 複数のユーザーアカウン ト を選択して、 それらを一度に削除できます。



Quest NetVault 13.1.2 アドミニストレーターズ・ガイド

ユーザー・アカウントとグループ・アカウントの管理
303

AD グループの管理
さまざまなユーザーが AD ユーザー ・ グループに関して NetVault 内で実行できる操作と実行できない操作を以下

に示します。

• NetVault 管理者は、 既存の NetVault AD グループの検索、 一覧表示、 更新、 および削除を行う ことができ

ます。 ただし、 この管理者は、 Active Directory から追加されていない AD グループを一覧表示すること

はできません。

• 管理者権限を持つ AD NetVault ユーザーは、 既存の NetVault AD グループを検索、 一覧表示、 更新、 およ

び削除することができます。 さらに、 この管理者は、 Active Directory からまだ追加されていない AD グ

ループを一覧表示し、 AD グループを NetVault に追加することができます。

• 管理者権限を持たない NetVault ユーザーは、 NetVault の AD グループに関連するタスクは実行できません。

• NetVault ユーザー名を AD ユーザーに変更する際、 NetVault ユーザーのすべての権限は、 NetVault AD グ
ループの権限とともに新しい AD ユーザーに割り当てられます。

• 前述したように、 新しい AD ユーザーは NetVault にログインできます。 このとき、 NetVault によってロ

グインが自動的に認証されます。 認証が成功した場合、 NetVault は、 対応する AD グループに定義されて

いる権限をユーザーに割り当てます。

• AD ユーザーが既存のローカル NetVault アカウン ト を持つ場合、 アカウン トが AD ユーザー ・ アカウン ト

と して再定義されたときにそのアカウン トのすべての権限がユーザーに割り当てられます。 対応する AD
グループに定義されている権限は、 再定義されたアカウン トにも割り当てられます。

管理者は、 NetVault で次のタスクを実行することができます。

• NetVault サーバーへの AD グループの追加

• NetVault に存在する AD グループのリストの表示

• NetVault で追加された AD グループの説明の変更

• NetVault に追加された AD グループの削除

NetVault サーバーへの AD グループの追加

管理者権限を持つ AD NetVault ユーザーは、 AD グループを NetVault サーバーに追加する必要があります。

これにより、 ローカル NetVault 管理者が AD グループを表示、 更新、 または削除できるようになります。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ユーザーとグループ］ をクリ ックします。

2 ［ユーザー ・ アカウン トおよびユーザー ・ グループ管理］ ページで、 ［グループ］ タブを選択します。
NetVault サーバーに追加された既存グループのリストが表示されます。

3 AD グループを NetVault データベースに追加するには、 AD ユーザーに ［ユーザー － ユーザーアカウン

トの管理］ 権限が必要です。 ［グループの追加］ をクリ ックします。

[ すべてのグループ ] を選択すると、 NetVault サーバーに追加できるすべての使用可能な AD グループの

リストが表示されます。

［グループ名の入力］ 検索フ ィールドにグループ名の一部または全部を入力してグループ名を検索する
と、 一致するグループのみが検索結果に表示されます。 [ グループ名で検索 ] オプシ ョ ンは、 グループ

を NetVault に追加するためのデフォルトの選択肢です。

4 該当するグループを選択し、 テキスト ・ ボックスにオプシ ョ ンの説明を入力して、 ［グループの保存］
をクリ ックします。

重要 ： 自動認証プロセスを使用する代わりに AD ユーザーを手動で追加した場合、 ユーザーの AD
グループに定義されている対応する権限が自動的に割り当てられます。

メモ ： Linux ベースの NetVault サーバーでは、 完全なグループ名と ド メイン FQDN を指定す

る必要があります （ド メインの group_name@FQDN、 つまり grp1@testdomain.com など）。
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グループを NetVault データベースに追加すると、 NetVault 内のグループの権限、 アクセス ・ レベル、

および通知を定義できます。

5 メンバーシップ情報を更新するには、 ［クライアン トおよびメディア ・ グループ ・ メンバーシップ］
をクリ ックします。

［ユーザー ・ グループのメンバーシップの編集］ ページで、 適切な情報を更新します。

詳細は、 「ユーザーアカウン トまたはユーザーグループのメンバーシップの設定」 を参照して ください。

6 権限および割当量ベースの情報を更新するには、 ［権限と割当量］ をクリ ックします。

［ユーザー ・ グループの権限と割当量の設定の編集］ ページで、 該当する情報を更新します。

詳細は、 「ユーザー ・ アカウン トへの権限と割当量の設定」 を参照して ください。

7 通知情報を更新するには、 ［通知プロファイル］ をクリ ックします。

［ユーザー ・ グループの通知プロファイルの編集］ ページで、 該当する情報を更新します。

詳細は、 「ユーザー通知プロファイルの設定」 を参照して ください。

NetVault に存在する AD グループのリストの表示

すべての NetVault 管理者は、 NetVault データベースに存在する AD グループを一覧表示できます。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ユーザーとグループ］ をクリ ックします。

2 ［ユーザー ・ アカウン トおよびユーザー ・ グループ管理］ ページで、 ［グループ］ タブを選択します。
NetVault サーバーに追加したすべてのグループのリストが表示されます。

NetVault で追加された AD グループの説明の変更

すべての NetVault 管理者は、 NetVault データベースに存在する AD グループの説明を変更または編集できます。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ユーザーとグループ］ をクリ ックします。

2 ［ユーザー ・ アカウン トおよびユーザー ・ グループ管理］ ページで [ グループ ] タブを選択し、 説明を変

更または編集するグループを選択して、 [ 詳細の変更 ] をクリ ックします。

3 必要に応じて AD グループの説明を変更し、 [ 適用 ] をクリ ックして説明を保存します。

NetVault に追加された AD グループの削除

すべての NetVault 管理者は、 NetVault データベースに存在する AD グループを削除できます。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ユーザーとグループ］ をクリ ックします。

2 ［ユーザー ・ アカウン トおよびユーザー ・ グループ管理］ ページの ［グループ］ タブで削除するグループ
を選択し、 ［削除］ をクリ ックします。

3 確認ダイアログ ・ ボックスで、 ［削除］ をクリ ックします。

メモ ： 複数のグループを選択して、 それらを一度に削除できます。



Quest NetVault 13.1.2 アドミニストレーターズ・ガイド

ユーザー・アカウントとグループ・アカウントの管理
305

ID プロバイダとしての Azure Active 
Directory の使用
以降のセクシ ョ ンでは、 Microsoft Azure Active Directory （Azure AD） アカウン ト を NetVault ユーザーアカウン

ト と して使用および管理する方法について詳し く説明します。

• NetVault での Azure AD ログインの設定

• Azure AD ユーザーの管理

• Azure AD グループの管理

NetVault での Azure AD ログインの設定
リ リース 12.3 以降の NetVault には、 ユーザーが Microsoft Azure Active Directory （Azure AD） 資格情報を使用

してログインするオプシ ョ ンが用意されています。 このオプシ ョ ンを使用するには、 次の前提条件が満たされて
いる必要があります。

1 Azure ポータルへの NetVault の登録

2 Azure AD ユーザーの認証の設定

3 アプリケーシ ョ ンを特定のユーザーに制限する

4 NetVault での Azure AD の設定

Azure ポータルへの NetVault の登録

ユーザーが Microsoft Azure Active Directory （Azure AD） 資格情報を使用して NetVault にログインできるように

するには、 事前に NetVault を Azure ポータルに登録する必要があります。

NetVault を Azure ポータルに登録するには ：

1 Azure ポータルにサインインします。

2 Azure ポータルの左側のナビゲーシ ョ ンパネルで、 ［Azure Active Directory］ をク リ ックします。

3 ［管理］ で、 ［アプリの登録］ をクリ ックします。

4 ［アプリの登録］ ページで、 ［新規登録］ をクリ ックします。

5 ［作成］ ページで、 NetVault の登録に関する次の詳細を入力します。

メモ ： Quest では、 Azure AD を ID プロバイダとして使用する場合は Google Chrome または 
Mozilla Firefox をブラウザとして使用することをお勧めします。
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表 109. アプリケーシ ョ ンを Azure に登録するための詳細

6 ［登録］ をクリ ックします。

Azure AD により、 そのテナン トのアプリケーシ ョ ンに固有のアプリケーシ ョ ン ID が割り当てられます。

Azure AD ユーザーの認証の設定

ユーザーが Azure AD 資格情報を使用して NetVault にログインできるようにするには、 次のいずれかの手順を使

用して、 事前に Azure AD ユーザーインターフェイスで認証を設定する必要があります。

Azure AD ユーザーの認証を ［アプリの登録］ で設定するには ：

1 Azure AD のユーザーインターフェイスで、 ［アプリの登録］ に移動します。

2 登録したアプリケーシ ョ ンと して NetVault を選択します。

3 ［認証］ に移動します。 

4 ［暗黙的な許可］ で、 ［アクセス トークン］ と ［ ID トークン］ を選択します。

5 ［保存］ をクリ ックします。

Azure AD ユーザーの認証を ［アプリの登録］ で設定するには ：

1 Azure AD のユーザーインターフェイスで、 ［アプリの登録］ に移動します。

2 登録したアプリケーシ ョ ンと して NetVault を選択します。

3 ［マニフェス ト］ をクリ ックします。 

4 「oauth2AllowImplicitFlow」 および 「oauth2AllowImplicitFlow」 を true に設定します。

5 ［保存］ をクリ ックします。

アプリケーシ ョ ンを特定のユーザーに制限する
Azure AD を使用すると、 アプリケーシ ョ ンへのアクセスを特定のユーザーまたはセキュリテ ィグループに制限

できます。 アプリでユーザー割り当てを有効にする手順については、 Microsoft Azure Active Directory のドキュ

メン ト を検索して ください。 ユーザー割り当て要件が ［はい］ に設定されている場合、 Azure AD ユーザーが 
NetVault にログインできるようにするには、 事前に Azure ポータルでアプリケーシ ョ ンに Azure AD ユーザー

を割り当てる必要があります。

Azure ポータルで NetVault にユーザーを割り当てるには ：

1 ［エンタープライズアプリケーシ ョ ン］ に移動します。

詳細 説明

名前 アプリケーシ ョ ンの名前 （NetVault など） を入力します。

アプリケー
シ ョ ンの種類

［Web］ を選択します。

リダイレク ト  
URI

Web App / API アプリケーシ ョ ンの場合は、 アプリケーシ ョ ンのベース URL を指定します。

たとえば、 Web アプリケーシ ョ ンがローカルマシンで実行されている場合は、

http://localhost:8443 を指定します。 ユーザーは、 この URL を使用して Web クライアン トアプ

リケーシ ョ ンにサインインします。

メモ ： NetVault サーバ WebUI からサインアウト し、 同じページから再度サインインすると、

「要求で指定された応答 URL がアプリケーシ ョ ンに設定された応答 URL と一致しません （The 
reply url specified in the request does not match the reply urls configured for the application）」
というエラーが発生します。 この問題を回避するには、 登録時に指定したベース URL からサ

インインして ください。
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2 登録したアプリケーシ ョ ンと して NetVault を選択します。

3 ［ユーザーとグループ］ で、 ［ユーザーの追加］ をクリ ックします。

4 適切なユーザーを選択します。

5 ［割り当て］ をクリ ックします。

NetVault での Azure AD の設定

NetVault で Azure AD を設定するには ：

1 管理者として NetVault サーバにログインします。

2 NetVault WebUI の ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ をクリ ックします。 

3 ［NetVault サーバ設定］ ページの ［ユーザー管理 （User management）］ で、 ［ID プロバイダ

（Identity Provider）］ をク リ ックします。

4 ［ID プロバイダ （Identity Provider）］ ウィ ンドウで、 アプリケーシ ョ ン ID とディ レク ト リ  ID を入力

します。

5 ［実行］ をクリ ックします。

Azure AD ユーザーの管理
さまざまなユーザーが Azure AD に関して NetVault 内で実行できる操作と実行できない操作を以下に示します。

• Azure AD ユーザーが ［Azure AD でサインイン］ を使用してログインすると、 NetVault は Azure Active 
Directory に対してログインを認証します。 この動作により、 Azure AD ユーザーは、 ローカル NetVault 
アカウン トがな く ても  NetVault にログインできます。

• 認証が成功し、 これがこのユーザーによる初めてのログインの場合、 NetVault は次のいずれかのアク

シ ョ ンを実行します。

▪ 対応する Azure AD グループが NetVault に存在する場合、 NetVault は、 ユーザーを追加し、

そのユーザーに対して、 対応する Azure AD グループに定義されている権限、 アクセスレベル、

および通知設定を割り当てます。

▪ ユーザーが NetVault アカウン ト を持っていない場合、 NetVault は、 権限、 アクセス ・ レベル、

および通知設定をすべて除外して、 ユーザーを追加します。 ローカル NetVault 管理者がログイン

したとき、 管理者は、 Azure AD ユーザーエン ト リを表示して、 適切な権限を割り当てることがで

きます。

▪ NetVault は、 それぞれのユーザー詳細をド メインコン トローラから自動的に取得し、 NetVault デー

タベースにローカルに保存します。 セキュアモードの場合、 NetVault は、 ド メインコン トローラ

から詳細を取得し、 ログインが成功するたびに NetVault データベース内の詳細を上書きします。

• 認証に失敗した場合、 NetVault は、 エラーメ ッセージを表示して、 ユーザーがログインできないように

します。

• すべての NetVault 管理者は、 すべての NetVault ローカルユーザー、 AD ユーザー、 および Azure AD ユー

ザーを表示できます。

• 管理者権限を持つ NetVault Azure AD ユーザーは、 認証された Azure AD ユーザーを追加できます。

ローカルの NetVault 管理者は、 この操作を行う ことができません。

• 管理者権限を持つ NetVault Azure AD ユーザーは、 既存の NetVault ローカルユーザーの名前を、 認証さ

れた NetVault Azure AD ユーザーに変更できます。 ローカルの NetVault 管理者は、 この操作を行う こと

ができません。

メモ ： アプリケーシ ョ ンのディ レク ト リ  ID を取得するには、 Azure AD のプロパティ を参照して く

ださい。
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• NetVault で Azure AD ユーザーを追加した後、 そのユーザー名を他のユーザー名に変更することはでき

ません。

• Azure AD ユーザーのパスワードを変更することや、 ［パスワード期限を設定しない］ オプシ ョ ンを使用

するようパスワードを設定することはできません。

• 管理者権限を持つ NetVault ローカルユーザー、 AD ユーザー、 または Azure AD ユーザーは、 ［詳細の変

更］ オプシ ョ ンを使用してアクセスされるユーザーベースの情報を変更できます。 そのようにできるの
は、 この情報が NetVault データベースに保存されているためです。 ただし、 セキュアモードが有効な場

合、 NetVault 管理者および他のユーザーは、 NetVault Azure AD ユーザーの電子メール 2 および電子メー

ル 3 だけを編集または変更できます。

以下の手順では、 Microsoft Azure Active Directory （Azure AD） ユーザーアカウン トの管理方法について詳し く

説明します。

• Azure AD ユーザーの追加

• AD ユーザーの削除

Azure AD ユーザーの追加

Active Directory （AD） の場合と同様、 Azure AD ユーザーを追加する場合は、 該当するユーザーがログインする

ことによって NetVault で認証プロセスを完了することをお勧めします。 ただし、 適切な権限があれば （少な く

とも ［ユーザー － ユーザーアカウン トの管理］ 権限が必要）、 手動でユーザーを追加することができます。

Azure AD ユーザーに名前を変更する前に、 選択したユーザーに対して指定した権限についても考慮されます。 

Azure AD ユーザーを NetVault サーバに追加すると、 NetVault は各ユーザー情報を Azure AD から自動的に取得

して NetVault のユーザー詳細に追加します。 ユーザーを手動で追加すると、 ユーザーが属する Azure AD グルー

プに定義されている権限が NetVault によってユーザーに自動的に割り当てられます。

Azure AD ユーザーアカウン ト を NetVault に追加するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ユーザーとグループ］ をクリ ックします。

2 ［ユーザー ・ アカウン トおよびユーザー ・ グループ管理］ ページで、 ［ユーザーの追加］ をクリ ック
します。

3 ［ユーザー ・ アカウン トおよびユーザー ・ グループ管理］ ページでユーザーを選択し、 ［詳細の変更］
をクリ ックします。

4 Azure AD ユーザー名 （username@domain.com など） を入力します。 

5 ［実行］ をクリ ックします。

Azure AD ユーザーの削除

ローカルの NetVault 管理者または管理者権限を持つ NetVault ユーザーは、 NetVault から  Azure AD ユーザー

を削除できます。 この操作を行っても、 Azure AD 内のユーザーのアカウン トには影響しません。 ユーザーが 
NetVault データベースから削除されるだけです。

Azure AD ユーザーを NetVault データベースから削除するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ユーザーとグループ］ をクリ ックします。

2 ［ユーザー ・ アカウン トおよびユーザー ・ グループ管理］ ページで、 削除するユーザー ・ アカウン ト を選
択して、 ［削除］ をクリ ックします。

3 確認ダイアログ ・ ボックスで、 ［削除］ をクリ ックします。

メモ ： ユーザーの Azure AD パスワードの整合性を維持するには、 パスワードフ ィールドを空白の

ままにしておきます。

メモ ： 複数のユーザーアカウン ト を選択して、 それらを一度に削除できます。
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Azure AD グループの管理
管理者は、 Microsoft Azure Active Directory （Azure AD） グループに対して以下のタスクを実行できます。

• NetVault サーバへの Azure AD グループの追加

• NetVault に存在する Azure AD グループのリストの表示

• NetVault の Azure AD グループの説明の変更

• NetVault からの Azure AD グループの削除

NetVault サーバへの Azure AD グループの追加

管理者権限を持つ NetVault Azure AD ユーザーは、 Azure AD グループを NetVault サーバに追加する必要があり

ます。 これにより、 ローカルの NetVault 管理者が Azure AD グループを表示、 更新、 または削除できるようにな

ります。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ユーザーとグループ］ をクリ ックします。

2 ［ユーザー ・ アカウン トおよびユーザー ・ グループ管理］ ページで、 ［グループ］ タブを選択します。
NetVault サーバーに追加された既存グループのリストが表示されます。

3 Azure AD グループを NetVault データベースに追加するには、 Azure AD ユーザーに ［ユーザー － ユー

ザーアカウン トの管理］ 権限が必要です。 ［グループの追加］ をクリ ックします。

[ すべてのグループ ] を選択すると、 NetVault サーバに追加できるすべての使用可能な Azure AD グルー

プのリストが表示されます。

［グループ名の入力］ 検索フ ィールドにグループ名の一部または全部を入力してグループ名を検索する
と、 一致するグループのみが検索結果に表示されます。 [ グループ名で検索 ] オプシ ョ ンは、 グループ

を NetVault に追加するためのデフォルトの選択肢です。

4 該当するグループを選択し、 テキスト ・ ボックスにオプシ ョ ンの説明を入力して、 ［グループの保存］
をクリ ックします。

グループを NetVault データベースに追加すると、 NetVault 内のグループの権限、 アクセス ・ レベル、

および通知を定義できます。

5 メンバーシップ情報を更新するには、 ［クライアン トおよびメディア ・ グループ ・ メンバーシップ］
をクリ ックします。

［ユーザー ・ グループのメンバーシップの編集］ ページで、 適切な情報を更新します。

詳細は、 「ユーザーアカウン トまたはユーザーグループのメンバーシップの設定」 を参照して ください。

6 権限および割当量ベースの情報を更新するには、 ［権限と割当量］ をクリ ックします。

［ユーザー ・ グループの権限と割当量の設定の編集］ ページで、 該当する情報を更新します。

詳細は、 「ユーザー ・ アカウン トへの権限と割当量の設定」 を参照して ください。

7 通知情報を更新するには、 ［通知プロファイル］ をクリ ックします。

［ユーザー ・ グループの通知プロファイルの編集］ ページで、 該当する情報を更新します。

詳細は、 「ユーザー通知プロファイルの設定」 を参照して ください。

NetVault に存在する Azure AD グループのリストの表示

すべての NetVault 管理者は、 NetVault データベースに存在する Azure AD グループを一覧表示できます。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ユーザーとグループ］ をクリ ックします。

2 ［ユーザー ・ アカウン トおよびユーザー ・ グループ管理］ ページで、 ［グループ］ タブを選択します。
NetVault サーバーに追加したすべてのグループのリストが表示されます。
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NetVault の Azure AD グループの説明の変更

すべての NetVault 管理者は、 NetVault データベースに存在する Azure AD グループの説明を変更または編集で

きます。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ユーザーとグループ］ をクリ ックします。

2 ［ユーザー ・ アカウン トおよびユーザー ・ グループ管理］ ページで [ グループ ] タブを選択し、 説明を変

更または編集するグループを選択して、 [ 詳細の変更 ] をクリ ックします。

3 必要に応じて Azure AD グループの説明を変更し、 ［適用］ をクリ ックして説明を保存します。

NetVault からの Azure AD グループの削除

すべての NetVault 管理者は、 NetVault データベースに存在する Azure AD グループを削除できます。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ユーザーとグループ］ をクリ ックします。

2 ［ユーザー ・ アカウン トおよびユーザー ・ グループ管理］ ページの ［グループ］ タブで削除するグループ
を選択し、 ［削除］ をクリ ックします。

3 確認ダイアログ ・ ボックスで、 ［削除］ をクリ ックします。

メモ ： 複数のグループを選択して、 それらを一度に削除できます。
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イベン ト と設定通知の監視

• NetVault のイベン トについて

• 通知方法について

• イベン ト クラス

• イベン ト ・ タイプ

• 一般通知方法の使用

• カスタム通知方法の使用

• ユーザー定義のジョブ ・ イベン トの削除

• ユーザー定義のレポート ・ イベン トの削除

NetVault のイベン トについて
イベント とは、 NetVault システム内で発生するすべての有意な事象として定義できます。 イベン トは、 対処が必

要な問題や知ってお く必要がある状態を示している場合があります。 イベン トは事前定義またはユーザー定義さ
れています。

イベン トはイベン ト ・ ログに記録されます。 イベン ト ・ ログのメ ッセージは、 ［イベン ト表示］ ページで表示で
きます。 イベン ト ・ ログを使って、 アクテ ィ ビテ ィの追跡、 システムが報告した問題やエラーへの応答などを行
えます。 

事前定義されたイベン ト

NetVault には、 一連の事前定義されたイベン トが組み込まれており、 それぞれのイベン トがシステム内で発生す

るジ ョブ関連とジ ョブ関連以外のさまざまな事象に関連付けられています。 事前定義されたイベン トは、 異なる
カテゴリまたはクラスに編成管理されています。 各カテゴリまたはクラスには、 1 つまたは複数のイベン ト ・ タ

イプが含まれています。 事前定義のイベン ト ・ クラスおよびイベン ト ・ タイプの詳細については、 「イベン ト ク
ラス」 および 「イベン ト ・ タイプ」 を参照して ください。 

ユーザー定義のイベン ト

NetVault では、 バックアップ ・ ジ ョ ブ、 リス トア ・ ジ ョ ブ、 ポリシー、 レポート ・ ジ ョ ブ、 およびログ ・ メ ッ

セージに関連付けられた個々のイベン ト を監視するユーザー定義イベン ト を作成できます。 たとえば、 バック
アップ ・ ジ ョ ブのユーザー定義のイベン ト を作成し、 ジ ョ ブが正常に完了した場合、 警告を表示して完了した
場合、 または失敗した場合に通知を受け取ることができます。 詳細は、 このガイドで該当するセクシ ョ ンを参
照して ください。

通知方法について
NetVault には、 イベン トが発生した場合に通知を送信するためのさまざまな方法が用意されています。 使用でき

るのは、 一般通知方法、 ユーザー通知プロファイル、 カスタム通知方法です。
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一般通知方法

一般通知方法には、 ［SysOp Email］、 ［SNMP Trap］ （Simple Network Management Protocol Trap）、
［Print Report］、 および ［Run a Job］ が含まれます。 これらの方法についての詳細は、 「一般通知方法の使用」

を参照して ください。 

ユーザー通知プロファイル

ユーザー通知プロファイルを設定すると、 イベン ト発生時にメール通知を NetVault ユーザーに送信できます。

詳細は、 「ユーザー通知プロファイルの設定」 を参照して ください。

カスタム通知方法

カスタム通知方法は、 外部スクリプ ト を使用して作成します。 また、 一般的に、 NetVault ド メイン内でイベン ト

が発生したときに、 何らかのタスクを実行する目的で使用します。 詳細は、 「カスタム通知方法の使用」 を参照
して ください。

イベン ト クラス
NetVault で事前定義されたイベン トは、 各種のカテゴリまたはクラスに編成管理されています。

イベン ト ・ タイプ
各種イベン ト ・ クラスで利用できる事前定義イベン ト ・ タイプの簡単な説明を以下の表に示します。

• Audit • Licensing • NetVault Time

• Catalog • Log Daemon • Policy

• DR Appliance • Machines • Scheduler Database

• Device • Media • Stats Collection

• Job • Media Database

表 110.  イベン ト ・ タイプ

イベン ト ・
クラス

イベン ト ・ タイプ 説明

Audit Failed to Update Audit File NetVault で監査ログを更新できない場合に発生します。

Update Session Map Failed NetVault は、 セッシ ョ ン所有者マッピング ・ ファイルを更新

できません。

Catalog Catalog Upgrade Available カタログ検索パッケージのアップグレードが利用可能な場合
に発生します。

DR Appliance Container Created Quest DR Series システムでコンテナが作成されたときに発生

します。

Container Deleted Quest DR Series システムからコンテナが削除されたときに発

生します。

Device Check デバイス確認要求を受信した場合に発生します。

Check Serial Number of 
Drive

ド ライブのシリアル番号の確認要求を受信した場合に発生し
ます。

Check Serial Number of All
Drives

すべてのドライブのシリアル番号確認要求を受信した場合に
発生します。
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Close Door ライブラリ ・ ドアを閉じる要求を受信した場合に発生します。

Close EEPort 入口 / 出口ポートを閉じる要求を受信した場合に発生します。

Close EEPort Clean クリーニング ・ メディアがある入口 / 出口ポートを閉じる要求

を受信した場合に発生します。

Device Forced Offline デバイスに対してオフライン ・ コマンドが選択された場合に
発生します。

DR Devices Marked Orphan DR デバイスが孤立デバイスとしてマークされた場合に発生

します。

Device Gone Offline デバイスがオフラインになった場合に発生します。

Drive Unavailable ド ライブがオフラインになった場合に発生します。

Library Gone Offline ライブラリがオフラインになった場合に発生します。

Library Scan Completed メディア ・ スキャン要求が完了した場合に発生します。

Map ACSLS ド ライブがマップされた場合に発生します。

No Suitable Drive バックアップあるいはリストア ・ ジ ョ ブの実行に適したド
ライブを NetVault が見つけられない場合に発生します。

Open Door ライブラリ ・ ドアを開く要求を受信した場合に発生します。

Open EEPort 入口 / 出口ポートを開く要求を受信した場合に発生します。

Reconfigure Device デバイスが変更された場合に発生します。

Remove デバイスが削除された場合に発生します。

Restart Library ライブラリが再起動された場合に発生します。

Synchronize Silo Media サイロ ・ メディア ・ アイテムが同期された場合に発生します。

Unmap ACSLS ド ライブのマップが解除された場合に発生します。

Update Serial Number of 
Drive

ド ライブのシリアル番号の更新要求を受信した場合に発生
します。

Update Serial Number of all 
Drives

すべてのドライブのシリアル番号の更新要求を受信した場合
に発生します。

Job All Job Retries Failed ジ ョブのすべての再試行が失敗した場合に発生します。

Job Abort Requested ジ ョブの中断要求を受信した場合に発生します。

Job Aborted （ジ ョ ブが中断

されました）

ジ ョ ブ中断時に発生します。

Job Completed Successfully ジ ョブ正常完了時に発生します。

Job Completed with 
Warnings （警告付きでジ ョ

ブが完了しました）

警告付きでジ ョブが完了した場合に発生します。

Job Created ジ ョブの作成時に発生します。

Job Deleted ジ ョブの削除時に発生します。

Job Died （ジ ョ ブが異常終了

しました）

ジ ョ ブが予期せずに終了した場合に発生します。

Job Failed （ジ ョ ブが失敗し

ました）

ジ ョ ブが失敗した場合に発生します。

Job Finished ジ ョブの完了時に発生します。

Job Hold ジ ョブが保留状態になった場合に発生します。

Job Modified ジ ョブの変更時に発生します。

表 110.  イベン ト ・ タイプ （続 く ）

イベン ト ・
クラス

イベン ト ・ タイプ 説明
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Job Phase Starting ジ ョブのフェーズ 1 またはフェーズ 2 を開始した場合に発生

します。

Job Resume 保留中のジョブが再開された場合に発生します。

Job Retry Scheduled ジ ョブ試行失敗後、 ジ ョブが再スケジュールされた場合に発
生します。

Job Run Now ジ ョブの即時実行が行われた場合に発生します。

Job Scheduled ジ ョブの実行時に発生します。

Job Stop Requested ジ ョブの停止要求を受信した場合に発生します。

Job Stopped （ジ ョ ブが停止

しました）

ジ ョ ブの停止時に発生します。

Scheduled Phase Deleted ジ ョブのスケジュール済みフェーズが削除された場合に発生
します。

Set Created セッ トの作成時に発生します。

Set Deleted セッ トの削除時に発生します。

Set Modified セッ トの変更時に発生します。

Licensing License Exceeded 使用可能なライセンス数を超過した場合に発生します。

License Expiring 認証ライセンスが有効期限間近か期限を過ぎた場合に発生し
ます。 認証ライセンスの有効期限が 7 日以内になると、 この

イベン トが発生します。

Log Daemon Home Drive Becoming Full ディスク領域の使用率が警告あるいは重大しきい値に達した
場合に発生します。

Machines Client Added NetVault クライアン トがド メインに追加された場合に発生

します。

Client Down NetVault クライアン トがオフラインになった場合に発生しま

す。

Client Group Created クライアン ト ・ グループの作成時に発生します。

Client Group Deleted クライアン ト ・ グループの削除時に発生します。

Client Group Modified クライアン ト ・ グループの変更時に発生します。

Client Group Renamed クライアン ト ・ グループの名前変更時に発生します。

Client Removed クライアン トが削除された場合に発生します。

Virtual Client Added サーバー上にクラスタ対応プラグインがインストールされた
場合に発生します。 仮想クライアン トおよびクラスタ対応プ
ラグインについての詳細は、 「クライアン ト ・ クラスタの使
用」 を参照して ください。

Virtual Client Removed 仮想クライアン トが削除された場合に発生します。 仮想クラ
イアン トおよびクラスタ対応プラグインについての詳細は、
「クライアン ト ・ クラスタの使用」 を参照して ください。

Media Blank メディア ・ アイテムのブランク処理要求を受信した場合に発
生します。

Delete Group メディア ・ グループの削除時に発生します。

Delete Job Instance ジ ョブ ・ インスタンスの削除時に発生します。

Export 出口 / 入口ポートにメディアがエクスポート された場合に発生

します。

Import メディアのインポート要求を受信した場合に発生します。

Import Clean クリーニング ・ テープのインポート要求を受信した場合に発
生します。

表 110.  イベン ト ・ タイプ （続 く ）

イベン ト ・
クラス

イベン ト ・ タイプ 説明



Quest NetVault 13.1.2 アドミニストレーターズ・ガイド

イベントと設定通知の監視
315

ラベル メディアにラベルを割り当てた場合に発生します。

Load メディアがドライブにロード された場合に発生します。

Media Blanked メディアがブランク処理された場合に発生します。

Media Deleted メディアが NetVault データベースから削除された場合に発生

します。

Media Full メディアがブランクいっぱいになった場合に発生します。

Media Labeled メディア ・ ラベル要求が完了した場合に発生します。

Media Loaded メディア ・ ロード要求が完了した場合に発生します。

Media Marked Bad メディアが不良としてマークされた場合に発生します。

Media Request Change 
Priority

メディア要求の優先度が変更された場合に発生します

Media Request Timeout 
Expired

バックアップ ・ ジ ョ ブのメディア要求がタイムアウト した場
合に発生します。 このイベン トは、 NetVault が指定されたタ

イムアウト間隔内に適切なメディアを見つけられない場合に
発生します。

Media Suspect メディアが不審としてマークされた場合に発生します。

Media Unexpectedly BLANK 使用するためのメディア選択時に、 そのメディアが予期せず
ブランク状態だった場合に発生します。

Media Unloaded メディアがアンロード された場合に発生します。

Media Unusable ド ライブがメディアを拒否する場合に発生します。

No Suitable Media NetVault がバックアップ ・ ジ ョ ブの実行に適したメディアを

見つけられない場合に発生します。

Request Off Hold メディア要求が再開された場合に発生します。

Request On Hold メディア要求が保留された場合に発生します。

Reuse メディアが再利用のためにマークされた場合に発生します。

Scan Request Foreign メディアのスキャン要求を受信した場合に発生しま

す。

Unload メディアがアンロード された場合に発生します。

Update Properties メディア ・ プロパティが変更された場合に発生します。

表 110.  イベン ト ・ タイプ （続 く ）

イベン ト ・
クラス

イベン ト ・ タイプ 説明
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Media 
Database

Backup Added バックアップ ・ レコードが Media データベースに追加された

場合に発生します。

Backup Deleted バックアップ ・ レコードが Media データベースから削除され

た場合に発生します。

Backup Modified 新しいバックアップ ・ レコードが変更された場合に発生
します。

Backup Retired セーブセッ トがリ タイアされ、 その情報が NetVault データ

ベースから削除された場合に発生します。

Index Compressed バックアップ ・ インデックスが圧縮された場合に発生します。

Index Compression Failure ディスク空き容量不足のため、 NetVault がバックアップ ・ イ

ンデックスの圧縮解除に失敗した場合に発生します。

Index Loaded オフライン ・ インデックスが一時的にロード された場合に発
生します。

Index Offlined NetVault データベースから、 セーブセッ トのバックアップ ・

インデックスが削除された場合に発生します。

Index Offlining Failure NetVault が、 データベースからのセーブセッ トのバックアッ

プ ・ インデックスの削除に失敗した場合に発生します。

Index Read Failure NetVault がセーブセッ トのインデックスの読み取りに失敗し

た場合に発生します。

Index Uncompressed バックアップ ・ インデックスが圧縮解除された場合に発生
します。

Media Database Check 
Failed

Media データベースの整合性または参照確認に失敗した場合

に発生します。

Media Database Check 
Passed

Media データベースの確認が正常に完了した場合に発生

します。

Media Database Check 
Passed with Warnings

Media データベースの確認で警告が生成された場合に発生し

ます。

Modify Backup Expiry セーブセッ トのリ タイア期限が変更された場合に発生します。

NetVault Time No Time Source ド メインの NetVault Time サーバーが設定されていない場合に

発生します。

Server Time Inconsistency 2 つ以上の管理用サーバーの NetVault Time が一致しない場合

に発生します。 （このイベン トは、 1 つのクライアン トが 2 つ

以上の NetVault サーバーに追加される場合に発生することが

あります）。 
Server Time Unknown タイム ・サーバーがソースから NetVault Time を取得できない

場合に発生します。

Time Server Changed NetVault ド メインのタイム ・サーバーが変更された場合に発

生します。

Time Server Not Responding タイム ・サーバーが時間要求に応答していない場合に発生
します。

Time Server Removed NetVault ド メインからタイム ・サーバーが削除された場合に

発生します。

Policy Policy Branch Errors 
Acknowledged

ポリシー ・ ブランチ ・ エラーまたは警告が確認された場合に
発生します。

Policy Created ポリシーの作成時に発生します。

Policy Deleted ポリシーの削除時に発生します。

表 110.  イベン ト ・ タイプ （続 く ）

イベン ト ・
クラス

イベン ト ・ タイプ 説明
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イベン ト ログの表示
イベント ・ ログのメ ッセージは、 ［イベン ト表示］ ページで表示できます。

イベント・ログを表示するには：

1 ［ナビゲーション］パネルで、［イベント表示］をクリックします。 

2 ［イベン ト表示］ ページでは、 以下の詳細情報を参照できます。

▪ ［日付］ ： イベン トの発生日時。

▪ ［クラス］ ： イベン ト ・ クラス

▪ ［イベン ト］ ： イベン ト ・ タイプ

▪ ［メ ッセージ］ ： 詳細なログ ・ メ ッセージまたは説明

3 デフォルトでは、 テーブルは日付でソート されています （最新のものから最古のものへ）。 

必要に応じて、 1 つまたは複数の列でテーブルをソートできます。 詳細は、 「NetVault WebUI でのレコー

ドのソート」 を参照して ください。

フ ィルタ ・ オプシ ョ ンの設定 （［イベン ト表示］ ページのテーブル ・ フ ィルタ ・ オプシ ョ ンについて詳し
くは、 表 9 を参照して ください）、 ページ ・サイズ設定、 列のソート順、 およびテーブルに適用されてい

るフ ィルタの表示、 レコードのエクスポート、 またはテーブル設定の編集を行うには、 テーブルの右下
隅にあるアイコンをクリ ックします。 

詳細は、 「NetVault WebUI でのテーブルのカスタマイズ」 を参照して ください。

4 ［検索］ オプシ ョ ンを使用して、 テーブル ・ データをフ ィルタし、 列の値に指定した文字列を含むエン ト
リをすばやく見つけることができます。 また、 検索フ ィルタ文字列にはワイルドカード （? または *）
を含めることもできます。 検索テキスト をボックスに入力し、 チェ ック ・ アイコンをクリ ックするか、
Enter キーを押します。

Policy Errors Acknowledged ポリシー ・ エラーまたは警告が確認された場合に発生します。

Policy Modified ポリシーの変更時に発生します。

Policy Quiesce ポリシーの休止要求を受信した場合に発生します。

Policy Quiesced ポリシーが休止状態になった場合に発生します。

Scheduler 
Database

Scheduler Database Check 
Failed

Scheduler データベースの整合性または参照確認に失敗した場

合に発生します。

Scheduler Database Check 
Passed

Scheduler データベースの確認が正常に完了した場合に発生

します。

Scheduler Database Check 
Passed with Warnings

Scheduler データベースの確認で警告が生成された場合に発生

します。

Stats 
Collection

Cache Too Small 統計マネージャのキャッシュ ・ メモリが足りな く なってきて
いる場合に発生します。 その結果、 プロセスの動作速度が遅
く なります。

Cannot Accept Records 統計マネージャが、 他のプロセスからのデータの受け取りを
拒否した場合に発生します。

Lost Server ポーリングのタイムアウトによりサーバー用に収集された I/O
データが統計マネージャにより破棄された場合に発生します。

Stats Manager Ready NetVault が統計マネージャを開始した場合に発生します。

表 110.  イベン ト ・ タイプ （続 く ）

イベン ト ・
クラス

イベン ト ・ タイプ 説明
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5 ［イベン ト表示］ ページでは、 最初に最大 10,000 レコードがロード されます。 取得されたレコードの合

計数は、 テーブルの右下隅に表示されます。 ［さらにロード］ をクリ ックすると、 使用可能な場合は、 次
のレコード ・ セッ ト をロードできます。 ロード ・ アクシ ョ ンごとに、 最大 10,000 レコードが取得されま

す。 それ以上ロードするレコードがない場合は、 このボタンは無効になります。

6 ライブ ・ アップデート を一時停止または再開するには、 ［ライブ ・ アップデート を一時停止または再開し
ます］ ボタンをクリ ックします。 

7 ログ関連のタスクを実施するには、 ［操作］ パネルで目的のボタンをクリ ックします。 または ［ナビゲー
シ ョ ン］ パネルのリンクをクリ ックして、 別のページを開きます。

一般通知方法の使用
このセクシ ョ ンには、 以下のトピックが含まれています。

• 一般通知方法について

• 一般通知方法の設定

一般通知方法について
一般通知方法には、 イベン トが発生した場合に通知を送信するためのさまざまなメカニズムが用意されていま
す。 

利用できる方法には、 以下のものが含まれます。

• ［Sysop Email］ ： イベン ト発生時に管理者にメール通知を送信するには、 この方法を使用します。

• ［レポート印刷］ ： ［レポート表示］ ページでレポートが正常に生成された後、 これを印刷するには、 この
方法を使用します。 この方法が利用できるのは、 レポート ・ ジ ョ ブ ・ イベン トだけです。

• ［ジ ョ ブの実行］ ： イベン ト発生時にジ ョブを実行するには、 この方法を使用します。

• ［SNMP ト ラ ップ］ ： イベン ト発生時に SNMP ト ラ ップ （通知） をネッ トワーク ・ マネージャ ・ ホス トに

送信するには、 この方法を使用します。 

SNMP （Simple Network Management Protocol） は、 TCP/IP ベースのネッ トワーク上のネッ トワーク ・

デバイスを管理 / 制御する手段として利用できます。 SNMP ト ラ ップとは、 重大なイベン トが発生した際

に、 管理デバイスからネッ トワーク管理ホストへ送信された通知 （メ ッセージ） を指します。 イベン ト
は、 必ずしも停止、 障害、 またはセキュリテ ィ上の違反であるとは限りません。 SNMP Trap により、 管

理者は SNMP ベースのネッ トワーク管理インターフェイスで、 ネッ トワーク管理作業の一環として

NetVault イベン ト を監視できます。

一般通知方法の設定

一般通知方法を設定するには：

1 ［ナビゲーション］パネルで、［通知設定］をクリックします。

2 ［一般通知プロファイルを編集しています］ ページで、 イベン ト ・ クラスを開いて、 次に通知対象とする
イベン ト ・ タイプを開きます。

3 使用する通知方法を設定します。 単一のイベン トに対して複数の通知方法を設定できます。
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図 21. ［一般通知プロファイルを編集しています］ ページ

表 111. 一般通知方法の設定

通知方法 説明

Sysop Email イベン ト発生時に管理者 （Sysop） にメール通知を送信する方法を選択

します。 
通知の送信でこの方法を使用できるようにするには、 以下のタスクを完了
してお く必要があります。

• 電子メール送信サーバー （SMTP） 設定を構成します。 詳細は、

「メール ・サーバーの通知設定」 を参照して ください。

• SysOp Email アドレスを設定します。 詳細は、 「通知用 SysOp メー

ル ID の設定」 を参照して ください。

Print Report ［レポート表示］ ページでレポートが正常に生成された後、 これを印刷する
には、 この方法を使用します。 この方法が利用できるのは、 レポート ・
ジ ョ ブ ・ イベン トだけです。

Linux ベースの NetVault サーバーでは、 この方法を使用するために追加の

設定を行う必要はありません。 レポートの印刷には、 システムのデフォル
ト ・ プリンタ と して設定されているプリンタが使用されます。

Windows ベースのマシンでは、 以下のいずれかを実施する必要があります。

• NetVault でデフォルト ・ プリンタを設定します。 詳細は、 「通知用

のデフォルト ・ プリンタの設定」 を参照して ください。

［Print Report］方法では、すべてのイベントでこのプリンタを使用

します。 
• または、 ［追加環境変数］ ボックスで次のように NVPRINTER 変数

を設定します。

NVPRINTER=<プリンタのURL>
［レポート印刷］では、個々のイベントでこのプリンタ使用します。
NVPRINTER変数を使用して、個々のイベントのデフォルトのプリ

ンタ設定を上書きできます。
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4 ［保存］ をクリ ックして、 一般通知プロファイルを保存します。

カスタム通知方法の使用
このセクシ ョ ンには、 以下のトピックが含まれています。

• カスタム通知方法について

• カスタム通知方法の作成

• カスタム通知方法の設定

カスタム通知方法について 
カスタム通知方法は、 外部スクリプ ト を使用して作成します。 また、 一般的に、 NetVault ド メイン内でイベン ト

が発生したときに、 何らかのタスクを実行する目的で使用します。

スクリプ ト ・ ファイルにはヘッダーと本文が含まれています。 ヘッダーには、 スクリプ ト名およびスクリプ トに
関する簡単な説明が記載されています。 スクリプ ト本文には、 コマンドが含まれています。 このスクリプ ト ・
ファイルは、 任意のテキスト ・ エディ タを使って作成することができます。 スクリプ ト ・ ファイルは、 NetVault
の scripts ディレク ト リの global サブディレク ト リ （Windows では <NetVault ホーム >\scripts\global、 Linux で

は <NetVault ホーム >/scripts/global） に置かれている必要があります。

この機能は、 NetVault の実行ファイルと環境変数を使用したスクリプ トの記述について熟知したユーザーだけが

使用する必要があります。

Run a Job イベン ト発生時に NetVault ジ ョブを実行する場合に選択します。 
この方法を使用する場合、 以下の作業を行う必要があります。

• イベン ト発生時に実行するジ ョブを作成します。

• ［追加環境変数］ ボックスで次のように JOBID 変数を設定します。

JOBID=<Job ID number of the job that you want to run>
SNMP Trap イベン ト発生時に SNMP ト ラ ップ （通知） をネッ トワーク ・ マネージャ ・

ホス トに送信するには、 この方法を選択します。 
通知の送信でこの方法を使用できるようにするには、 以下の設定作業を完
了してお く必要があります。

• nvnotifications.mib ファイルを、 ネッ トワーク管理ソフ トウェア

が実行されているホスト ・ システムの 「.mib」 フ ァイル ・ ディ レク

ト リにコピーします。 
「.mib」（管理情報ベース）ファイルには、NetVaultが送信する

SNMPトラップのフォーマットが記述されています。

nvnotifications.mibは、NetVaultインストール・ディレクトリのetc
ディレクトリにあります。ホスト上での「.mib」ファイルの位置に

ついての詳細は、ネットワーク管理ソフトウェアの関連ドキュメン
トを参照してください。 

• ［設定変更］ ページから、 ネッ トワーク ・ マネージャ ・ ホス トの設
定を行います。 詳細は、 「通知用のネッ トワーク ・ マネージャ ・ ホ
ス トの設定」 を参照して ください。

表 111. 一般通知方法の設定 （続 く ）

通知方法 説明
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カスタム通知方法の作成

カスタム通知方法を作成するには：

1 新しいスクリプト・ファイルをテキスト・エディタで開きます。

2 スクリプ トのヘッダーを作成します。

▪ 最初の行では、 方法の名前を指定します。 名前は、 NVNAMESTART タグと NVNAMEEND タグで

囲みます。

LinuxおよびUNIXプラットフォームでは、スクリプトの最初の行に、インタプリタ名を指定しま

す（#!\bin\shなど）。

▪ スクリプ トの説明を指定するには、 テキスト を NVCOMMENTSTART および NVCOMMENTEND
タグで囲みます。 複数行のテキスト を指定することができます。 スクリプ トの説明は省略するこ
とができます。

▪ Windows の場合、 各ヘッダー行は REM タグで開始します。 Linux および UNIX の場合は 「#」
で開始します。 これらの文字は、 その行がコ メン トであることを表しています。

例（Windows）：

REM NVNAMESTART My Custom MethodNVNAMEEND

REM NVCOMMENTSTART Start a new

REM occurrence of this event.

REM NVCOMMENTEND

3 次にスクリプ ト本体を作成し、 コマンドの構文を指定します。 util ディレク ト リに格納されている

NetVault スクリプ トは、 任意のテキスト ・ エディ タで開いて、 適切な構造を確認し、 カスタム ・

スクリプ トのテンプレート と して使用することができます。

scripts ディレク ト リに格納されている NetVault スクリプ ト を使用するには、 以下のように完全なパスを

指定します。

▪ Windows ： %NVHOME%\scripts\< コマンド >

▪ Linux および UNIX ： $NVHOME/scripts/< コマンド >

スクリプ トに、 有効な終了ステータスが存在することを確認します。

4 次のようにして、 スクリプ ト を保存します。 

▪ Windows では、 「.bat」 拡張子をファイルに割り当て、 <NetVault ホーム >\scripts\global ディレク

ト リに保存します。 

▪ Linux では、 「.sh」 拡張子をファイルに割り当て、 <NetVault ホーム >/scripts/global ディレク ト リ

に保存します。 

カスタム通知方法の設定

カスタム通知方法を設定するには：

1 ［ナビゲーション］パネルで、［通知設定］をクリックします。 

2 ［一般通知プロファイルを編集しています］ ページで、 イベン ト ・ クラスを開いて、 次に通知対象とする
イベン ト ・ タイプを開きます。

3 カスタム通知方法を選択します。

4 ［通知方法］ ボックスで、 環境変数を設定します。

▪ 複数の引数を指定する場合は、 区切り文字としてカンマ 「,」、 キャリ ッジ ・ リ ターン （CR）、

またはライン ・ フ ィード （LF） を使用できます。
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例：カンマを区切り文字として使用

ARG0=NVTEST.NV_Test_SP_v2, ARG1=1, ARG2=NETVAULT, ARG3=NVRelease, ARG4=1, 
ARG5=1, ARG6=p_return_msg, ARG7=p_status

例：区切り文字としてCRまたはLF（つまり、改行）を使用

ARG0=NVTEST.NV_Test_SP_v2

ARG1=1

...

ARG7=p_status

▪ 値文字列に特殊文字を含める場合は、 エスケープ文字として感嘆符 「!」 を使用します。

値文字列にカンマ「,」を入れる場合は、「!,」と入力します。

値文字列に感嘆符「!」を入れる場合は、「!!」と入力します。

値文字列に等号「=」を入れる場合は、「!=」と入力します。

名前文字列でエスケープ文字を使用することはできません。

5 ［保存］ をクリ ックして、 一般通知プロファイルを保存します。

ユーザー定義のジョブ ・ イベン トの削除
ユーザー定義のジョブ ・ イベン トが不要になった場合は削除できます。 このタスクは、 ［一般通知プロファイル
を編集しています］ ページから実行できます。

ユーザー定義のジョブ・イベントを削除するには：

1 ［ナビゲーション］パネルで、［通知設定］をクリックします。

2 ［一般通知プロファイルを編集しています］ ページで、 Jobs — User defined イベン ト ・ クラスを開きま

す。

3 削除するイベン ト を選択し、 ［削除］ をクリ ックします。

4 確認ダイアログ ・ ボックスで、 ［OK］ をク リ ックします。

ユーザー定義のレポート ・ イベントの削除
ユーザー定義のレポート ・ イベン トが不要になった場合は削除できます。 このタスクは、 ［一般通知プロファイ
ルを編集しています］ ページから実行できます。

ユーザー定義のジョブ・イベントを削除するには：

1 ［ナビゲーション］パネルで、［通知設定］をクリックします。

2 ［一般通知プロファイルを編集しています］ ページで、 Report Job イベン ト ・ クラスを開きます。

3 削除するイベン ト を選択し、 ［削除］ をクリ ックします。

4 確認ダイアログ ・ ボックスで、 ［OK］ をク リ ックします。
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NetVault でのレポーティング

• レポーティング ・ システムの概要

• レポートの使用

• 利用可能なレポート

レポーティング・システムの概要
NetVault レポーティング ・ システムは、 バックアップ ・ システムに関する情報にすばやく アクセスできる、 複数

の通常レポートまたは事前定義されたレポート を提供します。 必要に応じてレポート を表示することも、 メール
でレポート を受信することもできます。 また、 レポーティング ・ システムでは PDF ファイルにレポート をエク

スポートすることもできます。

レポーティング ・ システムは以下の方法で使用できます。

• 必要に応じてレポート を生成および表示する ： ［レポート表示］ ページからレポート を実行して表示でき
ます。 レポートは HTML 形式で生成され、 通常、 情報はテーブルで表示されます。

• レポート表示のカスタマイズ ： レポートが生成された後、 テーブル表示を変更して、 列の包含または除
外、 列の順序の変更、 および列の合計とその他の合計値の加算ができます。 レポート を実行するときに
毎回カスタム ・ フォーマッ トが使用されるように、 これらの設定をジ ョブ定義に保存できます。

• レポートでグラフを使用する ： レポートにグラフを追加して、 ビジュアル形式で情報を提示できます。
棒グラフまたは円グラフを選択できます。

• 通知イベン ト を使用して電子メールでレポート を送信する ： ユーザー定義のイベン ト を設定して電子
メールの通知方法を設定するか、 ユーザー通知プロファイルを作成して電子メールでレポート を配信で
きます。 レポートは電子メールの添付ファイルとして、 PDF または HTML 形式で配信できます。 デフォ

ルトの形式は PDF です。

• レポート をスケジュールする ： レポート ・ スケジュールを作成し、 レポート を一度または定期的に生成
できます。 NetVault では、 生成したレポート を電子メールで配信したり、 通知システムによってレポー

ト を印刷したりすることができます。

レポートの使用
このセクシ ョ ンには、 以下のトピックが含まれています。

• レポート作成

• お気に入りのレポートの設定

メモ ： レポーティング ・ システムを使用するには、 次の権限が必要です。

• レポートの実行と表示 ： レポート  — レポートの表示と実行

• レポート表示のカスタマイズ ： レポート  - レポート ・ ジ ョ ブとコンポーネン トの変更 / 編集

また、 nvreport ユーティ リテ ィ を使用して、 コマンド ・ ライン ・ インターフェイスからレポート を実行お

よび表示できます。 このユーティ リテ ィについての詳細は、 『Quest NetVault CLI リファレンス ・ ガイ ド』

を参照して ください。
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• レポート用のフ ィルタの設定

• レポート ・ ジ ョ ブ定義の編集

• 通知方法の使用による、 電子メールでのレポート送信またはレポートの印刷

• レポートのテーブル表示のカスタマイズ

• レポートへのグラフの追加

• レポートの PDF ファイルへのエクスポート

レポート作成
レポートには、 ［レポート表示］ ページからアクセスすることができます。 必要に応じてレポート を実行および
表示したり、 レポート ・ スケジュールを作成して指定の時刻にレポート を生成したりすることができます。 ま
た、 NetVault では、 イベン ト と通知を使用して、 電子メールでレポート を送信したり、 レポート を印刷したりす

ることもできます。

レポート を生成するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［レポート参照］ をクリ ックします。

2 ［レポート表示］ ページで、 生成するレポート を選択します。 利用可能な事前定義されたレポートについ
ての詳細は、 「利用可能なレポート」 を参照して ください。

図 22. ［レポート表示］ ページ

3 すぐにレポート を実行して表示するには、 ［実行 & 参照］ をクリ ックします。

– または –

関連するイベン トの発生と通知の受信を実行する場合は、 ［実行 & 通知］ をクリ ックします。

ページ ・サイズ設定、 列のソート順、 およびテーブルに適用されているフ ィルタの表示、 レコードのエ
クスポート、 またはテーブル設定の編集を行うには、 テーブルの右下隅にあるアイコンをクリ ックしま
す。 詳細は、 「NetVault WebUI でのテーブルのカスタマイズ」 を参照して ください。

［検索］ オプシ ョ ンを使用して、 テーブル ・ データをフ ィルタし、 列の値に指定した文字列を含むエン ト
リをすばやく見つけることができます。 また、 検索フ ィルタ文字列にはワイルドカード （? または *） を

含めることもできます。

メモ ： レポート ・ スケジュールの作成と、 レポート ・ ジ ョ ブのユーザー定義イベン トの設定につい
ての詳細は、 「レポート ・ ジ ョ ブ定義の編集」 を参照して ください。 レポート ・ イベン トの通知方
法についての詳細は、 「通知方法の使用による、 電子メールでのレポート送信またはレポートの印
刷」 を参照して ください。
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4 レポートに何らかのフ ィルタ条件 （たとえば、 開始日、 ジ ョブ ID 番号、 クライアン ト名など） が含まれ

ている場合は、 ［レポート用のフ ィルタ設定］ ダイアログ ・ ボックスが表示されます。 

使用するフ ィルタを設定して、 ［OK］ をク リ ックします。 フ ィルタ ・ オプシ ョ ンについての詳細は、 「レ

ポート用のフ ィルタの設定」 を参照して ください。

5 レポートが新しいブラウザ ・ ウィ ンドウに表示されます。

テーブル表示をカスタマイズしてレポートにグラフを追加できます。 詳細は、 以下のトピックを参照し
て ください。

▪ レポートのテーブル表示のカスタマイズ

▪ レポートへのグラフの追加

また、 レポート を PDF ファイルにエクスポートできます。 詳細は、 「レポートの PDF ファイルへのエク

スポート」 を参照して ください。

お気に入りのレポートの設定
［レポート表示］ ページでは、 任意のレポート を選択してお気に入りのレポート と してマークすることにより、
事前定義されたレポートのリストから簡単にアクセスできます。

お気に入りのレポート を設定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［レポート参照］ をクリ ックします。

2 ［レポート表示］ ページで、 お気に入りにするレポートの先頭列にある白抜きの星印をクリ ックします。

お気に入りのレポートは、 リス トの先頭にアルファベッ ト順で表示され、 その後に残りのレポートが続きます。

レポートのリストからお気に入りを削除するには、 レポートの横にある塗りつぶされた星印をクリ ックします。

レポート用のフ ィルタの設定
何らかのフ ィルタ条件が含まれている通常レポート を実行すると、 ［レポート用のフ ィルタ設定］ ダイアログ ・
ボックスが表示されます。 1 つ以上の条件を設定でき、 それに基づいてレポート ・ システムが出力を生成しま

す。 使用するフ ィルタ ・ フ ィールドごとに、 フ ィルタ演算子を選択し、 比較値を指定する必要があります。 たと
えば、 レポート 「Data Stored By Client」 の場合は次の ［レポート用のフ ィルタの設定］ ダイアログ ・ ボックス

が表示されます。

図 23. ［レポート用のフ ィルタの設定］ ダイアログ ・ ボックス

レポート ・ フ ィルタを設定するには ：

1 フ ィルタ ・ フ ィールドに対応する演算子リストで、 比較演算子を選択します。 比較演算子としては、 =、
!=、 >、 <、 >=、 または <= を使用できます。

2 関連付けられたボックスに、 比較値を入力します。 値はフ ィールドのデータ ・ タイプと一致する必要が
あります。 

使用できるフ ィールドのタイプは、 日付、 整数、 文字列、 または時刻です。
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日付値を指定するには、 以下のフォーマッ ト を使用できます。

▪ YYYY/MM/DD

▪ YYYYMMDD

▪ 相対日付 ： TODAY-n[time variable]

以下の時間変数を使用できます。 YE = Year （年）、 MO = Month （月）、 WE = Week （週）、

DA = Date （日）、 HO = Hour （時） , MI = Minute （分）、 SE = Second （秒）

例 ： TODAY-7DA

時刻値を指定するには、 以下のフォーマッ ト を使用できます。

▫ HH:MM:SS

▫ HHMMSS

▫ 相対時刻 ： NOW-n[timevaribale] or TODAY-n[time variable]

以下の時間変数を使用できます。 YE = Year （年）、 MO = Month （月）、 WE = Week （週）、

DA = Date （日）、 HO = Hour （時）、 MI = Minute （分）、 SE = Second （秒）

例 ： NOW-12HO

3 一部のレポートには、 以下のフ ィルタ ・ オプシ ョ ンも含まれています。

▪ ［状態］ ： このチェ ック ・ ボックスを選択すると、 フ ィールドの状態をフ ィールドに格納されてい
る値と比較することができます。 フ ィールド状態の比較オプシ ョ ンは、 NetVault レポーティン

グ ・ システムに精通した上級ユーザーが利用することを想定しています。 

フ ィールドの状態には、 次のいずれかの値を設定できます。

▫ Normal

▫ N/A

▫ Unknown

▫ Never

▫ Unlimited

たとえばテーブルの 1 つに存在しないレコードを検索したり除外したりするには、 Unknown の

状態を指定できます。 

▪ ［正規表現］ ： このチェ ック ・ ボックスを選択すると、 定数値ではな く正規表現と照合することが
できます。 正規表現には、 テキスト文字とワイルドカード文字を含めることができます。 

▪ ［上と同じ］ ： ［上と同じ］ チェ ック ・ ボックスは、 複数のレポート ・ コンポーネン トに同じフ ィル
タ ・ フ ィールドが適用される場合に表示されます。 このチェ ック ・ ボックスを選択すると、 前の
フ ィールドで設定された値と同じ比較値を使用することができます。

4 フ ィルタを設定したら、 ［OK］ をク リ ックしてダイアログ ・ ボックスを閉じます。

レポート ・ ジ ョ ブ定義の編集
レポート ・ ジ ョ ブ定義を編集してレポート ・ スケジュールの変更や、 レポートのユーザー定義イベン トの設定を
行う ことができます。 NetVault では、 生成したレポート を電子メールで配信したり、 通知システムによってレ

ポート を印刷したりすることができます。 

レポート ・ ジ ョ ブを編集するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［レポート参照］ をクリ ックします。

2 ［レポート表示］ ページで、 編集するレポート を選択して、 ［レポート編集］ をクリ ックします。
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3 ［レポート ・ ジ ョ ブ定義の編集］ ページで、 以下のオプシ ョ ンを設定します。

4 ［保存］ をクリ ックして、 ［レポート ・ ジ ョ ブの保存］ ダイアログ ・ ボックスで ［OK］ をク リ ックしま

す。 

ジ ョブを保存すると、 設定済みイベン トが Report Job イベン ト ・ クラスに追加されます。 レポートが生

成されたとき、 グローバル通知方法またはユーザー通知プロファイルを使用してイベン ト通知を受信で
きます。 詳細は、 「通知方法の使用による、 電子メールでのレポート送信またはレポートの印刷」 を参照
して ください。

 

通知方法の使用による、 電子メールでのレポート
送信またはレポートの印刷
レポート ・ ジ ョ ブのユーザー定義のイベン ト を設定し、 ジ ョ ブが正常に完了した場合や失敗した場合に通知を受
け取ることができます。 NetVault は、 これらのイベン ト を Report Job イベン ト ・ クラスに追加します。 この機

能を利用して、 電子メールでレポート を送信するか、 指定したプリンタにレポート を送信できます。

電子メールでレポート を配信するか、 レポート を印刷するかに応じて、 次の手順を実行します。

• 管理者にレポート を送信するには、 通知方法として Sysop E-mail を設定します。 詳細は、 「一般通知方

法の設定」 を参照して ください。 デフォルトでは、 レポートは PDF ファイル形式で生成され、 電子メー

ルの添付ファイルとして配信されます。

• レポート を他のユーザーに送信するには、 ユーザーの通知プロファイルを設定します。 詳細は、 「ユー
ザー通知プロファイルの設定」 を参照して ください。 デフォルトでは、 レポートは PDF ファイル形式で

生成され、 電子メールの添付ファイルとして配信されます。

• レポート を印刷するには、 通知方法として Print a report を設定します。 詳細は、 「一般通知方法の設定」

を参照して ください。

レポートのテーブル表示のカスタマイズ
レポートが生成された後、 テーブル表示を変更して、 列の包含または除外、 列の順序の変更、 および列の合計と
その他の合計値の加算ができます。 コンポーネン トの複数のテーブル表示を加算できます。 レポーティング ・ シ
ステムを使用すると、 レポート を実行するときに毎回カスタム ・ フォーマッ トが使用されるように、 これらの設
定をジ ョブ定義に保存できます。

表112. レポート・ジョブ定義の編集

オプシ ョ ン 説明

スケジュール このオプシ ョ ンを使用して、 指定の時刻にレポート を実行できます。 スケ
ジューリング ・ オプシ ョ ンは、 定期的なレポート生成に役立ちます。

レポート ・ スケジュールを設定するには、 既存のスケジュール ・ セッ ト を
選択するか、 ［新規作成］ をクリ ックして、 スケジュール ・ タイプとスケ
ジュール方式を指定します。 詳細は、 「スケジュール ・ セッ トの作成」 を参
照して ください。

スケジュール済みイベン トでは、 ［レポート完了時イベン ト］ と ［レポート
失敗時イベン ト］ フ ィールドでユーザー定義イベン ト を指定します。

レポート完了時イベン ト ジ ョ ブが正常に完了した場合に発生させるイベン ト を指定します。

レポート失敗時イベン ト ジ ョ ブが失敗した場合に発生させるイベン ト を指定します。

メモ ： レポート ・ イベン トは、 レポート ・ スケジュールを指定した場合または ［実行 & 通知］ を使

用する場合にのみ発生します。
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レポートのテーブル表示をカスタマイズするには ：

1 カスタマイズするレポートにアクセスします。 レポートの生成方法についての詳細は、 「レポート作成」
を参照して ください。

2 ［レポート］ ウィ ンドウで、 テーブルの右上にある ［設定］ リンクをクリ ックします。 レポートに複数の
コンポーネン トが含まれている場合は、 変更するテーブルと関連付けられているリンクをクリ ックしま
す。

3 ［テーブルの設定］ ダイアログ ・ ボックスに、 利用可能な列が一覧表示されます。 テーブル表示には、 対
応する ［表示］ チェ ック ・ ボックスが選択されている列が含まれます。 たとえば、 レポート 「Data 
Stored By Client」 の場合は次の ［テーブルの設定］ ダイアログ ・ ボックスが表示されます。

図24. ［テーブルの設定］ダイアログ・ボックス

以下の変更が可能です。

▪ 列の非表示 ： 1 つまたは複数の列を非表示にするには、 列のチェ ック ・ マークを選択解除します。 

▪ 列の表示 ： 非表示の列を表示するには、 対応する ［表示］ チェ ック ・ ボックスをクリ ックします。

▪ 合計値の表示 ： 列の合計、 最小、 最大、 およびその他の合計値を表示するフ ィールドを加算する
には、 ［合計］ リス トでフ ィールド ・ タイプを選択します。 このリストは、 数値を含む列のみで表
示されます。 

利用できるオプシ ョ ンには、 以下のものが含まれます。

▫ ［合計］ ： 列にあるすべての値の合計を表示します。

▫ ［平均］ ： 列にあるすべての値の平均値を表示します。

▫ ［最小］ ： 列にあるすべての値の最小値を表示します。

▫ ［最大］ ： 列にあるすべての値の最大値を表示します。

▫ ［カウン ト］ ： レコード数を表示します。

▫ ［なし］ ： 集計フ ィールドを削除します。

テーブル ・ ビューに設定を適用してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［適用］ をクリ ックします。

4 列の順序を変更するには、 列の見出しを新しい場所にドラッグします。

5 列の幅を変更するには、 列が適当な幅になるまで区切りをド ラッグします。

6 テーブルを追加するには、 コンポーネン ト ・ テーブルの左下にある ［別のビューの追加］ リンクをク
リ ックします。

コンポーネン トがテーブル表示のみをサポートする場合、 新しいテーブルが自動的に追加されます。 別
のビュー ・ タイプがサポート されている場合は、 ［ビューの追加］ ダイアログ ・ ボックスが表示されま
す。 テーブルを追加するには、 ［ビューのタイプ］ リス トで ［テーブル］ を選択します。
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新しいテーブルには、 すべての列が含まれています。 テーブルをカスタマイズする方法については、 「ス
テップ 2」 および 「ステップ 3」 を参照して ください。

7 ビューを削除するには、 コンポーネン ト ・ テーブルの左下にある ［このビューを削除］ リンクをクリ ッ
クします。

8 カスタム設定を保存するには、 レポートの左上にある ［レポート フォーマッ トの保存］ リンクをクリ ッ
クします。 

カスタム設定がレポート ・ ジ ョ ブ定義に保存され、 メ ッセージが表示されます。

レポートへのグラフの追加
レポーティング ・ システムのグラフ機能を使用して、 棒グラフおよび円グラフの形で出力を表示できます。 複数
のグラフ表示を使用して、 さまざまなデータ ・ セッ ト を比較できます。 レポーティング ・ システムを使用する
と、 レポート を実行するときに毎回カスタム ・ フォーマッ トが使用されるように、 これらの設定をジ ョブ定義に
保存できます。

レポートにグラフを追加するには ：

1 カスタマイズするレポートにアクセスします。 レポートの生成方法についての詳細は、 「レポート作成」
を参照して ください。

2 ［レポート］ ウィ ンドウで、 テーブルの左下にある ［別のビューの追加］ リンクをクリ ックします。 レ
ポートに複数のコンポーネン トが含まれている場合は、 グラフを追加するコンポーネン ト と関連付けら
れているリンクをクリ ックします。

コンポーネン トがグラフ ィ カル ・ ビューをサポート している場合は、 ［ビューの追加］ ダイアログ ・ ボッ
クスが表示されます。

3 グラフのタイプを選択し、 適切なオプシ ョ ンを設定します。 棒グラフおよび円グラフを追加できます。

メモ ： グラフは、 数値を含むレポート ・ コンポーネン トでのみ使用できます。



Quest NetVault 13.1.2 アドミニストレーターズ・ガイド

NetVaultでのレポーティング
330

4 ビューを削除するには、 コンポーネン ト ・ テーブルの左下にある ［このビューを削除］ リンクをクリ ッ
クします。

5 カスタム設定を保存するには、 レポートの左上にある ［レポート フォーマッ トの保存］ リンクをクリ ッ
クします。 

カスタム設定がレポート ・ ジ ョ ブ定義に保存され、 メ ッセージが表示されます。

グラフ ・ ビューの例
このセクシ ョ ンには、 レポーティング ・ システムを使用して生成されたグラフの例が含まれています。

棒グラフ ・ ビュー

次の図は、 サンプル ・ データ ・ セッ トに対応する棒グラフ ・ ビューを示しています。

表113. レポートへのグラフの追加

グラフのタイプ オプシ ョ ン

棒グラフ 棒グラフを使用して、 データ値を視覚的に比較できます。

棒グラフを追加するには、 次の手順を実行します。

• ［ビューのタイプ］ リス トで、 ［棒グラフ］ を選択します。

• ［カテゴリ］ リス トで、 縦軸を表す列を選択します。 カテゴリ列に
ある各レコードのグラフの棒が生成されます。 列の値はラベルとし
て使用されます。

• ［値］ リス トで、 横軸を表す列を選択します。 データ値によって、
棒の長さが決まります。

［OK］ をク リ ックします。

図 25 は、 棒グラフ ・ ビューを示しています。

メモ ： グラフには、 最初の 「20」 レコードに対応する棒がそれぞれ表示さ

れています。 残りのレコードは、 ［その他］ と してグラフにグループ化され
ています。 

円グラフ 円グラフを使用して、 合計に対する異なるカテゴリの相対的な比率を表示
できます。

円グラフを追加するには、 次の手順を実行します。

• ［ビューのタイプ］ リス トで、 ［円グラフ］ を選択します。

• ［カテゴリ］ リス トで、 カテゴリまたは円グラフの扇形を表す列を
選択します。 カテゴリ列にあるレコードの数によって、 グラフがい
くつの扇形に分けられるかが決まります。 列の値は凡例として使用
されます。

• ［値］ リス トで、 円グラフのデータを含む列を選択します。 データ
値によって、 扇形のサイズが決まります。

［OK］ をク リ ックします。

図 26 は、 円グラフ ・ ビューを示してます。

メモ ： グラフには、 最初の 「20」 レコードに対応する扇形がそれぞれ表示

されています。 残りのレコードは、 ［その他］ と してグラフにグループ化さ
れています。 
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図 25. 棒グラフ ・ ビュー

円グラフ ・ ビュー

次の図は、 サンプル ・ データ ・ セッ トに対応する円グラフ ・ ビューを示しています。

図 26. 円グラフ ・ ビュー

レポートの PDF ファイルへのエクスポート
レポートを生成した後、 レポートの PDF ファイルへのエクスポート を選択できます。 ファイルがブラウザ ・

ウィ ンドウに表示されます。 必要に応じて、 ファイルをダウンロード、 保存、 または印刷できます。

レポート を PDF ファイルにエクスポートするには ：

1 エクスポートするレポートにアクセスします。 レポートの生成方法についての詳細は、 「レポート作成」
を参照して ください。

2 ［レポート］ ウィンドウで、 レポートの左上にある ［PDF としてエクスポート］ リンクをクリ ックします。

3 レポートが PDF ファイルに変換され、 ブラウザ ・ ウィ ンドウに表示されます。 該当するブラウザ ・ オプ

シ ョ ンを使用して、 ファイルをダウンロード、 保存、 または印刷します。 
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利用可能なレポート
NetVault は、 ［レポート表示］ ページに次のタイプの事前定義されたレポート をアルファベッ ト順に表示します。

表114. 事前定義されたレポート

レポート ・ タイ トル 説明

Chargeback Capacity Usage このレポートでは、 既存のクライアン ト ・ グループのスト レージの使用状況
に関する情報を確認できます。 ス ト レージの使用状況に基づいてチャージ
バック計算に使用できます。 レポートには、 次のセクシ ョ ンがあります。

• ［Total Data Stored by Client Group］ ： クライアン ト ・ グループごと

に、 レポートに以下の詳細情報が表示されます。

- ［Client Group］ ： クライアン ト ・ グループの名前。

- ［Client Group Description］ ： クライアン ト ・ グループの説明。

- ［Total Data Stored］ ： メンバー ・ クライアン トに保存されたデータ

の総量。 メンバー ・ クライアン トに保存された複製とデータ ・ コ
ピー ・バックアップの合計サイズを含む、 すべてのバックアップの合
計サイズを示します。

- ［Total Source Data Protected］ ： メンバー ・ クライアン トに保護

されているソース ・ データの総量。 メンバー ・ クライアン トに保存さ
れたすべてのフル ・バックアップの最後のインスタンスの合計サイズ
を示します。

• ［Client Groups］ ： このセクシ ョ ンには、 既存のクライアン ト ・ グ

ループに関する情報が表示されます。 テーブルはクライアン ト ・ グ
ループ名でソート されます。

以下の詳細情報を参照できます。 グループ名、 グループの説明、 グ
ループがすべてのクライアン ト を含むかどうか、 およびメンバーのリ
スト （すべてのクライアン ト ・ オプシ ョ ンが選択されていないグルー
プに対してのみ表示されます）。

Client Details このレポートには、 既存の NetVault クライアン トに関する情報が表示されま

す。 テーブルはクライアン ト名でソート されます。 
以下の詳細情報を参照できます。 クライアン ト名、 マシン ID 番号、 クライ

アン ト ・ タイプ （OS）、 説明、 NetVault のバージ ョ ン、 NetVault のリ リー

ス、 クライアン トのアクセス可能性ステータス、 およびクライアン トのス
テータス。 

Client Groups このレポートには、 既存のクライアン ト ・ グループに関する情報が表示され
ます。 テーブルはクライアン ト ・ グループ名でソート されます。

以下の詳細情報を参照できます。 グループ名、 グループの説明、 グループが
すべてのクライアン ト を含むかどうか、 およびメンバーのリスト （すべての
クライアン ト ・ オプシ ョ ンが選択されていないグループに対してのみ表示さ
れます）。

Client Statuses このレポート を使用して、 既存の NetVault クライアン トのステータスを確認

できます。

テーブルには、 以下の情報が表示されます。 クライアン ト名、 NetVault の
バージ ョ ン、 アクセス可能性ステータス、 およびクライアン トのステータ
ス。
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Configuration 設定レポートには、 クライアン ト、 ジ ョ ブ定義、 セッ ト、 ユーザー、 通知、
ライセンスがまとめて表示されます。 

このレポートには以下のセクシ ョ ンが含まれています。

• ［Client Details］ ： このセクシ ョ ンには既存の NetVault クライアン ト

に関する情報が表示されます。 
以下の情報を参照できます。 NetVault マシン名、 マシン ID 番号、 製

品のバージ ョ ン、 マシン ・ タイプ （サーバーまたはクライアン ト）、
およびクライアン ト ・ ステータス。

• ［Backup Job Definitions］ ： このセクシ ョ ンには既存のバックアッ

プ ・ ジ ョ ブの定義が表示されます。

以下の情報を参照できます。 ジ ョ ブ ID 番号、 ジ ョブ ・ タイ トル、 ク

ライアン ト名、 およびセッ ト名 （バックアップ ・ セレクシ ョ ン ・ セッ
ト、 バックアップ ・ オプシ ョ ン ・ セッ ト、 スケジュール ・ セッ ト、
ターゲッ ト ・ セッ ト、 バックアップ詳細設定セッ ト）。

• ［Scheduled Jobs］ ： このセクシ ョ ンにはスケジュール済みのジョブ

が表示されます。 
テーブルには、 スケジュール済みジ ョブのジ ョブ ID 番号とジ ョブ ・

タイ トルが表示されます。

• ［Selection Sets］ ： このセクシ ョ ンは使用可能なバックアップ ・ セレ

クシ ョ ン ・ セッ トについての情報を提供します。 
セッ ト名、 ファイラー名 （該当する場合） およびセッ トに含まれるア
イテムを参照できます。

• ［Selection Option Sets］ ： このセクシ ョ ンには使用可能なバック

アップ ・ オプシ ョ ン ・ セッ トに関する情報が表示されます。 
テーブルには、 以下の詳細情報が含まれます。 セッ ト名、 選択オプ
シ ョ ン、 Web サービスの選択オプシ ョ ン、 およびプラグインの詳細。

• ［Schedule Sets］ ： このセクシ ョ ンは使用可能なスケジュール ・ セッ

トについての情報を提供します。 
テーブルには、 以下の詳細情報が含まれます。 セッ ト名、 スケジュー
ル ・ タイプ、 方法、 曜日、 繰り返し期間、 スケジュール日付、 スケ
ジュール時刻、 月の週、 およびジ ョブ ・ リ ト ライ数。

• ［Backup Targets］ ： このセクシ ョ ンは使用可能なバックアップ ・

ターゲッ ト ・ セッ トについての情報を提供します。 
この表には、 セッ ト名、 デバイス ・ セレクシ ョ ン （任意のデバイス、
または選択したデバイスのデバイス ・ ツリー） と メディア ・ オプシ ョ
ン （メディア ・ グループ、 メディアのラベリングと再使用可能性の設
定、 およびメディア要求タイムアウト設定） が表示されます。

• ［Advanced Option Sets］ ： このセクシ ョ ンは使用可能なバックアッ

プ詳細設定セッ トについての情報を提供します。 
以下の情報を参照できます。 セッ ト名、 リ タイア設定、 重複排除設
定、 セカンダリ ・ コピーの詳細 （コピーやリ タイア設定などの情報の
定義に使用されるセッ ト）、 およびユーザー定義イベン ト。

• ［User Details］ ： このセクシ ョ ンは既存の NetVault ユーザーについて

の情報を提供します。 
テーブルにはユーザー名と電子メール ID が表示されます。

表114. 事前定義されたレポート

レポート ・ タイ トル 説明
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• ［User’s Notifications (Configuration)］ ： このセクシ ョ ンにはユー

ザー通知プロファイルに関する情報が表示されます。

このテーブルには以下の詳細が含まれます。 通知クラス、 通知イベン
ト、 アカウン ト名、 ユーザーの本名、 通知方法、 および環境変数。 

• ［Global Notifications (Configuration)］ ： このセクシ ョ ンには一般通

知プロファイルに関する情報が表示されます。

テーブルには、 通知クラス、 通知イベン ト、 通知方法、 および環境変
数が含まれます。 

• ［Licenses］ ： このセクシ ョ ンには、 クライアン ト、 ライブラリ、

NDMP デバイス、 テープ ・ ド ライブ、 光学ドライブ、 スロッ トなど

のさまざまなコンポーネン トのライセンス機能および使用状況の詳細
が表示されます。 テーブルには、 オンラインおよび合計のテープ容量
の詳細と異機種混在クライアン トに関するライセンス情報も表示され
ます。

Data Stored by Client このレポート を使用して、 指定期間内に既存の NetVault クライアン トに保存

されたデータ量を確認できます。

デフォルトでは、 レポートには過去 7 日間のデータが表示されます。 レポー

ト ・ フ ィルタを設定して期間を変更できます。 また、 クライアン ト名フ ィル
タを設定して、 特定のクライアン トの詳細情報を表示できます。 
テーブルには以下の詳細が含まれています。 開始時刻、 開始日、 実行時間、 終
了日、 終了時刻、 ジョブ ID、 クライアント名、 転送サイズ、 プラグイン、 お

よびセッ ト名 （セレクション ・ セッ ト、 選択オプション、 スケジュール ・ セッ
ト、 バックアップ ・ ターゲッ ト ・ セッ ト、 および詳細オプション ・ セッ ト）。

Disk Storage Devices — General このレポート を使用して、 既存のディスク ・ ベースのスト レージ ・ デバイス
に関する情報を表示できます。

テーブルには、 以下の詳細情報が含まれます。 デバイス名、 ホスト名、 メ
ディア ・ グループ、 デバイス ・ ステータス、 ライセンス済み容量、 実際の保
護容量、 ステージング空き容量、 重複排除ストアの空き容量、 および利用可
能な合計空き容量。

Expired Offline Media このレポートはリ タイアしたオフライン ・ メディア ・ アイテムについての情
報を提供します。 テーブルはメディア ・ ラベルでソート されます。

以下の詳細情報を参照できます。 メディア ・ ラベル、 メディア ・ グループ ・
ラベル、 バーコード、 総データ書き込み量、 最終読み取り日付、 オフサイ
ト ・ ロケーシ ョ ン、 および 「再利用」 と してマーク。 

Failed ULA Requests このレポートは、 不十分な権限が原因で拒否されたユーザー要求についての
情報を提供します。 
失敗したユーザー要求について、 以下の詳細情報を参照できます。 要求日
時、 ユーザー名、 ソース ・ マシン、 および操作のタイプ。

レポートにはデフォルトで、 過去 7 日間のデータが表示されます。 レポー

ト ・ フ ィルタを設定して期間を変更できます。 

表114. 事前定義されたレポート

レポート ・ タイ トル 説明
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Front Side Data このレポートは、 クライアン ト ・ マシンの保護されているソース ・ データの
量およびディスク ・ ベース ・ デバイスのスト レージ使用状況の詳細を表示し
ます。

このレポートにはデフォルトで、 過去 28 日間に実行されたバックアップが

含まれています。 レポート ・ フ ィルタを設定して期間を変更できます。

このレポートには以下のセクシ ョ ンが含まれています。

• ［Front Side Data］ ： このセクシ ョ ンは、 指定期間に実行された

フェーズ 1 フル ・バックアップを表示します。 ジ ョ ブの最後のインス

タンスを表示します。 レポートには、 増分バックアップ、 コンソリ
デート ・ バックアップ、 フェーズ 1 またはフェーズ 2 複製、 または

データ ・ コピー ・バックアップは含まれません。

以下の詳細情報を参照できます。 ジ ョ ブ ID 番号、 インスタンス、

ジ ョ ブ ・ タイ トル、 保護データ ・サイズ、 プラグイン名、 フェーズ、
およびバックアップ ・ タイプ （タイプが ［増分］ の場合）。

［Protected Data Size］ 列には、 重複排除の前にバックアップ ・サイ

ズが表示されます。 合計フ ィールドをこの列に追加して、 バックアッ
プの合計サイズを表示できます。

• ［RAS Devices — Storage Utilization］ ： このセクシ ョ ンは、 ディス

ク ・ ベース ・ ス ト レージ ・ デバイスの使用状況の詳細を表示します。 
以下の詳細情報を参照できます。 デバイス名、 メディア ・ グループ、
ライセンス済み保護容量と実際の保護容量、 ステージング空き容量、
重複排除ストアの空き容量、 および利用可能な合計空き容量。

Front Side Data By Client このレポートには、 NetVault サーバに接続されているクライアン トマシンの

ために保護されているソースデータの量が表示されます。 このレポートに
は、 正常にバックアップされたジ ョブの数と、 その保存期間、 日、 週、 月
（28 日）、 および年の期間にわたる総サイズが表示されます。 次の詳細を参照

できます。 クライアン ト名、 合計サイズ、 およびジ ョブ数。

Front Side Data By Plugin このレポートには、 NetVault サーバ上に存在するプラグインのために保護さ

れているソースデータの量が表示されます。 このレポートには、 正常にバッ
クアップされたジ ョブの数と、 その保存期間、 日、 週、 月 （28 日）、 および

年の期間にわたる総サイズが表示されます。 次の詳細を参照できます。 プラ
グイン名、 合計サイズ、 およびジ ョブ数。

Front Side Data By Plugin by 
Client

このレポートには、 NetVault サーバ上に存在するすべてのクライアン トのプ

ラグインのために保護されているソースデータの量が表示されます。 このレ
ポートには、 正常にバックアップされたジ ョブの数と、 その保存期間、 日、
週、 月 （28 日）、 および年の期間にわたる総サイズが表示されます。 次の詳

細を参照できます。 クライアン ト名、 プラグイン名、 合計サイズ、 および
ジ ョブ数。

Front Side Data By Device このレポートには、 NetVault サーバ上に存在するすべてのデバイスのプラグ

インのために保護されているソースデータの量が表示されます。 このレポー
トには、 正常にバックアップされたジ ョブの数と、 その保存期間、 日、 週、
月 （28 日）、 および年の期間にわたる総サイズが表示されます。 次の詳細を

参照できます。 デバイス名、 ラベル、 ジ ョ ブ数、 および合計サイズ。

Front Side Data By Plugin by 
Client by Job

このレポートには、 NetVault サーバに存在するすべてのクライアン トのプラ

グインのために保護されているソースデータの量が表示されます。 このレ
ポートには、 正常にバックアップされたジ ョブの数と、 その保存期間、 日、
週、 月 （28 日）、 および年の期間にわたる総サイズが表示されます。 次の詳

細を参照できます。 クライアン ト名、 プラグイン名、 合計サイズ、 および
ジ ョブ数。

表114. 事前定義されたレポート

レポート ・ タイ トル 説明
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Front Side Data By Server このレポートには、 NetVault サーバのために保護されているソースデータの

量が表示されます。 このレポートには、 正常にバックアップされたジ ョブの
数と、 その保存期間、 日、 週、 月 （28 日）、 および年の期間にわたる総サイ

ズが表示されます。 次の詳細を参照できます。 ジ ョ ブ数、 合計サイズ。

Full Online Storage このレポートは、 どのオンライン ・ ス ト レージ ・ デバイスおよびメディアに
空き領域がないかを表示します。

このレポートには以下のセクシ ョ ンが含まれています。

• ［Full Online Media］ ： このセクシ ョ ンは、 空き領域のないオンライ

ン ・ テープについての情報を含みます。 
以下の詳細情報を参照できます。 メディア ・ ラベル、 メディア ・ グ
ループ ・ ラベル、 バーコード、 前回の書き込みおよび読み取り日、 メ
ディア有効期限日付、 ライブラリ名、 論理スロッ トの位置、 オフサイ
ト ・ ロケーシ ョ ン、 要インポート、 残スペース、 および 「再利用」 と
してマーク。

• ［Full Online RAS］ ： このセクシ ョ ンは、 空き領域のないオンライ

ン ・ ディスク ・ ベース ・ デバイスについての情報を含みます。 
デバイス名と メディア ・ グループ ・ ラベルを参照できます。

Global Notifications このレポートは、 どのイベン トがグローバル通知プロファイルに含まれてい
るかを示します。 
このレポートには、 イベン ト ・ クラス、 イベン ト ・ タイプ、 通知方法、 およ
び環境変数が表示されます。

Historic Jobs — by date このレポート を使用して、 指定期間に実行されたすべてのバックアップおよ
びリストア ・ ジ ョ ブに関する情報を表示できます。 レコードは開始日でソー
ト されます （新しいものから古いものの順）。

このレポートにはデフォルトで、 過去 7 日間に実行されたジ ョブが含まれて

います。 レポート ・ フ ィルタを設定して期間を変更できます。 
以下の詳細情報を参照できます。 開始時刻、 開始日、 実行時間、 ジ ョブ ・ タ
イ トル、 ジ ョ ブ ID 番号、 インスタンス、 クライアン ト名、 バックアップ ・

セレクシ ョ ン ・ セッ ト名、 データ転送サイズ、 およびジ ョブ ・ ステータス。

Historic Jobs — by size このレポート を使用して、 指定期間に実行されたすべてのバックアップおよ
びリストア ・ ジ ョ ブに関する情報を表示できます。 レコードはデータ転送サ
イズでソート されます （大きいものから小さいものの順）。

このレポートにはデフォルトで、 過去 7 日間に実行されたジ ョブが含まれて

います。 レポート ・ フ ィルタを設定して期間を変更できます。 
以下の詳細情報を参照できます。 開始時刻、 開始日、 実行時間、 ジ ョブ ・ タ
イ トル、 ジ ョ ブ ID 番号、 インスタンス、 クライアン ト名、 バックアップ ・

セレクシ ョ ン ・ セッ ト名、 データ転送サイズ、 およびジ ョブ ・ ステータス。

Historic Jobs Duration — by date このレポートは、 指定された実行時間を超えるジョブについての情報を提供し
ます。 レコードは開始日でソート されます （新しいものから古いものの順）。 
デフォルトでは、 実行時間の期限は 8 時間に設定されます。 レポート ・ フ ィ

ルタを設定して値を変更できます。 フ ィルタを設定して、 デフォルトでは 7
日に設定されている、 期間を変更できます。 
以下の詳細情報を参照できます。 開始時刻、 開始日、 実行時間、 ジ ョブ ・ タ
イ トル、 ジ ョ ブ ID 番号、 インスタンス、 クライアン ト名、 バックアップ ・

セレクシ ョ ン ・ セッ ト名、 データ転送サイズ、 およびジ ョブ ・ ステータス。

表114. 事前定義されたレポート

レポート ・ タイ トル 説明
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Historic Jobs Encrypted — by 
date

このレポート を使用して、 指定期間に実行されたすべての暗号化されたプラ
イマリおよびセカンダリ ・ コピーのバックアップに関する情報を表示できま
す。 レコードは開始日でソート されます （新しいものから古いものの順）。
このレポートには、 暗号化なしで実行されたジ ョブが含まれません。 
このレポートにはデフォルトで、 過去 7 日間に実行されたジ ョブが含まれて

います。 レポート ・ フ ィルタを設定して期間を変更できます。 
以下の詳細情報を参照できます。 開始時刻、 開始日、 実行時間、 ジ ョブ ・ タ
イ トル、 ジ ョ ブ ID 番号、 インスタンス、 クライアン ト名、 バックアップ ・

セレクシ ョ ン ・ セッ ト名、 データ転送サイズ、 およびジ ョブ ・ ステータス。

Historic Jobs Encrypted — by 
size

このレポート を使用して、 指定期間に実行されたすべての暗号化されたプラ
イマリおよびセカンダリ ・ コピーのバックアップに関する情報を表示できま
す。 レコードはデータ転送サイズでソート されます （大きいものから小さい
ものの順）。 このレポートには、 暗号化なしで実行されたジ ョブが含まれま
せん。

このレポートにはデフォルトで、 過去 7 日間に実行されたジ ョブが含まれて

います。 レポート ・ フ ィルタを設定して期間を変更できます。 
以下の詳細情報を参照できます。 開始時刻、 開始日、 実行時間、 ジ ョブ ・ タ
イ トル、 ジ ョ ブ ID 番号、 インスタンス、 クライアン ト名、 バックアップ ・

セレクシ ョ ン ・ セッ ト名、 データ転送サイズ、 およびジ ョブ ・ ステータス。

Historic Jobs Failed — by date このレポートを使用して、 指定期間に失敗したジョブに関する情報を表示でき
ます。 レコードは開始日でソート されます （新しいものから古いものの順）。

このレポートにはデフォルトで、 過去 7 日間に実行されたジ ョブが含まれて

います。 レポート ・ フ ィルタを設定して期間を変更できます。 
以下の詳細情報を参照できます。 開始時刻、 開始日、 実行時間、 ジ ョブ ・ タ
イ トル、 ジ ョ ブ ID 番号、 インスタンス、 クライアン ト名、 バックアップ ・

セレクシ ョ ン ・ セッ ト名、 データ転送サイズ、 およびジ ョブ ・ ステータス。

Historic Jobs Successful — by 
date

このレポート を使用して、 指定期間に正常に終了したジ ョブに関する情報を
表示できます。 レコードは開始日でソート されます （新しいものから古いも
のの順）。

このレポートにはデフォルトで、 過去 7 日間に実行されたジ ョブが含まれて

います。 レポート ・ フ ィルタを設定して期間を変更できます。 
以下の詳細情報を参照できます。 開始時刻、 開始日、 実行時間、 ジ ョブ ・ タ
イ トル、 ジ ョ ブ ID 番号、 インスタンス、 クライアン ト名、 バックアップ ・

セレクシ ョ ン ・ セッ ト名、 データ転送サイズ、 およびジ ョブ ・ ステータス。

Historic Jobs Warnings — by 
date

このレポート を使用して、 指定期間に警告で終了したジ ョブに関する情報を
表示できます。 レコードは開始日でソート されます （新しいものから古いも
のの順）。 
このレポートにはデフォルトで、 過去 7 日間に実行されたジ ョブが含まれて

います。 レポート ・ フ ィルタを設定して期間を変更できます。 
以下の詳細情報を参照できます。 開始時刻、 開始日、 実行時間、 ジ ョブ ・ タ
イ トル、 ジ ョ ブ ID 番号、 インスタンス、 クライアン ト名、 バックアップ ・

セレクシ ョ ン ・ セッ ト名、 データ転送サイズ、 およびジ ョブ ・ ステータス。

Index Media このレポートは、 バックアップ ・ ジ ョ ブのインデックス ・ メディアを表示し
ます。

次の詳細を参照できます。 ジ ョ ブ ・ タイ トル、 ジ ョ ブ ID、 ジ ョ ブ ・ インスタ

ンス、 ジ ョ ブ ・ フ ェーズ、 クライアン ト名、 サーバー名、 プラグイン名、
バックアップ時刻、 バックアップ日、 メディア ・ ラベル、 オフサイ ト ・ ロ
ケーシ ョ ン、 およびメディア ・ オンラインまたはオフライン。 
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Job Definitions このレポートは、 バックアップ、 リス トア、 およびレポート ・ ジ ョ ブのジ ョ
ブ定義を表示します。 
このレポートには以下のセクシ ョ ンが含まれています。

• ［Backup Job Definitions］ ： このセクシ ョ ンでは、 さまざまなユー

ザーが作成したバックアップ ・ ジ ョ ブの定義を示します。 ジ ョ ブは
ユーザー名でソート されます。 
以下の詳細情報を参照できます。 ジ ョ ブ ID 番号、 ジ ョブ ・ タイ トル、

クライアン ト名、 プラグイン名、 セッ ト名 （バックアップ ・ セレク
シ ョ ン ・ セッ ト、 バックアップ ・ オプシ ョ ン ・ セッ ト、 スケジュー
ル ・ セッ ト、 ターゲッ ト ・ セッ ト、 バックアップ詳細設定セッ ト）、
および作成者 ID。

• ［Restore Job Definitions］ ： このセクシ ョ ンでは、 さまざまなユー

ザーが作成したリストア ・ ジ ョ ブの定義を示します。 ジ ョ ブはユー
ザー名でソート されます。

以下の詳細情報を参照できます。 ジ ョ ブ ID 番号、 ジ ョブ ・ タイ トル、

クライアン ト名、 プラグイン名、 セッ ト名 （リス トア ・ セレクシ ョ
ン ・ セッ ト、 リス トア ・ ソース ・ セッ ト、 スケジュール ・ セッ ト、 リ
ス トア詳細設定セッ ト）、 および作成者 ID。

• ［Report Job Definitions］ ： このセクシ ョ ンではレポート ・ ジ ョ ブの

定義を示します。 
以下の詳細情報を参照できます。 ジ ョ ブ ID 番号、 ジ ョブ ・ タイ トル、

クライアン ト名、 スケジュール ・ セッ ト、 および作成者 ID。

メモ ： 通常レポートまたは事前定義されたレポートは、 必ず 「デフォルト」
ユーザーのコンテキストで実行されます。

Library Contents このレポート を使用して、 オンライン ・ テープ ・ メディア ・ アイテムに関す
る情報を表示できます。 レポートには、 既存のライブラリのブランク ・ テー
プ数も表示されます。

このレポートには以下のセクシ ョ ンが含まれています。

• ［Libraries’ Media Contents］ ： このセクシ ョ ンにはオンライン ・ テー

プに関する情報が表示されます。 
テーブルには、 以下の詳細情報が含まれます。 ライブラリ名、 ド ライ
ブ名、 スロッ ト位置、 メディア ・ ラベル、 バーコード、 グループ ・ ラ
ベル、 使用済み領域、 および残スペース。

• ［Blank Media Items In Libraries］ ： このセクシ ョ ンには、 既存のラ

イブラリで利用可能なブランク ・ テープの数が表示されます。

Media General このレポートは利用可能なテープ ・ メディア ・ アイテムについての情報を提
供します。 テーブルはメディア ・ ラベルでソート されます。 
以下の詳細情報を参照できます。 メディア ・ ラベル、 バーコード、 メディ
ア ・ タイプ、 フォーマッ ト、 マシン名、 メディア有効期限日付、 オフサイ
ト ・ ロケーシ ョ ン、 使用済み領域、 残スペース、 使用可能かどうか、 および
読み取り専用かどうか。

Media Quotas And Usage このレポート を使用して、 既存の NetVault ユーザーに関するメディア割当量

およびメディア使用量の情報を表示できます。 
テーブルには、 以下の詳細情報が含まれます。 ユーザー名、 メディア割当
量、 およびメディア使用量。
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Monthly Job Summary このレポート を使用して、 過去 30 日間に実行されたバックアップ ・ ジ ョ ブ

の総合的なステータスを表示できます。 このレポートには、 現在進行中の
ジョブおよび現在の月に失敗したジ ョブも表示されます。

Monthly Job Summary レポートには以下のセクシ ョ ンが含まれています。

• ［Summary］ ： ［Summary］ セクシ ョ ンには以下の情報が表示されま

す。

- 保存されたデータの総量

- 正常に完了したバックアップ ・ ジ ョ ブの数 
- 失敗したバックアップ ・ ジ ョ ブの数

- 警告で完了したバックアップ ・ ジ ョ ブの数

• ［Currently Active Jobs］ ： このセクシ ョ ンは現在進行中のジョブを

表示します。 
このテーブルには、 以下の詳細情報が含まれています。 ジ ョ ブ ID 番

号、 ジ ョブ ・ タイ トル、 クライアン ト名、 ポリシー名、 およびジ ョ
ブ ・ ステータス。

• ［Failed Month Backup Jobs］ ： このセクシ ョ ンは、 現在の月に失敗

したジ ョブを表示します。 
このテーブルには、 以下の詳細情報が含まれています。 ジ ョ ブ ID 番

号、 ジ ョブ ・ タイ トル、 クライアン ト名、 ポリシー名、 およびジ ョ
ブ ・ ステータス。

NDMP Jobs このレポート を使用して、 Plug-in for NDMP または Plug-in for SnapMirror to 
Tape で実行したすべてのジ ョブを表示できます。 レコードはファイラー名

と開始日でソート されます。 

このレポートにはデフォルトで、 過去 7 日間に実行されたジ ョブが含まれて

います。 レポート ・ フ ィルタを設定して期間を変更できます。 

このテーブルには、 以下の情報が含まれています。 開始時刻、 開始日、 実行
時間、 ジ ョブ ・ タイ トル、 ジ ョ ブ ID 番号、 インスタンス、 クライアン ト名、

ファイラー名、 プラグイン名、 バックアップ ・ セレクシ ョ ン ・ セッ ト名、
データ転送サイズ、 転送レート、 およびジ ョブ ・ ステータス。

NetVault Error Logs このレポート を使用して、 指定期間内に生成されたエラー ・ ログ ・ メ ッセー
ジを表示できます。 
このレポートにはデフォルトで、 過去 7 日間に生成されたエラー ・ メ ッセー

ジが含まれています。 レポート ・ フ ィルタを設定して期間を変更できます。 
このテーブルには、 以下の詳細情報が含まれています。 日付と時刻、 クライ
アン ト名、 ジ ョ ブ ID、 インスタンス ID、 エラー ・ メ ッセージ、 および警告

レベル。

NetVault Events このレポート を使用して、 指定期間に発生した NetVault イベン ト を表示でき

ます。 デフォルトで、 このレポートには過去 7 日間に生成されたイベン トが

含まれています。 レポート ・ フ ィルタを設定して期間を変更できます。 
このテーブルには、 以下の詳細情報が含まれています。 日付と時刻、 イベン
ト ・ タイプ、 イベン ト ・ クラス、 イベン トの説明、 およびイベン ト ・ メ ッ
セージ。

NetVault Logs このレポート を使用して、 指定期間内に生成されたすべてのログ ・ メ ッセー
ジを表示できます。 
デフォルトで、 このレポートには過去 7 日間に生成されたログ ・ メ ッセージ

が含まれています。 レポート ・ フ ィルタを設定して期間を変更できます。 
テーブルには、 以下の詳細情報が含まれています。 ジ ョ ブ ID 番号、 クラス、

警告レベル、 時刻、 日付、 クライアン ト名、 およびログ ・ メ ッセージ。
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NetVault Logs — Most Recent このレポート を使用して、 最近のログ ・ メ ッセージを表示できます。

レポートの処理時間を短縮し、 レポート生成処理に使用するシステム ・ メモ
リを減少するために、 過去 2 日に生成されたログのみが読み込まれます。

レポート ・ フ ィルタを設定して期間を変更できます。 
テーブルには、 以下の詳細情報が含まれています。 ジ ョ ブ ID 番号、 クラス、

警告レベル、 時刻、 日付、 クライアン ト名、 およびログ ・ メ ッセージ。

Offline Devices このレポートには、 現在オフラインになっているスト レージ ・ デバイスが表
示されます。 
このレポートには以下のセクシ ョ ンが含まれています。

• ［Offline Devices］ ： このセクシ ョ ンにはオフラインになっている

テープ ・ ベースのデバイスについての情報が含まれます。 
テーブルには、 以下の詳細情報が含まれています。 デバイス名、 ホス
ト名、 ベンダー、 ライブラリ名、 およびステータス。

• ［Offline RAS Devices］ ： このセクシ ョ ンには、 オフラインになって

いるディスク ・ ベースのデバイスについての情報が含まれます。 
このテーブルには、 デバイス名、 デバイス ・ マシン （address:port）、
およびデバイス ・ ステータスが表示されます。

Overnight Duplication Job 
Summary

このレポート を使用して、 過去 16 時間に実行された複製ジ ョブの総合的な

ステータスを表示できます。 このレポートには、 現在進行中の複製ジョブお
よび期間中に失敗した複製ジ ョブも表示されます。

Overnight Duplication Job Summary レポートには以下のセクシ ョ ンが含まれ

ています。

• ［Summary］ ： ［Summary］ セクションには以下の情報が表示されます。

- 複製ジョブによって保存されたデータの合計量

- 正常に完了した複製ジ ョブの数 
- 失敗した複製ジ ョブの数

- 警告で完了した複製ジ ョブの数

• ［Currently Active Duplication Jobs］ ： このセクシ ョ ンは進行中の複

製ジョブを表示します。 
以下の情報を参照できます。 ジ ョ ブ ID、 ジ ョ ブ ・ タイ トル、 クライ

アン ト名、 ポリシー名、 およびジ ョブ ・ ステータス。

• ［Failed Overnight Duplication Jobs］ ： このセクシ ョ ンは、 期間中に

失敗した複製ジ ョブを表示します。 
以下の情報を参照できます。 ジ ョ ブ ID、 インスタンス、 ジ ョ ブ ・ タ

イ トル、 クライアン ト名、 ポリシー名、 およびジ ョブ ・ ステータス。
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Overnight Job Summary このレポート を使用して、 過去 16 時間に実行されたバックアップ ・ ジ ョ ブ

の総合的なステータスを表示できます。 このレポートには、 現在進行中の
ジョブおよび期間中に失敗したジ ョブも表示されます。

Overnight Job Summary レポートには以下のセクシ ョ ンが含まれています。

• ［Summary］ ： ［Summary］ セクションには以下の情報が表示されます。

- 保存されたデータの総量

- 正常に完了したバックアップ ・ ジ ョ ブの数 
- 失敗したバックアップ ・ ジ ョ ブの数

- 警告で完了したバックアップ ・ ジ ョ ブの数

• ［Currently Active Jobs］ ： このセクシ ョ ンは進行中のバックアップ ・

ジ ョ ブを表示します。 
以下の情報を参照できます。 ジ ョ ブ ID 番号、 ジ ョブ ・ タイ トル、 ク

ライアン ト名、 ポリシー名、 およびジ ョブ ・ ステータス。

• ［Failed Overnight Backup Jobs］ ： このセクシ ョ ンは、 期間中に失

敗したバックアップ ・ ジ ョ ブを表示します。 
以下の情報を参照できます。 ジ ョ ブ ID 番号、 ジ ョブ ・ タイ トル、 ク

ライアン ト名、 ポリシー名、 およびジ ョブ ・ ステータス。

Overnight Job Summary 
(Extended)

このレポート を使用して、 過去 24 時間に実行されたバックアップ ・ ジ ョ ブ

の総合的なステータスを表示できます。 このレポートには、 現在進行中の
ジョブ、 および期間中に正常完了したジ ョブまたは失敗したジ ョブも表示さ
れます。 

デフォルトで、 このレポートには過去 24 時間に実行されたジ ョブが含まれ

ています。 指定期間に実行されたジ ョブを表示するために、 開始システム時
刻と終了システム時刻のフ ィルタを設定できます。 

このレポートには、 以下のコンポーネン トが含まれています。

• ［Summary］ ： ［Summary］ セクションには以下の情報が表示されます。

- 保存されたデータの総量

- 正常に完了したバックアップ ・ ジ ョ ブの数 
- 失敗したバックアップ ・ ジ ョ ブの数

- 警告で完了したバックアップ ・ ジ ョ ブの数

• ［Currently Active Jobs］ ： このセクシ ョ ンは進行中のジョブを表示

します。 
以下の情報を参照できます。 ジ ョ ブ ID 番号、 ジ ョブ ・ タイ トル、 ク

ライアン ト名、 ポリシー名、 開始日時、 およびジ ョブ ・ ステータス。
ジ ョ ブはジ ョブ ID 番号でソート されます。

• ［Failed Overnight Backup Jobs］ ： このセクシ ョ ンは失敗したジ ョ

ブを表示します。 
以下の情報を参照できます。 ジ ョ ブ ID 番号、 ジ ョブ ・ タイ トル、 ク

ライアン ト名、 開始日時、 終了日時、 およびジ ョブ ・ ステータス。

• ［Completed Overnight Backup Jobs］ ： このセクシ ョ ンは正常に完

了したジ ョブを表示します。 
以下の情報を参照できます。 ジ ョ ブ ID 番号、 ジ ョブ ・ タイ トル、 ク

ライアン ト名、 ポリシー名、 開始日時、 終了日時、 ジ ョブ ・ ステータ
ス、 転送サイズ、 転送速度、 実行時間、 およびファイル数。
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Overnight VMware Backup 
Summary

このレポート を使用して、 過去 16 時間に実行され、 正常に終了または警告

で終了した仮想マシンのバックアップ ・ ジ ョ ブの全体的なステータスを表示
できます。

このレポートには以下のセクシ ョ ンが含まれています。

• ［Summary］ ： ［Summary］ セクションには以下の情報が表示されます。

- 仮想マシンによって保存されたデータの総量

- バックアップされた仮想マシンの数

- 正常にバックアップされた仮想マシンの数 
- 失敗した仮想マシンの数

• ［Overnight Failed VMs Details］ ： このセクションは、 バックアップが

期間中に警告で終了した、 失敗した仮想マシンの詳細を表示します。

以下の情報を参照できます。 VM 名、 サーバー、 ジ ョ ブ ・ タイ トル、

ジ ョ ブ ID 番号、 ジ ョブ ・ インスタンス、 開始時刻、 開始日、 終了時

刻、 終了日、 ファイル ・ インデックス作成、 および CBT。
Policies Summary このレポートは指定された期間中に実行されたポリシー ・ ベースのバック

アップについての情報を提供します。

このレポートにはデフォルトで、 過去 7 日間に実行されたポリシーが含まれ

ています。 レポート ・ フ ィルタを設定して期間を変更できます。

このレポートには以下のセクシ ョ ンが含まれています。

• ［Total Policy Summary details］ ： このセクシ ョ ンは、 ポリシーおよ

びポリシー ・ ジ ョ ブの合計数を表示します。

テーブルには以下の詳細が表示されます。 ポリシーの合計数、 正常に
終了したポリシー数、 警告で終了したポリシー数、 失敗したポリシー
数、 ポリシー ・ ジ ョブの合計数、 正常に終了したポリシー ・ ジ ョブ数、
警告で終了したポリシー ・ ジ ョブ数、 失敗したポリシー ・ ジ ョブ数。

• ［Policy Basics］ ： このセクシ ョ ンは指定期間に実行されたすべての

ポリシー ・ ベースのバックアップを表示します。 
このテーブルには、 以下の詳細情報が含まれています。 ポリシー名、
クライアン ト数、 ジ ョ ブ数、 成功ジ ョブ数、 警告ジ ョブ数、 失敗ジ ョ
ブ数、 ステータス、 クライアン ト一覧、 合計転送サイズ、 失敗イベン
ト、 および警告イベン ト。
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• ［Successful Policy Jobs］ ： このセクシ ョ ンは指定期間内に正常に終

了したポリシー ・バックアップを表示します。

テーブルには以下の詳細が表示されます。 ジ ョ ブ ID、 ジ ョ ブの最後

のインスタンス番号、 ポリシー名、 クライアン ト名、 ジ ョ ブ ・ タイ ト
ル、 プラグイン名、 開始時刻、 開始日、 実行時間、 終了時刻、 終了
日、 セレクシ ョ ン ・ セッ ト、 転送サイズ、 転送レート、 およびジ ョ
ブ ・ ステータス。 

• ［Policy Jobs With Warnings］ ： このセクシ ョ ンは指定期間内に警告

で終了したポリシー ・バックアップを表示します。

テーブルには以下の詳細が表示されます。 ジ ョ ブ ID、 ジ ョ ブの最後

のインスタンス番号、 ポリシー名、 クライアン ト名、 ジ ョ ブ ・ タイ ト
ル、 プラグイン名、 開始時刻、 開始日、 実行時間、 終了時刻、 終了
日、 セレクシ ョ ン ・ セッ ト、 転送サイズ、 転送レート、 およびジ ョ
ブ ・ ステータス。

• ［Failed Policy Jobs］ ： このセクシ ョ ンは指定期間内に失敗したポリ

シー ・バックアップを表示します。

テーブルには以下の詳細が表示されます。 ジ ョ ブ ID、 ジ ョ ブの最後

のインスタンス番号、 ポリシー名、 クライアン ト名、 ジ ョ ブ ・ タイ ト
ル、 プラグイン名、 開始時刻、 開始日、 実行時間、 終了時刻、 終了
日、 セレクシ ョ ン ・ セッ ト、 転送サイズ、 転送レート、 およびジ ョ
ブ ・ ステータス。

Restore Summary このレポートはリストア ・ ジ ョ ブのサマリを表示します。 
このレポートには、 開始時刻、 開始日、 クライアン ト名、 ジ ョ ブ ・ タイ ト
ル、 ジ ョ ブ ID 番号、 インスタンス ID、 実行時間、 およびジ ョブ ・ ステータ

スの情報が表示されます。

Secondary Copies of FETB 
Selections

このレポートには、 FETB 計算で考慮される選択項目のセカンダリコピー数

（存在する場合） が表示されます。 次の詳細を参照できます。 セレクシ ョ ン
セッ ト、 コピー数。

表114. 事前定義されたレポート
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Server Daily Summary このレポート を使用して、 サーバーの日次バックアップのサマリを表示でき
ます。 このレポートには、 既存のライブラリに存在しているメディア ・ アイ
テムに関する情報も含まれています。

このレポートには、 以下のコンポーネン トが含まれています。

• ［Jobs in Progress］ ： このセクションは進行中のジョブを表示します。 
このテーブルには、 以下の詳細情報が含まれています。 クライアン ト
名、 ジ ョ ブ ・ タイ トル、 ポリシー名、 開始日、 開始時刻、 転送速度、
転送サイズ、 およびジ ョブ ・ ステータス。

• ［Jobs Status Check］ ： このセクシ ョ ンは失敗したジ ョブを表示し

ます。 
このテーブルには、 以下の詳細情報が含まれています。 クライアン ト
名、 ジ ョ ブ ・ タイ トル、 ポリシー名、 開始日、 開始時刻、 終了日、 終
了時刻、 実行時間、 転送速度、 転送サイズ、 およびジ ョブ ・ ステー
タス。

• ［Jobs Completed with Warnings］ ： このセクシ ョ ンは警告付きで完

了したジ ョブを表示します。 
このテーブルには、 以下の詳細情報が含まれています。 クライアン ト
名、 ジ ョ ブ ・ タイ トル、 ポリシー名、 開始日、 開始時刻、 終了日、 終
了時刻、 実行時間、 転送速度、 転送サイズ、 およびジ ョブ ・ ステー
タス。

• ［Jobs Completed OK］ ： このセクシ ョ ンは正常に完了したジ ョブを

表示します。 
このテーブルには、 以下の詳細情報が含まれています。 クライアン ト
名、 ジ ョ ブ ・ タイ トル、 ポリシー名、 開始日、 開始時刻、 終了日、 終
了時刻、 実行時間、 転送速度、 転送サイズ、 およびジ ョブ ・ ステータ
ス。

• ［Media］ ： このレポートは指定されたライブラリに存在するテープに

ついての情報も提供します。 
このテーブルには、 以下の情報が含まれています。 バーコード、 メ
ディア ・ グループ ・ ラベル、 メディア有効期限日付、 有効期限時刻、
メディア ・ ラベル、 スロッ トの位置、 再利用可能かどうか、 残スペー
ス、 および使用済み領域。

Server License — Capabilities 
and Usage

このレポートは、 クライアン ト、 SmartClient、 および各種デバイスについて

ライセンス機能および使用状況の詳細を表示します。 このレポートにはさま
ざまなコンポーネン トのライセンスのフラグ情報も含まれています。

表114. 事前定義されたレポート
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Single Job Definition このレポートは、 単一ジ ョブ ID で使用されるすべてのジ ョブ ・ オプシ ョ ンに関

する情報を表示します。 単一ジ ョブの統合されたデータと詳細な説明を参照でき
ます。

このレポートには、 以下のコンポーネン トが含まれています。

• ［Job Definition］ ： このセクシ ョ ンは指定したジ ョブ ID に対してジ ョブ

の詳細とレポートに含まれるサブコンポーネン ト を表示します。 
テーブルには以下の情報が含まれています。 ジ ョ ブ ID、 ジ ョ ブ ・ タイプ、

クライアン ト名、 ジ ョ ブ ・ タイ トル、 セレクシ ョ ン ・ セッ ト、 プラグイ
ン ・ オプシ ョ ン （バックアップ ・ ジ ョ ブの場合）、 ソース ・ セッ ト （リス
トア ・ ジ ョ ブの場合）、 ターゲッ ト ・ セッ ト、 スケジュール ・ セッ ト、 お
よび詳細設定オプシ ョ ン。

• ［Backup Selection Set］ ： このセクシ ョ ンはバックアップ ・ セレクシ ョ

ン ・ セッ トに関連する情報を表示します。 
テーブルには以下の情報が含まれています。 セレクシ ョ ン ・ セッ ト名、 自
動作成かどうか、 クライアン ト名、 プラグイン名、 セレクシ ョ ン ・ ツリー
（ド ライブまたはディレク ト リで選択されたファイル）、 およびオペレー
ティング ・ システム。

• ［Restore Selection Set］ ： このセクシ ョ ンはリストア ・ セレクシ ョ ン ・

セッ トに関連する情報を表示します。 
テーブルには以下の情報が含まれています。 リス トア ・ セレクシ ョ ン ・
セッ ト名、 自動作成かどうか、 リス トア ・ セレクシ ョ ン ・ セッ トの種類の
詳細、 リス トア ・ セレクシ ョ ン ・ ツリー （ド ライブまたはディレク ト リで
選択されたファイル）、 リス トア ・ オプシ ョ ン ・ セッ ト、 およびターゲッ
ト ・ クライアン ト ・ ツリー （リス トアするクライアン ト名またはクライア
ン ト ・ ツリー）。

• ［Plugin Options］ ： このセクシ ョ ンはバックアップ ・ ジ ョ ブのプラグイ

ンの詳細を表示します。

テーブルには以下の情報が含まれています。 セレクション ・ セッ ト名、 お
よびバックアップ ・ セレクション ・ セッ ト ・ オプションの詳細。

• ［Source Set］ ： このセクシ ョ ンはソース ・ メディアの選択に関してリス

トア ・ ジ ョ ブのセッ ト ・ オプシ ョ ンを表示します。

テーブルには以下の情報が含まれています。 ソース ・ セッ ト名、 強制ロー
カル ・ ド ライブ、 およびデバイス ・ ツリー。

• ［Target Set］ ： このセクシ ョ ンはバックアップ ・ ジ ョ ブのターゲッ ト ・

セッ トの詳細を表示します。

テーブルには以下の情報が含まれています。 バックアップ ・ ターゲッ ト ・
セッ ト名、 自動作成かどうか、 任意のデバイス、 デバイス ・ ツリー、
メディア ・ ターゲッ ト、 メディア ID、 メディア ・ グループ、 メディアの

自動ラベル付け、 リス トア ・ メディア、 指定した最小限の空き領域、
必要な最小限の空き領域、 書き込み保護メディア、 および強制ローカル ・
ド ライブ。

• ［Schedule Set］ ： このセクシ ョ ンは指定したジ ョブ ID のスケジュール概

要を表示します。

テーブルには以下の情報が含まれています。 セッ ト名、 実行時間、 実行
分、 開始日、 開始月、 開始年、 繰り返し方法、 繰り返し頻度、 繰り返し回
数、 週番号、 曜日、 常に削除するか、 月末日、 ト リガ名、 優先度、 失敗時
リタイア、 および再試行遅延。

• ［Backup Life］ ： このセクションはバックアップ寿命に関連する詳細バック

アップ ・ セレクション ・ セッ トのコンポーネントを表示します。

テーブルには以下の情報が含まれています。 セッ ト名、 バックアップタイ
プ、 保持時間、 オフライン ・ インデックス時間、 複製寿命、 世代維持の使
用、 時間による維持の使用、 世代数、 時間間隔の単位、 時間間隔数、 強制
終了、 およびオフライン ・ インデックス。

• ［Additional Options］ ： このセクションは詳細設定に関連する詳細バック

アップ ・ セレクション ・ セッ トのコンポーネントを表示します。 
テーブルには以下の情報が含まれています。 暗号化の実行、 複製の実行、
バックアップの検証、 およびユーザー圧縮。
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• ［Secondary Copy］ ： このセクシ ョ ンはセカンダリ ・ コピーに関連す

る詳細バックアップ ・ セレクシ ョ ン ・ セッ トのコンポーネン ト を表示
します。 
テーブルには以下の情報が含まれています。 セカンダリ ・ コピーの作
成、 サーバーでの複製の実行、 クライアン トでの複製の実行、 複製の
スケジュール ・ セッ ト、 複製のターゲッ ト ・ セッ ト、 複製のソース ・
セッ ト、 複製の最大同時セッシ ョ ン数、 複製のメディア要求タイムア
ウト、 移行、 複製で最小メディア数の使用、 複製でのレプリケーシ ョ
ンの実行、 ソース ・ メディアを最初に複製。

• ［Pre & Post Script］ ： このセクシ ョ ンはプレおよびポスト ・ スクリプ

トに関連する詳細バックアップ ・ セレクシ ョ ン ・ セッ トのコンポーネ
ン ト を表示します。 
テーブルには以下の情報が含まれています。 プレスクリプト名、 プレ
スクリプト引数、 ポストスクリプト名、 およびポストスクリプト引数。

• ［Events］ ： このセクシ ョ ンはイベン トに関連する詳細バックアップ ・

セレクシ ョ ン ・ セッ トのコンポーネン ト を表示します。 
テーブルには以下の情報が含まれています。 成功イベン ト、 警告イベ
ン ト、 失敗イベン ト、 および常に削除するか。

• ［Restore Type］ ： このセクションはリストア ・ タイプに関連する詳細

バックアップ ・ セレクション ・ セッ トのコンポーネントを表示します。 
テーブルには以下の情報が含まれています。 選択したバックアップか
らリストア、 最新のバックアップからリストア。

• ［Additional Options (for Restore Job)］ ： このセクシ ョ ンは詳細設定

に関連する詳細リストア ・ セレクシ ョ ン ・ セッ トのコンポーネン ト を
表示します。 
テーブルには以下の情報が含まれています。 ネッ トワーク圧縮の使用。

• ［Pre & Post Script (for Restore Job)］ ： このセクシ ョ ンはプレおよ

びポスト ・ スクリプ トに関連する詳細リストア ・ セレクシ ョ ン ・ セッ
トのコンポーネン ト を表示します。

テーブルには以下の情報が含まれています。 プレスクリプト名、 プレ
スクリプト引数、 ポストスクリプト名、 およびポストスクリプト引数。

• ［Events (for Restore Job)］ ： このセクションはイベントに関連する詳

細リストア ・ セレクション ・ セッ トのコンポーネントを表示します。

テーブルには以下の情報が含まれています。 成功イベン ト、 警告イベ
ン ト、 失敗イベン ト、 および常に削除するか。

表114. 事前定義されたレポート

レポート ・ タイ トル 説明



Quest NetVault 13.1.2 アドミニストレーターズ・ガイド

NetVaultでのレポーティング
347

Single Job Summary このレポートは、 単一ジ ョブについての情報を提供します。 レポートには、
ジ ョ ブ情報、 ド ライブ ・ イベン ト、 データ転送データ、 およびメディア使用
量の情報が表示されます。 
レポート ・ フ ィルタを設定して、 指定されたジ ョブの 1 つまたは複数のイン

スタンスに関連する情報を表示できます。

このレポートには以下のセクシ ョ ンが含まれています。

• ［Single Job Main Summary］ ： このセクシ ョ ンは指定したジ ョブの

ジ ョブ詳細を表示します。 
このテーブルには、 以下の情報が含まれています。 ジ ョ ブ ID 番号、

ジ ョブ ・ タイ トル、 ジ ョ ブ ・ タイプ、 プラグイン名、 インスタンス
ID、 開始日、 開始時刻、 終了日、 終了時刻、 ジ ョブ ・ ステータス、 転

送サイズ、 および転送レート。

• ［Single Job’s Drive Events］ ： このセクシ ョ ンは指定したジ ョブのデ

バイス ・ イベン ト を表示します。 
このテーブルには、 以下の情報が含まれています。 日付、 時刻、 ド ラ
イブ名、 およびイベン ト。

• ［Single Job’s Media Transfers］ ： このセクシ ョ ンは指定したジ ョブ

のデータ転送の詳細を表示します。 
このテーブルには、 以下の詳細情報が含まれています。 受信日、 受信
時刻、 開始日、 開始時刻、 終了日、 終了時刻、 転送タイプ （読み取り
または書き込み）、 および転送されたデータ量。

• ［Media used by single backup］ ： このセクシ ョ ンは、 指定したジ ョ

ブで使用されるメディア ・ アイテムを一覧表示します。 
このテーブルには、 以下の情報が含まれています。 ジ ョ ブ ID 番号、

インスタンス、 バーコード、 メディア ・ ラベル、 バーコード、 メディ
ア ・ タイプ、 およびオフサイ ト ・ ロケーシ ョ ン。

Single Policy Summary このレポートは、 単一バックアップ ・ ポリシーについての情報を提供します。
このレポートには、 ポリシー ・ ステータスのサマリ、 クライアント とジョブの
詳細、 失敗したジョブ、 およびデータ転送のサマリが表示されます。 
このレポートには以下のセクシ ョ ンが含まれています。

• ［Policy status information］ ： このセクシ ョ ンはステータスのサマリ

を表示します。 
このテーブルには、 以下の情報が含まれています。 ポリシー名、 クラ
イアン ト数、 ジ ョ ブ数、 成功ポリシー ・ ジ ョ ブ数、 警告ポリシー ・
ジ ョ ブ数、 失敗ポリシー ・ ジ ョ ブ数、 ポリシー ・ ステータス、 クライ
アン ト一覧、 合計転送サイズ、 失敗イベン ト、 および警告イベン ト。

• ［Policy clients］ ： このセクシ ョ ンはポリシー ・ ベースのバックアッ

プに含まれる各クライアン トにおけるポリシー ・ ジ ョ ブの詳細を表示
します。

このテーブルには、 クライアン ト名、 ステータス、 ジ ョ ブ数、 成功
ジ ョブ数、 警告ジ ョブ数、 失敗ジ ョブ数、 および合計転送サイズ。 

• ［Successful jobs within single policy］ ： このセクシ ョ ンは指定期間

内に正常に終了したポリシー ・バックアップを表示します。

テーブルには以下の詳細が表示されます。 ジ ョ ブ ID、 ジ ョ ブの最後

のインスタンス番号、 ポリシー名、 クライアン ト名、 ジ ョ ブ ・ タイ ト
ル、 プラグイン名、 開始時刻、 開始日、 実行時間、 終了時刻、 終了
日、 セレクシ ョ ン ・ セッ ト、 転送サイズ、 転送レート、 およびジ ョ
ブ ・ ステータス。

表114. 事前定義されたレポート
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• ［Warning jobs within single policy］ ： このセクシ ョ ンは指定期間内

に警告で終了したポリシー ・バックアップを表示します。

テーブルには以下の詳細が表示されます。 ジ ョ ブ ID、 ジ ョ ブの最後

のインスタンス番号、 ポリシー名、 クライアン ト名、 ジ ョ ブ ・ タイ ト
ル、 プラグイン名、 開始時刻、 開始日、 実行時間、 終了時刻、 終了
日、 セレクシ ョ ン ・ セッ ト、 転送サイズ、 転送レート、 およびジ ョ
ブ ・ ステータス。

• ［Failed jobs within single policy］ ： このセクシ ョ ンは指定期間内に

失敗したポリシー ・バックアップを表示します。

テーブルには以下の詳細が表示されます。 ジ ョ ブ ID、 ジ ョ ブの最後

のインスタンス番号、 ポリシー名、 クライアン ト名、 ジ ョ ブ ・ タイ ト
ル、 プラグイン名、 開始時刻、 開始日、 実行時間、 終了時刻、 終了
日、 セレクシ ョ ン ・ セッ ト、 転送サイズ、 転送レート、 およびジ ョ
ブ ・ ステータス。

Single User's Audit Trail このレポートは、 指定したユーザーが試行したすべての操作についての情報
を提供します。 
以下の詳細情報を参照できます。 日付、 時刻、 ソース ・ マシン、 アカウン
ト、 操作タイプ、 および要求ステータス （許可されているかどうか）。

デフォルトで、 このレポートには過去 7 日間に生成されたメ ッセージが表示

されます。 レポート ・ フ ィルタを設定して期間を変更できます。

Storage Contents Query このレポートはテープ ・ メディア ・ アイテムに保存されている内容に関する
情報を表示します。 
デフォルトでは、 レポートにはすべての既存のテープ ・ メディア ・ アイテム
が含まれます。 1 つまたは複数のフ ィルタ ・ オプシ ョ ンを設定して、 特定の

メディア ・ アイテムに関する情報を表示できます。 利用可能なフ ィルタ ・ オ
プシ ョ ンには、 クライアン ト名、 メディア ・ ラベル、 メディア ・ グループ ・
ラベル、 ジ ョ ブ ・ タイ トル、 プラグイン名があります。 
以下の詳細情報を参照できます。 ジ ョ ブ ・ タイ トル、 クライアン ト名、 転送
サイズ、 メディア ・ ラベル、 バーコード、 メディア ・ グループ ・ ラベル、
バックアップ日、 バックアップ時刻、 セグメン ト有効期限日付、 セグメン ト
有効期限時刻、 およびプラグイン名。

Storage Segment Contents 
Query

このレポートは個別のテープ ・ セグメン トに保存されている内容に関する情
報を表示します。 
以下の詳細情報を参照できます。 メディア ・ ラベル、 バーコード、 ジ ョ ブ ・
タイ トル、 クライアン ト名、 プラグイン名、 バックアップ日、 バックアップ
時刻、 およびセグメン ト長。

表114. 事前定義されたレポート

レポート ・ タイ トル 説明
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Storage Utilization このレポート を使用して、 ディスクおよびテープ ・ ベースのスト レージ ・ デ
バイスの使用状況の詳細情報を表示できます。 
このレポートには以下のセクシ ョ ンが含まれています。

• ［Media Utilization］ ： このセクシ ョ ンはテープ ・ ベース ・ デバイスの

使用済みおよび空き容量の詳細を表示します。 
このテーブルには、 以下の情報が含まれています。 メディア ・ ラベ
ル、 バーコード、 メディア ・ グループ ・ ラベル、 使用済み領域、 およ
び残スペース。

• ［Blank Media Items In Libraries］ ： このセクシ ョ ンには、 既存のラ

イブラリで利用可能なブランク ・ テープの数が表示されます。

• ［RAS Devices — Storage Utilization］ ： このセクシ ョ ンはディスク ・

ベース ・ デバイスの使用済みおよび空き容量の詳細を表示します。 
このテーブルには、 以下の情報が含まれています。 デバイス名、 メ
ディア ・ グループ、 ライセンス済み保護容量と実際の保護容量、 ス
テージング空き容量、 重複排除ストアの空き容量、 および利用可能な
合計空き容量。

Storage Utilization — RAS このレポート を使用して、 ディスク ・ ベースのスト レージ ・ デバイスの使用
状況の詳細情報を表示できます。 
このテーブルには、 以下の情報が含まれています。 デバイス名、 メディア ・
グループ、 ライセンス済み保護容量と実際の保護容量、 ステージング空き容
量、 重複排除ストアの空き容量、 および利用可能な合計空き容量。

Tape Return このレポート を使用して、 リ タイアされたオフライン ・ テープ ・ メディア ・
アイテムに関する情報を取得できます。 ［メディア ・ グループ ・ ラベル］ オ
プシ ョ ンと ［オフサイ ト ・ ロケーシ ョ ン］ に基づいてレポート をフ ィルタ リ
ングできます。 
このテーブルには以下の情報が表示されます。 メディア ・ ラベル、 メディ
ア ・ グループ ・ ラベル、 バーコード、 前回の書き込みおよび読み取り日、 オ
フサイ ト ・ ロケーシ ョ ン、 テープが初期化された回数、 書き込みエラー数、
および 「再利用」 と してマーク。

Tapes to Send Offsite このレポート を使用して、 ディザスタ ・ リカバリのためにオフサイ ト ・ ス ト
レージに使用できるテープに関する情報を取得できます。 ［最終書き込み日
付］ オプシ ョ ンと ［メディア ・ グループ ・ ラベル］ オプシ ョ ンに基づいてレ
ポート をフ ィルタ リングできます。 
このレポートには以下のセクシ ョ ンが含まれています。

• ［Media to Send Offsite］ ： このセクシ ョ ンは、 オフサイ ト ・ ス ト レー

ジに使用可能なメディア ・ アイテムを表示します。 
このテーブルには、 以下の情報が含まれています。 メディア ・ ラベ
ル、 メディア ・ グループ ・ ラベル、 バーコード、 最終書き込み日時、
メディア有効期限日付、 ライブラリ名、 スロッ ト位置、 保存されてい
るデータ量、 および保存されているセグメン トの数。

• ［Media Segments (to Send Offsite)］ ： このレポートは個別のテー

プ ・ セグメン トに保存されている内容に関する情報を表示します。 
このテーブルには以下の情報が表示されます。 バーコード、 クライア
ン ト名、 ジ ョ ブ ・ タイ トル、 ジ ョ ブ ID 番号、 インスタンス、 バック

アップ日、 バックアップ時刻、 セグメン ト長、 セグメン ト位置、 およ
びセグメン ト有効期限日付。

User Details このレポートは、 既存の NetVault ユーザーについての情報を提供します。 
このテーブルには次のフ ィールドが含まれます。 ユーザー名、 実際の名前、
説明、 場所、 電子メール ID、 その他の連作先の詳細、 最終ログイン日時、 お

よびアクセス ・ タイプ （ローカル ・ アクセスのみの場合）。

表114. 事前定義されたレポート

レポート ・ タイ トル 説明
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User Notifications このレポートは、 どのイベン トがユーザーへの通知プロファイルに含まれて
いるかを示します。 
このテーブルには次の情報が表示されます。 通知クラス、 通知イベン ト、 ア
カウン ト名、 ユーザーの本名、 通知方法、 および環境変数。 

ユーザー権限 このレポート を使用して、 個々のユーザー ・ アカウン トに与えられた権限を
表示できます。 
このテーブルには、 ユーザー名とユーザーに付与されている権限のリスト
（ユーザーにすべての権限がある場合は ［すべて］） が表示されます。

User-Defined Event Types このレポート を使用して、 ユーザー定義イベン トに関する情報を表示でき
ます。 
この表にはイベン ト名とイベン トの説明が表示されます。

VMware Backup Summary このレポート を使用して、 正常に終了または警告で終了した仮想マシンの
バックアップ ・ ジ ョ ブのバックアップのサマリを表示できます。 フ ィルタ ・
オプシ ョ ンを使用して日付を指定できます。

このレポートには以下のセクシ ョ ンが含まれています。

• ［Summary］ ： ［Summary］ セクションには以下の情報が表示されます。

- 仮想マシンによって保存されたデータの総量

- バックアップされた仮想マシンの数

- 正常にバックアップされた仮想マシンの数 
- 失敗した仮想マシンの数

• ［Failed VMs Details］ ： このセクシ ョ ンは、 バックアップが期間中に

警告で終了した、 失敗した仮想マシンの詳細を表示します。 
以下の情報を参照できます。 VM 名、 サーバー、 ジ ョ ブ ・ タイ トル、

ジ ョ ブ ID 番号、 ジ ョブ ・ インスタンス、 開始時刻、 開始日、 終了時

刻、 終了日、 ファイル ・ インデックス作成、 および CBT。

表114. 事前定義されたレポート

レポート ・ タイ トル 説明
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VMware Job History このレポートは仮想マシンのバックアップ ・ ジ ョ ブに関する情報を表示しま
す。 フ ィルタ ・ オプシ ョ ンを使用して、 ジ ョ ブ ID 番号とインスタンス番号

を指定できます。 
レポートにはジ ョブに含まれる各仮想マシンについて、 次の詳細が表示され
ます。

• ［VM Name］ ： 仮想マシンの名前。

• ［Server］ ： vCenter または ESX/ESXi Server の名前。

• ［Job Title］ ： ジ ョ ブの名前。

• ［Start Time］ ： 仮想マシンに対して最初のバックアップが試行された

時刻。

• ［Start Date］ ： 仮想マシンに対して最初のバックアップが試行された

日付。

• ［end Time］ ： 仮想マシンに対して最終バックアップが試行された時刻。

• ［end Date］ ： 仮想マシンに対して最終バックアップが試行された日付。

• ［Job ID］ ： ジ ョ ブ ID 番号。

• ［Job Instance］ ： ジ ョ ブ ・ インスタンス番号。

• ［Transferred Size］ ： 転送済みデータの量。

• ［Backup State］ ： 仮想マシン ・バックアップのステータスを表示し

ます （［true］ = バックアップが正常に完了、 ［false］ = バックアップ

が失敗）。

• ［File indexing］ ： フ ァイル ・ レベルのインデックス作成のステータス

を示します （［true］ = ファイル ・ レベルのインデックス作成に成功、

［false］ = ファイル ・ レベルのインデックス作成に失敗またはファイ

ル ・ レベルのインデックス作成が無効にされています）。

• ［CBT］ ： CBT が仮想マシンに対して有効になっているかどうかを示

します （［true］ = CBT が有効、 ［false］ = CBT が無効）。

Weekly Job Summary このレポート を使用して、 過去 7 日間に実行されたバックアップ ・ ジ ョ ブの

総合的なステータスを表示できます。 このレポートには、 現在進行中のジョ
ブおよび期間中に失敗したジ ョブも表示されます。

Weekly Job Summary レポートには以下のセクシ ョ ンが含まれています。

• ［Summary］ ： ［Summary］ セクションには以下の情報が表示されます。

- 保存されたデータの総量

- 正常に完了したバックアップ ・ ジ ョ ブの数 
- 失敗したバックアップ ・ ジ ョ ブの数

- 警告で完了したバックアップ ・ ジ ョ ブの数

• ［Currently Active Jobs］ ： このセクシ ョ ンは現在進行中のバック

アップ ・ ジ ョ ブを表示します。 
以下の情報を参照できます。 ジ ョ ブ ID 番号、 ジ ョブ ・ タイ トル、 ク

ライアン ト名、 ポリシー名、 およびジ ョブ ・ ステータス。

• ［Failed Week Backup Jobs］ ： このセクシ ョ ンは期間中に失敗した

バックアップ ・ ジ ョ ブを一覧表示します。 
以下の情報を参照できます。 ジ ョ ブ ID 番号、 ジ ョブ ・ タイ トル、 ク

ライアン ト名、 ポリシー名、 およびジ ョブ ・ ステータス。

表114. 事前定義されたレポート

レポート ・ タイ トル 説明
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クライアン ト ・ クラスタの使用

• クライアン ト ・ クラスタ ・ サポートについて

• クラスタ環境でのデバイス設定

• クラスタ対応プラグインのインストールおよびアップグレード

• クラスタ対応プラグインの設定

• 仮想クライアン トの管理

• クラスタ対応プラグインを使用したバックアップ

• クラスタ対応プラグインを使用したリストア

クライアント・クラスタ・サポートにつ
いて
NetVault では、 分散データのデータ保護を有効にする各種プラグインのクラスタ対応版を用意しています。 これ

らのプラグインには、 クラスタサポート ライセンスが必要です。 

クラスタ ・ ノード群は、 1 つの仮想クライアン ト と してグループ化され、 その仮想クライアン トにクラスタ対応

プラグインがインストールされます。 クラスタ ・ ノードのバックアップと リス トアは、 仮想クライアン ト を介し
て行います。

クラスタ設定で使用できる NetVault プラグインを以下の表に示します。
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仮想クライアント
仮想クライアン トはクラスタ対応プラグインのインストール時に作成されます。 クラスタ内のすべてのノードが
グループ化されて、 仮想クライアン ト を形成します。 

仮想クライアン トは、 他の NetVault クライアン ト と同じように管理されます。 仮想クライアン トの参照、 クラ

イアン ト ・ グループおよびポリシーへの追加、 ユーザー ・ アクセスの許可を行ったり、 仮想クライアン ト をレ
ポートに含めたりすることができます。 NetVault サーバは、 仮想クライアン トの作成と設定を管理します。 クラ

スタ対応版のプラグインは、 クラスタ ・ ノード上でローカルに実行され、 データはローカルで処理されます。
SmartClient と して設定されたクラスタ ・ ノードは、 ローカル接続されたスト レージ ・ デバイスに直接データを

送信します。 

表115. クラスタ対応プラグイン

プラグイン 説明

Quest NetVault Plug-in for FileSystem このプラグインは NetVault ソフ トウェアに同梱されており、 以

下のプラッ ト フォームでの共有ファイル ・ システム ・ データの
バックアップに使用できます。

• Windows Server クラスタ （MSCS）
• Linux クラスタ

• Sun クラスタ （Solaris SPARC）

サポート されているクラスタ ・ ソフ トウェアのバージ ョ ンにつ
いての詳細は、 『Quest NetVault 互換性ガイド』 を参照して く

ださい。 このガイドは、 https://support.quest.com/ja-
jp/technical-documents からダウンロードできます。

デフォルト ・ インス トールされた NetVault では、 ネイテ ィブの

Plug-in for FileSystem のライセンスは不要です。 ただしクラス

タセッ トアップでの同プラグインの使用については、 System 
Cluster Support のライセンスが必要となります。

Quest NetVault Plug-in for Exchange このプラグインは、 Exchange Server Single Copy Cluster
（SCC） /Failover Cluster または Cluster Continuous Replication
（CCR） セッ トアップにおける分散 Exchange Server データの

バックアップに使用することができます。 詳し くは、 『Quest 
NetVault Plug-in for Exchange ユーザーズ･ガイ ド』 を参照して

ください。

Quest NetVault Plug-in for Hyper-V このプラグインを Hyper-V フェイルオーバー ・ クラスタ設定に

展開すれば、 仮想クライアン ト経由でクラスタ ・ データをバッ
クアップできます。 詳し くは、 『Quest NetVault Plug-in for 
Hyper-V ユーザーズ･ガイ ド』 を参照して ください。

Quest NetVault Plug-in for Oracle このプラグインは、 Oracle の Real Application Clusters （RAC）

セッ トアップ内で、 分散 Oracle データベースのバックアップ

に利用できます。 詳し くは、 『Quest NetVault Plug-in for Oracle
ユーザーズ･ガイ ド』 を参照して ください。

Quest NetVault Plug-in for SQL Server このプラグインは、 SQL Server Failover Cluster セッ トアップ

における分散 SQL Server データベースのバックアップに使用

することができます。 詳し くは、 『Quest NetVault Plug-in for 
SQL Server ユーザーズ･ガイ ド』 を参照して ください。

Quest NetVault Plug-in for MySQL このプラグインは、 Linux プラッ ト フォームの MySQL Server 
Failover Cluster セッ トアップにおける分散 MySQL Server デー

タベースのバックアップに使用することができます。 詳し く
は、 『Quest NetVault Plug-in for MySQL ユーザーズ･ガイ ド』 を

参照して ください。

https://support.quest.com/technical-documents
https://support.quest.com/technical-documents
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クラスタ環境でのデバイス設定
クラスタのセッ トアップ時に行うバックアップ ・ デバイス接続には、 複数の方法が存在します。 ここでは、 各種
のデバイス構成方法が持つ長所と短所について説明します。

• デバイスの NetVault サーバーまたはクライアン トへの接続 ： この構成方法では、 ロボッ ト ・ アームの制

御が可能となります。 ただしバックアップおよびリストアの過程では、 ネッ トワークを介したデータ転
送が発生します。

• ド ライブの共有 ： 前の方法から派生した方法であり、 物理ライブラリを NetVault サーバーに接続するこ

とで、 ロボッ ト ・ アームの制御およびクラスタ ・ ノード群とのドライブ共有が可能となります。 これに
より、 ロボッ ト ・ アームを制御し、 同時にローカル ・ データ転送を有効にすることができます。

この方法では、 ド ライブの可用性が向上します。 ド ライブの制御がすべてのクラスタ ・ ノードで共有さ
れるため、 このド ライブは常に使用可能な状態に置かれます。 ただし、 ド ライブを現在制御するクラス
タ ・ ノードは、 クラスタを現在制御中のノードである必要はありません。

• デバイスのクラスタ ・ ノードへの接続 ： この構成では、 ローカルに接続されたデバイスにデータが直接
転送されるため、 最大の転送速度が得られます。

ただし短所として、 クラスタ内のマシンはロボッ ト ・ アームの制御を行う ことができないため、 この方
法で使用可能なデバイスのタイプは単体ドライブのみとなることが挙げられます。 さらにクラスタ ・
ノードがダウンすると、 このド ライブは使用不能になります。

クラスタ対応プラグインのインストール
およびアップグレード
このセクシ ョ ンには、 以下のトピックが含まれています。

• 前提条件

• クラスタ対応プラグインのインストール

• クラスタ対応プラグインのアップグレード

前提条件
クラスタ対応プラグインのインストール手順を開始する前に、 以下の必要条件を満たしていることを確認して く
ださい。

• NetVault サーバーのインストール ：指定したマシンに NetVault サーバー ・ ソフ トウェアをインストール

します。 NetVault Backup サーバーは、 クラスタ ・ セッ トアップに含まれない独立したマシンである必要

があります。 サーバソフ トウェアのインストールの詳細については、 『Quest NetVault インスト レーシ ョ

ンガイ ド』 を参照して ください。

• NetVault クライアン トのインストール ： NetVault クライアン ト ・ ソフ トウェアを各クラスタ ・ ノードに

インストールします。 クライアン ト ソフ トウェアのインストールの詳細については、 『Quest NetVault イ
ンスト レーシ ョ ンガイ ド』 を参照して ください。

• NetVault クライアン トの追加 ： クライアン ト を NetVault サーバーに追加します。 クライアン トの追加に

ついての詳細は、 「クライアン トの追加」 を参照して ください。

• インストール ・ ファイルのコピー ： クラスタ対応プラグインの 「.npk」 インス トール用ファイルを

NetVault サーバーにコピーします。 

ファイルのコピー ・パスは、 Windows の場合は <NetVault ホーム >\packages\standard、 および Linux の

場合は <NetVault ホーム >/packages/standard です。 インストール ・ ファイルは、 standard ディレク ト

リ内のサブディ レク ト リにコピーすることもできます。
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Plug-in for FileSystem （サーバーのオペレーティング ・ システム用） のインストール ・ ファイルは、

standard ディレク ト リですでに使用可能となっています。

クラスタ対応プラグインのインストール
クラスタ設定では、 NetVault サーバー上に仮想クライアン ト を作成することで、 プラグインがインストールされ

ます。 クラスタ内のすべてのノードがグループ化されて、 仮想クライアン ト を形成します。 プロセス中に、 プラ
グインは指定したクラスタ ・ ノードにインストールされます。

クラスタ対応プラグインをインストールするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［クライアン ト管理］ をクリ ックします。

2 ［クライアン ト管理］ ページで、 ［仮想クライアン トの追加］ をクリ ックします。

3 ［仮想クライアン ト］ ページで、 以下の情報を指定します。

▪ ［仮想クライアン ト名］ に、 仮想クライアン トの名前を入力します。 名前は一意にする必要があり
ます。 スペースは、 仮想クライアン トでは認識されないため、 アンダースコア記号 （_） に置き換

えられます。 いったん仮想クライアン ト名を設定したら、 変更することはできません。 

▪ ［仮想クライアン ト ・ アドレス］ にクラスタ ・ アプリケーシ ョ ンの IP アドレスを入力します。

▪ パッケージ ・ リス トから、 プラグインのインストール ・ ファイルを選択します。 このリストには、
packages ディレク ト リ とそのサブディ レク ト リにコピーされるクラスタ対応 「.npk」 フ ァイルが

すべて含まれています。 以下の表に、 インストール ・ ファイルのファイル名を示します。 ここで、
x-x- x-x は、 バージ ョ ン番号、 ビルド番号、 およびプラッ ト フォーム番号を表します。

▪ 仮想クライアン トにクラスタ ・ ノードを追加するには、 ［利用可能なクライアン ト］ テーブルでク
ライアン ト ・ ノードを選択して、 アイテムの左にある ［追加］ ボタンをクリ ックします。 選択し
たクライアン トが、 ［選択済みクライアン ト］ テーブルに移動します。

▪ 仮想クライアン トからクラスタ ・ ノードを削除するには、 ［選択済みクライアン ト］ テーブルでク
ライアン ト ・ ノードを選択して、 アイテムの左にある ［削除］ ボタンをクリ ックします。 選択し
たクライアン トが、 ［利用可能なクライアン ト］ テーブルに移動します。

4 ［仮想クライアン トの作成］ をクリ ックします。

NetVault サーバーで、 選択したクラスタ ・ ノードへのプラグインのインストールが開始されます。 この

プロセスでは、 クラスタ ・ ノードにインストールされている同じプラグインの通常バージ ョ ンを上書き
します。 ただし、 ローカル / 非共有データのバックアップは、 クラスタ対応バージ ョ ンで実行することが

できます。 インストールが完了すると、 ［クライアン ト管理］ ページの ［NetVault クライアン ト］ テーブ

ルに、 仮想クライアン トが追加されます。

表116. クラスタ対応プラグインのインストール・ファイル

オプション 説明

Plug-in for FileSystem （Windows 用） win-x-x-x-x.npk

Plug-in for FileSystem （Linux 用） nvf-x-x-x-x.npk

Plug-in for FileSystem （Solaris （SPARC） 用） nvf-x-x-x-x.npk

Plug-in for Exchange exs-x-x-x-x.npk
Plug-in for Hyper-V hv-x-x-x-x.npk
Plug-in for Oracle ora-x-x-x-x.npk
Plug-in for SQL Server sql-x-x-x-x.npk
Plug-in for MySQL mys-x-x-x-x.npk
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クラスタ対応プラグインのアップグレード
クラスタ対応のプラグインをアップグレードするため、 既存の仮想クライアン トが削除され、 最新バージ ョ ンの
プラグインを使用して新しい仮想クライアン トが作成されます。

クラスタ対応プラグインをアップグレードするには ：

1 前のバージ ョ ンのプラグインで作成された仮想クライアン ト を削除します。 仮想クライアン トの削除に
ついて詳し くは、 「仮想クライアン トの削除」 を参照して ください。

2 アップグレード版のクラスタ対応プラグインを使って、 新しい仮想クライアン ト を作成します。 プラグ
インのインストールについて詳し くは、 「クラスタ対応プラグインのインストールおよびアップグレー
ド」 を参照して ください。

新しい仮想クライアン トには、 以前の仮想クライアン トの名前を割り当てる必要があります。 新しい仮
想クライアン トの名前を変更すると、 古い仮想クライアン トに対して定義されたジ ョブを実行すること
はできません。

クラスタ対応プラグインの設定
クラスタ対応プラグインのインストール手順には、 以下のセクシ ョ ンに記載されているステップが含まれます。

• クラスタ ・ ノード用の優先して使用するネッ トワーク ・ アドレスの設定

• クラスタ対応プラグインのデフォルト設定の構成

クラスタ・ノード用の優先して使用するネット
ワーク・アドレスの設定
クラスタ ・ ノードには最低 2 つのネッ トワーク ・ アドレスがあります。

• パブリ ック IP アドレス ： クラスタ外のマシンがクラスタ ・ ノード と通信するために使用するアドレス

です。

• プライベート IP アドレス ： クラスタ ・ ノードが、 クラスタ内の他のマシンと通信するために使用するア

ドレスです。

各クラスタ ・ ノードに対して、 マシンのパブリ ック IP アドレスをノードの 「優先して使用するネッ トワーク ・

アドレス」 と して設定する必要があります。 

クラスタ ・ ノードで優先して使用するアドレスを設定するには ：

1 クラスタ ・ ノードの IP アドレスを取得します。 

Linux および UNIX の場合は ifconfig ユーティ リテ ィ を、 Windows の場合は ipconfig ユーティ リテ ィ を

使って、 この作業を完了することができます。

2 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ をクリ ックします。

3 ［NetVault サーバ設定］ ページで、 ［マシンを選択］ をクリ ックします。

4 ［マシンを選択］ ドロワで、 ターゲッ ト クライアン ト を選択し、 ［設定に移動］ をクリ ックします。

5 ［サービス］ の ［クライアン ト設定］ ページで、 ［ネッ トワーク ・ マネージャ］ をクリ ックします。

6 ［ネッ トワーク ・ マネージャ］ ダイアログ ・ ボックスで、 クラスタ ・ ノードに対して優先して使用する
ネッ トワーク ・ アドレスを指定します。

7 新しい設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［実行］ をクリ ックします。

8 各クラスタ ・ ノードに対してステップ 1 ～ステップ 7 を繰り返します。
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クラスタ対応プラグインのデフォルト設定の構成

クラスタ対応プラグインのデフォルト設定を構成するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バックアップ ・ ジ ョ ブ作成］ をクリ ックして、 次に選択リストの隣りに
ある ［新規作成］ ボタンをクリ ックします。

2 ［NetVault セレクシ ョ ン］ ページで、 仮想クライアン ト ・ ノードをダブルクリ ックします。 プラグインの

リストから、 クラスタ対応プラグインを選択し、 ［アクシ ョ ン］ リス トで ［設定］ をクリ ックします。

3 ［設定］ ダイアログ ・ ボックスで、 必要なオプシ ョ ンを設定します。 クラスタ対応版の設定オプシ ョ ン
は、 標準版のプラグインと同じです。 これらのオプシ ョ ンについての詳細は、 関連するプラグインの
ユーザーズ ・ ガイ ドを参照して ください。

4 ［OK］ をク リ ックして設定を保存します。 

これらの設定は、 仮想クライアン トに固有な設定ファイルとして NetVault サーバーに格納され、 仮想ク

ライアン ト経由で実行される共有データのバックアップおよびリストア時に適用されます。

仮想クライアントの管理
このセクシ ョ ンには、 以下のトピックが含まれています。

• 仮想クライアン トの変更

• 仮想クライアン トに対するアクセスの確認

• 現在の実際のクライアン トの判別

• 仮想クライアン トの削除

仮想クライアントの変更
仮想クライアン ト を作成したら、 クラスタ ・ ノードの追加と削除、 またはクラスタ ・ アプリケーシ ョ ンの IP ア

ドレスの変更を行えます。

仮想クライアン ト を変更するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［クライアン ト管理］ をクリ ックします。

2 NetVault クライアン トのリストから、 ターゲッ トの仮想クライアン ト を選択し、 ［管理］ をクリ ックし

ます。

3 ［仮想クライアン ト］ ページで、 必要な設定を変更します。

▪ クラスタ ・ アプリケーシ ョ ンの IP アドレスを変更するには、 ［仮想クライアン ト ・ アドレス］ に

新しいアドレスを入力します。

▪ 仮想クライアン トにクラスタ ・ ノードを追加するには、 ［利用可能なクライアン ト］ テーブルでそ
れを選択して、 項目の左にある ［追加］ ボタンをクリ ックします。 選択したクライアン トが、 ［選
択済みクライアン ト］ テーブルに移動します。

▪ 仮想クライアン トからクラスタ ・ ノードを削除するには、 ［選択済みクライアン ト］ テーブルでそ
れを選択して、 アイテムの左側にある ［削除］ ボタンをクリ ックします。 選択したクライアン ト
が、 ［利用可能なクライアン ト］ テーブルに移動します。

4 変更した設定を保存するには、 ［仮想クライアン トの保存］ をクリ ックします。

メモ ： クラスタ対応プラグインのデフォルト設定は、 ［NetVault セレクシ ョ ン］ ページからのみ設

定できます。 クラスタ対応プラグインの場合、 ［設定変更］ ページからのこれらのオプシ ョ ンの設
定はサポート されていません。
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仮想クライアントに対するアクセスの確認
仮想クライアン トに対するバックアップまたはリストア ・ ジ ョ ブを正常に完了するには、 少な く とも 1 つのメン

バー ・ クライアン トがオンラインなおかつアクテ ィブでなければなりません。 ［アクセス確認］ オプシ ョ ンを使
用して、 メンバー ・ クライアン トのアクセス性のステータスを判別できます。 

仮想クライアン トのステータスを確認するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［クライアン ト管理］ をクリ ックします。

2 NetVault クライアン トのリストから、 ターゲッ トの仮想クライアン ト を選択し、 ［管理］ をクリ ックし

ます。

3 ［仮想クライアン ト］ ページで、 ［アクセス確認］ をクリ ックします。

NetVault は仮想クライアン トの各メンバーへの接続を試み、 メンバークライアン トの現在のアクセス可

能性ステータスを示すメ ッセージを返します。 

［OK］ をク リ ックしてダイアログ ・ ボックスを閉じます。

現在の実際のクライアントの判別
［現在の実際のクライアン ト］ オプシ ョ ンを使用して、 どのマシンがクラスタ ・ アプリケーシ ョ ンの制御下にあ
るかを判別できます。 

現在クラスタ ・ アプリケーシ ョ ンを制御しているマシンを特定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［クライアン ト管理］ をクリ ックします。

2 NetVault クライアン トのリストから、 ターゲッ トの仮想クライアン ト を選択し、 ［管理］ をクリ ックし

ます。

3 ［仮想クライアン ト］ ページで、 ［現在の実際のクライアン ト］ をクリ ックします。

ダイアログに、 制御ノードの NetVault 名が表示されます。 

［OK］ をク リ ックしてダイアログ ・ ボックスを閉じます。

仮想クライアントの削除
クラスタ ・ セッ トアップ内でプラグインを使用しない場合は、 仮想クライアン ト を削除することができます。 仮
想クライアン ト を削除した場合、 NetVault クライアン ト と して追加されたクラスタ ノードはサーバから削除され

ません。 ただし、 プラグインによるクラスタ ・ データのバックアップ機能は削除されます。 

仮想クライアン ト を削除するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［クライアン ト管理］ をクリ ックします。

2 NetVault クライアン トのリストから、 ターゲッ トの仮想クライアン ト を選択し、 ［管理］ をクリ ックし

ます。

3 ［仮想クライアン ト］ ページで、 ［削除］ をクリ ックします。

4 ［確認］ ダイアログ ・ ボックスで、 ［削除］ をクリ ックします。
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クラスタ対応プラグインを使用したバック
アップ
Plug-in for FileSystem を使用したバックアップの実行手順は、 通常および仮想クライアン ト とほぼ同じです。 ク

ラスタ対応バージ ョ ンのプラグインでは、 標準バージ ョ ンと同じように使って、 データ ・ アイテムを選択するこ
とができます。 ただし、 ［NetVault セレクシ ョ ン］ ページで仮想クライアン ト ・ ノードを開く と、 ノード下には

クラスタ対応プラグインのみが表示されます。 プラグインのセレクシ ョ ン ・ ツリーに、 共有ドライブとローカ
ル ・ ド ライブ、 およびマウン ト ・ ポイン トが表示されます。 ユーザーは共有リソースに使われるドライブ文字と
マウン ト ・ ポイン ト を控えておき、 それに応じてデータを選択する必要があります。 標準バージ ョ ンで設定でき
るバックアップ ・ オプシ ョ ンは、 クラスタ対応バージ ョ ンでも利用できます。

Exchange Server クラスタ環境、 Oracle RAC セッ トアップ、 SQL Server Failover Cluster、 MySQL Server 
Failover Cluster 内でのデータのバックアップについての詳細は、 対応するプラグインのユーザーズ ・ ガイ ドを

参照して ください。

以下の点に注意します。

• 仮想クライアン ト をバックアップする際、 データのバックアップは単一のクライアン トから実行され、
そのクライアン トへのアクセスは制御ノードから実行されます。

• 仮想クライアン ト を使ってクラスタ ・ データをバックアップする場合、 アクテ ィブ ・ ノードが保有して
いる LUN のみがバックアップされます。 パッシブ ・ ノードが保有している LUN はバックアップされま

せん。

• アクテ ィブ / アクテ ィブクラスタ設定では、 NetVault サーバは、 バックアップで ［プライマリのみ］ オプ

シ ョ ンが選択されている場合でも、 セカンダリ ノード上でバックアップを開始することがあります。 そ
の場合、 バックアップはプライマリ ・ ノードにリダイレク ト されますが、 サーバーは自身がバックアッ
プ開始メ ッセージを送信したセカンダリ ・ ノード とのみ通信します。 バックアップ処理中、 セカンダリ ・
ノードが使用できな く なると、 サーバーは、 そのクライアン ト上で動作している親プロセスとの通信を
失います。 この親プロセスは、 セカンダリ ・ ノードが即座に使用可能になったとしても再起動されませ
ん。 その結果、 バックアップ ・ ジ ョ ブは応答しな く なります。 

バックアップ時のクラスタ・フェイルオーバー
バックアップ時にフェイルオーバーが発生すると、 ジ ョ ブは中断され、 「ジ ョ ブの失敗」 ステータスが返されま
す。 ［ジ ョ ブ ・ リ ト ライ］ スケジュール設定オプシ ョ ンを使う と、 フェイルオーバーの終了後にジ ョブを再実行
させることが可能です。 

Plug-in for FileSystem を使用すると、 Windows でフェイルオーバーが発生した場合は、 フェイルオーバーが発

生した原因と失敗したジ ョブのステータスが直接関連付けられます。 原因に応じて、 ジ ョ ブは以下の終了ステー
タスを返します。

• クラスタ ・ リソースを制御中のマシンがオフラインになった場合、 ジ ョ ブの処理は中断され、 ［ジ ョ ブの
失敗］ ステータスが返されます。 この場合のバックアップについては、 ジ ョ ブ ・ リ ト ライ機能を使用し
て再実行することができます。

• クラスタ ・ リソースを制御中のマシンはオンラインのままで、 バックアップ中のクラスタ ・ リソースに
障害が発生した場合、 ジ ョブの処理は中断され、 ステータス 「バックアップは警告で完了しました」 が
返されます。 このようなジ ョブについては、 ジ ョ ブ ・ リ ト ライのスケジューリングは機能しません。 こ
の場合、 ジ ョブ ・ ログを調べて失われたデータを特定するか、 ジ ョ ブを再実行してデータに対するバッ
クアップを行います。 

メモ ： クラスタのバックアップと リス トアでは、 ［ジ ョ ブ ・ ステータス］ ページに仮想クライアン ト名が表
示され、 実際のクライアン ト名は ［ログ参照］ ページに表示されます。
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クラスタ対応プラグインを使用したリス
トア
Plug-in for FileSystem を使用したリストアの実行手順は、 通常および仮想クライアン ト とほぼ同じです。 バック

アップは、 実際のクライアン ト ・ ノードではな く仮想クライアン ト ・ ノードからリス トアされます。 リス トア ・
ジ ョ ブを実行すると、 プラグインはクラスタ ・ サービスとやり取りをして制御ノードを判断し、 このマシンをリ
ストアのターゲッ ト と します。

Exchange Server クラスタ環境、 Oracle RAC セッ トアップ、 SQL Server Failover Cluster、 MySQL Server 
Failover Cluster 内でのデータのリストアについての詳細は、 対応するプラグインのユーザーズ ・ ガイ ドを参照

して ください。

メモ ： クラスタのバックアップと リス トアでは、 ［ジ ョ ブ ・ ステータス］ ページに仮想クライアン ト名が表
示され、 実際のクライアン ト名は ［ログ参照］ ページに表示されます。
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NetVault のデフォルトの設定

• デフォルトの設定について

• 暗号化の設定

• プラグイン ・ オプシ ョ ンの設定

• ポスト ・ スクリプ トのデフォルトの設定

• 検証プラグインのデフォルトの設定

• 展開マネージャの設定

• ジ ョブ ・ マネージャの設定

• ログ ・ デーモンの設定

• メディア ・ マネージャの設定

• ネッ トワーク ・ マネージャの設定

• プロセス ・ マネージャの設定

• RAS デバイスの設定

• スケジュール ・ マネージャの設定

• Web サービスの設定

• オーディ タ ・ デーモンの設定

• ファイアウォールの設定

• 一般設定

• セキュリテ ィの設定

• NetVault Time の同期

• 一般通知方法のデフォルト設定

• レポーティング ・ ユーティ リテ ィの設定

• NetVault WebUI のデフォルト設定の構成

• 固有の VSS プロバイダを使用する NetVault 設定

• Txtconfig を使用するデフォルトの設定

デフォルトの設定について
NetVault のいくつかの設定はデフォルトで動作しますが、 ご利用の環境に合わせてカスタマイズすることができ

ます。 これらの設定は、 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルの ［設定変更］ リンクから表示および変更できます。 以下の
サービスおよびコンポーネン トについては、 デフォルト設定を利用できます。
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図27. ［サーバ設定］ページ

NetVault クライアン ト設定を表示および変更するには、 ［サーバ設定］ ページの ［マシンを選択］ をクリ ックす

るか、 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルの ［クライアン ト管理］ リンクをクリ ックします。

表117. サーバ設定

グループ 設定

プラグイン • 暗号化

• プラグイン ・ オプシ ョ ン

• スクリプ ト

• 検証

サービス • 展開マネージャ

• ジ ョブ ・ マネージャ

• ログ ・ デーモン

• メディア ・ マネージャ

• ネッ トワーク ・ マネージャ

• プロセス ・ マネージャ

• RAS デバイス

• スケジュール ・ マネージャ

• Web サービス

システムおよびセキュリテ ィ • 監査

• 診断トレース

• ファイアウォール

• 一般設定

• セキュリテ ィ

• 時刻同期

ユーザー ・ インターフェイス • 通知

• レポート

• WebUI のデフォルト

ユーザー管理 • ID プロバイダ
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その他の設定ユーティリティ
Txtconfig ユーティ リテ ィ を使用してサーバーおよびクライアン ト ・ マシンのデフォルト設定をカスタマイズす

ることもできます。 

Txtconfig

Txtconfig ユーティ リテ ィは、 サーバーおよびクライアン ト ・ マシンのさまざまな設定をカスタマイズするため

のテキスト ・ ベースのユーザー ・ インターフェイスを提供します。 このユーティ リテ ィはサポート されているす
べてのオペレーティング ・ システム上で使用できます。 Txtconfig ユーティ リテ ィは、 NetVault インストール ・

ディ レク ト リの bin ディレク ト リに保存されています。 Txtconfig ユーティ リテ ィ を使用するには、 Windows で

は管理者権限を持つユーザーとして、 Linux および UNIX では root ユーザーとしてログインする必要がありま

す。 詳細は、 「Txtconfig を使用するデフォルトの設定」 を参照して ください。

暗号化の設定
Plug-in for Standard Encryption または Plug-in for Advanced Encryption の使用を開始する前に、 暗号化設定を設

定する必要があります。 この設定では、 使用する暗号化アルゴリズムと暗号化キーを指定します。 これらの設定
を行うには、 ［設定変更］ リンクを使用します。

暗号化プラグインは、 規制当局のバックアップセキュリテ ィ要件を満たすために、 CAST-128、 CAST-256、
FIPS 非準拠の AES-256、 FIPS 準拠の AES-256 の各アルゴリズムをサポート しています。 これらのプラグイン

を NetVault サーバーまたはクライアン トにインストールして、 そのマシンの暗号化されたバックアップを実行

することができます。 これらのプラグインの詳細については、 『Quest NetVault ビルト インプラグインユーザー

ズガイド』 を参照して ください。 

暗号化プラグインのデフォルト設定を行うには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ をクリ ックします。

2 ［NetVault サーバ設定］ ページで、 次のいずれかの操作を実行します。 

▪ NetVault サーバのデフォルト設定を行うには、 手順 3 に進みます。 

▪ NetVault クライアン トのデフォルト設定を行うには、 ［クライアン ト］ をクリ ックします。

［NetVault クライアン ト］ の表からクライアン ト を選択して、 ［次へ］ をクリ ックします。 

3 ［プラグイン］ で ［暗号化］ をクリ ックして、 以下の項目を設定します。
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4 新しい設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［実行］ をクリ ックします。

プラグイン・オプションの設定
各種ビルト イン ・ プラグインとライセンス ・ プラグインのデフォルト設定は、 ［設定変更］ または ［バックアッ
プ ・ ジ ョ ブ作成］ ページから行う ことができます。 プラグイン設定手順については各ユーザー ・ ガイ ドで説明し
ます。 

このセクシ ョ ンには、 以下のトピックが含まれています。

• ディスク ・ デバイス ・ プラグインのデフォルトの設定

• nvjobstart のデフォルトの設定

ディスク・デバイス・プラグインのデフォルトの
設定
ディスク ・ デバイス ・ プラグインを使用して仮想テープ ・ ライブラリ （VTL） を作成します。 このプラグインの

デフォルト設定を行うには、 ［設定変更］ ページを使用します。

表118. 暗号化プラグインのデフォルト設定

設定 説明

Encrypt ALL Backups 
on this Client

クライアン トに Plug-in for Standard Encryption または Plug-in for Advanced 
Encryption をインストールすると、 以下のような作業を行えます。

• そのクライアン トで実施されるすべてのバックアップを暗号化する

• そのクライアン トで実施される特定のバックアップを暗号化する

すべてのバックアップの暗号化を有効にするには、 このチェ ック ・ ボックスを
選択します。 すべてのバックアップの暗号化を有効にすると、 ジ ョ ブ単位の設
定を変更することはできません。

ジ ョ ブ ・ レベルの暗号化の実行についての詳細は、 「詳細設定の指定」 を参照
して ください。

メモ ： NetVault サーバーまたはクライアン ト を元とするバックアップに対して

ジ ョブレベルの暗号化を実行するには、 すべてのバックアップを暗号化するよ
うにプラグインを設定しないで ください。

Encryption Key String NetVault マシンの暗号キーとして使用する文字列を入力します。

プラッ ト フォームに応じて、 使用できる文字やパスワード長が異なります。 32
文字以下のパスワードを使用することをお勧めします。 「A ～ Z」、 「a ～ z」 「0
～ 9」、 および 「_」 の文字セッ ト を使用できます。 プラッ ト フォームによって

は、 これらの基準に従わないキー文字列を使用できることはありますが、 他の
環境では使用できないこともあります。

Available Encryption 
Algorithms

バックアップおよびリストアに対して使用する、 暗号アルゴリズムを選択しま
す。 インストールした製品により、 リス トには次のオプシ ョ ンが含まれます。

• AES256_OLD （FIPS 非準拠）

• AES256 （FIPS 準拠）

• CAST256
• CAST128

メモ ： 暗号化バックアップは、 元のクライアン トまたは別のクライアン トにリス トアできます。 どちらの
場合でも、 ターゲッ ト ・ クライアン ト上にプラグインをインストールする必要があり、 またバックアップ
実行時と同じように設定する必要があります （同じ暗号鍵文字列と暗号アルゴリズムを使用）。
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ディスク ・ デバイス ・ プラグインのデフォルト設定を行うには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ をクリ ックします。

2 ［NetVault サーバ設定］ ページで、 次のいずれかの操作を実行します。

▪ NetVault サーバのデフォルト設定を行うには、 手順 3 に進みます。 

▪ NetVault クライアン トのデフォルト設定を行うには、 ［クライアン ト］ をクリ ックします。

［NetVault クライアン ト］ の表からクライアン ト を選択して、 ［次へ］ をクリ ックします。 

3 ［プラグイン］ で ［プラグイン ・ オプシ ョ ン］ をクリ ックします。

4 ［プラグイン］ ダイアログ ・ ボックスの ［ディスク ・ デバイス ・ プラグイン］ で、 以下のオプシ ョ ンを設
定します。

5 新しい設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［実行］ をクリ ックします。

nvjobstartのデフォルトの設定
デフォルトで nvjobstart コマンドは 「0」 または 「1」 を返します。 0 は成功を示し、 1 は失敗を示します。 ジ ョ

ブの失敗を示す拡張ジ ョブ完了ステータス ・ コード と メ ッセージを返すようにユーティ リテ ィ を設定できます。

nvjobstart ユーティ リテ ィのデフォルト設定を行うには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ をクリ ックします。

2 ［NetVault サーバ設定］ ページで、 次のいずれかの操作を実行します。

表119. ディスク・デバイス・プラグインのデフォルト設定

設定 説明

ディスク ・ ライブラリが
Entry/Exit ポート を持つこ

とを許可する

仮想テープ ・ ライブラリには、 デフォルトで入口 / 出口ポートはあり

ません。

入口 / 出口ポート （EE ポート） を備えた仮想テープ ・ ライブラリを作成す

るには、 このチェ ック ・ ボックスを選択します。

ディスク ・ ライブラリを作
成する前に、 ディスクの空
き容量を確認して ください 

このチェ ック ・ ボックスはデフォルトで選択されています。 
NetVault では VTL を作成する前に、 ディスク空き容量をチェ ックしてター

ゲッ ト ・ ディスクに新規 VTL 用の十分な空き容量があることを確認しま

す。 通常のファイル ・ システムでは、 この機能を使用して VTL 作成中のエ

ラーを回避することができます。 
サードパーティの重複排除アプライアンスまたは圧縮ファイル ・ システム
に VTL を作成する場合は、 この機能を無効化する必要があります。 VTL の

ディスク空き容量チェ ックを無効にするには、 このチェ ック ・ ボックスの
選択を解除します。

ディスク空き容量の計算用
マージン

ディスク容量チェ ック中は、 以下のようにしてディスクに必要な空き容量
が計算されます。

スロッ ト数 × メディア容量＋ <x>
<x> は、 以下の要件を考慮した追加のディスク空き容量です。

• VTL のディレク ト リ構造の作成に必要なディスク空き容量。 この要

件は、 ファイル ・ システムによって異なります。

• システム上で実行中のその他のアプリケーシ ョ ンに必要なディスク
空き容量。

デフォルト値は、 20 MB です。 この要件を変更するには、 新たな値を入力

または選択します。

ディスク空き容量マージン
に使用する単位

ディスク空き容量のマージンの指定に使用する単位を入力または選択しま
す。 単位は MB または GB です。 デフォルト値は MB です。
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▪ NetVault サーバのデフォルト設定を行うには、 手順 3 に進みます。 

▪ NetVault クライアン トのデフォルト設定を行うには、 ［クライアン ト］ をクリ ックします。

［NetVault クライアン ト］ の表からクライアン ト を選択して、 ［次へ］ をクリ ックします。 

3 ［プラグイン］ で ［プラグイン ・ オプシ ョ ン］ をクリ ックします。 

4 ［プラグイン ・ オプシ ョ ン］ ダイアログ ・ ボックスの CLI で、 以下の設定を行います。

▪ ［nvjobstart Enhanced Job Completion Status］ ： nvjobstart ユーティ リテ ィでは、 デフォルト

で、 ジ ョ ブ終了コードに応じて以下のメ ッセージを返します。

［nvjobstart Enhanced Job Completion Status］ チェ ッ ク ・ ボックスを選択した場合、 ユーティ リテ ィ

は以下のコード と メ ッセージを返します。

5 新しい設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［実行］ をクリ ックします。

ポスト・スクリプトのデフォルトの設定
デフォルトでは、 バックアップ ・ ジ ョ ブまたはリストア･ジ ョ ブの中断時にポスト ・ スクリプ トの実行は停止さ
れます。 ポスト ・ スクリプ トの設定を変更してこの動作を変更できます。

ポスト ・ スクリプ トのデフォルト設定を変更するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ をクリ ックします。

表120. デフォルトのジョブ終了コードとステータス・メッセージ

終了コード ステータス・メッセージ

0 Job completed successfully （ジ ョ ブが正常に終了しました）

1 Job Failed with error （ジ ョ ブがエラーで終了しました） Job Failed （ジ ョ ブが失敗しま

した）

このメ ッセージは、 以下のジ ョブ終了状態の場合に返されます。

• Job failed （ジ ョ ブが失敗しました）

• Job completed with warnings （警告付きでジ ョブが完了しました）

• Job aborted （ジ ョ ブが中断されました）

• Job stopped （ジ ョ ブが停止しました）

• Job died （ジ ョ ブが異常終了しました）

表121. 拡張ジョブ終了コードとステータス・メッセージ

終了コード ステータス・メッセージ

0 Job completed successfully （ジ ョ ブが正常に終了しました）

1 Job Failed （ジ ョ ブが失敗しました）

2 Job Completed with Warnings （警告付きでジ ョブが完了しました）

3 Job Aborted （ジ ョ ブが中断されました）

4 Job Stopped （ジ ョ ブが停止しました）

5 Job Died （ジ ョ ブが異常終了しました）

-1 Job Failed with Undefined Error （ジ ョ ブが未定義のエラーで終了しました）

メモ ： このオプシ ョ ンは、 nvjobstart ユーティ リテ ィ を実行する NetVault マシンで設定する必要がありま

す。
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2 ［NetVault サーバ設定］ ページで、 次のいずれかの操作を実行します。

▪ NetVault サーバのデフォルト設定を行うには、 手順 3 に進みます。 

▪ NetVault クライアン トのデフォルト設定を行うには、 ［クライアン ト］ をクリ ックします。

［NetVault クライアン ト］ の表からクライアン ト を選択して、 ［次へ］ をクリ ックします。 

3 ［プラグイン］ で ［スクリプ ト］ をクリ ックします。 

4 ［スクリプ ト］ ダイアログ ・ ボックスで、 以下の設定を行います。

▪ ［ジ ョ ブ中断スクリプ ト実行を強制終了］ ： このチェ ック ・ ボックスはデフォルトで選択されてい
ます。 関連するジ ョブの中断時にもスクリプ トの実行を継続する場合は、 このチェ ック ・ ボック
スの選択を解除します。

この設定は、 指定した NetVault クライアン ト上で実行されるバックアップ、 リス トア、 およびレ

ポート ・ ジ ョ ブに対して定義されている、 すべてのポスト ・ スクリプ トに適用されます。

5 新しい設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［実行］ をクリ ックします。

検証プラグインのデフォルトの設定
バックアップ ・ ジ ョ ブで検証フェーズを実施して、 データ転送の終了時のバックアップの正確性と完全性を
チェ ックすることができます。 NetVault はビルト イン検証プラグインを使用して、 検証フェーズを実行します。

検証プラグインは、 メディアに書き込まれたスト リーム長を検証し、 バックアップ中にどのブロックも ドロップ
されなかったことを確認します。 フェーズ 1 と して実際のバックアップを実行して、 バックアップ ・ ジ ョ ブの

フェーズ 2 と してバックアップ検証が実行されます。

デフォルトでは、 バックアップ検証ジ ョブは NetVault サーバーで実行されます。 プラグインの設定を変更して、

他のクライアン トで、 または指定されたクライアン トでローカルに検証を実行できます。 

検証プラグインのデフォルト設定を行うには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ をクリ ックします。

2 ［NetVault サーバ設定］ ページの ［プラグイン］ で、 ［検証］ をクリ ックします。 ［検証］ ダイアログ ・

ボックスで、 以下の設定を行います。

表122. 検証プラグインのデフォルト設定

設定 説明

常にローカルでベリファイ
を行う  

デフォルトの設定では、 検証フェーズは NetVault サーバーで実行されます。 
ネッ トワーク上でのデータ転送を回避するために、 バックアップに使用す
るデバイスが接続されたクライアン ト上で検証をローカルで実行するよう
選択することができます。 このオプシ ョ ンは、 すべてのクライアン トにグ
ローバルに適用されます。 このオプシ ョ ンは、 バックアップ ・ デバイスが
ローカルに接続されていないクライアン トでは無効です。 

検証をローカルで行うクラ
イアン ト （カンマ区切りで
複数指定可能）

バックアップ ・ ジ ョ ブが複数のクライアン ト接続デバイスに分散されてい
る場合は、 この設定を使用して、 検証フェーズをローカルに実行できるク
ライアン トのカンマ区切り リス ト を指定します。

検証を実行するデフォルト
のクライアン ト

すべての検証ジ ョブを実行する代替クライアン ト を設定する場合に、 クラ
イアン ト名を指定します。 
この設定は、 クライアン トに接続されたデバイスをバックアップで使用す
る場合に役立ちます。 同じクライアン ト を選択してバックアップ検証ジ ョ
ブを実行することができます。

メモ ： これらの設定は、 NetVault サーバーで行う必要があります。
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3 新しい設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［実行］ をクリ ックします。

展開マネージャの設定
このセクシ ョ ンには、 以下のトピックが含まれています。

• 展開マネージャについて

• 展開マネージャのデフォルトの設定

展開マネージャについて
展開マネージャのプロセス （nvdeploymentmgr） は、 NetVault サーバー上で実行されます。 このプロセスでは

プッシュ ・ インストール ・ タスクが管理されます。 

プッシュ ・ インストール手法を使用すると、 次のタスクを実行できます。

• NetVault クライアン ト ・ ソフ トウェアを同時に複数のマシンにインストールおよびアップグレードする

• NetVault プラグインを同時に複数のマシンにインストールおよびアップグレードする

• 新しいクライアン ト を NetVault サーバーに追加する

プッシュ ・ インストール方式についての詳細は、 「WebUI からのソフ トウェアのインストール （プッシュインス

トール）」 を参照して ください。 

展開マネージャの設定を変更するには、 ［設定変更］ ページを使用します。

展開マネージャのデフォルトの設定

展開マネージャのデフォルト設定を変更するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ をクリ ックします。

2 ［NetVault サーバ設定］ ページの ［サービス］ で、 ［展開マネージャ］ をクリ ックします。 ［展開マネー

ジャ］ ダイアログ ・ ボックスで、 以下の設定を行います。

3 新しい設定を適用してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［実行］ をクリ ックします。

表123. 展開マネージャの設定

設定 説明

サーバー上で同時にアク
テ ィブになる展開プロセス
の最大数

デフォルトの設定では、 50 個の展開プロセスをサーバーで並行実行できま

す。 
いつでも並行実行できる展開の数を変更するには、 新たな値を入力または
選択します。

クライアン トの処理時に展
開タスクが待つ必要がある
最長時間

この設定は、 クライアン ト追加フェーズの間に展開マネージャがリモー
ト ・ クライアン トからの応答を待つ時間を決定します。 
デフォルト値は、 300 秒間です。 タイムアウト間隔は、 30 ～ 900 秒を指定

できます。

リモートマシンのクリーン
アップをスキップ

この設定により、 ユーザーはクライアン ト側のログクリーンアップの動作
を変更できます。 デフォルトでは、 リモート ターゲッ トマシンのクリーン
アップはスキップされます。
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ジョブ・マネージャの設定
このセクシ ョ ンには、 以下のトピックが含まれています。

• ジ ョブ ・ マネージャについて

• ジ ョブ ・ マネージャのデフォルトの設定

ジョブ・マネージャについて
ジョブ ・ マネージャ ・ プロセス （nvjobmgr） は、 NetVault サーバーで実行され、 ジ ョ ブの実行を管理します。

スケジュール ・ マネージャによって、 ジョブ ・ マネージャが起動されます。 ジョブが完了するまで、 ジョブごとに
ジョブ ・ マネージャの単一インスタンスが実行されます。 ジョブ ・ マネージャは、 ジョブの実行ステータスおよび
終了ステータスの変更をレポート します。 このプロセスはデータ ・ プラグインと連携し、 NetVault サーバーから必

要な情報を取得します。 また、 メディア ・ マネージャ ・ プロセスにドライブおよびメディア要求を送信します。 

ジ ョブ ・ マネージャの設定を変更するには、 ［設定変更］ ページを使用します。

ジョブ・マネージャのデフォルトの設定

ジョブ ・ マネージャのデフォルト設定を行うには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ をクリ ックします。

2 ［NetVault サーバ設定］ ページの ［サービス］ で、 ［ジ ョ ブマネージャ］ をクリ ックします。 ［ジ ョ ブ ・ マ

ネージャ］ ダイアログ ・ ボックスで、 以下の設定を行います。

表124. ジョブ・マネージャの設定

設定 説明

ジョブのキープ ・ アライ
ブ ・ レート

キープ ・ アライブ ・ メ ッセージは、 2 台の NetVault マシン間のネッ トワー

ク接続を確認し、 その接続を維持するために使用されます。 キープ ・ アラ
イブ ・ レート設定は、 サーバーで動作するジ ョブ ・ マネージャとクライア
ン トで動作するデータ ・ プラグインの間で送信されるキープ ・ アライブ ・
メ ッセージの頻度を制御します。 
デフォルト値は、 5 分間です。 間隔を変更するには、 新たな値を入力また

は選択します。 キープ ・ アライブ ・ レートは分単位で指定します。

CLI ユーティ リテ ィ

「nvjobcreate」 は終了ス

テータスを返す

デフォルトで nvjobcreate ユーティ リテ ィは、 成功時にはジ ョブ ID を、

失敗時には 「0」 を返します。 
このチェ ック ・ ボックスを選択すると、 nvjobcreate ユーティ リテ ィは成

功時には終了コード 「0」 を、 失敗時には 「1」 を返します。 
nvjobcreate ユーティ リテ ィが終了ステータスを返すように設定されてい

るときにジ ョブ ID 番号を特定するには、 -jobidfile オプシ ョ ンを使用でき

ます。 ジ ョ ブ ID 番号は指定したファイルに書き込まれます。 このオプシ ョ

ンについての詳細は、 『Quest NetVault CLI リファレンス ・ ガイ ド』 を参照

して ください。
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3 新しい設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［実行］ をクリ ックします。

ログ・デーモンの設定
このセクシ ョ ンには、 以下のトピックが含まれています。

• ログ ・ デーモンについて

• ディスク領域の警告しきい値の設定

• ログ ・ メ ッセージのパージ ・ ポリシーの変更

• ログ ・ デーモンの追加設定

ログ・デーモンについて
ログ ・ デーモン （nvlogdaemon） は、 NetVault サーバー上で実行されます。 このプロセスは、 NetVault サービ

スと一緒に開始されます。 

ログ ・ デーモンは、 さまざまな NetVault プロセスが生成したログ ・ メ ッセージを管理し、 これらのメ ッセージ

を NetVault データベースに書き込みます。 ログ ・ メ ッセージには、 問題の診断およびト ラブルシューティング

に使用できる情報が含まれています。 また、 ログ ・ デーモンは定期的にディスク領域の確認を実行し、 使用量が
「警告」 または 「重大」 のしきい値に到達した場合にアラート ・ メ ッセージを出します。 これらのチェ ックは、
NetVault ホーム、 Database、 Logs、 および Reports ディレク ト リに適用されます。

ログ ・ デーモンの設定を変更するには、 ［設定変更］ ページを使用します。

ディスク領域の警告しきい値の設定
ログ ・ デーモンは定期的にディスク領域の確認を実行し、 使用量が 「警告」 または 「重大」 のしきい値に到達し
た場合にアラート ・ メ ッセージを出します。 これらのチェ ックは、 NetVault ホーム、 Database、 Logs、 および

Reports ディレク ト リに実行されます。 警告しきい値と重大しきい値は、 それぞれ合計ディスク領域の 85 パー

セン ト と 95 パーセン トに設定されています。 ディスク領域確認イベン トのデフォルトの周期は 「1」 時間です。

ログ ・ デーモンの設定を使用して、 ディスク空き容量チェ ックのアラート しきい値およびデフォルト間隔を変更
できます。

デフォルトのアラート しきい値設定を変更するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ をクリ ックします。

VMware プラグイン ・ ジ ョ

ブを他の VMware バック

アップ ・ プロキシに配布す
る

Plug-in for VMware で実行されているバックアップ ・ ジ ョ ブを他の

VMware バックアップ ・ プロキシに配布するには、 このチェ ック ・ ボック

スを選択します。

デフォルトでは、 このチェ ック ・ ボックスは選択解除されています。

VMware バックアップ ・ プ

ロキシのジ ョブしきい値

しきい値をデフォルトの 2 から変更する場合は、 VMware バックアップ ・

プロキシ設定のジ ョブしきい値に適用可能な数値を入力します。

この値は、 負荷分散に応じて次のジ ョブが同じプロキシまたは別のプロキ
シに配布される前に同じ VMware プロキシで実行可能な VMware プロキ

シ ・ ジ ョ ブの数を示します。

メモ ： 警告しきい値と重大しきい値に対する変更を適用するには、 NetVault サービスを再起動する必要が

あります。

表124. ジョブ・マネージャの設定

設定 説明
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2 ［NetVault サーバ設定］ ページの ［サービス］ で、 ［ログデーモン］ をクリ ックします。 ［ログ ・ デーモ

ン］ ダイアログ ・ ボックスで、 以下の設定を行います。

3 新しい設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［実行］ をクリ ックします。

ログ・メッセージのパージ・ポリシーの変更
30 日より前のログ ・ メ ッセージは自動的にデータベースからパージされます。 ログ ・ デーモンの設定を使用し

て、 ログ ・ メ ッセージの最大寿命を変更できます。 

ログのパージ ・ ポリシーを変更するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ をクリ ックします。

2 ［NetVault サーバ設定］ ページの ［サービス］ で、 ［ログデーモン］ をクリ ックします。 ［ログ ・ デーモ

ン］ ダイアログ ・ ボックスで、 以下の設定を行います。

表125. ディスク領域のアラートしきい値設定

設定 説明

ディスク ・ スペース警告開
始点

警告のしきい値を入力または選択します。 デフォルト値は、 合計ディス
ク ・ スペースの 85 パーセン トです。

ディスク領域使用率が警告しきい値に到達または超過すると、 次のイベン
トが発生します。

• ログ ・ デーモンがエラーを報告します。 
• オーディ タ ・ デーモンが、 メ ッセージをログに記録します。

• NetVault は、 Home Drive Becoming Full （ホーム ・ ド ライブが満

杯間近） イベン ト を生成します。

このイベント発生時における通知の受信については、一般通知を
ユーザー設定することができます。詳細は、「一般通知方法の使用」
を参照してください。

ディスク領域の重大しきい
値

重大のしきい値を入力または選択します。 デフォルト値は、 合計ディス
ク ・ スペースの 95 パーセン トです。

ディスク領域使用率が重大しきい値に到達または超過すると、 次のイベン
トが発生します。

• NetVault から、 Windows のイベン ト ・ ビューアおよび Linux/UNIX
の syslog に、 エラー ・ メ ッセージが送信されます。

• ログ ・ デーモンがエラーを報告します。

メモ ： NetVault サービス開始時に使用可能なディスク空き容量が極めて少

ない場合、 エラーはイベン ト ・ ビューアまたは syslog ユーティ リテ ィのみ

によって記録されます。 
• NetVault サービスが自動的にシャッ トダウンし、 サービス ・ ステー

タスは ［ディスクの空き容量不足により停止］ に設定されます。

サービスは、ディスク使用量パーセントが設定されている重大しき
い値レベルを下回る場合にのみ再開できます。

ディスク使用済み領域の確
認周期

各ディスク領域確認イベン ト間の間隔を入力または選択します。 時間数で
指定します。 デフォルト値は、 1 時間です。 
ディスク領域の確認を無効にするには、 この値を 0 に設定します。

メモ ： ログ ・ デーモンは、 NetVault サービスが再起動されると、 この設定

に関係な くディスク領域の確認を実行します。

メモ ： また、 ［ログ参照］ ページの ［ログの削除］ を使用して、 ログ ・ メ ッセージを手動で削除することも
できます。 詳細は、 「ログ ・ メ ッセージの手動パージ」 を参照して ください。
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3 新しい設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［実行］ をクリ ックします。

ログ・デーモンの追加設定

ログ ・ デーモンの追加設定を行うには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ をクリ ックします。

2 ［NetVault サーバ設定］ ページの ［サービス］ で、 ［ログデーモン］ をクリ ックします。 ［ログ ・ デーモ

ン］ ダイアログ ・ ボックスで、 以下の設定を行います。

表126. ログの自動パージ設定

設定 説明

自動パージ方法 デフォルトで ［自動パージ方法］ は、 ［ログ経過時間の超過］ に設定されて
います。 この設定を使用して、 指定した日数が経過したログを削除します。

ログ ・ ファイルの自動パージを無効にするには、 ［自動パージ方法］ を ［な
し］ に設定します。

メモ ： ログ ・ メ ッセージは、 ディスク領域のかなりの容量を消費する可能
性があります。 そのため、 ログ ・ メ ッセージを定期的に削除することが必
要不可欠です。 自動パージが無効な場合は、 ［ログ参照］ ページで利用でき
る ［パージ］ 方法を使用して、 定期的に手動でログ ・ メ ッセージを削除し
ます。

自動パージ対象となるログ
出力経過日数 

［自動パージ方法］ を ［ログ経過時間の超過］ に設定した場合は、 この設定
を使ってログの最大寿命を設定します。 ログ保存期間は、 日単位で入力し
ます。 デフォルト値は、 30 日間です。

自動パージ実行間隔 デフォルトの自動パージ ・ イベン トの間隔は 3 時間です。 間隔を変更する

には、 新たな値を入力または選択します。 パージ間隔は時間数で指定しま
す。

表127. ログ・デーモンの追加設定

設定 説明

メ ッセージ返答間隔 この設定によって、 ログ ・ デーモンがすべてのログ ・ メ ッセージを送信し
て進行状況ダイアログ ・ ボックスが表示されるまでの NetVault WebUI の待

ち時間が決まります。 このダイアログ ・ ボックスには、 ログの総数と読み
取り済みログの数が表示されます。 返答が遅れている場合は、 進行状況ダ
イアログ ・ ボックスの ［キャンセル］ をクリ ックして処理をキャンセルす
ることができます。

ログ ・ デーモンのデフォルトの応答時間は 256 ミ リ秒です。 デフォルトの

設定を変更するには、 新たな値を入力または選択します。 最小値は 100 ミ

リ秒です。

指定した間隔内に NetVault WebUI がすべてのログを受信した場合、 進行状

況ダイアログ ・ ボックスは表示されません （たとえば、 ログ ・ メ ッセージ
が数件しかない場合、 ダイアログ ・ ボックスは表示されません）。

送出メ ッセージバンドルサ
イズ

パフォーマンスを向上させるため、 ログ･デーモンはメ ッセージをバンドル
で送信します。 デフォルト設定では 「64」 メ ッセージごとに 1 つのバンド

ルにされます。 各バンドルを構成するメ ッセージ数を変更するには、 ［送出
メ ッセージバンドルサイズ］ で変更後のバンドル ・サイズを入力または選
択します。
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3 新しい設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［実行］ をクリ ックします。

メディア・マネージャの設定
このセクシ ョ ンには、 以下のトピックが含まれています。

• メディア ・ マネージャについて

• メディア ・ マネージャの一般設定

• 依存関係にあるバックアップのリ タイア ・ルールの設定

• テープ ・ デバイスのメディア ・ マネージャの設定

• バックアップ ・ インデックスのメディア ・ マネージャの設定

• RAS デバイスのメディア ・ マネージャの設定

• Foreign RAS デバイスの転送更新の設定

• NetVault SmartDisk 用のデータ転送のストール ・ タイムアウト期間の設定

• メディア要求の重み付けの設定

• バックアップ ・ リ タイア ・ スキャンのデフォルト間隔の設定

• Quest DR Series システムの代替インデックス読み取りブロック ・ サイズの設定

進捗情報更新の最短間隔 デフォルトで、 進行状況ダイアログ ・ ボックスは、 「256」 ミ リ秒間隔で更

新されます。 更新間隔を変更するには、 その間隔を入力または選択します。

システム ・ ログに送る最低
警告レベル

NetVault は、 デフォルトで、 警告コード 64 以上のログ ・ メ ッセージを OS
に送信します。 これらのメ ッセージは、 イベン ト ・ ビューア （Windows）
または syslog （Linux および UNIX） で確認できます。 
NetVault が OS に送信するメ ッセージの重要度レベルを変更するには、 ［シ

ステム ・ ログに送る最低警告レベル］ ボックスで警告レベル ・ コードを指
定します。 次に、 メ ッセージの警告コード とそれに対応する重大度レベル
の一覧を示します。

• 112 ： 重大なエラー

• 96: 深刻なエラーとエラー

• 80 ： 深刻なエラー、 エラー、 および警告

• 64: 深刻なエラー、 エラー、 警告、 およびスタートアップ ・ メ ッ

セージ

• 48 ： 深刻なエラー、 エラー、 警告、 スタートアップ ・ メ ッセージ、

およびジ ョブ情報

• 32 ： 深刻なエラー、 エラー、 警告、 スタートアップ ・ メ ッセージ、

ジ ョ ブ情報、 および情報メ ッセージ

• 16: 深刻なエラー、 エラー、 警告、 スタートアップ ・ メ ッセージ、

ジ ョ ブ情報、 情報メ ッセージ、 およびバックグラウンド ・
メ ッセージ

• 0: すべてのメ ッセージ

表127. ログ・デーモンの追加設定

設定 説明
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メディア・マネージャについて
メディア ・ マネージャ ・ プロセス （nvmedmgr） は、 NetVault サーバー上で実行されます。 

このプロセスは、 メディアの内容やオンライン ・バックアップ ・ セーブセッ トについての情報を含む Media
データベースを管理します。 また、 メディア ・ マネージャは、 デバイス設定の詳細情報を格納、 管理します。
バックアップ ・ デバイスの管理は、 デバイス ・ マネージャ ・ プロセスを介して行われます。 メディア ・ マネー
ジャは、 メディアをロードおよびアンロードするよう上位レベルの命令を出し、 デバイス ・ マネージャ ・ プロセ
スがそれらの命令を実行します。 メディア ・ マネージャは、 ジ ョ ブ ・ マネージャによって開始されたメディア要
求に基づいて、 ジ ョ ブで使用するデバイスと メディアの選択を制御します。

メディア ・ マネージャの設定を変更するには、 ［設定変更］ ページを使用します。

メディア・マネージャの一般設定

メディア ・ マネージャの一般設定を行うには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ をクリ ックします。

2 ［NetVault サーバ設定］ ページの ［サービス］ で、 ［メディアマネージャ］ をクリ ックします。 ［メディ

ア ・ マネージャ］ ダイアログ ・ ボックスの ［一般設定］ で、 以下の設定を行います。

メモ ： メディア ・ マネージャ設定への変更を適用するには、 NetVault サービスを再起動する必要があります。

表128. メディア・マネージャの一般設定

設定 説明

インポート されたバック
アップ ・ データの保存期間

この設定は、 バックアップ ・ メディアをスキャンして、 NetVault Database
にインポート されるバックアップの保存期間を指定します。 この設定は、
NetVault Database で利用できないバックアップにのみ適用されます。

バックアップをインポートすると、 そのデータは一時的に 7 日間 NetVault 
Database に保管されます。 デフォルトの設定を変更するには、 新たな値を

入力または選択します。 保存期間は日数で指定します。 
スキャンの時点でインポート されたバックアップの保存期間を設定してグ
ローバル設定を上書きできます。 詳細は、 「ディスク ・ ベースのスト レー
ジ ・ デバイスのスキャン」 および 「テープ ・ メディアのスキャン」 を参照
して ください。

この設定は、 リ タイア期間または世代数に達していないバックアップには
影響しません。 このようなバックアップの場合、 バックアップの保存期間
の設定によってリタイア時間が決まります。

バーコードをラベルとして
使用する

ターゲッ ト ・ セッ トで ［自動的にブランク ・ メディアにラベルする］ オプ
シ ョ ンを設定することにより、 NetVault を設定してバックアップ中に自動

的にブランク ・ メディアにラベルすることができます。

デフォルトで、 NetVault はシステムが生成した文字列を、 ブランク ・ メディ

ア ・ アイテムにメディア ・ ラベルとして割り当てます。 この文字列は
NetVault サーバー名、 現在の日付、 およびシード番号で構成されます。 メ

ディア ・バーコードをバックアップ時にブランク ・ メディアのデフォルト ・
ラベルとして割り当てる場合は、 このチェ ック ・ ボックスを選択します。

継続リストア要求優先度 継続リストア要求は、 アクテ ィブなリストア ・ ジ ョ ブが完了するために追
加のメディアが必要な場合に発生します。 
デフォルトでは、 この要求には優先度レベル 5 が割り当てられ、 現在のジョ

ブが他のメディア要求によって中断されることな く完了できるようにしてい
ます。 デフォルト設定を変更するには、 1 ～ 100 の値を入力または選択しま

す。 「1」 は最高優先度を、 「100」 は最低優先度を表しています。 優先度レベ

ル 0 のジョブは、 バックグラウンド ・ タスクとして実行されます。



Quest NetVault 13.1.2 アドミニストレーターズ・ガイド

NetVaultのデフォルトの設定
375

継続バックアップ要求優先
度

継続バックアップ要求は、 アクテ ィブなバックアップ ・ ジ ョ ブが完了する
ために追加のメディアが必要な場合に発生します。 
デフォルトでは、 この要求には優先度レベル 5 が割り当てられ、 現在のジョ

ブが他のメディア要求によって中断されることな く完了できるようにしてい
ます。 デフォルト設定を変更するには、 1 ～ 100 の値を入力または選択しま

す。 「1」 は最高優先度を、 「100」 は最低優先度を表しています。 優先度レベ

ル 0 のジョブは、 バックグラウンド ・ タスクとして実行されます。

ラベル要求優先度 NetVault は、 バルク ・ メディア ・ ラベリング要求に、 優先度レベル 「10」
を割り当てます。 デフォルトの優先度設定を変更するには、 1 ～ 100 の値

を入力または選択します。 「1」 は最高優先度を、 「100」 は最低優先度を表

しています。 優先度レベル 「0」 のジ ョ ブは、 バックグラウンド ・ タスクと

して実行されます。

ブランク要求優先度 NetVault は、 バルク ・ メディア ・ ブランク処理要求に、 優先度レベル

「10」 を割り当てます。 デフォルト設定を変更するには、 1 ～ 100 の値を

入力または選択します。 「1」 は最高優先度を、 「100」 は最低優先度を表し

ています。 優先度レベル 0 のジョブは、 バックグラウンド ・ タスクと して

実行されます。

一括ラベル設定コールバッ
ク ・ タイムアウト

バルク ・ メディア ・ ラベリングのコールバック ・ タイムアウトにより、 こ
れらの要求を終了するまでに NetVault がユーザー入力を待つ時間を制御し

ます。 
デフォルトでは、 NetVault はユーザー確認を 120 秒間待機します。 指定間

隔内に確認を受信しなかった場合、 要求は処理されません。 デフォルトの
設定を変更するには、 新たな値を入力または選択します。 このタイムアウ
ト値は、 秒単位で指定します。 

一括ブランキング ・ コール
バック ・ タイムアウト

バルク ・ メディア ・ ブランキングのコールバック ・ タイムアウトにより、
これらの要求を終了するまでに NetVault がユーザー入力を待つ時間を制御

します。 
デフォルトでは、 NetVault はユーザー確認を 120 秒間待機します。 指定間

隔内に確認を受信しなかった場合、 要求は処理されません。 デフォルトの
設定を変更するには、 新たな値を入力または選択します。 このタイムアウ
ト値は、 秒単位で指定します。

オンライン容量の最小レ
ポート間隔

この設定は、 NetVault WebUI 上でオンライン ・ メディアのステータスを更

新する頻度を決定します。 デフォルト値は 10 分です。 
デフォルトの設定を変更するには、 新たな値を入力または選択します。 更
新間隔は分単位で設定します。

有効期限切れの書き込み禁
止メディアを書き込み可能
にする

このオプシ ョ ンにより、 リ タイアした読み取り専用メディアが自動的に再
使用されないようにします。

このチェ ック ・ ボックスを選択すると、 メディア ・ アイテムの読み取り専
用タグは、 そのメディア ・ アイテムに保存されている最後のセーブセッ ト
が期限切れになった時点で自動的に削除され、 そのメディア ・ アイテムを
再使用できるようになります。 
このチェ ック ・ ボックスを選択する前に存在していた読み取り専用の期限
切れ （すべてのセーブセッ トの期限が切れた） メディアは、 このチェ ッ
ク ・ ボックスの選択後には、 NetVault で次のセーブセッ トの期限が切れる

と、 書き込み可能になります。

表128. メディア・マネージャの一般設定

設定 説明
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3 新しい設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［実行］ をクリ ックします。

メディア要求診断の最大文
字数

［ジ ョ ブに対するメディア要求を診断］ ダイアログ ・ ボックスに表示される
文字数は、 NetVault ではデフォルトで最大 64,000 文字がサポート されま

す。 この設定を変更するには、 新たな値を入力または選択します。 最大文
字数は 「1,000」 文字単位で指定します。

表示文字数が少ないほど、 出力は高速になります。 ただし出力を短くする
と、 読み取れる情報に欠落が生じる危険性がある点に注意する必要があり
ます。 そのため、 このオプシ ョ ンについては、 デフォルト値を変更しない
ように注意する必要があります。

ソース ・ メディア要求に
ターゲッ ト ・ メディア要求
のタイムアウト を使用する

このオプシ ョ ンは、 ソース ・ メディア要求のタイムアウト間隔を設定する
ために使用します。 これは、 Plug-in for Consolidation、 Plug-in for Data 
Copy、 およびセカンダリ ・ コピー ・ ジ ョ ブに適用されます。

このチェ ック ・ ボックスを選択した場合、 ソース ・ メディアのタイムアウ
ト設定は、 ジ ョ ブに定義されているターゲッ ト ・ セッ トから自動的に取得
されます。 指定した間隔内に必要なメディアを使用できないと、 そのジ ョ
ブは中止されます。

メディア要求のキュー ・ ス
ロッ ト リング強制処理 

この設定により、 NetVault は、 非常に処理負荷が高いシステムでメディア

要求キューの連続処理に割り込むことができ、 他の処理も可能になります。
このオプシ ョ ンは、 2 つのメディア要求間の最低応答時間を決定します。

デフォルト値は、 5 秒間です。 この値は、 秒数で指定する必要があります。

メモ ： この設定を変更する場合は、 必ず Quest テクニカル ・サポートの指

示に基づいて行う必要があります。

重複セグメン ト検出のため
のテーブル ・ スキャン結果
表示間隔

メディア要求に対するサービス提供時に毎回テーブルをスキャンしないで
済むように、 メディア ・ マネージャはフェーズ 2 データ ・ コピーおよび複

製ジ ョブの実行時に、 セグメン ト ・ テーブル ・ スキャンの結果を保存しま
す。 この設定は、 NetVault がキャッシュされている結果を保持する時間を

示します。 
デフォルト値は、 10 秒間です。 10 ～ 1800 秒の任意の値に変更できます。 

同時にリ タイアする最大
セッシ ョ ン数

デフォルトでは、 メディア ・ マネージャは、 1 回の反復につき最大 250 個

のセッシ ョ ンを削除します。 デフォルトの設定を変更するには、 新たな値
を入力または選択します。

未使用メディア ・ グループ
の削除

このチェ ック ・ ボックスはデフォルトで選択されています。

バックアップ ・ ジ ョ ブのターゲッ ト ・ メディア ・ オプシ ョ ンを設定すると、
メディア ・ グループ ・ リス トにはメディア ・ アイテムを含むグループのみ
が表示されます。 メディア ・ マネージャは、 未使用のメディア ・ グループ
を自動的に削除します。

未使用のグループをメディア ・ グループ ・ リス トから削除した く ない場合
は、 このチェ ック ・ ボックスを選択解除します。

メディア ・ オンラインしき
い値 （秒）

NetVault メディア ・ マネージャがデータベース内のデバイス ・ ステータス

を更新する時間間隔 （秒単位） を選択できます。

値を入力または選択します。 デフォルト値は 0 秒です。 この設定の範囲は 
0 ～ 600 秒です。

この設定の値を低く した場合、 デバイス ・ ステータスは頻繁に更新され、
メディア ・ マネージャのオーバーヘッ ドが発生します。 接続されているメ
ディア ・ デバイスの数が少ない場合は、 小さい値を設定することをお勧め
します。

ただし、 より多くのメディア ・ デバイスを追加する場合は、 このパラメー
タに大きい値を入力します。 

メモ ： この値を増やすとデバイスのオンライン ・ ステータスの更新に遅延
が発生しますが、 パフォーマンスには影響しません。

表128. メディア・マネージャの一般設定

設定 説明
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依存関係にあるバックアップのリタイア・ルール
の設定
デフォルトでは、 バックアップ ・ シリーズからのバックアップのリ タイアはすべての依存関係にあるバックアッ
プがリ タイアする準備が整うまで延期されます。 バックアップは、 依存関係にある最後のバックアップがリ タイ
アされたときのみリ タイアされます。 ［破棄のタイ ミングの管理］ 設定を使用してこの動作を変更し、 リ タイ
ア ・ スケジュールに従って、 バックアップを強制削除できます。 

依存関係にあるバックアップのリ タイア ・ルールを設定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ をクリ ックします。

2 ［NetVault サーバ設定］ ページの ［サービス］ で、 ［メディアマネージャ］ をクリ ックします。 ［メディ

ア ・ マネージャ］ ダイアログ ・ ボックスの ［一般設定］ で、 以下の設定を行います。

▪ ［破棄のタイ ミングの管理］ ： 以下のルールを使用して、 依存関係にあるバックアップをリ タイア
できます。

▫ ［Force Always］ ： このルールを適用したとき、 リ タイア時間に達するとバックアップが削

除されます。 その結果、 最初のバックアップがリ タイアされると、 増分バックアップ ・ シ
リーズまたは差分バックアップ ・ シリーズのすべてのバックアップが、 リ タイアされます。
この動作を強制すると、 依存関係のある増分および差分バックアップが早期にリ タイアす
る場合があります。

▫ ［Keep Duplicates with Dependents］ ： このルールは、 複製バックアップのリ タイア動作

を指定します。 このルールを適用すると、 依存のある重複は、 依存関係にあるすべての
バックアップがリ タイア日に達した後にのみリタイアされます。 複製バックアップは、 リ
タイア ・ スケジュールに従って削除のマークが付けられますが、 依存関係にあるすべての
バックアップをリ タイアする準備が整うまで削除は延期されます。

▫ ［Allow Duplicates with Dependents to Retire］ ： このルールは、 複製バックアップのリ タ

イア動作を指定します。 このルールを適用すると、 依存のある重複は、 元のバックアップ
またはその他のコピーがこれらのバックアップで利用可能な場合のみ、 リ タイア日に達し
たときに削除されます。 元のバックアップまたはその他のコピーがない場合には、 複製
バックアップは削除対象としてマークされ、 依存関係にある最後のバックアップがリ タイ
アされたときに削除されます。

3 新しい設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［適用］ をクリ ックします。

テープ・デバイスのメディア・マネージャの設定

テープ ・ デバイスのメディア ・ マネージャを設定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ をクリ ックします。

2 ［NetVault サーバ設定］ ページの ［サービス］ で、 ［メディアマネージャ］ をクリ ックします。 ［メディ

ア ・ マネージャ］ ダイアログ ・ ボックスの ［一般設定］ で、 以下の設定を行います。

表129. メディア・マネージャが管理するデバイス設定

設定 説明

デバイス ・ ウィ ンドウでデ
バイス ・ アクテ ィ ビテ ィ を
記述しない

［デバイス ・ アクテ ィ ビテ ィ］ ページのステータスの更新を中止する場合、
このチェ ック ・ ボックスを選択します。 こ う した設定は、 複数のバック
アップ ・ デバイスを NetVault サーバーに追加している場合の負荷軽減に役

立ちます。

存在するが非アクテ ィブな
ド ライブは表示しない

［デバイス ・ アクテ ィ ビテ ィ］ ページでオフライン ・ デバイスを非表示にす
る場合、 このチェ ック ・ ボックスを選択します。
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3 新しい設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［実行］ をクリ ックします。

バックアップ・インデックスのメディア・マネー
ジャの設定

バックアップ ・ インデックスのメディア ・ マネージャを設定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ をクリ ックします。

メディア要求処理時に使用
できるド ライブおよびメ
ディアのみ確認する

メディア要求の受信時に、 使用可能なドライブと メディアのみをチェ ック
する場合、 このチェ ック ・ ボックスを選択します。 こ う した設定は、 大規
模なネッ トワーク環境にて自動チェ ックで生成されるネッ トワーク ・ ト ラ
フ ィ ッ クを軽減するのに役立ちます。 ただし、 同時に複数のジョブの実行
が試みられる場合は、 ジ ョブの開始に遅延が生じる可能性もあります。

メディア要求処理時に使用
できるド ライブのみ確認す
る

メディア要求の受信時に、 使用可能なドライブのみをチェ ックする場合、
このチェ ック ・ ボックスを選択します。

メディア要求処理時に使用
できるメディアのみ確認す
る

メディア要求の受信時に、 使用可能なメディアのみをチェ ックする場合、
このチェ ック ・ ボックスを選択します。 

［Prevent/Allow Media 
Remove］ コマンドをド ラ

イブに発行しない

メディア ・ マネージャは、 バックアップおよびリストアが行われる際にド
ライブでのテープ交換に関する PREVENT/ALLOW MEDIUM REMOVAL 
SCSI コマンドを発行します。 使用するライブラリ ・ ソフ トウェアが、

テープの取り出しや排出をライブラリ自身が処理を行い、 ド ライブへの明
示的なコマンド送信を必要としない場合は、 このチェ ック ・ ボックスを選
択することができます。 このチェ ック ・ ボックスが選択されている場合、
メディア ・ マネージャは、 デバイス操作時における PREVENT/ALLOW 
MEDIUM REMOVAL SCSI コマンドの送信をスキップするようになります。 

シリアル番号が変更された
場合、 デバイスを開かない

NetVault 用に最後に設定されてからシリアル番号が変更されたデバイスに

コマンドを発行しないようにするには、 このチェ ック ・ ボックスを選択し
ます。

使用できないデバイス再試
行間隔

NetVault が使用できないデバイスの検出を試みる間隔を入力または選択し

ます。 この再試行間隔は、 分単位で指定します。 デフォルト値は、 30 分間

です。

ジ ョ ブの実行中にライブラ
リの変更を許可する

使用中のライブラリ設定の変更をユーザーに許可する場合は、 このチェ ッ
ク ・ ボックスを選択します。

Unknown メディアをス

キャンしない

ライブラリにテープを追加して、 ドアを閉じると （またはライブラリを再
起動すると）、 NetVault はメディアのバーコードを読み込んでインベン ト リ

情報を取得します。 NetVault がメディアのバーコードを見つけられない場

合、 そのテープは ［UNKNOWN］ とマークされます。 NetVault は、 不明な

テープをそれぞれ、 バックアップとオンテープ ・ インデックスをスキャン
するためにドライブの 1 つにロード します。 大規模なシステムでは、 これ

により ド ライブ ・ リソースに対する負荷が増大する可能性があります。 不
明なテープをスキャンせずに 「UNKNOWN」 のまま放置する場合は、 この

チェ ック ・ ボックスを選択します。

この設定は、 NetVault サーバーに新たに追加されたすべてのライブラリに

適用されます。 既存のライブラリの設定は変更されません。 この設定を既
存のライブラリに適用するには、 いったんライブラリを削除した後に、 再
度追加する必要があります。 

表129. メディア・マネージャが管理するデバイス設定

設定 説明
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2 ［NetVault サーバ設定］ ページの ［サービス］ で、 ［メディアマネージャ］ をクリ ックします。 ［メディ

ア ・ マネージャ］ ダイアログ ・ ボックスの ［一般設定］ で、 以下の設定を行います。

表130. インデックス関連の設定

設定 説明

インデックス圧縮前の非ア
クティブ日数

オンライン ・ インデックスは、 30 日間非アクティブ状態になった場合、 自

動的に圧縮されます。 インデックス圧縮までのデフォルトの非アクテ ィブ
期間を変更するには、 新たな値を入力または選択します。 
オンライン ・ インデックスの自動圧縮を無効にするには、 このオプシ ョ ン
に 「0」 を設定します。 

圧縮対象インデックスのス
キャン間隔時間

この設定には、 メディア ・ マネージャが圧縮できるバックアップ ・ イン
デックスを識別するために、 メディア ・ データベースをスキャンする間隔
を指定します。 デフォルト値は、 12 時間です。 デフォルトの間隔を変更す

るには、 新たな値を入力または選択します。 
インデックス圧縮のためのメディア ・ マネージャのスキャンを無効にする
には、 このオプシ ョ ンに 「0」 を設定します。

一括圧縮 / 圧縮解除 / オフ

ライン化する最大インデッ
クス数

この設定により、 同時に圧縮、 解凍、 またはオフラインにすることができ
るバックアップ ・ インデックスの最大数を指定します。 デフォルト値は、
200 インデックスです。 デフォルトの設定を変更するには、 新たな値を入

力または選択します。

圧縮インデックス解凍に必
要な最小スペース

圧縮されたバックアップ ・ インデックスは、 対応するセーブセッ トの参照ま
たはリストア時に自動的に解凍されます。 デフォルトで、 インデックス解凍
用の最小スペースは、 500 MB に設定されています。 このスペースは、

NetVault データベースが存在するパーティションまたはドライブで予約され

ています。 インデックス解凍の最小スペースを変更するには、 新たな値を入
力または選択します。 このサイズ要件は、 メガバイ ト単位で指定します。

次の場合、 解凍要求は失敗します。

• ターゲッ ト ・ ド ライブあるいはパーティシ ョ ンにて使用可能な領域
が、 必要な最低サイズより小さい場合。

• インデックス解凍後に指定サイズの領域が、 ターゲッ ト ・ ド ライブ
あるいはパーティシ ョ ンに残されていない場合。 
NetVaultデータベースは解凍要求を受け取ると、インデックス・

ヘッダーを読み取ることで解凍後のファイル・サイズを特定しま
す。解凍後にターゲット・ドライブの空きディスク容量が指定され
ている量よりも小さい場合、要求は完了しません。 

回答要求が失敗すると、 エラー ・ メ ッセージが表示されます。 要求が手動
で発行された場合、 ［リス トア ・ ジ ョ ブ作成］ ページにメ ッセージが表示さ
れます。 インデックス解凍が自動的に行われる場合、 このメ ッセージは
［ログ参照］ ページに表示されます。

インデックス ・ オフライン
前の非アクテ ィブ日数

指定した非アクテ ィブ期間の経過後にオンライン ・ インデックスを自動削
除するには、 値を入力または選択します。 非アクテ ィブ期間は日数で指定
します。 デフォルト値は 0 で、 オンライン ・ インデックスは自動的に削除

されません。

オフライン対象インデック
スのスキャン間隔時間

この設定には、 メディア ・ マネージャがオフラインにできるバックアッ
プ ・ インデックスを識別するために、 メディア ・ データベースをスキャン
する間隔を指定します。 デフォルトの間隔は 「24」 時間です。 デフォルト

の間隔を変更するには、 新たな値を入力または選択します。 
オンライン ・ インデックス削除のためのメディア ・ マネージャのスキャン
を無効にするには、 このオプシ ョ ンに 「0」 を設定します。
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3 新しい設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［実行］ をクリ ックします。

RASデバイスのメディア・マネージャの設定

RAS デバイスのメディア ・ マネージャを設定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ をクリ ックします。

2 ［NetVault サーバ設定］ ページの ［サービス］ で、 ［メディアマネージャ］ をクリ ックします。 ［メディ

ア ・ マネージャ］ ダイアログ ・ ボックスの ［一般設定］ で、 以下の設定を行います。

3 新しい設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［実行］ をクリ ックします。

オフラインからロード した
場合のインデックスの寿命

nvrestore CLI ユーティ リテ ィは、 リス トア ・ ジ ョ ブに必要な場合、 自動

的にオフライン ・ インデックスをインポート します。 
この設定により、 NetVault データベース内に nvrestore ユーティ リテ ィが

インポート したインデックスを保持する時間を指定します。 デフォルト値
は、 1 日間です。 デフォルトの設定を変更するには、 インデックスを保持

する日数を入力または選択します。 この値は、 日数で指定する必要があり
ます。

表131. RASデバイスのメディア・マネージャの設定

設定 説明

タイムアウト期間経過後の
オフライン RAS デバイス

RAS デバイスが応答していないと判断するときのタイムアウト値。 デフォ

ルト値は、 7200 秒間です。 デフォルトの設定を変更するには、 新たな値を

入力または選択します。 タイムアウト期間が経過すると、 NetVault はデバ

イス ・ ステータスをオフラインに設定します。

RAS デバイスをオンライ

ンにする場合の試行 （再試
行） 回数

NetVault が、 オンラインに戻そう と してオフラインの RAS デバイスへの接

続を試みるときの回数。 デフォルト値は、 3 です。 この値を 0 に設定する

と、 デバイスをオンラインに戻す試みは行われません。

タイムアウト期間経過後の
オンライン RAS デバイ

ス ・バッチのキャンセル

NetVault が、 RAS デバイスをオンラインに戻すためのメディア ・ マネー

ジャのバッチ処理をキャンセルするまでに、 その RAS デバイスからの応答

を待つ時間。 デフォルト値は、 300 秒間です。

RAS デバイスの転送開始

バッチのタイムアウト時間

RAS デバイスがデータ転送を開始するまでの NetVault 側の待ち時間。 デ

フォルト値は、 30 秒間です。 10 ～ 300 秒の任意の値に変更できます。

RAS セグメン トの削除

バッチのタイムアウト時間

この設定により、 ディスク ・ ベース ・ ス ト レージ ・ デバイスからバック
アップのセグメン トおよびインデックスを削除するバッチ要求についてタ
イムアウト間隔を指定します。 デフォルト値は、 300 秒間です。 この間隔

内にタスク完了の応答を受信しなかった場合、 メディア ・ マネージャは現
在の要求をキャンセルし、 新しい要求を送信します。

大きなセーブセッ ト を削除すると、 タイムアウト期間が経過する前に要求
を完了できるように、 タイムアウト間隔を長くすることができます。 タイ
ムアウト間隔は、 300 ～ 3600 秒を指定できます。

1 回のバッチで削除できる

最大 RAS セグメン ト数 
デフォルトでは、 メディア ・ マネージャは、 1 回の反復につき最大 500 個

の RAS セグメン ト を削除します。 この設定の値は、 100 ～ 100000 を指定

できます。 

1 回のバッチで削除できる

最大 RAS インデックス数 
デフォルトでは、 メディア ・ マネージャは、 1 回の反復につき最大 500 個

の RAS セグメン ト を削除します。 この設定の値は、 100 ～ 100000 を指定

できます。

表130. インデックス関連の設定

設定 説明
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Foreign RASデバイスの転送更新の設定
NetVault では、 stats.stnz ファイルに Data Domain システムのデータ転送統計情報を出力します。 このファイル

は nvstatsmngr プロセスによって使用されるため、 定期的に更新されるようにしてお く必要があります。 ただ

し、 あまり頻繁に更新すると、 システムのパフォーマンスが大幅に低下する可能性があります。 

デフォルトでは、 NetVault は 5 秒ごと、 または 10 ブロックのデータが転送されるたびに stats.stnz ファイルを

更新します。 このデフォルト設定は、 ［設定変更］ ページで変更できます。 

Data Domain システムの転送更新を設定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ をクリ ックします。

2 ［NetVault サーバ設定］ ページの ［サービス］ で、 ［メディアマネージャ］ をクリ ックします。 ［メディ

ア ・ マネージャ］ ダイアログ ・ ボックスの ［Foreign RAS デバイス設定］ で、 以下の設定を行います。

▪ ［転送更新頻度 （ブロック）］ ： デフォルトでは、 NetVault は 10 ブロックのデータが転送されるた

びに stats.stnz ファイルを更新します。 デフォルトの設定を変更するには、 新たな値を入力また

は選択します。

▪ ［転送更新頻度 （秒）］ ： デフォルトでは、 NetVault は 5 秒ごとに stats.stnz ファイルを更新しま

す。 デフォルトの間隔を変更するには、 新たな値を入力または選択します。 この間隔は、 秒数で
指定します。

3 新しい設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［実行］ をクリ ックします。

NetVault SmartDisk用のデータ転送のストール・タ

イムアウト期間の設定

NetVault SmartDisk 用のデータ転送のストール ・ タイムアウト期間を設定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ をクリ ックします。

2 ［NetVault サーバ設定］ ページの ［サービス］ で、 ［メディアマネージャ］ をクリ ックします。 ［メディ

ア ・ マネージャ］ ダイアログ ・ ボックスの ［DAV RAS デバイス設定］ で、 以下の設定を行います。

▪ ［データ転送のストール ・ タイムアウト］ ： この設定により、 NetVault が NetVault SmartDisk か

ら 「stream end」 応答を受け取るまでに待機する時間を指定します。 この時間が経過しても応答

を受け取らない場合は、 ストールが報告されます。 デフォルト値は、 1800 秒間です。 デフォルト

の設定を変更するには、 新たな値を入力または選択します。 ス トールのタイムアウト間隔は、 秒
単位で指定します。

3 新しい設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［実行］ をクリ ックします。

メディア要求の重み付けの設定
メディア ・ マネージャ ・ プロセスは、 バックアップまたはリストア ・ ジ ョ ブのメディア要求割り当て時に、 メ
ディア要求の重み付けを使用します。

バックアップ ・ デバイスの相対優先度を変更するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ をクリ ックします。

重要： これらの設定を変更する場合は、必ずQuestテクニカル・サポートの指示に基づいて行う必要があ

ります。
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2 ［NetVault サーバ設定］ ページの ［サービス］ で、 ［メディアマネージャ］ をクリ ックします。 ［メディ

ア ・ マネージャ］ ダイアログ ・ ボックスの ［メディア要求の重み付け］ で、 以下の設定を行います。

デフォルトで、 メディア ・ マネージャはローカル ・ デバイスを優先します。 ジ ョ ブで他のいずれかの適
切なデバイスを使用するには、 そのデバイスのメディア要求に高い値の重み付けを設定することができ
ます。 たとえば、 ジ ョ ブの検証フェーズでバックアップに使用されたのと同じ NDMP デバイスを使用す

るようにするために、 ［ロード済みメディアの重み付け］ オプシ ョ ンにより大きな値を設定することがで
きます。 デフォルトのメディア要求重み付けを使用すると、 メディア ・ マネージャは、 必要なメディア
が NDMP デバイスにロード される場合でも、 ローカル ・ デバイスを優先します。

3 新しい設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［実行］ をクリ ックします。

バックアップ・リタイア・スキャンのデフォルト
間隔の設定
時間ベースのリタイアでは、 時間コンポーネン ト （HH:MM） は実際のリ タイア時間を表してはいません。 この

コンポーネン トは、 バックアップのリ タイア期限のみを表しています。 実際のリ タイア時間は、 メディア ・ マ
ネージャがメディア ・ データベースをスキャンして、 リ タイアする必要があるバックアップを特定するまでの間
隔により決まります。 デフォルトのスキャン間隔は 60 分です。 そのため、 リ タイア時間が 10:20 に設定されて

いる場合、 実際のリタイア時間は 11:00 となります。 

バックアップ ・ リ タイア ・ スキャンのデフォルト間隔は、 mediamgr.cfg ファイルで変更できます。

バックアップ ・ リ タイア ・ スキャンのデフォルト間隔を設定するには ：

1 mediamgr.cfg ファイルをテキスト ・ エディ タで開きます。 このファイルは、 NetVault インストール ・

ディ レク ト リの下にある config ディレク ト リにあります。 

2 以下の行を追加します。

[Defaults:Retirement Check Granularity in Mins]

Value = <Minutes>

表132. メディア要求重み付けの設定

設定 説明

ローカル ・ デバイスの重み
付け

デフォルトで、 ローカル ・ デバイスのメディア要求重み付けは 「32」 に設

定されています。 この設定を変更するには、 新たな値を入力または選択し
ます。 2 ～ 32 の範囲の任意の値を設定することができます。

RAS デバイスの重み付け デフォルトで、 RAS デバイスのメディア要求重み付けは 「16」 に設定され

ています。 この設定を変更するには、 新たな値を入力または選択します。 2
～ 32 の範囲の任意の値を設定することができます。

非 NDMP デバイスの重み

付け

デフォルトで、 非 NDMP デバイスのメディア要求重み付けは 「8」 に設定

されています。 デフォルトの設定を変更するには、 新たな値を入力または
選択します。 2 ～ 32 の範囲の任意の値を設定することができます。

ロード済みメディアの重み
付け

デフォルトで、 メディアがロード されたデバイスのメディア要求重み付け
は 「4」 に設定されています。 デフォルトの設定を変更するには、 新たな値

を入力または選択します。 2 ～ 32 の範囲の任意の値を設定することができ

ます。

ロード済み空メディアの重
み付け

デフォルトで、 空メディアがロード されたデバイスのメディア要求重み付
けは 「2」 に設定されています。 デフォルトの設定を変更するには、 新たな

値を入力または選択します。 2 ～ 32 の範囲の任意の値を設定することがで

きます。
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デフォルトでは、 mediamgr.cfg ファイルに [Defaults:Retirement Check Granularity in Mins] セクシ ョ ン

は含まれていません。 デフォルトの間隔を変更するには、 このセクシ ョ ンを追加して間隔を指定する必
要があります。 セクシ ョ ンを追加しない場合は、 デフォルトの間隔 （60 分） が使用されます。

たとえば、 スキャン間隔を 30 分に設定するには、 以下の行を追加します。

[Defaults:Retirement Check Granularity in Mins]

Value = 30

3 ファイルを保存します。

Quest DR Seriesシステムの代替インデックス読み

取りブロック・サイズの設定
Quest DR Series システムに保管されているバックアップが標準外のブロック ・ サイズを使用してバックアップ

されたものである場合、 スキャン ・ プロセスは、 デバイスからそのバックアップのインデックスを読み取れませ
ん。 このようなバックアップのインデックスをインポートするには、 mediamgr.cfg ファイルに代わりのイン

デックス読み取りブロック ・ サイズを設定します。 

代替ブロック ・ サイズは、 現在のブロック ・ サイズを使用したインデックス ・ スキャンに失敗した場合にのみ使
用されます。 代替ブロック ・ サイズが使用されると、 次のメ ッセージが NetVault ログに追加されます。

「Scanned index for job '<job name>' found using alternate block size <xx>, after a failed scan using original 
request block size <yy>.」

Quest DR Series システムの代替インデックス読み取りブロック ・ サイズを設定するには ：

1 テキスト ・ エディ タで mediamgr.cfg ファイルを開きます。 このファイルは、 NetVault インストール ・

ディ レク ト リの下にある config ディレク ト リにあります。

2 このファイルに以下の行を追加します。

[Defaults:Alternate Index Read Block Size]

Type = Range

Range = 500,2147483647

Value = <Original non-standard block size>

3 ファイルを保存します。

ネットワーク・マネージャの設定
このセクシ ョ ンには、 以下のトピックが含まれています。

• ネッ トワーク ・ マネージャについて

• ネッ トワーク ・ マネージャのタイムアウト設定

• 使用可否確認ブロードキャストの有効化または無効化

• 複数のネッ トワーク ・ アドレスを使用するマシンのネッ トワーク ・ アドレス設定

• 起動遅延の低減方法

• ネッ トワーク ・ マネージャのデフォルト ・ ポートの設定

• コ ミ ュニケーシ ョ ン ・ マネージャのデフォルト ・ ポートの設定

メモ ： この値を 0 に設定すると、 セーブセッ トは、 詳細設定セッ トまたは ［有効期限の変更］ ダイ

アログ ・ ボックスで指定した時間に基づいてリ タイアされます。
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ネットワーク・マネージャについて
ネッ トワーク ・ マネージャ （nvnmgr） およびコ ミ ュニケーシ ョ ン ・ マネージャ （nvcmgr） は、 プロセス間

メ ッセージング ・ システムをサポート しています。 どちらも、 Linux および UNIX システムではプロセスとして

動作しますが、 Windows では nvpmgr プロセス内部のスレッ ド と して動作します。 

これらのプロセスは、 次の機能を実行します。

• ネッ トワーク ・ マネージャとコ ミ ュニケーシ ョ ン ・ マネージャは相互に協力して、 リモート ・ クライア
ン トに対するプロセス間メ ッセージの転送を行います。 このうちコ ミ ュニケーシ ョ ン ・ マネージャは
ローカル ・ マシン上の NetVault プロセス間の通信を処理し、 ネッ トワーク ・ マネージャはリモート ・ ク

ライアン トに向けたプロセス間メ ッセージの転送を処理します。

• ネッ トワーク ・ マネージャは、 NetVault クライアン トのステータス確認の一環として、 使用可否確認

メ ッセージのブロードキャスト を行います。

ネッ トワーク ・ マネージャの設定を変更するには、 ［設定変更］ ページを使用します。

ネットワーク・マネージャのタイムアウト設定

ネッ トワーク ・ マネージャのタイムアウト を設定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ をクリ ックします。

2 ［NetVault サーバ設定］ ページで、 次のいずれかの操作を実行します。

▪ NetVault サーバのデフォルト設定を行うには、 手順 3 に進みます。 

▪ NetVault クライアン トのデフォルト設定を行うには、 ［クライアン ト］ をクリ ックします。

［NetVault クライアン ト］ の表からクライアン ト を選択して、 ［次へ］ をクリ ックします。 

3 ［サービス］ で、 ［ネッ トワーク ・ マネージャ］ をクリ ックします。 

4 ［ネッ トワーク ・ マネージャ］ ダイアログ ・ ボックスの ［タイムアウト］ で、 以下の設定を行います。

メモ ： ネッ トワーク ・ マネージャ設定への変更を適用するには、 NetVault サービスを再起動する必要があ

ります。

表133. ネットワーク・マネージャのタイムアウト設定

設定 説明

リモート接続完了時間 NetVault サーバーがリモート ・ クライアン ト との接続を試みる時間を指定

します。 
デフォルト設定は 「300」 秒間です。 タイムアウト間隔を変更するには、

新たな値を入力または選択します。 このタイムアウト間隔は、 秒数で指定
します。

非アクテ ィブ ・ コネクシ ョ
ン切断待ち時間

NetVault サーバーが非アクテ ィブな接続を終了するまでに待機する時間を

指定します。 アイ ドル状態の接続に消費されるリソースを少な くするのに
役立ちます。 
デフォルト設定は 「600」 秒間です。 タイムアウト間隔を変更するには、

新たな値を入力または選択します。 このタイムアウト間隔は、 秒数で指定
します。 

キープ ・ アライブ ・ レート キープ ・ アライブ ・ メ ッセージは、 2 つの NetVault マシン間の接続が維持

されていることを確認するために使用されます。 キープ ・ アライブ ・ レー
トは、 サーバーから送信されるキープ ・ アライブ ・ メ ッセージの頻度を制
御する値です。 
デフォルト設定は 「7」 秒間です。 間隔を変更するには、 新たな値を入力ま

たは選択します。 キープ ・ アライブ ・ レートは秒単位で指定します。 
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5 新しい設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［実行］ をクリ ックします。

使用可否確認ブロードキャストの有効化または無
効化
使用可否確認ブロードキャストは、 NetVault クライアン トの検出と NetVault WebUI 上のクライアン ト ・ ステー

タスの更新に用いられます。 使用可否確認ブロードキャスト を有効化または無効化するには、 ［設定変更］ ペー
ジを使用します。 

使用可否確認ブロードキャスト を有効化または無効化するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ をクリ ックします。

2 ［NetVault サーバ設定］ ページで、 次のいずれかの操作を実行します。

▪ NetVault サーバのデフォルト設定を行うには、 手順 3 に進みます。

▪ NetVault クライアン トのデフォルト設定を行うには、 ［マシンを選択］ をクリ ックします。 ［マシ

ンを選択］ ドロワでクライアン ト を選択し、 ［設定に移動］ をクリ ックします。

3 ［サービス］ で、 ［ネッ トワーク ・ マネージャ］ をクリ ックします。 

使用可否確認ブロードキャ
スト間隔

NetVault クライアン トは、 各自のステータスおよびネッ トワーク上での位

置確認のために、 使用可否確認メ ッセージを定期的にブロードキャスト し
ます。 これらのブロードキャストは、 新しいクライアン トの検出と
NetVault WebUI 上のクライアン ト ・ ステータスの更新に用いられます。 
デフォルト設定における使用可否確認ブロードキャストの送信間隔は
「600」 秒間です。 間隔を変更するには、 新たな値を入力または選択しま

す。 このブロードキャスト間隔は秒単位で設定します。 
メモ ： 間隔に非常に小さな値を設定すると、 ネッ トワーク ・ ト ラフ ィ ッ ク
が増加する可能性があります。 また、 非常に大きな間隔を設定すると、 ク
ライアン トの検出や NetVault WebUI 上のクライアン ト ・ ステータスの更新

に遅れが出る可能性があります。 

セキュリテ ィ ・ ブロード
キャスト間隔 

セキュリテ ィ ・ ブロードキャストは、 クライアン トのパスワード保護ス
テータスを確認し、 クライアン トでパスワードが有効にされているか無効
にされているかを通知します。 NetVault WebUI のクライアン ト ・ ステータ

スのアイコンは、 このブロードキャスト を基に更新されます。 
セキュリテ ィ ・ ブロードキャスト間隔のデフォルト値は、 600 秒間に設定

されています。 間隔を変更するには、 新たな値を入力または選択します。
このブロードキャスト間隔は秒単位で設定します。 

有効性の確認周期 NetVault サーバーは、 ネッ トワーク設定の変更をスキャンするため、 有効

性の確認を定期的に実行しています。 変更が検出されると、 新規設定を反
映する一時ブロードキャストがサーバーにより送信されます。 これにより
ブロードキャスト ・ システムがネッ トワーク ・ ト ラフ ィ ッ クを軽減しなが
ら、 規則的に設定をリセッ ト します。 
有効性の確認周期のデフォルト値は、 10 秒間に設定されています。 間隔を

変更するには、 新たな値を入力または選択します。 
確認の間隔を短くすることで、 変更の速やかな検出と通達ができます。 変
更をすぐに適用しない場合は、 デフォルト値のままにしてお くか、 ［使用可
否確認ブロードキャスト間隔］ と同じ値に設定します。

メモ ： 使用可否確認ブロードキャストは無効化することができますが、 お勧めしません。

表133. ネットワーク・マネージャのタイムアウト設定

設定 説明
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4 ［ネッ トワーク ・ マネージャ］ ダイアログ ・ ボックスの ［接続］ で、 以下の設定を行います。

▪ ［ローカル ・ ネッ トワーク上のマシンに詳細情報をブロードキャストする］ ： このチェ ック ・ ボッ
クスはデフォルトで選択されています。 このオプシ ョ ンは無効化することができますが、 お勧め
しません。 

使用可否確認ブロードキャストは、 NetVault クライアン トの検出と NetVault WebUI 上のクライア

ン ト ・ ステータスの更新に用いられます。 これらのブロードキャスト を使用しない場合は、 クラ
イアン トの FQDN または IP アドレスを使用してクライアン トの追加のみができます。

5 新しい設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［実行］ をクリ ックします。

複数のネットワーク・アドレスを使用するマシン
のネットワーク・アドレス設定
複数のネッ トワーク ・ アドレスを使用するマシンについては、 優先して使用するネッ トワーク ・ アドレス、
フォールバック ・ アドレス、 および除外するアドレスを ［設定変更］ ページで指定できます。 

接続が初期化された場合、 アドレスは以下の順序で試行されます。

• 優先して使用するネッ トワーク ・ アドレス 

• フォールバック ・ アドレス

• ホスト ・ マシンのバインド順に定義されたその他すべてのアドレス

複数のネッ トワーク ・ アドレスを使用するマシンのネッ トワーク ・ アドレスを設定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ をクリ ックします。

2 ［NetVault サーバ設定］ ページで、 次のいずれかの操作を実行します。

▪ NetVault サーバのデフォルト設定を行うには、 手順 3 に進みます。

▪ NetVault クライアン トのデフォルト設定を行うには、 ［マシンを選択］ をクリ ックします。 ［マシ

ンを選択］ ドロワでクライアン ト を選択し、 ［設定に移動］ をクリ ックします。

3 ［サービス］ で、 ［ネッ トワーク ・ マネージャ］ をクリ ックします。 

4 ［ネッ トワーク ・ マネージャ］ ダイアログ ・ ボックスの ［接続］ で、 以下の設定を行います。

5 新しい設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［実行］ をクリ ックします。

表134. 複数のネットワーク・アドレスを使用するマシンのネットワーク設定

設定 説明

優先して使用するネッ ト
ワーク ・ アドレス

ネッ トワーク接続のプライマリ IP アドレスを指定します。 IP アドレスは 1
つしか指定できません。

除外するネッ トワーク ・ ア
ドレス （カンマ区切りで複
数指定可能）

NetVault 接続で使用しない、 除外または禁止アドレスを指定します。 カン

マを区切り記号とすることで、 複数のアドレスを指定することができます。

メモ ： 禁止アドレス設定への変更を適用するには、 NetVault サービスを再

起動する必要があります。

フォールバック ・ アドレス
（カンマ区切りで複数指定
可能）

優先して使用するネッ トワーク ・ アドレスが利用できない場合に使用する、
フォールバック ・ アドレスを指定します。 カンマを区切り記号とすること
で、 複数のアドレスを指定することができます。

重要： これらの設定は、複数のネットワーク・インターフェイス・カードまたは仮想IPアドレスを

使用して、複数のネットワークに接続されているマシンの場合にのみ使用する必要があります。

ネッ トワーク ・ アドレスを設定する場合、 優先、 除外、 フォールバックするネッ トワーク ・ アドレ
スについては、 これらの間に重複がないかを注意する必要があります
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重要

［優先して使用するネッ トワーク ・ アドレス］ が使用不可能で、 NetVault サーバーがフォールバック ・ アドレス

の使用を開始した場合、 該当のアドレスが使用可能になっても自動的に ［優先して使用するネッ トワーク ・ アド
レス］ に戻ることはありません。 

優先するアドレスの使用を NetVault サーバーに強制させるには、 次のいずれかを実行します。

• クライアン ト を削除してから再度追加します。

クライアン ト を削除すると、 メ ッセージ 「“Machine <NetVault Machine Name> Has Gone Down” 
(Warning Level: Background)」 （マシン <NetVault Backup マシン名 > が停止しました （警告レベル ：バッ

クグラウンド）） が ［ログ参照］ ページに表示されます。 リモート接続が失効してタイムアウトになるま
で待機します。 タイムアウト間隔は、 ［リモート接続完了時間］ に設定されています。 デフォルトは
「60」 秒です。 

クライアン トが起動され、 ネッ トワーク上で検出されると、 メ ッセージ 「“Machine <NetVault Machine 
Name> Has Come Up” (Warning Level: Background)」 （マシン <NetVault Backup マシン名 > が起動しま

した （警告レベル ：バックグラウンド）） が ［ログ参照］ ページに表示されます。 クライアン ト を追加す
るには、 ［マシン検索］ コマンドを使用して、 ボックスに優先して使用するネッ トワーク ・ アドレスを指
定します。

• または、 リモート接続のタイムアウトが失効するまで、 現在使用中のネッ トワーク ・ インターフェイス
を無効化あるいは切断します。 ネッ トワーク ・ インターフェイスの無効化または切断に必要な時間は、
［リモート接続完了時間］ で設定された値となります。 クライアン トが使用不可であるとレポート された
ら、 NetVault サービスを再起動します。 クライアン トでサービスを再起動した後に試みられる接続で、

NetVault サーバーは、 優先するアドレスを使用するようになります。

起動遅延の低減方法
NetVault サービスの開始時には、 machines.dat ファイルに指定されている、 すべてのクライアン トの IP アドレ

スの解決が試みられます。 このファイルは、 NetVault インストール ・ ディ レク ト リの下にある etc ディレク ト リ

にあります。 すべてのクライアン ト ・ アドレスを解決すると、 サービスの起動に大幅な遅延が生じ、 この時間中
はマシンが応答していないように見える場合があります。 起動時には解決しないことにするアドレスを指定する
ことにより、 起動遅延を低減または回避することができます。

解決しないアドレスを指定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ をクリ ックします。

2 ［NetVault サーバ設定］ ページで、 次のいずれかの操作を実行します。

▪ NetVault サーバのデフォルト設定を行うには、 手順 3 に進みます。

▪ NetVault クライアン トのデフォルト設定を行うには、 ［マシンを選択］ をクリ ックします。 ［マシ

ンを選択］ ドロワでクライアン ト を選択し、 ［設定に移動］ をクリ ックします。

3 ［サービス］ で、 ［ネッ トワーク ・ マネージャ］ をクリ ックします。 

4 ［ネッ トワーク ・ マネージャ］ ダイアログ ・ ボックスの ［接続］ で、 以下の設定を行います。

▪ ［解決しないネッ トワークおよびアドレスのカンマ区切り リスト］ ： 起動遅延を低減または回避す
るには、 起動時には解決しないことにするアドレスを指定します。

192.168.1.2 や 192.168.x.x などのように、 単一アドレスの指定または範囲の指定を行えます。 複

数のアドレスまたはネッ トワークを指定する場合は、 区切り記号としてカンマを使用します。

machines.dat ファイルからネッ トワークのリスト を取得するには、 Windows で次のコマンドを

発行します。

findstr Network <NetVault???>\etc\machines.dat

以下に出力例を示します。

C:\NetVault\etc>findstr Network machines.dat
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Networks=192.168.203.1,192.168.65.1,172.16.245.1

Networks=10.1.40.81,172.16.211.1,172.16.62.1

Networks=10.1.2.37,172.16.22.1,172.16.128.1

Networks=10.1.240.222,172.16.4.1

Networks=192.168.122.1,10.1.240.52

Networks=10.1.80.83,10.1.2.68,172.16.116.1

Networks=192.168.172.1,10.1.40.98,192.168.147.1

Networks=192.168.174.1,10.1.8.71,192.168.120.1

Networks=192.168.122.1,10.1.8.79

Networks=10.1.8.132,192.168.91.1,192.168.106.1

Networks=10.1.8.163,192.168.233.1,192.168.207.1

Networks=10.1.8.16,200.0.0.1

...

この出力に基づき、 ［解決しないネッ トワークおよびアドレスのカンマ区切り リスト］ ボックスの
値を次のように設定することができます ：

10.0.0.0, 172.0.0.0, 192.0.0.0, 200.0.0.0

ネッ トワークによっては、 IP アドレスではな く名前が使用されています。 このようなクライアン

トの IP アドレスを特定するために、 nslookup ツールを使用することができます。

以下の点に注意します。

▫ NetVault サービスがすべてのネッ トワークを解決しないようにするには、 ネッ トワーク ・

アドレスの最初のオクテッ ト （192.0.0.0, 10.0.0.0） を指定します。

▫ 0.0.0.0 を使用しても、 サービスがネッ トワークを解決しないようにすることはできません。

▫ ［クライアン ト管理］ ページの一覧に含まれているオフラインのクライアン トによっても、
起動遅延が発生する可能性があります。 処理速度を向上させるために、 オフラインのクラ
イアン トや使用しないクライアン ト を削除することができます。

▫ Windows ベースの NetVault サーバーで管理しているド メインでは、 サービスが NBNS
（NetBIOS Name Service） プロ ト コルを使用してすべてのクライアン ト IP アドレスの解決

を試行するため、 長時間の遅延が発生する場合があります。 このような環境では、 ［解決し
ないネッ トワークおよびアドレスのカンマ区切り リスト］ 設定を使用して、 起動遅延を低
減することができます。 

また、 NetVault クライアン ト ・ クラスタのセッ トアップでこの設定を使用し、 サービスが

プライベート ・ クラスタ IP アドレスを解決しないようにすることができます。

5 新しい設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［実行］ をクリ ックします。

ネットワーク・マネージャのデフォルト・ポート
の設定
ネッ トワーク ・ マネージャは、 クライアン トの TCP と UDP ソケッ トのオープンにポート番号 20031 を使用す

るよう設定されています。 他のアプリケーシ ョ ンがこのポート を使用中の場合、 NetVault サービスは起動後すぐ

に失敗します。 このエラーが発生した場合は、 ネッ トワーク ・ マネージャのデフォルト ・ ポート を変更する必要
があります。

以下の手順を使用して、 NetVault サーバーおよびすべてのクライアン トのデフォルト ・ ポート を変更します。
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ネッ トワーク ・ マネージャのデフォルト ・ ポート を変更するには ：

1 テキスト ・ エディ タで nvnmgr.cfg ファイルを開きます。 このファイルは、 NetVault インストール ・ ディ

レク ト リの下にある config ディレク ト リにあります。

2 このファイルに以下の行を追加します。

[network]

UdpPort=<?????>

TcpPort=<?????>

他のアプリケーシ ョ ンがポート を使用していないことを確認します。 ファイアウォールで保護された環
境の場合は、 ポートが開かれており、 クライアン トのファイアウォールの設定に指定されていることを
確認します。

3 ファイルを保存します。

4 NetVault サービスを再起動して、 新しい設定を適用します。

コミュニケーション・マネージャのデフォルト・
ポートの設定
コ ミ ュニケーシ ョ ン ・ マネージャは、 クライアン トでの TCP ソケッ トのオープンにポート 20032 を使用するよ

う設定されています。 他のアプリケーシ ョ ンがこのポート を使用中の場合、 NetVault サービスは起動後すぐに失

敗します。 このエラーが発生した場合は、 コ ミ ュニケーシ ョ ン ・ マネージャのデフォルト ・ ポート を変更する必
要があります。

以下の手順を使用して、 NetVault サーバーおよびすべてのクライアン トのデフォルト ・ ポート を変更します。

コ ミ ュニケーシ ョ ン ・ マネージャのデフォルト ・ ポート を変更するには ：

1 テキスト ・ エディ タで configure.cfg ファイルを開きます。 このファイルは、 NetVault インストール ・

ディ レク ト リの下にある config ディレク ト リにあります。

2 [machine] セクシ ョ ンで、 以下の行を追加します。

[machine]

Comms TcpPort=< ポート番号 >

他のアプリケーシ ョ ンがポート を使用していないことを確認します。 ファイアウォールで保護された環
境の場合は、 ポートが開かれており、 クライアン トのファイアウォールの設定に指定されていることを
確認します。

3 ファイルを保存します。

4 NetVault サービスを再起動して、 新しい設定を適用します。

プロセス・マネージャの設定
このセクシ ョ ンには、 以下のトピックが含まれています。

• プロセス ・ マネージャについて

• 共有メモリの設定
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プロセス・マネージャについて
プロセス ・ マネージャ （nvpmgr） はすべての NetVault マシン上で実行されます。 

このプロセスはその他のすべての NetVault プロセスの管理を行い、 一時的に起動される NetVault Backup プロセ

スの生成、 削除を行います。 プロセス ・ マネージャでは、 プロセス ・ テーブルおよびト レース ・バッファの共有
メモリ領域の割当も管理されます。 

プロセス ・ マネージャの設定を変更するには、 ［設定変更］ ページを使用します。

共有メモリの設定

プロセス ・ マネージャの共有メモリを設定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ をクリ ックします。

2 ［NetVault サーバ設定］ ページで、 次のいずれかの操作を実行します。

▪ NetVault サーバのデフォルト設定を行うには、 手順 3 に進みます。

▪ NetVault クライアン トのデフォルト設定を行うには、 ［マシンを選択］ をクリ ックします。 ［マシ

ンを選択］ ドロワでクライアン ト を選択し、 ［設定に移動］ をクリ ックします。

▪ ［サービス］ で、 ［プロセス ・ マネージャ］ をクリ ックします。 

3 ［プロセス ・ マネージャ］ ダイアログ ・ ボックスで、 以下の設定を行います。

メモ ： プロセス ・ マネージャ設定への変更を適用するには、 NetVault サービスを再起動する必要があります。
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4 新しい設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［実行］ をクリ ックします。

RASデバイスの設定
このセクシ ョ ンには、 以下のトピックが含まれています。

• NetVault SmartDisk の接続設定

NetVault SmartDiskの接続設定
接続設定により、 NetVault が再試行を行って NetVault SmartDisk への TCP 接続を確立する期間と、 再試行を行

う間隔を指定できます。

デフォルトでは、 接続再試行メカニズムは無効にされています。 ほとんどの場合、 NetVault SmartDisk の接続を

設定する必要はありません。 バックアップ中に 「ポートのバインドに失敗した」 というエラーが報告された場合
に、 これらの設定を行って接続再試行メカニズムを有効にします。 

表135. プロセス・マネージャの共有メモリ設定

設定 説明

各プロセスのト レース ・
バッファに割り当てられた
共有メモリ

各 NetVault プロセスの個別のトレース ・バッファに割り当てる、 共有メモ

リの量を指定します。 
• デフォルト値は、 すべてのプラッ ト フォームで 31 KB です。 
• 最小値は、 すべてのプラッ ト フォームで 1 KB です。

• 最大値は、 すべてのプラッ ト フォームで 32 KB です。

個別のト レース ・バッファの共有メモリを増やすには、 新しい値を入力ま
たは選択します。 共有メモリは KB 単位で割り当てます。

メモ ： この設定の値を増やすと、 NetVault のパフォーマンスとスケーラビ

リテ ィに影響する可能性があります。 たとえば、 最大同時データ転送数が
減少する可能性があります。

プロセス ・ テーブルに使用
される共有メモリ

現在のすべての NetVault プロセスの詳細を管理する、 プロセス ・ テーブル

に割り当てる共有メモリの量を指定します。 
• サーバおよびクライアン トのデフォルト値は、 すべてのプラッ ト

フォームでそれぞれ 16384 KB と  3864 KB になります。 
• 最小値は、 Windows の場合は 2000 KB、 Linux および UNIX の場合

は 500 KB です。

• 最大値は、 すべてのプラッ ト フォームで 128000 KB です。

多くのプロセスを実行する NetVault マシンでは、 プロセス ・ テーブルの共

有メモリ量を増やしてパフォーマンスを最適化することができます。 共有
メモリを増やすには、 新しい値を入力または選択します。 共有メモリは
KB 単位で割り当てます。

Windows の場合、 共有メモリは動的に割り当てられます。 
Linux および UNIX の場合、 プロセス ・ テーブルの共有メモリは共有メモ

リ ・ プールから割り当てられます。 プロセス ・ テーブルの共有メモリを増
やすには、 まず共有メモリ ・ プールを増やす必要があります。 共有メモリ
は、 システム設定ファイルで shmmax 変数を設定することによって増やす

ことができます。 共有メモリ ・ プール増設についての詳細は、 OS の関連

文書を参照して ください。
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NetVault SmartDisk デバイスの接続を設定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ をクリ ックします。

2 ［NetVault サーバ設定］ ページの ［サービス］ で、 ［RAS デバイス］ をクリ ックします。 ［RAS デバイス］

ダイアログ ・ ボックスで、 以下の設定を行います。

▪ ［SmartDisk 接続の再試行時間制限］ ： この設定は、 初回の試行が失敗した後、 NetVault サーバー

が NetVault SmartDisk デバイスへの接続を確立しよう とする時間を指定します。

この設定のデフォルト値は、 0 です。 ゼロ （0） に設定すると、 NetVault は再試行を行いません。

ポートが不十分なために NetVault が接続を確立できない場合は、 この設定を行い、 オペレーティ

ング ・ システムが使用するソケッ ト をリサイクルできる指定期間中、 接続を再試行できます。 再
試行時間には、 0 ～ 300 秒の任意の値を設定することができます。

▪ ［SmartDisk 接続の再試行間隔 （秒）］ ： この設定は、 再試行を行う間隔を指定します。 再試行間隔

には、 0 ～ 60 秒の任意の値を設定できます。

3 新しい設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［実行］ をクリ ックします。

スケジュール・マネージャの設定
このセクシ ョ ンには、 以下のトピックが含まれています。

• スケジュール ・ マネージャについて

• スケジュール ・ マネージャのデフォルトの設定

• デフォルトのジ ョブ優先順位の設定

スケジュール・マネージャについて
スケジュール ・ マネージャ （nvsched） は、 NetVault サーバー上で実行されます。 ジ ョ ブ ・ スケジュールと

キューを管理します。 Scheduler データベースの管理も行います。 

スケジュール ・ マネージャは、 ジ ョ ブ ・ インスタンスを開始するためにジ ョブ ・ マネージャを開始し、 繰り返し
ジ ョブの次のインスタンスをスケジュールします。 ジ ョ ブ ・ マネージャはそのジ ョブを実行します。 このプロセ
スは ［ジ ョ ブ ・ ステータス］ ページを更新し、 レポート ・ ユーティ リテ ィにジ ョブ ・ スケジュール ・ データを提
供することも行います。 

スケジュール ・ マネージャの設定を変更するには、 ［設定変更］ ページを使用します。

スケジュール・マネージャのデフォルトの設定

スケジュール ・ マネージャのデフォルト設定を行うには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ をクリ ックします。

2 ［NetVault サーバ設定］ ページの ［サービス］ で、 ［スケジュールマネージャ］ をクリ ックします。 ［スケ

ジュール ・ マネージャ］ ダイアログ ・ ボックスで、 以下の設定を行います。
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3 新しい設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［実行］ をクリ ックします。

表136. スケジュール・マネージャの設定

設定 説明

ジョブ状態保持日数 この設定は、 ジ ョブ ・ ステータス ・ レコードの表示期間を決定します。 
デフォルト設定は 7 日間です。 表示期間を変更するには、 新たな値を入力

または選択します。 表示期間は日数で指定します。

メモ ： この設定では、 NetVault WebUI のジョブ ・ ステータス ・ レコードが

非表示にされるだけです。 レコードはスケジューラ ・ データベースから削
除されません。

レポート ・ ジ ョ ブ履歴を
データベースに保持する日
数

この設定は、 レポート ・ ジ ョ ブ履歴の保持期間を決定します。 
デフォルト設定は 90 日間です。 保持期間を変更するには、 新たな値を入

力または選択します。 保持期間は日数で指定します。 保持期間が切れた後、
これらのレコードは Scheduler Database から削除されます。

その他のジ ョブ履歴をデー
タベースに保持する日数

この設定は、 バックアップおよびリストア ・ ジ ョ ブ履歴の保持期間を決定
します。 
デフォルト設定は 90 日間です。 保持期間を変更するには、 新たな値を入

力または選択します。 保持期間は日数で指定します。 保持期間が切れた後、
これらのレコードは Scheduler Database から削除されます。

スケジュールされていない
ジ ョブをデータベースに保
持する日数 

この設定は、 繰り返さないジ ョブの保持期間を決定します。 
この設定のデフォルト値は、 0 （ゼロ） です。 デフォルト設定では、 繰り返

さないジ ョブのジ ョブ定義は無期限に保持されます。 指定した期間の経過
後にこれらのジ ョブを削除するには、 新しい値を入力または選択します。
保持期間は日数で指定します。 
メモ ： 「 ト リガ」 スケジュール ・ タイプを使用しているジ ョブには物理的
にスケジュール時間が設定されていないため、 指定時間が経過すると、 「ト
リガ」 スケジュール ・ タイプを使用するジ ョブも削除されます。 ご使用の
NetVault 環境でト リガ ・ ジ ョ ブを使用している場合は、 この設定を使用し

ないで ください。

メモ ： この設定は、 繰り返さないスケジュール ・ タイプを使用するレポー
ト ・ ジ ョ ブにも適用されます。 そのため、 この設定のデフォルト値は変更
しないことをお勧めします。 デフォルト値が変更された場合、 非繰り返し
スケジュール ・ タイプを使用して 1 回実行された通常レポートは、 指定時

間後に ［レポート表示］ ページから削除されます。

同時にアクテ ィブになる
ジ ョブの最大数

この設定は、 NetVault で同時に実行できるジョブの最大数を決定します。

スケジュール ・ マネージャは、 デフォルトで、 バックアップ、 リストア、 お
よびレポート ・ ジ ョブを含む最大で 「200」 件の同時実行ジョブをサポート

します。 この設定を変更するには、 新たな値を入力または選択します。

メモ ： 各アクティブ ・ ジ ョ ブには共有メモリが必要です。 アクテ ィブ ・
ジ ョ ブ数が増えると、 NetVault の全体的なパフォーマンスに影響すること

があります。 

ジ ョブ管理表示からレポー
ト ・ ジ ョ ブを除外する

［ジ ョ ブ ・ ステータス］ ページにレポート ・ ジ ョ ブを表示するには、 この
チェ ック ・ ボックスの選択を解除します。 
デフォルトでは、 これらのジ ョブは除外されています。

ポリシー管理表示からレ
ポート ・ ジ ョ ブを除外する

［ポリシー管理］ ページにレポート ・ ジ ョ ブを表示するには、 このチェ ッ
ク ・ ボックスの選択を解除します。 
デフォルトでは、 これらのジ ョブは除外されています。

ポリシー管理表示からリス
トア ・ ジ ョ ブを除外する 

［ポリシー管理］ ページにリストア ・ ジ ョ ブを表示するには、 このチェ ッ
ク ・ ボックスの選択を解除します。 
デフォルトでは、 これらのジ ョブは除外されています。
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デフォルトのジョブ優先順位の設定
スケジュール ・ マネージャがデフォルトの優先順位を各ジ ョブ ・ タイプ （バックアップ、 リス トア、 およびレ
ポート） に割り当てます。 これらのデフォルト設定は、 バックアップ、 リス トア、 およびレポートのすべての
ジ ョブにグローバルに適用されます。 この優先順位設定は、 2 つ以上のジョブが同時に実行するようにスケ

ジュールされているときの、 リソース割当の優先順位付けに用いられます。 デフォルトのジ ョブ優先順位設定を
変更するには、 ［設定変更］ ページを使用します。

デフォルトでは、 スケジュール ・ マネージャによって次の優先度レベルが割り当てられます。 

• バックアップ ・ ジ ョ ブ ： 30

• リス トア ・ ジ ョ ブ ： 20

• レポート ・ ジ ョ ブ ： 50

すべてのジ ョブの優先順位設定をグローバルに変更するには、 次の手順を実行します。 個別のジ ョブの優先順位
設定に優先する設定を行うには、 スケジュール ・ セッ ト内に ［ジ ョ ブ優先順位］ オプシ ョ ンを設定します。 詳細
は、 「スケジュール ・ セッ トの作成、 表 38」 を参照して ください。

デフォルトのジ ョブ優先順位を設定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ をクリ ックします。

2 ［NetVault サーバ設定］ ページの ［サービス］ で、 ［スケジュールマネージャ］ をクリ ックします。 ［スケ

ジュール ・ マネージャ］ ダイアログ ・ ボックスで、 以下の設定を行います。

▪ デフォルトのバックアップ ・ ジ ョ ブ優先度

▪ デフォルトのリストア ・ ジ ョ ブ優先度

▪ デフォルトのレポート ・ ジ ョ ブ優先度

1 ～ 100 の値を入力または選択します。 「1」 は最高優先度を、 「100」 は最低優先度を表しています。 優

先度レベル 0 のジョブは、 バックグラウンド ・ タスクと して実行されます。

3 新しい設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［実行］ をクリ ックします。

Webサービスの設定
このセクシ ョ ンには、 以下のトピックが含まれています。

• 暗号を無効にする Web サービスの設定

• プロ ト コルを無効にする Web サービスの設定

• Web サービス監査の有効化

• クライアン ト操作のタイムアウト期間の設定

• セーブセッ ト削除要求のタイムアウト期間の設定

メモ ： セカンダリコピーを設定した場合、 セカンダリコピージ ョブには、 読み取り用と書き込み用
の 2 つの要求があります。 セカンダリコピージ ョブに優先度を設定する場合、 最初の要求 （ソース

要求） は、 ユーザーが割り当てる優先度を受けます。 後続の要求 （コピー先要求） は、 0 または 1 
の優先度のバックグラウンドで最初の優先度として処理されます。 この実装は、 ソースメディアが
使用可能な場合に、 コピー先メディア要求が処理されるまで待機するのを避けるためのものです。
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暗号を無効にするWebサービスの設定
Web サービス設定を変更して受信用 Web サービス接続設定の暗号を無効にし、 1 つまたは複数の暗号を許可さ

れないようにすることができます。 この設定を行うには、 ［設定変更］ ページを使用します。

暗号を無効にするように Web サービスを設定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ をクリ ックします。

2 ［NetVault サーバ設定］ ページの ［サービス］ で、 ［Web サービス］ をクリ ックします。 ［Web サービス］

ダイアログ ・ ボックスで、 以下の設定を行います。

▪ ［受信 Web サービス接続で無効にする暗号］ ：着信 Web サービス接続の暗号を無効にするには、 リ

ンク https://www.openssl.org/docs/man1.0.2/apps/ciphers.html に記載されているように、 表の 2
番目の列で指定された値を入力します。 ただし、 入力した暗号が受信 Web サービス接続の暗号と一

致しない場合、 無効になる暗号はありません。 複数の暗号を無効にするには、 値をカンマ区切りで
入力します。 デフォルトでは、 このフ ィールドは空白で、 あらゆる暗号が許可されています。

• 新しい設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［実行］ をクリ ックします。

プロトコルを無効にするWebサービスの設定
Web サービス設定を変更して受信用 Web サービス接続設定のプロ ト コルを無効にし、 1 つまたは複数のプロ ト

コルを許可されないようにすることができます。 この設定を行うには、 ［設定変更］ ページを使用します。

プロ ト コルを無効にするように Web サービスを設定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ をクリ ックします。

2 ［NetVault サーバ設定］ ページの ［サービス］ で、 ［Web サービス］ をクリ ックします。 ［Web サービス］

ダイアログ ・ ボックスで、 以下の設定を行います。

▪ ［受信 Web サービス接続で無効にするプロ ト コル］ ： 受信 Web サービス接続で無効にするプロ ト

コルを入力します。 ただし、 入力したプロ ト コルが受信 Web サービス接続のプロ ト コルと一致し

ない場合、 無効になるプロ ト コルはありません。 複数のプロ ト コルを無効にするには、 値をカン
マ区切りで入力します。 デフォルトでは、 このフ ィールドは空白で、 あらゆるプロ ト コルが許可
されています。

• 新しい設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［実行］ をクリ ックします。

Webサービス監査の有効化
Web サービス監査はデフォルトで無効になっています。 Web サービス監査を有効化するには、 ［設定変更］ ペー

ジを使用します。

Web サービス監査を有効にするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ をクリ ックします。

2 ［NetVault サーバ設定］ ページの ［サービス］ で、 ［Web サービス］ をクリ ックします。 ［Web サービス］

ダイアログ ・ ボックスで、 以下の設定を行います。

▪ ［Web サービス監査の有効化］ ： Web サービス要求を追跡するには、 このチェ ック ・ ボックスを選

択します。 Web サービス監査を有効にすると、 NetVault により、 NetVault インストール ・ ディ

レク ト リに監査ログ ・ ファイル 「webservice-audit.txt」 が作成され、 Web サービス要求が記録

されます。

3 新しい設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［実行］ をクリ ックします。

https://www.openssl.org/docs/man1.0.2/apps/ciphers.html
https://www.openssl.org/docs/man1.0.2/apps/ciphers.html


Quest NetVault 13.1.2 アドミニストレーターズ・ガイド

NetVaultのデフォルトの設定
396

クライアント操作のタイムアウト期間の設定
クライアン ト操作 （セレクシ ョ ン ・ ツリー ・ ノードの参照やオープンなど） のときに発生するタイムアウト ・ エ
ラーを解決するように、 Web サービスの設定を変更できます。 これらは、 ［NetVault サーバー設定］ ページから

設定することができます。

クライアン ト操作のタイムアウト期間を設定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ をクリ ックします。

2 ［NetVault サーバ設定］ ページの ［サービス］ で、 ［Web サービス］ をクリ ックします。 ［Web サービス］

ダイアログ ・ ボックスで、 以下の設定を行います。

3 新しい設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［実行］ をクリ ックします。

セーブセット削除要求のタイムアウト期間の設定
セーブセッ ト削除要求のタイムアウト期間は、 デフォルトで 600 秒に設定されています。 Web サービス ・ ワー

カー ・ プロセス （nvwsworker） は、 メディア ・ マネージャに削除要求を送信する場合、 送信してから 600 秒待

ちます。 メディア ・ マネージャがこの期間内に要求を完了することができない場合、 この Web サービス ・ ワー

カー ・ プロセスはタイムアウト し、 エラー （「メディア ・ マネージャから応答がありませんでした」） を報告しま
す。 このエラーが返された場合は、 webservice.cfg ファイルで SavesetRemoveTimeout 設定を変更して くだ

さい。

セーブセッ ト削除要求のタイムアウト期間を設定するには ：

1 テキスト ・ エディ タで webservice.cfg ファイルを開きます。 このファイルは、 NetVault インストール ・

ディ レク ト リの下にある config ディレク ト リにあります。

2 [WebService] セクシ ョ ンで、 SavesetRemoveTimeout 設定の値を設定します。

[WebService]

SavesetRemoveTimeout=<Value>

この設定のデフォルト値は、 600 秒間です。

3 ファイルを保存します。

表137. クライアント操作のWebサービス・タイムアウト設定

設定 説明

物理クライアン トのシ ョー
ト ・ タイムアウト

クライアン トのプラグイン ・ リス トの要求など、 短期間の操作を Web サー

ビスが待つ時間。 
デフォルトのタイムアウト期間は 「30」 秒です。 10 ～ 120 秒の任意の値

に変更できます。

物理クライアン トのミディ
アム ・ タイムアウト

サーバー （たとえば、 データベース ・サーバー） の削除など、 中期間の操
作を Web サービスが待つ時間。 
デフォルトのタイムアウト期間は 「60」 秒です。 60 ～ 120 秒の任意の値

に変更できます。

物理クライアン トのロン
グ ・ タイムアウト

セレクシ ョ ン ・ ツリーのデータ追加など、 長期間の操作を Web サービスが

待つ時間。 
デフォルトのタイムアウト期間は 3,000 秒です。 120 ～ 60,000 秒の任意の

値に変更できます。

メモ ： これらの設定への変更を適用するには、 NetVault サービスを再起動する必要があります。
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オーディタ・デーモンの設定
このセクシ ョ ンには、 以下のトピックが含まれています。

• オーディ タ ・ デーモンについて

• 失敗したユーザー要求のみをログに記録するオーディ タ ・ デーモンの設定

• 監査ログのパージ ・ ポリシーの変更

オーディタ・デーモンについて
オーディ タ ・ デーモン （nvavp） は、 NetVault のすべてのユーザー活動の追跡および制御を行います。 このプロ

セスは、 NetVault サーバー上で実行されます。 オーディ タ ・ デーモンは各ユーザー要求を検証し、 割り当てられ

た権限に応じて要求を許可または拒否します。 監査ログ ・ メ ッセージは NetVault データベースに保管されます。

デフォルトでは、 オーディ タ ・ デーモンは、 ユーザーの要求が許可されるか拒否されるかにかかわらず、 すべて
のユーザー ・ アクテ ィ ビテ ィ を記録します。 31 日間を過ぎたログ ・ メ ッセージは自動的に削除されます。 オー

ディ タ ・ デーモンを設定して、 失敗したユーザー要求のみをログに記録できます。 また、 デフォルト設定を変更
してログ ・ メ ッセージの最大寿命を変更できます。 

オーディ タ ・ デーモンの設定を変更するには、 ［設定変更］ ページを使用します。

失敗したユーザー要求のみをログに記録するオー
ディタ・デーモンの設定
デフォルトでは、 オーディ タ ・ デーモンは、 ユーザーの要求が許可されるか拒否されるかにかかわらず、 すべて
のユーザー要求を記録します。 オーディ タ ・ デーモンを設定して、 失敗したユーザー要求のみをログに記録でき
ます。

失敗したユーザー要求のみをログに記録するようにオーディ タ ・ デーモンを設定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ をクリ ックします。

2 ［NetVault サーバ設定］ ページの ［システムおよびセキュリテ ィ］ で、 ［監査］ をクリ ックします。 ［監

査］ ダイアログ ・ ボックスで、 以下の設定を行います。

▪ ［監査情報で失敗した要求のみ記録する］ ： 失敗したユーザー要求のみをログに記録するには、 こ
のチェ ック ・ ボックスを選択します。 

3 新しい設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［実行］ をクリ ックします。

監査ログのパージ・ポリシーの変更
31 日より前の監査ログ ・ メ ッセージは自動的にデータベースからパージされます。 ログ ・ デーモンの設定を使

用して、 ログ ・ メ ッセージの最大寿命を変更できます。

監査ログのパージ ・ ポリシーを変更するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ をクリ ックします。

2 ［NetVault サーバ設定］ ページの ［システムおよびセキュリテ ィ］ で、 ［監査］ をクリ ックします。 ［監

査］ ダイアログ ・ ボックスで、 以下の設定を行います。

メモ ： この設定への変更を適用するには、 NetVault サービスを再起動する必要があります。
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3 新しい設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［実行］ をクリ ックします。

ファイアウォールの設定
ファイアウォールの外側にある NetVault クライアン ト と通信するには、 ファイアウォールの設定が必要です。

ファイアウォールの設定では、 ファイアウォールを経由するデータ転送チャネル、 メ ッセージ ・ チャネル、 およ
びブロードキャスト ・ チャネルの確立に使用する TCP/IP ポート を指定できます。

クライアン ト追加時にファイアウォールの設定を行ったり、 これらの設定を ［設定変更］ ページで更新したりで
きます。 また、 NetVault WebUI や Txtconfig ユーティ リテ ィ を使用して、 新しいクライアン トや既存のクライア

ン トのファイアウォールの設定もできます。

ファイアウォールを設定するには ：

1 以下のいずれかの方法を使用して、 ファイアウォールの設定にアクセスします。

▪ NetVault WebUI ：

a ［ナビゲーション］パネルで、［設定変更］をクリックします。 

b ［NetVault サーバ設定］ ページで、 次のいずれかの操作を実行します。

- NetVault サーバのデフォルト設定を行うには、 手順 C に進みます。 

- NetVault クライアン トのデフォルト設定を行うには、 ［クライアン ト］ をクリ ック

します。 ［NetVault クライアン ト］ の表からクライアン ト を選択して、 ［次へ］ をク

リ ックします。 

c ［システムおよびセキュリテ ィ］ で、 ［ファイアウォール］ をクリ ックします。

▪ Txtconfig ：

a ターミナル・ウィンドウまたはコマンド・プロンプト・ウィンドウで、「txtconfig」と入力

し、EnterまたはReturnキーを押します。 

b ［マシン］ ページで、 p を入力してメイン ・ メニューを表示し、 ［ファイアウォール］ ペー

ジのオプシ ョ ン番号を押します。

表138. 監査ログの自動パージ設定

設定 説明

エン ト リを年代ごとにパー
ジ

ログ ・ メ ッセージの最大寿命セッ ト よりも古いログ ・ エン ト リをパージす
るには、 このチェ ック ・ ボックスを選択します。 最大ログ寿命は、 ［エン ト
リがこの日数よりも古く なった場合パージ］ ボックスに指定されています。 
このチェ ック ・ ボックスの選択を解除すると、 ログ ・ メ ッセージの自動
パージは無効になります。

メモ ： 監査ログは、 ディスク ・ スペースのかなりの容量を消費する可能性
があります。 したがって、 ログ ・ メ ッセージを定期的にパージする必要が
あります。 監査ログを手動でパージすることはできないため、 この機能は
無効化しないことをお勧めします。

エン ト リがこの日数よりも
古く なった場合パージ
（日）

ログ ・ メ ッセージの最大寿命を入力または選択します。 ログ保存期間は、
日単位で入力します。 デフォルト値は、 31 日間です。

パージ実行周期 ( 時 ) 監査ログの 2 つのパージ ・ イベン ト間の間隔を入力または選択します。 こ

の間隔は、 時間 （60 分） 単位で入力します。 デフォルトの間隔は 「24」 時

間です。

イベン トがこの日数よりも
古く なった場合パージ
（日）

イベン トの最大寿命を入力または選択します。 イベン ト保存期間は日数で
指定します。 デフォルト値は、 31 日間です。
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2 以下の設定を行います。

▪ デバイス待ち受けポート

▪ デバイスの接続ポート

▪ NetVault メ ッセージ ・ チャネルの待ち受けポート

▪ NetVault メ ッセージ ・ チャネルの接続ポート

▪ NDMP コン ト ロール ・ チャネルの接続ポート

▪ NDMP データ ・ チャネルの待ち受けポート

▪ マシン間の通信接続ポート設定

詳細は、 「ファイアウォールの設定について」 を参照して ください。

3 設定を保存するか、 ［次へ］ をクリ ックして設定手順を完了します。

一般設定
このセクシ ョ ンには、 以下のトピックが含まれています。

• デフォルト ・ ディ レク ト リのリロケート

• NetVault Database ディレク ト リの移動

• TCP/IP バッファ ・ サイズの設定

• 言語とロケール設定の変更

• インストール前パッケージ互換性チェ ックの無効化

• ライセンス有効期限切れの警告期間の設定

デフォルト・ディレクトリのリロケート
ディスクの空き領域不足が生じた場合は、 データベース、 ト レース、 ログ、 レポート、 統計、 および一時ディレ
ク ト リを別のドライブやボリュームに再配置して問題を軽減できます。

デフォルトのディ レク ト リをリロケートするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ をクリ ックします。

2 ［NetVault サーバ設定］ ページで、 次のいずれかの操作を実行します。

▪ NetVault サーバのデフォルト設定を行うには、 手順 3 に進みます。

▪ NetVault クライアン トのデフォルト設定を行うには、 ［クライアン ト］ をクリ ックします。

［NetVault クライアン ト］ の表からクライアン ト を選択して、 ［次へ］ をクリ ックします。

3 ［システムおよびセキュリテ ィ］ で、 ［全般］ をクリ ックします。 ［一般設定］ ダイアログ ・ ボックスで、
以下の設定を行います。

メモ ： これらの設定への変更を適用するには、 NetVault サービスを再起動する必要があります。
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表139. デフォルトのディレクトリ・パス

設定 説明

データベース ・ ディ レク ト
リ

このディ レク ト リには、 モジュールリスト、 1 つまたは複数のライセンス

ファイル、 および NetVault データベースが保存されます。 
データベース ・ ディ レク ト リのデフォルト ・ パスは、 Windows では

<NetVault ホーム >\db、 Linux では <NetVault ホーム >/db です。

データベース ・ ディ レク ト リを移動する方法については、 「NetVault 
Database ディレク ト リの移動」 を参照して ください。

ト レース ・ ディ レク ト リ このディ レク ト リには、 NetVault ト レース ・ ログが保管されます。 
ト レース ・ ディ レク ト リのデフォルト ・ パスは、 Windows では <NetVault
ホーム >\trace、 Linux では <NetVault ホーム >/trace です。 ディ レク ト リを

リロケートするには、 パスを入力します。 指定したパスは、 ターゲッ ト ・
ド ライブまたはボリューム上に存在している必要があります。 NetVault
サーバーがパスを見つけられない場合、 ディ レク ト リのリロケートは失敗
します。 
メモ ： ト レース ・ ログには大量のデータが含まれています。 そのため、 こ
のディ レク ト リをネッ トワーク ・ シェアにはリロケート しないようにする
必要があります。

ログ ・ ディ レク ト リ このディ レク ト リには、 NetVault ログ ・ ファイルが保管されます。 
ログ ・ ディレク ト リのデフォルト ・パスは、 Windows では <NetVault ホーム

>\logs、 Linux では <NetVault ホーム >/logs です。 ディレク ト リをリロケート

するには、 パスを入力します。 指定したパスは、 ターゲッ ト ・ ド ライブまた
はボリューム上に存在している必要があります。 NetVault サーバーがパスを

見つけられない場合、 ディレク ト リのリロケートは失敗します。

テンポラリ ・ ディ レク ト リ このディ レク ト リには、 各種 NetVault 操作時に生成された一時ファイルが

保管されます。 
テンポラリ ・ ディ レク ト リのデフォルト ・ パスは、 Windows では

<NetVault ホーム >\tmp、 Linux では <NetVault ホーム >/tmp です。 ディ レ

ク ト リをリロケートするには、 パスを入力します。 指定したパスは、 ター
ゲッ ト ・ ド ライブまたはボリューム上に存在している必要があります。
NetVault サーバーがパスを見つけられない場合、 ディ レク ト リのリロケー

トは失敗します。 
メモ ： テンポラリ ・ ディ レク ト リには、 バックアップ ・ セーブセッ トのイ
ンデックスが格納されます。 バックアップおよびリストアが正常に処理さ
れるには、 このディ レク ト リの消費するディスク領域として、 インデック
ス ・ ファイルの最低 3 倍のサイズが必要です。 たとえばバックアップ ・ イ

ンデックスのファイル ・サイズが 3GiB であれば、 テンポラリ ・ ディ レク

ト リ用のディスク領域としては 9GiB が必要となります。 一時ディレク ト

リに十分な領域がない場合、 警告とログが生成されます。 
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4 新しい設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［実行］ をクリ ックします。

NetVault Databaseディレクトリの移動
NetVault Database ディレク ト リを移動するには、 以下のセクシ ョ ンで説明する手順を使用します。

• Linux ベース ・ マシンでの NetVault Database ディレク ト リの変更

• Windows ベース ・ マシンでの NetVault Database ディレク ト リの変更

Linuxベース・マシンでのNetVault Databaseディレクトリの変

更

Linux ベースの NetVault サーバーの Database ディレク ト リを変更するには ：

1 NetVault サービスを停止します。

▪ システムで systemd がサポート されている場合 ：

systemctl stop netvault コマンドを実行します。

▪ システムで systemd がサポート されていない場合 ：

a ターミナル・ウィンドウで「txtconfig」と入力し、EnterキーかReturnキーを押します。

b ［マシン］ ページで、 p を押して、 メイン ・ メニューを表示し、 ［サービス］ ページのオプ

シ ョ ン番号を押します。

c サービスが実行されている場合は、 オプシ ョ ン番号を押してサービスを停止します。 

2 netvault-pgsql サービスを停止します。 

▪ システムで systemd がサポート されている場合 ：

systemctl stop netvault-pgsql コマンドを実行します。

▪ システムで systemd がサポート されていない場合 ： 

レポート ・ ディ レク ト リ このディ レク ト リには、 レポート ・ テンプレートが保管されます。 
レポート ・ ディ レク ト リのデフォルト ・ パスは、 Windows では <NetVault
ホーム >\reports、 Linux では <NetVault ホーム >/reports です。 ディ レク ト

リをリロケートするには、 パスを入力します。 
新しいパスを設定する前に、 ディ レク ト リのコンテンツをその新しいパス
にコピーする必要があります。 ディ レク ト リのコンテンツを再配置せずに
新しいパスを設定すると、 エラー ・ メ ッセージ （「プロバイダ
'NVBUPhysicalClient' が失敗しました」） が表示され、 NetVault サービスの

再起動に失敗します。

統計情報ディレク ト リ このディ レク ト リには、 nvstatsmngr プロセスが収集したデータが保管さ

れます。 
統計情報ディレク ト リのデフォルト ・ パスは、 Windows では <NetVault
ホーム >\stats、 Linux では <NetVault ホーム >/stats です。 ディ レク ト リを

リロケートするには、 パスを入力します。 指定したパスは、 ターゲッ ト ・
ド ライブまたはボリューム上に存在している必要があります。 NetVault
サーバーがパスを見つけられない場合、 ディ レク ト リのリロケートは失敗
します。 

表139. デフォルトのディレクトリ・パス

設定 説明
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/etc/init.d/netvault-pgsql stop コマンドを実行します。

3 db ディレク ト リを手動で新しい場所に移動します。

4 Txtconfig ユーティ リテ ィ、 データベース ・ ディ レク ト リ ・ パスを変更します。

a ［マシン］ページでpキーを押してメイン・メニューを表示し、［一般設定］ページのオプション

番号を押します。

b ［データベース・ディレクトリ］設定のオプション番号を押して、フル・パスを入力します。 

指定したパスは、 ターゲッ ト ・ ド ライブまたはボリューム上に存在している必要があります。
NetVault サーバーがパスを見つけられない場合、 ディ レク ト リのリロケートは失敗します。 

c sキーを押して設定を保存してからqキーを押してTxtconfigを終了します。

5 NetVault インストールディ レク ト リで、 config ディレク ト リを開き、 pgdb.cfg 設定ファイルをテキスト

エディ タで開きます。

［InstallInfo］ セクシ ョ ンで、 datadir を変更して pgsql. の新しいパスを指定するようにします。

Datadir=< 新しい DB パス >/pgsql

6 サービス ・ スクリプ トからデータベース ・パスを変更します。

▪ /etc/init.d/netvault-pgsql ファイル。

▪ /usr/lib/systemd/system/netvault-pgsql.service ファイル。

7 新しいパスから、 pgsql ディレク ト リの所有者およびグループのファイル権限を変更します。

chmod 700 < 新しい DBパス >/pgsql

chown netvault-pgsql:netvault-pgsql < 新しい DBパス >/pgsql

8 netvault-pgsql サービスを開始します。

▪ システムで systemd がサポート されている場合 ：

systemctl start netvault-pgsql コマンドを実行します。

▪ システムで systemd がサポート されていない場合 ：

/etc/init.d/netvault-pgsql start コマンドを実行します。

9 NetVault サービスを開始します。

Windows ベース ・ マシンでの NetVault Database ディレク ト

リの変更

Windows ベースの NetVault サーバーの Database ディレク ト リを変更するには ：

1 Windows サービス管理コンソールで、 netvault-pgsql サービスおよび NetVault プロセス ・ マネージャ ・

サービスを停止します。

2 db ディレク ト リを手動で新しい場所に移動します。 netvault-pgsql サービスを実行するユーザーに新し

いデータベース ・ ディ レク ト リの所有権があることを確認します。

3 NetVault インストール ・ ディ レク ト リで、 config ディレク ト リを開き、 次に configure.cfg ファイルをテ

キスト ・ エディ タで開きます。 

[Directories:Database] セクシ ョ ンで、 Value をフルパスに変更します。

Value=<full path> 

4 NetVault インストールディ レク ト リで、 config ディレク ト リを開き、 pgdb.cfg ファイルをテキストエ

ディ タで開きます。
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［InstallInfo］ セクシ ョ ンで、 datadir を変更して pgsql. の新しいパスを指定するようにします。

datadir=< 新しい DB パス >/pgsql

5 Registry Editor を開きます。

6 HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\
netvault-pgsqlキーを展開し、 データベース ・ ディ レク ト リの新しいパスを反映するため、

ImagePath プロパティの値を変更します。

7 Windows サービス管理コンソールで、 netvault-pgsql サービスを右クリ ックして、 ［プロパティ］ を選択

します。 ［全般］ タブで、 実行可能パラメータへのパスで新しいデータベース ・パスが表示されることを
確認します。

8 netvault-pgsql および NetVault プロセス ・ マネージャ ・サービスを開始します。

TCP/IPバッファ・サイズの設定
通常、 TCP/IP ソケッ トのバッファ ・ サイズはデフォルト設定のままで問題ないため、 変更しないよう注意して

ください。 どのようなバッファ ・ サイズが最適であるかについては、 使用する OS の解説書を参照して くださ

い。

TCP/IP ソケッ トのバッファ ・ サイズを変更するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ をクリ ックします。

2 ［NetVault サーバ設定］ ページで、 次のいずれかの操作を実行します。

▪ NetVault サーバのデフォルト設定を行うには、 手順 3 に進みます。

▪ NetVault クライアン トのデフォルト設定を行うには、 ［クライアン ト］ をクリ ックします。

［NetVault クライアン ト］ の表からクライアン ト を選択して、 ［次へ］ をクリ ックします。

3 ［システムおよびセキュリテ ィ］ で、 ［全般］ をクリ ックします。 ［一般設定］ ダイアログ ・ ボックスで、
以下の設定を行います。

4 新しい設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［実行］ をクリ ックします。

表140. TCP/IP送信および受信バッファ・サイズ

設定 説明

最小ネッ トワーク送信バッ
ファサイズ

TCP/IP ソケッ トの送信バッファの最小サイズを決定します。

デフォルト値は、 1 KB です。 バッファ ・ サイズを調整するには、 新たな値

を入力または選択します。 バッファ ・ サイズはキロバイ ト単位で設定する
必要があります。

最大ネッ トワーク送信バッ
ファサイズ

TCP/IP ソケッ トの送信バッファの最大サイズを決定します。 
デフォルト値は、 16384 KB です。 バッファ ・ サイズを調整するには、 新

たな値を入力または選択します。 バッファ ・ サイズはキロバイ ト単位で設
定する必要があります。

最小ネッ トワーク受信バッ
ファサイズ

TCP/IP ソケッ トの受信バッファの最小サイズを決定します。 
デフォルト値は、 1 KB です。 バッファ ・ サイズを調整するには、 新たな値

を入力または選択します。 バッファ ・ サイズはキロバイ ト単位で設定する
必要があります。

最大ネッ トワーク受信バッ
ファサイズ

TCP/IP ソケッ トの受信バッファの最大サイズを決定します。 
このオプシ ョ ンのデフォルト値は、 16384 KB です。 バッファ ・ サイズを

調整するには、 新たな値を入力または選択します。 バッファ ・ サイズはキ
ロバイ ト単位で設定する必要があります。
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言語とロケール設定の変更

NetVault の言語とロケールを変更するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ をクリ ックします。

2 ［NetVault サーバ設定］ ページで、 次のいずれかの操作を実行します。

▪ NetVault サーバのデフォルト設定を行うには、 手順 3 に進みます。

▪ NetVault クライアン トのデフォルト設定を行うには、 ［クライアン ト］ をクリ ックします。

［NetVault クライアン ト］ の表からクライアン ト を選択して、 ［次へ］ をクリ ックします。

3 ［システムおよびセキュリテ ィ］ で、 ［全般］ をクリ ックします。 ［全般］ ダイアログ ・ ボックスで、 ［言
語選択］ の設定を行います。

NetVault で使用する言語を選択します。 利用可能なオプシ ョ ンを以下に示します。

▪ 簡体字中国語

▪ 英語

▪ フランス語

▪ ド イツ語

▪ 日本語

▪ 韓国語

4 新しい設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［実行］ をクリ ックします。

5 NetVault WebUI を閉じ、 ブラウザの新しいタブまたはウィンドウで開きます。

NetVault WebUIの言語設定の変更

NetVault WebUI の表示と入力の言語を変更するには ：

• ［ヘッダー］ パネルで ［言語］ をクリ ックし、 使用可能な言語の一覧から、 NetVault WebUI の表示と入力

の言語を選択します。 利用可能なオプシ ョ ンを以下に示します。

▪ 中国語 （zh）

▪ 英語 （en）

▪ フランス語 （fr）

▪ ド イツ語 （de）

▪ 日本語 （ja）

▪ 韓国語 （ko）

メモ ： Windows で TCP/IP バッファ ・ サイズを増やすには、 レジスト リ設定を変更する必要があります。

これらの設定についての詳細は、 Microsoft サポート技術情報の https://support.microsoft.com/en-
us/kb/823764 を参照して ください。

https://support.microsoft.com/en-us/kb/823764
https://support.microsoft.com/en-us/kb/823764
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インストール前パッケージ互換性チェックの無効
化
プラグインをインストールする前に、 NetVault はインストール ・パッケージがクライアン トの OS タイプおよび

ビッ ト と互換性があることを確認します。 必要に応じて、 インストール前の互換性チェ ックを無効にすることが
できます。

パッケージに対するインストール前の互換性チェ ックを無効化するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ をクリ ックします。

2 ［NetVault サーバ設定］ ページで、 次のいずれかの操作を実行します。

▪ NetVault サーバのデフォルト設定を行うには、 手順 3 に進みます。

▪ NetVault クライアン トのデフォルト設定を行うには、 ［クライアン ト］ をクリ ックします。

［NetVault クライアン ト］ の表からクライアン ト を選択して、 ［次へ］ をクリ ックします。

3 ［システムおよびセキュリテ ィ］ で、 ［全般］ をクリ ックします。 ［全般］ ダイアログ ・ ボックスで、 以下
の設定を行います。

▪ ［パッケージ ・ インストール前のシステム ・ チェ ック］ ： このチェ ック ・ ボックスはデフォルトで
選択されています。 プラグインをインストールする前に、 NetVault はインストール ・パッケージ

がクライアン トの OS およびビッ ト ・ タイプと互換性があることを確認します。 互換性がない

パッケージの場合、 エラーが報告されます。

パッケージに対するインストール前の互換性チェ ックを無効化する場合は、 このチェ ック ・ ボッ
クスを選択解除します。

4 新しい設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［実行］ をクリ ックします。

ライセンス有効期限切れの警告期間の設定
NetVault WebUI には、 デフォルトで、 有効期限日の 7 日前からライセンス期限切れメ ッセージが表示されます。

NetVault WebUI にログオンするときに、 ダイアログ ・ ボックスが表示されます。

ライセンス有効期限切れの警告期間を変更するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ をクリ ックします。

2 ［NetVault サーバ設定］ ページで、 次のいずれかの操作を実行します。

▪ NetVault サーバのデフォルト設定を行うには、 手順 3 に進みます。

▪ NetVault クライアン トのデフォルト設定を行うには、 ［マシンを選択］ をクリ ックします。 ［マシ

ンを選択］ ドロワでクライアン ト を選択し、 ［設定に移動］ をクリ ックします。

3 ［システムおよびセキュリテ ィ］ で、 ［全般］ をクリ ックします。 ［全般］ ダイアログ ・ ボックスで、 以下
の設定を行います。

▪ ［ライセンス有効期限切れ警告のしきい値］ ： NetVault で、 ライセンスの有効期限について何日前

から通知するかを指定します。 メ ッセージは、 WebUI にログインすると毎回表示されます。 デ

フォルトの期間は 「7」 日です。

4 新しい設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［実行］ をクリ ックします。

メモ ： パッケージ ・ チェ ックを無効にすると、 互換性のないパッケージをインストールしてしまう
リスクが発生します。
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セキュリティの設定
このセクシ ョ ンには、 以下のトピックが含まれています。

• クライアン トのパスワード保護の無効化

• NetVault パスワードの変更

クライアントのパスワード保護の無効化

NetVault クライアン トのパスワード保護を無効化するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ をクリ ックします。

2 ［クライアン ト］ をクリ ックします。 

3 ［NetVault クライアン ト］ の表からクライアン ト を選択して、 ［次へ］ をクリ ックします。

4 ［システムおよびセキュリテ ィ］ で、 ［セキュリテ ィ］ をクリ ックします。 ［セキュリテ ィ］ ダイアログ ・
ボックスで、 以下の設定を行います。

▪ ［セキュリテ ィ を無効にする］ ： NetVault パスワードを使わずにクライアン ト を追加、 またはクラ

イアン トにアクセスするには、 このチェ ック ・ ボックスを選択します。 

5 新しい設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［実行］ をクリ ックします。

NetVaultパスワードの変更

NetVault サーバーまたはクライアン トのパスワードを変更するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ をクリ ックします。

2 ［NetVault サーバ設定］ ページで、 次のいずれかの操作を実行します。

▪ NetVault サーバのデフォルト設定を行うには、 手順 3 に進みます。

▪ NetVault クライアン トのデフォルト設定を行うには、 ［マシンを選択］ をクリ ックします。 ［マシ

ンを選択］ ドロワでクライアン ト を選択し、 ［設定に移動］ をクリ ックします。

3 ［システムおよびセキュリテ ィ］ で、 ［セキュリテ ィ］ をクリ ックします。 ［セキュリテ ィ］ ダイアログ ・
ボックスで、 以下の設定を行います。

4 新しい設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［実行］ をクリ ックします。

表141. NetVaultパスワードの変更

設定 説明

マスター ・パスワード NetVault マシンのパスワードを指定します。 
パスワードには、 最大 100 文字を使用することができます。 以下の文字を

使用することはできません。

\ およびスペース

NetVault パスワードは、 クライアン トの追加やクライアン トへのアクセス

に使用されます。 NetVault パスワードの詳細については、 『Quest NetVault 
インスト レーシ ョ ンガイ ド』 を参照して ください。

パスワードの確認 確認のために NetVault のパスワードを再入力します。
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NetVault Timeの同期
このセクシ ョ ンには、 以下のトピックが含まれています。

• NetVault Timen について

• 代替 NetVault Time サーバーの設定

NetVault Timenについて
NetVault では、 NetVault ド メイン内のサーバーとすべてのクライアン ト ・ マシンの時間を同期させるため、

NetVault Time サーバーという タイム ・サーバーが指定されます。 通常、 NetVault サーバーは NetVault Time サー

バーとして機能し、 このマシン上のシステム時間が NetVault Time になります。 ただし、 他の任意の NetVault マ
シンを NetVault Time サーバーとして指定することができます。 NetVault では、 クライアン ト上のローカル時間

は無視され、 ジ ョ ブのスケジュール、 レポート、 ト レースなどのすべての時間に制約される動作には NetVault 
Time が使用されます。

代替NetVault Timeサーバーの設定

代替 NetVault マシンを NetVault Time サーバーとして設定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ をクリ ックします。

2 ［NetVault サーバ設定］ ページで、 次のいずれかの操作を実行します。

▪ NetVault サーバのデフォルト設定を行うには、 手順 3 に進みます。

▪ NetVault クライアン トのデフォルト設定を行うには、 ［マシンを選択］ をクリ ックします。 ［マシ

ンを選択］ ドロワでクライアン ト を選択し、 ［設定に移動］ をクリ ックします。

3 ［システムおよびセキュリテ ィ］ で、 ［時間同期］ をクリ ックします。 ［時間同期］ ダイアログ ・ ボックス
で、 以下の設定を行います。

4 新しい設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［実行］ をクリ ックします。

表142. 時間同期設定

設定 説明

このマシンを NetVault 
Time サーバーにする

NetVault サーバーで、 このチェ ック ・ ボックスはデフォルトで選択されて

います。

代替タイム ・サーバーを設定するには、 NetVault サーバーでこのチェ ッ

ク ・ ボックスの選択を解除します。

NetVault Time をシステム

と同期

代替タイム ・サーバーの NetVault 名を入力します。 

時差を決定するためのポー
リング数

ポーリング中に交換する時間パケッ ト数を入力または選択します。 デフォ
ルト値は、 5 です。

時刻同期更新の間隔 （時
間）

NetVault サーバーが、 タイム ・サーバーと同期されているかどうかを確認

する頻度を指定します。 
デフォルトのポーリング間隔は 「24」 時間です。

2 サーバー間に許容する時

差 （ミ リ秒）

許容する時間差を入力または選択します。 
デフォルトでは、 NetVault は、 NetVault サーバーと NetVault Time サー

バーの間で 1000 ミ リ秒の差異を許容します。
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一般通知方法のデフォルト設定
このセクシ ョ ンには、 以下のトピックが含まれています。

• メール ・サーバーの通知設定

• 通知用 SysOp メール ID の設定

• 通知用のデフォルト ・ プリンタの設定

• 通知用のネッ トワーク ・ マネージャ ・ ホス トの設定

メール・サーバーの通知設定
電子メールで通知を送信するには、 送信メール ・サーバー （SMTP） を設定する必要があります。 SMTP 設定

は、 ［設定変更］ ページから設定できます。

メール ・サーバーの通知設定を行うには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ をクリ ックします。

2 ［ユーザー ・ インターフェイス］ で ［通知］ をクリ ックします。 ［通知］ ダイアログ ・ ボックスの ［メー
ル ・サーバー］ で、 以下のオプシ ョ ンを設定します。

3 新しい設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［実行］ をクリ ックします。

表143. 通知のメール・サーバー設定

設定 説明

電子メール送信サーバー
（SMTP）

メール ・サーバーのマシン名または IP アドレスを指定します。

ポート番号 デフォルトの SMTP 待ち受けポートは、 ポート番号 25 です。 メール ・

サーバーが別のポートで待ち受けするように設定されている場合は、 ポー
ト番号を指定します。

NetVault の電子メール ・

アドレス 
通知の送信者のメール ・ アドレスを入力します。

NetVault の名前 メール通知の送信者名を入力します。

認証の実行 認証を行う場合は、 このチェ ック ・ ボックスを選択します。 メール ・サー
バーが LOGIN または PLAIN プロ ト コルをサポート している場合にのみ、

この設定を使用することができます。

認証アカウン ト SMTP 認証に使用するユーザー ・ アカウン ト を指定します。 このオプシ ョ

ンは、 ［認証の実行］ チェ ック ・ ボックスを選択した場合にのみ必要になり
ます。

ユーザー ・ アカウン トが指定されていない場合、 ［NetVault の電子メール ・

アドレス］ に指定されているユーザー名が認証に使用されます。 たとえば、
［NetVault の電子メールアドレス］ ボックスに 「User-
A@mycompany.com」 と指定した場合、 NetVault では 「User-A」 を使って 
SMTP 認証が行われます。

認証パスワード SMTP 認証アカウン トのパスワードを指定します。

確認認証パスワード 確認のためパスワードを再入力します。

nvsendmail の代わりに

hostname を使用 
nvsendmail で EHLO および HELO コマンドを使用する代わりに完全修飾

ド メイン名 （FQDN） を使用する場合、 このチェ ック ・ ボックスを選択し

ます。 NetVault ではメール ・サーバー ・ メ ッセージ内のホスト名が使用さ

れるため、 ホスト名を FQDN 形式で表示するには、 システムを FQDN で

設定する必要があります。
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通知用SysOpメールIDの設定
Sysop メール通知方法を使用するには、 SysOp メール ・ アドレスを設定する必要があります。 電子メール ・ ア

ドレスは、 ［設定変更］ ページから設定できます。

通知用 SysOp メール ID を設定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ をクリ ックします。

2 ［ユーザー ・ インターフェイス］ で ［通知］ をクリ ックします。 ［通知］ ダイアログ ・ ボックスの ［一般
通知］ で、 以下の設定を行います。

3 新しい設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［実行］ をクリ ックします。

通知用のデフォルト・プリンタの設定
Windows で ［レポート印刷］ 方法を使用するには、 デフォルトのプリンタを設定するか、 通知方法を設定する

ときに NVPRINTER 変数を設定することができます。 デフォルト ・ プリンタは、 ［設定変更］ ページから設定で

きます。

通知用のデフォルト ・ プリンタを設定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ をクリ ックします。

2 ［ユーザー ・ インターフェイス］ で ［通知］ をクリ ックします。 ［通知］ ダイアログ ・ ボックスの ［デ
フォルト ・ プリンタ］ で、 以下の設定を行います。

▪ ［デフォルトのプリンタ名］ ： ［レポート印刷］ 通知方法のデフォルト ・ プリンタを設定するには、
プリンタ名を入力します。 Windows 内でプリンタを識別するために用いられている文字列を正確

に指定する必要があります。 

この設定は、 Windows ベースの NetVault サーバーでのみ必要です。

3 新しい設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［実行］ をクリ ックします。

通知用のネットワーク・マネージャ・ホストの設
定
SNMP Trap 方法を使用できるようにするには、 ネッ トワーク ・ マネージャ ・ ホス ト を設定する必要があります。

これらの設定を行うには、 ［設定変更］ ページを使用します。

通知用のネッ トワーク ・ マネージャ ・ ホス ト を設定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ をクリ ックします。

2 ［ユーザー ・ インターフェイス］ で ［通知］ をクリ ックします。 ［通知］ ダイアログ ・ ボックスの ［SNMP
ト ラ ップ］ で、 以下の設定を行います。

表144. 通知用SysopメールID

設定 説明

システム管理者の電子メー
ル ・ アドレス

Sysop （管理者） のメール ・ アドレスを入力します。 複数の電子メール ・

アドレスを区切るには、 カンマ （,） を使用します。

システム管理者の名前 Sysop または管理者の名前を入力します。
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3 新しい設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［実行］ をクリ ックします。

レポーティング・ユーティリティの設定
このセクシ ョ ンには、 以下のセクシ ョ ンが含まれています。

• レポート ・ ユーティ リテ ィについて

• CSV レポート ・ テンプレートのカスタマイズ

• HTML レポート ・ テンプレートのカスタマイズ

• プレーン ・ テキスト ・ レポート ・ テンプレートのカスタマイズ

• レポート生成のタイムアウトの設定

• レポートのデフォルト ・ メール形式の設定

• 統計マネージャのデフォルトの設定

• レポート ・ データベースのグローバル ・パージ ・ ポリシーの作成

• テーブル固有のパージ ・ ポリシーの作成

レポート・ユーティリティについて
NetVault レポーティング ・ ユーティ リテ ィは、 HTML、 テキスト、 およびカンマ区切り （CSV） 形式で生成、 表

示できる、 各種通常レポート を提供しています。 レポートについての詳細は、 「NetVault でのレポーティング」

を参照して ください。

NetVault では、 統計マネージャ （nvstatsmngr） プロセスとレポート ・ データベース ・ マネージャ

（nvrepdbmngr） プロセスを使用して、 通常レポートのデータを収集および送信します。 

• 統計マネージャ ： このプロセスは、 NetVault サーバー ・ マシンとクライアン ト ・ マシン上で動作します。

統計マネージャは、 ド ライブ統計、 イベン ト履歴、 メディア要求、 サーバー容量、 転送情報などのデー
タを収集します。

• レポート ・ データベース ・ マネージャ ： このプロセスは、 NetVault サーバー上でのみ動作します。 レ

ポート ・ データベース ・ マネージャは定期的に統計マネージャをポーリングし、 収集データを取得して
レポート ・ データベースにデータを書き込みます。 レポート ・ データベースの情報をレポーティング ・
ユーティ リテ ィに提供し、 レポート ・ データベースの定期削除を実行します。 

表145. SNMPトラップ通知のデフォルト設定

設定 説明

ト ラップ ・ ターゲッ ト ・ ホ
ス ト

SNMP ト ラ ップ送信先のネッ トワーク ・ マネージャ ・ ホス ト用に、 ネッ ト

ワーク名または FQDN （完全修飾ド メイン名） を入力します。

ポート番号 SNMP ト ラ ップのデフォルトの待ち受けポートは、 ポート番号 162 です。

ホストが別のポートで待ち受けするように設定されている場合は、 その
ポート番号を指定します。

コ ミ ュニテ ィ ・ ス ト リング SNMP コ ミ ュニテ ィ文字列はある種のパスワードで、 ネッ トワーク ・ マ

ネージャ ・ ホス ト とエージェン トの間で送信されるメ ッセージの認証に使
用されます。 コ ミ ュニテ ィ ・ ス ト リングは、 SNMP マネージャと SNMP
エージェン ト間で転送されるすべてのパケッ トに含まれます。 
コ ミ ュニテ ィ ・ ス ト リングは 「public」 に設定されており、 ほとんどの

ネッ トワーク ・ デバイス用にこの読み取り専用コ ミ ュニテ ィ文字列がデ
フォルトで設定されています。 SNMP ト ラ ップ用にこのデフォルトの文字

列を変更し、 新しいパスワードを設定することをお勧めします。
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NetVault WebUI から、 レポート ・ テンプレート をカスタマイズして、 統計マネージャおよびレポート ・ データ

ベース ・ マネージャのデフォルト設定を変更することができます。

CSVレポート・テンプレートのカスタマイズ
NetVault では、 CSV レポートの出力のフォーマッ トには組み込みテンプレートが使用されます。 これらのテン

プレート をカスタマイズして、 カスタム区切り文字の定義や、 改行、 タブ、 区切り文字などの追加ができます。
書式スタイルはすべての CSV レポート ・ テンプレートに、 グローバルに適用されます。 これらの設定は、 CSV
出力での制御文字およびエスケープ文字列の使用に精通したユーザーのみが行う必要があります。 設定が不適切
の場合には、 NetVault が誤った出力を生成することがあります。

CSV レポートの出力形式をカスタマイズするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ をクリ ックします。

2 ［ユーザー ・ インターフェイス］ で ［レポート］ をクリ ックします。 ［レポート］ ダイアログ ・ ボックス
の ［CSV 出力］ で、 以下の設定を行います。

▪ CSV のカラム ・ ヘッダー開始テキスト ・ デフォルト値 

▪ CSV のカラム ・ ヘッダー終了テキスト ・ デフォルト値 

▪ CSV ヘッダー ・ フ ィールド開始テキスト ・ デフォルト値 

▪ CSV ヘッダー ・ フ ィールド終了テキスト ・ デフォルト値 

▪ レコードなしの場合の CSV レポートの出力テキスト ・ デフォルト値 

▪ CSV 形式開始テキスト ・ デフォルト値 

▪ CSV 形式終了テキスト ・ デフォルト値 

▪ CSV 形式フ ィールド開始テキスト ・ デフォルト値 

▪ CSV 形式フ ィールド終了テキスト ・ デフォルト値 

開始テキスト ・ フ ィールドを使って、 書式スタイル （改行や区切り文字など） またはヘッダー用テキス
ト、 合計または平均値を示す行、 または本文セルを指定します。

終了テキスト ・ フ ィールドを使って、 書式スタイル （改行や区切り文字など） とカスタム区切り文字を
指定します。

デフォルトのテキスト 「表示対象が存在しません」 を他のカスタム ・ テキストに変更する場合は、 ［レ
コードなしの場合の CSV レポートの出力テキスト ・ デフォルト値］ フ ィールドを使用します。

3 新しい設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［実行］ をクリ ックします。

HTMLレポート・テンプレートのカスタマイズ
NetVault では、 HTML レポートの出力のフォーマッ トには組み込みテンプレートが使用されます。 これらのテン

プレート をカスタマイズして、 さまざまな書式スタイルを適用することができます。 書式スタイルはすべての
HTML レポート ・ テンプレートに、 グローバルに適用されます。 HTML に精通しているユーザーのみが、 これら

の設定を行う必要があります。 設定が不適切の場合には、 NetVault が誤った出力を生成することがあります。 

HTML レポートの出力形式をカスタマイズするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ をクリ ックします。

2 ［ユーザー ・ インターフェイス］ で ［レポート］ をクリ ックします。 ［レポート］ ダイアログ ・ ボックス
の ［HTML テキスト出力］ で、 以下の設定を行います。

▪ プレーンテキストの HTML 出力開始テキスト  
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▪ プレーン ・ テキストの HTML 出力終了テキスト  

▪ HTML カラム ・ ヘッダー開始テキスト ・ デフォルト値 

▪ HTML カラム ・ ヘッダー終了テキスト ・ デフォルト値 

▪ HTML ヘッダー ・ フ ィールドの開始テキスト ・ デフォルト値 

▪ HTML ヘッダー ・ フ ィールドの終了テキスト ・ デフォルト値 

▪ レコードなしの場合の HTML レポート出力テキスト ・ デフォルト値 

▪ HTML 合計行の開始テキスト ・ デフォルト値 

▪ HTML 合計行の終了テキスト ・ デフォルト値 

▪ HTML 合計フ ィールドの開始テキスト ・ デフォルト値 

▪ HTML 合計フ ィールドの終了テキスト ・ デフォルト値 

▪ HTML 平均行の開始テキスト ・ デフォルト値 

▪ HTML 平均行の終了テキスト ・ デフォルト値 

▪ HTML 平均フ ィールドの開始テキスト ・ デフォルト値 

▪ HTML 平均フ ィールドの終了テキスト ・ デフォルト値 

▪ HTML 形式開始テキスト ・ デフォルト値 

▪ HTML 形式終了テキスト ・ デフォルト値 

▪ HTML 形式フ ィールド開始テキスト ・ デフォルト値 

▪ HTML 形式フ ィールド終了テキスト ・ デフォルト値 

▪ デフォルトのジ ョブヘッダー / フッ ターの場所

開始テキスト ・ フ ィールドを使って、 書式スタイル （フォン ト ・ タイプやフォン ト ・ サイズなど） また
はヘッダー用テキスト、 合計または平均値を示す行、 または本文セル用の開始 HTML タグを指定します。

終了テキスト ・ フ ィールドを使って、 カスタム書式スタイル用の終了 HTML タグを指定します。

デフォルトのテキスト 「表示対象が存在しません」 を他のカスタム ・ テキストに変更する場合は、 ［レ
コードなしの場合の HTML レポート出力テキスト ・ デフォルト値］ フ ィールドを使用します。

3 新しい設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［実行］ をクリ ックします。

その他のレポートテンプレートのカスタマイズ
NetVault では、 その他のレポートのフォーマッ トには組み込みテンプレートが使用されます。 これらのテンプ

レート をカスタマイズして、 改行、 タブ、 区切り文字などを追加することができます。 書式スタイルはすべての
プレーン ・ テキスト ・ レポート ・ テンプレートに、 グローバルに適用されます。 これらの設定は、 テキスト出力
での制御文字およびエスケープ文字列の使用に精通したユーザーのみが行う必要があります。 設定が不適切の場
合には、 NetVault が誤った出力を生成することがあります。 

その他のレポートの出力形式をカスタマイズするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ をクリ ックします。

2 ［ユーザー ・ インターフェイス］ で ［レポート］ をクリ ックします。 

3 ［レポート］ ダイアログボックスの ［その他］ で、 以下の設定を行います。

▪ デフォルト出力タイプ

▪ デフォルト電子メール形式

▪ デフォルト フ ィルタビュー
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▪ 作成されたレポート を保持する期間 （日）

▪ レポート生成タイムアウト （秒単位）

▪ デフォルトでフ ィルタされたレコード設定を保持する

デフォルトでは、 レポートの出力タイプは HTML テキストです。 これはプレーンテキストまたはカンマ

区切り値に変更できます。 

4 新しい設定を適用するには、 ［適用］ をクリ ックし、 ダイアログボックスを閉じます。

プレーン・テキスト・レポート・テンプレートの
カスタマイズ
NetVault では、 プレーン ・ テキスト ・ レポートのフォーマッ トには組み込みテンプレートが使用されます。 これ

らのテンプレート をカスタマイズして、 改行、 タブ、 区切り文字などを追加することができます。 書式スタイル
はすべてのプレーン ・ テキスト ・ レポート ・ テンプレートに、 グローバルに適用されます。 これらの設定は、 テ
キスト出力での制御文字およびエスケープ文字列の使用に精通したユーザーのみが行う必要があります。 設定が
不適切の場合には、 NetVault が誤った出力を生成することがあります。 

プレーン ・ テキスト ・ レポートの出力形式をカスタマイズするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ をクリ ックします。

2 ［ユーザー ・ インターフェイス］ で ［レポート］ をクリ ックします。 ［レポート］ ダイアログ ・ ボックス
の ［プレーン ・ テキスト出力］ で、 以下の設定を行います。

▪ プレーン ・ テキストのカラム ・ ヘッダー開始テキスト ・ デフォルト値 

▪ プレーン ・ テキストのカラム ・ ヘッダー終了テキスト ・ デフォルト値 

▪ レコードなしの場合のプレーン ・ テキスト ・ レポートの出力テキスト ・ デフォルト値 

▪ プレーン ・ テキスト合計行の開始テキスト ・ デフォルト値 

▪ プレーン ・ テキスト合計行の終了テキスト ・ デフォルト値 

▪ プレーン ・ テキスト合計フ ィールドの開始テキスト ・ デフォルト値 

▪ プレーン ・ テキスト合計フ ィールドの終了テキスト ・ デフォルト値 

▪ プレーン ・ テキスト平均行の開始テキスト ・ デフォルト値 

▪ プレーン ・ テキスト平均行の終了テキスト ・ デフォルト値 

▪ プレーン ・ テキスト平均フ ィールドの開始テキスト ・ デフォルト値 

▪ プレーン ・ テキスト平均フ ィールドの終了テキスト ・ デフォルト値 

▪ プレーン ・ テキスト形式開始テキスト ・ デフォルト値 

▪ プレーン ・ テキスト形式終了テキスト ・ デフォルト値 

▪ プレーン ・ テキスト ・ フ ィールドの開始テキスト ・ デフォルト値 

▪ プレーン ・ テキスト ・ フ ィールドの終了テキスト ・ デフォルト値 

開始テキスト ・ フ ィールドを使って、 書式スタイル （改行や区切り文字など） またはヘッダー用テキス
ト、 合計または平均値を示す行、 または本文セルを指定します。

終了テキスト ・ フ ィールドを使って、 書式スタイル （改行や区切り文字など） を指定します。

メモ ： 出力タイプを変更する場合は、 選択した出力タイプに一致するようにテンプレート ファイル
も変更する必要があります。
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デフォルトのテキスト 「表示対象が存在しません」 を他のカスタム ・ テキストに変更する場合は、 ［レ
コードなしの場合のプレーン ・ テキスト ・ レポートの出力テキスト ・ デフォルト値］ フ ィールドを使用
します。

3 新しい設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［実行］ をクリ ックします。

レポート生成のタイムアウトの設定

レポート生成のタイムアウトの設定を行うには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ をクリ ックします。

2 ［ユーザー ・ インターフェイス］ で ［レポート］ をクリ ックします。 ［レポート］ ダイアログボックスの
［その他］ で、 ［レポート生成タイムアウト （秒単位）］ を設定します。 

デフォルトで、 タイムアウト期間は 120 秒に設定されています。 この期間内にレポート生成が完了しな

いと、 そのジ ョブは失敗します。 タイムアウト期間を変更するには、 新しい値を入力または選択します。
有効なタイムアウト範囲は、 60 ～ 600 秒です。

3 新しい設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［実行］ をクリ ックします。

レポートのデフォルト・メール形式の設定 
レポートのデフォルト ・ メール形式を設定するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ をクリ ックします。

2 ［ユーザー ・ インターフェイス］ で ［レポート］ をクリ ックします。 

3 ［レポート］ ダイアログ ・ ボックスの ［その他］ で、 以下の設定を行います。

▪ デフォルト電子メール形式 ： デフォルトでは、 レポートのメール形式は PDF に設定されていま

す。 デフォルト形式を変更するには、 ［HTML］ を選択します。

4 新しい設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［実行］ をクリ ックします。

統計マネージャのデフォルトの設定

統計マネージャのデフォルト設定を行うには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ をクリ ックします。

2 ［NetVault サーバ設定］ ページで、 次のいずれかの操作を実行します。

▪ NetVault サーバのデフォルト設定を行うには、 手順 3 に進みます。

▪ NetVault クライアン トのデフォルト設定を行うには、 ［マシンを選択］ をクリ ックします。 ［マシ

ンを選択］ ドロワでクライアン ト を選択し、 ［設定に移動］ をクリ ックします。

3 ［ユーザー ・ インターフェイス］ で ［レポート］ をクリ ックします。 ［レポート］ ダイアログ ・ ボックス
の ［統計情報収集］ で、 以下の設定を行います。
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4 ［レポート］ ダイアログ ・ ボックスの ［統計情報のプロビジ ョ ン］ で、 以下の設定を行います。

5 新しい設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［実行］ をクリ ックします。

表146. 統計情報収集設定

設定 説明

統計情報収集開始時間

統計情報収集終了時間

デフォルトでは、 統計マネージャでは 00:00:00 から開始して 23:59:59 ま

で 24 時間統計情報が収集されます。 
統計情報の収集を一定の時間に制限するには、 開始時刻と終了時刻をこれ
らのボックスに指定します。 時刻を HH:MM:SS 形式で指定します。 
セッシ ョ ンの最長時間は 24 時間です。 1 日間または翌日にまたがって継続

することができます。 たとえば、 開始時間を 10:00:00 に、 終了時間を

7:00:00 に設定すると、 セッシ ョ ンは当日の 10:00 A.M. に開始され、 翌日

の 7:00 A.M. まで継続します。

周期 統計マネージャのデフォルトのポーリング間隔は 10 秒です。

この設定を変更するには、 新たな値を入力または選択します。 ポーリング
期間は秒数で指定します。

蓄積ファイルごとのレコー
ド数

ファイルあたりの最大レコード数を入力または選択します。 この限度に達
すると、 統計マネージャは現在のファイルを閉じ、 新規ファイルを開きま
す。 この設定のデフォルト値は、 1000 秒間です。

表147. 統計情報のプロビジョン設定

設定 説明

このマシン上で統計情報の
収集を有効にする 

統計情報収集は、 デフォルトですべての NetVault マシンで有効にされてい

ます。 
クライアン トでこのアクテ ィビテ ィ を無効にする場合は、 チェ ック ・ ボッ
クスの選択を解除します。

統計情報収集を無効にすると、 統計マネージャによって収集されたドライ
ブ ・パフォーマンス、 イベン ト履歴、 メディア要求、 およびその他のデー
タに関連したレポートの情報が不正確になる可能性があります。

サーバー接続不可許容時間 統計マネージャが、 レポート ・ データベース ・ マネージャ用に収集データ
を保持する時間を入力または選択します。 しきい値は時間数で指定します。
デフォルト値は、 72 時間です。 レポート ・ データベース ・ マネージャがこ

の時間内にデータをポーリングしない場合、 警告がログ記録され、 以下の
イベン トが発生します。

• 統計マネージャではレポート ・ データベースに転送されていないす
べてのファイルが無視されます。

• レポート ・ データベース ・ マネージャと接続されるまで、 統計マ
ネージャにファイルは保存されません。

転送ブロック ・ サイズ 統計マネージャによって収集される転送データのブロック ・ サイズを入力
または選択します。 ブロック ・ サイズは KB 単位で指定します。 デフォル

ト値は、 10 KB です。

統計マネージャの最小
キャッシュ

統計マネージャの最小キャッシュを入力または選択します。 レコード数で
指定します。 デフォルト値は、 30 レコードです。



Quest NetVault 13.1.2 アドミニストレーターズ・ガイド

NetVaultのデフォルトの設定
416

レポート・データベースのグローバル・パージ・
ポリシーの作成
デフォルトで、 レポート ・ データベース ・ マネージャでは 31 日を超えたすべてのレコードが削除されます。 レ

ポート ・ データベースのカスタム寿命またはサイズに基づくパージ ・ ポリシーを使って、 この動作を上書きでき
ます。

レポート ・ データベースのグローバル ・パージ ・ ポリシーを作成するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ をクリ ックします。

2 ［ユーザー ・ インターフェイス］ で ［レポート］ をクリ ックします。 

3 ［レポート］ ダイアログ ・ ボックスの ［テーブル］ で、 以下の設定を行います。

4 新しい設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［実行］ をクリ ックします。

テーブル固有のパージ・ポリシーの作成
デフォルトで、 レポート ・ データベース ・ マネージャでは 31 日を超えたすべてのレコードが削除されます。 個

別のレポート ・ テープルのカスタム寿命またはサイズに基づくパージ ・ ポリシーを使って、 この動作を上書きで
きます。

NetVault は、 レポート ・ テーブルの driveevents、 events、 mediacapacities、 mediarequests、 mediatransfers、
driveperformance、 および jobfiletallies をサポート しています。 これらのテーブルは、 バックアップ、 メディア

使用量、 ド ライブアクテ ィビテ ィによって生成された統計データを保存するために使用されます。

表148. レポート・データベースのグローバル・パージ設定

設定 説明

グローバル ・パージ ・ グ
ループの一部をテーブルの
デフォルトにします

デフォルトでは、 グローバル ・パージ ・ ポリシーはレポート ・ データベー
ス内のすべてのテーブルに適用されます。 各テーブルのこの動作はテーブ
ル固有のパージ ・ ポリシーで上書きすることができます。 テーブル固有の
ポリシーは、 データベース ・ レベルでグローバル ・ ポリシーを無効にする
場合のみ適用されます。

すべてのレポート ・ テーブルにグローバル ・パージ ・ ポリシーを適用する
には、 このチェ ック ・ ボックスを選択します。

パージ ・ チェ ック周期 デフォルトで、 レポート ・ データベース ・ マネージャでは、 24 時間ごとに

パージ ・ チェ ックが行われ、 パージ条件に一致するすべてのレコードが削
除されます。 
パージ ・ チェ ックの周期を変更するには、 パージ ・ イベン ト間の時間間隔
を入力または選択します。 パージ周期は時間数で指定します。

グローバル ・パージ方法 以下のオプシ ョ ンの 1 つを選択します。

• ［日付別］ ： 指定した時間制限よりも古いレコードを削除する場合に
選択します。 

• ［使用領域別］ ： 領域の使用状況が指定したサイズ制限を超えたとき
にレコードを削除する場合に選択します。 

総合パージ適用容量 レポート ・ テーブルの最大ファイル ・サイズを入力または選択します。
ファイル ・サイズは MB 単位で指定します。 デフォルト値は、 50 MB で
す。

総合パージ適用期間 レポート ・ データベースに保管されているレコードの最大寿命を入力また
は選択します。 レコード保存期間は日数で指定します。 デフォルト値は、
31 日間です。
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個別のレポート ・ テープルのパージ ・ ポリシーを作成するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ をクリ ックします。

2 ［ユーザー ・ インターフェイス］ で ［レポート］ をクリ ックします。 

3 ［レポート］ ダイアログ ・ ボックスの ［テーブル］ で、 以下の設定を行います。

4 新しい設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［実行］ をクリ ックします。

NetVault WebUIのデフォルト設定の構成
NetVault WebUI の ［デフォルトのテーブル ・ ページサイズ］ （グローバルのデフォルト値は自動）、 ［ナビゲー

シ ョ ン］ パネル （グローバルのデフォルト値は自動非表示）、 ［ページ / テーブル ・ アクシ ョ ン］ （グローバルの

デフォルト値はボタン）、 ［時間形式］ （グローバルの時間形式は 24 時間）、 ［UI テーマ］ （グローバルのデフォル

ト値はライ ト） のデフォルト設定を構成することができます。

NetVault WebUI の ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルのデフォルト設定を構成するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ をクリ ックします。

2 ［ユーザー ・ インターフェイス］ で、 ［WebUI のデフォルト］ をクリ ックします。 

3 ［WebUI のデフォルト］ ダイアログボックスの ［ナビゲーシ ョ ンバー］ で、 ［自動非表示］ の設定を行い

ます。 

デフォルトでは、 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルは自動非表示に設定されています。 NetVault WebUI の ［ナビ

ゲーシ ョ ン］ パネルの自動非表示設定を削除するには、 このチェ ック ・ ボックスを選択解除します。

4 新しい設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［実行］ をクリ ックします。

NetVault WebUI のページまたはテーブルのアクシ ョ ンのデフォルト設定を構成するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ をクリ ックします。

表149. テーブル固有のパージ・ポリシー

設定 説明

グローバル ・パージ ・ グ
ループの一部をテーブルの
デフォルトにします

デフォルトでは、 グローバル ・パージ ・ ポリシーはレポート ・ データベー
ス内のすべてのテーブルに適用されます。 テーブル固有のポリシーは、
データベース ・ レベルでグローバル ・ ポリシーを無効にする場合のみ適用
されます。

データベース ・ レベルでグローバル ・パージ ・ ポリシーを無効にするには、
このチェ ック ・ ボックスの選択を解除します。

テーブル < テーブル名 >
パージ方法

以下のオプシ ョ ンの 1 つを選択します。

• ［使用領域別］ ： 領域の使用状況が指定したサイズ制限を超えたとき
にレコードを削除する場合に選択します。 

• ［日付別］ ： 指定した時間制限よりも古いレコードを削除する場合に
選択します。

• ［グローバル ・ ポリシーを使用］ ： テーブルにグローバル ・パージ ・
ポリシーを適用する場合に、 このオプシ ョ ンを選択します。

テーブル < テーブル名 >
パージ適用容量

レポート ・ テーブルの最大ファイル ・サイズを入力または選択します。
ファイル ・サイズは MB 単位で指定します。 デフォルト値は、 10 MB で
す。

テーブル < テーブル名 >
パージ適用期間

レポート ・ データベースに保管されているレコードの最大寿命を入力また
は選択します。 レコード保存期間は日数で指定します。 デフォルト値は、
31 日間です。
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2 ［ユーザー ・ インターフェイス］ で、 ［WebUI のデフォルト］ をクリ ックします。 

3 ［WebUI のデフォルト］ ダイアログボックスの ［ページ / テーブルアクシ ョ ン］ で、 ［アクシ ョ ンの表示

方法］ の設定を行います。 

デフォルトでは、 アクシ ョ ンのオプシ ョ ンは、 NetVault WebUI ページの下部にボタンとして表示されま

す。 アクシ ョ ンのオプシ ョ ンをページ ・ レベルおよびテーブル ・ レベルのコンテキスト ・ メニューとし
て表示するには、 ［コンテキスト ・ メニュー］ を選択します。

4 新しい設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［実行］ をクリ ックします。

NetVault WebUI の UI テーマのデフォルト設定を構成するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ をクリ ックします。

2 ［ユーザー ・ インターフェイス］ で、 ［WebUI のデフォルト］ をクリ ックします。 

3 ［WebUI のデフォルト］ ダイアログボックスの ［UI テーマ］ で、 ［デフォルトテーマ］ の設定を行いま

す。 

デフォルトで、 NetVault WebUI のカラー ・ テーマは ［ライ ト］ に設定されています。 デフォルトのカ

ラー ・ テーマを変更するには、 ［ダーク］ を選択します。

4 新しい設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［実行］ をクリ ックします。

NetVault WebUI のデフォルト時間のデフォルト設定を構成するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ をクリ ックします。

2 ［ユーザー ・ インターフェイス］ で、 ［WebUI のデフォルト］ をクリ ックします。 

3 ［WebUI のデフォルト］ ダイアログボックスの ［デフォルト時間］ で、 ［時間形式］ の設定を行います。

デフォルトで、 NetVault WebUI には 24 時間形式が設定されています。 デフォルトの時間を変更するに

は、 ［12 時間 （AM/PM）］ を選択します。

4 新しい設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［実行］ をクリ ックします。

NetVault WebUI のテーブル ・ ページサイズのデフォルト設定を構成するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ をクリ ックします。

2 ［ユーザー ・ インターフェイス］ で、 ［WebUI のデフォルト］ をクリ ックします。 

3 ［WebUI のデフォルト］ ダイアログボックスの ［デフォルトのテーブルページサイズ］ で、 ［テーブル

ページサイズ］ の設定を行います。

デフォルトでは、 テーブルのページ ・サイズは、 ［自動］ に設定されています。 ページサイズ数を手動で
入力することも、 アプリケーシ ョ ン設定のページサイズを次のいずれかのオプシ ョ ンに変更することも
できます。

▪ 25: テーブルに表示するレコード数を 25 に設定します。

▪ 50: テーブルに表示するレコード数を 50 に設定します。

▪ 100: テーブルに表示するレコード数を 100 に設定します。

▪ 500: テーブルに表示するレコード数を 500 に設定します。

▪ 1000: テーブルに表示するレコード数を 1000 に設定します。

4 新しい設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［実行］ をクリ ックします。
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固有のVSSプロバイダを使用する

NetVault設定
VSS ベースのバックアップを実行する場合、 NetVault は VSS で指定したデフォルト VSS プロバイダを使用し

ます。 固有の VSS プロバイダを使用するために、 vss.cfg ファイルでプロバイダ ID を設定できます。

固有の VSS プロバイダを使用するように NetVault を設定するには ：

1 VSS ベースのバックアップを実行する NetVault クライアン トで、 vss.cfg ファイルを開きます。 この

ファイルは、 NetVault インストール ・ ディ レク ト リの下にある config サブディレク ト リにあります。

vss.cfg ファイルがサーバーまたはクライアン ト ・ マシン上に存在しない場合、 そのファイルを config
ディレク ト リに手動で作成します。

2 以下のセクシ ョ ンを追加します。

[Provider]

name = <VSS provider name>

type = <Provider type>

ID = {<Provider ID/GUID}

Version = <Provider version>

例 ：

[Provider]

name = Microsoft Software Shadow Copy provider 1.0

type = System

ID = {b5946137-7b9f-4925-af80-51abd60b20d5}

Version = 1.0.0.7

3 ファイルを保存して閉じます。

Txtconfigを使用するデフォルトの設定
Txtconfig ユーティ リテ ィは、 サーバーおよびクライアン ト ・ マシンのさまざまな設定をカスタマイズするため

のテキスト ・ ベースのユーザー ・ インターフェイスを提供します。 このユーティ リテ ィはサポート されているす
べてのオペレーティング ・ システム上で使用できます。 Txtconfig ユーティ リテ ィは、 NetVault インストール ・

ディ レク ト リの bin ディレク ト リに保存されています。

フランス語またはドイツ語バージョンの NetVault を実行している Windows ベースのマシンで Txtconfig を開始する

前に、 コマンド ・ プロンプト ・ ウィンドウでフォン ト ・ タイプとコード ・ ページを設定する必要があります。

重要： 
• プロバイダ ID （GUID） を指定すると、 NetVault は、 プロバイダが登録またはインストールされて

いるか、 あるいはプロバイダにボリュームのスナップシ ョ ッ ト を実行する機能があるかについて識
別するチェ ックを行いません。 

• NetVault がプロバイダ ID の正しい読み取りや解析をできない場合、 VSS バックアップは、 VSS で

通常は指定したデフォルト ・ プロバイダの使用を続行します。 

メモ ：  このユーティ リテ ィ を使用するには、 Windows では管理者権限を持つユーザーとして、 Linux およ

び UNIX では root ユーザーとしてログインする必要があります。
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• フォン ト ・ タイプを Lucida Console に設定 ： コマンド ・ プロンプ ト ・ ウィ ンドウを開きます。 左上部の

［コン ト ロール ・ メニュー］ アイコンをクリ ックするかまたはタイ トル ・バーを右クリ ックして、 ［プロ
パティ］ を選択します。 ［プロパティ］ ダイアログ ・ ボックスで、 ［フォン ト］ タブをクリ ックし、 ［フォ
ン ト］ リス トで ［Lucida Console］ を選択します。

• コード ・ ページを 1252 に設定 ： Txtconfig を実行するコマンド ・ プロンプ ト ・ ウィ ンドウに次のコマン

ドを入力します。

chcp 1252

これらの設定は、 コマンド ・ プロンプ ト ・ ウィ ンドウにテキスト を正確に表示する必要があります。

Txtconfig を使用するデフォルト設定を行うには ：

1 Windows では管理者権限を持つユーザーとして、 Linux および UNIX では root ユーザーとしてログイン

します。

2 ターミナルまたはコマンド ・ プロンプ ト ・ ウィ ンドウで以下を入力します。

txtconfig

Enter または Return キーを押します

3 Txtconfig ユーティ リテ ィ を起動すると、 ［マシン］ ページが表示されます。 このページでは、 以下の詳細

を表示できます。 マシン名、 マシン ID、 ネッ トワーク名、 IP アドレス、 NetVault のバージ ョ ン、 OS の

バージ ョ ン、 および OS プラッ ト フォーム。

4 メイン ・ メニューを表示するには、 p を押します。 メイン ・ メニュー ・ ページでは、 以下のメニュー項目

を使用できます。

5 設定ページを開くには、 そのページのオプシ ョ ン番号を押します。

6 設定を構成するには、 以下の手順に従います。

▪ 値を ［ON］ または ［OFF］ に変更するには、 その設定のオプシ ョ ン番号を押します。 

▪ リス トから値を選択するには、 リス ト ・ アイテムのオプシ ョ ン番号を押し、 Enter または Return
キーを押します。

▪ 数字、 文字列、 または日付の値を指定するには、 値を入力し、 Enter または Return キーを押します。

7 変更を保存するには、 s を入力します。

8 Txtconfig を終了するには、 q を入力します。

• マシン • ファイアウォール • プロセス ・ マネージャ

• ライセンス • GUI • レポート

• サービス • ジ ョブ ・ マネージャ • スケジュール ・ マネー
ジャ

• プラグイン • 言語 • スクリプ ト

• 監査 • ログ ・ デーモン • セキュリテ ィ

• プラグイン ・ オプシ ョ ン • 通知 • 時刻同期

• 一般設定 • メディア ・ マネージャ • 診断トレース

• RAS デバイス ・ オプシ ョ

ン

• デバイス ・ スキャン • 検証

• 暗号化 • ネッ トワーク ・ マネー
ジャ

• Web サービス
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診断トレース

• 診断トレースについて

• ト レースフ ィルタの管理

• ト レースの有効化

• ト レース ・ ファイルのダウンロード

• ト レース ・ ディ レク ト リの場所の変更

• Txtconfig を使用したト レースの有効化

• ト レースの無効化

• ト レース ・ セッシ ョ ン ・ ディ レク ト リの削除

診断トレースについて
診断トレースは、 エラー状態に関する詳細情報を取得するために使用されます。 Quest テクニカル ・サポート担

当者は、 この情報をデバッグおよびト ラブルシューティング目的で使用します。 

ト レースは、 デフォルトでは無効化されています。 診断情報を取得するには、 関連する NetVault マシンでトレー

スを有効にする必要があります。 NetVault を設定して、 トレースをすぐに開始したり、 サービスの再起動時に開始

したりできます。 また、 期間を指定してトレースを自動的に開始して指定の時間で終了することもできます。

診断情報は、 ト レース ・ ファイルに書き込まれます。 すべてのプロセスまたはプロセスのサブセッ トのト レー
ス ・ ファイルを生成できます。 これらのファイルは、 選択したプロセスが実行されているマシンで生成されま
す。 NetVault では、 ト レース ・ コンテナ ・ ディ レク ト リを使用して、 各種セッシ ョ ン中に生成されたすべてのト

レース ・ ファイルが保管されます。 デフォルトでは、 ト レース ・ コンテナ ・ ディ レク ト リは、 NetVault インス

トール ・ ディ レク ト リに作成されます。 デフォルト設定を変更して、 コンテナ ・ ディ レク ト リの新しい場所を指
定できます。 ト レースが有効になっている場合、 セッシ ョ ン ・ ディ レク ト リがコンテナ ・ ディ レク ト リに作成さ
れます。 セッシ ョ ン中に生成されたすべてのト レース ・ ファイルはこのディ レク ト リに存在します。 WebUI を
使用して、 各種マシンのト レース ・ ファイルを WebUI が実行されているローカル ・ マシンにダウンロードでき

ます。

トレースフィルタの管理
NetVault 11.2 以降では、 NetVault WebUI から、 NetVault プロセス （コアおよびプラグイン） に対する ト レー

ス ・ フ ィルタを管理できます。 ［ト レース ・ フ ィルタの管理］ オプシ ョ ンを使用して、 これらのプロセスのト
レース設定を変更したり、 割り当てたりすることができます。

ト レース ・ フ ィルタを管理するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ をクリ ックします。

2 ト レース ・ フ ィルタを管理するには ：

重要 ： 診断トレースの設定は、 必ず Quest テクニカル ・サポートの指示に基づいて行う必要があります。
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▪ NetVault サーバの場合 ： ［NetVault サーバ設定］ ページの ［システムおよびセキュリテ ィ］ で、

［診断ト レース］ をクリ ックします。

▪ NetVault クライアン トの場合 ： ［NetVault サーバ設定］ ページで、 ［クライアン ト］ をクリ ックし

ます。 ［NetVault クライアン ト］ の表からクライアン ト を選択して、 ［次へ］ をクリ ックします。

［システムおよびセキュリテ ィ］ で、 ［診断ト レース］ をクリ ックします。

3 ［診断ト レース設定］ ページで、 ［ト レース ・ フ ィルタの管理］ をクリ ックします。

4 NetVault （コアおよびプラグイン） プロセスのリストで、 編集するプロセスを選択します。 ［編集］ をク

リ ックします。

5 ［ ト レースフ ィルタマッピングの編集］ ダイアログ ・ ボックスで、 以下の設定を行います。

6 新しい設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［更新］ をクリ ックします。

トレースの有効化
診断トレースは、 デフォルトでは無効化されています。 問題を調査する場合、 Quest テクニカル ・サポートか

ら、 エラー状態に関する診断情報を取得できるように関連する NetVault マシンでト レースを有効にするように

求められることがあります。 この情報は、 エラー状態の原因を特定するのに役立ちます。 サーバに対してト レー
スが有効になると、 NetVault の ［ヘッダー］ パネルに警告が診断として表示されます。

表150. ［トレースフィルタマッピングの編集］

設定 説明

選択したプロセス 選択した NetVault プロセス （コアおよびプラグイン） が表示されます。

フ ィルタ 下矢印をクリ ックして、 以下のいずれかのフ ィルタ ・ オプシ ョ ンを選択し
ます。

• KillAll ： このフ ィルタがプロセスに割り当てられると、 プロセスは

ト レースを生成しません。

• MessageOnly ： このフ ィルタがプロセスに割り当てられると、 プロ

セスは MESSAGE モジュールからのトレース ・ メ ッセージのみを生

成します。 他のすべてのトレース ・ メ ッセージは除外されます。

選択したプロセスに以下のトレース ・ フ ィルタ ・ マッピング ・ オプシ ョ ン
を指定します。

• フ ィルタの有効化 ： 選択したプロセスに対して選択したフ ィルタ ・
オプシ ョ ンを有効にするには、 このオプシ ョ ンを選択します。

• 強制ディスク ・ ト レース ： 選択したプロセスにディスクのト レース
を許可する （ディスク ・ ト レースが無効な場合であっても） には、
このオプシ ョ ンを選択します。

• 循環 ： 循環ト レースを有効にするには、 このオプシ ョ ンを選択し、
以下のフ ィールドで値を入力または選択します。

▪ ト レースファイルあたりの行数 ：循環が有効な場合のトレー
ス ・ ファイルあたりの行数。 ト レース ・ ファイル内の行数が
このしきい値を超えると、 ト レースは次のトレース ・ ファイ
ルに書き込まれます。

▪ 保持する ト レース ・ ファイル数 ：循環が有効な場合に、 保持
する ト レース ・ ファイル数。 ト レース ・ ファイル数がこのし
きい値を超えると、 最も古いト レース ・ ファイルが上書きさ
れます。

重要 ： ト レースを有効にすると、 アプリケーシ ョ ンのパフォーマンスが低下したり、 サーバーおよびクラ
イアン ト ・ マシンに大量のデータが生成されたりする可能性があります。 ト レースは、 Quest テクニカ

ル ・サポートから要求があった場合にのみ有効にし、 問題が解決したらこのオプシ ョ ンを無効にする必要
があります。 
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診断トレースを有効にするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ をクリ ックします。

または

［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［クライアン ト管理］ をクリ ックします。

2 診断トレースを有効にするには ：

▪ ［設定変更］ からの NetVault サーバの場合 ： ［NetVault サーバ設定］ ページの ［システムおよびセ

キュリテ ィ］ で、 ［診断ト レース］ をクリ ックします。 ［診断ト レース設定］ ページで、 ［ト レース
の有効化］ をクリ ックします。

▪ ［設定変更］ からの NetVault クライアン トの場合 ： ［NetVault サーバ設定］ ページで、 ［クライア

ン ト］ をクリ ックします。 ［NetVault クライアン ト］ の表からクライアン ト を選択して、 ［次へ］

をクリ ックします。 ［システムおよびセキュリテ ィ］ で、 ［診断ト レース］ をクリ ックします。 ［診
断ト レース設定］ ページで、 ［ト レースの有効化］ をクリ ックします。

▪ ［クライアン ト管理］ からの NetVault クライアン トの場合 ：

▪ ［クライアン ト管理］ ページで、 ［ト レース ・ ステータス］ チェ ック ・ ボックスをオンにす
るか、 ［ト レースの有効化］ をクリ ックします。

または

▪ ［クライアン ト管理］ ページで、 クライアン ト を選択して ［ト レースの有効化］ をクリ ック
します。

3 ［ ト レースの有効化オプシ ョ ン］ ドロワで、 以下の設定を行います。
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図28. ［トレースの有効化オプション］ドロワ

重要 ： 複数のクライアン ト を選択する場合、 ［ト レースの有効化オプシ ョ ン］ ドロワにプロセス名
のリストは表示されません。 ［すべてのプロセス （現在のプロセスと将来起動されるプロセス）］ オ
プシ ョ ンを使用するか、 関連するボックスでプロセス ID のリスト を指定できます。
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ページ ・サイズ設定やテーブル内のソート順の表示、 レコードのエクスポート、 テーブル設定の編集を
行うには、 テーブルの右下隅にあるアイコンをクリ ックします。 詳細は、 「NetVault WebUI でのテーブル

のカスタマイズ」 を参照して ください。

4 設定を適用してドロワを閉じるには、 ［実行］ をクリ ックします。

トレース・ファイルのダウンロード
トレース ・ ファイルは、 選択したプロセスが実行されているマシンで生成されます。 WebUI を使用して、 各種

マシンのト レース ・ ファイルを WebUI が実行されているローカル ・ マシンにダウンロードできます。

表151. トレースの有効化オプション

設定 説明

トレースの有効化 以下のオプシ ョ ンの 1 つを選択します。

• ［即時］ ： このオプシ ョ ンはデフォルトで選択されています。 ト レー
スをすぐに開始するには、 このオプシ ョ ンを使用します。

• ［サービス起動時］ ： サービス起動時にト レースを有効にするには、
このオプシ ョ ンを選択します。

メモ ： ［診断ト レース設定］ ページの ［ト レースの設定］ をクリ ックして、
［ト レース設定オプシ ョ ン］ ダイアログ ・ ボックスの ［サービスの起動時に
ト レースを有効化］ チェ ック ・ ボックスを選択し、 サービス起動時にト
レースを有効にすることもできます。 

このオプシ ョ ンを選択すると、 すべてのプロセスでト レースが有効
になります。

• ［指定の時刻］ ： 指定の時刻で自動的にト レースを開始して停止する
には、 このオプシ ョ ンを選択し、 期間を指定します。 
- ［開始］ ： このチェ ック ・ ボックスを選択し、 マシンでト レースを

開始する日時を入力するか選択します。

- ［停止］ ： このチェ ック ・ ボックスを選択し、 マシンでト レースを

停止する日時を入力するか選択します。

ト レースの作成 トレース ・ ファイルが必要なプロセスを指定します。

• ［すべてのプロセス （現在のプロセスと将来起動されるプロセス）］ ：
このオプシ ョ ンはデフォルトで選択されています。 すべての現在の
プロセスおよび新しいプロセスのト レース ・ ファイルを生成するに
は、 このオプシ ョ ンを使用します。

• ［特定のプロセス］ ： 特定のプロセスのト レース ・ ファイルを生成す
るには、 このオプシ ョ ンを選択します。

プロセス名のリストで、 プロセスを選択し、 ［追加］ ボタン （ ）
をクリ ックします。 連続した項目を選択するには、 Shift キーを押し

ながらクリ ックします。 連続しない複数の項目を選択するには、
Ctrl キーを押しながらクリ ックします。 
以前に含まれていたプロセスを削除するには、 リス トでプロセス名

を選択し、 ［削除］ ボタン （ ） をクリ ックします。 
または、 関連するボックスでプロセス ID リス ト を編集し、 プロセ

ス ID 番号を追加または削除します。

重要 ： ［サービス起動時］ または ［サービスの起動時にト レースを有効化］ オプシ ョ ンを選択して
いない場合、 NetVault サービスを再起動すると、 ト レース設定は無効になります。 これらのオプ

シ ョ ンが選択されている場合、 すべてのプロセスでト レースが有効になります。
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ト レース ・ ファイルをダウンロードするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ をクリ ックします。

2 ト レース ・ ファイルをダウンロードするには ：

▪ NetVault サーバから ： ［NetVault サーバ設定］ ページの ［システムおよびセキュリテ ィ］ で、 ［診

断ト レース］ をクリ ックします。

▪ NetVault クライアン トから ： ［NetVault サーバ設定］ ページで、 ［クライアン ト］ をクリ ックしま

す。 ［NetVault クライアン ト］ の表からクライアン ト を選択して、 ［次へ］ をクリ ックします。

［システムおよびセキュリテ ィ］ で、 ［診断ト レース］ をクリ ックします。

3 ト レース ・ セッシ ョ ンのリストで、 ダウンロードするセッシ ョ ンを選択します。

4 ［ダウンロード］ をクリ ックして、 確認のダイアログ ・ ボックスで ［OK］ をク リ ックします。 

［フ ァイルのダウンロード］ ダイアログ ・ ボックスで、 ［保存］ オプシ ョ ンを選択し、 必要に応じて場所
を指定します。 ブラウザでファイルのダウンロードが開始されるまでページから移動しないで ください。

トレース・ディレクトリの場所の変更
デフォルトでは、 ト レース ・ コンテナ ・ ディ レク ト リは、 NetVault インストール ・ ディ レク ト リに作成されま

す。 デフォルト設定を変更して、 コンテナ ・ ディ レク ト リの新しい場所を指定できます。 ト レースが有効になっ
ている場合、 セッシ ョ ン ・ ディ レク ト リがコンテナ ・ ディ レク ト リに作成されます。 セッシ ョ ン中に生成された
すべてのト レース ・ ファイルはこのディ レク ト リに存在します。

ト レース ・ コンテナ ・ ディ レク ト リを変更するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ をクリ ックします。

2 ト レース ・ ディ レク ト リを変更するには ：

▪ NetVault サーバの場合 ： ［NetVault サーバ設定］ ページの ［システムおよびセキュリテ ィ］ で、

［診断ト レース］ をクリ ックします。

▪ NetVault クライアン トの場合 ： ［NetVault サーバ設定］ ページで、 ［クライアン ト］ をクリ ックし

ます。 ［NetVault クライアン ト］ の表からクライアン ト を選択して、 ［次へ］ をクリ ックします。

［システムおよびセキュリテ ィ］ で、 ［診断ト レース］ をクリ ックします。

3 ［診断ト レース設定］ ページで、 ［ト レースの設定］ をクリ ックします。 ［ト レース設定オプシ ョ ン］ ダイ
アログ ・ ボックスで、 以下の設定を行います。

▪ ［ ト レース ・ コンテナ ・ ディ レク ト リ］ ： ト レース ・ コンテナ ・ ディ レク ト リの新しい場所を指定
します。 完全なファイルパスを指定する必要があります。

4 新しい設定を保存してダイアログ ・ ボックスを閉じるには、 ［実行］ をクリ ックします。

Txtconfigを使用したトレースの有効化
Txtconfig ユーティ リテ ィ を使用して、 サービス起動時にト レースを有効にできます。 サービス起動時にすべて

のプロセスでト レースが有効になります。 Txtconfig ユーティ リテ ィには、 すぐにト レースを開始するオプシ ョ

ン、 指定の時刻で開始して終了するオプシ ョ ン、 または特定のプロセスのト レースを有効にするオプシ ョ ンはあ
りません。

メモ ： Quest テクニカル ・サポートにト レース ・ ファイルを送信する際は、 関連するすべての NetVault マ
シンのファイルを含めるようにして ください。

メモ ： ト レースが有効になっている場合、 ト レース ・ コンテナ ・ ディ レク ト リを変更できません。 
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Txtconfig を使用して診断ト レースを有効にするには ：

1 ターミナル ・ ウィ ンドウまたはコマンド ・ プロンプ ト ・ ウィ ンドウで、 「txtconfig」 と入力し、 Enter ま
たは Return キーを押します。 

2 ［マシン］ ページで、 p を押して、 メイン ・ メニューを表示し、 ［診断ト レース］ ページのオプシ ョ ン番号

を押します。

3 ［サービスの起動時にト レースを有効化］ 設定のオプシ ョ ン番号を押し、 値を ［オン］ に変更します。 

4 設定を保存して Txtconfig を終了するには、 s を押して、 q を押します。

トレースの無効化
トレースを有効にすると、 パフォーマンスが低下したり、 サーバーおよびクライアン ト ・ マシンに大量のデータ
が生成されたりする可能性があります。 問題が解決したら、 関連するすべての NetVault マシンでト レースを無

効にして ください。

診断ト レースを無効にするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ をクリ ックします。

または

［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［クライアン ト管理］ をクリ ックします。

または

NetVault WebUI の ［ヘッダー］ パネルで、 ［診断］ 警告をクリ ックすると、 ［クライアン ト管理］ ページ

が表示されます。

2 ［変更設定］ から診断ト レースを無効にするには ： 

▪ NetVault サーバの場合 ： ［NetVault サーバ設定］ ページの ［システムおよびセキュリテ ィ］ で、

［診断ト レース］ をクリ ックします。

▪ ［設定変更］ からの NetVault クライアン トの場合 ： ［NetVault サーバ設定］ ページで、 ［クライア

ン ト］ をクリ ックします。 ［NetVault クライアン ト］ の表からクライアン ト を選択して、 ［次へ］

をクリ ックします。 ［システムおよびセキュリテ ィ］ で、 ［診断ト レース］ をクリ ックします。

3 ［診断ト レース設定］ ページで、 ［ト レースの無効化］ をクリ ックします。

4 ［クライアン ト管理］ ページから  NetVault クライアン トの診断ト レースを無効にするには ：

▪ 選択したクライアン トの ［ト レース ・ ステータス］ チェ ック ・ ボックスをオフにします。 ［ト レー
ス無効化の確認］ ダイアログ ・ ボックスで、 ［OK］ をク リ ックします。

または

▪ クライアン ト を選択して、 ［ト レースの無効化］ をクリ ックします。 ［ト レース無効化の確認］ ダ
イアログ ・ ボックスで、 ［OK］ をク リ ックします。

トレース・セッション・ディレクトリの
削除
トレース ・ ファイルが必要な く なった場合、 セッシ ョ ン ・ ディ レク ト リを削除して、 選択したセッシ ョ ンで生成
されたすべてのト レース ・ ファイルを削除できます。 

メモ ： ト レースは、 次のサービス起動時まで有効になりません。 NetVault サービスの再起動についての詳

細は、 「NetVault サービスの開始 / 停止」 を参照して ください。
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ト レース ・ セッシ ョ ン ・ ディ レク ト リを削除するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ をクリ ックします。

2 ト レース ・ セッシ ョ ン ・ ディ レク ト リを削除するには ： 

a NetVault サーバから：［NetVault サーバ設定］ページの［システムおよびセキュリティ］で、［診

断トレース］をクリックします。

a NetVault クライアントから：［NetVault サーバ設定］ページで、［クライアント］をクリックしま

す。［NetVaultクライアント］の表からクライアントを選択して、［次へ］をクリックします。［シ

ステムおよびセキュリティ］で、［診断トレース］をクリックします。

3 ト レース ・ セッシ ョ ンのリストで、 削除するセッシ ョ ンを選択します。 複数のト レース ・ セッシ ョ ン ・
ディ レク ト リを選択できます。

4 ［削除］ をクリ ックして、 確認のダイアログ ・ ボックスで ［OK］ をク リ ックします。 

メモ ： アクテ ィブなト レース ・ セッシ ョ ン ・ ディ レク ト リを削除することはできません。
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診断データの管理

• サポート診断について

• 診断データのダウンロード

• 診断データのアップロード

サポート診断について
サポート診断は、 NetVault ド メインの選択したマシンに関する詳細情報をユーザーが収集できる機能を提供しま

す。 Quest テクニカル ・サポート担当者は、 この情報をデバッグおよびト ラブルシューティング目的で使用しま

す。 この情報は圧縮ファイルで収集され、 ローカル ・ マシンにダウンロードするか、 対応するサービス ・ リクエ
スト （SR） に対してクラウドの場所にアップロードすることができます。

選択したマシンについて以下の情報が収集されます。

• 選択したマシンのオペレーティング ・ システムのバージ ョ ン

• NetVault のバージ ョ ン

• NetVault マシン ID

• ライセンスの詳細

• インストールされているすべての npk のリスト

• netvault/config ディレク ト リの内容

• netvault/dump ディレク ト リの内容

• netvault/etc ディレク ト リの内容

• netvault/bin ディレク ト リの内容

• マシンのディスク使用容量

診断データのダウンロード
NetVault WebUI を使用して、 各種マシンの診断データを WebUI が実行されているローカル ・ マシンにダウン

ロードできます。

診断データをダウンロードするには ：

1 ［ナビゲーション］パネルで、［サポート診断］をクリックします。

2 ［サポート診断］ ページで、 有効なサービス ・ リクエスト番号を ［SR 番号］ フ ィールドに入力します。

SR 番号は 7 桁の番号です。 このフ ィールドはオプシ ョ ンです。

3 ［クライアン ト ・ リス ト］ テーブルでは、 サーバーに追加されているすべての NetVault クライアン ト を参

照できます。 テーブルには、 仮想クライアン ト も表示されます。

テーブルにはマシンに関する以下の情報が表示されます。
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▪ ［ステータス］ ： クライアン トのタイプとクライアン トが現在オンラインかオフラインかを示すス
テータス ・ アイコンが表示されます。 

▪ クライアン ト ： クライアン トに割り当てられている NetVault 名が表示されます。

▪ バージ ョ ン ： マシンにインストールされている NetVault のバージ ョ ンが表示されます。

▪ 詳細 ： クライアン トの詳細が表示されます。

クライアン ト ・ アイコンの簡単な説明を以下の表に示します。

4 デフォルトでは、 テーブルはクライアン ト名でソート されています。 

必要に応じて、 1 つまたは複数の列でテーブルをソートできます。 詳細は、 「NetVault WebUI でのレコー

ドのソート」 を参照して ください。 

ページ ・サイズ設定やテーブル内のソート順の表示、 レコードのエクスポート、 テーブル設定の編集を
行うには、 テーブルの右下隅にあるアイコンをクリ ックします。 詳細は、 「NetVault WebUI でのテーブル

のカスタマイズ」 を参照して ください。

5 ［検索］ オプシ ョ ンを使用して、 テーブル ・ データをフ ィルタし、 列の値に指定した文字列を含むエン ト
リをすばやく見つけることができます。

6 ［クライアン ト ・ リス ト］ テーブルで、 診断データを収集するクライアン ト を選択し、 ［ダウンロード］
をクリ ックします。 最大で 5 つの NetVault クライアン ト を選択できます。

7 確認ダイアログにアクセス可能なクライアン トの情報が表示されます。 ［OK］ をク リ ックします。

ブラウザでファイルのダウンロードが開始されるまでページから移動しないで ください。

診断データのアップロード
SR 番号に対応する診断データは、 詳細な分析のため、 NetVault WebUI を使用して Quest テクニカル ・サポート

へ直接アップロード して提供できます。

診断データをアップロードするには ：

1 ［ナビゲーション］パネルで、［サポート診断］をクリックします。

2 ［サポート診断］ ページで、 有効なサービス ・ リクエスト番号を ［SR 番号］ フ ィールドに入力します。

SR 番号は 7 桁の番号です。 このフ ィールドは必須です。

3 ［クライアン ト ・ リス ト］ テーブルでは、 サーバーに追加されているすべての NetVault クライアン ト を参

照できます。 テーブルには、 仮想クライアン ト も表示されます。

表152. クライアント・アイコン

アイコン 説明

クライアン トが起動していて、 動作しています。

クライアン トはオンラインです。 このクライアン トは追加処理中か、 追加後にそのク
ライアン トの NetVault パスワードが変更されていることを表します。

クライアン トは使用できません。 システムがオフラインか、 または NetVault サービス

が実行されていません。

クライアン トのクラスタを構成する仮想クライアン ト を表します。 仮想クライアン ト
についての詳細は、 「クライアン ト ・ クラスタの使用」 を参照して ください。

メモ： ［SR番号］フィールドがブランクであるか有効な7桁の番号が入力されている場合のみ、

［ダウンロード］ボタンが有効になります。
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テーブルにはマシンに関する以下の情報が表示されます。

▪ ［ステータス］ ： クライアン トのタイプとクライアン トが現在オンラインかオフラインかを示すス
テータス ・ アイコンが表示されます。 

▪ クライアン ト ： クライアン トに割り当てられている NetVault 名が表示されます。

▪ バージ ョ ン ： マシンにインストールされている NetVault のバージ ョ ンが表示されます。

▪ 詳細 ： クライアン トの詳細が表示されます。

クライアン ト ・ アイコンの簡単な説明を以下の表に示します。

4 デフォルトでは、 テーブルはクライアン ト名でソート されています。 

必要に応じて、 1 つまたは複数の列でテーブルをソートできます。 詳細は、 「NetVault WebUI でのレコー

ドのソート」 を参照して ください。 

ページ ・サイズ設定やテーブル内のソート順の表示、 レコードのエクスポート、 テーブル設定の編集を
行うには、 テーブルの右下隅にあるアイコンをクリ ックします。 詳細は、 「NetVault WebUI でのテーブル

のカスタマイズ」 を参照して ください。

5 ［検索］ オプシ ョ ンを使用して、 テーブル ・ データをフ ィルタし、 列の値に指定した文字列を含むエン ト
リをすばやく見つけることができます。

6 ［クライアン ト ・ リス ト］ テーブルで、 診断データを収集するクライアン ト を選択し、 ［アップロード］
をクリ ックします。 最大で 5 つの NetVault クライアン ト を選択できます。

7 確認ダイアログにアクセス可能なクライアン トの情報が表示されます。 ［OK］ をク リ ックします。

アップロード処理が完了するまでページから移動しないで ください。

表153. クライアント・アイコン

アイコン 説明

クライアン トが起動していて、 動作しています。

クライアン トはオンラインです。 このクライアン トは追加処理中か、 追加後にそのク
ライアン トの NetVault パスワードが変更されていることを表します。

クライアン トは使用できません。 システムがオフラインか、 または NetVault サービス

が実行されていません。

クライアン トのクラスタを構成する仮想クライアン ト を表します。 仮想クライアン ト
についての詳細は、 「クライアン ト ・ クラスタの使用」 を参照して ください。

メモ： ［SR番号］フィールドに有効な7桁の番号が入力されている場合のみ、［アップロード］ボ

タンが有効になります。
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deviceconfig ユーティ リテ ィの使用

• deviceconfig について

• テープ ・ ライブラリのデフォルト設定

• テープ ・ ド ライブのデフォルト設定

deviceconfig について
deviceconfig ユーティ リテ ィは、 すべての種類のテープ ・ ライブラリおよびドライブの詳細なデバイス設定に

使用できるコンソール ・ アプリケーシ ョ ンです。 このユーティ リテ ィは、 NetVault サーバーおよびクライアン

ト ・ マシンに自動的にインストールされます。

deviceconfig ユーティ リテ ィは、 NetVault インストールディ レク ト リの 「bin」 ディ レク ト リにあります。 

このユーティ リテ ィ を使用するには、 Windows マシンでは管理者権限で、 Linux および UNIX では root ユーザー

権限でログインする必要があります。

テープ ・ ライブラリのデフォルト設定
テープ ・ ライブラリのデフォルト設定を行うには ：

1 ターミナル ・ セッシ ョ ンまたはコマンド ・ ウィ ンドウを開始し、 NetVault インストール ・ ディ レク ト リ

の 「bin」 ディ レク ト リに移動します。

2 以下のコマンドを入力します。

deviceconfig [-servername <FQDN> (-httpport <HTTP port> | 
-httpsport <HTTPS port>)] -username <NetVault user> 
-password <user password> 
-librarymachine <library machine name> -libraryname <library name>

これらのオプションの説明を以下のテーブルに示します。

表 154. deviceconfig を使用してテープ ・ ライブラリ設定を変更する場合のオプシ ョ ン

オプション 説明

-servername NetVault サーバーの FQDN または IP アドレスを指定します。 
このオプシ ョ ンでは、 リモート Web サービスへの接続に使用する HTTP
ポートまたは HTTPS ポートのどちらかを指定する必要があります。

このオプシ ョ ンを省略すると、 ローカル ・サーバーが使用されます。
deviceconfig ユーティ リテ ィは、 ローカル Web サービスに接続してロー

カル Web サービスの設定を自動的に検出します。

-httpport Web サービスの HTTP ポート を指定します。 このオプシ ョ ンは、 サーバー

名が指定されている場合にのみ必要になります。
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Enterキーを押します。

3 deviceconfig ユーティ リテ ィで ［チェンジャ設定］ 画面が表示されます。 該当するオプシ ョ ン番号を押

すと、 設定にアクセスできます。 利用できる設定のタイプは以下のとおりです。 

▪ 設定 ： テープ ・ ライブラリの一般設定を行うには、 このオプシ ョ ンを選択します。 これらの設定
についての詳細は、 「テープ ・ ライブラリの一般設定」 を参照して ください。

▪ クリーニング ： テープ ・ ライブラリのド ライブ ・ ク リーニングの設定を行うには、 このオプシ ョ
ンを選択します。 これらの設定についての詳細は、 「ド ライブ ・ ク リーニングの設定」 を参照して
ください。 

▪ 混在メディア ： 混在メディアの設定を行うには、 このオプシ ョ ンを選択します。 これらの設定に
ついての詳細は、 「混在メディアの設定」 を参照して ください。

4 変更を保存して終了するには、 s を押します。

（変更を保存せずに終了するには、qを押します。）

例
• deviceconfig -username default -librarymachine Server-A 

-libraryname MyCustomName

• deviceconfig -username admin -password mypassword -librarymachine Server-A 
-libraryname “Server-A: 2-0.4.0 (SONY LIB-304)”

• deviceconfig -servername 10.11.25.125 -httpsport 8443 -username admin 
-password mypassword -librarymachine Client-A -libraryname MyCustomName-2

テープ・ライブラリの一般設定
［設定］ 画面では、 次の設定を行う ことができます。

-httpsport Web サービスの HTTPS ポート を指定します。 このオプシ ョ ンは、 サー

バー名が指定されている場合にのみ必要になります。

-username 有効な NetVault ユーザーの名前を指定します。

-password ユーザー ・ アカウン トのパスワードを指定します。

-librarymachine ライブラリの接続先である NetVault マシンの名前を指定します。

-libraryname ライブラリの名前を指定します。

表155. テープ・ライブラリの一般設定

設定 説明

入口 / 出口ポートを開くための

コマンドが必要

デフォルト設定は ［オフ］ です。 変更するには、 オプション番号を押します。

アンロード ・ コマンドをド ライ
ブに対して発行しない

デフォルト設定は ［オフ］ です。 変更するには、 オプション番号を押します。

必ずドライブからアンロード し
てドアを開く

デフォルト設定は ［オフ］ です。 変更するには、 オプション番号を押します。

アームと ド ライブに対してコマ
ンドを重複させない

デフォルト設定は ［オフ］ です。 変更するには、 オプション番号を押します。

表 154. deviceconfig を使用してテープ ・ ライブラリ設定を変更する場合のオプシ ョ ン

オプション 説明
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ドライブ・クリーニングの設定
［クリーニング］ 画面では、 次の設定を行う ことができます。

非アクテ ィブ ・ メディアをス
ロッ ト遅延に戻す

メディアが非アクテ ィブのときのタイムアウト期間を入力します。 タイムア
ウト期間は秒数で指定します。 NetVault は、 指定した期間内にアクテ ィビ

テ ィが何も起こらなかった場合、 スロッ トにメディアを戻します。 このオプ
シ ョ ンのデフォルト値は 30 秒間に設定されています。 
ド ライブでメディアを無期限に保持する場合は、 このオプシ ョ ンを 0 に設定

します。

ACSLS ライブラリのデバイス設定のデフォルト値は 120 秒です。

不明なメディアを 「ブランク」
とマークする

デフォルト設定は ［オフ］ です。 変更するには、 オプション番号を押します。

［オン］ に設定すると、 NetVault は、 不明なテープを ［BLANK］ と してマー

クし、 テープヘッダーを読み取りません。 この場合でも、 ［ブランク］ コマ
ンドを実行して実際にデータを削除し、 そのメディアをバックアップに使用
する必要があります。

Unknown メディアをスキャン

しない

ライブラリにテープを追加してドアを閉じる （またはライブラリを再起動す
る） と、 NetVault は、 メディアのバーコードを読み取ってインベン ト リ情報

を取得します。 NetVault は、 メディアデータベースでメディアのバーコード

を見つけられない場合、 そのテープを ［UNKNOWN］ と してマークします。

そのようなテープは、 ［不明なメディアを ［BLANK］ とマークする］ オプ

シ ョ ンを使用して、 ［BLANK］ と してマークすることができます。

不明なテープを ［BLANK］ と してマークしない場合、 NetVault は、 いずれか

のドライブへの不明な各テープのロードを開始して、 バックアップとテープ
上のインデックスをスキャンします。 大規模なシステムでは、 これにより ド
ライブ ・ リソースに対する負荷が増大する可能性があります。

不明なテープを自動的にスキャンしないようにする場合は、 設定を ［オン］
に変更します。 ［オン］ に設定すると、 不明なテープは ［UNKNOWN］ と し

てマークされます。 

オフライン ・ メディアが使用可
能かを確認

時間を入力するか選択します。

NetVault は、 オフライン ・ メディアがオンラインになるのを待機します。 指

定された時間内にメディアが使用可能にならないと、 リクエストはタイムア
ウト します。 オフライン ・ メディアを待つ時間は分単位で指定します。 この
パラメータのデフォルト値は 「10」 分です。

入口 / 出口ポートでアームを

ロックする

デフォルト設定は ［オフ］ です。 変更するには、 オプション番号を押します。

表156. ドライブ・クリーニングの設定

設定 説明

サポート される自動クリー
ニング

自動クリーニングをサポートするライブラリのデフォルト設定は、
［オン］ です。

表155. テープ・ライブラリの一般設定

設定 説明
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混在メディアの設定
［混在メディア］ 画面では、 次の設定を行う ことができます。

クリーニング ・ メディアのバー
コード ・ プリフ ィ ッ クス

クリーニング ・ メディアのバーコード ・ プリフ ィ ッ クスを指定します。 複数
のクリーニング ・ テープを設定するには、 バーコードをカンマで区切りま
す。 テープ ・ メディアのバーコード ・ ラベルを使用しない場合は、 このオプ
シ ョ ンを省略することができます。

メモ ： バーコード ・ プレフ ィ ッ クス （利用可能な場合） およびスロッ ト番号
は、 クリーニング ・ メディアを識別し、 予約スロッ トに配置するために用い
られます。 「ク リーニング回数」 オプシ ョ ンを設定するには、 クリーニング ・
メディアを専用のスロッ トに配置する必要があります。

クリーニング ・ スロッ ト クリーニング ・ メディアを保持できるスロッ ト番号を指定します。 複数のス
ロッ ト を設定するには、 カンマを使用します。

表157. 混在メディアの設定

設定 説明

スロッ ト ・ タイプ このオプシ ョ ンでは、 各メディア ・ タイプのスロッ ト範囲を指定します。 初
期セッ トアップ時のライブラリのメディア編成によって、 この設定の構成方
法が決まります。 このリスト を作成するには、 各メディア ・ タイプに一意の
スロッ ト ・ タイプ ID を割り当て、 それに対応するスロッ ト範囲を指定しま

す。 作成時の形式は以下のとおりです。

<SlotTypeIdentifier>=<SlotRange>
メディア ・ タイプに対して複数のスロッ ト範囲を指定する場合は、 個別のリ
スト項目を作成します。 カンマ区切り値はサポート されていません。 追加の
スロッ トまたはスロッ ト範囲を設定する場合は、 同じスロッ ト ・ タイプ ID
を使用します。 スロッ ト ・ タイプ ID を割り当てる際には、 スロッ ト内のメ

ディア ・ タイプを簡単に識別できる ID を使用します。 値にスペースを含め

ることはできません。

例 ：

SDLTMedia=1-10
STKRMedia=11-30
LTO1Media=31-60
LTO1Media=101

表156. ドライブ・クリーニングの設定

設定 説明
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テープ ・ ド ライブのデフォルト設定
テープ ・ ド ライブのデフォルト設定を行うには ：

1 ターミナル ・ セッシ ョ ンまたはコマンド ・ ウィ ンドウを開始し、 NetVault インストール ・ ディ レク ト リ

の 「bin」 ディ レク ト リに移動します。

2 以下のコマンドを入力します。

deviceconfig [-servername <FQDN> (-httpport <HTTP port> | 
-httpsport <HTTPS port>)] -username <NetVault user> 
-password <user password> 
-drivemachine <drive machine name> -drivepath <path to drive>

これらのオプションの説明を以下のテーブルに示します。

ド ライブ ・ タイプ このオプシ ョ ンでは、 ライブラリで使用可能なドライブのタイプを指定しま
す。 このリスト を作成するには、 各メディア ・ タイプに一意のドライブ ・ タ
イプ ID を割り当て、 それに対応するドライブ番号を指定します。 このリス

トの作成時の形式は、 以下のとおりです。

<DriveTypeIdentifier>=<DriveNumber>
タイプが同じ ド ライブが複数ある場合は、 各ドライブを別のリスト ・ アイテ
ムとして設定します。 カンマ区切り値はサポート されていません。 タイプが
同じ複数のドライブを設定する場合は、 同じ ド ライブ ・ タイプ ID を使用し

ます。 ド ライブ ・ タイプ ID を割り当てる際は、 ド ライブ ・ タイプを簡単に

識別できることを確認します。 値にスペースを含めることはできません。 
例 ：

SDLT=1
STKR=2
STKR=3
LTO1=4

ド ライブ ・ タイプ / メディア ・

タイプの互換性

このオプシ ョ ンでは、 ド ライブ ・ タイプごとにサポート されるメディア ・ タ
イプを指定します。 このリストの作成時の形式は、 以下のとおりです。

<DriveTypeIdentifier>=<SlotTypeIdentifier>
例 ：

SDLT=SDLTMedia
STKR=STKRMedia
LTO1=LTO1Media
この設定により、 特定のドライブ ・ タイプにアクセスする際に対応するス
ロッ トのみからメディアが取得されるようになります。

表157. 混在メディアの設定

設定 説明
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3 deviceconfig ユーティ リテ ィで ［ド ライブ設定］ 画面が表示されます。 該当するオプシ ョ ン番号を押す

と、 設定にアクセスできます。 利用できる設定のタイプは以下のとおりです。 

▪ NDMP 設定 ： NDMP の設定を行うには、 このオプシ ョ ンを選択します。 これらの設定についての

詳細は、 「NDMP の設定項目」 を参照して ください。

▪ 設定 ： テープ ・ ド ライブの一般設定を行うには、 このオプシ ョ ンを選択します。 これらの設定に
ついての詳細は、 「テープ ・ ド ライブの一般設定」 を参照して ください。

▪ ソフ トウェア圧縮 ： ソフ トウェア圧縮の設定を行うには、 このオプシ ョ ンを選択します。 これら
の設定についての詳細は、 「ソフ トウェア圧縮設定」 を参照して ください。

▪ パフォーマンス ： ド ライブ ・パフォーマンスの設定を行うには、 このオプシ ョ ンを選択します。
これらの設定についての詳細は、 「ド ライブ ・パフォーマンス設定」 を参照して ください。

▪ 統計値 ：統計情報収集の設定を行うには、 このオプシ ョ ンを選択します。 これらの設定について
の詳細は、 「統計情報収集設定」 を参照して ください。

▪ ジェネリ ック ・ ク リーニング ： テープ ・ ド ライブのジェネリ ック ・ ク リーニングの設定を行うに
は、 このオプシ ョ ンを選択します。 これらの設定についての詳細は、 「ジェネリ ック ・ ク リーニン
グの設定」 を参照して ください。

4 変更を保存して終了するには、 s を押します。

（変更を保存せずに終了するには、q を押します。）

例
• deviceconfig -username default -drivemachine Server-A 

-drivepath “Tape fas3020:nrst2a(QUANTUM SDLT320)”

• deviceconfig -username admin -password mypassword -drivemachine Server-A 
-drivepath “2-0.2.0 (SONY SDX-500C)”

• deviceconfig -servername 10.11.25.125 -httpsport 8443 -username admin 
-password mypassword -drivemachine Client-A 
-drivepath “2-0.2.0 (SONY SDX-500C)”

表 158. テープ ・ ド ライブ設定を変更する deviceconfig オプシ ョ ン

オプション 説明

-servername NetVault サーバーの FQDN または IP アドレスを指定します。 
このオプシ ョ ンでは、 リモート Web サービスへの接続に使用する HTTP
ポートまたは HTTPS ポートのどちらかを指定する必要があります。

このオプシ ョ ンを省略すると、 ローカル ・サーバーが使用されます。
deviceconfig ユーティ リテ ィは、 ローカル Web サービスに接続してロー

カル Web サービスの設定を自動的に検出します。

-httpport Web サービスの HTTP ポート を指定します。 このオプシ ョ ンは、 サーバー

名が指定されている場合にのみ必要になります。

-httpsport Web サービスの HTTPS ポート を指定します。 このオプシ ョ ンは、 サー

バー名が指定されている場合にのみ必要になります。

-username 有効な NetVault ユーザーの名前を指定します。

-password ユーザー ・ アカウン トのパスワードを指定します。

-drivemachine ド ライブの接続先の NetVault マシンの名前を指定します。

-drivepath ド ライブの名前またはパスを指定します。
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NDMPの設定項目
［NDMP 設定］ 画面では、 次の設定を行う ことができます。

テープ・ドライブの一般設定
［設定］ 画面では、 次の設定を行う ことができます。

表159. NDMPの設定項目

設定 説明

可能ならムーバーにローカル ・
データ転送を許可する

デフォルト設定は ［オフ］ です。 変更するには、 オプション番号を押します。

可能ならムーバーに IPC データ

転送を許可する

デフォルト設定は ［オフ］ です。 変更するには、 オプション番号を押します。

可能ならムーバーに TCP データ

転送を許可する

デフォルト設定は ［オン］ です。 変更するには、 オプション番号を押します。

可能ならムーバーにダイレク
ト ・ バックアップを許可する

デフォルト設定は ［オン］ です。 変更するには、 オプション番号を押します。

可能ならムーバーにダイレク
ト ・ リス トアを許可する

デフォルト設定は ［オン］ です。 変更するには、 オプション番号を押します。

NDMP デバイスをエミ ュレート

する

デフォルト設定は ［オン］ です。 変更するには、 オプション番号を押します。

表160. テープ・ドライブの一般設定

設定 説明

デバイスのシリアル番号 ドライブのシリアル番号が表示されます。

 メディア終端警告 この設定により、 テープ終端で 「メディア終端」 警告が発行される区間とし
て予約するメディア量を指定します。 この値は 「MB」 単位になります。 デ

フォルト値は、 0 MB です。

空ド ライブのポーリング間隔 このオプシ ョ ンでは、 NetVault が、 単体ドライブをポーリングしてデバイス

内のテープを検出する間隔を指定します。 この値は、 分単位で指定します。
デフォルト値は 1 です。 
ポーリングをオフにするには、 このオプシ ョ ンを 0 に設定します。
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メディア ・ ブロック ・ サイズ
（KiB）

このオプシ ョ ンでは、 メディアへのデータの読み取りおよび書き込みに使用
するブロック ・ サイズを指定します。 デフォルト値は 64KiB です。

メディア ・ ブロック ・ サイズは 1KiB 単位で増やすことができますが、 多く

のデバイスでは、 4KiB または 32KiB の倍数値のみ指定できます。

メモ ： メディア ・ ブロック ・ サイズ設定の変更は、 ブランク ・ メディア ・ ア
イテムにのみ適用されます。 メディア ・ アイテムを再使用する場合は、 まず
ブランク処理して変更を有効にします。

ブロック ・サイズを増やすと、 バックアップ時にデータの読み取りやメディア
への書き込みに必要な回数を減らすことができます。 ただし、 メディア ・ ブ
ロック ・サイズを大き くすれば常にバックアップ時間が短縮されるわけではあ
りません。 最大ブロック ・サイズは、 OS、 SCSI アダプタ、 およびドライブの

型式、 モデル、 タイプなどのさまざまな要因によって制約されています。

Linux および UNIX システムの場合は、 メディア ・ ブロック ・ サイズを増や

してパフォーマンスを最適にすることができます。 
Windows では、 レジスト リ設定 MaximumSGList を、 64 KB より大きいブ

ロックサイズを使用するように変更しなければならない場合があります。 こ
の設定を変更する前に、 テープ ・ デバイスのみが SCSI バスを使用している

ことを確認します。 他のデバイスも SCSI バスを使用している場合、 このレ

ジスト リを変更するとそれらのデバイスが正常に動作しな く なる可能性があ
ります。 これらの変更を HBA の特定チャネルのみに適用する場合は、 ハー

ドウェア ・ ベンダーにお問い合わせください。

Windows でレジスト リ設定を変更するには、 以下の手順に従います。

1 レジスト リ ・ エディ タを開始します。 
2 キー [HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\ 

Services\<HBA Vendor>\Parameters を開きます （<HBA Name> は

SCSI カードに固有の名前です。 たとえば Qlogic 2200 カードの場合

は QL2200 です）。

3 Parameters キーがない場合は、 キーを作成します。

4 Parameters の下で、 Device キーがない場合は、 キーを作成します。

5 Device キーの下に、 DWORD レジスト リ値 MaximumSGList が存在

しない場合は、 値を追加します。

6 MaximumSGList の 16 進値を算出します。

32 ビッ ト ・ システムの場合 ：

MaximumSGList = (Maximum Block Size / 4KiB) + 1
たとえば、 ブロック ・ サイズの設定が 256KiB の場合、 このキーの値

は次の式で計算されます。

(256KiB/4KiB) + 1 = 65
10 進値は 65、 16 進値は 0x41 になります。 
ブロック ・ サイズは、 64KiB から 1012KiB の範囲で設定できます。

最大値の 255 は、 1MiB （1024KiB） のブロック ・ サイズを作成する

ため、 内部で 257 に変換されます。

64 ビッ ト ・ システムの場合 ：

64 ビッ ト ・ システムの場合、 OS ページ ・サイズはデフォルトで

8KiB です。 MaximumSGList の計算式は次のとおりです。

MaximumSGList = (Maximum Block Size / 8KiB) +1
したがって、 最大値 255 は最大メディア ・ ブロック ・ サイズ 2MiB に

対応します。

7 システムを再起動して、 変更を適用します。

表160. テープ・ドライブの一般設定

設定 説明
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ソフトウェア圧縮設定
［ソフ トウェア圧縮］ 画面では、 次の設定を行う ことができます。 ソフ トウェア圧縮設定は、 仮想テープ ・ ド ラ
イブのみに適用されます。 

プラグインが接続されるまでの
待ち時間

このオプシ ョ ンでは、 プラグインが NetVault に接続する場合のタイムアウト

期間を指定します。 指定した間隔内に接続を確立できないと、 そのジ ョブは
中止されます。 この値は、 秒数で指定します。 デフォルト値は、 0 です。 デ

フォルト設定を使用する場合、 ジ ョブはタイムアウト しません。

Short Reads のサポート デフォルト設定は ［オン］ です。 変更するには、 オプシ ョ ン番号を押しま
す。

サポートするクリーニング ・
テープ

このオプシ ョ ンでは、 ライブラリでクリーニング ・ テープをサポートするか
どうかを指定します。 一般的に、 特定のライブラリ ・ モデルの設定が異なっ
ていない場合はデフォルト値が正しい値です。

圧縮 このオプシ ョ ンで、 テープ ・ ド ライブの内蔵圧縮機能を使用することができ
ます。 すべてのテープ ・ ド ライブがハードウェア ・ ベースのデータ圧縮をサ
ポート しているわけではありません。 圧縮率は、 データのタイプと、 ド ライ
ブが使用する圧縮アルゴリズムによって異なります。 ド ライブの圧縮率を判
別するには、 ハードウェアのマニュアルを参照して ください。 

表161. ソフトウェア圧縮設定

設定 説明

ソフ トウェア ・ データ圧縮を実
行する

デフォルト設定は ［オフ］ です。 ソフ トウェア圧縮を実行するには、 この設
定を ［オン］ に変更します。 データは、 バックアップ時にデバイスに転送さ
れるときに圧縮されます。

圧縮判定スイッチ このオプシ ョ ンに設定する値により、 バックアップ中にデータを圧縮する際
に完了する必要がある最低圧縮レベルが決まります。 たとえば、 値を 80%
に設定すると、 以下のいずれかの処理が行われます。

• 圧縮データのサイズが元のデータ・サイズの80%未満になる場合、そ

のデータは圧縮形式でバックアップされます。

• 圧縮データのサイズが元のデータ・サイズの80%を超える場合、その

データは非圧縮形式でバックアップされます。

80% を指定した場合、 100 MB のファイルサイズは圧縮後には 80 MB 以下に

なるはずです。 ただし、 ファイルの圧縮はブロックレベルで行われるため、
サイズが 80 MB を超える場合があります （81 MB、 82 MB など）。

いずれのブロックでも指定した圧縮レベルで圧縮されなかった場合、
NetVault ではそのブロックを非圧縮形式でバックアップします。 この場合、

一部のブロックは圧縮されますが、 それ以外のブロックは圧縮されずにバッ
クアップされる可能性があります。 そのため、 圧縮後のファイル ・サイズが
80% を超える場合があります。

データを圧縮できる度合いは、 データ ・ コンテンツによって異なります。 ま
た、 暗号化データは圧縮できません。 ファイルによっては、 圧縮後のファイ
ル ・サイズが元の圧縮前のファイルより大き く なる場合があります。

圧縮単位あたりのデータ ・ ブ
ロック数 

圧縮単位あたりのデータ ・ ブロックの数を入力します。 デフォルト ・ ブロッ
ク ・ サイズは 8KiB です。 

表160. テープ・ドライブの一般設定

設定 説明
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ドライブ・パフォーマンス設定
［パフォーマンス］ 画面では、 次の設定を行う ことができます。

表162. ドライブ・パフォーマンス設定

設定 説明

UNIX で同期 IO のディスク ・ メ

ディアを開く

デフォルト設定は ［オフ］ です。 RAID システムが同期 IO 書き込みに即時に

応答できる場合は、 この設定を ［オン］ に変更します。 ［オン］ に設定する
と、 複数のスト リームが同じ速度で出力を生成できるため、 同じジ ョブは同
時に終了します （ただし、 全体的なスループッ トは低下します）。 
ほとんどの場合、 全体的に最良のパフォーマンスを達成するため、 このオプ
シ ョ ンはデフォルトの ［オフ］ 状態のままにしてお く ことをお勧めします。

転送バッファに割り当てるメモ
リ容量 

転送バッファまたは共有メモリは、 32KiB のブロック単位で割り当てられま

す。 デフォルト値は 8193KiB です。 
転送バッファのサイズを大き くすると、 バックアップのパフォーマンスを高
めることができます。 バッファ ・ サイズを計算するには、 以下の式を使用し
ます。

(< バッファの合計数 > x 32KiB) + 1 byte
Linux および UNIX システムの場合は、 十分な RAM と大きな共有メモリ ・ セ

グメン トが必要です。 転送バッファ ・ サイズを増やす前に、 これらのプラッ
ト フォームの以下の設定を確認します。

• 共有メモリ・セグメントの最大サイズ（SHMMAX）
• 共有メモリ・セグメントの最小サイズ（SHMMIN）

• システム内の共有メモリ識別子の最大数（SHMMNI）
• ユーザー・プロセスが接続できる共有メモリ・セグメントの最大数

（SHMSEG）

• システム内のセマフォ識別子の最大数（SEMMNI）
• セット内のセマフォの最大数（SEMMSL）
• システム内のセマフォの最大数（SEMMNS）
• semopコール当たりの操作の最大数（SEMOPM）

• セマフォの最大値（SEMVMX）
使用可能な総共有メモリ容量は、 公式 SHMMAX * SHMSEG で求められます。

これらの値は ulimit 設定によって制限されることがよ くあり、 これらのシス

テム設定を表示するために、 コマンド ulimit -a を使用することができます。

Windows の場合は、 少な く とも  2 GB RAM と、 大きな仮想メモリが必要で

す。 SCSI カードの MaximumSGlist 設定を変更しなければならない場合も

あります。

たとえば、 「転送バッファ ・ サイズの最適値」 を参照して ください。

一度に書き込むメディア ・ ブ
ロックの数

このオプシ ョ ンのデフォルトの設定は変更しないことをお勧めします。 
この値は、 ド ライブを再インストールした場合に再適用する必要があるた
め、 変更する場合は元の値を記録してお く ようにします。 リス トアでは、
バックアップ時に設定した同じ値が必要とされ、 設定値が一致しないと失敗
します。
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統計情報収集設定
［統計値］ 画面では、 次の設定を行う ことができます。

ジェネリック・クリーニングの設定
［ジェネリ ック ・ ク リーニング］ 画面では、 次の設定を行う ことができます。

一度に読み取るメディア ・
ブロックの数

このオプシ ョ ンのデフォルトの設定は変更しないことをお勧めします。 
この値は、 ド ライブを再インストールした場合に再適用する必要があるた
め、 変更する場合は元の値を記録してお く ようにします。 リス トアでは、
バックアップ時に設定した同じ値が必要とされ、 設定値が一致しないと失敗
します。

メモリ内の転送バッファ
を固定する

このオプシ ョ ンを使用して、 割り当てられている転送バッファポジシ ョ ンを
メモリ内に固定して潜在的なパフォーマンスを高め、 NetVault を実行中に別

のプロセスがそのバッファポジシ ョ ンを使用するのを禁止します。 
デフォルト設定は ［オン］ です。 Quest テクニカル ・サポートの指示がない

限り、 デフォルト設定を変更しないよう注意する必要があります。

表163. 統計情報収集設定

設定 説明

デバイス ・パフォーマンスの統
計情報を収集する

デフォルト設定は ［オフ］ です。 ド ライブ ・パフォーマンスの統計情報をロ
グに記録するには、 設定を ［オン］ に変更します。 この情報は、 ト ラブル
シューティングに役立ちます。 ただし、 NetVault データベースのサイズも増

大します。 

データ ・ チャネル ・パフォーマ
ンスの統計情報を収集する

デフォルト設定は ［オフ］ です。 データ ・ チャネルの統計情報をログに記録
するには、 設定を ［オン］ に変更します。 この情報は、 ト ラブルシューティ
ングに役立ちます。 ただし、 NetVault データベースのサイズも増大します。

ド ライブ ・パフォーマンスを記
録する

デフォルト設定は ［オン］ です。 ドライブ ・パフォーマンスの詳細を、 そのド
ライブを使用するジョブごとに記録するには、 デフォルト設定を使用します。

ド ライブ転送レートのサンプリ
ング間隔

NetVault でドライブ転送レート を記録するときの間隔を指定します。 この値

は、 秒単位で指定します。 デフォルト値は、 60 秒間です。

メモ： これらの設定に対する変更を適用するには、以下の操作を実行します。

• NetVault WebUI（［テープドライブ管理］ページ）で、デバイスをオフラインにし、デバイスに関連付

けられたデバイスマネージャプロセス（nvdevmgr）を再起動してから、再度オンラインに戻します。

このプロセスについての詳細は、「テープ・ドライブのステータスの変更」を参照してください。

– または –
• 該当するマシンで NetVault サービスを再開します。

表164. ジェネリック・クリーニングの設定

設定 説明

クリーニング ・サイクルの長さ クリーニング ・サイクルの長さを指定します。 この値は、 秒単位で指定しま
す。 デフォルト値は 350 秒です。

load コマンドを発行してクリー

ニング ・サイクルを開始

デフォルト設定は ［オン］ です。 ド ライブのクリーニング ・サイクルを開始
するために load コマンドが必要な場合、 デフォルトの設定を使用します。

表162. ドライブ・パフォーマンス設定

設定 説明
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クリーニングの完了を示す
ASC/ASQ コードをリス ト表示

必要に応じて、 クリーニングの ASC/ASCQ SCSI コードを指定します。

ジェネリ ック ・ ク リーニングの
使用

デフォルト設定は ［オフ］ です。 ジェネリ ック ・ ク リーニング ・ プロパティ
を使用するには、 この設定を ［オン］ に変更します。

表164. ジェネリック・クリーニングの設定

設定 説明
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NetVault プロセス

• NetVault プロセスについて

• プロセスの説明

NetVault プロセスについて
NetVault には、 サーバーおよびクライアン ト ・ マシン上で実行される複数の静的および動的プロセスが組み込ま

れています。

NetVault サービスの動作中、 静的プロセスはアクテ ィブのまま維持されます。 これらのプロセスには、 固定され

た一桁のプロセス ID 番号が割り当てられ、 一般的にその活動中は同じ量のシステム ・ リソースが割り当てられ

ます。

動的プロセスは、 NetVault での現在のアクテ ィビテ ィに基づいて開始および破棄されます。 これらのプロセスに

は、 不定なプロセス ID 番号が割り当てられ、 その活動中に使用するシステム ・ リソースの量も異なります。

Windows ベースのマシンでは、 タスク ・ マネージャから NetVault プロセスを参照できます。 Linux および UNIX
ベースのプラッ ト フォームでは、 以下のコマンドを使ってこれらのプロセスを表示できます。

ps -ef | grep nv

プロセスの説明
このセクシ ョ ンでは、 サーバー ・ マシンとクライアン ト ・ マシンで実行される、 さまざまな NetVault プロセス

の機能を簡単に説明します。 NetVault には、 以下のプロセスが含まれます。

• nvpmgr （プロセス ・ マネージャ）

• nvcmgr （プロセス間コ ミ ュニケーシ ョ ン ・ マネージャ）

• nvnmgr （ネッ トワーク ・ マネージャ）

• nvmedmgr （メディア ・ マネージャ）

• nvsched （スケジュール ・ マネージャ）

• nvlogdaemon （ログ ・ デーモン）

• nvavp （監査検証マネージャまたはオーディ タ）

• nvstatsmngr （統計マネージャ）

• nvrepdbmngr （レポート ・ マネージャ）

• nvwsrequesthandler （Web サービス ・ リクエスト ・ ハンド ラ）

• nvconsolesvc （コンソール ・サービス）

• nvdeploymentmgr （展開マネージャ）
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• nvdevmgr （デバイス ・ マネージャ）

• nvndmpdevmgr （NDMP デバイス ・ マネージャ）

• nvchgmgr （チェンジャ ・ マネージャ）

• nvndmpchgmgr （NDMP チェンジャ ・ マネージャ）

• nvrascontroller （RAS デバイス ・ コン ト ローラ）

• nvjobmgr （ジ ョ ブ ・ マネージャ）

• nvduplicate （複製プロセス）

• nvverify （検証プロセス）

• nvplgscript （プラグイン ・ スクリプ ト ・ プロセス）

• nvwsworker （Web サービス ・ ワーカー ・ プロセス）

nvpmgr（プロセス・マネージャ）

nvpmgr は、 すべての NetVault サーバーおよびクライアン ト ・ マシン上で動作します。 このプロセスは、 他の

すべての NetVault プロセスを管理します。 nvpmgr は、 一時的に起動されるプロセスの作成および削除を行い

ます。 プロセス ・ マネージャでは、 プロセス ・ テーブルと ト レース ・バッファの共有メモリ領域の割り当ても管
理されます。 プロセス ・ マネージャには、 静的プロセス ID が割り当てられますが、 このプロセスは、 さまざま

なレベルのシステム ・ リソースを必要とするため、 動的プロセスとみなされます。

プロセス ・ タイプ ： 動的

プロセス ID ： 1

nvcmgr（プロセス間コミュニケーション・マネージャ）

nvcmgr は、 プロセス間メ ッセージング ・ システムをサポート します。 このプロセスは、 すべての NetVault サー

バーおよびクライアン ト ・ マシン上で動作します。 UNIX および Linux OS において、 コ ミ ュニケーシ ョ ン ・ マ

ネージャはプロセスとして動作します。 Windows でのこのプロセスは、 nvpmgr プロセス内のスレッ ド と して

動作します。 nvcmgr では、 ローカル ・ マシン上の各種 NetVault プロセス間の通信が処理されます。

プロセス ・ タイプ ： 静的

プロセス ID ： 2

nvnmgr（ネットワーク・マネージャ）

nvnmgr は、 プロセス間メ ッセージング ・ システムをサポート します。 このプロセスは、 すべての NetVault
サーバーおよびクライアン ト ・ マシン上で動作します。 UNIX および Linux OS において、 ネッ トワーク ・ マ

ネージャはプロセスとして動作します。 Windows でのこのプロセスは、 nvpmgr プロセス内のスレッ ド と して

動作します。 nvnmgr では、 プロセス間メ ッセージがリモート ・ クライアン トに転送されます。 またネッ トワー

ク ・ マネージャは、 クライアン トのステータスの判別に役立つ使用可否確認メ ッセージのブロードキャスト も行
います。

プロセス ・ タイプ ： 静的

プロセス ID ： 3

nvmedmgr（メディア・マネージャ）

nvmedmgr は、 NetVault サーバーで実行されます。 
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このプロセスは、 メディアの内容やオンライン ・バックアップ ・ セーブセッ トについての情報を含む Media
データベースを管理します。 また、 メディア ・ マネージャは、 デバイス設定の詳細情報を格納、 管理します。
バックアップ ・ デバイスの管理は、 デバイス ・ マネージャ ・ プロセスを介して行われます。 メディア ・ マネー
ジャは、 メディアをロードおよびアンロードするよう上位レベルの命令を出し、 デバイス ・ マネージャ ・ プロセ
スがそれらの命令を実行します。 メディア ・ マネージャは、 ジ ョ ブ ・ マネージャによって開始されたメディア要
求に基づいて、 ジ ョ ブで使用するデバイスと メディアの選択を制御します。

プロセス ・ タイプ ： 静的

プロセス ID ： 4

nvsched（スケジュール・マネージャ）

nvsched は、 NetVault サーバーで実行されます。 ジ ョ ブ ・ スケジュールとキューを管理します。 Scheduler デー

タベースの管理も行います。 スケジュール ・ マネージャは、 ジ ョ ブ ・ インスタンスを開始するためにジ ョブ ・ マ
ネージャを開始し、 繰り返しジ ョブの次のインスタンスをスケジュールします。 ジ ョ ブ ・ マネージャはそのジ ョ
ブを実行します。 このプロセスは ［ジ ョ ブ ・ ステータス］ ページを更新し、 レポート ・ ユーティ リテ ィにジ ョ
ブ ・ スケジュール ・ データを提供することも行います。 

プロセス ・ タイプ ： 静的

プロセス ID ： 5

nvlogdaemon（ログ・デーモン）

nvlogdaemon は、 NetVault サーバーで実行されます。 このプロセスは、 NetVault サービスと一緒に開始されま

す。

ログ ・ デーモンは、 さまざまな NetVault プロセスが生成したログ ・ メ ッセージを管理し、 これらのメ ッセージ

を NetVault データベースに書き込みます。 ログ ・ メ ッセージには、 問題の診断およびト ラブルシューティング

に使用できる情報が含まれています。 また、 ログ ・ デーモンは定期的にディスク領域の確認を実行し、 使用量が
「警告」 または 「重大」 のしきい値に到達した場合にアラート ・ メ ッセージを出します。 これらのチェ ックは、
NetVault ホーム、 Database、 Logs、 および Reports ディレク ト リに適用されます。

プロセス ・ タイプ ： 静的

プロセス ID ： 7

nvavp（監査検証マネージャまたはオーディタ）

nvavp は、 NetVault サーバーで実行されます。 このプロセスの役割は、 ユーザー活動の追跡および制御を行う こ

とです。 nvavp では、 ユーザーの要求が検証され、 その許可および拒否が当該ユーザーに割り当てられた権限に

応じて判断されます。

プロセス ・ タイプ ： 静的

プロセス ID ： 8

nvstatsmngr（統計マネージャ）

nvstatsmngr は、 すべての NetVault サーバーおよびクライアン ト ・ マシン上で動作します。 ド ライブ統計、 イ

ベン ト履歴、 メディア要求、 レポーティング ・ ユーティ リテ ィのサーバー容量と転送情報を収集します。

プロセス ・ タイプ ： 静的

プロセス ID ： 9
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nvrepdbmngr（レポート・マネージャ）

nvrepdbmngr は、 NetVault サーバーで実行されます。 このプロセスにより、 レポート ・ データベースを管理し

ます。 

レポート ・ データベース ・ マネージャは、 定期的に統計マネージャをポーリングし、 収集データを取得し、 デー
タをレポート ・ データベースに書き込みます。 nvrepdbmng では、 レポート ・ データベースの情報が NVBU レ

ポーティング ・ ユーティ リテ ィに伝送され、 レポート ・ データベースの定期削除も実行されます。

プロセス ・ タイプ ： 静的

プロセス ID ： 10

nvwsrequesthandler（Webサービス・リクエスト・ハンドラ）

nvwsrequesthandler は、 NetVault サーバーで実行されます。 このプロセスは、 WebUI が使用する Web サービ

スを実行します。 

プロセス ・ タイプ ： 静的

プロセス ID ： 14

nvconsolesvc（コンソール・サービス）

nvconsolesvc は、 すべての NetVault サーバーおよびクライアン ト ・ マシン上で動作します。 NetVault は、 この

プロセスを使用して、 リモート ・ クライアン ト ・ マシンの設定プロパティ を取得または設定します。 

プロセス ・ タイプ ： 静的

プロセス ID ： 15

nvdeploymentmgr（展開マネージャ）

nvdeploymentmgr は、 NetVault サーバーで実行されます。 このプロセスではプッシュ ・ インストール ・ タスク

が管理されます。 

プッシュ ・ インストール手法を使用すると、 次のタスクを実行できます。

• NetVault クライアン ト ・ ソフ トウェアを同時に複数のマシンにインストールおよびアップグレードする

• NetVault プラグインを同時に複数のマシンにインストールおよびアップグレードする

• 新しいクライアン ト を NetVault サーバーに追加する

このプロセスでは、 すべての展開関連の情報が netvault_machines データベースに保存されます。 展開マネー

ジャでは、 1 つまたは複数の展開ワーカー ・ プロセス （nvdeploymentwkr） が作成されて、 リモート ・ マシン

のインストール ・ プロセスが管理されます。 

プロセス ・ タイプ ： 静的

プロセス ID ： 17

nvdevmgr（デバイス・マネージャ）

nvdevmgr は、 ローカルに接続されたデバイスが存在する NetVault サーバーおよびクライアン ト上で動作しま

す。 このプロセスでは、 メディアの読み出しや書き込みが実行されて、 メディアのロードおよびアンロードが処
理されます。 NetVault は、 設定されたドライブごとにデバイス ・ マネージャ ・ プロセスのインスタンスを作成し

ます。 SAN 環境では、 デバイスを共有する NetVault クライアン トごとにインスタンスが実行されます。

プロセス ・ タイプ ： 静的 （デバイスが使用可能であるときに実行）
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プロセス ID ： 変動

nvndmpdevmgr（NDMPデバイス・マネージャ）

nvndmpdevmgr は、 NetVault サーバーで実行されます。 このプロセスでは、 NDMP ファイラー接続デバイスの

メディアの読み出しや書き込みが実行され、 メディアのロードおよびアンロードが行われます。 NetVault は、 設

定されたドライブごとに NDMP デバイス ・ マネージャ ・ プロセスのインスタンスを作成します。 

プロセス ・ タイプ ： 静的 （デバイスが使用可能であるときに実行）

プロセス ID ： 変動

nvchgmgr（チェンジャ・マネージャ）

nvchgmgr は、 ロボッ ト ・ アーム ・ チェンジャを制御します。 このプロセスは、 ロボッ ト ・ アーム ・ チェンジャ

が接続されている NetVault サーバーおよびクライアン トで実行されます。 NetVault は、 アーム ・ チェンジャご

とに 1 つのインスタンスを作成します。

プロセス ・ タイプ ： 静的 （デバイスが使用可能であるときに実行）

プロセス ID ： 変動

nvndmpchgmgr（NDMPチェンジャ・マネージャ）

nvchgmgr は、 NetVault サーバーで実行されます。 このプロセスでは、 NDMP ベースのファイラーに接続され

ているデバイスの、 ロボッ ト ・ アーム ・ チェンジャが制御されます。 NetVault は、 アーム ・ チェンジャごとに 1
つのインスタンスを作成します。

プロセス ・ タイプ ： 静的 （デバイスが使用可能であるときに実行）

プロセス ID ： 変動

nvrascontroller（RASデバイス・コントローラ）

nvrascontroller では、 ディスク ・ ベースのスト レージ ・ デバイスが管理されます。 このプロセスは、 NetVault
サーバー上で実行されます。 NetVault は、 設定されたデバイスごとに RAS デバイス ・ コン ト ローラ ・ プロセス

のインスタンスを作成します。

プロセス ・ タイプ ： 静的 （デバイスが使用可能であるときに実行）

プロセス ID ： 変動

nvjobmgr（ジョブ・マネージャ）

nvjobmgr は NetVault サーバーで実行され、 ジ ョ ブの実行を管理します。

スケジュール ・ マネージャによって、 ジ ョ ブ ・ マネージャが起動されます。 ジ ョ ブが完了するまで、 ジ ョ ブごと
にジ ョブ ・ マネージャの単一インスタンスが実行されます。 ジ ョ ブ ・ マネージャは、 ジ ョ ブの実行ステータスお
よび終了ステータスの変更をレポート します。 このプロセスはデータ ・ プラグインと連携し、 NetVault サーバー

から必要な情報を取得します。 また、 メディア ・ マネージャ ・ プロセスにドライブおよびメディア要求を送信し
ます。 

プロセス ・ タイプ ： 動的

プロセス ID ： 変動
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nvduplicate（複製プロセス）

nvduplicate はバックアップの複製を実行します。 このプロセスは、 複製フェーズを実行した NetVault マシン上

で動作します。

プロセス ・ タイプ ： 動的

プロセス ID ： なし

nvverify（検証プロセス）

nvverify はバックアップ検証を実行します。 このプロセスは、 メディアに書き込まれたスト リーム長を検証し、

バックアップ中にどのブロックも ドロップされなかったことを確認します。 nvverify は、 検証フェーズを実行し

た NetVault マシン上で動作します。

プロセス ・ タイプ ： 動的

プロセス ID ： なし

nvplgscript（プラグイン・スクリプト・プロセス）

nvplgscript は、 ジ ョブのプレ ・ スクリプ ト とポスト ・ スクリプ ト を実行します。 このプロセスは、 ジ ョ ブのプ

レ ・ スクリプ ト とポスト ・ スクリプ トの実行オプシ ョ ンを選択したときのターゲッ ト ・ クライアン トで実行され
ます。

プロセス ・ タイプ ： 動的

プロセス ID ： なし

nvwsworker（Webサービス・ワーカー・プロセス）

nvwsworker は、 Web サービス ・ ワーカー ・ プロセスです。 nvwsrequesthandler プロセスが、 このワーカー ・

プロセスを開始します。 これらのプロセス ・ チームは、 パフォーマンスの向上に用いられます。 WebUI に大量

のコンテンツ ・サービスが提供される場合は、 NetVault サーバーで 10 以上のプロセスを実行できます。 これら

のプロセスは、 コンテンツの提供後も短時間動作を継続します。 

プロセス ・ タイプ ： 動的

プロセス ID ： なし
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環境変数

• NetVault の環境変数

NetVault の環境変数
ユーザー定義スクリプ トで使用できる、 NetVault の環境変数の一覧を以下に示します。

表165. 環境変数

変数 説明

NETVAULTCLIACCOUNT NetVault ユーザー名を指定します。 指定したアカウン トに CLI ユーティ リテ ィ

を使用する権限が必要です。

NETVAULTCLIACCOUNT=< ユーザー ・ アカウン ト名 >
CLI ユーティ リテ ィにアクセスするために、 この変数はスクリプ トに含める必

要があります。

NETVAULTCLIPASSWORD NetVault ユーザーアカウン トのパスワードを指定します。

NETVAULTCLIPASSWORD=< パスワード >
ユーザー ・ アカウン トのパスワードを指定するには、 スクリプ トにこの変数を
指定する必要があります。

NV_HOME NetVault のインストール ・ ディ レク ト リを返します。

NV_JOBCLIENT ジ ョブのターゲッ ト ・ クライアン ト を指定します。

NV_JOBCLIENT=<NetVault クライアン トの名前 >
NV_JOBID ジ ョブ ID 番号を指定します。

NV_JOBID=< ジ ョブ ID>
NV_JOBTITLE ジ ョブの名前を指定します。

NV_JOBTITLE=< ジ ョブ ・ タイ トル >
NV_JOB_WARNINGS ジ ョブが警告とともに完了した場合は TRUE を返し、 それ以外の場合は

FALSE を返します。 
• バックアップが警告を表示して終了した場合 ：

NV_JOB_WARNINGS=TRUE

• バックアップが正常に完了した場合 ：

NV_JOB_WARNINGS=FALSE

この変数は、 ポスト ・ スクリプ トでのみ使用できます。 この変数は、 現在メー
ル ・ スクリプ トが使用していますが、 汎用的に使用できます。

バックアップが警告を表示して終了した場合、 NV_STATUS変数は

SUCCEEDED を返し、 NV_JOB_WARNINGS変数は TRUE を返します。

このスクリプ トの戻り値がローカライズされることはありません。 戻り値は英
語で TRUE または FALSE です。

NV_OUTPUT_FILE レポート用にユーザー定義出力ファイルを返します。
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NV_SERVERNAME NetVault サーバー名を指定します。

NV_SERVERNAME=<NetVaultサーバーの名前 >
NV_SESSIONID ジ ョブのセッシ ョ ン ID を指定します。

NV_SESSIONID=< セッシ ョ ン ID>
NV_STATUS ジ ョブの終了ステータスを返します。 SUCCEEDED または FAILED のいずれ

かを返します。 
• バックアップ ・ ジ ョ ブが正常に完了した場合、 または警告を表示して

終了した場合 ：

NV_STATUS=SUCCEEDED

• バックアップ ・ ジ ョ ブが失敗した場合 ：

NV_STATUS=FAILED

この変数は、 ポスト ・ スクリプ トでのみ使用できます。 戻り値がローカライズ
されることはありません。 値は英語で SUCCEEDED または FAILED です。

NV_USER_ARG プレスクリプ トまたはポストスクリプ トで渡されるユーザー定義引数を指定し
ます。

表165. 環境変数

変数 説明
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NetVault が使用するネッ トワーク ・

ポート

• 使用ポートまたは必須ポート

使用ポートまたは必須ポート
NetVault が使用するネッ トワーク ・ ポートの一覧を以下の表に示します。

表166. NetVaultが使用するポート

Port プロトコル 使用方法 コメント

80 TCP Web サービス接続を受信するための

HTTP の待ち受けポート。

135 TCP クライアン ト ・ プッシュ ・ インス
トール ・ プロセス中に使用される
RPC ポート。

3306 TCP MySQL サーバーへの TCP/IP 接続

で使用されるポート。

Plug-in for MySQL がインストールさ

れている NetVault クライアン トで設

定します。 
デフォルトのポート番号は 3306 で

す。 MySQL サーバーでクライアント

接続用にデフォルト以外のポートが
設定されている場合は、 NetVault ク
ライアントで同じポートが設定され
ていることを確認して ください。

同じマシンで MySQL の複数のインス

タンスを実行するには、 インスタン
スごとに異なるポートを設定します。 

5432 TCP PostgreSQL データベース用の待ち

受けポート。

Plug-in for PostgreSQL がインストー

ルされている NetVault クライアン ト

で設定します。

デフォルトのポート番号は 5432 で

す。 PostgreSQL データベースがデ

フォルト以外のポートで待ち受ける
ように設定されている場合は、
NetVault クライアン トで同じポート

が設定されていることを確認して く
ださい。 

8443 TCP Web サービス接続を受信するための

HTTPS の待ち受けポート。
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10000 TCP NDMP メ ッセージ送信用ポート

（NDMP コン ト ロール ・ チャネル）。

Plug-in for NDMP がインストールさ

れている NetVault サーバーで設定し

ます。 
デフォルトのポート番号は 10000 で

す。 この値は必要に応じて変更でき
ます。

20031 UDP UDP メ ッセージング。 サーバーおよびクライアン トで必要
です。

20031 TCP ネッ トワーク ・ マネージャ
（nvnmgt） が使用するポート。

デバイスのユー
ザー定義待ち受け
ポート

TCP デバイス要求を待ち受けるための
ポート。

NetVault サーバーおよび SmartClient
で設定します。

要件 ： ド ライブあたり 2 ポート。

デバイスのユー
ザー定義接続ポー
ト

TCP リモート ・ ス ト レージ ・ デバイスに
接続するためのポート。

リモート ・ ス ト レージ ・ デバイスに
接続するクライアン トで設定します。

要件 ： ド ライブあたり 2 ポート

メ ッセージ ・ チャ
ネルのユーザー定
義待ち受けポート

TCP データ転送時にメ ッセージを受信す
るポート。

NetVault サーバーおよびクライアン

トで設定します。

要件 ： クライアントあたり 3 ポート。 
1 台のクライアン ト上で 2 つ以上の

プラグインを同時に実行する場合、
NetVault には、 プラグインあたり 2
つのポート、 およびクライアン トあ
たり 1 つのポートが余分に必要で

す。 たとえば、 同時に 2 つのプラグ

インを実行する場合、 NetVault には、

1 台のクライアン トで 5 ポート

（2×2 ＋ 1 ＝ 5） が必要です。

メ ッセージ ・ チャ
ネルのユーザー定
義接続ポート

TCP データ転送時にメ ッセージを送信す
るためのポート。

NetVault サーバーおよびクライアン

トで設定します。

要件 ： クライアントあたり 3 ポート。 
1 台のクライアン ト上で 2 つ以上の

プラグインを同時に実行する場合、
NetVault には、 プラグインあたり 2
つのポート、 およびクライアン トあ
たり 1 つのポートが余分に必要で

す。 たとえば、 同時に 2 つのプラグ

インを実行する場合、 NetVault には、

1 台のクライアン トで 5 ポート

（2×2 ＋ 1 ＝ 5） が必要です。

マシン間設定の
ユーザー定義接続
ポート

TCP NetVault クライアン ト を追加すると

き、 および追加後のクライアン トの
可用性を確認するとき、 初期通信
（ブロードキャスト ・ チャネル） の
確立に使用するポート。

要件 ： クライアントあたり 2 ポート。

表166. NetVaultが使用するポート

Port プロトコル 使用方法 コメント
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NDMP データ ・

チャネルのユー
ザー定義待ち受け
ポート

TCP NDMP ムーバとして動作する

NetVault デバイスの待ち受け用ポー

ト。

これらのポートは、 NDMP ファイ

ラーとスト レージ ・ デバイスの間の
データ転送で使用されます。 これら
のポートは、 デバイスが接続されて
いる NetVault サーバーまたはクライ

アン ト上で必要になります。

49152 から 65535 TCP クライアン ト ・ プッシュ ・ インス
トール ・ プロセス中に使用される動
的ポート。

表166. NetVaultが使用するポート

Port プロトコル 使用方法 コメント
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トラブルシューティング

• 一般的なエラー

• NetVault のセーフ ・ モード

一般的なエラー
このセクシ ョ ンでは一般的なエラーとその解決方法について記述します。 ト ピックは以下のとおりです。

• NetVault サービスで Windows の開始が失敗する

• マシンの再起動後に NetVault サービスの開始が失敗する

• Linux で NetVault サービスは始まるが、 すぐに停止する

• サーバーの IP アドレスの変更後にログインできない

• NetVault WebUI の予期しない動作

• WebUI が Internet Explorer の互換表示で動作しない

• プッシュ ・ インストール中に NetVault インストーラが失敗する

• VSS ベースのバックアップが失敗する

• Windows での TCP/IP ソケッ ト ・ バッファ ・ サイズの変更

• NetVault 10.0.1 が実行されているクライアン トでデータ ・ コピー ・ セーブセッ ト を使用したリストアが

失敗する

• インデックスが 2 GB より大きい場合、 Itanium プラッ ト フォームでリストアが失敗する

• アップグレード後、 Ｌ ｉ ｎ ｕ ｘ でデータ ・ コピーや統合バックアップ ・ ジ ョ ブに失敗する

• アップグレード した後、 WebUI ページにコンソール ・ エラーが表示される

• プッシュインストール中にターゲッ ト  Linux マシンで展開タスクがハングする

• ホスト名でパッケージ ・ ス トアを追加できない

• ネッ トワーク設定の問題が原因で展開タスクが失敗する

• ワークステーション属性が設定されている場合、 ド メインユーザーが NetVault サーバにログインできない

• ド メインユーザーが Debian 9 で NetVault サーバにログインできない

• プッシュインストールが正常に完了した後、 ターゲッ トマシンをクライアント として追加すると失敗する

• NetVault クライアン トホスト を手動でアンインストールした後、 カタログ検索ページをインストール、

アンインストール、 または移動できない

• NetVault サーバの移行を同じまたは異なるサーバ名で実行した後、 カタログ検索をインスト ― ルまたは

アンインストールできない

• 外部 Azure AD ユーザーが外部 Azure AD ユーザーを NetVault サーバに追加できない

• Linux ベースの NetVault サーバからターゲッ トの Windows マシンを検証できない
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• RHEL 5.x プラッ ト フォームの NetVault で、 レポート を PDF 形式の電子メール添付ファイルとして送信

できない

• NetVault データベースのバックアップのリストアに失敗する

• RDA を使用してバックアップを行う ときに一度に 4 つのスト リームしか使用されない

• Linux 上で大規模な VTL を作成できない

• 多数のファイルが含まれるフォルダを参照するとタイムアウトになる

NetVault サービスで Windows の開始が失敗する

説明

Windows ベースの NetVault サーバーで、 NetVault サービスの開始が失敗する。

症状

Windows イベン ト ・ ビューアに以下のメ ッセージが表示されているかどうかを確認します。

PDT FATAL: lock file “postmaster.pid” already exists

解決方法

システム ・ データの保管に使用する PostgreSQL データベースが起動していないと、 NetVault は起動できませ

ん。 この問題に対処するには、 ログで参照されている場所にある 「postmaster.pid」 を削除して、 NetVault サー

バーを再起動します。

マシンの再起動後に NetVault サービスの開始が失敗する

説明

マシンの再起動後、 Windows ベースの NetVault サーバーで、 NetVault サービスの開始に失敗することがある。 

症状

Windows イベン ト ・ ビューアに以下のメ ッセージが表示されているかどうかを確認します。

FATAL: could not create any TCP/IP sockets " for a PostgreSQL source

解決方法

システム ・ データの保管に使用する PostgreSQL データベースが起動していないと、 NetVault は起動できませ

ん。 この問題に対処するには、 タスク ・ マネージャを開始して、 ［全ユーザーのプロセスを表示する］ をクリ ッ
クします。 システム上で postgres32.exe の複数のインスタンスが動作していることを確認できます。

postgres32.exe プロセスのいずれか 1 つのインスタンスを選択し、 ［プロセスの終了］ をクリ ックして、 このプ

ロセスのすべてのインスタンスを削除します。 その後で NetVault サービスを開始します。

Linux で NetVault サービスは始まるが、 すぐに停止する

説明

Linux ベース ・ マシンで、 NetVault サービスが始まった直後に停止する。

症状

エラー ・ メ ッセージは表示されません。



Quest NetVault 13.1.2 アドミニストレーターズ・ガイド

トラブルシューティング
457

解決方法

Postgres サービスがホスト名 localhost を解決できず、 開始できない場合に、 この問題が発生することがありま

す。

/etc/hosts ファイルを確認します。 ファイルに localhost のエン ト リが含まれていない場合は、 そのエン ト リを

追加します。

サーバーの IP アドレスの変更後にログインできない

説明

NetVault サーバーの IP アドレスを変更した後で、 WebUI からログインできない。

症状

ログインしよう とすると、 サーバーにアクセスできないという メ ッセージが NetVault WebUI に表示されます。

解決方法

NetVault サーバーの IP アドレスが変更された場合 （再起動時の DHCP による再割り当てによる変更など）、

NetVault WebUI にログインする前に、 ブラウザ ・ キャッシュをクリアする必要があります。 IP アドレスが変更

されていない場合、 サーバーにアクセスできないという メ ッセージが表示され、 ログインが失敗する可能性があ
ります。 または、 NetVault サーバーに静的 IP アドレスを割り当てることができます。

NetVault WebUI の予期しない動作

説明

NetVault WebUI に不適切な文字列や名前、 およびその他のオブジェク ト関連の問題が表示される。

症状

NetVault WebUI に、 予期しない各種の不適切な名前や文字列、 正し く ないボタン ・ ラベルなどが表示されます。

解決方法

この問題を解決するには、 ブラウザのキャッシュおよび履歴をクリアしてから、 NetVault WebUI にログインし

なおします。 このアクテ ィビテ ィは、 NetVault システムのアップグレード後に実行して ください。

WebUI が Internet Explorer の互換表示で動作しない

説明

NetVault WebUI が Internet Explorer の互換表示で動作しない。

症状

Internet Explorer でサイ トの互換表示が有効である場合、 NetVault にアクセスしよう とすると、 「互換表示はサ

ポート されていません。 別のブラウザを使用するか、 互換表示を使用している Web サイ トのリストからこのサ

イ ト を削除して、 アプリケーシ ョ ンを適切に表示して ください。」 というエラー ・ メ ッセージが表示されます。

解決方法

互換表示を使用している Web サイ トのリストからこのサイ ト を削除するか、 別のブラウザを使用します。
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プッシュ ・ インストール中に NetVault インストーラが失敗する

説明

ターゲッ ト ・ クライアン トでプッシュ ・ インストールが失敗する。

症状

タスク ・ ログに次のエラー ・ メ ッセージが表示されます。 

コア ・パッケージの NetVault インストーラが、 エラー 1 で失敗しました。

解決方法

インストールが失敗するにはい くつかの理由があります。 インストール ・ ログ ・ ファイルの情報は、 問題の診断
と ト ラブルシューティングに役立ちます。 ログ ・ ファイルはシステムの一時ディレク ト リにあります （システ
ム ・ アカウン トの TEMP 環境変数によって、 このディ レク ト リの場所が決まります。 このパスは通常、

%windir%\Temp に設定されています）。 

インストール ・ プロセスが失敗する段階に応じて、 インストーラは、 netvault_{GUID}_install.log また

は bitrock_installer.log （または bitrock_installer_nnn.log） という名前のファイルを作成する可

能性があります。

まだ問題を解決できない場合は、 Quest テクニカル ・サポートまでお問い合わせください。

VSS ベースのバックアップが失敗する

説明

VSS ベースのバックアップを実行する場合、 VSS Writer がスナップシ ョ ッ トの生成に失敗すると、 ジ ョ ブが失

敗する。

症状

ログ ・ メ ッセージには以下のエラーが表示されます。

• セレクシ ョ ン ・ ツリーへ予備アイテムを追加できませんでした。 

• セレクシ ョ ン ・ ツリーとバックアップ ・ オプシ ョ ンを準備できませんでした。

解決方法

これらのメ ッセージは、 VSS サブシステムに問題があることを示しています。 VSS サブシステムが正し く機能

していない場合、 NetVault はバックアップ ・ ジ ョ ブを完了できません。 ジ ョ ブを再実行する前に、 以下の手順を

実行することをお勧めします。

• 既存のシャ ドウ ・ コピーを削除します （Vssadmin ユーティ リテ ィまたは DiskShadow ユーティ リテ ィ

を使用してシャ ドウ ・ コピーを削除できます）。

• 目的の VSS Writer サービスを再起動します。

Windows での TCP/IP ソケッ ト ・ バッファ ・ サイズの変更

説明

Windows で TCP/IP ソケッ ト ・ バッファ ・ サイズを変更できない。
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症状

データを LAN で転送すると、 Windows でパフォーマンスが低下します。 IPerf などのネッ トワーク ・ ツールを使

用してウィンドウのサイズを変更しても、 バッファ ・ サイズは変更されません。

解決方法

Windows で TCP/IP バッファ ・ サイズを増やすには、 レジスト リ設定を変更する必要があります。 これらの設定

についての詳細は、 Microsoft サポート技術情報の https://support.microsoft.com/ja-jp/kb/823764 を参照して くだ

さい。

NetVault 10.0.1 が実行されているクライアン トでデータ ・ コ

ピー ・ セーブセッ ト を使用したリストアが失敗する

説明

NetVault 10.0.1 以前のバージ ョ ンを実行しているクライアン トでデータ ・ コピー ・ セーブセッ ト をリス トアする

と、 ジ ョ ブが失敗します。

症状

リストア ・ ジ ョ ブで次のような意味のエラーが報告されます。

インデックスを取得できませんでした。

ト レース ・ ログに次のような意味のメ ッセージが記録されます。

新しいスタイル ・ インデックスです。

インデックス ・ ファイルが破損しているか、 バージ ョ ン番号が無効です。

解決方法

NetVault Server 10.0.5 以降では、 Plug-in for Data Copy でインデックス ・バージ ョ ン 4 を作成します。 これは、

以前の NetVault と互換性がありません。 NetVault 10.0.1 以前のバージ ョ ンを実行するクライアン トは、 このイ

ンデックス ・ ファイルを読み込めず、 リス トア ・ ジ ョ ブが失敗する原因になります。

NetVault Server 10.0.5 以降で生成されたデータ ・ コピー ・ セーブセッ ト をリス トアするには、 クライアン ト を

アップグレードする必要があります。

インデックスが 2 GB より大きい場合、 Itanium プラッ ト

フォームでリストアが失敗する

説明

Itanium プラッ ト フォームで、 インデックスのサイズが 2 GB より大きいバックアップのリストアが失敗する。

症状

Itanium プラッ ト フォームで、 インデックスのサイズが 2 GB より大きいバックアップをリス トアしよう とする

と、 ジ ョ ブは失敗し、 「リス トアするアイテムのソートに失敗しました」 というエラーメ ッセージが表示されま
す。

解決方法

この問題を修正するには、 次のようにスタ ック ・ サイズを拡大します。

• 標準 UNIX プラッ ト フォームで、 CLI で ulimit 設定を編集して、 スタ ック ・ サイズを増やします。 

利用可能なオプションを以下に示します。

https://support.microsoft.com/en-us/kb/823764
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ulimit -a 

環境のすべての設定を表示します。

ulimit -s 

現在のスタック・サイズ設定を表示します。

ulimit -s unlimited 

無制限のスタック・サイズを設定します。

ulimit -s <n> 

スタック・サイズを指定値に設定します。

man ulimit 

ulimitコマンドの情報を表示します。

値の変更後に、ulimit -aコマンドを実行して、設定が変更されたことを確認します。

• HP-UX Itanium プラッ ト フォームでは、 bash コマンド kmtune または kctune （オペレーティング ・ シス

テムによる） を使用して、 カーネル ・ スタ ック ・ サイズ情報にアクセスします。 スタ ック変数は、 32
ビッ ト ・ アプリケーシ ョ ンでは maxssiz、 64 ビッ ト ・ アプリケーシ ョ ンでは maxssiz_64bit です。 

利用可能なオプションを以下に示します。

kmtune -l -q maxssiz 

32ビット・アプリケーションの設定情報を表示します。

kmtune -l -q maxssiz_64bit 

64ビット・アプリケーションの設定情報を表示します。

kmtune -u -s maxssiz=<n> 

32ビット・アプリケーションの新しいスタック・サイズを指定値に設定します。

kmtune -u -s maxssiz_64bit =<n> 

64ビット・アプリケーションの新しいスタック・サイズを指定値に設定します。

kmtune -u -s maxssiz+<n> 

32ビット・アプリケーションのスタック・サイズを指定値だけ増やします。

kmtune -u -s maxssiz_64bit +<n> 

64ビット・アプリケーションのスタック・サイズを指定値だけ増やします。

アップグレード後、 Linux でデータ ・ コピーや統合バッ

クアップ ・ ジ ョ ブに失敗する

説明

NetVault をバージ ョ ン 11.4 以降にアップグレードすると、 Linux マシンの NetVault サーバーで実行されている

データ ・ コピーおよびコンソリデート ・ バックアップ ・ ジ ョ ブ （Active Directory での Windows クライアン トの

主要なジ ョブ） が失敗する。

症状

NetVault をバージ ョ ン 11.4 以降にアップグレードすると、 プライマリ ・ バックアップのインデックスが破損し

ます。 そのため、 古いデータ ・ コピーおよびコンソリデート ・ バックアップ ・ ジ ョ ブを再実行すると失敗しま
す。 また、 古いバックアップ ・ セッ トから新しいデータ ・ コピーおよびコンソリデート ・ バックアップ ・ ジ ョ ブ
を実行すると失敗します。
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解決方法

この問題を修正するには、 NetVault をバージ ョ ン 11.4 以降にアップグレード したら、 古いフル ・バックアップ ・

ジ ョ ブを再実行してから、 古いまたは新しいデータ ・ コピーおよびコンソリデート ・ バックアップ ・ ジ ョ ブを再
実行します。 

アップグレード した後、 WebUI ページにコンソール ・ エラー

が表示される

説明

NetVault を 13.1.2 バージ ョ ンにアップグレードすると、 各種の WebUI ページでコンソール ・ エラーが表示され

ます。

症状

NetVault を 13.1.2 バージ ョ ンにアップグレードすると、 「localStorage」 関数および 「sessionStorage」 関数の変

更が原因で各種の WebUI ページでコンソール ・ エラーが表示されます。

解決方法

この問題を修正するには、 NetVault をバージ ョ ン 12.0 以降にアップグレード した後、 ブラウザのキャッシュを

クリアしてから、 WebUI ページを再ロード します。

プッシュインストール中にターゲッ ト  Linux マシンで展開タス

クがハングする

説明

ターゲッ ト Linux マシンへの NetVault クライアン トのプッシュ ・ インストール中、 パッケージをインストールせ

ずに展開タスクが実行され続けます。

症状

タスク ・ ログに以下のメ ッセージが表示されます。

リモート ・ マシンでのインストール ・ エージェン トの起動要求が送信されました

解決方法

sudoers 権限を取得するためのユーザー構成が正し く ないため、 ターゲッ ト Linux マシンでタスクを再実行する

前に、 次のアクシ ョ ンを実行します。

1 プッシュ ・ インストールに使用したものと同じユーザーでターゲッ ト ・ マシンにログインします。

2 次のコマンドを実行してファイルを一覧表示します。 パスワードの入力は求められません。

sudo ls 

ただし、パスワードの入力を求められた場合は、sudoersファイルの構成を確認し、NOPASSWDフラグ

を設定します。

ホス ト名でパッケージ ・ ス トアを追加できない

説明

ホスト名を含むパッケージ ・ ス トアの追加が失敗し、 次のエラーが表示されます。
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Error: データ ・ ス トアに接続できません。 「パッケージ ・ ス トアへのアクセス中にエラーが発生しました。 マウ

ン ト許可を確認して ください」

症状

Linux ベースの NetVault サーバーでは、 マウン ト権限を確認するためのエラー ・ メ ッセージが表示されます。

解決方法

ホスト名で共有ディレク ト リに ping を実行します。 共有ディレク ト リが ping に応答しない場合は、 ホスト と

DNS の設定を確認する必要があります。

ネッ トワーク設定の問題が原因で展開タスクが失敗する

説明

ネッ トワーク設定の問題により、 リモート ・ ターゲッ ト ・ マシンでの展開タスクが失敗します。

症状

タスク ・ ログに次のエラー ・ メ ッセージが表示されます。 

NetVault サーバーの有効な IP アドレスが見つかりません。 有効なネッ トワーク設定が行われていることを確認

して ください。

解決方法

ネッ トワーク設定を確認し、 ターゲッ ト ・ マシンでコマンド hostname -i を実行します。 ループバック ・ アドレ

スではな く、 すべての有効な IP アドレスが一覧表示されているかどうかを確認して ください。

ワークステーシ ョ ン属性が設定されている場合、 ド メインユー
ザーが NetVault サーバにログインできない

説明

ド メイン ・ ユーザーが正しい認証情報で NetVault サーバーにログインできません。

症状

Linux および Windows ベースの NetVault サーバーに、 それぞれ次のログ ・ メ ッセージが表示されます。

• 認証エラー：ドメインコントローラから情報を取得できないため、NetVault データベースでドメインユー

ザーレコードを追加または更新できませんでした。

• 認証エラー：ドメイン・ユーザーに対して入力されたユーザー名またはパスワードが正しくありません。詳
細については、ドメイン・コントローラを確認してください。

解決方法

ド メイン ・ コン ト ローラで、 ド メイン ・ ユーザーのワークステーシ ョ ン属性を確認します。

ド メ インユーザーが Debian 9 で NetVault サーバにログインで

きない

説明

ド メイン ・ ユーザーが Debian 9 で NetVault サーバーにログインできません。
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症状

NetVault サーバーにより、 次のエラーが nvavp-*.log ログ ・ ファイルに表示されます。

アクセス制限のため、 ド メイン ・ ユーザーの検証に失敗しました

解決方法

認証に成功した後でも、 グループ ・ ポリシー ・ オブジェク トの設定により権限が拒否されます。

/etc/sssd/sssd.conf 設定ファイルでこの問題を解決するには、 次のパラメータを設定します。

access_provider = ad

auth_provider = ad

ad_gpo_access_control = permissive.

プッシュインストールが正常に完了した後、 ターゲッ トマシン
をクライアン ト と して追加すると失敗する

説明

ターゲッ ト ・ マシンでのプッシュ ・ インストールは成功しますが、 このマシンのクライアン ト と しての追加が失
敗し、 警告が表示されます。

リモート ・ クライアン ト ・ ターゲッ ト ・ マシンのプッシュ ・ インストールが成功すると、 ターゲッ ト ・ マシンへ
の新しいクライアン トの追加が失敗し、 警告メ ッセージが表示されます。

症状

ターゲッ ト ・ マシンにクライアン ト と してマシンを追加すると、 タスク ・ ログに次の警告が表示されます。 

• <ターゲットマシン> の NetVault 名を取得できませんでした

• マシンをクライアントとして追加できません

解決方法

ファイアウォールの設定が原因で、 NetVault サーバーがターゲッ ト ・ マシンの NetVault クライアン トに接続で

きません。 マシンをクライアン ト と して追加するように、 ターゲッ ト ・ マシンのファイアウォールを設定しま
す。 詳し くは、 『Quest  NetVault アド ミニスト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照して ください。

NetVault クライアン トホスト を手動でアンインストールした

後、 カタログ検索ページをインストール、 アンインストール、
または移動できない

説明

NetVault クライアン ト ・ ホス トにカタログ検索がインストールされていて、 このクライアン ト ・ ホス トが手動で

アンインストールされているかアクセスできない場合、 カタログ検索ページのインストール、 アンインストー
ル、 または移動ができません。 

症状

カタログ検索ページを移動できないか、 クライアン ト ・ ホス トにカタログ検索がインストールされているように
表示されます。
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解決方法

クライアン ト ・ ホス トでカタログ検索が使用できないかどうかを確認します。 カタログ検索が使用できない場合
は、 catalog.cfg 設定ファイルでパラメータとその値を変更します。 選択した NetVault クライアン ト ・ ホス トに

カタログ検索を再インストールできるようになります。 詳細は、 「カタログ検索の管理」 を参照して ください。

catalog.cfgファイルのパラメータとその値を変更するには

1 config ディレク ト リ内にある catalog.cfg ファイルを開いて編集します。

[Catalog]セクションで、以下の行を追加します。

Enabled=false

[Catalog:Worker Pool Size]セクションで、以下の変更を行います。

Type= Range

Value= 5

Width= 4

Range= 1 20

Label= 同時にアクティブになるカタログ・ワーカーの最大数

Label Id= 14744

[Timeouts:Catalog Index Saveset]セクションで、以下の変更を行います。

Type= Range

Range= 5, 600

Width= 4

Label= カタログへのバックアップをチェックするポーリング間隔（秒単位）

Label Id= 14745

Value= 10

[CatalogVersion]セクションで、以下の変更を行います。

NVVersion=

NVBuildLevel=

2 保存して catalog.cfg ファイルを閉じます。

NetVault サーバの移行を同じまたは異なるサーバ名で実行し

た後、 カタログ検索をインスト ― ルまたはアンインストール

できない

説明

NetVault の移行が正常に完了した後、 選択したクライアン トにカタログ検索をインストールできません。 カタロ

グ検索を正常にインストールした後も、 カタログ検索がアンインストール済みとして表示されるか、 「カタログ
検索は他の NetVault サーバーによってインストールされています」 というエラーが表示されます。

症状

NetVault の移行が正常に完了した後、 選択したクライアン トにカタログ検索をインストールできません。 カタロ

グ検索を正常にインストールした後も、 カタログ検索がアンインストール済みとして表示されるか、 「カタログ
検索は他の NetVault サーバーによってインストールされています」 というエラーが表示されます。
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解決方法

<NetVault Server Installation\Quest\NetVault\catalog> フォルダでカタログ検索のインストールを手動で確認

します。 カタログ検索がインストールされている場合は、 次の NetVault インストールディ レク ト リからカタロ

グ検索をアンインストールする必要があります。

外部 Azure AD ユーザーが外部 Azure AD ユーザーを NetVault 
サーバに追加できない

説明

外部 Azure AD ユーザーが別の外部 Azure AD ユーザーを NetVault サーバに追加できません。

症状

既存の外部 Azure AD ユーザーが別の外部 Azure AD ユーザーを追加する際に 「ユーザー名がド メインに存在し

ません」 というエラーが表示されます。

解決方法

Azure ポータルの外部コラボレーシ ョ ン設定には適切な権限が必要です。 ゲストユーザーが他のユーザーを追加

できるようにするには、 次の手順を実行します。

1 Azure ポータルにログインします。

2 ［Azure Active Directory］をクリックします。

3 ［ユーザー設定］に移動します。

4 ［外部コラボレーション設定の管理］をクリックします。

5 ［ゲストユーザーの権限を制限する］を［いいえ］に設定します。

6 ［保存］をクリックします。

Linux ベースの NetVault サーバからターゲッ トの Windows 
マシンを検証できない

説明

展開タスクの作成中に Linux ベースの NetVault サーバから  Windows ターゲッ トマシンを検証しよう とすると、

有効な資格情報を使用しても検証が失敗します。

症状

ターゲッ トマシンの検証中に、 次のエラーが表示されます。

• 検証で次のエラーメ ッセージが表示されます。 リモート ターゲッ トに接続できませんでした。

• 検証に失敗した後、 クライアン トのインストールを続行すると、 同じエラーが発生します。

解決方法

この問題は、 Linux サーバマシン上で Kerberos が正し く設定されていない場合に発生します。

/etc/krb5.conf で default_realm が有効であることを確認します。

この問題は、 ユーザーの Kerberos チケッ トが期限切れになった場合にも発生します。 チケッ ト を更新するには、

Linux NetVault サーバ上で次のコマンドを実行します。

kinit user@domain.com

コマンドが正常に実行されると、 指定されたユーザーの検証が正常に完了します。
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RHEL 5.x プラッ ト フォームの NetVault で、 レポート を PDF 
形式の電子メール添付ファイルとして送信できない

説明

PDF を生成するには、 RHEL 5.x プラッ ト フォームでは使用できないコンポーネン トが必要です。

症状

RHEL 5.x プラッ ト フォームからレポート を PDF と して送信しよう と しても、 PDF は生成されません。

解決方法

レポート を HTML 形式の電子メール添付ファイルとして送信するには、 次の手順を実行します。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ をクリ ックします。

2 ［ユーザー ・ インターフェイス］ で ［レポート］ をクリ ックします。

3 ［レポート］ ダイアログボックスの ［その他］ の ［デフォルト電子メール形式］ 設定で ［HTML］ を選択

します。

4 ［実行］ をクリ ックします。

NetVault データベースのバックアップのリストアに失敗する

説明

Windows 2012 では、 Plug-in for Databases で、 NetVault SmartDisk デバイスに保存されている NetVault データ

ベースのバックアップをリス トアできません。

症状

DAV デバイスからリストアする場合、 NetVault がサービスとして実行されている場合にのみリストアが失敗し

ます。

解決方法

NetVault データベースのバックアップが NetVault SmartDisk に保存されている場合、 リス トアジ ョブを開始する

前に、 NetVault サービスを停止して、 このサービスを 「ユーザースペース」 （つまり、 nvpmgr debug） で実行し

ます。

RDA を使用してバックアップを行う ときに一度に 4 つのスト

リームしか使用されない

説明

RDA を使用して 20 台以上のクライアン ト をバックアップする場合、 デバイスアクテ ィビテ ィで一度に 4 つのス

ト リームしか使用されません。 /config/dellrda 設定ファイルの設定を 32 スト リームから  512 スト リームに更新

し、 NetVault サービスを再起動しても、 同じ結果になります。

症状

同じディスクベースのスト レージデバイスを対象とする複数のバックアップジ ョブを同時または短い時間内に開
始するようにスケジュール設定すると、 以下の問題が発生します。

• ストリーム数に対してターゲット・デバイスが十分に使用されません。

• デバイスが並行してジョブを実行できる場合でも、一部のジョブが「メディア待ち」状態のままになり
ます。

• 小さいジョブの完了時間が数秒または数分長くなります。
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解決方法

これらの問題は、 メディア ・ マネージャがディスク ・ ベースのバックアップ ・ デバイスに多すぎる同時ジ ョブを
割り当てないように 「休止時間」 設定を使用するために発生します。 デフォルトでは、 休止時間は 10 秒に設定

されています。 したがって、 ジ ョ ブがディスク ・ ベースのスト レージ ・ デバイスに割り当てられた後、 メディ
ア ・ マネージャは同じデバイスに次のジ ョブを割り当てる前に 10 秒間待機します。 休止時間のデフォルトの設

定は mediamgr.cfg ファイル内で変更できます。

ディスク・ベースのストレージ・デバイスの休止時間を変更するには：

1 mediamgr.cfg ファイルをテキスト ・ エディ タで開きます。 

このファイルは、Windowsでは<NetVault home>\config、Linuxでは<NetVault home>/configにあります。

2 次のエン ト リの値を変更します。

[Media Requests:RAS quiesce time]

Type=Range

Range=0,1000

Value=10

デフォルト値は、10です。同時にジョブを開始するには、値を0に設定します（Value=0）。
3 ファイルを保存します。

以下の点に注意します。

• この設定は、すべてのディスクベースのストレージデバイス（DR Series システム、EMC Data Domain シ
ステム、NetVault SmartDisk デバイス）に適用されます。

• 共有 NetVault SmartDisk デバイスの場合、この値を 0 に設定することはできません。

Linux 上で大規模な VTL を作成できない

説明

Linux マシン上に Large_VTL を作成する場合、 NetVault WebUI の応答に時間がかかり、 セッシ ョ ンが期限切れ

になります。

症状

Linux NetVault サーバでは、 Large_VTL を作成するときに、 非アクテ ィブのために WebUI がタイムアウトに

なった場合、 または作成の進行中にユーザーが WebUI を閉じた場合、 VTL の作成は行われません。

解決方法

WebUI で、 ［以前生成された仮想デバイスを再追加］ オプシ ョ ンを使用して VTL を追加します。

多数のファイルが含まれるフォルダを参照するとタイムアウト
になる

説明

リストア中に多数 （たとえば、 10,000 個以上） のファイルが含まれるフォルダを参照したり展開したりすると、

操作が失敗します。

メモ ： この解決方法は、 「diskdevice.cfg」 フ ァイルの 「libraries」 セクシ ョ ンに VTL エン ト リが存在し、

指定されたパスにディ レク ト リが存在する場合にのみ機能します。
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症状

数分間参照した後、 リス トアジ ョブがタイムアウトするか、 WebUI が無応答になるか、 または 「リモートマシ

ン ： [MACHINE_NAME] は使用できません」 というエラーが表示されます。

解決方法 1

カタログ検索を使用して、 リス トアする項目を検索します。

解決方法 2

次の手順を実行して、 Web サービスの物理クライアン トのロングタイムアウト設定を手動で増やします。

1 ［ナビゲーション］パネルで、［設定変更］をクリックします。

2 ［NetVault サーバ設定］ページの［サービス］で、［Web サービス］をクリックします。 

3 ［Web サービス］ダイアログボックスで、［物理クライアントのロングタイムアウト］設定を最大の 60,000 
秒に設定します。

Linux でプッシュインストールに失敗する

説明

インストールパスに /usr を指定してプッシュインストールを行う と、 インストールが失敗し、 ターゲッ トマシ

ン上の /usr ディレク ト リの内容 （/usr/bin、 /usr/sbin、 /usr/lib、 /usr/lib64 ディレク ト リからのシステムコマンド

やライブラリなど） が削除されます。 

症状

クライアン ト インストーラをプッシュした後、 クライアン トマシンにアクセスできません。 次のエラーメ ッセー
ジが表示されることがあります。

「コアパッケージ netvault-R2021JAN21-v13.0.2.8-Client-LinuxX86Pure64 のインストール中にエラーが発生しま

した」

解決方法

プッシュインストールを使用する場合、 インストールパスとして /usr/netvault を使用します。

NetVaultのセーフ・モード
次のエラー条件のため、 NetVault がセーフモードで動作することがあります。

• メディア ・ マネージャやスケジュール ・ マネージャなどの主要プロセスを開始できない。

• PostgreSQL データベースが使用できないか、 NetVault が 1 つ以上のデータベースに接続できない。

• NetVault サーバーでディスク容量が低下している。

このようなエラーが発生すると、 NetVault は制限付きモードで動作し続けて、 WebUI を使用して問題を診断、

ト ラブルシューティングできるようになります。 

このファイルには、 NetVault サーバーがセーフ ・ モードで実行する原因が保持されています。

セーフ ・ モードでは、 次のページにアクセスできます。
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• ［問題サマリ］ ： NetVault がセーフ ・ モードに入る原因となった問題が表示されます。 エラーのタイプに

応じて、 ［修正］ オプシ ョ ンをエラーの解決に役立てることができます。

• ［ログ参照］ ： ログ ・ メ ッセージを調べることができます。 ログ ・ メ ッセージには、 エラー条件に関する
詳細情報が含まれることがあります。

試すことができる選択肢は次のとおりです。 この選択肢は ［セーフ ・ モード］ ページで試すことができます。

• ［修正］ オプシ ョ ンを使用して問題を解決する ： ［修正］ オプシ ョ ンを使用してエラーを解決する方法に
ついて、 次の表で説明します。

• NetVault を通常モードで再起動する ： NetVault は、 セーフ ・ モードに入ると、 問題が解決したかどうか

に関係な くセーフ ・ モードに留まります。 セーフ ・ モードを終了するには、 NetVault を通常モードで再

起動します。

ページ上の ［通常モードで再起動］ ボタンまたはリンクを使用して、 アプリケーションを再起動できます。 

• ナレッジ ・ ベースの記事を検索する ： ［ナレッジ ・ ベース］ リンクを使用し、 ナレッジ ・ ベースの記事で
解決策を検索できます。

• 診断トレースを有効にして NetVault を再起動する ： ページ上のリンクを使用して、 診断ト レースを有効

にした通常モードで NetVault を再起動できます。

• Quest テクニカル ・サポートに問い合わせる ： 問題を解決できない場合は、 このリンクをクリ ックして

問題を報告して ください。 

エラー・タイプ 使用可能なオプション

主要プロセスのエラー このエラーにより NetVault がセーフ ・ モードに入った場合、 問題解決のた

めに使用できるオプシ ョ ンはありません。

データベース接続エラー ［修正］ オプシ ョ ンで接続ステータスをチェ ックし、 次の情報を表示しま
す。

• PostgreSQLサービスのステータス（動作しているかどうか） 
• ログ、オーディタ、スケジューラ、Media Databaseの接続ステータ

ス 
［修正］ オプシ ョ ンでは、 PostgreSQL サービスを再起動するリンクも表示

されます。

ディスク領域不足の問題

［修正］ オプシ ョ ンにより、 ディスク領域の使用率が表示され、 ディスク領
域を解放するため、 次のリンクが表示されます。

• 診断トレース・ファイルがある場合は、それを削除するリンク。こ
のオプションでは、トレースがサーバーで無効になります。

• オンライン・バックアップ・インデックスを削除するリンク。回収
するディスク領域の量を［インデックス・ファイルのクリーンアッ
プ］ダイアログ・ボックスに指定できます。

メモ ： 診断トレースは、 Quest テクニカル ・サポートのガイダンスに従って有効にして ください。
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弊社について

Quest は、 急速に変化する企業 IT の世界にソフ トウェア ・ ソ リューシ ョ ンを提供します。 データの急増、 クラ

ウドの拡張、 ハイブリ ッ ド ・ データセンター、 セキュリテ ィの脅威、 規制要件によって生じる課題を簡素化する
ことができます。 弊社は、 Fortune 500 の 95% の企業および Global 1000 の 90% の企業など、 100 か国におよ

ぶ 130,000 社にサービスを提供するグローバルプロバイダーです。 1987 年以来、 データベース管理、 データ保

護、 ID およびアクセス管理、 Microsoft のプラッ ト フォーム管理、 統合エンドポイン ト管理などのソリューシ ョ

ンのポート フォリオを構築してきました。 Quest により、 組織は IT 管理に費やす時間を短縮し、 ビジネスの革

新に費やす時間を増やすことができます。 詳細については、 https://www.quest.com/jp-ja/ を参照して ください。

テクニカル・サポート用リソース
テクニカル ・サポートは、 Quest の有効な保守契約を締結している場合、 または試用版を保有している場合に

ご利用いただけます。 Quest サポート ・ ポータル （https://support.quest.com/ja-jp） にアクセスすることができ

ます。

サポートポータルには、 問題を自主的にすばやく解決するためのセルフヘルプツールがあり、 24 時間 365 日ご

利用いただけます。 サポート ・ ポータルでは次のことを実行できます。

• サービス ・ リクエストの送信と管理。

• ナレッジベース記事の参照。

• 製品に関するお知らせへの登録。

• ソフ トウェアと技術文書のダウンロード。

• 入門ビデオの視聴。

• コ ミ ュニテ ィ ・ ディスカッシ ョ ンへの参加。

• サポート ・ エンジニアとのオンライン ・ チャ ッ ト。

• 製品に関する支援サービスの表示。

https://support.quest.com/ja-jp
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